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北区中津三丁目における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(CT13-1)報告書
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調査 個 所 大阪市北区中津3丁 目7他 3筆

調査 面 積 400留

調査 期 間 平成25年12月16日～平成26年1月20日

調査 主 体 公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 次長 南秀雄、岩本正二
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は最近発見された中世の集落遺跡である中津3丁目所在遺跡に位置する。阪急神戸・宝塚線

中津駅のすぐ北側にあり、淀川によって形成されたデルタ上に立地している(図1～4)。

今回の調査地の北東側には、古墳時代前期の土器を含む河成層や江戸時代の溝などを検出した豊崎

遺跡[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008、大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011]があ

る。南東側には、古墳～江戸時代の集落遺跡である茶屋町遺跡[大阪市教育委員会・大阪市文化財協

会20101 大阪文化財研究所2012]がある。また、南側には、鎌倉～江戸時代の集落遺跡である大深町

遺跡[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013]、弥生～古墳時代の土器や時期不明の丸木船が出土

した鷺洲遺跡[中尾芳治1988]が存在する。調査地は江戸時代には西成郡光立寺村に属していた。光立

寺村東部には能勢街道(池田道)が南北に通り、中央を大坂より十三渡に至る西国街道に通じる道(中

国街道)があった(図3)。また、光立寺村一帯には平安時代末～鎌倉時代の皇室領富島庄の荘園が置

かれていた[平凡社地方資料センター編19861。

調査地で実施された大阪市教育委員会文化財保護担当による試掘調査で、地表下約0.8m以下の深さ

において、本格的な発掘調査を必要とする鎌倉～室町時代の遺構面および遺物包含層が検出された。

そのため、こうした遺構面の年代や遺構・遺物の分布状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を

得ることを目的に発掘調査を実施することになった。

調査は12月16日に東西10mx南北40mの調査区を設定し、重機によって盛土・攪乱層(第0層)を除

去した。調査区の西半部は攪乱が著しく、第 1～3層はほとんど失われ、第4～6層まで及ぶ箇所が

あった。東半部の地層は残存していたので、第1層から人力による掘下げを行った。遺構の検出、遺

物の採集、実測図の作成、写真撮影などを行い、最終的に河成層である第6層まで掘り下げ、遺構・

Y-46.500

言周査 区

151  0       50m

1 : 2,000    \
図2 調査 区位 置 図
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2)調査の結果

1)層序(図5～7)

第0層:現代の盛土・攪乱層である。層厚80～150cmである。

第1層:灰オリーブ色(5Y 4/1)ないし黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂からなる作土層で、酸化鉄・

盛土・攪乱層

江戸時代作土

室町時代作土

鎌倉時代作土

鎌倉時代作土

河成層

奈良時代以前作土

河成層

第4層第4層 SDOI～05

.偶蹄類足跡..・゚ 奈良時代作土

奈良時代作士

図5 地層と遺構の関係図

第3b層

第3c層

SDOI

第0層

第1層

第2層

第3ai層

第3aii層

第4層

第5層

第6層
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TP̂ ○Om

TP-'Iam

TP-2am

1:50

N

TP-10m

TP-2am

1:50

1:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質細粒砂(SDO5)

2:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質細粒砂(SDO6上部)

3:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂(SDO6上部)

4:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂(細粒砂の偽礫を含む、SDO6下部)
5:黄褐色(2.5Y 4/2)シルト質細粒砂(SDO3)

6:黄褐色(2.5Y 4/2)シルト質細粒砂(SDO2)

7:暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質細粒砂(SDOI上部)

8:暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質細粒砂(細粒砂の偽礫を含む、SDOI下部) 1 : 100

5m

図6 東壁地層断面図



TP^○Om

第0層

\ 第3ai層

1  SDOI

TP-10n

1:オリーブ褐色(2.5Y4/4)シルト質細粒砂(SDOI上部)

2:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質細粒砂(細粒砂の偽礫を含む、SDOI下部)

TP-20m

1:50

5m

1 : 100

図7 南壁地層断画図

酸化マンガンの斑紋が観察される。層厚10～15cmである。18～19世紀の土器が出土した。本 層下
面

で鋤溝群を検出した。

第2層 :オリーブ褐色(2.5Y 4/3)ないし暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質細粒砂からなる作土層

で、酸化鉄・酸化マンガンの斑紋が著しい。層厚12～↓7cmである。Ⅰ2～15世紀の土器が出土した
。

本層下面で鋤溝群を検出した。

第3層 :第3a～3c層の3層に細分され、第3a層はさらに第3和・3面層に細分される。

第3苗層は、暗灰黄色(2.5Y 4/2)ないしオリーブ褐色(2.5Y4/4)シルト質細粒砂の作土層で、酸 化鉄
・

酸化マンガンの斑紋が著しい。層厚10～20cmで、12～13世紀の土器が出土した。本 層上面でSDO6を

検出した。

第3an層は、オリーブ褐色(2.5Y4/4)シルト質細粒砂の作土層で、酸化マンガン粒を含む。層厚10

～20cmで、12～13世紀の土器が出土した。

第3b層は黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂質シルト～粘土質シルトからなる作土層である。層厚6 cmで、調

査区中央部のみに分布する。8世紀後半の土器が出土した。本層上面で偶蹄類の足跡を確認した。また
、

SDOIを検出した。

第3c層は暗灰黄色(2.5Y 4/2)細粒砂質シルトの作土層である。層厚6～10cmで、第3b層とほぼ同じ

く調査区中央部のみに分布する。遺物は出土していない。

第4層 :暗黄褐色(2.5Y5/2)細粒砂からなる河成層である。東 から西向きのトラフ型斜交ラミナを

形成する場所がある。層厚10～25cmで、遺物は出土していない。本層上面でSDO1～05を検出した。

第5層は暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質細粒砂の作土層で、層厚4～10cmである。遺物は出土してい

ない。本層上面でヒト・偶蹄類の足跡を確認した。

第6層:暗灰黄色(2.5Y5/2)中粒～細粒砂からなる河成層である。層厚70cm以上で、シルトの薄層、

東から西向きのプラナー型斜交ラミナ・ トラフ型斜交ラミナ、地震による噴砂脈が見られる。遺物
は

出土していない。

- 6



46,570

5

1:200

10m

図8 第5層上面遺構平面図

Y-46,560

ii )遺構と遺物

a.奈良時代以前の遺構と遺物

第5層上面で足跡群を検出した(図6～8)。

足跡群 調査区北東部で検出したヒト・偶

蹄類(ウシ)の足跡である。行 跡などの行動を

推定できる痕跡は認められなかった。
X-142,B20

\   第5層は作土層であり、 足跡群の存在から

みると、 第5層は氷田と考えられるが、畦畔

などは確認していない。 また、 第5層から遺

物は出土していないが、上位層の第3b層は奈

良時代後半の作土層であることから、 本層の

水田は奈良時代後半以前と推定される。

第3b層上面で足跡群を検出した(図6・9)。

x'42,830   足跡群 調査区中央部で検出した偶蹄類(ウ

シ)の足跡である。歩 いた方向など、行動を推

定できる痕跡は認められなかった。

第3b層は作土層であり、足 跡群の存在から

みると、 第3b層は水田と考えられるが、畦畔

などは確認できなかった。 また、 第3b層から

は8世紀後半の土器が出土した。本 層の水田

え一'42,840  は奈良時代後半に営まれたものであろう。

b.平安時代末～室町時代の遺構と遺物

調査区北部・南部の第4層上面で溝SDOI～

05を検出した。 また、調査区中央部のみに分

布する第3b層上面で溝SDOIを検出した(図6・

7・10)。

SDOI  調査区を南北にわたって貫く南北溝

である。長 さ37.4m以上、幅1.2 ～2.0m,深さ
x-142,85g

\  0.50 ～0.65mで、溝底の標高は、北部はTP-1.7

m1 中部はTP - 1.6m,南部はTP-1.6rn,北

がやや低い傾向にある。方向は北で西に約12゚

振る。埋 土は、 下部は細粒砂の偽礫を含む暗

灰黄色シルト質細粒砂、上部はオリーブ褐色

ないし黄褐色シルト質細粒砂である。遺物は出

土していない。SDOIは農業用の水路であろう。



Y-46,570

E]偶蹄類足跡 X
5

1 : 200

10m

図9 第3b層上面遺構平面図

Y-46,56p SDO2・03 調査区中央南寄りで検出した東

西溝である。SDO2は長さ5.5m以上、幅0.4 ～0.5

m1 深さO.lrn, SDO3は長さ8.0m以上、幅0.6

～0.8m,深さO.lmである。両 溝ともSDOIに

直交し、接続している。埋 土は暗灰黄色シル

ト質細粒砂で、遺物は出土していない。両 溝

3゚゙  間は幅約1.0-で、溝 間は農道である可能性も

考えられる。

SDO4・05 調査区北部で検出した東西溝で

ある。SDO4は長さ1.2m以上、幅0.4m, 深さ

0.lm, SDO5は長さ5.0m以上、幅0.6m,深さ

0.lmである。両 溝ともSDOIに直交し、接続

している。埋 土は暗灰黄色シルト質細粒砂で、

x'42,83p  遺物は出土していない。両溝間は幅約1.7mで、

溝間は農道である可能性も考えられる。

SDO1～05の埋土から遺物が出土しなかった

ので、これらの溝の時期比定の要素に欠ける。

層位関係からは奈良時代後半の第3b層の時期

まで遡る可能性があるが、 第3b層上面の足跡

群や第3b層を切っていること、埋 土がすぐ上

x-'42,840  位層である平安時代末～鎌倉時代の第3a行層に

近似することから、 平安時代末～鎌倉時代と

推定する。

第3垣層上面で溝SDO6を検 出した(図6・

11・13)。

SDO6  調査区南部で検出した東西溝であ

る。長さ5.0m以上、幅5.0 ～5.5rn,深さ0.4mで、

溝の方向は東で北に約10o振る。埋 土は上部は
X-742,850

\  暗灰黄色ないし黄褐色シルト質細粒砂、 下部

は細粒砂の偽礫を含む黄褐色シルト質細粒砂

である。埋 土から土師器皿・羽釜・杢、瓦器

椀1・2、 東播系須恵器鉢3・4・壺 ・尭、常

滑焼賽、中国産白磁碗5・青磁碗、砂 岩製砥石

が出土した。1は瓦器椀の高台部で、高台底径

は4.4cm1 和泉型Ⅱ-3期[尾上実・森 島康雄・

- 8 -



Y-46.57p

-46,560

SDO3

SDO2

SDO4  X-142,820

SDO3

SDOI

x-'42.840

SDOI  中夫アゼ

TP-1 0m

1:黄褐色(2.5Y5/4)シルト質細粒砂(SDOI上部)
2:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂(SDOI上部)
3:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質細粒砂
(細粒砂の偽礫を含む、SDOI下部)

4:オリーブ褐色(2.5Y4/3)粘土質シルト(第3b層)
5:黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂質シルト(第3c層)
6:灰黄色(2.5Y6/2)細粒砂(シルト含む、第4層)
7:にぶい黄色(2.5Y6/3)シルト質細粒砂(第5層)
8:灰黄色(2.5Y6/2)細粒砂(第6層)

SDOI  南アゼ

TP-1 0m

1:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂(SDOI上部)
2:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂(SDOI上部)
3:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質細粒砂(SDOI上部)
4:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質細粒砂
(細粒砂の偽礫を含む、SDO1下部)

x～742.850

5

1 : 200

10m

図10 第4層・3b層上面遺構平面図・SDOI断面図

9



第2層下面

Y-4ei,570 Y-46,560

X - 142,840

X -142

1

850

Y-46,57p Y-46,560

x -142,820

X -742,830

x -' 42,840

" 42,850

第3ai層上面

SDO6

10m

1 : 200

図11 第3ai層上面・第 2層下面遺構平面図
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Y - 4 6,5 70

5

1 : 200

10m

図12 第1層下面遺構平面図

Y-4B,5Bo 近江俊秀19951に相当し、12世紀後半のもので

ある。2は瓦器椀の口縁部で、 口径は13.Ocm

和泉型Ⅲ-3期に属し、13世紀前半のもので

ある。3は東播系須恵器鉢の口縁部で、第Ⅱ期

第2段階～第Ⅲ期第1段階[森田稔1995]に相

当し、13世紀前半頃のものである。4は東播

9"""' 系須恵器鉢の口縁部で、 第Ⅱ期第2段階に属

し、12世紀後半頃のものである。5は白磁碗

の玉縁の口縁部で、灰白色釉が内外面に掛か

るが、外面下部は露胎である。山本分類白磁

椀Ⅳ1類[山本信夫2000]で、11世紀後半～12

世紀前半のものである

第2層下面で鋤溝群を検出した(図11)

方向の小溝群である。東 西溝は調査区南部に

あり、東 西溝群を境に北と南に南北溝が分布

する。東西溝は幅0.1 ～0.2rn1 深さO.Olrn,方

向は東で北に約10o振れている。南北溝は幅0.1

～0.2rn, 深さ0.02mのものが多く、方 向は北

で西に7～12゚振れている。溝埋土はオリーブ

74 2 ,8 4 0   褐色シルト質細粒砂である。埋 土から12～13

世紀の土師器皿・瓦器椀が出土した。

c.江戸時代以後の遺構と遺物

第1層下面で鋤溝群を検出した(図12)

鋤溝群 南北・東西方向の小溝群である

東西溝は調査区南部にあり、 東西溝の北に南

北溝が分布する。東 西溝は幅0.2rn,深さ0.01

m1 方向は東で北に8゚ 前後振れている。南北
xご42,850

溝は幅0.1 ～0.2rn, 深さ0.0 1mのものが多く

方向は北で西に7～12゚振れている。溝埋土は

オリーブ褐色シルト質細粒砂である。埋 土か

ら18～19世紀前半の施釉陶器が出土した。ま

た、土師器、黒色土器椀、瓦器椀、東播系須

恵器鉢が出土した。

d.各層出土の遺物(図13)

- 11 -



Y゙ 小Z1 一 つ

図13 出土遺物実測図

20cm

SDO6( 1- 5 )、第3b層(8)、第3ai層(6)、第 2層(7)

本調査では第1～3b層から土師器・須恵器・瓦器、陶磁器、瓦が出土した。

第3b層から土師器杯8、須恵器亮が出土した。8は口径14.5cm,器高3.lcm,口縁端部はつまみあ

げてわずかに外反し、端部内面には沈線が一条巡る。口縁部や内外面上半部をヨコナデ調整し、その

他の内外面はナデ調整しているが、底部外面にユビオサエ痕がある。内面に暗文を施さない。8は難

波V中～新段階[佐藤隆20001に比定でき、 8世紀後半のものである。

第3an層から土師器皿、瓦器椀が出土した。瓦器椀は細片のため図化できなかったが、12～13世紀

のものであろう。また、須恵器壺・翌が出土したが、壺は奈良時代のものであろう。

第3和層から土師器、瓦器椀6、丸瓦が出上した。6は瓦器椀の高台部で、高台径5.Ocm,和泉型Ⅱ

一Ⅰ～Ⅱ-2期にあたり、12世紀前半頃のものである。

第2層から土師器皿7、瓦器椀、東播系須恵器鉢、常滑焼尭、中国産青磁碗、瀬戸灰釉陶器が出土した。

7は口径9.9crn1 高さ2.3cmで、色調は浅黄色である。外面下半部・底部はユビオサエ調整で、その他

の内外面はヨコナデ～ナデ調整している。14～15世紀頃のものであろう。瀬戸灰釉陶器は細片のため

図化できなかったが、15世紀頃のものと考えられる。そのほか、土師器圭、須恵器壺・亮が出土した。

第1層から、18～19世紀前半の肥前陶器皿、肥前磁器白磁紅皿・染付碗、関西系陶器鍋、丹波焼徳

利、土師器焙烙、丸瓦、平瓦が出土した。

]益1".
l
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-i- 、 T: ヒ [[「 丁一 「= 口[「′ロ

1づ;:ツ貌
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捗!1,田Ⅱ虚 丑丑田罰% 」 ヒ±
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l 中津3丁目

/ 3仙,顧麟ユ .1い,所在遺跡0

i:ioo,ooo ′/  、堺

3)まとめ

奈良時代後半以前の作土層を確認した。調査区の

上位層から古墳時代の土器は出土していないので、

古墳時代までは遡らず、おそらく飛鳥～奈良時代に

耕作地として開発されたと考えられる。その後、洪

水などで耕作地が砂で埋没したが、奈良時代後半に

は水田として利用されている。

平安時代末～鎌倉時代に、水路SDO1が掘られ、

農道などが設けられている。調査地周辺には整備さ

れた耕作地が展開していたと推定される。水路・道

などからみられる地割の方位は北で西に約12゚振れ

ており、 この方位は摂津国西成郡の中津川以南地域

図14 大阪市北部と周辺の条里

([服部昌之19881所収図を一部改変・追加トレース)
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の条里を復元した案1服部昌之1988]に合致する(図14)。調査地は平安時代末～鎌倉時代の荘園である

富島庄の範囲にあると推定でき1平凡社地方資料センター編19861、時期的にも相応する。したがって、

調査地の耕作地は富島庄の荘園に含まれていたと考えられる。

その後の室町～江戸時代は、耕作地として中断なく利用されている。明治時代に民家や工場が建て

られるまでは、水 田耕作地として存在した。

今回の調査で、中津地域での開発の様相が明らかになった。飛鳥～奈良時代に水田耕作地として開

発が行われた。平安時代末～鎌倉時代には水路などが整備された耕作地になり、 この耕作地は富島庄

の荘園に含まれていたとみられる。以後、明治時代まで水田耕作地として継続した。
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第5層上面遺構検出状況(ヒト・ウシ足跡、東から)

SDOI(南から) SDOI(北から)



SDO2・03(東から)

SDO6(西から)

第2層下面遺構

検出状況

(鋤溝、南東から)



北区本庄東二丁目における建設工事に伴う

本庄東遺跡発掘調査(HH13-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市北区本庄東2丁 目15-15・18・19・20

25箱

平成25年6月6日～平成25年6月7日

公益財団法人大 阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、櫻 田小百合
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1)調査に至る経緯と経過

本庄東遺跡は、淀川河口に形成されたデルタ上に位置する。本遺跡の北東には家形埴輪が出土した

長柄古墳の推定地があり、西方の豊崎遺跡では古墳時代前期の土器がまとまって出土している[伊藤

純19901。

既往の調査としては、今回の調査地の北東側で行われたHH97-1次・HHOI-2次調査がある。

HH97-1次調査では、近世の遺構が検出されているほか、TP+l.9m付近の地山上面で弥生時代後期

から古墳時代前期の土壇・溝が検出されている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会19991。

HHOI-2次調査では、TP+1.7～1.8m付近で古土壌が確認されており、この上面で弥生時代末か

ら古墳時代前期の溝・小穴・落込みが検出されているほか、TP + 0.36mの砂礫層から弥生時代前期の

壺が出土している[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2003]。

今回の調査は、建設工事に先立ち大阪市教育委員会が実施した試掘調査により遺構・遺物が確認さ

れたため、本発掘調査を実施したものである。調査は5m四方の調査区を設定して行った。近現代の

整地層および第1～3層を重機により掘削し、第4層以下の地層および遺構を人力により掘 り下げ

た。平面図(縮尺1 /20)・地層断面図(縮尺1 /20)の実測、および写真撮影により記録作業を行った後、

重機により埋め戻して調査を完了した。。

なお、本報告書で用いた方位は、現場で記録した調査地周辺の街区図を1 /2500大阪市デジタル地

図に合成することにより得た世界測地系座標に基づく座標北を基準とした。また、水準値は東京湾平

均海面値(T.P.値)を使用し、TP+○mと表記した。

Y-45,170 Y' 45,160

1 : 500

X-142,560

X-142,570

20m

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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2)調査 の結果

1)層序(図3・4)

調査地における現地表面の標高は約TP+2.0mである。

第0層 :層厚0.50～0. 79mを測る近現代の整地層で、

Oa～Ocの3層に細分できる。第0a層は瓦礫を多く含 む現

代の整地層、第Ob層は焼土を含む整地層で第二次大戦時

の焼土層の可能性があるが明らかではない。第Oc層は偽

礫を含む整地層である。

第1層 :層厚0.05～0. 30mを測る近代の地層で、 3層

に細分できる。第1a層は中礫～極粗粒砂および炭をわず

かに含むオリーブ褐色(2.5Y 4/3)わずかにシルト質中粒

砂、第1b層は中礫～極粗粒砂および炭をわずかに含むオ

リーブ褐色(2.5Y 4/3)・黒褐色(10YR3/2)わずかにシルト質中粒砂、第1c層は中礫～極粗粒砂をわず

かに含む暗褐色(10YR3/3)わずかにシルト質中粒砂からなる。第1a層から土師器・施釉陶器・染付

磁器などの小片が出土し、第1b層からは土師器細片が出土した。第1c層からは遺物は出土していない。

第1層

第3層

第4層

SXOI 第5層

図 3 地層 と遺 構 の関係 図

第0層

W
 

、

第妃層

TP+2am

+1 0m

0            1

1:40

2m

+OOm

SXOI

1:中礫～極粗粒砂を含む黒褐色(10YR3/2・2/2)シルト質中粒～細粒砂で、にぶい黄褐色(10YR5/3)中粒砂の偽礫を含む

2:黒褐色(10YR2/2・2/3)シルト質中粒砂で、褐色(10YR4/6)中粒砂の偽礫を含む

3:にぶい黄橙色(10YR6/4)シルト質中粒砂

4:にぶい黄褐色(10YR5/3)中粒～細粒砂・中礫～極粗粒砂を含む黒褐色(10YR3/1)シルト質中粒砂で、

にぶい黄褐色(10YR5/3)中粒砂の偽礫を含む

SDO2

中礫～極粗粒砂を含む暗褐色(10YR3/4)シルト質中粒～細粒砂で、にぶい黄褐色(10YR5/3)中粒砂の偽礫を含む

SXO3

中礫～極粗粒砂をわずかに含む褐色(7.5YR4/3)わずかにシルト質中粒砂

SKO4

中礫～極粗粒砂をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3)わずかにシルト質中粒砂で、第2層の偽礫を含む

SKO5

1:中礫～極粗粒砂および炭をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3)わずかにシルト質中粒砂で、

にぶい黄褐色(10YR5/3)中粒砂の偽礫を含む

2:中礫～極粗粒砂および炭をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3)わずかにシルト質中粒砂

SXO6

中礫～極粗粒砂をわずかに含む褐色(10YR4/6)わずかにシルト質粗粒～中粒砂

図 4 北 壁 地 層 断 面 図
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7   TP+20m

\        第Ob層 第0a層

l

第5層

十10m

+○Om

0           1           2m

1:40

中礫～極粗粒砂をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR5/3)わずかにシルト質中粒砂(下部に鉄分の沈着あり)

図5 西壁地層断面図

第1a層出土の染付磁器片が近代のものであることから、第1層は近代の地層とみられる。

第2層 :中礫～極粗粒砂および炭をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR5/4・4/3)わずかにシルト質

中粒砂からなる作土層である。層厚は0.06～0.26mを測る。調査区北壁において本地層の基底面に中

粒～粗粒砂の堆積する踏込み状の凹凸が部分的にみられた。第2層からは、土師器細片および中世の

青磁小片が出土している。このほかに試掘調査時に第1・2層から出土した焼塩壺の蓋1がある。1

は18世紀代のものであり、第 2層中には近代の遺物が認められないことから、第 2層は近世の地層と

み られ る。

第3層:中礫～極粗粒砂をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR5/3・4/3)わずかにシルト質中粒砂か

らなる作土層である。部分的に細礫～極粗粒砂をわずかに含む褐色(10YR4/4)わずかにシルト質中粒

砂の偽礫を含む。層厚は0.08～0.26mを測る。出土遺物は土師器の小片のみであるが、第4層が近世

の地層であることから、第 3層は近世の地層といえる。

第4層:中礫～極粗粒砂をわずかに含む黄灰色(2.5Y 4/1)シルト質中粒砂を主とする作土層である。

層厚は0.10～0.20mを測る。本地層の上部には黄灰色(2.5Y 4/1)極細粒砂質シルトが面的に分布する。

また、この地層内には灰オリーブ色(5Y5/2)・黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂の偽礫が含まれる。この中粒

砂の由来は、本来は第4層の上に砂層があり、 この砂が耕作時の動物による踏込みなどによって第4

層内に入り込んだ可能性がある。これらの中粒砂は荷重痕の構造を残しておらず、二次的に変形して

いるものと考えられる。出土遺物には土師器小片・備前焼・瓦がある。このうち土師器は、近世の壺

と推定されることから、第 4層は近世の地層とみられる。

第5層:にぶい黄橙色(10YR6/4)中礫～中粒砂が累重する平行層理からなる河成層である。遺物は

出土 して い な い 。

ii )遺構と遺物(図4～7)

遺構の検出は第4層上面および第5層上面で行った。第4層上面では遺構は検出されず、第5層上
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面で落込み・溝を検出した。

SXOI  東西2.71m以上、南北3.76m以上、深さ0.44mを測る落込みである。東肩斜面に遺構加工時

のものと推定される痕跡が確認できることから、人為的に掘削されたものとみられる。

遺構埋土には砂の偽礫が確認できる。この砂の由来については、地層の観察などから上位層からの

ものとは想定しにくく、第5層に由来するものと推定される。また、遺構東屑付近では自然堆積によ

る第5層由来の砂のラミナが確認できるものの、西側では自然堆積によるラミナは確認できず、第5

層由来と推定される砂の偽礫を含む。この堆積構造の異なる東側と西側の間には明瞭な層理面は確認

できず、同一層内と捉えられることから、砂 の偽礫を含む西側部分については、原因は不明であるが、

本来自然堆積していたものが二次的に動かされたものである可能性がある。

出土遺物には、須恵器尭体部片2・瓦質土器壺3がある。このうち瓦質土器については、陶器の壺

Y-45.17 Y-45,lB91 Y-451 67/

SXOI

SXO3

X-742,560

0 2m

1:50

図6 遺構平面図
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0          10cm
1   1   1 1        1

1:4

図7 遺物実測図

第1・2層(1)、SXOI(2・3)

の影響を受けた形態と推定され、口縁部の形態から15～16世紀のものと考えられる。本遺構の時期も

この時期と推定される。

SDO2  幅0.46m以上、長さ4.00m以上、深さ0.28m以上を測る南北方向の溝である。SXOIと同様

に中粒砂の偽礫を含む。遺物は出土しなかったが、遺構内の堆積物の類似からSXOIと近い時期の遺

構であると推定される。

SXO3  東西1.02m以上、南 北0.36m以上、深 さ0.04mの不整形な浅い窪みである。人為的な遺構で

はなく、自然の窪みと推定される。遺物は出土しなかった。

以上の遺構のほか、地層断面の観察により第2・3層上面で以下の遺構を確認した。

SKO4  第2層上面の遺構で、東 西0.55rn,深さ0.26mを測る。遺構内の地層には第2層の偽礫が含

まれており、人為的に埋められたものと推定される。

SKO5  第2層上面の遺構で、東 西0.89rn,深さ0.28mを測る。1・2層に分けられ、掘り直された

ものと推定される。

SXO6  第3層上面の遺構で、東 西1.48m以上、深 さ0.l2mを測る浅い落込みである。

SXO7  第3層上面の遺構で、落込みと推定される。南北1.23m以上、深 さ0.27mを測る。自然堆積

によるラミナが確認できないことから、人為的に埋められたものと推定される。

3)まとめ

本庄東遺跡の既往の調査における弥生～古墳時代の遺構検出面はTP+ 1.7～1.9m付近である。これ

に対し、今回の調査地において中世の遺構を検出した地山上面の標高はTP+0.7～0.8mと約1m低い。

今回の調査では、弥生～古墳時代の古土壌や遺構・遺物は確認されなかった。このことから、弥生～

古墳時代においては本調査地よりも地形的に高い場所に集落が形成されていたことが推定され、これ

よりも低い本調査地周辺は中世以降に、土 地利用が活発になったものと考えられる。

これまで、本 庄東遺跡では江戸時代および弥生～古墳時代の遺構遺物が確認されてきたが、今回の

調査において中世の遺構を確認できたことで、本遺跡内で弥生時代から近世まで比較的継続して人間

活動が行われていた可能性が指摘できる。今後さらなる資料の蓄積により、周辺の集落の様相がより

明らかになることが期待される。
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第5層上面全景(南西から)

北壁地層断而(南から)



第4層内変形構造

SXOI加工痕(西から)

SXOI断面(北東から)



北区大淀中二丁目における建設工事に伴う

鷺洲遺跡発掘調査(SU13-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市北区大淀中2丁目7-2

約25爾

平成25年且月5日～11月6日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄 市川創
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は、北を淀川、南 を大川に挟まれた天満砂堆西側の低地部のほぼ中間地点に位置する。周辺

の調査状況を概観すると(図1)、まず北西約430mで行った試掘調査(OYO8-1次)では、時期を特定

することはできなかったものの、大規模な盛土層および水田作土を確認し、それらの下位に自然堆積

層を確認した[大阪市文化財協会2009]。また、北東約810mで実施した大深町遺跡B地点の調査(OCII

-1次)では、幕末期を中心とする遺構・遺物を確認し、その下位に北→南方向を基調とした自然堆

積層を確認している[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所20131o

このように、当地周辺での発掘調査件数は必ずしも多くなく、鷺洲遺跡でも今回が初の本格的な発

掘調査事例となる。鷺洲遺跡では1932年にクス材を用いた船材が出土しており[新修大阪市史繻纂委

員会1988]、大阪湾沿岸の歴史を考えるうえで重要な地域である。

今回の調査地では、大阪市教育委員会が事前に試掘調査を実施したところ、現地表下約1m以下の

深さに本格的な発掘調査を必要とする遺構面および遺物包含層を確認したため、調査を実施すること

となった(図2)。調査は11月5日より着手し、重機により後述する第2層まで掘削した。その後、遺

構埋土および第3層以下の掘下げはすべて人力によって行い、遺構検出・掘下げ・断割り・記録など

の作業を適宜行い、調査を進めた。こうした工程を経て、11月6日に機材類の撤収を含むすべての工

程を完了した。

本報告書で用いた方位は、現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することに

より得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP-○

mと記 した。

1 : 500

図1 調査地位置図

(遺跡の範囲は「大阪府地図情報提供システム」による)
図2 調査区配置図
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2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地の周辺には、約TP 0 m前後のほぼ平坦な地形が拡がる。ただ、工業用氷の汲上げなどにより、

当地周辺は近代以降に1、7mほど沈下したと想定される1林田精郎・三田村宗樹・中川康-1987]。

今回の調査では、現地表下約2,5mまでの地層を↓2層に区分した。 なお、第 5層以下は、地層の堆

積状況確認のために実施した部分的な深掘りで観察したものである。

第0層 :現代盛土層であり、層厚は最大で50cmである。

第1層:近代～現代の焼土層であり、調査区の北部に分布した。層厚は10cmである。ガラス片など

を含み、1909(明治42)年のいわゆるキタの大火、ないしは第2次世界大戦時の大阪大空襲(1945年)

に由来する可能性が高い。

第2層 :調査区全域に分布する徳川期以降の盛土層である。上下に2分でき、上位を第2a層、下位

を第2b層とする。第 2a層はシルトの偽礫を含む黒褐色砂からなり、層 厚は最大で35cmであった。第

2b層は黄褐色の砂質シルトからなり、層厚は最大で25cmであった。本層から遺物は出土していない。

第3層 :徳川期の作土層であり、調査区の全域に分布した。炭を含む灰黄褐色シルト質細粒～極粗

粒砂からなり、上部にはシルトの薄層が挟まっていた。層厚は最大で23cmである。本層の下面では浅

い溝詳を検出した。本層からは18世紀頃の遺物が出土している。

第4層 :第5層を耕起した徳川期の作土層であり、調 査区の全域に分布した。明黄褐色シルト質

細粒～極粗粒砂からなり、酸 化鉄の結核が認められた。層厚は最大で13cmである。本 層の上面では

SK401・403・404・SD402を検出した。本層からは瓦が出土した。

第5層 :徳川期の水成層であり、調査区の全域に分布した。オリーブ色細粒～粗粒砂からなり、層

厚は最大で8 cmであった。本層からは、丹 波焼・関西系陶器・軟質施釉陶器・瓦など18世紀以降の資

料が出土した。

第6層 :徳川期の作土層である。上 下に2分でき、上 位を

第6a層、下位を第6b層としたが、両者の層界は不明瞭である。

第6a層はオリーブ褐色細粒～中粒砂質シルトからなり、層厚

は最大で10cmである。第6b層は暗オリーブ褐色細粒～中粒砂

質シルトからなり、酸 化鉄の結核が認められた。層厚は5 cm

であった。第6層からは土師器・関西系陶器・肥前陶器・肥

前磁器など18世紀の遺物が出土している。

第7層 :暗オリーブ褐色極細粒～細粒砂質シルトからなる

作土層で、上部には酸化鉄の結核が認められた。層厚は8 cm

である。本 層からは瓦質土器が出土しており、中世後期の地

層である可能性がある。

-〒 -   -- 」  第8層:褐色極細粒砂質シルトからなる作土層である。地

図3 層序と遺構の関係図    層の上部には酸化鉄、下部には酸化鉄および酸化マンガンの

第0層

′一  デ4一 第1層イ ′ 一丁′一′ー

第2a層

第2b層

耕作溝群 第3層 SK401・403・404 SD402

第4層 U  U

第5層

第6a層

第6b層

第7層

第8層

第9a層

第9b層

第10層

第11層

ト
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結核が認められた。層厚は20cmである。第8層以下

からは遺物が出土せず、地層の時期を特定すること

ができない。

第9層:シルトの偽礫を含むオリーブ褐色シルト

質細粒～粗粒砂からなる盛土層である。層厚は28cm

である。偽礫の含有量が少ない上部を第9a層、偽礫

を多く含む下部を第9b層とした。

第10層:第11層を耕起した作土層である。暗オリ

写真1 第11層下部の前置葉理(矢印の部分)   ーブ褐色シルト質細粒～中粒砂からなり、層厚は最

(東7゙61)         大で10cmであ一た。

第11層:オリーブ褐色細粒砂～細礫からなる水成層で、やや上方細粒化してぃた。層厚は48cmであ

る。本層の下部では前置葉理を確認することができ(写真1)、本層堆積時に北→南の古流向があった

ことがわかる。

第12層:灰色のシルト～中粒砂からなる水成層である。やや上方細粒化しており、植物を多く含ん

でいた。

ii遺構と遺物

a.第4層上面の遺構(徳川期)

第4層の上面で遺構検出を行い、第3層下面の耕作溝群およびSK401・403・404・SD402を検出

した(図4)。いずれの遺構からも遺物は出土しなかったが、第3層および第6層から18世紀の遺物が

出土していることから、第4層上面の遺構群も当該期のものであろう。

SK401  調査区の南部で検出した。不定形な土塘で、東西1.90m以上、南北1.80mである。検出面

からの深さはO.lOmであった。埋土は第4層の偽礫を含むシルト質中粒～粗粒砂である(図5)。

SK403  調査区の東部で検出した。直径0.30mの土塘で、検出面からの深さは最大で0.09mであっ

た。埋土は第4層の偽礫を含むシルト質中粒砂である。

SK404  調査区の東部で検出した。不定形な土塘で、東西0.30m以上、南北0.70rn,検出面からの

深さは最大で0.06mであった。埋土はシルト質細粒～中粒砂である。

SD402  調査区の東北部で検出した。南北に延びる溝状の遺構で、長さl.95m以上、最大幅0.82mで、

検出面からの深さは0.l2mである。埋土はシルトの偽礫を含むシルト質中粒～粗粒砂である(図5)。

b.第6層出土遺物(徳川期)

第6層から出土した肥前陶器呉器手碗1を図示した(図6)。釉調などからみて、18世紀の資料であ

ろう。

3)まとめ

周辺の発掘調査が少ないなか、今回の調査では当地における土地利用の変遷を把握することができ

た。以下に今回の調査成果を時代の古い順に箇条書きの形でまとめる。



D402

SK401

SK403

/口 第3層下面の耕作溝

1:40

TPam

1:40

.0m

-20m

一30m

図4 第4層上面遺構平面図(上)および調査区西壁地層断面図(下)
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・時期不詳であるが 、第11層の堆積により当地は離水 し

た。第11層を形 成 した古流向の1つは北→南である。

・第10層以上では、 自然堆積層(第 5層 )を挟 みつつ、水

田としての利用が継続する。出 土遺物が少なく詳 細な

時期比定 は難 しいが、 第7層 か ら出土 した瓦質土器 に

より、 中世 後期 には耕作地 として開発 され ていた可能

性がある。ま た、 第6 ・3層 か らは18世紀の遺物が出

土している。

・第2層 の盛土により当 地の利用形態が変化 した。以 後

は宅地として推移 したようで ある。

TP-10m

SK401

プN5エ - , ,-=? -' 5m
第4層             第5層

:含第4層偽礫

灰色(7.5Y 4/1)シルト質中粒～極粗粒砂

TP-10m

SD402

第云17t[≦64第5層
-l.5m

1:含 シルト偽礫

オリーブ褐色(2.5Y 4/4)シルト質中粒～粗粒砂

0           1           2m

1:40

(引用文献)

新修大阪市史繻纂委員会1988、「丸木船の出土」:『新修大阪市史』

第1巻 大阪市、pp.548-554

大阪市文化財協会2009、『用品倉庫用地におげる埋蔵文化財試掘調

査(OYO8-1)報告書j

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013、「大深町遺跡B地点発

掘調査(OC11-1)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書j2011、pp.35-42

林田精郎・三田村宗樹・中川康-1987、「地盤沈下累積変動量のブロックダイヤグラム化の試み」:『情報地質』12

日本情報地質学会、pp.1'i7-185

1:3

図6 第6層出土遺物実測図

図5 SK401・SD402断面図

(作図位置は図4参照)
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・:11 ・11:1::1

調査区西壁地層断面(北東から)

第4層上而の遺構(南から)



北区天神西町21-10他における建設工事に伴う

天神橋遺跡発掘調査(TJ13- 9)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市北区天神西町21-10・11・12・14・18

64留

平成26年1月29日～2月5日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長(現所長) 南秀雄 大庭重信



1)調査に至る経緯と経過

天神橋遺跡は大川と淀川に挟まれた天満砂堆上に位置する、古墳時代から近世にかけての複合遺跡

である。調査地は遺跡のほぼ中央に位置しており、東側200mには大阪天満宮が存在する(図1)。

当該地で大阪市教育委員会が試掘調査を行った結果、地表下約2.1mで中世を中心とした遺物を含む

地層が確認され、本調査が必要であると判断された。調査は1月29日から開始し、敷地内南半に8m

四方の調査区を設定し(図2)、地層の時期や遺構の有無を確認しながら地表下2.1mまで重機で掘削を

行った。その後、人力で掘り下げながら遺構の検出・記録作業を行い、2月5日まで調査を行った。

調査最終日には、基盤の砂礫層を一部掘り下げて地層の記録を行い、その後埋戻しを行って調査を完

了した。

本報告で用いた方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することによ

り得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。また水準値は標高はT.P.値(東京湾平均海面値)

で、本文・挿図中ではTP̂ ○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地の現地表面はTP + 3.9m前後あり、TP - 0.2mまでの約4mの地層を第0～5層に大別し、

第1層を第1a・1b層、第 2層を第2a・2b層にそれぞれ細分した。以下、各層の特徴を記述する。

第0層:近代以降の盛土で、層厚は約100cmである。

第1a層:焼土の偽礫を多く含む黄褐色細粒～中粒砂層で、層厚は最大で50cmである。19世紀前半の

j1一戸5[

0                      500m

1 : 10.000

図1 調査地位置図

一44,920 -44,900      Y-44,880

図2 調査区配置図

X-144,580

ー144,600

-144,620

ー144,640

40m
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関西系陶器や信楽焼が出土した。

第1b層:黄褐色礫混り細粒砂+シルト偽礫、にぶい黄色中粒～粗粒砂、黄褐色極細粒砂質シルト偽

礫の順で堆積した整地層で、層厚は最大で70 cmである。遺物は出土していないが、17世紀後半の遺物

を含む下位の第2a層を直接覆うことから、これに近い時期の可能性がある。

第2a層:炭を多く含む黒褐色ないしは褐灰色細粒砂質シルト層で、層厚は20cm前後である。17世紀

後半の土師器・肥前陶器・肥前磁器・信楽焼などを含む。本層内および本層下面から掘られた土塘を

複数検出した。

第2b層:黄灰色シルト質細粒～中粒砂からなる整地層で、層

厚は最大で60cmである。遺物は出土していない。

第3層:暗灰黄色礫混り細粒砂質シルトからなる作土層で、

層厚は20cmである。本層下面でSD301を検出した。土師器細片

が出土したのみであるが、上下の地層の関係から、中世後半か

ら近世初頭にかけての地層と考えられる。

第4層:褐灰色ないし灰黄褐色礫混りシルト質細粒～中粒砂

からなる古土壌で、層厚は30cmである。13世紀代の土師器・瓦

図3 地層と遺構の関係図   器・東播系須恵器・中国産白磁とともに、奈良時代の土師器・

須恵器が出土した。本層上面でSK401を、下面でSK402をはじめとした土塘、柱穴、溝 を検出した。

上面の標高はTP+l.8mである。

第5層:灰白色礫～細粒砂のフォアセットラミナが反復する水成層である。層厚は130cmまで確認

した。下部のラミナは南東から北西方向に傾斜しており、上部ではほぼ水平方向であった。遺物は出

土 してい ない。

ii )遺構と遺物(図5～7)

第4層上面および第5層上面で遺構検出作業を行い、13世紀～17世紀後半の遺構を検出した。

a.中世

第5層上面でSK402・406・409、SD405・411、SP403・404・407・408・410・412を検出した(図

5上)。

SK402は調査区西半で検出した東から西へ低くなる落込みで、調査区外西側へ広がる。東西幅が1.1

m以上、深さが0.4mあり、埋土の下半は有機質に富むシルト質細粒砂層で、細粒砂の薄層が見られた。

上半は礫を含むシルト質細粒～中粒砂層で、土師器や瓦器の細片を多く含む。遺構底で、南北方向の

浅いSD41 1を検出した。これはSK402の掘削痕の可能性がある。SK402からは、瓦器皿5、土 師器

皿6が出土した。5は口径8.3cmで、内面に圏線状ヘラミガキを有する。6は口径8.4cmである。13世

紀代のものであろう。

SK406は調査区北半で検出した、東西1.lrn,南北1.Om以上、深 さ0.2m未満の浅い土塘である。埋

土はSK402の下半と共通する。土師器・瓦器の小片が出土した。

SK409は調査区東端で検出した、南北0.4rn,深さ0.2mの小型の土塘で、SD405と重複し、これよ
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北壁断面図

TP+30n

+2.0m

十1 am

1 黄゙褐色(25Y5/4)細粒～中粒砂十焼土偽礫(第1a層)
2 オリーブ褐色(25Y 4/3)粘土偽礫+細粒～中粒砂
3"黄褐色(2 5Y5/4)極細粒砂質シルト偽礫(第1b層)
4:にぶい黄色(2 5Y6/3)中粒～粗粒砂(第1b層)
5 黄゚褐色(25Y5/4)礫混り細粒砂十シルト偽礫(第1b層)
6:黒褐色(10YR3/1)細粒砂質シルト+炭粒(第2a層)
7:褐色(10YR4/1)シルト質細粒～中粒砂+炭粒(SK202)
8 黄゚褐色(2.5Y5/3)細粒砂質シルト偽礫+炭粒(SK204)

9

0

1

2

3

4

5

西壁断面図

:褐色(10YR4/1)細粒砂質シルト+炭粒(第2a層)
黄゙灰色(2.5Y4/1)シルト質細粒～中粒砂(第2b層)
にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂質シルト(SD301)
:灰黄褐色(10YR5/2)礫混りシルト質細粒～中粒砂(第4層)
:黄灰色(2 5Y4/1)礫混りシルト質細粒砂(第4層)
褐゙色(10YR4/1)シルト質細粒砂(第4層)
.灰白色(2 5Y8/2)細粒砂～礫(第5層)

0am

TP+3am

+20m

十1,○m

0am

:黄褐色(2.5Y5/4)細粒～中粒砂+焼土偽礫(第1a層)
.暗灰黄色(2.5Y 5/2)シルト偽礫十細粒～粗粒砂(第1b層)
"黄灰色(2.5Y4/1)シルト偽礫+炭薄層(第2a層)
.褐灰色(10YR4/1)細粒砂質シルト、炭含む(第2a層)
:褐灰色(10YR5/1)シルト質細粒砂、炭含む(第2b層)
暗灰色(2.5Y4/2)礫混り細粒砂質シルト(第3層)
にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂質シルト(SD301)

8 にぶい黄褐色(10YR4/3)礫混りシルト質細粒砂(SK401)
9 灰゙オリーブ色(5Y5/2)粗粒砂～第6層偽礫(SK302)
10 褐灰色(10YR4/1)礫混りシルト質細粒～中粒砂(第4層)
11 灰黄褐色(10YR4/2)礫混りシルト質細粒砂(第4層)
12 褐灰色(7.5YR4/1)シルト質細粒砂(SP410)
13.黒褐色(10YR3/2)シルト質細粒砂(第4層)
14.灰白色(2 5Y8/2)細粒砂～礫(第5層)

2m

1:50

図4 北壁・西壁地層断面図
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一44,883 ー44,881 Y-44,879

第 5層 上 面

X-144,625

SK402

SK406

SD405

409

44,627

SP410
SP404

SP403

SP41

44,629

-44,883
第4層 上 面

Y-44,879

X-144,625

SD301
SK202

SD301 SK204

SK401

SK203

SK205

44.627

SK302

SK20

44,629

1:50

図5 第4層上面・第5層上面平面図
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り新 しい。 SD405 SK409

SD405は調査区東部で検出した東西溝

で、幅0.5m, 深さO.lmと浅い。埋 土は第

4層と共通する暗色化した細粒～中粒砂で

ある。土師器・瓦器の細片が出土した。

SP403・404・407・408・410・412は断

面の観察から柱穴と判断した遺構である。

掘形は直径0.2～0.5mの円形で、深さは0.3

～0.6mである。SP404 - 407 ・410では径

0.lm前後の柱痕跡を確認した。SP404は

SP403と重複し、 これより新 しい。調査範

囲が狭いため、柱 の組み合い関係を把握す

N  1 S

1.オリーブ褐色(25Y4/4)細粒～中粒砂
2:オリーブ褐色(25Y4/6)細粒～中粒砂

SP403

TP+1 5m

オリーブ褐色(25Y4/4)細粒～中粒砂
暗オリーブ褐色(2 5Y3/3)細粒～中粒砂

SP407

TP+L5m

TP+15m

1:暗オリーブ褐色(2 5Y3/3)細粒～中粒砂

SP404

TP-H5m

オリーブ褐色(2.5Y4/3)細粒～中粒砂
暗゚オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒～中粒砂

SP408

TP+1 5m

1 暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒～中粒砂 1.オリーブ褐色(2.5Y4/4)細粒～中粒砂

ることができなかった。SP403から瓦器椀  2.オリーブ褐色(2.5Y4/3)中粒砂
O

7、SP404から黒色土器椀2、土 師器皿3、            1:50

SP407から土師器皿4、SP410から土師器       16 第431 6検61 構断01

尭1が出土した。7は内面に粗い暗文を施す和泉型瓦器椀で13世紀代のものである。2は内外面にて

いねいなヘラミガキを施す黒色土器椀、3・4は口縁部がての字状を呈する皿で、11世紀代のもので

ある。1は外面にタテハケを施し、奈 良時代に属する可能性がある。SP410から出土した遺物はこれ

のみであるが、ベースのSK402下部からは13世紀代の遺物が出土しており、古 い時期の遺物が混入し

たものであろう。

b. 中世～近世初頭

第4層上而でSK401を、第 3層下面でSD301・SK302を検出した(図5上 ・下)。

ν

=    11            12           13

図7 出土遺物実測図

SK402(5・6)、SP403(7)、SP404( 2・3)、SP407( 4 )、SP410( 1 )、SK201(8～13)
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SK401は調査区北西端で検出した浅い円形土壇で、南北1.Orn,深さ0.2mである。13世紀代の土師器・

瓦器・瓦質土器が出土した。

SD301は調査区北端で検出した東西方向の溝である。SK202・204と重複しており、調 査区内での

遺存状態は良くないが、幅0.6m以上、深 さO.lmである。埋 土は作土である上位の第3層で、耕 作に

伴う溝の可能性がある。土師器の細片が出土したのみであるが、上下の地層の関係から中世後半から

近世初頭までの時期と考えられる。一部を検出したのみであるが、ほぼ正東西方向で、現 在の町割り

と一致する。

SK302は西壁断面でのみ確認した小型の土壇で、南北0.4m,深さ0.3mである。第 3層に由来する

偽礫を多く含んでいた。

c.近世

第4層上面まで掘削した段階で、上位の地層から掘り込まれた遺構の検出作業を行った。近世の遺

構はSK201～205があり、いずれも17世紀後半の遺物が出土した。SK201～204は第2a層内もしくは

下面の遺構であり、SK205も出土遺物の年代から同一層準の遺構と考えられる。

SK201は調査区南東隅で一部を検出した土塘で、深さは0.3mである。遺構底にシルト薄層が堆積

していた。底付近から完形に近い土器・陶磁器がまとまって出土し、 8～13を図化した。8・9は土

師器皿で、 9は灯明皿に使用していた。10は肥前磁器染付碗、11は肥前陶器三島手碗、12は肥前磁器

染付皿、13は瀬戸美濃焼陶器鉄絵皿である。いずれも17世紀後半に位置づけられる。

SK202は調査区北壁付近で検出した土塘で、上端で東西2.5rn,深さは0.7mである。炭 を多く含 む

シルト質細粒～中粒砂で埋められていた。17世紀後半の土師器・瓦 質土器・丹波焼・備前焼のほか、

銅製品・鉄釘が出土した。

SK203は調査区東部で検出した南北1.Om,検出面からの深さは0.lmと浅い土塘で、17世紀後半の

土師器・肥前磁器が出土した。

SK204は調査区北東隅で一部を検出した土塘で、東西I.4rn,深さ0.9mである。埋 土は細粒砂質シ

ルト偽礫を含む細粒～粗粒砂で、17世紀後半の土師器・瓦質土器・肥前陶器・肥前磁器のほか、寛永

通宝が出土した。

SK205は調査区中央で検出した円形の土壇で、直径1.5m前後、検出面から0.8mである。17世紀後

半の肥前陶器・肥前磁器・中国産磁器などが出土した。

3)まとめ

狭い範囲のため遺構の性格は不明確なものが多いが、謂査の結果、工1・Ⅰ3世紀、17世紀後半の遺構・

遺物が出土した。特 に11・13世紀の遺物を含む柱穴が複数検出され、この時期に一帯が居住域であっ

た可能性がある。また、遊離資料であるが奈良時代の土器も出土しており、今 後の周辺の調査では
注

意が必要である。
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第5層上面遺構検出状況

(北から)

第4層上面遺構検出状況

(北から)

北壁地層断面

(南から)



都島区内代町一丁目53-1における建設工事に伴う

榎並城跡伝承地発掘調査(EN13-1)報告書
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調査 個 所 大阪市都島区内代町1丁目53-1

調査 面 積 90箱

調査 期 間 平成26年3月10日～3月20日

調査 主 体 公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 次長 南秀雄、櫻田小百合
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1)調査に至る経緯と経過

榎並城跡伝承地は都島区野江から内代町の東西約450m,南北約370mの範囲に広がる中世榎並城の

伝承地である。榎並城は天文年間(1532～1555)の細川晴元と三好長慶との対立に係わる記録の中で

たびたび文献に登場する。城は遺跡の中央部、現在の野江水神社付近にあったと推定されている。発

掘調査ではこれまでに榎並城の遺構は確認されていないが、野江水神社南東のENOI-5次調査地で

は榎並城と同時期とみられる遺物が出土している[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2003]。

今回の調査地は遺跡の西端部に当る。調査地の周辺では、調査地東側で行われたENII-1・2次

調査で弥生時代中期末の土壇や落込み、柱穴が検出されており、弥生土器のほか無文土器や木製品、

石器が出土している[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013]。また、この北東で行われたENIO

-1・2次調査でも弥生時代中期後葉の土城が検出されている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協

会2012]。当遺跡は弥生時代には淀川のデルタ上に位置していたことが推定され、当遺跡の北東に位

置する森小路遺跡などと同様に河内湖の北岸に位置する集落のひとつといえる。

建設工事に先立ち大阪市教育委員会が実施した試掘調査で、弥生土器や初期須恵器とみられる土器

片が出土したため、今 回の調査を実施することとなった。調査は平成26午3月10日に着手した。東西

9m1 南北10mの90 m'の調査区を設定した後、機械掘削を第2層まで行った。これより下位の地層お

よび遺構については実測図の作成や写真撮影による記録作業を行いながら人力により掘り下げた。そ

の後、埋戻しおよび資機材の撤収を行い、 3月20日に現地での調査を完了した。

なお、基準点測量はmagellan社製ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基

づく座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)を使用し、本文および図中ではTP+○m

と記した。

榎並城跡伝承地

200m 0        39m
1 1 1 1 1 1                1   1

21EJ ..7         1 : 5,000            1 : 1,000

図1 調査地位置図 図 2 調査 区位 置 図

Y-42,420

X-143,080

-143,120
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TP+10m

2)調査 の結果

1)層序

第。層           調査地における現地表面の標高はTP+0.7～0.9m

でほぼ平坦である。今 回の調査ではTP-0.41～一

劉層          0.64mまで地層全面を掘 り下 げた後、 東西約1.8m,

第橿   sD201     南北約2.6mの深掘り トレンチを設定したが、湧水のSD
202

第3aM       エ,。。. ため掘下げはTP-1.OOmまでに留め、トレンチ底に

SD301                 ピンを打ち込んで下位層を探査した。その結果、TP
第3b層

第3c層          -1.47m付近までは第6層の砂層が堆積しているこ

第4層 ゝ\

ffl5M X-一  "7゙1875゜ノ
第0層 :現代の整地層および攪乱で、層厚は34～

) ビ  第6層
- sK601                 65crn,攪乱部分では141cm以上である。

図3 地層と遺構の関係図        第工層 :オリーブ黒色(5Y3/1)・灰色(5Y 4/1)わ

ずかに細礫～粗粒砂混り細粒～極細粒砂質シルトからなる近現代の作土層で、層厚は最大で14cmであ

る。

第2層 :灰オリーブ色(5Y 4/2)極細粒砂質シルトからなる作土層で、下部には斑鉄が顕著に見られ

る。層厚は最大で26cmである。第 3層の上部を耕起することにより形成されたものである。出土遺物

がなく時期は不明である。

第3層 :氾濫堆積層で層厚は最大で45cmである。第3a～3c層に細分できた。細粒の堆積物により

構成されることから洪水の縁辺部の堆積とみられ、第3a・3b層には洪水時に浮遊した植物片がラミナ

を形成しており、特 に第3b層中には顕著に見られた。

第3a層は植物片のラミナを挟む灰色(5Y 4/1)わずかに極細粒砂質シルト、 第3b層は植物片のラミ

ナが多く見 られる灰色(5Y 4/1)わずかに極細粒砂質シルト、 第3c層はわずかに植物片を含む黄灰色

(2.5Y 4/1)わずかに極細粒砂質シルトからなる。第 3層からは5世紀後半とみられる土師器高杯が出

土している。

第4層 :植物片のラミナが見られる黒褐色(2.5Y3/1・3/2)わずかに極細粒砂質シルトからなる湿

地性の堆積層で、層厚は最大で17cmである。第 4層からは蛸壺のほか、弥生土器の小片が出土してい

る。弥生時代中期後葉よりも新 しい遺物を含まず、また第5層と層相が類似することから、第 5層が

堆積した後、比較的短期間のうちに堆積した可能性がある。

第5層 :木片を含む黒褐色(2.5Y3/2)細粒～極細粒砂質シルトからなる湿地性の堆積層で、層厚は

5～32cmである。流木や微細な木片を多く含み、わずかにラミナが確認できる。弥生時代中期後葉の

土器、石庖丁が出土している。第 4層および第5層はいずれも第6層の水成層が堆積した後、窪 地に

徐々に堆積した地層とみられる。

第6層 :黄灰色(2.5Y5/1)・灰オリーブ色(5Y5/2)・灰色(5Y 4/1)粗粒砂からなる水成層で、層厚
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第4層

TP+l.Om

0̂.0m

杭穴?
Om

第1層:オリーブ黒色(5Y3/1)・灰色(5Y 4/1)わずかに細礫～粗粒砂混り細粒～極細粒砂質シルト
第2層:灰オリーブ色(5Y4/2)極細粒砂質シルト(下部に鉄斑が顕著)
第3a層:灰色(5Y4/1)植物片のラミナがみられるわずかに極細粒砂質シルト
第3b層:灰色(5Y 4/1)植物片のラミナが多くみられるわずかに極細粒砂質シルト
第3c層:黄灰色(2.5Y4/1)わずかに植物片がみられるわずかに極細粒砂質シルト
第4層:黒褐色(2.5Y3/2)植物片のラミナがみられるわずかに極細粒砂質シルト

東壁

第5層:黒褐色(2.5Y3/2)木片を含む細粒～極細粒砂質シルト
第6層:灰オリーブ色(5Y5/2)・灰色(5Y4/1)粗粒砂
SD201 :灰色(5Y5/1)中粒～細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト
SD202:暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒～細粒砂の偽礫を含む極細粒砂質シルト
SD301 :黄灰色(2.5Y4/1)第4層または第5層の偽礫を含むわずかに極細粒砂質シルト
落込み?:灰色(5Y4/1)わずかに粗粒砂混り細粒砂質シルト
杭穴?:黒褐色(2.5Y3/1)わずかに極細粒砂質シルト

第0層 (現代の整地層)

第4層
第6層

攪乱

(試掘トレンチか)

第4層   第6層

第1層:灰色(5Y 4/1)わずかに細礫～粗粒砂混り細粒～極細粒砂質シルト
第2層:灰オリーブ色(5Y4/2)極細粒砂質シルト(下部に斑鉄が顕著)
第4層:黒褐色(2.5Y3/1)植物片のラミナがみられるわずかに極細粒砂質シルト
第5層:黒褐色(2.5Y3/2)木片を含む細粒～極細粒砂質シルト
第6層:黄灰色(2.5Y5/1)粗粒砂
鋤溝?:灰色(5Y 4/1)わずかに粗粒～中粒砂混り細粒～極細粒砂質シルト
SD301 :黄灰色(2.5Y4/1)偽礫を含むわずかに極細粒砂質シルト(下部に第5層の偽礫が顕著にみられる)

1:50

2m

TP+1.○m

Ôam

-LOm

図4 南壁・東壁地層断面図



は105cm以上である。第6層上面では第5層堆積後の不定形な変形構造が顕著に見られ、これらの変

形構造は地震によるものである可能性がある。また、第6層の上部にはフォアセットラミナが確認で

き、この方向からS80o Wの古流向が推定される。

第6層の上面はTP-0.27～-0.60mである。東側で行われたENII-1・2次調査ではこの砂層上

面の標高はTP+O.lm前後であったことから、東から西に向かって低くなる地形であることが確認で

きる。また、今回の調査地における試掘調査では調査地の東端付近と西側の2箇所の調査を行ってお

り、東側の試掘壊では砂層がGL-1.4m付近で検出され、今回の調査とほぼ同様の結果であるのに対し、

西側の試掘壇では砂層はGL - 2.3mで検出されている。こうしたことから、調査区からさらに西側に

向かって低くなる地形が想定される。西側試掘塘の砂層直上の地層内から初期須恵器とみられる小片

が出土していることから、弥生時代中期後葉段階において調査地付近から西側で認められた低地部が

埋没したのは古墳時代以降と推定される。

ii )遺構と遺物

遺構の検出は第3～6層の各地層の上面で行い、第2・3・4・6層上面の遺構を検出した。

a)弥生時代中期の遺構

第6層の上而では、SK601、SP602～608を検出した。第

6層上面は調査区の北西部および南東部がやや低くなってお

り、この部分では上位の第5層が落ち込むかたちでやや厚く

堆積している。

SK601  直径約0.50mの円形に近い土壇で、深さは0.03m

と浅く、第 5層を埋土とする。弥生土器広口壺1が口縁部を

下にした状態で出土した。人為的な遺構ではなく第6層上面

の窪みに第5層が堆積したものである可能性もあるが、第5

層の堆積過程で掘削された土壇であったとみられる。

1は広口壺である。 口縁部は凹線文を施した後、 円

形浮文を貼り付ける。 口縁部内面には櫛描列点文を施

SK601

広口壺1

10誦

1:4

図5 SK601出土遺物実測図

SP602

1:黄灰色(2.5Y4/1)中粒～極細粒砂質シルト(SK601)
2:灰色(5Y5/1)粗粒～中粒砂(第6層)
3:灰色(5Y5/1)細粒～極細粒砂質シルト(第6層)

1:黄灰色(2.5Y4/1)・灰色(5Y5/1)
第6層の偽礫・木片含む中粒～極細粒砂質シルト

2:黄灰色(2.5Y5/1)粗粒砂     0

1:20

50cm

図6 SK601土器出土状況および 断面図 ・SP602断面図
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Y-42,445 Y-42,440

6  QSP603  s昂 2

SP604

SP608

第6層上面遺構

SP606
0

X 143,090

SP607

0  "

SK601
X-143,○95

第4層上面遺構

SK401

X-143,○90

X 143,095

1 : 100

図7 第6層上面・第 4層上面遺構平面図
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Y-42,445\ Y-42,440\

第3層上面遺構

一143,095

第2層上面遠構

X-143,090

SK203

1:100

一143,095

一 46 -



し、頚部下には櫛描波状文と櫛描簾状文を施す。弥生時代中期後葉に属する。

SP602  直径約0.30m,深さ0.08mの小穴で、第 5層を埋土とする。自然の窪みの可能性もある。

SP603～608は直径0.06 ～O.lOm,深さ0.02 ～0.04mの第5層を埋土とする浅い小穴で、第6層上

面に形成された自然の窪みあるいは変形構造の一部である可能性がある。

b)古墳時代以降の遺構

第5層上面では第4層上面遺構SK401のほか、板状の木製品9が出土した。

SK401  調査区北西隅で検出した土壇で、東西0.88m以上、南北1.54m以上、深さ0.24mである。

第5層上面で検出したが、本来は第4層上面の遺構である。埋土は第4層と類似する。調査区の隅で

検出したため土壇と判断したが、落込みあるいは北西方向に低くなる地形となっており、 この部分に

面的に分布する地層の可能性もある。遺構内からは木製品2・3が出土した。

2は方形あるいは長方形で、底部に足のつく槽または盤である。3は他のパーッと組み合わせるた

めのものとみられる加工が施されており、なんらかの木製品の一部である。このほか、弥生土器の小

片および土師器尭口縁部とみられる小片が出土していることから、古墳時代以降の遺構あるいは地層

と推定される。ENII-1・2次調査で弥生時代中期後葉の木製品が出土していることから、2・3

は弥生時代中期後葉の遺物の可能性がある。

Y-42,447

木製品2

X-143,087

50cm

図9 SK401木製品出土状況

30cm

TP̂ OOm

ー"   第4層  ゛-"二[1] ブ.'二,.'(
i  第5層              1

-LOm

1:黒褐色(10YR3/1)

わずかに小木片を含む

極細粒砂質シルト 1:40

1m

図10 SK401断面図(調査区酉壁部)

10cm

1:2

図11 SK401出土遺物実測図
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第4層上面では第3層上面遺構のSD301を検出した。

SD301  調査区東端部で検出した幅1.l6m以上、深さ

0.49mの南北方向の溝である。第 4層の上面で検出した

が、本来は第3層上面の遺構である。遺構埋土は第3層

と類似する。第 3層はわずかに極細粒砂質シルトからな

る。このため、SD301が掘削された後、比較的短期間の   、:第,層。偽礫(黒褐色(2.573,1)
極細粒砂質シルト～シルト)を含む

うちに第3層が遺構内に流れ込むことで埋没したものと     黄灰色(2.5Y4/1)極細粒砂質シルト

推定される。また、遺構の下部には加工時に形成された      図12 SD301断面図

と推定される第4・5層の偽礫が見られる。第 3層上面の遺構であることから、 5世紀後半以降の遺

構とみられるが、詳細な時期については不明である。

第3層上面精査時に溝SD201・202およびSP203を検出した。SD201・202については地層断面の

観察により、またSP203は埋土に第2層の偽礫を含むことから第2層上面の遺構であることが確認で

きた。いずれも出土遺物はなく、遺構の時期は不明である。

SD201  調査区南西隅で検出した幅1.Olrn,深さ0.27mの南北方向の溝である。SD201は後述する

SD202と重複しており、 これより新しい遺構である。

SD202  調査区南西隅で検出した幅0.41rn,深さ0.26mの南北方向の溝である。

SP203  直径0.26～0.30rn,深さ0.23mの小穴で、埋土には第2層の偽礫を含む。

iii)地層出土の遺物

第5層からは弥生土器4～6、石庖丁7が出土した。4は広口壺で、口縁端部は上下に肥厚する。

5は広口壺の頚部で、凹線文を施す。6は段状口縁の鉢で、内外面ともにヘラミガキする。これらの

土器はいずれも弥生時代中期後葉に属する。7は結晶片岩製の石庖丁である。

第4層からは飯蛸壺8が出土しているほか、第5層の上面で板状の木製品9が出土した。第 3層か

らは5世紀後半に属するとみられる土師器高杯10が出土した。

SD301

?・1 : 20  ""

E
/   TP+O・○m

3)まとめ

今回の調査により、弥生時代中期後葉には調査地付近から西側に向かって低くなる地形となってお

り、湿 地状の環境であったことが想定された。調査地の東側で行われたENII-1・2次調査ではこ

うした湿地状の地層は確認されていないことから、弥生時代中期後葉の集落はENII-1・2次調査

地から東側に展開し、ENIO-1・2次調査地付近までは広がっていたものとみられる。また、今回

の調査で出土した飯蛸壺や、ENII-1・2次調査で出土した玉網や石錘といった漁労関連の遺物は、

当該期の集落が河内湖の北岸部に立地しており、漁労を営んでいたことを示している。

今回の調査では、これまで遺構・遺物が確認されていた弥生時代中期後葉の遺構・遺物のほか、第

3層から5世紀後半の土師器が出土しており、試掘調査においても初期須恵器とみられる須恵器片が

出土している。調査地周辺で古墳時代の遺構が確認される可能性があり、今後の調査が期待される。
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1:4

 

5

5cm

2:3

図13 地層出土遺物実測図

1:8

50cm
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南壁地層断面(北西から)

第6層上面全景(南西から)



第5層上面全景(南西から)

第4層上面全景(南西から)





第5層上而

板材(9)出土状況

(北から)

SK401

木製品(2)出土状況

(南東から)

第6層上面

変形構造



都島区都島本通四丁目(水道局用地)における

埋蔵文化財発掘調査(MJ13-1)報告書
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調査 個 所 大阪市都島区都島本通4丁目(もと都島公舎用地)

調査 面 積 50 rrf

調査 期 間 平成25年10月2日～10月15日

調査 主 体 公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 次長 南秀雄、絹川一徳
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は市営地下鉄谷町線都島駅の南東側約500mに位置する(図1)。一帯は中世には摂関家の荘

園であった榎並庄が置かれたとされる場所であり、調査地の北東側約700mに当る野江水神社の付近

に16世紀中頃に築かれた榎並城があったと伝わる。周辺は榎並城跡伝承地として埋蔵文化財包蔵地に

指定されている。調査地の周辺で行われた発掘調査は少なく、ほとんどが榎並城跡伝承地の範囲内で

行われたものである。野江水神社の南東側で行われた、ENOI-5次調査[大阪市教育委員会・大阪市

文化財協会2003]では、13～15世紀の溝・柱穴が検出され、2010年に調査地の北東側約600mで行わ

れたEN10-1次調査[大阪文化財研究所2010]では、弥生時代中期後葉の遺構・遺物が確認され、さ

らにこの南側で行われたENI1-1次調査[大阪市文化研究所2012a]でも、中期後葉の弥生土器や朝

鮮半島系の無文土器、サヌカイト製石器のほか、玉網・一木鋤などの木製品がまとまって出土した。

これらの調査の結果、淀川左岸の沖積低地に立地する当該期の集落の存在が明らかとなってぃる。

一方、調査地付近では本格的な発掘調査は未実施であったが、2012年3月7・8日に埋蔵文化財の

包蔵状況を把握するために調査地において試掘調査が行われた[大阪文化財研究所2012b]。調査地内

の東西方向に3箇所の試掘塘が設定され、地表下2.5mまで遺構の有無や遺物の包含状況につぃて調査

した。その結果、東側のNo. 3試掘塘で17世紀前半の土手状遺構を検出し、本調査地は都島本通4丁

目所在遺跡と命名され、新たに埋蔵文化財包蔵地として登録された。そこで、この遺構と遺物包含層

の拡がり、さらなる遺構の有無を確認するため、当該の試掘塘を中心に新たな調査区を設定し、本格

的な発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は2013年10月2日から実施した。大阪市教育委員会と事前に行った協議の結果、当初に予
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図2 調査区の位置
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図1 調査地の位置
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定していた126箱の調査面積を減じ、遺構の検出が確実に見込める調査地の南東側に限って調査区を

設定することとなった。そ こでNo. 3試掘壇を取り込 むように、南 北工0m,東西5 rn,面積50 rrfの調

査区を設定した。10月2日に資材・機材の搬入を行い、重 機による上掘りを開始した。適宜、遺構や

地層断面の精査、実測や写真撮影などの必要な記録作業を実施した。その後埋戻しを行い、10月15日

に撤収して調査を完了した。

なお、本報告書で用いた水準値は、T.P.値(東京湾平均海面値)で、本 文・図中ではTP̂ ○mと表記

した。また、方位は図1が真北、それ以外は現場で記録した街区図を1 /2500大阪市デジタル地図に

合成することにより得た世界測地系座標に基づき、座 標北を基準にした。

2)調査の結果

1)層序

調査地は平坦地で標高はTP+0.8m前後であった。以下の第0～8層の地層を確認した(図3・4)。

第0層 :現代盛土ならびに建物の解体に伴う攪乱土で、層厚は80～170cmである。

第1層 :オリーブ黒色の細粒砂質シルト～細粒・中粒砂混り粘土質シルトの作土層で、旧表土で現

代の地層である。層厚は約10cmであった。第1層下面で翠溝を検出した。

第2層 :第2a・2b層に細分された。第2a層はオリーブ黒色または暗オリーブ褐色のシルト質細粒砂

～中粒砂質シルトの作土層で、南側に向かって灰黄褐色の中粒砂質シルトヘ漸移する。層厚は10～15

cmであった。第2b層はにぶい黄褐色または褐色のシルト質中粒砂～中粒砂の水成層で、北側に向かっ

てオリーブ黒色のシルトを含む細粒砂へ漸移する。上部が擾乱を受け、作 土化したところも認められ

た。層厚は4～ 8 cmであった。いずれも明治時代以降の地層である。第2b層下面で輩溝、ウシ・ヒト

の足跡を検出した。

第3層 :第3a～3c層に細分された。第3a層はオリーブ黒色またはにぶい黄褐色の細礫を含む細粒

砂質シルト～粘土質シルトの作土層で層厚は約IOctn,第3b層はオリーブ黒色または暗灰黄色の細礫混

り極細粒砂質シルト～粘土質シルトの作土層で層厚は10～15cm, 第3c層はオリーブ黒色または黒褐

色の極細粒砂質シルト～粘土質シルトの作土層で、南側に向かっでシルトから粘土質シルトへと漸移

していた。層厚は5～10cmであった。第3a～3c層からは肥前磁器・関西系陶器、瓦などが出土した。

19世紀以降の地層である。

第4層 :にぶい黄褐色の粗粒砂の水成層で、層厚は60cm以上であった。肥前磁器・信楽焼、瓦など

が出土した。肥前磁器は18世紀後半～19世紀前半のものである。

第5層 :調査区の東半で認められた土手状遺構の盛土で、 2時期に分けられた盛土のグループのう

ち上位の盛土(土手状遺構02)に当る。第5a～5c層に細分された。第5a層は暗灰黄色またはオリーブ黒

色の細粒砂質シルト～極細粒砂質シルト、第5b層は灰オリーブ色またはオリーブ褐色のシルト質極細

粒砂、第5c層は黒褐色または暗灰黄色のシルト～極細粒砂質シルトの盛土で、層厚は10～30cmであった。

第6層 :土手状遺構の盛土で、 2時期に分けられた盛土のグループのうち下位の盛土に当る。第6a

～6c層に細分された。第6a層はオリーブ黒色または黄灰色のシルト質粘土の盛土で層厚は10～25crn,

- 54 -



第0層(現代盛土)

15   5 6    3 1  2    14   3
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第0層

・ ・゙・      )第(18層 ゛ゞ ゛ 、' 、'・)

第3a層         第2a層

第3b層 ・゙

第3c層ミ

第2b層

第6b層

第7b層'
第7c層

第8層

1:オリーブ黒色 5Y3/1細粒砂質シルト(第1層;作土)

2:オリーブ黒色 5Y3/2シルト質細粒砂(第2a層:作土)

3:オリーブ黒色 5Y3/2シルトを少し含む細粒砂(第2b層:水成層・一部で作土化している〉

4:オリーブ黒色 5Y3/1細礫を含む細粒砂質シルト(第3a層:作土)

5:オリーブ黒色 5Y3/1細礫を含む極細粒砂質シルト(第3b層:作土)

6:オリーブ黒色 5Y3/1細礫をわずかに含む極細粒砂質シルト(第3c層:作土)

7:オリーブ黒色 5Y3/1細粒砂質シルト(第5a層:土手状遺構02盛土)

8:オリーブ黒色 5Y3/1シルト質細粒砂～細粒砂質シルト(第5b層:土手状遺構02盛土)
9:オリーブ黒色 5Y3/2シルト質粘土(第6a層:土手状遺構01盛土)
10:黒褐色(2.5Y3/1)粘土質シルト(第6c層:土手状遺構01盛土)

11:オリーブ黒色(5Y3/2)シルト質極細粒砂(第7b層:水成層)

12:オリーブ黒色(5Y3/2)極細粒砂～シルト質極細粒砂(第7c層:水成層)

13:オリーブ黒色(5Y3/2)シルト質極細粒砂(第8層:水成層)

14:灰オリーブ色(2.5Y 4/2)砂混り粘土質シルト(第5b層:土手状遺構02盛土)

15:オリーブ黒色(5Y3/2)細礫を含む中粒砂質シルト(第3c層:作土)

16:オリーブ黒色(5Y3/2)礫混りシルト質粘土(第5a層:土手状遺構02盛土)

17:灰オリーブ色(5Y4/2)シルト質極細粒砂(第5b層:土手状遺構02盛土)

18:黒褐色(2.5Y3/2)シルト～極細粒砂質シルト(第5b層:土手状遺構02盛土)

19:黒褐色(2.5Y3/1)シルト質極細粒砂(第5c層:土手状遺構02盛土)

20:黒褐色(2.5Y3/1)極細粒砂を含む粘土質シルト(第7a層:水成層)

第5a～5c層:土手状遺構02盛土

第6a～あ層:土手状遺構01盛土

図 3 地層 と遺 構 の関係 図お よび 東 壁 地 層断 面 図
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第0層(現代盛士)
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:オリーブ黒色(5Y3/1)細粒砂混り粘土質シルト(第1層:旧表土)

:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細礫を少し含む中粒砂質シルト(第2a層:作土)

:褐色(10YR4/4)わずかにシルト含むシルト質中粒砂～中粒砂(第2b層:水成層・一部作土化している)

:オリーブ褐色(2.5Y4/3)細礫を少し含む細粒砂質シルト(第3a層:作土)

:にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒砂(第3a層:作土)

:暗灰黄色(2.5Y4/2)細礫を含む極細粒砂質シルト(第3b層:作土)

:黒褐色(2.5Y3/2)極細粒砂質シルト(第3c層:作土)

:にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂(第4層:水成層)

:黒褐色(2.5Y3/2)中粒砂(第5b層:土手状遺構02盛土)

:黒褐色(2.5Y3/2)シルト質中粒砂(1 5b層:土手状遺構02盛土)

:黒褐色(2.5Y3/2)極細粒砂質シルト(第7a層:水成層)

:オリーブ黒色(5Y3/2)シルト質粘土(第7b層:水成層)

:オリーブ黒色(5Y3/2)シルト質粘上(第8層:水成層)

南壁

第0層(現代盛土)
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板材     21
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Om

-2am

1:50

2m

1オリーブ黒色(5Y3/1)中粒砂質粘土質シルト(第」層:旧表土)

2:灰黄褐色(10YR4/2)中粒砂質シルト(W2a層:作土)

3:にぶい黄褐色(10YR4/3)細礫を含む粘土質シルト(第3a層:作土)

4:暗灰黄色(2.5Y4/2)細礫を含む粘土質シルト(第3b層:作土)

5:黄灰色(2.5Y4/1)シルト質粘土(第6a層:土手状遺構01盛土)

6:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質粘土(第6b層:土手状遺構01盛士)

7:黄灰色(2.5Y4/1)シルト質粘土(第6c層:土手状遺構01盛土〉

8:灰オリーブ色(5Y4/2)極細粒砂(第7b層:水成層)

9:灰色(5Y4/1)シルト質細粒砂(第7c層:水成層)

10:灰色(5Y4/1)シルト質細粒砂～シルト質極細粒砂(第8層:水成)

11:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒砂～中粒砂(第2b層:水成層)

12:黒褐色(2.5Y3/2)中粒砂を含もシルト～粘土質シルト(第3c層:作土)

13:黒褐色(2.5Y3/1)中粒砂を含もシルト(第3c層:作土)

14:灰黄褐色(10YR5/2)中粒砂～シルト質中粒砂

(第4層:水成層)

15:暗灰黄色(2.5Y4/2)極細粒砂質シルト

(第5a層:土手状遺構02盛土)

16:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質極細粒砂

(第5b層:土手状遺構02盛土)

17:黒褐色(2.5Y3/2)シルト(第5c層:土手状遺構02盛土)

18:暗灰黄色(2.5Y4/2)極細粒砂質シルト

(第5c層:土手状遺構02盛土)

19:黒褐色(2.5Y3/1)シルト質極細粒砂

(第5b層:土手状遺構02盛土)

20:暗灰黄色(2.5Y4/2)中粒砂(第4層:水成層)

21:黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂(第7a層:水成層)

22:黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂(第7a層:水成層)

23:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質中粒砂(第4層:水成層)

24:にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂(第4層:水成層)

図 4 北壁 ・南 壁 地 層 断 面 図
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第6b層は南側で局所的に認められた暗灰黄色のシルト質粘土の盛土で層厚は5 cm程度、第6c層は黒褐

色の粘土質シルトまたは黄灰色のシルト質粘土の盛土で、層厚は20～30cmであった。南端部において

第6a層上面で板材と杭が出土した。遺物は肥前陶器皿のほか、土師器、瓦の細片が出土した。肥前陶

器は17世紀前半に属する。

第7層:水成層で第7a～7c層に細分された。第7a層は暗褐色の中粒砂または黒褐色のシルト質細

粒砂層で層厚は約20cm,第7b層はオリーブ黒色のシルト質極細粒砂または灰オリーブ色の極細粒砂層

で層厚は約20crn,第7c層はオリーブ黒色の極細粒砂～シルト質極細粒砂または灰色のシルト質細粒砂

層で層厚は10～25cmであった。第7層からは遺物は出土しなかった。

第8層:灰色またはオリーブ黒色のシルト質細粒砂～シルト質極細粒砂からなる水成層で、層厚は

50cm以上であった。第8層からは遺物は出土しなかった。

ii )遺構と遺物

a.第6層上面遺構

第6層上面において、北北東一南南西方向の土手状遺構01を検出した(図5)。盛土は粘土質シルト

～シルト質粘土で、厚 さは最大0.4m程度であった。調査区の南端でこの盛土の上面から打たれた木杭

と土手と並行するように据えられた板材が出土した。土留めのために設置されたものとみられる。な

お、この木杭と板材は2011年に実施された試掘調査の際に検出し、埋め戻していたものである。また

試掘調査においては盛土上面から肥前陶器皿1(図6)が出土している。刷毛目唐津で、体部内面には

櫛刷毛目によって同心円状に施文されている。砂 目が5箇所残る。17世紀前半のものであり、土手状

遺構01もこの時期に構築されたものと思われる。

b.第5層上面遺構

第5層上面においても土手状遺構02を検出した(図5)。第6層上面で検出した土手状遺構をベース

として、新たな盛土を被覆七たものである。北北東一南南西方向で前段階のものと変わらない。盛土

はシルト～極細粒砂質シルトが主体で、厚 さは最大0.5m程度であった。この土手状遺構は第4層の水

成層によって埋没している。第4層からは19世紀前半の肥前磁器が出土していることから、土手状遺

構02が埋没したのもこの時期とみられる。

c.第2b層下面遺構

第3a層上面において、第2b層を遺構埋土とする梨溝群、ヒト・ウシの足跡を検出した(図5)。踏込

み痕は牛耕に伴うものである。孕溝は北北東一南南西方向であった。近代の遺構であろう。

d.第1層下面遺構

第2a層上面において、第1層を遺構埋土とする輩溝群を検出した(図5)。孕溝は北北西一南南西方

向とそれに直交する2方向のものが認められた。近代後半の遺構であろう。

e.各層出土の遺物(図6)

第4層からは2～8が出土した。3・4は肥前磁器染付碗である。3は口縁部の外面に1条の圏線

と体部に草花を描く。口縁部の内面には四方欅文、見込みに圏線2条を巡らせる。4は口縁部外面と

下半に圏線を巡らせ、間に丸窓文を配する。口縁部の内面は四方欅文、見込みに圏線2条を巡らせる。
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図5 各層の遺構平面図
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3は18世紀後半～19世紀初頭、4は19世紀前半のものであろう。5は肥前磁器青磁染付筒形碗である。

外面に青磁釉を施し、口縁部の内面は四方欅文、見込みに圏線2条を巡らせる。見込み中央に五弁花

を描く。裏底銘は渦福である。18世紀後半～19世紀前半のものであろう。2は肥前磁器染付瓶である。

蛇ノ目高台で、外面には蓮弁文を巡らせ、松笠文を描く。18世紀後半以降のものであろう。6は肥前

磁器染付端反碗蓋で、口縁部の内外面に波濤文を巡らせ、外面には松文を描く。7は土師器火消壺の

蓋である。8は堺系陶器捕鉢で、18世紀後半のものであろう。

第3層からは9が出土した。9は頁岩製の砥石である。側面を切断して長方形に整形している。研

一r] 10cm

1:3

図6 各層出土遺物実測図

第6層(1)、第 4層(2～8)、第 3層(9)、第 1層(10・11)
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ぎ面が認められないことから未製品であろう。

第1層からは40・11が出土した。10は大黒天の土人形で表面は鉛丹が塗られている。11は用途不明

の土製品である。亀 甲状の形状と文様で、中央に3孔が並列する。組合せ品の一部の可能性もある。

3)まとめ

本調査地での成果は以下のとおりである。

・17世紀前半から19世紀前半にかけて利用された土手状遺構を検出した。おそらく、周辺にあった

水田への導水路に付設されたものとみられる。土手状遺構は19世紀前半に埋没しており、 これ以降、

調査地周辺は平坦な地形となっている。

・19世紀以降、近・現代に至るまでは調査地一帯は水田などの耕作地として利用されてきた。

・江戸時代以前は第7～ 8層の極細粒砂を主とする水成層が連続して堆積していることから、調査

地周辺は低湿地であったとみられ、本 格的な土地開発は江戸時代になって活発化したと考えられる。

引用参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2003、「榎並城跡伝承地発掘調査(ENOI-5)報告書」:『平成13年度大阪市
内

埋蔵文化財発掘調査報告書』、pp.83 - 8'i

大阪文化財研究所2010,『都島区内代一丁目における建設工事に伴う榎並城跡伝承地発掘調査(ENIO-1)報告書』

2012a, F都島区内代町一丁目における建設工事に伴う榎並城跡伝承地発掘調査(ENII-1)報告書」

20121,『都島区都島本通四丁目(都島公舎用地)における埋蔵文化財試掘調査(MJII-2報告書』
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東壁地層断面

(南西から)

東壁地層断面

(北西から)

南壁地層断面

(北西から)



土手状遺構01

(北西から)

第6a層上面出土

板材および杭

(西から)

土手状遺構02

(南西から)



福島区福島三丁目における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(FK13-1)報告書
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調査 個 所 大阪市福島区福島3丁目13番2・14番2・142番9

調査 面 積 約80留

調査 期 間 平成25年11月8日～11月19日

調査 主 体 公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 次長 南秀雄、市川創

- 62 -



1)調査に至る経緯と経過

調査地の位置する福島3丁目付近は(図1)、17世紀中頃までは大川の中州であった。1684～1687(貞

享元～4)年の河村瑞軒による淀川水系改修の際、蜆川と堂島川が浚渫され、この揚土をもって1688

(元禄元)年、堂島新地が成立した。以後、堂島新地には蔵屋敷が置かれたり、あるいは「船大工町」が

位置するなど、川に面した立地を活かした土地利用がなされてぃる。

絵図から堂島新地の情報を得ることは難しいが、1844(天保15)年刊行の『増修改正摂州大阪地図』で

は、蜆川を挟んで対岸に位置する西善寺との関係により、当地が町屋として利用されてぃたことがわ

かる(図3)。なお、調査地北西の道は蜆川の川跡に当り、大正午間に埋め立てられて道路となった。

また、調査地の北東約100mで実施されたFKIO-2次では、弁財船から転用された可能性のある木材

が礎板として利用されていた[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012]。そのさらに東方で実施さ

れたFKIO-1次調査では、人吉藩蔵屋敷などに相当する可能性のある遺構群を検出してぃる[大阪文

化財研究所2011]。

今回の調査地では、大阪市教育委員会によって事前に試掘調査が実施されたところ、現地表下約1.4m

図1 調査地位置図

(遺跡の範囲は「大阪府地図情報提供システム」による)

Y-47.150

30m

車道

800

図2 調査区配置図
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以下の深さに本格的な発掘調査を必要とする遺構面および遺物包含層を確認したため、調査を実施す

ることとなった(図2)。調査は11月8日より着手し、重機により後述する第2層まで掘削した。その後、

遺構埋土および第3層以下の掘下げはすべて人力によって行い、遺構検出・掘下げ・断割り・記録な

どの作業を適宜行い、調査を進めた。こうした工程を経て、11月19日に機材類の撤収を含むすべての

工程 を完 了 した。

本報告書で用いた方位は、現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することに

より得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP-○

mと記 した。

2)調査の結果

1)層序(図4・5)

調査地周辺の現地形は、堂島川沿いが約TP+0.2m前後とやや高く、北へ向かうにつれ徐々に標高

を減じる。ただ、工業用水の汲上げなどにより、当地周辺は近代以降に1.8mほど沈下したと想定さ

れる[林田精郎・三田村宗樹・中川康一

19871。

今回の調査では、現地表下約4.0mまで

の地層を7層に区分した。なお、第6c層

以下は、地層の堆積状況確認のために実

施した部分的な深掘りで観察したもので

ある。

第0層:現代の盛土層であり、層厚は
図3 絵図にみる調査地の土地利用

([佐古慶三1970]より)

層
層

層

層

層

層
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6

第
第

第

第

第

第

第6c層

第7a層

第7b層

第7c層

現代盛土

徳川期盛土

自然堆積層

図4 層序と遺構の関係図 写真1 深掘り部の地層断面(北から)
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最大で160cmである。

第1層:徳川期～近代の盛土層である。第 0層により削剥され、調査区の南部にわずかに分布した。

黄褐色のシルト質砂からなり、層厚は最大で19cmである。漆喰が面的に認められる部分があり、その

上面には炭層が堆積していた。本層から遺物は出土していない。

第2層 :徳川期の盛土層であり、二次堆積した焼土からなる。調査区の西南隅にのみ分布し、後 述

するSK303に伴う可能性が高い。黒褐色のシルト質砂からなり、層厚は最大で5 cmであった。本層か

らは肥前陶器・関西系陶器・銅釘が出土した。

第3層 :徳川期の盛土層であり、調査区の全域に分布した。シルトの偽礫を含むオリーブ褐色シル

ト質極細粒～細粒砂からなり、SK303周辺では上面が被熱していた。層厚は25cmである。本層の上面

ではSD301・SK303・SA305・SP306・307などを検出したほか、上位層から掘り込まれた遺構とし

てSEOI・02・04などがある。また、第 3層からは土師器・丹波焼・肥前磁器・関西系陶器・土製品・

金属製品など18世紀末頃の資料が出土した。

第4層 :徳川期の盛土層である。2層に細分でき、後 述するSD401の西側には第4a層が、東 側には

第4b層が分布した。このうち第4a層はオリーブ褐色極細粒～細粒砂からなり、上面には瓦片が面的に

分布していた。層厚は20cmである。第4b層はにぶい黄色細粒砂～細礫からなり、層厚は58cmであった。

本層の上面ではSD401・SK402などを検出した。また、本層からは土師器・軟質施釉陶器・瀬戸美

濃焼陶器・丹波焼・肥前陶磁器・堺捕鉢・瓦 ・スラグなど18世紀後半頃の資料が出土している。

第5層 :徳川期の盛土層であり、第5a～5d層に細分した。このうち第5a層は調査区西南部でのみ認

められたが、第5b～5d層は調査区の全域に分布した。

第5a層はオリーブ褐色シルト質極細粒～細粒砂からなり、層厚は最大で8 cmであった。第5b層はシ

ルトの偽礫を含むにぶい黄褐色極細粒～細粒砂からなり、層厚は32cmであった。第5c層は砂の偽礫を

含む灰オリーブ色シルト質極細粒～細粒砂からなり、層厚は28cmである。第5d層はにぶい黄橙色中粒

～極粗粒砂からなり、層厚は24cmである。また、本層以下では遺物は認められなかった。

0m

-2am

第7c層

図5 調査区南壁地層断面図

1:60

2m

-3 0m
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第6層 :徳川期の盛土層である。上下の地層の知見からみて、1688(元禄元)年に行われた
堂島新地

造成に伴う可能性が高い。本層は3分でき、上位から第6a～6c層とした。このうち第6c
層以下は深掘

り部でのみ確認した(写真1)。第6a層は、仄 色のシルト質細粒～中粒砂からなる。層厚
は最大で8 cm

であり、第6b層との層界は不明瞭であった。第6b層も、灰 色のシルト質細粒～中粒砂か
らなる。層厚

は最大で62cmであった。第6c層は、褐色粘土質シルト偽礫からなる。層厚は30cmで、木片を
含んでいた。

第7層 :徳川期以前の自然堆積層である。3分でき、上 位から第7a～7c層とした。このう
ち第7a層

は灰色粘土質シルトからなり、湿地状の環境で堆積したことがわかる。層厚は24cmあった
。第7b層は、

明黄褐色シルト質砂からなる。層厚は10cmであった。第7c層はにぶい黄橙色極細粒～細粒
砂からなり、

木の葉を多く含んでいた。層厚は38cm以上ある。

11遺構と遺物

a.18世紀の遺構と遺物

第4a層の上面で、SD40i、SK402および不定形な土塘群を検出した(図6)。

SD401  調査区の東端で検出した。北西一南東方向に直線的に延び、長さは7.0m以
上あって、遺

構の両端とも調査区外へと続 く。幅 はl.Orn以上あり、検 出面からの深さは0.8mであっ
た。埋 土は、

オリーブ褐色シルト質砂からなる機能時堆積層が下部にあり、そ の上位をシルトの偽礫
を含む暗灰黄

色シルト質砂が埋めていた(図7)。当遺構は後述する第3層の段階にもSD301として踏
襲され、かつ

当遺構の東西で地層の堆積状況が異なることから、排 水と同時に敷地境としての機能を
有していたと

考える。

当遺構からは軟質施釉陶器・丹波焼・肥前陶磁器・関西系陶器 ・ミニチュア土製品が出土
し、 この

うち軟質施釉陶器およびミニチュア土製品を図示した(図7)。1は軟質施釉陶器の皿で、
外 面底部に

は糸切り痕を残す。2は羽釜形のミニチュア土製品である。これらは18世紀代の資料であ
ろう。

SK402  調査区の北部で検出した。SD301を構成する石材を除去した段階で検出し、
SD401を破

壊していた。また、遺構の東端は近代以降の井戸により破壊されていた。平面形は東西
にやや長い楕

円形状を呈し、東 西2.Orn,南北1.5mの規模で、検 出面からの深さは0.4mであった。埋
土はシルトの

偽礫を含むにぶい黄褐色シルト質中粒砂～細礫である(図7)。当遺構からは、堺捕鉢お
よび瓦が出土

した。

b.19世紀の遺構と遺物

第3層の上面で、SD301、SA305、SK302・303、SP306・307を検出した(図8)。また
、 近代・

現代の遺構として、SEOI・02・04などを検出している。

SD301  調査区の東端で検出した。先 述したSD401の位置を踏襲した石組み溝であ
る。た だし、

遺構南半の西側では、石組みおよびその基礎地業である杭を検出できなかったので、石
材を伴わない

木組みの溝であった可能性がある。

遺構は北西一南東方向に直線的に延び、長さは7.0m以上あって、両端とも調査区外へと続
く。調査

区の中ほどで西側へ分岐しており、本 来は「T」字状の溝であったと考えられる。幅は0.4
mで、検 出面

からの深さは0.3mであった。埋土は下部に含炭オリーブ黒色細粒～中粒砂質シルトの機
能時堆積層が
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あり、含炭・漆喰黒褐色シルト質砂によって埋め立てられていた(図11)。

当遺構はていねいな構築方法を採っており、以下にその工程を記述する(図9・10)。まず、石材を

据える位置に掘形を設け、礎板を敷く(図10-①・②)。その後、瓦によって根固めをし、杭 を据え土

塘を埋め戻す(同③)。ここで用いられる杭は直径20cmほどの太さがある。次に、杭 の上に板を渡し、

47,1シ/

SK-402

; SD401

X-145.055

1:80

3m /
45.060

図6 第4a層上面の遺構平面図

SD401

第4b層 ゞ

TP-10m

N

SK402
TP-10m

-2.0m

[SD301]

1 :暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質砂
2:暗灰黄色(2.5Y4/2)含炭シルト質砂
3:暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質砂(杭痕)
[SD401]

4:暗灰黄色(2.5Y5/2)含シルト偽礫シルト質砂
5:オリーブ褐色(2.5Y4/4)シルト質砂

-2am

1:黄褐色(10YR5/6)
含シルト偽礫シルト質中粒砂～細礫

2m

1:40 1:3

10cm

図7 SD401・SK402断面図およびSD401出土遺物実測図(断崩図の作図位置は図6参照)
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板の上に石材を置く(同④)。こうして形成された溝内には、底面に板を敷くとともに側而に板を当て、

さらに杭(直径約10cm)を打設することで、側板の倒込みを防いでいる(同⑤)。また、石材の目地には

漆喰が詰められていた(同⑥)。こうしたていねいな工程は、その工法からみて、石材の沈下を防止す

ることにより溝の保全を図ったものと評価できる。川ベリの造成地に位置するという立地の特性に即

したものであろう。

なお、図8には溝状の攪乱として示しているが、当遺構の西側には近代になって土管が配されてい

た。SD401が掘削されて以降、近代まで、敷地境の位置はさほど変わっていなかった可能性が高い。

当遺構からは、土師器・瓦質土器・備前焼・丹波焼・瀬戸美濃焼陶器・肥前陶磁器・関西系陶器・

萩焼・関西系磁器・瀬戸美濃焼磁器・土製品・金属製品・石製品・瓦・煉瓦が出土した。このうち図

12にはSD301を構成する石材の掘形から出土した資料を示した。3は関西系磁器ないし肥前磁器の染

付碗、4は肥前磁器の白磁皿であり、内面には「寿」字を刻印する。I9世紀中頃の資料であろう。また、

溝の機能時堆積層から煉瓦が出土しており、当遺構が江戸時代末期に構築され、明治時代にも機能し

てい た ことが わか る。

SA305  調査区の西半で検出した。SD301と直交する方向に延びる杭列である。掘形から遺物は出

1:80

図8 第3層上面の遺構平面図
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X-145,0シ/

●=杭の位置
1:50

2m

【断面模式図】
TP-1.Om

ノ/〆I〆/〆イ/〆/〆〆//慴 冨 六

-2.0m

1:杭痕跡                3:灰色(10Y4/1)極細粒～細粒砂質シルト
2:灰色(10Y 4/1)含瓦・シルト偽礫シルト質砂  (SD401埋土)

4:暗緑灰色(7.5GY4/1)中粒砂質シルト
(SD401埋土)

図9 SD301石材と杭の断面図、および模式図

①掘形の掘削 ②礎板を敷く:礎板は3枚
重ねられていた。

③掘形の埋戻し:杭の周辺には
根固めとして瓦を埋める。

←④板材・石材の設置:杭の上
に板材を敷き、その上に石
材を設置する。

⑥漆喰を貼る:石材の目地には
漆喰を塗り込み漏水を防止す
る。石材の上面にも漆喰が貼
られていたことから、本来は
さらに1段以上の石材が積ま
れていた可能性がある。

図10 SD301の構築過程

- 69 -



SW

SD301

3 NE

TP-10m

-15m

1 :黒褐色(2.5Y3/1)含炭・漆喰シルト質砂

2:オリーブ黒色(5Y3/2)含炭細粒～中粒砂質シルト

3:オリーブ黒色(5Y2/2)シルト質砂(側板痕跡)

4:暗灰黄色(2.5Y4/2)漆喰

5:灰黄色(2.5Y6/2)シルト質中粒～極粗粒砂

0           1           2m

1:40

SK303

E

TP-05m

SP306

327石 ～う;.ニ ブ

 ゙ '＿.5＿5a   ゜第3層 瓦  一〇m

"一 一 一 一 - ブ ー -
第4a層

[SK303]

1 :オリーブ褐色(2.5Y 4/6)シルト質細粒～中粒砂

2:黄褐色(2.5Y5/3)含焼土細粒砂

3:にぶい赤褐色(5YR4/4)～黒褐色(10YR3/2)

細粒砂(上面は被熱している)

4:にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質細粒砂

5:黄褐色(2.5Y5/6)含炭シルト質細粒砂

[SP306]

6:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質細粒砂

7:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質細粒～中粒砂

図且 SD301・SK303・SP306断面図

土しておらず、近 代以降に下る可能性もある。

SK302  調査区の南端で検出した。長辺1.Om

以上、 短辺0.6mで、検出面からの深さは0.2m

であった。当遺構からは、関西系陶器・堺捕鉢・

瓦・金属製品などが出土した。

SK303  調査区の西端で検出し、SK302およ

びSP306によって遺構の一部を破壊されてい

た。平 面形はいびつで東西1.9m,南北1,3mの

規模があり、検出面からの深さは0.3mであった。

当遺構の中央部は窪んで被熱しており、被 熱部

は石で囲われていた(図8・11)。構 造からみて

炉状の施設であったと考えられる。当遺構から

は、土 師器・銅釘・鉄製品が出土したが、遺構

の性格を特定しうるものではない。

SP306・307  調査区の西南部で検出した。

両遺構とも掘形は直径0.2mほどの円形で、直径

0.lm前後の柱痕跡を有する。検 出面からの深さは、 ともに0.2mほどであった。SP306から肥前陶器

および瀬戸美濃焼陶器の水瓶が出土している。

SE01・02・O4 SEOIは調査区の北隅、SEO2は北部、SEO4は東部でそれぞれ検出した。井戸枠の

素材はSEOIがコンクリート、SEO2が井戸瓦である。SEO4では井戸枠の痕跡が認められなかったが、

廃絶時に抜き取 られた可能性もある。このうちSEO4は埋立て土から肥前磁器染付広東碗5や軒平瓦

6など江戸時代の遺物が出土したが、SD301を破壊しており、近代以降の遺構である。

c.各層からの出土遺物

各層から出土した遺物のうち、時期を示す資料を中心として図13に示した。

1:3

10cm

図12 第 3層 上 面 遺構 出土 遺物実 測 図

SD301掘形 (3 ・4)、SEO4( 5・6)

70 -



10cm

図13 地層出土遺物実測図

第4b層(7)、第4a層(8)、第3層(9)

第4b層出土遺物では、肥前磁器の染付碗7がある。第4a層出土遺物では、蛇の目凹型高台を有する

肥前磁器の染付鉢8を示した。8からみて、第 4層の年代は18世紀後葉頃であろう。

第3層出土遺物では、肥前磁器の染付鉢9を示した。体部から口縁部にかけて外反する形態で、底

部外面には二重方格内に「土」の銘を有する。19世紀前半の資料であろう。

3)まとめ

今回の発掘調査では、福島地域における土地変遷の一端を把握することができた。以下に今回の調

査成果を時代の古い順に箇条書きの形でまとめる。

・時期不詳であるが、前浜の堆積物(第7b・c層)を確認した。その後、海岸線の後退に伴い、当地

は湿地となる(第7a層)。

・第6層により当地は完全に陸化する。それは1688(元禄元)年の堂島新地造成に伴うものであった。

・徳川期では、2時期の遺構面(第4層上面・第3層上面)を確認した。敷地境と排水溝を兼ねたと

みられるSD301は、前代のSD401の位置を踏襲していた。また、土管の埋設位置からみて近代に

も引き継がれた可能性が高い。

・SD301は、川べりの造成地に位置するという立地の特性に即し、入念な下部構造を有していた。

(引用文献)

佐古慶三1970,『古板大坂地図集成』清文堂出版

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所

2012、「福島区福島三丁目における建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査(FKIO-2)報告書」:『平

成22年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書)2oio, pp.73-82
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大阪文化財研究所2011、『福島蔵屋敷跡発掘調査報告』

林田精郎・三田村宗樹・中川康-1987、「地盤沈下累積変動量のブロックダイヤグラム化
の試み」:『情報地質』12

日本情報地質学会、pp.l77-185
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調査区東・南壁地層断面

(西から)

第6層上面検出状況

(東から)

第4a層上面の遺構

(東から)



第3層上而の遺構

(東から)

SD301

(南から)
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SK303

(西から)
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中央区東心斎橋一丁目50-1における建設工事に伴う

発掘調査(HB13-1)報告書
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調査 個 所 大阪市中央区東心斎橋」丁 目50-1

調査 面 積 144rrf

調査 期 間 平成25年8月↓9日～9月18日

調査 主 体 公益財団法人大 阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 次長 南秀雄、清水和明
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1)調査の経過

本調査地は長堀通と堺筋が交差する長堀橋交差点の南約50m地点で、東辺は堺筋に面してぃる。堺

筋は近世には成立し、城下町の中心を南北に貫く幹線として周辺域の発展に大きな影響を与えた。ま

た、長堀通は1964年に埋め立てられるまでは長堀川として存在し、東横堀川の末吉橋から四ッ橋まで

の区間は1619～22(元和5～8)年に掘削されて東長堀川と呼ばれていた。本調査地はこのように近世

における交通の要路および徳川初期に大規模な工事が行われた地域に当り、調査によって一帯の開発

史の解明に資する資料を得られる期待が持たれる地域である。

周辺での調査個所は少なく本調査地からは離れるが、豊臣後期～徳川初期以降の資料が得られてぃ

る。堺筋沿い付近では調査地から北へ300m弱のOJIO-1次調査地で17世紀中葉の整地層と同後葉の

ゴミ穴などの遺構群が検出されている。また、その下位では豊臣後期～徳川初期に遡る遺物も出土し

ている[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012]。調査地から南へ400m程のS工11- 1次調査地で

は徳川初期の遺構と17世紀後半以降に下る遺構が検出されている[大阪市教育委員会・大阪文化財研

究所2013]。また、長堀通沿いでは西200m強のOJO7- 5・6次調査地で豊臣後期の井戸・土塘が見

つかっている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008]。上町台地側の東300mの住友銅吹所跡調

査地(DB91-1次ほか)では東横堀川開削以前の古代に遡る低地で耕地が見っかったほか、中世およ

び豊臣期～徳川初期、徳川期の各期にわたる遺構と遺物が発見された[大阪市文化財協会1998]。特に

長堀川の開削に伴う盛土と、1594(文禄3)年の東横堀川の開削に伴う盛土に挟まれた地層から豊臣後

期～徳川初期の遺物が出土し、当該期の大坂城周辺域の大規模工事と遺物の年代観を検証する資料と

なっている。さらに、調査地から南西350mのHBOI-1次調査地では17世紀中～後葉の遺構が確認

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図
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されている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2003]。

平成25年7月5日に大阪市教育委員会による試掘調査が行われ、現 地表下1.5m以下で遺
物包含層

および遺構を検出したため、本 格的な発掘調査を行うこととなった。

発掘調査は同年8月19日から開始した。重機によって深さ1、5mまでの現代盛土層を掘削
し、その

後は人力による遺構検出と掘下げ、実測と写真撮影による記録を行い、 9月18日に埋戻
し作業を含む

現地におけるすべての作業を終了した。

8月22日に事業者による基準点のGPS測量が行われ、本 報告書における方位はその測量結
果による

世界測地系に基づく座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○m
と記した。

2)調査の結果

調査地はTP + 14.lm付近で、ほぼ平坦な地形である。

1)層序(図3～ 5)

現代盛土層である第0層のほか、近世の第1～3層、時期不詳の海浜砂礫層の第4・5層を
確認した。

第1層は大きく 2層に分けられる。

第↓a層:灰 白色(2.5Y8/1)極粗粒砂～細礫を主体とする整地層で、調査区の南部で厚( 40
cm程にな

るが北側は薄くな り、北 部には堆積していない。本層は第5層と類似した岩相であり、
長堀川掘前の

排土である第5層を南河岸側へ盛って整地したものであろう。上面で17世紀後葉の土壇
を多数検出し

た。本層内出土遺物には17世紀中～後葉に降るものが含まれるが、上面遺構の遺物が混入し
ている。

第1b層:にぶい黄褐色(10YR4/3)細礫混りシルト質細粒砂を主体とする整地層で、最大
層厚は30

cm程度である。調査区南部では認められない。出土遺物には肥前陶器Ⅱ仕22のほか17世紀
中葉の肥前磁

器皿24が含まれ、混入でなければ本層の下限時期を示すものとなろう。したがって上位
の第1a層の堆

積もそれ以降と考えられ、1600年代初頭の長堀川開削当初のものではなく、浚渫など後
の河川改修に

伴う可能性が考えられる。本層上面でsKI 00・101を検出した。

第2層 :上部はにぶい黄橙色(10YR6/4)細礫質細粒砂、下 部は暗褐色(10YR3/4)炭混り
シルト質

第0層

第3層

り〒呻ヲ 第1a層

100番台ノ4モ1撃史シ-5,lx-0二

4ヨ  ―← -り

第5層

E

1:50

第4層:(上部)明黄褐色(10YR6/6)細粒～中粒砂

(下部)明黄褐色(IOYR6/6)細～中礫混り細粒～中粒砂

(ラミナは確認できない)

第5層:明黄褐色(10YR7/6)細礫～中礫が多く混じる極粗粒砂

図3 地層と遺 構の関係図 図4 第4・5層地層断面図(北部試掘壇南壁)
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SK37 SK50    第3層 SKO6

第4層

へ゜一第1b層

-一一一 第2層
第1a層

第1a層:灰 白色(2.5Y8/1)極粗粒砂～細礫                  /

第1b層:にぶい黄褐色(10YR4/3)細礫混りシルト質細粒砂          /

第2層 :(上部)にぶい黄橙色(10YR6/4)細礫質細粒砂           /

(下部)暗褐色(10YR3/4)炭混りシルト質細粒砂         /

(基底)黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂質シルト薄層          /

第3層 :極 暗褐色(7.5YR2/3)～オリーブ褐色(2.5Y4/3)粘土偽礫・炭混 /
リシルト質細粒～中粒砂                 /

第4層 :明黄褐色(10YR6/6)細粒～中粒砂(ラミナは確認できない),'

第1a層 ・ SKIOI

第2層

1:50

TP+40m

十30m

+2.0m

TP+40m

+30…

十2am

2m



の遺物を多く含んでいるほか、中国産青花碗4は豊臣前期に遡る可能性もある。本層最
上面は部分的

に焼けており、大 坂ノ陣の被災面に当る。その上面では大坂ノ陣後の遺構を確認した。
また、本 層の

上部では厚さ数cm以内の薄い整地層で遺構面が分かれていて、大坂ノ陣直前の遺構も確
認できるが、

連続して検出することが困難であったため、一部を除き大坂ノ陣との前後関係は判別でき
ていない。

第4層 :明黄褐色(10YR6/6)細粒～中粒砂を主体とし、細礫や中礫を含んでいる。ラミナ
は確認で

きないが、下部の第5層の上部が擾乱されたもので、もとは水成層起源であろう。出土遺物
は無いため、

時期は不詳である。本層の上面で土塘を多数確認し、豊 臣後期の遺物が出土している。

第5層 :明黄褐色(10YR7 /6)細礫

～中礫が多く混 じる極粗粒砂を主体と

する。図 4のとおり、大 きな単位では

西へ向かって低く傾斜する前置ラミナ

が顕著であり、大 阪湾の後退によって

西へ発達した海浜砂礫層と理解される

が、一 部、東に傾斜するラミナも観察

され、汀線付近で堆積したものとみら

れる。出土遺物は無く、時期は不詳で

X-146,920

ある。

1:100

図6 第4層上面遺構平面図

-146,925

一   ii )遺構と遺物(図6～16)

a.豊臣期の遺構

豊臣期の遺構は大きく2時期に分け

られる。第 4層上面で検出した遺構群

と第3層内で検出したものである。後

者は、大 坂ノ陣後を含む第3層上面遺

構と検出時の判別が困難であったので

便 郷 一括して後述することとし、 ここでは

第4層上面遺構のみを説明する。

遺構の多くは長さ1m以下の小型の

土壊である。調査区南部により小型の

土壇が集まる傾向がみられるが、敷地

の利用状況について考える手がかりは

少ない。

ラ 胛  SK412は調査区南部にあって直径

0.8m,深さ0.2mである。埋 土は炭化

物を含んだシルト質細粒砂が周囲から

流れ込んだように観察される。SK435

5m
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SK412 SK435 SE SK436 NW

l 褐色(10YR4/4)炭化物混りシルト質
細粒砂

2:暗褐色(10YR3/4)炭化物混りシルト
質細粒砂
.明黄褐色(10YR6/6)細粒砂(第4層)
:黄褐色(10YR5/6)細粒砂(第4層)

は調査区中央付近にあって側溝のため

東側が壊されたが、長さ2m程度、幅

1.5m, 深さ0.5mである。埋 土の下半

部は第4層の偽礫を含むため、埋 めら

れたものであろう。SK436はその西に

あって長さl.3rn, 幅1.Orn,深さ0.6m

である。埋 土は第4層の偽礫を含み、

掘削後すぐに埋められたものとみられ

る。出土遺物にはSK410から中国産青

花皿底部片3、SK412から土師器小皿

2、SK427から瀬戸美濃焼天目碗 1な

どのほか、他の土塘からも土師器皿、

瓦片などが出土している(図10)。これ

らは豊臣後期に属するものである。

b.大坂ノ陣前後の遺構

第3層の上面は大半が焼けており、

出土遺物の時期から大坂ノ陣に伴う焼

土面であることは間違いない。その上

面遺構で埋土に焼土・炭を含むものは、

大坂ノ陣以後の片づけのため掘削され

たと考えられる(図8の▲印)。ただし、

焼土の分布範囲は調査区の全面ではな

く、特に北部は西側のSK305周辺以外

は不明瞭であったため、大 坂ノ陣以後

の遺構であっても必ず埋土中に焼土・

炭を含むとは限らない。

一方、調査区の中央～南部では焼土

面以下数cm以内で砂質シルトの整地層

黒褐色(10YR2/3)シルト
暗褐色(10YR3/3)シルト質細粒砂
褐゙色(10YR4/4)シルト質細粒砂
にぶい黄褐色(10YR5/3)細粒砂で第4層
の偽礫を多く含む
明黄褐色(10YR6/6)細粒砂(第4層)

図7 第4層上面遺構断而図

TP+2am

1:黄褐色(10YR5/6)細粒-粗粒砂第4  +1 am
層の偽礫を多く含む

2:明黄褐色(10YR6/6)細粒砂(第4層)

0                2m

1:50

Y-45,260\

X-146,920

46,925

▲"埋土中に焼土・炭を含むもの
1 : 100

図8 第3層上面・第3層内遺構平面図

46,930

一146,935

5m
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があり、これを鍵層として大坂ノ陣以前の遺構を確認した。しかし、焼土面や整地層の分布していな

い箇所では大坂ノ陣との前後関係を確定することが困難であった。大坂ノ陣以前と判定した遺構には

SK301とその周囲にある石列、SK307・SX316、調査区北部のSD318がある。

SK301は長さ0.5rn,幅0.3m,深さ0.2mの小土壇で、内部に西向きに土師器焼炉19(図11)を設置し

ていた(写真1)。焼炉内而の底に炭が1 cm程度たまっており、また、上端は上記の整地層を除去した

当時の地表面よりわずかに高い。加熱する対象を載せるためと考えられ、この状態で使用したと推定

される。土壇は黄褐色シルト質細粒～中粒砂で埋まっていたが、焼炉の内外で埋土の区別はなく、土

壇内に焼炉を置くだけで使用したのであろう(図9)。興味深いのは周囲の石列である。SK301の北側

には2.3mの長さで6個の石を置き並べていた。そのうち東から3個目は、別個体の石を合わせて1個

分の大きさに揃えている。また、南側はSX316によって壊されたとみられるが、SK301の南東0.8m

に同様の石が1個置かれており、もとはSK301の長軸方向を中心に、石が「〉」状に配置されていたと

推測される。軽量の仮設的な構築物の礎石か、あるいは周囲との区画を意図したものと考えられる。

焼炉を土塘に埋設した例は、ほかに森之宮西之町遺跡第1次調査[難波宮址顕彰会19721でも徳川期に

降るものが見つかっている。内部に炭が焼け残っていたことから、やはりこの状態で使用され、破棄

されたものと考えられる。土師器焼炉19は平面形が長径26.5crn,短径19.5cmの卵形で、高さは17.5cm

である。外面は斜め方向の後に縦方向に、最後に底部付近を横方向に粗いハケで調整している。正面

に幅16.5cmほどの焚き口をあけ、底部の左右・奥の3箇所に短い脚をつけている。内面はユビオサエ

の後にナデており、特に底部はていねいに仕上げている。このような規炉の形態的な変遷は、豊臣前

期から徳川初期にかけて、平而形では長軸の長い卵形から円形の焚き部に短い方形の焚き口が付く寸

詰まりへと変化し、それにつれて長さに対する高さの比が大きくなる。また、外面調整も粗いハケメ

からナデに変化している。19の平面形は卵形であるが、前面があまり張り出していない。また、外面

は粗いハケで調整していることから、こうした変化の中間的な様相を示し、豊臣後期の良好な資料と

いえよう。

SX3 16はSK301の南側石列を壊したとみられるが、SK307よりは古い。幅0.lm弱、高さ0.05cm程

度の粘土を長さ3.0m以上にわたって地面に貼っている。掘形はなく(写真2)、性格は不明である。

SK306・307・SD318は埋土中に焼土偽礫を含まないこと、また、上面の一部を焼土面が覆うこと

写真1 SK301断面(南から) 写真2 SX316断面(東から)
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W  SK301   E SK305   N
TP+24m

十22m

:黄褐色(10YR5/6)シルト質細粒～中
粒砂

2 褐゙色(10YR4/6)シルト質細粒～中粒
砂(第3層)

TP+24m

SD318     炭  W

+20m

5  ・
,-一一一\

1 黄褐色(10YR5/6)シルト偽礫混り中粒砂
2 黄褐色(10YR5/8)細粒～中粒砂(第3層)
3 黄褐色(2.5Y5/4)シルト偽礫(第3層)
4,黄褐色(2 5Y5/6)～オリーブ褐色(2.5Y 4/6)中粒砂(第3層)
5"黄褐色(2 5Y5/6)細粒砂(第4層)

+16m      5

:褐色(10YR4/4)粘土偽礫混りシルト
質中粒～粗粒砂
"にぶい黄褐色(10YR5/4)粘土・炭・焼
土混りシルト質細粒～中粒砂
゜オリーブ色(5Y5/4)シルト質細粒～中
粒砂(第3層)

SK306
TP+24m TP+24m

+2.0m

黄褐色(2 5Y5/3)シルト質細粒砂
.黄褐色(2.5Y5/4)炭混りシルト質細粒砂
オリーブ褐色(2.5Y4/6)粘土偽礫
にぶい黄褐色(10YR4/3)炭混りシルト質細粒砂
暗褐色(10YR3/3)シルト偽礫
オリーブ褐色(25Y4/4)炭混りシルト質細粒砂
オリーブ褐色(2.5Y4/4)炭混りシルト～シルト質中粒砂(第
3層)

オリーブ褐色(25Y4/3)細粒砂〈第3層)

十16m

2m

1:50

図9 第3層上面遺構断面図

から大坂ノ陣以前の遺構と判断した。SK306は幅1.65rn,深さ0.45mで黄褐色～オリーブ褐色シルト

質細粒砂を主体とし、粘土・シルト偽礫を多く含んでいる。SK307は長さl.25rn,幅1.OOrn,深さ0.20m

で、埋 土は黄褐色シルト質中粒砂で粘土偽礫を多く含んでいる。SX316の東部を壊している。これら

の土塘は埋土からゴミ捨て穴と考えられる。SD318は調査区北部にある長さ7m以上の南北溝で、南

端付近は幅が広< l.70m,深さ0.75mで、底部は幅1m程度が平坦になっている。埋 土は基底や側面

に炭が堆積しているが水成堆積物はなく、掘削後短期間で埋められていることから土採り目的の可能

性もあろう。出土遺物にはSK306からは肥前陶器絵唐津向付7、SK307から土師器皿5、SD318から

肥前陶器皿6、肥前陶器絵唐津向付8・同12、土 師器尭13、備 前焼大尭15など豊臣後期の遺物がある。

大尭15の肩には「吉」・「二石入」を線刻している。「二石入」のある破片は口縁に続く「吉」の破片と若干

胎土や厚みが異なり、別個体の可能性がある。またSD318から出土した右巻きの三巴文軒丸瓦17・唐

草文軒平瓦18は瓦当の離れ砂にシルトを使い、軒平瓦の瓦当面端部を面取りしないなど、豊臣後期の

資料として矛盾ない。なお、絵 唐津向付7と8は若干器高が異なるものの、同型で同じデザインの草

花文を施すことから、同客の製品とみられる。

そのほか、SK305・310など埋土中に焼土偽礫を多量に含む土城(図8▲)があり、先 述のとおり大

坂ノ陣後の片付けを目的としたものであろう。出土遺物にはSK305からは肥前陶器片口鉢9、三巴文

軒丸瓦16、SK317の中国産青花碗10などがあり、肥前磁器を含まない徳川初期にかけての資料である。

三巴文軒丸瓦16は完形で、瓦 当の離れ砂はシルトとみられ、また丸瓦内面にはコビキBの痕跡があり、

豊臣後期の資料であろう。三巴文軒丸瓦17・唐草文軒平瓦18とともに、 これまで同范瓦は確認されて

いない。

c.徳川期の遺構

第3層上面で大坂ノ陣の片付けが行われた後、17世紀代に行われた整地が3回認められる。第 3層

を覆う第2層とその上位の第1b層、第1a層である。第 2層に伴う遺構はなかったが、層 中からは灯明
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20cm

図11 SK301出土煽炉

皿に使用された土師器皿20のほか、肥前陶器碗

や備前焼壺片などがあり、肥 前磁器は出土しな

一45、265 Y-45,260

かった。

第1b層上面では方形のSKI 00・101を検出し

た(図12)。 北側のSKIOIは西辺が4.5mで、 東

辺は調査区外のため全体の規模は不明である。

側面は垂直に近く、底 面は凹凸があるが深さは

最大0.7mである。 遺構内は第1a層で埋められ

ている。SK1 00も全体の規模は不明であるが、

SKIOIによく類似した形状である。これらから

は備前焼尭片、肥前陶器絵唐津向付片などが出

土しているが、下位の第1b層内から先述の肥前

磁器皿21が出土し、17世紀前～中葉に下る資料

のため、 これらの遺構はそれ以降で17世紀中～

後葉の時期となる。方位はSKIOOが北で10o、同

じ< SKIOIが16゚西に振っており、周辺の町割り

とは合致していない。先 述のとおり第1a層が長

堀川の浚渫など河川改修工事で掘削された砂礫

1 : 100

図12 第1b層上面遺構平面図

5m
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一45,265 Y-45,260\

146,930

-146,935

図13 第1a層上面遺構平面図
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E     SKO3      W
TP+28m

τ≦冫.b(32。・τ一-'＿.!"
3           +2.2m

1 :暗褐色(10YR3/3)炭・貝混りシルト質中粒～細粒砂
2:黄褐色(2.5Y5/4)褐色シルト偽礫混り極粗粒砂(第1a層)
3:黄褐色(2.5Y5/6)細粒砂質シルト(第2層)

SKI 1
TP+28m

+2.2m

:オリーブ褐色(2.5Y4/3)炭・貝混りシルト質中粒～細粒砂
:黄褐色(2.5Y5/6)細粒砂質シルト
:灰オリーブ色(5Y 4/2)シルト質中粒砂
:黒色(2.5Y2/1)シルト質中粒砂で上部に炭の薄層        、
:明黄褐色(2.5Y7/6)極粗粒砂                。
:灰白色(2.5Y8/1)極粗粒砂～細礫(第1a層)          3

:オリーブ褐色(2.5Y 4/4)炭混り中粒～細粒砂質シルト(第2層) 4

5
2m

1:50

E SKO5
TP+28m

十22m

:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)炭・細粒砂偽礫混りシルト質細
粒～巾粒砂

:黄褐色(2.5Y5/6)シルト質中粒砂
:灰白色(2.5Y8/1)極粗粒砂～細礫(第1a層〉
:暗褐色(10YR3/4)細粒砂質シルト(第2層)

N      SK22       S
TP+28m

1    2

SK15

十2.0m

:黄褐色(10YR5/6)粘土偽礫

:暗褐色(10YR3/3)炭混りシルト質細粒砂
:オリーブ褐色(2.5Y4/6)細礫混り中粒砂
:黄褐色(10YR5/6)粗粒砂(第1b層)

:黄褐色(10YR5/6)粗粒砂質シルトで上部に粘土偽礫を多
く含む(第3層)

:浅黄色(2.5Y7/4)細粒～中粒砂(第4層)

図14 第1a層上 面 遺 構 断面 図

層(第5層)による整地層と考えられ、それに先行する土木工事関係の所為であろうか。

第1a層上而遺構の多くはゴミ捨て穴とみられる土壇である。

SK03は長さ2.lrn,幅1.3m,深さ0.2mで、炭や焼けた貝を多く含んだ暗褐色シルト質中粒～細粒

砂で埋められていた。SK1 1は長さl.3m,幅0.9rn,深さ0.45mで、同様の炭・焼けた貝を含んだ埋土

が認められた。SK05は長さl.7rn,幅1.3rn,深さ0.4mで、炭・細粒砂偽礫混りシルト質細粒～中粒

砂で埋められていた。SK22は北側をSK15で壊されているが、長さ2.8rn,幅1.7mの土城で、西北部

が深<l.lmである。埋土の上部は粘土偽礫を含む暗褐色炭混りシルト質細粒砂で、下位の多くはオリー

ブ褐色細礫混り中粒砂で埋められていた。

これらの第1a層上面遺構からは17世紀後葉を中心とする陶磁器が多量に出土した。SKO2からは肥

前磁器染付碗24～26・染付皿28、肥 前陶器碗23・27・注 日付金ト31、土 師器皿29・灯 明皿30, ミニチュ

アの鉦32、軽石製浮子33などが、SK05からは一重網目文の肥前磁器染付碗35～37・同青磁皿38、土

師器焙烙34などが出土した。また、SKI 1からは一重網目文の肥前磁器染付碗40のほか同染付碗41・

染付輪花皿42・染付皿43、肥前陶器鉢39などが、SK40からは一重網目文の肥前磁器染付碗44のほか、

同染付碗45・46、丹波焼大平鉢47・捕鉢48などが出土した。

3)まとめ

今回の調査地は豊臣期の大坂城下町と想定されている範囲から外れていたが、瓦を含む遺物や焼土

の存在から、調査地一帯に瓦葺きを含む建物が存在していた可能性が高く、豊臣後期に遡って開発が

進んでいたことが明らかとなった。豊臣前期に遡る可能性のある遺物もわずかに含まれ、今後、付近

の調査では、豊臣期の開発開始時期やその範囲、規模などをより追求する必要があろう。また、本調

査では町割の方位や敷地境などを示唆する資料を得られなかったが、堺筋に面した場所であり、当該
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地の開発時期と堺筋の成立との関係なども今後検討する必要があろう。

一方、大坂ノ陣以後では、一帯の開発が活発化するのは17世紀後葉に下る。その間に16
18～22年

といわれる長堀川の開削工事が行われており、 開削当初の掘削によって周囲に盛られた
整地層が検出

されれば、大 坂ノ陣の焼土面とに挟まれたごく短期間の生活面を捉えることができる。
住友銅吹所跡

の調査成果をさらに細かく検証する資料が得られるため、今 後の周辺域の調査が期待され
る。

引用・参考文献

1 つ

O

図15 第1b ・2層内および第1a層上面遺構出土遺物

第2層(20)、第1b層(21・22) SK02(23～33)、SKO5(34～38)
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0
0           10          20cm

1:4

図16 第1a層上面遺構出土遺物実測図
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調査区東壁地層断面

の一部

(西から)

左:試掘壇南壁地層

断面(北から)

右:試掘塘西壁地層

断面(東から)

第4層上而遺構

検出状況

(北から)



第4層上面遺構

完掘状況

(北から)

SK301検出状況

(南から)

SD318完掘状況

(北から)



第3層上面(焼土面)

検出状況(南から)

SKIOO・̂ 01検出状況

(南西から)

第1層上面遺構

半截状況

(南から)



中央区森ノ宮中央二丁目1番における建設工事に伴う

森の宮遺跡・大坂城跡発掘調査(A敷地)(MR13-1)報告書
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調査 個所

調査 面積

調査 期 間

調査 主体

調査担当者

大阪市中央区森ノ宮中央2丁目1番

420晶

平成25年6月17日～7月24日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、清水和明
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1)調査の経過

調査地は上町台地の北端に近く、台地東側の傾斜面に当る日本生命球場(以下、日生球場)跡地の北

端付近に位置する。一帯は古代以前から近世に至るまで活発な人間活動が展開し、北側には台地を東

西に横断する阪神高速道路および中央大通を挟んで特別史跡大坂城跡があり、西側には台地脊梁部を

中心に史跡難波宮跡が存在する。また、台地傾斜面が続く調査地の東側は縄文時代に河内湾が拡がり、

水域が潟、湖へ縮小し、淡水化する過程で縄文後期～弥生時代の貝塚が形成され、調査地付近までを

森の宮遺跡の範囲とされている。調査地の近辺では、西側300mにNWO4-5・05-9次調査地(国立

医薬品食品衛生研究所跡地)で難波宮跡東方官衝が発見され、宮域の東限と理解されている[大阪市文

化財協会2008]。その東隣のNWIO-4次調査地(府立青少年会館跡地)では、台地傾斜面を下刻する

谷筋が2条見つかり、谷が古墳時代から中世にかけて順次埋没し、豊臣期三ノ丸造成と推定される大

規模な盛土によってほぼ現代の地形まで改変されたことがわかっている[大阪文化財研究所2012]。さ

らに、本調査地では敷地全域にわたってトレンチ調査が行われ(MR98-2次)、調査地の中央付近を

北西から南東へ延びる谷(森ノ宮谷)が想定され、NWIO-4次調査地から続くものと考えられる。谷

は厚さ数mの盛土で埋められており、豊臣期と推定されているが時期は不詳である[大阪市文化財協

会1998]。従って今回の調査では、上町台地の東傾斜面の古地形と造成による地形改変の変遷に関す

る情報を得ることを目的の一つとする。

平成25年2月に大阪市教育委員会が行った試  -43,120i
掘調査で近世盛土の存在が明らかとなり本調査

を行うこととなった。旧日生球場観覧席の基礎

Y-43,000ー43,○60

図2 調査区配置図

46,380
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調査区(1区) 160rrf、西調査区(2区) 260rraを6月17日から重機によって掘削した。その結果、グラ

ウンド側では徳川～豊臣期の地層を削平したのに対し、観覧席側は盛土によって球場を建設したため、

近代以前の地層が良好に堆積していることが確認できた。そこで、各期の遺構の図面・写真による記

録作成を行い、 7月24日に発掘作業を終了した。途 中、Magellan社製ProMark3による基準点のGPS

測量を行った。方位は上記測量による世界測地系に基づく座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾

平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

第0層 現代の整地層である。基 底部に黄褐色(2.5Y5/6)～暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)の中粒～粗

粒砂を主体とする層厚10cm程度の整地層があり、焼 土偽礫を多量に含む土塘を伴うため、第 2次世界

大戦の戦災後の片付けに伴うものであろう。本層の大部分は1950年の日生球場建設に伴う観覧席造成

のための盛土で、粘 土、粗粒砂、瓦 などを最大4.4m盛り上げている。

第1層 黒褐色(10YR3/2)細粒砂質シルトを主体とする現代の作土層で、層厚は約20cmである。

第1・2区の北部に分布し、南部では球場のスタンド造成時に削平されている。

第2層 黄褐色(2.5Y5/4)細礫質中粒砂を主体とする近代の整地層で、層厚は約15cmである。第1

区でのみ確認された。

第3層 にぶい黄褐色(10YR5/4)細礫混りシルト質中粒砂を主体とする作土層である。上面で検出

された遺構からは17世紀代～近代の遺物が出土するが、下位の第4層から19世紀前葉の遺物が出土し

ているため、本 層は徳川期の末に近い年代が考えられる。

第4層 黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂～オリーブ褐色(2.5Y 4/6)細粒～中粒砂を主体とする整地層で、

シルト偽礫を多量に含む。層厚は2区で約50cm,  1区で約90cmであり、東 側へ傾斜する地形を近世

第0層

第1層

第2層

第3層

第4層

第5層

第6a層

第6b層

第7層

第8a層

第8b層

第9層

第10層

整地層

作土層

整地層

整地層

畠畝間

土塘・溝    作土層

炉群 SBO2    整地層

焼士面
SBOI    整地層

寸り(日ヲ 炭層

整地層

図 3 地層 と遺 構 の関係 図

末期に盛土して平坦化を企図したものであろう。

第5層 にぶい黄褐色(10YR5/4)シル ト質中

粒～粗粒砂を主体とする近世の作土層で、 層厚

は10～30cmである。 上面に畝が検出され、18世

紀後葉～末の遺物が出土する。 上面は第2区で

TP+l3.0m, 第1区でTP+l2.6m付近にあり、東

側が低い段をなしていたようである。

第6層 a・b層に大別され、第6a層はにぶい黄

褐色(10YR5/4～4/3)中粒～粗粒砂を主体とし、

暗オリーブ色シル トの偽礫を含む整地層である。

層厚は北部で20crn,南部で40cm程度で、南側の基

底が低い。第6b層はオリーブ黒色(10Y3/2)粗粒砂

質シルト～シルト質中粒～粗粒砂を主体とし、海
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1区東壁

N

第0層

一 層 一 -゚
I 第3層 :

第4

TP+1 8.0m

十1 7.0m

十16.Om

-H5.0m

第0層 :黄褐色(2.5Y5/6)～暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)中粒～粗粒砂+粘土+粗粒砂+瓦
第1層:黒褐色(10YR3/2)細粒砂質シルト
第2層 :黄褐色(2.5Y5/4)細礫質中粒砂
第3層 :にぶい黄褐色(10YR5/4)細礫混りシルト質中粒砂
第4層 :含 シルト偽礫、黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂～オリーブ褐色(2.5Y 4/6)細粒～中粒砂
第5層 :にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質中粒～粗粒砂
第6層 : ( 6a)にぶい黄褐色(10YR5/4-4/3)中粒～粗粒砂

: ( 6b)含貝殻、オリーブ黒色(10Y3/2)粗粒砂質シルト～シルト質中粒～粗粒砂
第7層 :オリーブ黒色(5Y2/1)シルト偽礫質炭
第8層 :(8a上)黄褐色(2.5Y5/6)粘土偽礫混り中粒砂

( 8a下)オリーブ黒色(5Y2/2)炭
:(8b上)含緑灰色シルト偽礫、オリーブ黒色(5Y2/2)細粒砂質シルト
(8b下)含焼上偽礫、黒色(10YR2/1)シルト質中粒砂

第9層 :黒色(2.5Y2/1)炭
-H 4.0m  第10層:緑灰色(7.5GY5/1)含暗オリーブ色シルト偽礫、極粗粒砂混り粘土質シルト

+130m

+l2.0m

2区 東壁

N

2区 東西アゼ北壁 E  第8b上層                            W

第9層

第0層

SD32

一二    2区 東 西 アセ北 壁

層ニゴ))ーご一姶   上層

TP+1 6,Om

十15am

+1 4.0m

+13.○m

十120m

十11.Om

+100m1:100

図 4 調査 区地 層 断 面 図



生種の貝殻を多く含む整地層である。層厚は100～120cm程度である。基底付近で炉35が検出され、

そこに作業面があったことになるが、周囲へ連続して確認することができなかった。徳川初期の遺物

が出土した。なお、第6a層には揺れによる堆積構造の変形が認められた。

第7～9層は薄い整地層で、間に生活面が伴っている。第7層および第8a層の分布範囲は、調査区

南東部の一角に限られており、他の範囲は第6b層の整地前に削平されたものとみられる。

第7層 オリーブ黒色(5Y2/1)炭層で、わずかにシルト偽礫が混じる。層厚は5 cmである。下位の

第8a層最上部が焼けており、調査区内外で火を使用して生じた炭が堆積したものであろう。

第8層 大き< 8aおよび8b層に分けられ、それぞれはさらに2層に細分される。第8a層の上部は黄

褐色(2.5Y5/6)粘土偽礫混り中粒砂層の整地層で、第8a層下部はオリーブ黒色(5Y2/2)炭層である。

層厚は上部が15cm,下部が6 cm程度である。第8b層の上部はオリーブ黒色(5Y2/2)細粒砂質シルト

を主体とする緑灰色シルト偽礫を多く含む整地層で、調査区南東部の一角では上面が焼けて固く締っ

ていた。第8b層下部は黒色(10YR2/1)シルト質中粒砂で焼土粒を多く含む整地層である。層厚は上・

下部ともに約5 cmである。第8b層の上面で、礎石建物および炉跡や柱穴などと徳川初期の遺物が出土

した。

第9層 黒色(2.5Y2/1)炭層で、層厚は1 cm程度である。第10層の上面を覆う。本層の上面で掘立

柱建物、溝、柱穴などを検出した。

第10層 緑灰色(7.5GY5/1)極粗粒砂混り粘土質シルトで緑灰色粘土偽礫を多く含む整地層で、上

面の一部が焼けている。確認できた層厚は約50cmで、基底は未確認である。本層の上面や地層内で土

壇、石垣などの遺構を検出したが、詳細な時期は不明である。

第10層は大規模な盛土の一部とみられ、MR98-2次調査地第3区の地層と照合すると豊臣期の盛

土である「第3層」に対応すると推定される。第10層上面に堆積した第9層(焼土・炭層)力吠 坂夏ノ陣

に相当し、その上位の第8層から第7層にかけて小刻みに繰り'3Kdれた整地層が松平忠明の復興期に、

第6層が幕府直轄領に移行した天下普請による大規模な整地に対応するものと考えられる。

ii )遺構と遺物(図5～12)

a.豊臣期の遺構と遺物(図5)

第10層の直下で石垣01の北端部を検出した。長さ約1.7rn1 高さ約0.35mで、東面する法面の方位は

北で東へ約7度振っている。野面積の法面には石材の小口面と側面の両方が用いられている。裏側は

灰オリーブ色(7.5Y 4/2)シルト質粗粒砂やオリーブ灰色(10Y5/2)粗粒砂質粘土などで埋められてい

るが、裏込石はほとんど見られなかった。石垣の東側では、石 の基底の高さで地層境界面が水平に拡

がっていたため、構築時の作業面であった可能性が考えられる。 しかし、断面観察からは土壌生成は

認められないため、石垣全体は短期間で上位の粘土偽礫を多く含む暗オリーブ灰色(5GY4/1)極細粒

砂質粘土層ないし灰オリーブ色(7.5Y 4/2)シルト質粗粒砂層で埋められたものと考えられる。石垣の

南部は球場建設時の攪乱で壊されているが、もとは南の谷へ延びて西から拡がる平坦面の東端を画し

ていたと考えられ、この平坦面を拡張する際に埋められたものであろう。裏込土から土師器細片が出

土しているが時期不詳である。豊臣期の大坂城内で行われた大規模工事には慶長三(1598)年の三ノ丸
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造成工事があるが、石垣は三ノ丸の想

定東限ライン[松尾信裕2005]から50m

ほど東にある。

また、 本層の上面で土WSK85を検

出した。 長径0.80m, 短径0.60mの平

面が楕円形で、 深さは0.60mである。

粘土偽礫を多量に含む暗オリーブ灰色

(5GY 4/1)極粗粒砂質シルトで埋めら

れている。出土遺物は無いが、前 後の

層準から本層上面は大坂夏ノ陣の生活

面に相当するため、SK85は豊臣後期で

夏ノ陣以前の土壇妻考えられる。

b.徳川期の遺構と遺物

第9層上面遺構(図6)

掘立柱建物SBOIを検出した。南側柱

は西からSP62・64・71・73で、 東側

柱は北からSP58・82・75を確認したが、

南側柱列と交わる隅柱は攪乱で失われ

ている。また、SP58と82の中間に当た

る柱穴は確認できなかった。東 側柱列

-43.060              Y-43.○59

X-1 4Ei,224

46.225

石垣01 SK85 SD78 TP+108m

+105m

灰オリーブ色(75Y4/2)シルト質粗粒砂
オリーブ灰色(10Y5/2)粗粒砂質粘土(炭の薄層を挾む)
.灰オリーブ色(75Y4/2)わずかにシルト質粗粒砂
.暗オリーブ灰色(5GY4/1)粘土偽礫を含む極細粒砂質粘土
.緑灰色(7 5GY5/1)細粒砂質シルト
.暗オリーブ灰色(5GY4/1)粘土偽礫を含むシルト質中粒砂

以外にSP71に交わる間仕切りのための       図5 第10層内・上面遺構平面・断面図

柱列があり、北 からSP54・60・82゙・79が並ぶ。以上から建物規模は南北4m以上、東西4.5m以上で、

調査区の北および西に続くとみられる。方位は北で東へ8度振っている。柱穴の平面形は1辺0.20～

0.25mの長方形、深 さは0.20m程度で埋土はオリーブ黒色シルトで焼け壁の偽礫を含んでいる。柱痕

跡は直径0.05～O.lOmである。南 ・間仕切りの柱列の柱には、一 部重複する柱穴があり、建 替えない

し補修が行われたのかもしれない。柱穴から時期の判明する遺物は出土していない。個々の柱穴は小

さく、仮 設的な建物であろう。

ほかにSD78やSK53・68-69、SP65などが検出された。SD78はSBO1と同方位で、幅0.10 ～0.20m,

深さ0.2rn1 基底はほぼ水平である。埋土はオリーブ黒色シルトを主体に炭や焼け壁の偽礫を多量に含

む埋め土で、肥前陶器碗4が出土した。SK53は調査区の西北隅にあり、深 さ0.45mで、SD78に壊さ

れている。埋 土は黒褐色極細粒砂質シルト、オリーブ黒色シルト質中粒砂などで、基底にオリーブ灰

色粘土偽礫が溜まり、その上位に炭および褐灰色極細粒砂質灰が堆積していた。肥前陶器碗5、備前

焼捕鉢3が出土した。SK68・69は長さ0.40m～0.60m,深さ0.20mの小型の土城で、焼け壁の偽礫

を含むオリーブ黒色細粒～中粒砂質シルトで埋められている。SP65は径0.70m,深さ0.40mで基底に

径0.l5mの凹みが2つあり、柱 を据えた痕跡とみられるが、地層断面では柱痕跡は確認できないため、
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-43,○60 一43,058       -43,056       -43.054       Y-43,0521

X-146,220

SK53
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64  \
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46,224

08ゞ  SK69

0

75

2区東西アゼ北壁断面

SBO1

46,226

1 : 100※数 字のみは柱 穴 (SP)

TP+108m

+10.5m

E
SK69 SK68

W TP+10.8m

十105m

1:オリーブ黒色(5Y2/2)シルト

2,オリーブ黒色(5Y2/2)中粒砂質シルト

3"オリーブ黒色(7.5Y2/2)極細粒砂偽礫質シルト

4:黒色(75Y2/1)シルト

5:灰オリーブ黒色(5Y4/2)中粒砂質シルト

6.オリーブ黒色(7 5Y2/2)灰色シルト偽礫質細粒～中粒砂

7:オリーブ黒色(7.5Y2/2)灰色シルト偽礫質細粒～中粒砂

8 オリーブ黒色(7.5Y2/2)灰色シルト偽礫質中粒砂

9:暗オリーブ灰色(5GY 4/2)粘土

図6 第9層上面遺構平面・断面図

抜き取られた可能性もある。また、SP76から土師器の羽釜1と備前焼捕鉢2が出土して
いる。

第8b層上面遺構(図8)

礎石建物SBO2や土塘、小型の炉が2基見つかっており、火を使う作業が行われていたと考
えられる。

炉のほかにも、関連する作業で使用されたとみられる小穴2基が存在する。

炉4」はSK42に壊されているが、平面形は長さ0.40m,幅0.30mの長方形で、深さはO.lO
mである。

外側は暗オリーブ灰色シルト質細粒砂、内側は暗灰黄色灰質細粒砂で埋っている。後述
する炉35の状

況から類推すると、地表面を掘り窪めた後、炉 の上端周囲と内面を暗オリーブ灰色シル
ト質細粒砂で

環状に固め、内側を炉面として使用したと考えられる。内側の基底には厚さ1 cmの炭が堆
積していた。

ただし、第8a層で整地する前に炉の上部構造は削平されている。炉45は長さ0.50m,
幅0.30rn,深さ

0.20mで、窪みを黒色シルト質極細粒砂で埋めた後、オリーブ灰色シルト質極細粒砂で
環状に土手を
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図7 出土遺物実測図

SD78( 4 )、SK53( 3・5)、SP76( 1・2)、SK33(14)、第 8層(6～9)、第6b層(10～12)、第5層(13・15)
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作り、内側を炉面にしたものである。これらのほか、SK42・43では環状の土手の痕跡
は見られない

ものの基底に炭が堆積し、炉を伴う一連の作業で使用されたものと考えられる。SK42
では炭の上位

に厚さ5 cmの灰が溜まっていた。 また、SK43では土城の内面を板で囲っていたようで
ある。なお、

儲羽口や鉱滓などの鍛冶関連の遺物は出土していない。

SBO2は、南 北に割石を据えた側柱列が2条検出された。西側の柱列は、前代のSBO1
の間仕切りと

考えた柱穴とほぼ一致する場所に据えられており、建 物の性格に連続性が窺えるが、南
側柱列にあた

る礎石は見つからなかった。

これらの遺構からは時期を示す良好な遺物は出土していないが、炉41からは土師器皿細片
、炉45か

らは肥前陶器皿細片が出土している。そのほか、第8b層からは肥前陶器天目碗 6、同茶
碗7、中国産

青花皿9のほか、不 明土製品8が出土した。8は直径11.7cm,厚さ4.8cmの円盤状で、外
縁は割れてい

る。中央の1辺1.2cmの四角い孔が貫通し釘孔と推測される。孔 の周囲はほぼ同形同大
で深さ1 mmの

刻印が簀状に散らしてあり、粗 雑であるが装飾を意図したものであろう。

第7層上面および第6b層基底付近の遺構(図9)

第6b層の整地前に、調査区南東部の一部を残して第7～8a層を削り込んでいる。この窪
みを埋め

る第6b層の基底から約5 cm上位で炉35が検出された。第6b層の掘削中に上部を削平して
しまったが、

もとは上部構造が完全に残った状態で第6b層で埋められていた。平面の全体は1辺0.50
mのややいび

つな方形であり、そ の内側をオリーブ灰色シルト質細粒砂で埋め、 さらに1辺0.25～0.3
0mの方形に

掘り窪めて内部を炉面に使用したとみられ、基底に厚さ3 cmほどの炭が堆積していた。
本層準で見つ

かった炉はこの1基のみであり、第6b層の整地を始めて以後に作られているため、整 地
作業中に単発

一43,○60      -43,058       -43,056      -43,054
Y-43,0521

X-146,220

46,222

忘 炉45
1)

46.224

SBO2

※焼けて固く締まっている範囲   -146.226

1 : 100

図8 第8b層上面遺構平面・断而図

SK42    炉41
TP+11.○m

1  j     第8b層

-H08m

1 黒色(2 5Y2/1)炭

2:灰色(7.5Y4/1)シルト質中粒砂

3:黒褐色(10YR3/1)シルト質灰

4 黒゙色(10YR1.7/1)炭

5 暗灰黄色(25Y 4/2)炭混り細粒砂

6.黒色(10YR1.7/1)炭

7.暗オリーブ灰色(5GY 4/1)シルト質細粒砂

8:暗緑灰色(10GY4/1)シルト

SK43
TP-HlOm

S

+108m

1.オリーブ灰色(10Y 4/2)シルト質細粒砂

2 黒色(7.5Y2/1)炭

炉45
TP+11.Om

+108m

1 黒色(2.5GY2/1)シルト偽礫混りシルト質

細粒砂

2:暗緑灰色(10GY 4/1)細粒砂質シルト

3:黒褐色(2 5Y3/1)炭

4:オリーブ灰色(10Y5/2)シルト質細粒砂

0          50cm

1:20
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-43,060 -43,058 -43,056 -43,○54 Y-43,052 炉35Y-43・0581
X-146,225

1 : 100

46,226

1m

TP+110m

図9 第7層上面・第6b層基底面付近遺構平面・断而図

写真1 出土銭貨
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表1 出kt&貨一覧a          的に構築されたものと考えられる。細羽口や

鉱滓などの鍛冶関連遺物は出土していない。

第6b層の基底付近で肥前陶器碗12のほか鬼瓦

101 木製砧11、 さし銭などが出土した。すべ

C北宋銭で写真1、表1のとおりである。

第5層の遺構と遺物(図10)

徳川初期の第6層の最上部を耕作し、畠に

使用している。調査区北半では第4層で覆わ

れた畠上面で東西および南北の畝間を検出し

た。畝 間から青花小杯13、第 5層中から肥前

白磁小杯15が出土した。 また、 第5層下面

は調査区南半でのみ検出作業を行い、SK33、

SD32を確認した。SK33は長径0.8rn, 深さ

0.3mの土塘で丹波焼捕鉢14が出土している。SD32は幅0,60m,深さ0.40mで調査区の東西に続い
て

いる。調査区壁面の観察から第5層上面遺構であり、畠の機能時には開口していたことが明らかとなっ

たが、基 底に水成ないし水漬きの堆積物は確認できなかった。方位は西で北へ8度振っている。出土

遺物から畠は18世紀後葉～末であり、これらの遺構も同時期であろう。

第3層上面の遺構と遺物(図1↓・12)

番号 名称 書体 『 1初鋳年 1 点数

16 太平通賓 片皆書 北宋 976 1

17 祥符元賓 布皆書 北宋 1008 1

18 天示喜通賓 措書 北宋 1017 1

19 明道元賓 措書 1 北宋 1032 1

20 景祐元賓 措書 北宋 1034 1

21
皇宋通賓

措書 北宋 1038 1

22・23 1 篭書 北宋 1038 2

24
治平元賓

措書 北宋 1064 1

25 築書 北宋 1064 1

26・27 煕寧元賓 筆書 北宋 1068 2

28-32
元豊通賓

行書 北宋 1078 5

33 繁書 北宋 1 1078 1

34 紹聖元賓 1 行書 北宋 11094 1 1

合計 19

+12.5m

1:褐色(10YR4/4)シルト質細粒砂(第5層)

X-146,215   2:オリーブ褐色(2.5Y4/6)粗粒砂質粘土(第

6層)

1m

1:30

46,220

46,225
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-43,065

1:30

図11 第3層上面遺構平面・断面図

近世末期に整地された第4層の上部を耕作して第3層が形成され、その上面で土塘が多数検出され

た。調査区北部にあるSKO9は長径0.8rn,深さ0.6mで、シルト偽礫を含むオリーブ褐色ないしにぶい

黄褐色中粒砂質シルトで埋められている。SK19は長さ2.50rn,幅0.70m,深さ0.25mで粘土偽礫を主

体とする黄褐色シルト質粘土層で埋められている。これらからは17世紀代に遡る遺物も出土したが、

第4層の年代から本層上面の遺構は近代に降る。

また、第 1区では第3層上面までの調査を行い、近代の土塘を確認した(図12)。

iii)周辺調査地の層序との関係

本調査地では、豊臣期の盛土と大坂夏ノ陣の生活面、お

よび徳川初期の盛土を確認した。MR98-2次調査地での

成果を主体に、今 回の調査に並行して球場跡地の南端で行

われた'MR13-2次調査地の層序を加味して、南北方向に

地層を対比させたものが図13である。それによると、南 か

らH・C・G地点で見つかった大規模な豊臣期の盛土は本調

査地と一連のものであり、上 部は豊臣後期の盛土である可

能性が高い。これらの盛土は北西から延びる森ノ宮谷を埋

め立てたもので、豊臣期に一帯に大規模な地形改変が及ん

だことがわかる。また、本調査地では、夏ノ陣の生活面の

すぐ下で盛土によって埋没した石垣があり、夏 ノ陣からさ 図12 第1区第3層上面遺構平面・断面図
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MR13-2

ほど遡 らない時期に西側

゛   の平坦面 を東 の低 地側へ
TP-H5.0m

拡張 した動 きが 確認 でき

る。こうした一連の工事の

時期が、 豊臣期のいつか

+100m  は今 回の調査 でも断 定に

至らないが、 三ノ丸 造成

範囲の検 討 も含 めて、 豊

臣期の城内改修について、
十5am

今後検討 を深 める必 要が

あろう。

3)まとめ

本調査 地での成果 は次

のとお りである。

------'------8-146゙200 .豊臣期の石垣を検出し、

それが調査 地か ら南 へ延

00m

引用・参考文献

大阪市文化財協会1998、「日本生命保険相互会社による建設工事に伴う森の宮遺跡等発掘調査(MR98-2)完了報告書」

2008、『難波宮址の研究』第十五

大阪文化財研究所2012、『難波宮址の研究』第十八

松尾信裕2005、「豊臣期大坂城の成立と展開」:『ヒストリア』193号、大阪歴史学会、pp. 1 -23
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第2区 第10層内

遺構(石垣01)

(東から)

第2区 第9 ・10層上而

遺構検出状況

(南から)



第2区 第9・10層上面

遺構半截状況

(南から)

第2区 第8b層上面

遺構検出状況

(南から)

第2区 第8b層上面

遺構完掘状況

(南から)



第2区 第8b層上面遣構

(炉41・SK42)地層断面

(西から)

第2区 第7層上而遺構

および第6b層基底付近

の遺構検出状況

(南から)

第2区 炉35検出状況

(南から)



第2区 炉35截割断面

(西から)

第2区 第7～10層上面

地層断面

(北西から)

第2区 第5層下面遺構

(SD32)完掘状況

(東から)



第2区 第5層上面遺構

(畠)完掘状況

(北から)

第2区 第3層上面遺構

完掘状況

(南から)

第1区 第3層上面遺構

完掘状況

(南から)



中央区森ノ宮中央二丁目1番における建設工事に伴う

森の宮遺跡・大坂城跡発掘調査(B敷地)(MR13-2)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 休

調査担当者

大阪市中央区森ノ宮中央2丁目1番

420留

平成25年6月17日～7月24日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、大庭重信
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は上町台地の北端部東斜面に位置し、森の宮遺跡西辺部の日生球場跡地内に当る。大坂城の

南東部、難波宮の東側に位置し、斜面地に当ることから旧地形の起伏が著しく、 これまで付近で行わ

れた調査では、豊臣期や徳川初期の大規模な盛土層が確認されている地域でもある。特に、同敷地内

で平成10年に行われたMR98-2次調査では、敷地内中央に北西から南東に延びる谷が埋没している

ことが判明し、埋土下層からは弥生時代前期から中世にかけての遺物が多く出土し、豊臣期とみられ

る近世初頭の大規模な盛土によって埋められたという知見が得られている[大阪市文化財協会1999」。

今回、敷地内での開発が予定されたことに伴い、事前に大阪市教育委員会が試掘調査を行ったとこ

ろ、現地表下1.2m以下の深さで発掘調査の対象となる遺構面・地層が確認されたため、当地域の歴史

的変遷の基礎資料を得ることを目的に発掘調査を実施することとなった。

調査範囲は敷地内南東端の旧日生球場ライトスタンドに当る場所で、旧形状がそのまま残されてお

り、高い南側の平坦地と、北へ低くなる斜面地にまたがる。調査は平成25午6月17日から開始し、指

定された形状に合わせ、東西幅最大14m1 南北40mの調査区を設定し、重機で現代の盛土層を除去し、

それ以前の地層を人力で掘り下げ、遺構・遺物の検出、記録作業を行った。7月24日にはすべての記

録作業を終え、調査を完了した。

なお、 基準点はMagellan社製ProMark 3に

より測位し、本報告書で用いた方位は世界測地

系座標に基づく座標北を基準にした。標高T.P

値(東京湾平均海面値)であり、本文・挿図中で

はTP+○mと記した。

一43,120

46,260

46.320

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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現代

2)調査の結果

1)層序(図3～5)

調査で確認した地層を第0～第7層に区分し、必要に応じて各層を細分した。

調査区の現地表面は、南半がTP + 16.3m前後とほぼ平坦であるのに対し、北半は日生球場の造成

によって斜めにカットされ、北端でTP+1I.2

mと調査区内の比高は5.1mある。南半では現

地表下2.8mまでの間で徳川期以降の第0～

3層を確認した。 これに対し、北 半の低い側

では、第0層直下で地山の第7層が露出した

が、高い側の調査区中央付近では、南西側に

低くなる谷内で豊臣期以前の第4～ 6層確認

した。以下、各 層の特徴を記述する。

第0層 :現代の盛土層である。調査区南半

で層厚150cmあった。下半に1945年の大阪大

空襲に伴う焼土を多く含む盛土があり、上 半

には日生球場の建設に伴う盛土が見られた。

第1層 :黒褐色砂礫質シルトからなり、層厚は約10cmあった。幕末から近代の遺物を含む。

第2層 :にぶい黄褐色砂礫質シルトからなり、層厚は10～20cmあった。17世紀前葉～19世紀中葉

までの徳川期の遺物を含む。第 2層上面および下面で多数の遺構を検出した。

第3層 :徳川期の遺構のベースとなる大規模な盛土層で、第3a層と第3b層に区分した。第3a層は調

査区中央付近で確認し、オリーブ褐色粘土偽礫と中粒～粗粒砂からなり、層 厚は最大で50cmあった。

調査区北半の西壁付近で、大型の落込みを埋めていた。第3b層は明黄褐～褐色の砂質シルトの大偽礫

や、明黄褐～黄褐色細粒～中粒砂からなり、部分的に大坂夏ノ陣に伴う焼土の偽礫層を挟在する。層

厚は、調査区中央で100cmあり、南 端で100cm以上ある。西から東へ傾斜しており、南 および東でさ

らに厚く堆積していたと推測される。また、調査区北半のSK47を埋めていた。第3b層中に含まれる

O

\

図3 層序と遺構の関係

TP+14 0m

+12 0m

十100m

1 : 100

第6b層

層
層

層

層

4

 

5

 

5

 
6

第
第

第

第

第3b層

第4a層   へ -

第 7層  \、

10m

第 2層

1 : 250

図4 調査区西壁地層断面図
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南壁

TP+140m

+130m

+1 1 0m

1 :浅黄色(2 5Y7/3)粘土偽礫+中粒～粗粒砂(盛土、第3a層)

2:浅黄色(5Y7/4)細粒砂質シルト(盛土、第3b層)

3:明黄褐色(10YR6/6)シルト・焼土偽礫十細粒砂(盛土、第3b層)

4:にぶい黄橙色(10YR6/4)炭粒含むシルト質細粒砂～シルト(盛土、第3b層)

5:にぶい黄褐色(10YR5/4)炭粒含む砂礫混りシルト質細粒砂(盛土、第3b層)

6二褐色(10YR4/6)シルト偽礫+細粒～中粒砂と灰オリーブ色(5Y5/2)有機質

シルトの互層(盛土、第3b層)

7:黄橙色(10YR8/6)細粒～中粒砂+焼土偽礫(盛土、第3b層)

8:オリーブ褐色(25Y4/4)シルト偽礫+細粒砂質シルト(盛土、第3b層)

9:黄褐色(2.5Y5/4)シルト偽礫+細粒砂(盛土、第3b層)

10:黄褐色(10YR5/6)細粒砂(盛土、第3b層)

11:灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂質シルト(下部に偽礫多い、作土、第4a層)

12:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質細粒～中粒砂(作土、第4b層)

13:暗灰黄色(2 5Y4/2)シルト質細粒～中粒砂(古土壌、第5a層)

TP+13.0m

-H2am

+110m

14:黄褐色(2 5Y5/3)シルト質細粒砂(第5b層)

15:暗灰黄色(25Y4/2)細粒砂質シルト

(崩落土とみられる偽礫含む、第6a層)

16:褐灰色(10YR4/1)細粒砂質シルト(古土壌、第6b層)

17:暗灰黄色(25Y 4/2)シルト質細粒砂(第6b層)

18:暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質細粒砂(第7層)

N

1:80

TP-H4am

+i 3.0m

+120m

+11 am

:現代盛土(第0層)

オリーブ褐色(25Y4/6)粘土偽礫(近代盛土、第1層)

浅黄色(2.5Y7/3)粘土偽礫+中粒～粗粒砂(盛土、第3a層)

にぶい黄色(2 5Y6/3)シルト～細粒砂(水成)

:浅黄色(5Y7/4)細粒砂質シルト(盛土、第3b層)

.灰オリーブ色(5Y5/3)シルト・焼土偽礫+細粒砂(盛土、第3b層)

褐゚色(10YR4/6)細粒砂質シルト偽礫+細粒～中粒砂(第3b層)

:黄褐色(10YR5/6)細粒砂(盛土、第3b層)

.暗褐色(10YR3/4)細粒砂質シルト(下部に偽礫多い、作土、第4a層)

9:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂(盛土、第4b層)

10:灰色(7.5Y5/1)シルト質細粒砂(第4a層)

11,暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質細粒～中粒砂(古土壌、第5a層)

12゚ 黄褐色(2 5Y5/3)シルト質細粒砂(第5b層)

13:暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒砂質シルト

(崩落土とみられる偽礫含む、第6a層)

14:暗オリーブ色(5Y4/3)細粒砂質シルト～シルト質細粒砂

(上而に炭薄層堆積、第6b層)

15゚ 浅黄色(2 5Y7/4)極細粒砂(第7層)

図5 調査区南部南壁・中部南壁・西壁西半地層断面図
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大坂夏ノ陣に伴う焼土、および上下の地層の年代から、第3b層は大坂城再築に伴う徳川初期の盛土と

判断される。第3a層も一連のものであろう。

第4層 :第4a層と第4b層に区分した。第4a層は灰黄褐色細粒砂質シルトからなる作土層で、層厚は

20cmあった。豊 臣後期の土師器・中国産青花・肥甫陶器などが少量出土した。上面でSK47・SD48

を検出した。第4b層はオリーブ褐色シルト質細粒～中粒砂からなる作土層で、層厚は20cmあった。上

面でSD49・50・SK54を検出した。遺構および地層出土遺物から、豊臣前期の土師器・備前焼・瓦片

が少量出土した。

第5層 :第5a層と第5b層に区分した。第5a層は暗灰黄色シルト質細粒～中粒砂からなる古土壌で、

層厚は10cmあった。第5b層は黄褐色シルト質細粒砂からなり、 層厚は最大で40cmあり、西 および南

側で厚くなる。中世の土師器および丸瓦および平瓦の破片が出土した。第5b層下面でSK51・52を検

出した。

第6層 :第6a層と第6b層に区分した。調査区中央西半で確認した谷の埋土で、 ともに西および南側

で厚くなる。第6a層は暗灰黄色細粒砂質シルトからなり、崩落土とみられる偽礫を含む。層厚は最大

で50cmあった。第6b層は上半が褐灰色細粒砂質シルト、下半が暗灰黄色シルト質細粒砂からなり、上

半は土壌生成が顕著であった。上面に炭の薄層が堆積していた。層厚は最大で40cmあった。第6b層か

らは、弥生土器・須恵器・土師器、古 代瓦の破片が出土し、特 に下半には弥生土器が含まれる。

第7層 :調査区北半で確認した地山で、浅 黄色極細粒砂からなる。日生球場造成時に大きく削平さ

れているが、確認した最も高い標高はTP + 12.0mである。

11遺構と遺物

調査区北半は地山の第7層まで大きく削平されており、一方南半は第3層が厚く堆積しており、南

北で調査対象とした層準と時代が異なる。調査区北半の南寄りでは豊臣期～弥生時代(第4～ 6層)、

調査区南半では徳川期(第2層)の遺構・遺物を確認した(註1)。

a.弥生時代～古代(図6-①)

調査区北半南寄りの第7層上面で、北東から南西に傾斜する谷の斜面を検出した。MR98-2次調

査では、敷 地内中央に北西から南東に延びる谷(森ノ宮谷)が確認されているが、これとは別の谷と考

えられる。調査区南半への谷の続きは、調査掘削深度が及ばず確認できていないが、森 ノ宮谷と平行

して北西から南東報告に延びていた可能性がある(図12)。谷の埋土下半の第6b層からは、後述するよ

うに弥生時代～古代の遺物が出土している。

b. 中世(図6-②)

第5b層下面で、南北に並ぶSK51 ・52を検出した。SK51は、南 北1.7rn,東西1.lm,深さ0.2mの隅

丸方形の土壇で、下半は掘削時の偽礫、上半は細粒砂で埋っていた。SK52は、直径0.5m,深さ0.2m

の円形土壇で、掘 削時の偽礫で埋っており、16世紀代の白磁の端反皿が出土した。

c.豊臣前期(図6-②)

第4b層上面で、SD49・50、SK54を検出した。

SD49は幅0.7rn1 深さ0.4mの南北溝で、埋 土下半は水成のシルト～粗粒砂層で埋っていた。溝底の
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①第7層上面検出遺構 ②第4b層上面および第5b層下面検出遺構

Y-43,0701

1 : 100

X-146,340

46,345

5m

Y-43,070

SD50

1 : 100

X-146,340

46,345

5m

③第4a層上面検出遺構 SK54

Y-43,○65

X-146,340

TP+11am

:灰オリーブ色(5Y4/2)シルト質細粒砂
:灰オリーブ色(5Y4/2)細粒～粗粒砂(水成)
:灰色(10Y4/1)シルト(植物遺体薄層、水成)
にぶい黄色(2.5Y6/3)シルト～細粒砂互層(水成)
:灰黄色(2.5Y6/2)細粒砂(第7層)

8  

8。  

SK47

00璽 。0
0δ 9フ0 067

ロ0 =Oθ○   0  (7) 。

0 00 0

0

46,345

100

図6 調査区北半弥生時代～豊臣期の遺構平面図および SK54断面図
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傾斜から北から南に水を流す水路と考えられる。SD49から出土した遺物のうち、 1・2を図化した(図

9)。1は土師器鍋の口縁部片で、外 面には煤が付着する。2は土師器焙烙と思われる口縁部片で、二

次的に被熱している。内面はハケ調整が認められる。豊臣前期に属するものであろう。

SD50はSD49の西側でこれと並行する南北溝で、幅0.4rn,深さO.lmあり、水 成のシルト～細粒砂

で埋っていた。北側への続きは確認できなかった。

SK54は一辺1.7m,深さ0.4mの隅丸土城で、SD49の北側で検出した。水成のシルト～細粒砂で埋まっ

ており、基 盤層である第7層が粗粒になる深さまで掘り込んでいるから、 ここからの湧水を得た溜井

と考えられ、SD49を通じて南側へ配水されたのであろう。豊臣期の備前焼捕鉢が出土している。

d.豊臣後期(図6-③)

第4a層上面には西が高く東が低い段差があり、高い西半でSD48、低 い東半でSK47を検出した。

SD48は幅0.8～l.3rn,深さ0.3mの東西溝で、水 成のシルト～細粒砂層で埋っていた。溝底は西か

ら東へ傾斜し、東側で連結するSK47に水を流した水路と考えられる。SD48から出土した遺物のうち、

土師器皿3・4を図化した(図9)。3は口縁部が直線的に伸びる。4は口縁部外面をヨコナデし、内

面の体部と底部の境は段をなす。豊臣後期に属するものであろう。

SK47は南北幅2.2～2.5m,東西長5.0m以上の浅い落込みで、第 3b層で埋っていた。中央に東西方

向の杭列が並んでいた。時期を示す遺物は出土していない。

e.徳川期(図7・8)

調査区南半の第2層上・下面で、徳川期の遺構を多数検出した(図7)。大半が廃棄用の土壇で、建

物の礎石や柱穴は確認できなかった。調査区北半は削平のため、検 出した遺構はSK46・SE55のみで

ある(図8)。遺構から出土した土器・陶磁器類の年代から、17世紀前葉～19世紀中葉までを5時期に

区分し(図8)、以下では時期毎に遺構・遺物の特徽を概観する。

17世紀前～中葉

SK40・41・45を検出した。

SK40・41は調査区の南東隅で検出し、骨細工の際に生じた大量の骨片を棄てた土塘である。骨製

品はSK40から釘14～22、轡28や格子状の装飾を施した棒状製品27が出土した(図9)。釘は長さが1。O

cm前後、釘頭が直径0.6cmの円形のものが主体で、22は釘頭が方形である。23～26は釘の製作途上品

であり、26のような棒状の四角柱粗材も多く出土している。

出土した骨で部位がわかるものはウシの脛骨で占められ、脛骨と連結する距骨や顆骨も出土するこ

とから、鍵 ないし靭帯が付着した状態で素材を搬入し、これから釘などの骨製品を製作したと考えら

れる。出土した骨材から製作工程を復元すると、① 脛骨の両端(近位端・遠位端)を鋸で切断し、② 長

軸方向に鋸で切断することで長い四角柱粗材を切り出し、③ 必要な長さの分だけ切断して、製品を加

工したと考えられる(註2)。③ の工程は、棒状の粗材に切り目を入れる(26)→切り目より先端を削っ

て尖らす(25)→切り目よりやや外側で切断する(23・24)→細部を加工して完成(14～22)、 となる。②

の粗材からは讐のような棒状の製品も製作可能であるが、③の工程を確認できる資料は釘のみである。

SK41から出土した陶磁器類のうち、10～13を図化した(図9)。10は中国産青花の小杯である。口
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図7 調査区南半徳川期の遺構平面面
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縁端部は外折する。11～13は肥前陶器である。11・12は碗である。11は天目風の器形で、口縁端部

を外反させ、丸く収める。淡灰色の

釉を粗く施す。」2は高台が厚く、 体

部下半がやや膨らむ器形である。灰

釉を施す。13は溝縁皿で、器壁が薄く、

灰色を呈する。 これらは17世紀前葉

であろう。

SK40からは年代のわかる遺物は出

土していないが、SK4iと骨材の内容

が共通することから、 同時期のもの

と考えられる。今 回の調査地西隣の

NW89-89次でも17世紀初頭以降の

ウシの脛骨を利用した骨細工に関わ

■
■
震

10m

17世紀前～中

200

[二」19世紀前～中17世紀後～18世紀初

18世紀前～中

図8 徳川期の時期別遺構平而図

る廃棄土塘が検出されており[久保和

士19991、今回の調査と併行して行わ

れた北西隣のNW13-2次調査でも

近い時期の同様の廃棄土塘が確認さ

れている。17世紀前葉を中心とした

時期に、 この一帯に骨細工の職人が

複数いた可能性がある。

SK45は直径0.8m前後の小型の土

塘で、5～9が出土した(図9)。5は

中国産青花の小杯である。口縁端部

内面に稜を有する。6は肥前陶器の

碗で、灰釉を施す。7は丹波焼の捕

鉢で、 口縁部内面にはナデによる凹

線が巡る。摺 目は7条をⅠ単位とす

る。8・9は土師器である。8は皿で、

底部から口縁部にかけてゆるやかに

内湾する。9は焙烙である。体 部の

下位にはわずかに掻き上げ痕跡が残

る。これらは17世紀前～中葉であろ

う。

17世紀後葉～18世紀初頭

調査区中央西寄りでSK15、調査区
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図9遺構出土遺物実測図(1)

SD49( 1・2)、SD48( 3・4)、SK45( 5～9)、SK41 (10～13)、SK40(14～28)

北半でSK46を検出した。前時期と同様、遺構の数は少ない。

SK15・46はともに埋土中に炭・焼土を多く含む点で共通する。SK46では綱羽口が出土したことか

ら金属生産に関わる廃棄土塘と考えられる。

SK46から出土した遺物のうち、40・41を図化した(図10)。40は肥前磁器の染付碗である。外 面に

は草花文を施す。41は倫羽口である。外 径が8.4cmの筒状で、孔径が炉に接続する部分に向って大き

くなる形態である。以上は肥前磁器の年代観より、17世紀末～18世紀初頭に属するとみられる。

18世紀前～中葉

SK07・09・17・27・34・37・44と遺構数は増加し、 調査区南半北寄りにまとまる傾向がある。

SK07は井戸の可能性がある深い大型土塘である。SK17・27は長軸約1.Orn,深さがl.Om以上ある土

壇で、ともに大量の炭とともに細羽口が出土することから、金属生産に関わる廃棄土壇と考えられる。

出土遺物はSK34から出土した29～34、SK37から出土した35～39を図化した(図10)。

SK34出土の29・30は肥前磁器の染付である。29は碗で、 コンニャク印判による施文を有する。高
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20cm

図10 遺構出土遺物実測図(1)

SK34(29～34)、SK37(35～39)、SK46(40・41)、SK04(42～45)、SK16(46)、SKO8(47)
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台内には「大明年製」銘がある。30は紅皿である。31・32は肥前陶器である。31は碗で、内外面に刷毛

目文を施す。32は京焼風陶器の鉢である。体部の数箇所を窪ませている。高台内には「森」の刻印を有

する。33・34は土師器である。33は皿で、体 部下半から底部の外面をヘラケズリする。底部内面は黒

色を呈する。34は焙烙である。これらは18世紀前葉のものであろう。

SK37出土の35・36は肥前磁器の染付碗である。35は外面にコンニャク印判と手描きを組み合わせ

た文様を施し、高台内に「大明年製」銘を有する。36は高台内に渦「福」銘を有する。37は肥前陶器の碗で、

外面に刷毛目文を施す。38は瀬戸美濃焼の汁次である。褐色の釉を施し、肩部に沈線が巡る。39は備

前焼の鉢で、底部内面が被熱していることから、火 入れとして用いた可能性がある。これらは18世紀

前葉のものであろう。

18世紀後葉～19世紀中葉

遺構は調査区南半に広く分布し、数も前時期以上に増加する。大型で、深く掘 られた廃棄土塘が多い。

遺物はSK04から出土した42～45、SK16から出土した46、SKO8から出土した47を図化した(図

10)。

SKO4出土の42は肥前磁器の染付で広東碗である。高台内には「太明年製」銘を有し、焼 継している。

43は関西系陶器の水注である。44は瀬戸美濃焼の皿で、鉄釉を施す。灯明皿の可能性がある。45は備

前焼の片手鍋で、把 手を欠損する。器壁は薄く、口縁部より下位の内面に透明釉を施す。底部外面に

は重ね焼き痕がある。以上は19世紀初頭のものであろう。

SKj6出土の46は関西系陶器で、土鍋の蓋と思われる。口縁部以外の内外面には鉄釉を施し、外面

の1箇所に鳥の文様の刻印を施した粘土を貼り付ける。共伴遺物は17世紀末～18世紀前半のものであ

るが、器形からみて18世紀後葉以降に属する可能性がある。

SKO8出土の47は産地不明陶器の鉢である。外面には印刻で花文を施し、内外面に銀青～灰青色を

呈する釉を施す。19世紀中葉の遺物に共伴する。

f.各層出土の遺物(図11)

第6b層からは48～51が出土した。48は弥生土器の広口壺である。口縁部は短く外反し、端部にヘラ

状工具による刻目文を施す。弥生時代中期前葉のものである。49・50は須恵器である。49は高杯ない

しは椀の蓋であろう。50は杯身である。底部外面はヘラケズリ調整を施す。これらは難波Ⅲ古段階に

20cm

}11"

図1王 各層出土遺物実測図

第6b層(48～51)、第5層(52・53)、第4b層(54)
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位置づけられる7世紀前半のものである[佐藤隆20001o 51は円筒埴輪である。タガは低く、断面形は

「M」字状を呈する。外面には赤色顔料を塗布する。外面の調整は士次調整のタテハケのみである。 5

世紀末～6世紀前半に属するとみられる。他 にも複数個体の円筒埴輪の破片が出土しており、付 近に

この時期の古墳が存在していたと考えられる。

第5層からは土師器皿52・53が出土した。52は口縁部に煤が付着し、灯 明皿として使用したもので

ある。内外面ともにユビオサエ痕跡が顕著である。53は口縁端部をつまんでおり、内面には沈線が認

められる。体部と底部との境は屈曲が明瞭である。これらは15世紀後半～16世紀前半のものであろう。
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第4b層からは54が出土した。瓦質土器の火入れで、口縁部は内湾させ、上部が平坦となる。外 面

には縦方向のヘラミガキを施す。大坂本願寺期～豊臣前期に属するものであろう。

3)まとめ

周辺の調査成果を踏まえ(図12)、今回の調査を通じて得られた知見は以下のとおりである。

①これまで確認されていた森ノ宮谷と隣接する、 これとは別の谷を確認した。谷 の埋土からは弥生

土器のほか、円筒埴輪や7世紀前半の須恵器が出土した。円筒埴輪の出土は、付近における5世紀末

～6世紀前半の古墳の存在を示唆する。

②豊臣期には地形の起伏が残っており、調査域は耕作地に利用されていた。大規模な盛土造成によっ

て平坦化が進むのは、大坂城再築時の徳川初期と考えられる。

③徳川期の遺構は18世紀前葉以降に数が増加するが、それ以前には手工業生産に関わる廃棄土壇が

いくつか確認された。特に、17世紀前葉のSK40・41からは、骨細工に関わる大量の骨材が出土し、

ウシの脛骨を用いて骨釘を製作していたことが判明した。同様の骨細工に関わる廃棄土壇は調査地周

辺で複数確認されており、この一帯に複数の骨細工の工房があった可能性がでてきた。

註

(1)本文中の骨製品以外の遺物の所見・記載は、当研究所学芸員小田木富慈美による。

(2 ) SK40・41出土の動物遺体については、奈良文化財研究所丸山真央氏に資料を実見していただき、ご教示

を得た。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1999、「日本生命保険相互会社による建設工事に伴う森の宮遺跡等発掘調査(MR98- 2)完

了報告書

久保和^1999、「近世大坂の骨細工」:『動物と人間の考古学』 真陽社、pp.245-264

佐藤隆2000,「古代難波地域の土器様相とその史的背景」:『難波宮址の研究』第十一、pp.253 - 268
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中央区上町一丁目における建設工事に伴う

難波宮跡・大坂城跡発掘調査(NW13-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区上町1丁目A26・30

292留

平成25年4月10日～5月22日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、市川創、小田木富慈美
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は難波宮の南西、豊臣期大坂城の三ノ丸西南部に位置する。大阪市域を南北に延びる上町台

地の北端部付近に立地し、段丘層が比較的高位で検出される地域である。周辺ではこれまで多くの調

査が実施され(図1)、古墳時代から徳川期に至る各時代の遺構・遺物が確認されている。

今回の調査地では、事前に大阪市教育委員会によって行われた試掘調査の結果、現地表下0.8m以下

で徳川期以前に遡る地層と遺構が確認されたため、調査を実施することとなった。調査は4月10日か

ら開始したが、調査による近隣への影響が懸念されたため、大阪市教育委員会の指示に基づき、調査

面積を縮小した。調査区は南北に2分し、反転して調査を行った(図2)。このうち南調査区から調査

に着手し、後述する第1層までを重機によって除去したのち、人力による掘下げを行った。4月26日

には南調査区の調査を終了し、その埋戻しを行ったのち、 5月1日から北調査区の調査に着手した。

北調査区においても、第1層までを重機によって除去したのち、人力による掘下げを行った。この間、

適宜、遺構の検出・記録を行いつつ調査を進め、 5月22日には埋戻しも含め現地における作業をすべ

て完了した。

なお、基準点は専門業者がスタティック測量で測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく

座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。また本報告では、「豊

臣前期」を1580～1598年、「豊臣後期」を1598～1615年とし、西暦での表記に準じて使用する。

Y-43,880

南調査区

X-146,720

-'l48,740

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図
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2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地は東を上町谷、西を龍造寺谷に限られた南北に長い帯状の平坦面に位置し(図24)、周辺の現

地表面の標高はTP+20.5mほどである。

今回の調査では、現地表下約2.5mまでの地層を3層に区分した。

第0層 :近・現代の盛土層であり、層厚は最太で130cmである。

第1層 :徳川期の盛土層であり、攪 乱によって削剥された部分を除き、調査区全域に分布した。含

炭オリーブ褐色シルト質砂からなり、層厚は最太で65cmである。また、19世紀前半までの遺物を含ん

でいた。

第2層 :徳川期の盛土層である。大半が削剥され、調査区の西半にのみ分布した(図9)。含炭暗オ

リーブ褐色シルト質砂からなり、層厚は最大で10cmである。本層上面ではSX58・SK214などを検出

した。本層の下面では、偶 蹄類の足跡が観察できる部分があった(写真1)。本層からは、土 師器・備

前焼・丹波焼・肥前陶磁器・瓦など、17世紀後半までの遺物が出土した。

第3層:段丘構成層である。層厚は100cm以上あり、上部は明褐色シルト質砂礫で、下部は砂礫となっ

ていた。今 回の調査では、ほとんどの遺構を本層上面で検出した。検 出遺構の時期は大きく 3群に分

かれ、SA301・SB304・SK305など古代以前のもの、SEI 1・SK219など豊臣後期から17世紀にかけ

てのもの、SX202・SK53など18世紀～幕末までのものがある。

Ⅱ 遺構と遺物

a.古代以前の遺構と遺物

第3層上面で検出したうち、 出土遺物や遺構の特徴から、SA301・SP302・303・SB304・SK305

などが該期に属するものと判断した(図5)。

SA301  調査区の中央部で検出した(図6)。正南北に延びる6基以上の柱穴(SP301a～f)で構成さ

れ、15.6m以上の長さがある。柱穴のうち、北側の2基(SP301 b・c)の掘形は南北に長く、残存状況

のよいSP301cでみると、南 北1.l5rn,東西1.OOmで、検出面からの深さは0.45mであった。これに

第0層

SX58  SX39

SK217

SD201

SK305

SA301・

SB304 SX202

第2層

SK  El 1
219

第3層

図3 層序と遺構の関係図 写真1 第2層下面で検出した偶蹄類の足跡化石
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北 調 査 区 ←  → 南 調 査 区

【調査区東壁】 TP+21.Om

第3層

第0層

第3層

+20.Om

+190m

1゜40

【調査区北壁】 TP+21 0n

第0層

SK60

第1層

十20.Om

-H90m

1 40

5m

1 : 100

図4 調査区東壁・北壁地層断面図



対して、南側3基の掘形は東西にやや長く、SP301fでみると、南北0.79m,東西1.07mで、検 出面か

らの深さは0.65mであった。またSP301d・eでは柱痕跡を確認でき、その直径はそれぞれ0.29m・0.l8m

で、芯々間の距離は2.74mである。SP301c・fでは抜取りの痕跡を確認した。各柱穴からは土師器・

須恵器が出土したが、いずれも細片であり時期を比定できるものはなかった。

SP302 - 303  調査区の西南端で検出した(図6)。SP302は南北0.52m以上、東西0.97mで、検 出

面からの深さは0.39mであった。SP303は南北0.41m以上、東西0.28mで、検出面からの深さは0.30m

であった。

SB304  調査区の東北部で検出した5基の柱穴(SP304a～e)について、建物として復元できる可

能性を考えた(図7)。この場合、南北は2間(2.80m)、東 西は2間ないし3間(3.52m)となる。また、

-43,895             -43,890 -43,885            Y-43,880

SA301

'へ
SP303

『)
SP302

10m

X-146,720

X-146,725

-146,730

46,735

-146,740

図5 古代以前の遺構平面図
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-43,895

5m

1 : 100

SP303 SP302  TP+200m

第 3層

図6 SA301SA301・SP302・303平面図・断面図

1

2

9

0

4

5

6

7

1

X-146,720

46,725

一146,730

46,735
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山961+

山0aO己+d上

2m

1:50

SP304d   TP+20.0m

-H9.5m

:褐色(7.5YR4/4)含第3層偽礫シルト質細粒砂

:明褐色(7.5YR5/6)含第3層偽礫シルト質細粒砂

:褐色(10YR4/6)シルト質細粒砂

図 7 SB304平 面 図 ・断 面 図

TP+200n

柱筋の方位は座標北に対して24゚東偏する。5基の柱穴の

うち最大のSP304aについてみると、掘 形は南北0.62rn,

119,。」 東西0.56rn,検出面からの深さは0.20mである。各柱穴と

:褐色(10YR4/5)含第3層偽礫シルト質細粒～中粒砂  も柱痕跡を確認することができ、その直径は0.14～0.l9m
:褐色(10YR4/4)含第3層偽礫シルト質細粒～中粒砂

2o   であった。柱穴からは土師器の細片が出土しているが、

1:40          時期を比定することはできない。

SK305  調査 区の東 北隅で検 出した(図8)。 東西

1.89rn,南北はl.50m以上あり、検出面からの深さは0.29m

であった。埋 土は第3層の偽礫を含むシルト質細粒～中

粒砂で、土師器高杯1が出土した(図8)。1は表面が劣化

1゙     し調整が観察できないが、 7世紀の資料であろう[佐藤隆

1801    2000]。
1:3

図。 8え。。5断面図およヶ出よ遺物実あ図   これらの遺構の時期・評価については、第3項におい
(断面図の作図位置は図5参照)     て後述する。
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b.豊臣後期～17世紀中葉の遺構と遺物

本項で報告する各遺構の時期は豊臣後期から17世紀中葉を中心とし、明確に中世～豊臣前期に位

置づけられる遺構は検出できなかった。当該期の遺構としては、SD201・SA203・SEI 1・SX217・

SK21・29・33・60・61・219・220などがある(図9)。これらの遺構はいずれも第3層上面で検出したが、

図9に示した第2層分布範囲では、これに覆われていた。SD201を境として南北で遺構の分布状況が

異なっており、SD201以北では土塘などが多く分布するいっぽう、以南ではSA203を除き明確な遺

構は少ない。また、調査区の東部には井戸SE11があるが、調査区東部に井戸が分布する敷地利用の

あり方は、後述する17世紀末以降の遺構に継続する。なお、各遺構から出土した遺物には二次的に被

熱したものが含まれ、17世紀中葉頃に今回の調査地ないしその近隣で火災があった可能性がある。

-43,890 -43,885 Y-43,8801

ピ3一第2層の
分布範囲

SK219(

坤21\A

SA203

X-146,720

X-146,725

46,730

46,735

-146,740

図9 豊臣後期～17世紀中葉の遺構平面図
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SD201  調査区の南半で検出した。東西に延びる2条の溝であり、北側のものをSD201a,南側の

ものをSD201bとした。ともに長さはll.9m以上あり、重複関係からみてSD201bがSD201aに先行

する。このうちSD201bはわずかに残存するのみであり、幅は最大で0.72mで、検出面からの深さは

TP+20 0m

-H95m

1 :明褐色(7.5YR5/8)シルト質細～中礫

2:黒褐色(7.5YR3/1)含粗粒砂～細礫シルト質砂

3:黒褐色(7.5YR3/1)含細礫シルト質砂

4:暗褐色(7.5YR3/3)砂質シルト

5:黒褐色(7.5YR3/1)含粗粒砂～細礫シルト質砂

6:褐灰色(7.5YR4/1)含第3層偽礫シルト質砂

3(2～10)

10cm

20cm

1:4(11～14)

図10 SD201断面 図 と出 土 遺 物 実 測 図 (断面図の作 図位置は図 9参 照)

SD201 a( 5 ・12 ・13)、SD201b(7)、そ のほかの遺 物は両溝一括
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0.lOm未満であった。SD201aは座標方向に対して4゚東偏して延び、西端は南西方向へ屈曲していた。

幅は0.54mで、検出面からの深さは0.l6mであった。埋土は最下部に第3層の偽礫を含むシルト質砂

があり、含 細礫シルト質砂で埋る(図10)。また、遺構の側壁には、板 の痕跡とみられる含粗粒砂～細

礫シルト質砂が観察でき、当遺構は板組みの溝であったと考えられる。遺構の底面には、南 辺・北辺

に沿って杭の痕跡を検出したが、板 を固定するためのものであろう。

両溝からは、土 師器・瓦質土器・備前焼・丹波焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器・中国産磁器・瓦 ・砥石

などが出土し、土 師器2～5、瀬戸美濃焼6・肥前陶器7・8、 中国産磁器9・10,備前焼11、瓦12

～14を図示した(図10)。 このうち、 5-12-13はSD201 a, 7はSD201bから出土した。2・3は土

師器の皿であり、 3は口縁端部にススが付着するため灯明皿として使用されたことがわかる。当遺構

から出土した土師器皿はこの2点を含めいずれも手づくねで成形されており、 口径6.4cm前後のもの

(2)と、 口径9.2cm前後のもの(3)に大別できる。5は内型で造られた焼塩壺、4はその蓋である。6

は全面に灰釉を施した皿で、底 部外面の3箇所に目跡が認められる。7は溝縁皿で、内而には砂目跡

を有する。8は鉢で、体 部下半および底部の外面を露胎とする。白磁皿9は高台端部を釉剥ぎし、底

部外面にはカンナ削りの痕跡が観察できる。また、内面には印刻文を施している。10は青花の皿で、

高台端部は無釉とし、砂 が付着している。捕 鉢11は二次的に被熱した痕跡を有する。三 つ巴文の軒

丸瓦12は、珠文が15個巡る。范 は傷みが進行しており、 また成形も粗雑で、瓦 当面は真円を呈さな

い。13は三つ巴文の鬼瓦であり、17個以上の珠文が巡る。14も鬼瓦の一部で、葉 と思われる文様が表

現されている。なお、鬼瓦13・14はともに赤褐色を呈しており、二次的に被熱した可能性がある。こ

れらの出土遺物のうち、 もっとも新相を呈する資料は7で、17世紀前葉のものである。 したがって、

SD201bは17世紀前葉、これよりも新しいSD201aは17世紀前葉以降、第 2層の時期である17世紀後

半までの間に機能した遺構である。

SEI 1  調査区の東部で検出した井戸である。平面形は円形を呈し、その直径はl.l2mである。検

出面からの深さは0.56m以上ある。埋土の状況からみて、いったん埋め立てられたあと(図11-4層)、

炭・焼土などを廃棄するために0.50m程度掘り返された可能性がある(同1～3層)。当遺構からは土

師器・瀬戸美濃焼・肥前陶器・中国産磁器など、豊 臣後期～17世紀中頃の遺物が出土し、 このうち中

8     SEI 1       、

第3層

TP-H90m

1:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)含炭・焼土シルト質砂

2:黒色(NI.5/)炭・焼土

3:暗灰黄色(2.5Y5/2)含灰シルト質砂

4:灰オリーブ色(5Y5/2)砂質シルト

2m

1:40

10cm

図11 SE 11断面 図お よび 出土 遺 物 実 測 図 (断面図の作 図位置は図 9参 照)
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国産磁器15、肥 前陶器16を図示した。15は碗で、あるいは肥前磁器の可能性もある。16は鉄絵の向付

で、体 部下半の外而には施釉しない。

SX217  調査区の西北部で検出した便槽である(図12・写真2)。瓦質土器の大姿17を便槽として埋

設していた。17は体部最大径75.Ocm,器高76.6cmの大型品である。器壁は約1 cmであり、大 きさか

らすれば非常に薄く成形されている。また、内面には粘土紐の痕跡を残すものの、全 面がナデ調整さ

れている。底 面には直径約4 cmの孔が焼成後に穿たれ、内面には白色の物質が固着している。図示で

きなかったが、図12-1層から17世紀後葉の京焼系陶器が出土しており、第 2層による整地とほぼ同

時期に遺構が破壊されたことがわかる。確 実に17世紀に下る瓦質土器の大亮は類例が少なく、今 回の

出土資料は全形が把握できる貴重な例といえよう。

SK61  調査 区の中央部で検出し、 後述する

SK219を破壊していた。東西2.39rn,南北1.l8mで、

検出面からの深さはl.59mであった。埋土は炭や遺

物を多く含 むシルト質砂ないし砂質シルトである

(図13)。

当遺構からは土師器・丹 波焼・備 前焼・瀬戸美

濃焼・肥 前陶器・中国産磁器・瓦 ・金属製品が出

土し、 このうち土師器18～21、瀬 戸美濃焼陶器22

写真2 SX217検出状況(南西から)

Y-43,8941

SX217

SX217

x-146,724

TP+200m

黒褐色(2.5Y3/1.5)シルト質砂

黒褐色(2.5Y3/1.5)含炭シルト質砂

にぶい黄褐色(10YR4/3)含炭シルト質砂

暗灰黄色orオリーブ褐色(2.5Y 4/2.5)含第3層偽礫シルト質砂

50cm

図12 SX217遺構実測図および出土遺物実測図
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～24、肥前陶器25～28、丹波焼29、中国産磁器30を図示した(図14)。このうち18～20はいずれも手

づくねの皿で、底 部と体部の境は圏線状に窪む。18・20は口縁端部内面にわずかに面をもつ。口径は

18が6.5crn,19がll.lcm, 20が12.3cmである。21は焼塩壺の蓋である。22は鉄釉の天目碗で、外 面に

はススが付着しており二次的に被熱した可能性がある。また内面には、焼成後についた同心円状の擦

痕が観察できる。23は鉄絵の皿であり、底 部外面には目跡を有する。24は志野の向付で、内面には鉄

絵を施し、底部外面には目跡を残す。25は皿で、体部下半以下の外面は露胎とする。内面には胎土目

を有する。26は完形の変形皿である。体 部下半以下の外面は露胎とし、内面には鉄絵を施している。

27は鉄絵の大皿であり、体 部下半以下の外面は露胎とする。28は捕鉢で、体 部内面は露胎とする。29

も捕鉢であり、捕 り目はヘラによって施している。青花の大碗30は高台部外面を露胎とする。これら

SK61から出土した遺物は、豊 臣後期を中心とする時期のものであるが、23などは徳川初期に下る可

能性がある。実年代としては17世紀第」四半期の資料と評価できる。

SK219  調査区の中央部で検出した。平面形は南北に長い長方形状を呈し、東西1.lOrn,南北2.69m

である。検 出面からの深さはl.34mで、遺構の底面はほぼ平らであった。埋土は炭・灰 ・遺物を含む

シルト質砂であり、壁 面には砂質シルト(図13-5層)が観察できた。岩相および検出状況からみて、

この5層は板材などの痕跡である可能性があろう。

当遺構からは土師器・瓦質土器・丹波焼・備前焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器・中国産磁器・瓦 ・砥石・

スラグが出土し、 このうち土師器31・36・37、肥 前陶器32～34、中国産磁器35、丹波焼38を図示し

た(図15)。このうち31は手づくねの皿で、口縁端部の内面にはわずかに面をもつ。口径はlO.2cmである。

36は大和型の土釜、37は脚付きの鉢である。回転ナデで調整を行ったのち、外 面には粗い目のハケメ

を施す。肥前陶器のうち、32は皿であり、高 台端部を露胎とする。33も皿で、体 部下半以下の外面を

露胎とし、内面には3箇所に胎土目を残す。また、外面には焼成時に別個体の口縁部が融着している。

34は鉄絵の鉢で、体 部下半以下の外面を露胎とする。35は中国産の青花碗で、内外面とも口縁部に圏

線を描く。大平鉢38は口縁端部を外側へ強く屈曲させる。口縁端部上面に融着痕があり他の個体と重

E                                WSK61

TP+20am

SK219

十190m

1 :黒褐色(10YR3/2)含炭礫混りシルト質砂

2:オリーブ褐色(2.5Y4/3)含第3層偽礫シルト質砂

3:にぶい黄褐色or暗褐色(10YR3.5/3)含炭・第3層偽礫礫混りシルト質砂

4:オリーブ褐色(2.5Y 4/3.5)含炭砂質シルト

0            1 2m

1:40

E      SK219      W
TP+200n

+190m

1 :にぶい黄褐色(10YR4/3)含炭・灰シルト質砂

2:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)含炭シルト質灰

3:黒褐色/暗褐色(10YR3/2.5)含炭シルト質砂

4:黒褐色(10YR3/1.5)含第3層偽礫シルト質砂

5:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)砂質シルト

図13 SK61・219断 面 図 (断面図の作図位置は図 9参 照)
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ねて焼成されたと思われるが、内面・外面ともに自然釉が付着している。これらSK219から出土した

資料は、豊臣後期を中心とする時期のものであるが、38など徳川期に下る可能性のあるものを含む。

このSK219については、壁面がほぼ垂直に掘 り込 まれ、底向もほぼ平らに整えられており、一 般

の廃棄土塘とは異なる特徴をもつ。壁面に板材が存在した可能性も考え合わせれば、穴蔵であった可

10cin 20cm

:4(27～29)

図14 SK61出土遺物実測図
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能性も考慮しておく必要があろう。ただ、徳 川期に比べ豊臣期の穴蔵と考えられる事例は少なく、と

りわけ豊臣後期については、大阪市内ではOS99-72次における3例が知られるのみである[豆谷浩之

2010]。なおOS99-72次の事例では遺構は素掘りである[大阪市文化財協会2002]。

SK220  調査区の北半中央部で検出した。東西3.00m以上、南北0.75m以上で、検 出面からの深さ

は0.20mであった。当遺構からは瓦質土器・瀬戸美濃焼・備前焼が出土し、 このうち瀬戸美濃焼39、

瓦質土需AOを図示した(図16)。39は削ぎ皿で、底部には内面・外面ともに輪トチの痕跡がある。40は

火鉢の可能性がある。内面にはハケメおよびヘラ状工具による波状文を施す。

SK29  調査区南半の中央部で検出した。平面形は正方形状を呈し、東 西1.02rn,南北0.90rn,検出

面からの深さは0.35mであった。当遺構からは土師器・丹波焼・備前焼・肥前陶器・中国産磁器・瓦 ・

土製品・砥石・壁土などが出土し、このうち肥前陶器羽、土製品42を図示した。41は碗で、体 部下半

以下の外面を露胎とする。当資料を含め、SK29出土遺物は豊臣後期を中心とするものである。42は

砂粒を含む粗い胎土を使用し、瓦質に焼成されている。坩堝の底部である可能性がある。

SK33  調査区の西北隅で検出した。平面形は南北に長い楕円状を呈し、南 北1.97m,東西1.36rn,

検出面からの深さは0.43mであった。当遺構からは土師器・瓦質土器・丹波焼・瀬戸美濃焼・肥前陶磁器・

中国産磁器・瓦 ・砥石・壁土が出土し、このうち肥前磁劉 3～45、中国産磁劉 6、丹波焼47、瓦48・

49を図示した(図16)。染付の小杯43は高台端部を露胎とし、砂 が付着する。染付の小壺44は外面にス

図15 SK219出土遺物実測図

1:3

10…
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スが付着しており、二次的に被熱した可能性がある。染付の輪花皿45は高台端部を露胎とし、砂が付

着している。46は青花の皿である。高台端部を露胎とし、底部外面にはカンナ削りの痕跡が確認できる。

捕鉢47は櫛状工具で捕り目を施す。外面は回転ナデののち、ヘ ラ状の工具で器表面を掻き上げるよう

に調整している。三葉文系の軒平瓦48は、瓦 当面端に「#」状の表現があるが、范傷である可能性もあ

10の

1:3(39～46)

10          20cm

1:4(47～49)

図16 SK220・29・33出土遺物実測図

SK220(39・40)、SK29(41・42)、SK33(43～49〉
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る。49は三つ巴文の軒丸瓦で、13個の珠文が巡る。48・49は2点とも二次的に被熱している。これら

SK33から出土した資料は、17世紀中葉に位置づけられよう。

SK21  調査区中央部、SK29の西に接して検出した。平面形は円形状で、直径は0.70mほどである。

検出面からの深さは0.51mで、二次的に被熱したものを含む瓦が集中的に投棄されていた(図17・写

真3)。共伴する資料は土師器・瀬戸美濃焼・肥前陶器など、豊臣後期～徳川初期に位置づけられる

ものである。

c.17世紀末～19世紀中葉の遺構と遺物

当該期の遺構としては、SX202 - 39 - 58、SEO8 - 41 - 43、SK37 ・46 - 53 - 214などがある(図

18)。実年代では、17世紀末から19世紀中葉に位置づけられる遺構群である。これらの遺構は、図9

に示した第2層分布範囲ではその上面で、それ以外の部分では第3層上面で検出した。調査区の東部

に井戸が分布する土地利用のあり方は、先 述した豊臣後期～17世紀中葉の遺構群と共通する。以下で

は、特徴的な遺構について記述する。

SX202  調査区の南端で検出した。東西に延びる溝状の遺構で、長 さは6.33m以上あって東西とも

調査区外に延び、幅は0.65mである。検 出面からの深さは0.55mで、埋 土は第3層の偽礫を含むシル

ト質細粒～中粒砂であり、 自然堆積層は認められない(図19)。当遺構からは土師器・須恵器のほか肥

前陶器が出土している。

また、当遺構中には一辺が50～60cmほどの花崗岩7個が埋められていた(写真4)。この花崗岩には

矢穴などの加工痕がなく、豊 臣期以前に搬入された石材である可能性がある。埋土の特徴などから本

項の時期に属するものと考えたが、前代のものである可能性もある。石材は一見すると北側に面をもっ

て並べられているようにもみえるが、石垣などの構造物としては機能しえない設置状況であることか

ら、近 隣で不要になった石材を溝状の遺構を掘削して廃棄したものと考える。

SEO8  調査区の東南部で検出した。直径0.87mの井戸である。検出面からの深さはl.96m以上あり、

調査の最終段階で重機を使用して深掘りを行ったが、機 能時の堆積層に達しなかった。また、遺構の

壁面には井戸側の痕跡とみられる地層が観察できた(図20)。当遺構からは、土師器・瓦質土器・丹波焼・

肥前磁器など18世紀以降の遺物が出土した。直径の大小はあるが、SE41・43も同様の構造である。

SX39  調査区中央部で検出した(写真図版)。直 径1.OOmほどの範囲に被熱範囲が拡がっており、

SK21
TP+200m

弔3層

1:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)含炭・第3層偽礫シルト質砂

2:褐色(10YR4/4)含粗粒砂～細偽礫シルト質砂

3:黒褐色(2.5Y3/2)含シルト瓦

4:にぶい黄橙色(10YR6/4)含第3層偽礫シルト質砂

--一一一,ユユ,,ユ,5,エ,,,,.,,-ニュ,2ユ,ユ/' +1g5m

2m

」:40

図17 SK21断面 図 (断面図の作 図位置は図 9参 照) 写真3 SK21断面(北から)
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炉である可能性が高い。

SX58  調査区の西北部で検出した柱穴である。直径0.57mの掘形に肥前陶器大亮の上半部を据え、

壁面の補強材としていた。また断面観察により、柱 の直径は0.l2mほどで、遺構廃絶時に抜き取られ

た可能性が高い(図21)。50は当遺構に埋設されていた大尭の口縁部である。口径は44.4cmあり、粘 土

帯を付加して口縁端部を内側に肥厚させている。口縁端部の形態からみて、18世紀以降の資料であろ

う。なお、当該期の大坂ではこうした肥前陶器の大型品は少ない。

SK37  調査区の北端で検出した。南北1.76m以上、東西1.89mである。検 出面からの深さは0.20m

ほどであったが、上部を攪乱によって破壊されているため、本来の深さは1m以上である。当遺構か

らは土師器・湊焼・丹波焼・堺捕鉢・肥前陶磁器・瓦 ・金属製品・土製品・スラグなどが出土し、こ

ー43,895             -43,890 一43.885            Y-43,880

SK37

SE43

0             0 - o

10m

X-146,720

χ-146,725

46,730

46,735

-146,740

図18 徳川前期の遺構平面図
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のうち土師器51、肥前磁器55・56、肥前陶器57、土製品58を

図示した。51は大尭で、外面にはタタキメ、内面にはハケメ

が観察できる。55・56は染付の碗である。2点とも底部外面

には崩れた字款を有し、二 次的に被熱している。57は京焼風

陶器の碗である。外 面は呉須で文様を描き、底 部外面には字

款を有する。58は細の羽口であり、外 径は6.5cm, 内径は2.3

cInである。当資料やスラグなど、SK37からは鍛冶関連の廃棄

物が多く出土している。また遺構の時期は、56により18世紀

初頭頃であろう。

SK53  調査区の北部で検出した。平面形は東西に長く、東

西1.50m以上、南北0.77mで、検出面からの深さは0.74mで

あった。当遺構からは土師器・丹波焼・堺捕鉢・関西系陶器・

萩焼・肥前磁器・関西系磁器・瀬戸美濃焼磁器・土製品・ス

ラグ・貝類などが出土し、 このうち土師器52・53を図示した

(図22)。52は規炉であり、全 体的にススが付着している。53

は底部に焼成後の穿孔が認められることから、火 鉢として製

作されたものを、植 木鉢として転用したのであろう。平 面形

は方形で、前後2面には「福」字を范で陽刻して周囲に唐草文

をヘラ描きし、左 右には獣面の把手を有する。底 面には低い

脚を4箇所に貼り付けている。関西系磁器・瀬戸美濃焼磁器

などが出土することから、 当遺構の時期は19世紀中葉である

ことがわかる。

SK214  調査区の西端で検出した。南 北1.58m以上、東西

1.28m以上、検出面からの深さは0.25mである。当遺構から

は土師器・備前焼・肥前陶磁器・瓦が出土し、 このうち肥前

磁器54を図示した。54は白磁の碗で、高台端部を露胎とする。

外面には花文と思われる文様を線刻している。形 態的には17

世紀後半に遡る資料であるが、共伴遺物には18世紀の遺物が

含まれる。

d.第2層の出土遺物

第2層から出土した遺物のうち、地層の時期を示す資料と

して肥前磁器碗59・60を図示した(図23)。 このうち59は染付

碗で、外面に網目文を描く。60は青磁碗で、体部下半以下の

画面を露胎とする。これらの遺物からみて、第2層の年代は

17世紀後半であろう。

SX202
TP+200m

+195m

:明褐色(7.5YR5/6)

含炭第3層偽礫シルト細粒～中粒砂

:明褐色(7.5YR5/6)

第3層偽礫シルト質細粒～中粒砂
1           2m

1:40

図19 SX202断 面 図

(断面図の作 図位置は図17参照)

写真4 SX202検出状況(西から)

TP+200m

SEO8

N

+190m

+18。Om

1 :黒褐色(10YR3/1)含炭シルト質砂

2:明褐色(7.5YR5/6)含焼土・炭シルト質砂

3:黒褐色(7.5YR3/1)砂質シルト

1            2m

1:40

図20 SEO8断面 図

(断而図の作 図位置 は図18参照)
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一ゝくζへ角7;シr-   +195m
:黒褐色(5YR3/1)
含漆喰偽礫シルト質砂
:明褐色(5YR5/8)
砂質シルト
:明褐色(5YR5/8)
第3層偽礫

1m 30緋

1:40 1:6

図21 SX58断面図・出土遺物実測図

(断向図の作図位置は図18参照)
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1:6(51・53)

30cm

10cm

3(52・54～58)

図22 SK37・53・214出土遺物実測図

SK37(51・55～58)、SK53(52・53)、SK214(54)

図23 第2層出土遺物実測図

1:3

10cm
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3)古代以前の遺構の評価および調査地周辺の遺構について

まずSB304については、建 物としたみた場合、柱筋の方位が東偏し、また掘形の規模も小さいこと

から、難 波宮建設に先行する時期の建物であると考える。

次にSA301・SP302・303については、時期を決定できる遺物は出土していないものの、正方位を

指向することや掘形の規模などから、難波宮期の遺構とみてほぼ間違いないだろう。このうちSA301

を構成する柱穴は、先述したように北側の柱穴と南側の柱穴で掘形の形状が異なっている。しかしな

がら、SP301c・dの周辺にこれと組合う柱穴が検出できなかったことから、一連の遺構であると考

える。調査地北方の第92次調査で検出された柱穴も、SA301と連続する可能性がある(図24)。また

SP302・303については、その中心をつなぐ線を延長すると、SA301と直交する。ただし、図5にA

として示した地点に柱穴が存在しないことから、建物として復元した場合は梁行が4間以上となり、

宮外の建物としては極めて大規模である。さらに、SP303の底面レベルが他の柱穴に比べ30cmほど高

一43,600 -43,500

一一  "     ゚ -゚" 7/1                   -14,。。。l

90-20

82-1

1     ; 1 120イ                         阿   一「

1     13-1

1

図24 周辺の地形 と遺 構分布([大阪市文化財協会2004]所収図を加筆して転載)
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いことから、SA301とSP302・302が組み合って直角に曲がる塀を構成するとも考えにくい。そのため、

SA301は南北に延びる↓本柱塀であった可能性が高いと考える。

前期難波宮が建設された孝徳朝には、限定的ながら宮の周辺に宮のプランに則る「京」域の整備が計

画され、それは天武朝に端を発する方900尺の条坊地割と原理を異にすると評価されている[積山洋

2013]。難波宮南面の地域は、東 西から谷が入り込む複雑な地形である。建物の分布についてみると、

宮城南門(「朱雀門」)の南側では、谷を平坦化できておらず建物が分布しない。建物が分布するのは、

南北に帯状に高くなっている、今 回の調査地を含む一帯である。そ してこの地域に分布する建物は、

全体を把握できているものは多くないが、南北に長い特徽的なプランを有している可能性がある。ま

た、これらの建物群のうち、明確に8世紀に下るものはない。今 回の調査で検出したSA301も、 こう

した遺構群と同時期に存在した可能性を考えておきたい。

4)まとめ

以下に今回の調査成果を時代の古い順に箇条書きの形でまとめる。

・古代以前の遺構では、難波宮期の一本柱塀とみられるSA301のほか、難 波宮建設に先行する時期

の掘立柱建物である可能性のあるSB304などを検出した。 このうちSA301は、難波宮南而の空間

のあり方を考える上で重要な遺構である。

・豊臣後期～17世紀中葉の遺構では、SA201を境として南北で土地利用のあり方が異なることなど

を把握できた。また、瓦質土器大尭17は該期の資料としては稀少である。

・17世紀末～19世紀中葉の遺構では、石材を投棄した溝状遺構SX202や、炉SX39などがある。また、

調査区東半には前代から継続して井戸が分布するなど、敷地利用のあり方を把握できる資料が得

られた。
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北調査区 北壁地層断面(南西から)

南調査区 東壁地層断而(南西から)



北調査区

古代以前の遺構

(南東から)

南調査区

古代以前の遺構

(北東から)

北調査区

SA301およびSB304

(東から)



北調査区

豊臣後期～17世紀中葉の遺構

(東から)

南調査区

豊臣後期～17世紀中葉の遺構

(北東から)

南調査区

SD20]

(西から)

1111 1-11



北調査区

17世紀末～19世紀中葉の遺構

(東から)

南調査区

17世紀末～19世紀中葉の遺構

(北東から)

北調査区

SX39

(南から)



中央区森ノ宮中央二丁目6-1他4筆における建設工事に伴う

難波宮跡・大坂城跡発掘調査(NW13-2)報告書
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調査 個 所 大阪市中央区森ノ宮中央2丁目6-↓他 4筆

調査 而 積 825 rrf

調査 期 間 平成25年4月8日～7月30日

調査 主 体 公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 次長 南秀雄、趙哲済
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1)調査に至る経緯と経過

上町台地北端近くの東緩斜面にある当

該地は、古代の都城遺跡である難波宮跡

の東北部にあたるとともに、近世城郭跡

の大坂城跡の東部にも位置する。

周辺ではいくつかの調査が行われてい

る。中央大通を挟んで北側、現大阪国際

平和センターの敷地で実施されたOS88

-23次調査地では、豊臣前期に掘削され

たニノ丸の堀と推定される堀が検出され

ている[大阪市文化財協会2002]。東 側

の日生球場跡地で実施されたMR98-2

図1 調査地位置図
次調査地では、弥生時代以前から豊臣前

期まで存続し、豊臣後期以降に段階的に

埋め立てられた谷(森ノ宮谷)の存在が明らかなっている[大阪市文化財協会1998]。この谷は幅百数十

m1深さはボーリング・データから10m前後と推定され、本調査地のほぼ中央を北西一南東方向に伸び、

谷底はTP+約6mと推定される。本調査地から西へ約200mにあるこの谷の谷頭に当たるNWIO-4

次調査地では、飛鳥時代に焼けた壁土が多量に廃棄さていたほか、地すべりが発生している1大阪文

化財研究所2012]。

当該地で行った試掘調査では、地表下1.2m以深で古代や中世～豊臣期の遺物とともに、遺構面も検

出された。そこで、遺構面の年代や遺構・遺物の分布状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を

得ることも目的として、本調査を実施することになった。

調査では残土を仮置きする必要があったため、調査区を南北両区に分けて反転掘りを実施した。当

初南北34.5m (北区17.5m・南区17.0m)・東西17mの950 rrfを予定していたが、測量用重機の移動路

確保や工事車両の進入口確保などとの関係から、東西幅を15mに減少し、かっ調査区全体を1.3m北へ

移動して実施した。調査は北区を4月8日に開始し、約 2か月間実施して5月31日で終え、南区も6

月3日から約2か月間実施した。この間、北区は地表下1.2m,南区は0.8mまで重機掘削を行った後、

人力による整地層の精査・遺構検出・遺構の掘上げと、重機による盛土掘削を併用して掘り進め、地

層と遺構を図と写真により記録保存するとともに、遺物を採取した。

なお、本報告書中の遺物の所見および記述は、当研究所学芸員小田木富慈美による。

本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北を基準とした。また、標高はT.p.値(東京湾平均海

面値)で、TP+○mと略記した。
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北区 南区

第0層

第1層

第2層

第6-1層  SD149

第6-2層   (ノ

第6-3層SD157

SX204 8.2。2 第6-4層 い.ヶ、76

焼け面77777ハCソ第6b層                   第7-1層 りいり

第6c層              ￥SK228 '  第7-2層  史!ソ噛SB34鹸

2)調査の結果

1)層序

現代

大阪大空襲(1945年)

徳川期中頃

第5-1層

徳川初期

(  大坂夏ノ陣 (1615年)

豊臣後期

第7-3層

図3 地層と遺構の関係図

本調査地は台地の緩斜面上の谷の上にあたるが、元は,駐車場であったため、現状はほぼ平坦であり、

標高はTP +16.3 ～16.8mであった。

第0層は砕石を主体とする駐車場の整地層であり、層厚は10～30cmであった。

第1層は第二次世界大戦後の盛土・撹乱などであり、平均的な層厚は30～50cmであった。

第2層は1945年の大阪大空襲直後の被災地片づけの整地層で、特 に炭・焼土・焼壁を主体とする下

部(第2b層)と暗褐色砂質シルトが主体の上部(第2a層)とに分けられる。平均的な層厚は20～40cmで

あった。

第3層は大阪大空襲の被災面と第4層の盛土とに挟まれる遺構群の埋土・客土・過去の撹乱などか

らなる人為層である。被災面である上面は暗褐色に著しく焼けている。平均的な層厚は20～50cmであ

り、 この厚さを超える徳川期中頃以降昭和期前半までの深い遺構が基底面で検出された。南 区では、

煉瓦片を含む近代の砂質泥層(第3a層)と煉瓦片を含まない灰黄色礫混り砂質シルト層(第3b層)とに区

分した。第3b層には作土層が含まれる。

第4層は礫が混じる粘土～シルト偽礫とシルト質粗粒～細粒砂からなる盛土層であり、全 層厚は北

区で約370crn,南区では約260cmであった。南 区では下部に南南西側から北北東側へ客土され、南区

145 -



第3b層

第2a層 第3a層   第3b層

第5-1層1

第0層
第2層

第3層 第1層

J         SKI 1        SEO7

図4 甫・北区西壁地層断面図

- 146 -
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の中で尖滅する砂・泥の盛土層(第4-3層)が最大層厚80cmで分布した。また、北区北端付近では、

上部に偽礫の比較的少なく風化した砂の盛土層(第4-1層)が層厚約90cm以上で北側へ広がってぃ

た。第 4層の主体である中部の盛土層(第4-2層)は、南区に北北西一南南東方向の土手状の高まり

をつくり画側に人工のフォアセット葉理をつくりながら順次客土して造成されている。徳川氏大坂城

築造の天下普請にあたる徳川初期の造成盛土と推定される。

第5層は中粒～細粒砂主体で泥偽礫・礫 ・砂質泥などが混在する盛土層である。上部の第5-1～

3層は南区と北区にまたがる北西・南東方向に延びる丸い緩やかな土手状の高まりSX501をっくる盛

土である(以下、土手と呼ぶ)。

第5層の最上部(第5-1層)は、土手を丸く成形して覆った砂礫からなる盛土層などであり、土手

の頂部で層厚20cmと、 これを覆い正級化する粗粒砂～シルト層(土手付近では層厚2～4 cm・土手か

ら遠ざかると10～20cm)からなる。後者の粗粒砂～シルト層は、土手の頂部まで覆っており、集中豪

雨などで谷が土手の高さを超えて池のように増水した後、混濁砕屑物が沈積したものと考えられる。

また、土手から遠ざかった南区南半では、正級化層の下位に漸移して、古流向が北西を向く粗粒～中

粒砂薄層とシルト質細粒砂薄層が互層し、その推積中に踏み込まれた牛とみられる偶蹄類と人の足跡

が残っていた。

第5層の上部は、黄褐色細粒砂と暗灰色砂質シルトが主体であり、偽礫の多い上部の第5-2層(層

厚50～60cm)と少ない下部の第5-3層(層厚40～50cm)に分けられる。

第5層下部は、上位から偽礫の多い盛土層(第5-4層 :層厚80cm)、礫 混りシルト質砂からなる盛

土層(層厚40cm)と泥偽礫と極細粒砂質シルトからなる盛土層(層厚50cm)(以上、第5-5層)などの

盛土単位に分けられる。南区北壁～東壁で明瞭に区別できるが、周辺では単位境界が不明瞭になった

り、岩相が側方変化したりする。第5-5層はMal2海成砂層から産出した貝化石を多く含んでぃる。

第5層も徳川初期・天下普請の造成盛土と推定され、古土壌を伴わないことから、第 4層との時間

間隙はあまり大きくなかったと考えられる。後述するように、第 5-2・3・5層には地震による変

形と類似した構造が顕著に認められた。第5層上面には多数の草革圭が散乱していた。

第6層と第7層の最上部は、暗褐色を主たる色調とする礫混り砂質シルトの客土による整地層であ

る。北区では第6a・6b・6c層に、南区では第6-1～4・7-1～2層に区分した。各層は類似した

岩相であるため両地区の対比については正確さを欠くが、炭・焼土が数多く含まれる北区第6a層と、

南区の第7-1層上面の焼け面を覆い炭・焼土を多量に含む南区第6-4層が対比される可能性が高

い。これらの層準は大坂夏ノ陣の被災面と火事場片づけの焼土層にあたると考えられる。したがって、

北区第6b層上面以下と南区第7-1層上面以下が豊臣後期に属するとみられる

第7-3層はオリーブ灰色を主たる色調とする大～中礫サイズの粘土偽礫主体の盛土層であり、細

礫質砂を伴う。数10cm厚の盛土単位はある程度認められるが、第5層ほど明瞭ではない。全層厚は両

区で約2mまで人力で掘り下げて確認した後、重機で掘削して確かめたところ、北 ・南区とも3.6m以

上あり、下 限は北区ではTP+7.9m以深、南区でTP+8.↓m以深にある。豊臣前期の盛土にあたると

考えられる。ボーリング資料によれば、谷底は調査区中央で最も深く、TP+6.lm付近にある。
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ii )遺構と遺物

a.豊臣後期の遺構と遺物

(1)北区第7-3層上面～第6c層上面の遺構(図9左)

北部の第6c層上面には、礎 石建物SB34があった。桁行3間以上・梁行2間である。桁行・梁行と

も社間は0.9～l.Omで、桁 行に沿って0.5m幅の庇か濡縁が取り付 くものとみられる。梁行はN74゚ W

方向である。礎 盤の礫は長径20～35cmの角～亜角礫で不揃いである。SB34の南側1.4mに並ぶSP29

とSK19-2の礫も柵や側柱列の可能性がある。

南部の第6c層で埋まる第7-3層上而の深さ0.2～0.3mの浅い凹地には、土 師器皿、桶底板、礫 な

どが散乱していた。

(2)南区第7-2層内～上面の遺構(図10・16)

第7-2層内からは大小の土塘を多数と溝を検出した(図10左)。埋土はいずれも第7-2層である。

土塘は長径0.4 ～l.3m,深さはO.lm未満～0.3mであり、不揃いである。溝 は幅0.2 ～0.6m,深さ0.2m

未満であり、西北西一東南東を向くものと、 これに直交するものがある。土塘のひとつ、直径0.63m・

深さ0.05mのSK228からは土師器・信楽焼・肥前陶器のほか、鬼瓦片・木製品・貝が出土している。

1は漆椀である。体部は半球状を呈し、内外面に赤色の漆を塗布したのち、外 面に黒色の漆で分銅状

の文様を描く。2は板状の木製品で、内外面に暗赤褐色の漆を塗布する。 目釘孔を有することから、

折敷などの側板の可能性がある。

第7-2層上面には幅0.3～I.Om,深さO.lm内外の8筋の溝と大小の土塘2基が分布した(図10右)。

溝は東西から西北西一東南東方向を向くが、SD21 1はL字に折れ曲がり一端が北を向く。また、一筋

は北北東を向く。SD217からは、肥前陶器のほか、漆器・木製品が出土している。3は漆塗の鉢である。

口縁部は直立し、底 部と体部との境を斜めに削っている。内外面には暗赤褐色の漆を塗布する。4は

木製品で、小型の曲物の底板である。

(3)南区第7-2層出土遺物(図18)

土師器・信楽焼・備前焼・肥前陶器のほか、須恵器が出土している。32・33は肥前陶器の碗で、32

は藁灰釉を施す。器壁は薄い。33は32よりも器壁が厚く、灰 白色の釉を施す。

b.大坂夏ノ陣直前の遺構と遺物

(1)南区第7-1層上面遺構(図11・13・16・17)

第7-1層上面は大坂夏ノ陣で被災した地面であり、南 区東北部と西南部が著しく焼 けている(図

11左)。

SX204は東西3.0m以上、南 北6.4m以上の方形に拡がる東北部の焼け面である。方形の向きは北で

10o東へ振る。焼 け面東側トレンチ内に上面が平らに置かれた長辺41cmの礫が礎石に当たるかどうか

は確かではないが、建物が焼失し床面まで焼けたと考えられる。焼 け面の西端には焼土と炭で埋めら

れた溝状の凹みが付随する。肥前陶器の他、土 師器・須恵器・焼け壁・金属製品が焼け面から出土した。

火事場片付けにより第 6-4層から混入した可能性はあるが、焼 け面直上から出土していることから

SX204に伴う可能性が高いとみられる。17は肥前陶器の碗である。
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図9 北区第7-3層上面～第6c層上面(左)・第6a層下面～層内下半部(右)の遺構平面・断面図
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図10 南区第7-2層内～下面(左)・第7-2層上面(右)の遺構平面図

西南部の焼け面はトレンチ壁面に顕著であり、調査区の西側に拡がると予想される。

SK147は直径0.6mの埋め桶であり、桶 の側板は50cmほど立ち上がるが、その上端は焼けている。

桶内から備前焼のほか、瓦 ・木製の桶が出土した。23は備前焼捕鉢である。器 高が高く、内面には斜

め方向に2段の摺目を施す。二次的に被熱している。

(2)南区第7-1・2層 ・北区第6b層出土遺物(図18)

土師器・備前焼・肥前陶器・瓦 ・金属が出土した。34は肥前陶器皿で、口縁部を変形させて平面を

四角形に整形する。内面には鉄絵を施す。35・40(北区出土)は土師器皿である。口縁部が分厚く、体

部中ほどが屈曲する。

c.大坂夏ノ陣直後の遺構と遺物
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図11 南区第7-1層上面～第6-4層内(左)・第6-4層上面(右)の遺構平面図

(1)北区第6a層下面～層内下半部の遺構(図9右)

南部に溝と土塘、北部に不整形な土塘が分布する。SD27とこれに重なるSD13は北北東一南南西方

向に伸び、周囲にはこれらに直交する小溝、小規模の土壇や小穴などが分布する。また、北部では中・

小規模の土壇と礫が散在する。礫 は上述のSB34の礫と類似することにより礎石建物の礎盤として利

用されたものが攪乱を受けて散乱した可能性がある。

SD27は幅0.6rn,深さ0.4mで、北で16゚東に振る。埋土は下部がシルト偽礫と中粒砂が混在する加

工時層、中部が薄い機能時泥層、上部が砂質泥薄層を挟む砂質シルト偽礫主体の埋立時客土層である。

SD13は幅0.9 ～0.4m,深さ0.2mで、北で270東に振る。埋土はSD27と同様である。SD13は北側で
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図15 南区第6-2層上繭(左)・第6-1層上同(右)の遺構平面図

東へ折れ曲がるとともに幅が0.2m,深さO.lm未満になるが、 この変化は遺構の本来の姿ではなく、

第二次世界大戦末期の大阪空襲時の爆弾破裂による破壊変形とみられる。北 区中央東側ではこの層準

より上位で爆弾破裂により剪断や塑性変形を著しく受けている。

(2)北区第6a層内上半部～上面の遺構(図14・17)

第6a層内では長径1～3mの中・小規模の土塘が分布する。深 さは0.1～0.2mである。特筆すべき

遺構はないが、SK19の南限とSK28中央の溝に繋がる直線的な方向性がある(図14中の矢印箇所)。方

向はN78゚ W である。これらの土壇のうち、SK19からは土師器・瓦質土器・中国産青花のほか、瓦・石・
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10               14

SK228( 1・2)、

図16 出土遺物実測図(1)

SD217( 3・4)、SK174(5・6)、SD179(7)、SE181(8

SK198(10・11)、SX204(17)、SE202(18～21)

10(1)

1:3

・12～16)、SK188(9)、

21
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20cm

図17 出土遺物実測図(2)

SD157(22)、SK1 47(23)、SK19(24)、SK11(25～27)、SK15(28・29)、SK97(30・31)

木製品が出土した。24は中国産青花の碗で、景徳鎮窯産であろう。口縁部外面に蔓草文体、体 部外面

に円形の花弁文を施す。豊 臣前期に多く見 られる形態で、下位層に由来するものであろう。SK15か

らは瀬戸美濃焼・肥前陶器・骨が出土した。28は肥前陶器で口縁部が輪花となる皿である。29は瀬戸

美濃焼で青織部の折縁皿である。これらは徳川初期のものである。

第6a層上面には、規模はやや大きいが深さがO.lm未満の不定形な土塘が分布するのみで、区画性

のある配置はみられない。その中にあって、SK1 1の下半部は南北1.4m・東西0.7mの範囲で深さO.lm

内外の凹みとなり、多量の骨片が廃棄されていた。凹底には粘土・シルト偽礫からなる加工時層が認

められ、その上を砂質泥薄層と骨片薄層が2～ 3セットの互層をなして重なっている(図4)。骨片は

コンテナ10箱分を超える。加工痕のある骨片は、すべてウシの脛骨である。これらは骨頭部分を切り

離して、棒状の材を作り、棹 秤の棹を製作する過程で生じた不要な端材である。図版6の①は加工の

初期に捨てられた骨頭や関節の部分などである。② は縦長の材を複数切り離す際に生じた廃材で、切

り離 しの目印のために付けたとみられる切り傷 を有するものがある。③ は棹棒の未成品とみられる棒

状の材で、断面形を丸く加工する最終段階に折れたため廃棄されたものであろう。これらは、隣接地
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1:3

図18 出土遺物実測図(3)

第7-2層(32 ・33)、第7 - 1 ・6b層(34 - 35 ・40)、第6 - 4 a 6a層(36-39 - 41～43)、第5層(44)

44

のMR13-2次調査地で確認された、骨製品加工に関連する一群の遺物に類似している。SK1 1から

は土師器・瓦質土器・備前焼・肥前陶器・中国産青花・中国南方産陶器のほか、瓦 ・木製品・石臼・

貝殻なども出土した。25は中国産青花の皿で、器 壁が薄く、底 部外面にカンナ削り痕跡が見られる。

26は肥前陶器の皿で、内面に砂目跡が残る。27は土師器皿である。

(3)北区第6a層出土遺物(図18)

土師器・瓦質土器・信楽焼・備前焼・志野を含む瀬戸美濃焼・肥前陶器・中国南方産陶器のほか、

須恵器・瓦 ・焼壁・木製品・石製品・金属製品・骨製品・動物骨・貝が出土した。41～43は肥前陶器

である。41・42は皿である。41の口縁部は外反する。42の口縁部は内湾し、内面には鉄絵を施す。43

は体部が半球形で、藁灰釉を施す碗である。

(4)南区第6-4層内～下面の遺構(図11一左 ・12・13・16)

第6-4層下面～層内には、井 戸、土城、溝 などが分布する。大坂夏ノ陣の焼け面を掘り込んだ遺

構群であり、第 6-4層はいわゆる火事場片付けの焼土層である。

SE181は平面が楕円形の井戸であり、長径2.2m,短径2.Orn,深さは0.8mある。埋土は最下部に機

能時の泥層が薄く堆積するが、その上位の大半は粘土質シルト偽礫と砂質シルトで埋められている。

また、埋 土中位には焼土塊を多量に挟んでいる。土師器・備前焼・肥前陶器・中国産青花のほか、被

熱した瓦・柱材を含む焼けた木製品・焼壁・金属製品・貝が出土した。8は土師器皿である。口縁部

はやや厚く、端部は丸い。12・13は肥前陶器である。12は輪花の皿である。13は碗で、外 面に鉄絵文

様が認められる。14～16は中国産青花で、いずれも滝州窯のものである。14は皿で、口縁端部を外反
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させる。内外面に1条の圏線を巡らす。15・16は碗である。以上、SE181出土遺物は肥前陶器をはじ

め、二次的に被熟したものが多く、被 災した遺物を廃棄したとみられる。

SE202は平面が楕円形の井戸であり、長 径2.4m,短径1.8rn,深さは0.9mである。埋土は下部に粘

土質偽礫と粗粒砂が混在する加工時層、中部に機能時砂質泥層を挟み、上部は炭・焼土・大礫を含む

埋立時砂質泥層が重なる。土師器・瓦質土器・備前焼・瀬戸美濃焼・信楽焼・肥前陶器・産地不明陶器・

中国産青花のほか、瓦 ・焼壁・骨 ・鉄滓が出土した。18は瀬戸美濃焼で志野の菊皿である。19は肥前

陶器の皿または向付で、鉄絵を施す。20は備前焼の捕鉢である。21は産地不明陶器である。口縁部は

短く外反し、内外面をヨコナデで仕上げる。素焼きで、胎 土には砂粒を多く含 む。東南アジア産の可

能性がある。遺物の中には二次的に被熱したものが多い。

SK174は平面が歪な方形の土壇であり、長辺1.9m以上、短 辺1.Orn,深さは0.2m足らずの浅い土塘

である。埋 土は暗褐色有機質シルトで上部は砂質である。土師器・瓦質土器・肥前陶器・瓦が出土し

ている。5・6は土師器皿である。5は口縁部外面にヨコナデを施す。 6は口縁部外面にヨコナデは

認められず、ユ ビオサエ痕が顕著である。他にSK188出土遺物と接合した肥前陶器9がある。

SD179は平面がコの字状の溝であり、溝 外周は長辺2.4m,短辺1.7m以上ある。溝 幅は西側南北の

溝が幅広< 0.5～0.6rn,南側東西の溝が0.2m強であり、深 さは浅<O.lm未満である。埋土は砂質シル

トである。土師器・備前焼・肥前陶器・中国産青花のほか、木製品の下.駄が出土している。7は土師

器皿である。口縁端部を軽く内側へつまんでいる。口縁部内外面に煤が付着し、灯 明皿として使用し

てい る。

SK188は平面がほぼ円形の小型の土壇であり、直 径は0.45～0.50m,底面は下に尖っていて深さは

0.6mある。埋 土は炭・焼土を含む砂質泥の客土である。肥前陶器のほか、焼壁・骨が出土している。

9は肥前陶器の皿で、SK174出土遺物と接合した。

SK198は平面の一部が丸みのある土城であり、南北1.8rn,東西1.1m以上で、深 さは、0.3mである。

埋土は加工時層を欠き、下底に直接機能時の細粒砂質シルト薄層～腐植質シルト薄層が覆い、上部は

埋立時のシルト質砂客土、最上部は埋立時の焼土偽礫・炭 と砂が混在する客土である。10・11は肥前

陶器である。10は皿、11は碗の底部で、二次的に被熱している。他 SK198からは肥前陶器の鉄絵水差

および瓦片が出土している。この土壇の最終埋立ては焼土偽礫・炭 を含む最上部埋土の夏ノ陣直後で

あるが、上部埋土以下は夏ノ陣直前の可能性がある。

SD197はSK198に重なる東西に伸びた溝であり、幅0.25 ～0.55rn,深さ0.15 ～0.05mである。夏 ノ

陣の焼け面(第7-1層上面)を掘り込んでいる。

SA176は南部を東西性の柵か建物の側柱列の一部であり、据 立柱柱穴SP176・(SK188の底面にあ

る穴) - 187 ・186 - 209 - 180が構成する。柱 間は西から↓.6ma2.lmal.9m ・l.lm ・0.8mと不揃い

であるが、ほぼN77o Wの方向に並んでいる。掘形は直径28～35cmで比較的揃っているが、掘り方の

深さは検出面から20～47cm以上、最浅と最深の比高は30cm以上と不揃いである。SP180に直径13cm

の柱根が残る。また、SP176・187・186・209に柱痕跡が認められるが、直径はSP209の最小15cm

からSP186の最大30cmと不揃いである。なお、SP186では夏ノ陣で生じたとみられる焼土・炭が掘
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形埋土に含まれず、柱痕跡(抜取り穴)埋土に含まれることから、SA176は夏ノ陣直前に存在した可能

性がある。

(5)南区第6-4層上面の遺構(図11右・12・13・18)

第6-4層上面には、長径2m未満の中・小規模の土壇が多数と溝が分布した。

北で10～11゚東に振る小規模の溝のうちSD159は幅0.3ma深さ0.2m,またSD164は幅0.l7m ・深

さ0.l5mで、ともに断面が四角い溝である。埋土は第6-3層の砂質シルト偽礫主体の客土である。

SD157は長さ2.6m・幅0.6rn,深さ0.2mの溝状凹地であり、上記2溝とほぼ同方向であり、区画性

を窺わせる。土師器・備前焼・肥前陶器・中国産青花および白磁のほか、骨製品・貝が出土した。22

は骨製で、双六の駒である。このほか、第6-4層出土の37と同一個体で、混入品とみられる中国産

白磁が出土している。

SD190・184はこの層準の最上位の遺構であり、約10mの長さを追跡できた。最大幅0.22m・深さ

はO.lm以下である。

(6)南区第6-4層出土の遺物(図18)

土師器・信楽焼・備前焼・志野を含む瀬戸美濃焼・肥前陶器・中国産白磁および青花のほか、須恵器・

瓦・焼壁・木製品・金属製品・動物骨が出土した。36・37は中国産青花である。36は小杯で、外面に

は草花文を施す。37は皿で、内面にペンシルドローイングによる草花文を施す。38は中国産白磁で鉢

とみられる。内外面ともに貫人が著しく、明代に多い嵜窯写しの製品である。胎土は緻密で灰白色を

呈する。景徳鎮窯ないしはその周辺産とみられる(註)。前述したように、SDj57出土遺物と同一個体

とみられる。39は瀬戸美濃焼志野の菊皿である。以上の遺物の中には二次的に被熱したものが多い。

(7)南区第6-2層上面の遺構(図15左)

第6-2層上面は、第6-2層の整地客土により南から北へ緩く傾斜した面であり、溝 と井戸が分

布した。SD109は幅0.3～0.5m,深さO.lm未満の小規模の溝で、約10mを検出した。北で約150東に振り、

途中で西側に枝分かれする。SE150は直径1.1mの井戸である。平 らな底面に機能時の砂質シルトが

薄く堆積し、その上位は粘土質シルト偽礫主体の埋立て客土である。加工時層は観察されなかった。

(8)南区第6-1上面の遺構(図15右)

第6-1層上面は、第6-1層の整地客土により、南西隅から北東隅へ緩く傾斜した面である。浅

い土壇が2基あったのみで、顕著な人間活動の痕跡は認められなかった。

d.徳川初期、天下普請の最中の遺構と遺物

(1)北区第5-4層上面の遺構(図19左)

第5-4層上面には、不定形な土壇と溝が分布した。南区ではこの面での遺構検出はしなかった。

(2)北区・南区第5-1層上面の遺構(図4・7・8・19右・20)

第5-1層上面には、第5-1～3層の盛土が構成する北西一南東方向の土手SX501が分布した。

上端幅は1.2～2.Orn,下端幅は約8 rn,高さは北区で約2 m,南区で約1mである。徳川氏大坂城の

三の丸造成に係わる一時的な工事用土手と考えられ、存続時間は長くない。なお上述したように、土

手の盛土中には著しい変形構造が顕著に認められた。
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右 図の細 実線 は爆 弾破 裂 により生 じた剪 断が

乾燥 により開 口 した もの 。同 心 円状 の剪 断線 の /

分布から東壁側中央付近で爆発したことがわかる。

Y-431125\

x-146,225

＿1a6,215

＿i46,22≦

一146,230 ＿＿i 46.230

1:125

TP+140m

SDO5

第4-2層

1:40

図19 北区第 5-4層 上面 (左)・第5-1層上面の遺構平面 ・断 面図
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1
北区 1
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土
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南区

矢印は盛土第5-5層の流動方向

一Δ46,240

＿A46,245

＿＿i 4ら,250

＿＿i 46,255

1:125

図20 南区第5層上面の等高線と遺構平面図

北区の土手斜面には、造 成工事に係わるとみられる土WSKO6と溝 SDO5が分布した。重 機による掘

り下げ中の検出で一部を検出し損ねているが、SDO5は幅2.5rn,深さは最大0.6mあり斜 面に斜交する

ように分布した。

南区の土手斜面は北東から南西へ緩やかに傾斜した後、西 南隅近 くで再び高くなる。この間の低地

は南東から北西へ下る浅い凹地斜面となり、そ の上を豪雨により流 入堆積したとみられる第 5-1層

の同時異相であるシルト・細 粒砂互層が薄く埋 めている。上 述したように、 シルト・細粒砂互層中の
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図21 北区第3層下面～上面の遺構平面図
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図22 南区第3層下面～上面の遺構平面図
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ラミナ面には、ウシとみられる偶蹄類やヒトの足跡による変形とともに、草 鮭が多数見つかっている

が、豪 雨が始まったころ、斜面を下る緩急の流れの中を人と牛が逃げ回る光景が思い浮かぶ。

(3)第5層出土遺物(図18)

土師器・須恵器・瓦器・瓦質土器・丹波焼・備前焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器・中国産青花のほか、瓦 ・

土製品・金属製品・木製品・焼壁・漆喰・骨 ・貝 ・鉄滓が出土した。44は第5-4層から出土した木

製品で、縦3.1×横2.lcmの長方形を呈し、厚 さは0.2cmである。両面には二重圏線内に片面ずつ異なる

墨画ないしは墨書を施すが、詳細は不明である。木札であろう。

e.徳川期中頃以降の遺構と遺物

(1)北区第3層下面～層上面の遺構(図21)

当初の発掘設計に基づいて、重機で地表下-1、3m前後の深度まで掘削して検出した遺構群である。

検出面は第4-2層を少し下げた標高であるが、遺構は第3層上面～下面の層準である。18世紀後半

以降の遺構ばかりであった。SEO7は深さ5.6m以上の井戸であり、井 戸側には上部5分の4以上で井

戸瓦を用い、下部5分の1以下で桶を転用している。この井戸は爆弾破裂による地層の剪断・塑性変

形により、開口部は基部の位置から南東へ2.2m移動していた。

(2)南区第3層下面～上面の遺構(図22)

重機で地表下0.8～l.Om下げて第3層の基底面で検出した17世紀末～1945年大阪大空襲の直前まで

遺構群である。その中にあって、最太のSK108は南北8.9m,東西5.2rn,深さ0.7mの規模があり、明

治期以降のi%iffl用水溜めとみられる。また、遺構群の中では比較的下位にあるSK97は、東 西2.0m以

上、南 北1.6m以上の歪な土塘であり、土 師器・肥前陶器・肥前磁器が出土した。30は肥前磁器の色

絵小壺である。肩部に赤・青色の顔料で交互に花文様を施す。31は肥前陶器の碗である。これらは17

世紀末～18世紀初頭のものであろう。SE127は約5mの深さがあり、第 7-3層の盛土から取水して

いる。SE122もまた第7-3層の盛土から取水している井戸であり、底 の井戸側には竹製の曲物を用

いて壁面の崩壊を防いでいる。また、廃棄時埋立ての際に節を剖り抜 いた直径6.5cmの竹筒を第7-

3層に45cm打ち込んで「息抜き」をしている。もし、当時の地表から1本の竹が打ち込まれたとするな

らば、竹は6m以上の長さのものが用いられたことになる。

3)遺構と遺物の検討

(1)豊臣後期～徳川初期の遺構の方向と森ノ宮谷について

第7-3層上面～第6-2層(第6a層)上面で認められた伸張性のある遺構の方向は以下のとおりで

ある。

SBO34:N74oW

SD21 1: N80o W

SD215:N77oE

SX204:NO7゚ E

SD164 : Nllo E

SD224 : N81o W

SD212 : N76゚ W

(13゚W )  SD218 : N86o W

(83o W)   SA176 : N77o W

(79o W)   SD179 : N77o W

SD229:N75oW

SD214:N82゚ E (08゚ W)

SD217:N77oW

SD159 : NlOo E (80o W)

SD197:N75oW
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SD157 : Nl5o E (75o W)   SD149 : Nl5o E (75o W)   SD148 : N75o W

SDO27 : Nl6o E (7 4o W)   SDO13 : N27o E (63o W)   SKO19 : N78o W

これらの値を東西方向を基準にして読みかえると(( )内の値)、計 測値21の内ほぼ4分の3にあた

る16の方向がN74゚～81゚ Wの範囲に収まり、モードはN75゚～77゚ Wにある。この方向は、当時の町

割りとは一致しないことから、森 ノ宮谷内の本調査地に特有の方向と考えられる。森 ノ宮谷の方向が

この方向であった可能性がある。

(2)盛土中の変形構造について

第5-2・3・5層と第4-2・3層には、堆積後の形成とみられる変形が認められる。

第5-2・3層中の中粒～細粒砂層と砂質シルト層の指交部分、その中でも特に第5-3層には、

堆積時の上下関係を維持しながらも荷重痕やボール・ピロー構造を伴うコンボルート構造に似た比較

的幅広く大がかりな塑性～流動変形が発達する(図版7、写真1～4)。

また、第5-5層中には、礫混りシルト質粗粒～細粒砂層と細粒砂質シルト層との境界部分にフレー

ム構造に似た塑性変形(北区)が、シルト質細粒砂層中に溶岩流のような巻込みのある流動構造(南区)

が認められた(同写真6・7)。前者のフレーム構造は北東へ揺れ、後者の構造は南西へ流動している

ように見える(図5～8・20左小図)。一方、締 りの良い粘土偽礫が多い第5-4層に変形はほとんど

認められず、第5-4層と下位の第5-5層の境界に、シルト質砂に比較的固い泥偽礫が落ち込む浅

い荷重痕を連想させるものがある程度である。

第4-3層にも、荷 重痕やフレーム構造に似た塑性～流動変形が不規則に複雑に入り乱れている。

荷重痕に似た変形は浅いものが比較的多いが、垂直方向に長いものも認められる。これは、人や牛馬

の踏み込みによる擾乱を連想させる比較幅狭く深い様相を示す。第 4-2層中の変形は小規模である

が、扁平なシルト偽礫が混じる中粒～細粒砂ラミナが小刻みに波状に変形するもので、 これは水中で

の堆積時のものである。

第5・4層とも、その中に典型的な噴砂現象や断層は確認できない。また、変形構造は、一般に盛

土の小単位(枝番で区別した盛土層)間を跨いで分布することはない。さらに、各 盛土小単位の変形の

向きに共通性は見いだせない。第 5-2・3層の中では、盛 土小単位を跨いで変形が調和するように

見える個所が1箇所観察されるが(同写真4)、他 に類似のものがないことから、偶 然の産物と考えら

れる。

これらの変形は、当初、地震によるものではないかと考えられた。一般に、地層中の変形は液状化

した堆積物が流動することによってできる。液状化の条件は、1)緩詰まりの粒径の揃った細かい砂

層であること、 2)地下水位が浅いこと、 3)強い揺れがあること、 とされる[風岡修2003]。1)に関

して緩詰まりではあるが、粒径の揃っていないこと、 2)に関して盛土堆積後に周囲の上町層から地

下水が供給された可能性が考えられること、3)に関して変形構造が夏ノ陣以降、それほど時間がたっ

ていないと考えられるが、適 当な時期の震度5強以上の地震がないこと、また、液 状化一流動化の典

型的な構造である噴砂脈の確実なものがないこと、変 形の向きが盛土単位ごとで異なっており、連続

性がないこと、などから、現状では地震動による変形という考えには否定的である。
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自然地層が変形する一要因のひとつとして、浅い地下水位という必要条件がある。これに対して、

人工地層の場合は客土時の含水比が変形の程度に影響していると考えられる。問題の変形には明瞭な

液状化を伴ってはいないが、変 形が顕著であることから、 コンシステンシーは液性限界に近い塑性体

の範躊であったと推定される。

上述の地下水位の検討では、人馬牛の運搬による盛土の含水比は高くないと考えたが、客土された

盛土は液性限界付近の含水比であったと考え直さなければならない。周辺の上町層のように被圧地下

水位が高い地層から掘り出された盛土堆積物であれば、液性限界付近の含水比をもっていると考えら

れる。しかも、近 世初期の人々はこの程度の高い含水比の堆積物を容易に運搬し、盛 土できる技術を

持っていたと考えられる。

ところで、その時期は豊臣氏人坂城の堀を埋め、徳川氏天守閣を建設する頃である。軟弱で含水比

の高い堀底の堆積物は、天守閣を支えるのには向かなかったであろう。そ こで、堀底の堆積物は取り

除かれて、谷埋めに使われた可能性がある。

4)まとめ

森ノ宮谷の上に位置する調査地で、豊 臣後期の町中屋敷替に伴う盛土層と整地層から、大 坂夏ノ陣

の火事場片付けに伴う整地層、徳 川初期の天下普請に伴う盛土層および、徳川～昭和期の人為層まで

を調査し詳しく記載した。夏 ノ陣の焼け面は、地表下5.5m前後にあることが明らかとなった。夏ノ陣

を前後する時期の遺構は定式的なものは少なく、また、土壇や溝の機能時堆積層が薄いため、短期間

の使用であったことが窺える。一方、谷 内の遺構の方向から、森 ノ宮谷の上流方向がN75～77゚ Wと

推定された。今 後、森ノ宮谷などの調査が進み、大 坂城の築城期における自然地形の利用方法が解明

されれば興味深い。

また、徳 川期の盛土層中に変形構造が見つかった。その原因を検討した結果、それらは地震の揺れ

によるものではなく、人 間や牛馬による踏込みや急激な荷重による沈み込み、盛 土直後の流動と考え

られた。人 間や牛馬で運ばれた人工地層中に変形構造が発生することは注目される。その盛土堆積物

は液性限界付近の十分な含水比を持った状態で運ばれたと考えられる。運搬・埋立て技術の解明は今

後の課題である。
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豊臣末期～徳川初期

地層断面

(北区、南東から)

の遺構

(北区、南から)

同上

(北区、北から)

図
版
一



豊臣末期の礎石建物

(北区第6c層上面、東から)

豊臣末期の生活而に

散在する遺物出土状況

(北区第7層上面、

西から)

徳川初期、天下普請中の

作業休止面に残された溝

(北区第5層上面、

北から)

図

版

ニ



同上(南区、南から)

地層断面

(南区、北東から)

豊臣末期～江戸初期

の遺構

(南区、北から)

図
版
三



豊臣末期～江戸初期

の遺構

(南区第6-4層内～

第7-1層上面、東から)

大阪夏ノ陣で被災した

建物の焼けた床面

(南区第7-1層上面、

北から)

江戸初期の柵

(南区第6-4層内、

西から)

図
版
四



徳川初期、天下普請直前

の生活面の遺構

(SD148・149、SE150)

(南区、第 6-2層上面、

東から)

徳川初期、天下普請中の

土手のある作業休止面

(南区、第5層上面、

南から)

徳川中期頃以降の

遺構群

(南区、第 3層下面～上面、

南から)

図
版
五



①SK且出土の加工骨

(ウシ腔骨)加工初期

②同上

加工過程で生じた廃材

③同上

加工最終工程で折れて

廃棄された

棹棒とみられる

加工品

図
版
六





中央区龍造寺町における建設工事に伴う

難波宮跡・大坂城跡発掘調査(NW13-6)報告書
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調査 個 所

調査 而 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区龍造寺町36-1

222.5渭

平成25年6月10日～7月26日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、絹川一徳
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は地下鉄谷町六丁目駅の北東約150mに位置する(図1)。上 町台地の西側斜面に立地してお

り、東 西方向に開析した谷の南斜面側に当る。この谷は龍造寺谷[寺井誠2004]と呼ばれており、国立

病院機構大阪医療センターの南東側に谷頭をもち、谷 筋は調査地周辺で南から西へ曲がり、 さらに谷

町筋で北に折れ、中央大通の付近で西に振れている。調査地周辺の龍造寺谷沿いではこれまでに数多

くの調査が行われてきた。調査地の西側ではNW99-15次調査が行われ、そのほかNW85・136・96

-C次などの小規模な調査が行われている。谷 を挟んだ北側ではNW117・80-19・87-15・11-1

次調査が行われている。このうちNW99-15次調査では、前期難波宮が造営・機能した時期の鍛冶炉

が見つかっている[大阪市文化財協会2002]。NW85・136次においても難波宮が機能した時期の井戸

や板囲いが検出され、素 弁・重弁の蓮華文軒丸瓦や格子目タタキを施した平瓦が出土している[大阪

市文化財協会1981]。

大阪市教育委員会が調査地の東西で2箇所の試掘調査を実施したところ、西 側において地表下約

1mで古墳～江戸時代の遺物包含層と遺構が確認されたことから、 これらの遺構面の年代と遺構・遺

物の分布状況を明らかにするために本発掘調査を実施することとなった。

調査は6月10日に着手した。当初、敷地内で南北15m×東西20mの300 rrfの調査を予定していたが、

発掘排土の仮置き場を確保するため、 まず西半分の南北15m×東西11rn, 165rrfの範囲で調査を開始

した。重機により上掘りを行い、その後、人力掘削による遺構面の検出と遺物の取上げと遺構・地層

断面の実測作業を行った。その過程で調査地の南東側が地山層まで大きく削平されていることが明ら

かとなったため、大阪市教育委員会文化財保護担当と協議の結果、東半分は北東側の南北7mX東西

1 : 5,000

Y-44,120

X-146,680

1 : 1,000

30m

図1 調査 地 の位 置 図2 調査 区の位 置
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6 rn, 42 rrfの範囲に限って調査を行うこととした。さらに南西側で飛烏時代の鍛冶炉に係わる炭層を

検出したため、 この部分を拡張することとし、調査区の南西隅を起点に西側へ1 rn,南側へ2mのL

字状に計15.5rrfの拡張を行った。この結果、今回の調査面積は合計222.5 m"となった(図2)。北東側

の調査区は7月5日から、南 西側の拡張区は7月17日からそれぞれ調査を開始し、人力掘削とともに

遺構検出や実測などの作業を適宜行った。7月26日に拡張区を含めて調査にかかるすべての作業を完

了させ撤収した。

基準点はMageⅡaI1社製ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査 の結果

1)層序(図3・4)

調査地の現状はTP+ 14.0～14.3mの平坦地であるが、本来は北側の龍造寺谷に向かって南東から北

西方向へ急傾斜する斜面地であった。斜面上端の南東側はTP+I6.5～17.0mの高さがあったとみられ、

比高2.5～3.0mにおよぶ削平により、旧地形は大きく変化している。

第0層 :現代盛土で、瓦礫や焼土を多く含 む細粒砂質シルト層である。層厚は70～150cmで、特に

北西側で厚く分布していた。

第1層 :褐色(10YR4/4)細粒～中粒砂質シルトの作土層で、旧表土である。削平を受けており、局

N

第0層

第1層

第4a層

第2層

第3a層

第3b層

第14a層 第10層

第11a層

第4c層
第4d層

第5a層

第5b層

第5c層

第4b層

第11b層

第17層

第12b層

第13a層

第16層

図 3 地層 と遺 構 の 関係 図
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所的に認められた。層厚は10cm程度であった。

第2層 :暗褐色(10YR3/3)またはにぶい黄褐色(10YR5/4)粘土混りシルト質中粒砂層の整地土で、

層厚は南側で15～20crn,谷に近い北側で40～1 10cmであった。北側に厚く堆積しており、南東一北西

方向の斜面の低地側を埋めた地層である。本層からは江戸時代末～明治時代の瓦、陶磁器などが多量

に出土した。

第3層 :調査地西半を中心として認められた整地層で、第3a・3b層に細分された。第3a層はオリー

ブ褐色(2.5Y 4/3)またはにぶい黄褐色(10YR4/3)粘土混り細粒砂質シルトの整地層で、層厚は30～

40cmであった。地山起源のシルト質粘土の偽礫を包含していた。東半は大きく削平を受けているため、

南東の高所側にも堆積していたかどうかは不明である。第3b層は褐色(10YR4/4)細礫混り細粒砂質

シル トの整地層で、層厚は5～15cmであった。第 3b層上面においてSK301～305・308、SP306・

307・309を検出した。第3a・3b層からは江戸時代の瓦、陶磁器などが多量に出土した。

第4層 :調査区北西の低所側で部分的に認められた。第4a～4d層に細分された。第4a層はにぶ

い黄褐色(10YR5/4)細粒砂混り粘土質シルト～粘土混り細粒砂質シルトの作土層で層厚は約15cm,

第4b層は黒褐色(10YR3/2)細粒砂質シルトの作土層で、層厚は10～15cm, 第4c層はにぶい黄褐色

(10YR4/3)細粒砂質シルトの作土層で、層厚は10～15cm,第4d層はにぶい黄褐色(10YR5/4)細粒砂

質シルトの作土層で、層厚は20～30cmであった。第4b層上面でSD401を検出した。第4a層からは16

世紀末～17世紀前葉の備前焼鉢が出土している。

第5層 :調査区北西の低所側で部分的に認められた。第5a～5c層に細分された。第5a層はにぶい

黄褐色(10YR5/4)細粒～中粒砂質シルトの作土層で層厚は10～30cm,第5b層は黄橙色(10YR6/4)細

粒砂質シルトの作土層で、層厚は15～20cm, 第5c層は褐色(10YR4/4)細粒砂質シルトの作土層で、

層厚は10～15cmであった。第 5層からは土師器・須恵器のほか、室町時代の瓦が出土した。

第6層 :調査地西半で認められた作土層であるが、北西の低所側には堆積していなかった。第6a・

6b層に細分される。第6a層は褐色(10YR4/4)粘土質シルトの作土層で、層厚は15～25cm,第6b層は

褐色(10YR4/4)または橙色(7.5YR6/8)細礫混り粘土質シルトの作土層で、層厚は10～20cmであった。

第6a・6b層からは飛鳥～奈良時代の土師器、須 恵器、瓦 などが出土した。

第7層 :調査地西半で認められた整地層で、第6層と同様、北西の低所側には堆積していなかっ

た。第 7a・7b層に細分される。第7a層は褐色(10YR4/4)粘土質シルトの作土層で、層厚は15～45

cm,第7b層は褐色(10YR4/4)または橙色(7.5YR6/8)細礫混り粘土質シルトの作土層で、層厚は約20

cmであった。第7a・7b層からは難波Ⅲ中段階[佐藤隆2000]に属する土師器、須恵器のほか、炭 ・鉄

滓などが出土した。7世紀中葉に形成されたとみられる。なお、第7a層上面においてSK702～704、

SP701を検出した。特にSK704からは多量の炭・鉄滓とともに7世紀後半の須恵器・土師器が出土した。

第8層 :灰黄褐色(10YR4/2)シルト質中粒砂の整地層で、調査地西半の中央部に堆積していた。層

厚は約10cmであった。難波Ⅲ中段階に属する土師器・須恵器が出土した。7世紀中葉の地層である。

第9層 :調査地の南東から北西方向に向かって開析された龍造寺谷に合流する支谷に堆積した地層

で、水 成層が起源の作土層である。黄褐色(10YR5/6)中粒砂質シルト～シルト質中粒砂層で、層厚は
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10～1 5cmであった。おもに難波Ⅲ中段階に属する土師器・須恵器が出土した。7世紀中葉の地層である。

第10層:第9層と同様に支谷に堆積した地層で、水成層が起源の作土層である。黄褐色(10YR6/4)

シルト質中粒砂層で、層厚は10～15cmであった。本層からは難波Ⅲ古～中段階に属する土師器・須恵

器が出土した。

第11層:支谷に堆積した水成層で、第11a～11c層に細分された。第11a層は褐灰色(10YR4/1)シ

ルト～極細粒砂質シルトの水成層で、上部は擾乱を受けていた。層厚は5～10cmであった。第11b層

は灰黄褐色(10YR4/2)中粒砂の水成層で、層厚は10～15cm1 第1 1c層は灰黄褐色(10YR5/2)シルト

質中粒砂の水成層で、層厚は約10cmであった。第11a層からも難波Ⅲ古～中段階に属する土師器・須

恵器が出土した。

第12層:支谷に堆積した水成層で、第12a・12b層に細分された。いずれも木片などの有機物を含む。

第12a層は黒色(10YR2/1)シルト～極細粒砂質シルトの水成層で、層厚は5～15cmであった。第12b

層は黒褐色(10YR3/2)シルト質中粒砂で、層厚は10～15cmであった。第12a・12b層からは遺物は出

土しなかった。

第13層:支谷に堆積した水成層で、第13a・13b層に細分された。第13a層は灰色(5Y5/1)の砂礫層

で、層厚は50cm以上であった。第13b層は暗褐色(10YR3/3)シルト質粘土～中粒砂混り粘土質シルト

の水成層で、層厚は60cm以上であった。第13層からは遺物は出土しなかった。

第14層:調査地の南側に堆積した斜面崩積土である。第14a・14b層に細分された。第14a層は調査

区の南東側で確認されたオリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質粗粒砂で暗色化していた。層厚は約10cmで

あった。第14b層は明黄褐色(2.5Y6/6)細礫混りシルト質粗粒砂で、層厚は15～40cmであった。第14

層からは遺物は出土しなかった。

第15層:支谷に堆積した木片などの有機物を含む水成層である。第15a・15b層に細分された。第

15a層は黒褐色(10YR2/2)中粒砂質シルトの水成層で、層厚は10～15cmであった。第15b層は黒褐色

(10YR3/2)シルト質中粒砂で、層厚は5～15cmであった。第15層からは遺物は出土しなかった。

第16層:支谷に堆積した灰色(5Y5/1)シルト質中粒砂の水成層である。層厚は20cm以上で、遺物は

出土しなかった。

第17層:調査区の南側に堆積した斜面崩積土で、地山層である。灰オリーブ色(7.5Y5/2)砂礫混り

粘土質シルトで、層厚は60cm以上であった。

ii )遺構と遺物

a.龍造寺谷の支谷

調査区の南東から北西方向に向かって開析した谷を検出した(図5)。龍造寺谷の南斜面に形成され

た支谷である。TP+llm付近まで掘削を行ったが、谷底は確認できなかった(図3)。谷内に堆積した

水成層は第16～9層であるが、第10・9層は、水成層が起源の作土層である。まず、西壁断面(図4)

で認められた第16・15層(水成層)が谷底に堆積したのち、南西側斜面から第14b層の崩積土が流れ込

んでいる。次に第13a・13b層(水成層)により再び谷が下刻されている。第13a・13b層の堆積が進み、

水流が緩やかになって第12a・12b層の木片を含んだ暗色の湿地堆積物が形成される。なお、第16～
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12a層からは遺物は出土していない。その後、再 び第11a～11c層(水成層)が堆積し、 さらに水成層が

起源の第10・9層の作土が形成されている。

第11a層から1・2・7・10が出土した(図6)。1は須恵器杯H蓋である。天井部はヘラ切り後未調

整である。外 面にヘラによる鋸歯文の線刻がある。2は須恵器杯H身である。底部は扁平で、立 ち上

がりは短く内傾する。7は平瓶である。体部全体にカキメが施される。10は土師器高杯である。椀形

の杯部で、社 状部は中実である。砂粒を多く含み、器 壁も厚い。第1 1a層から出土した遺物は大半が

難波Ⅲ古～中段階で、 7世紀前～中葉に属する。

Y-44,140N
Y-44,135\

一146,675

X-146,680

X-146,685

5m

1 : 100

図5 第17層上面の龍造寺谷の支谷検出平面図

- 178 -



第10層から4・8・9が出土した(図6)。4は百済系の須恵器瓶である。口縁部を欠損する。底部

は平底で、胴部との境は丸みがあってはっきりしない。胴部も全体的に丸みがあるが、屑部は大きく

屈曲する。胴部外面はヨコナデで仕上げられ、胴部最下部から底部裾にかけてはヘラケズリが施され

ている。肩部から胴部上半にかけて3条の沈線が巡る。8は須恵器有蓋高杯である。受部径は12.2cm

で、杯部の立ち上がりが内傾する。長脚の脚部には長方形のスカシ孔を二方に配する。TK209型式に

当る。9は須恵器大型亮である。口縁部は大きく外反する。口縁端部に突帯を貼り付けている。凹線

1

屹
U

゛
10cm
l

1:4

図6 第11a・10・9層出土遺物

第11a層0 ・2 - 7 ・10)、第10層(4・8・9)、第 9層(3 ・5 ・6 ・11 - 12)
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により区画された間に波状文を2条巡らせている。体部外面にタタキメ、内面に同心円の当て具痕が

ある。 6世紀後半のものとみられる。出土した須恵器の多くは難波Ⅲ古～中段階で7世紀前半のもの

である。

第9層から3・5・6・11・12・19が出土した(図6 ・7)。3は古い時期の遺物の混入が一部認め

られるが、須恵器杯H身である。底部はヘラ切り後未調整である。底部外面に「×」印のヘラ記号がある。

5は須恵器台付長頚壺である。頚部以上を欠損する。脚部にスカシ孔はなく、肩部と胴部の境界は明

瞭で横方向の凹線を巡らせ、胴 部には横方向のカキメが施されている。6は平瓶の口縁部から体部に

かけての破片である。頚部に1条の凹線を巡らせる。11は須恵器大型尭である。口縁は外反し、端部

を丸く肥厚させている。体部外面はタタキの後、カキメ調整が施されている。12は煙突形土製品である。

器形は裾に向かって外反する形態である。やや扁平で丸みのある突帯はヨコナデにより仕上げられて

いる。磨滅が著しいが、外 面は縦方向のハケ調整が施され、内面はナデにより仕上げている。19は付

け庇の竃で、焚 口の上部はアーチ形を呈する。器体外面をハケ調整している。第 9層から出土した遺

物の大半は難波Ⅲ中段階で、 7世紀中葉のものである。

b.飛鳥時代の整地土

調査地は第8層および第7a・7b層(整地土)により大規模な整地が行われており、支 谷が埋められ、

それまでの斜面地形が大きく変更されてテラス状の平坦面が形成されている(図4・8)。調査地の西

側に近接するNW99-15次調査では前期難波宮期の鍛冶関係遺構が検出されており、本 調査地もこの

鍛冶炉と関係施設の設営に伴って、東 西方向に拡がるテラス状の平坦地を形成するために大規模な整

地が行われたものとみられる。したがって、第 8・7a・7b層の整地は一連のもので同時期に実施され

た可能性が高い。

第8層からは17・18・20～23が出土した(図7)。17・18は土師器高杯である。17は砂粒を含まな

い精良な胎土である。18も同様で色調が赤褐色を呈する。椀形で口縁部は緩やかに湾曲し、底部と体

部の境に明瞭な段が見られる。20は須恵器横瓶である。体部中央に接合痕とみられる沈線がある。外

面の整形はタタキ、内面はユビオサエとナデ調整により当て具痕が消されている。21は土師器鍋であ

る。22は煙突形土製品である。器形は裾に向かって開く形態である。扁平で丸みのある突帯が1条貼

り付けられている。上 ・下部を欠損するため、把 手や他にも突帯があったかは不明である。外面は縦

方向のハケ調整が施され、内面はナデにより仕上げられている。内面には煤が付着する。23は細の羽

口である。

第7b層からは15・16が出土した(図7)。15は土師器妻である。16は土師器高杯の脚部で、柱状部

は中実である。

第7a層からは13・14が出土した(図7)。13は須恵器杯H身である。天井部が丸みを帯び、肩部に稜

がある形態で、立 ち上がりは短くやや内傾する。14は土師器杯Cとみられ、口縁端部が内傾し、下端

がわずかに肥厚する。器面が荒れており、暗文は見えない。色調は赤褐色で精良な胎土である。

第8・7a・7b層から出土した遺物は、難波Ⅲ中段階で7世紀中葉のものが中心であった。

c.飛鳥時代の遺構
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10cm

図7 第9・8層出土遺物

第9層(19)、第8層(17 ・18 ・20-23)、第7b層(15 ・16)、第7a層(13 ・14)
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調査区の南西部の第7a層上面でSK702～704、SP701を検出した(図8・ 9)。 このうちSK702・

703は南西拡張区で検出した。

SP701は一辺0.70mの方形の柱穴である。本来の掘込み面が削平を受けており、深 さ約0.30mが残

る。遺物は出土しなかった。

SK702は長径0.90rn,短径0.60rn,深さ0.05rn, SK703は長径0.80rn1 短径0.55m以上、深 さ0.05m

Y-44,145

Y-44,i40\

+12 25m

+126m/

蛸 2

p  SP701

十127m

+12 85m

十130m

Y-44,135\

SK704

+134m

+1345m

SK703

X-146,675

X-146,680

一146,685

1 : 100

図8 第7a層上面遺構平面図
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であった。いずれも遺物は出土しなかった。

SK704は東西2.70m以上、南北3.l0m以上、深さ0.20mで、平面形が不整な楕円形の土塘である。

埋土からは炭・焼土粒・鉄滓のほか土師器・須恵器が出土した。NW99-15次調査で検出された鍛冶

炉と関連する遺構とみられる。地床炉のように被熱により土壌が焼け締り赤色化しているような状況

は認められなかった。おそらく灰土や鍛冶関連の不要物を捨てた土壇であると思われる。SK704から

は24～32が出土した(図10)。24～26は土師器杯Cである。いずれも器面が荒れているため、暗文が見

えないが、砂粒を含まない精良な胎土である。27は須恵器杯G身である。28は須恵器杯H身である。

扁平で底部はヘラ切り後未調整である。29は須恵器台付壺の脚部である。30は須恵器小型壺である。

胴部下部から底部にかけてヘラケズリが施されている。西方官衡水利施設の水成層から出土した漆容

器と類似する[大阪市文化財協会20001 31は須恵器高杯の柱状部である。凹線を1条巡らせている。

32は須恵器長頚壺である。脚部を欠損する。肩部の屈曲は明瞭で、肩 部に2条、胴部1条の横方向の

沈線を巡らせ、その区画内をヘラによる櫛描列点文で飾る。そのほかSK704からは多量の鉄滓が出土

している(写真1)。SK704から出土した土器は難波Ⅲ中～新段階で7世紀後半のものが中心であった。

82701ッTP+130m

1:地山粘土の偽礫を含む黄褐色(10YR5/6)

細粒砂混りシルト質粘土

2:にぶい黄褐色(10YR4/3)

礫混りシルト質中粒～粗粒砂

SK702 SK703

SK704

TP-H3.0m

TP-H35m  -\;==二Iニー=;1-

1:にぶい黄褐色(10YR5/3)

中粒砂質シルト

N            S

イ TP-H35m

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)

中粒砂質シルト

1:焼土・炭・鉄滓を多く含 む黄褐色(10YR5/6)

～黒褐色(2.5Y3/2)細粒砂質シルト(炭層)

2:暗褐色(10YR3/3)炭が少し混じるシルト質細粒砂

3:にぶい黄褐色(10YR5/4)～黒褐色(2.5Y3/2)

粗粒砂質シルト(炭層)

4:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質細粒砂

5:暗褐色(10YR3/3)シルト質細粒砂(炭層)

2m

1:40

図 9 SP701・SK702～704断 面 図

・ 31  A9 夢 拶 7

10cm

図10 SK704出土 遺物
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d.江戸時代の遺構

調査区の北西部において、第4b層でSD401を検出した(図11)。幅2.l0m,深さ0.40mであった。遺

物は出土しなかったが、第4a層の出土遺物から江戸時代初頭の遺構と考えられる。

第3b層上面において、SK301～305・308、SP306・307・309、南北方向の杭列を検出した(図11・

12)。

SK301は南北5.20m以上、東西7.0m以上、深 さ0.60mの方形の土壇である。北東の拡張部では上位

よりの掘込みで平面の続きは確認できなかったが、北壁(図4)により、東 に続くことを確認している。

Y-44,140\ Y-44,135\

SK303

SD401 SK301

SK302

SP307

X-146,675

一146,685

1 : 100

図11 第3b層・第4b層上面遺構平面図
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SK301 SK302

SK304

TP+130m

+12 5m

TP+130m

+12 5m

1:褐色(10YR4/4)細礫混りシルト質中粒～粗粒砂

2:暗褐色(10YR3/3)礫混りシルト質粗粒砂

3:黒褐色(10YR3/2)中粒砂質シルト

1:褐色(10YR4/4)シルト混り粘土質中粒～粗粒砂

(焼土・炭を多く含む)

2:黒褐色(10YR3/2)粗粒混り粘土質シルト

(炭・焼土を多く含む)

3:暗褐色(10YR3/4)粗粒砂質粘土～粗粒砂質シルト

(地山の偽礫を多く含む)
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N           S

十125m   1:にぶい黄褐色(10YR4/3)礫混りシルト質中粒～粗粒砂

1:灰黄褐色(10YR4/2)粗粒砂～中粒砂質粘土～中粒砂質シルト

(炭・焼土を多く含 む)
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図13 SK303出土 遺 物
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埋土は礫混りシルト質中粒～粗粒砂であった。瓦 や江戸時代の陶磁器が出土したが少量であった。整

地に伴って掘られた土壇とみられる。

SK302は南北1.5m以上、東西0.8m以上、深 さ0.35mの土壇で、瓦 が多量に廃棄されていた。

SK303は南北1.4m以上、東西1.8m以上、深さ0.60m以上で、土師器、須恵器、近世陶磁器、板材

などが大量に出土した。 ごみ穴とみられる。SK303からは33～37の瓦が出土した(図13)。33・34は

巴文軒丸瓦で、左 巻き三つ巴である。13個の珠文により外区帯を構成する。35・36・37は均整唐草文

43

各層出土の遺物

第4a層(40 - 47 ・49)、第3a層(48)、第2～3層(50-53)

48
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軒平瓦で、37は完形である。いずれも中心飾りの形骸化が著しい。江戸時代のものである。

SK304は長さ2.20m,幅1.30m,深さ0.45mで、平面形が不整楕円形の土壇である。瓦 ・江戸時代

の陶磁器などが出土した。ごみ穴とみられる。

SK305は長さ0.80m以上、幅0.86m,深さO.lOm, SK308は長さl.36rn,幅0.42m,深さ0.l2mで

平面形が楕円形の土城である。

SP306 - 307 ・309は径0.20 ～0.40m,深さ0.10 ～0.20mの円形の小穴で、埋土はいずれも暗茶褐色

中粒砂質シルトである。

そのほか、調査区西側の中央付近で真南北方向の杭列跡を検出した。敷地の地割りに関係するもの

とみられる。

e.各層出土の遺物

各層から出土した遺物を図14に示した。

第6a・6b層からは、円筒埴輪、古墳～奈良時代の土師器、須恵器、飛鳥～奈良時代の瓦など、多様

な遺物が出土した。磨滅が著しいものが多い。

第6a層から38・39・45が出土した。38・39は須恵器杯B身である。いずれも7世紀後葉のものとみ

られる。45は重圏文軒丸瓦で、圏線の幅がやや広い。

第6b層から41～44・46が出土した。41は土師器高杯である。杯部は椀形で口縁部は緩やかに湾曲

する。42・43は須恵器大型尭で、42は口縁部は大きく外反し、口縁端部を外側に肥厚させている。凹

線により区画された間に波状文を2条巡らせている。体部外面にタタキメ、内面に同心円の当て具痕

が残る。43は口縁が外反し、口縁端部を下方に折り曲げ、それに接して突帯を貼り付けている。口縁

部外面にヘラによる鋸歯文状の記号が認められる。44は単弁の蓮華文軒丸瓦である。間弁は明瞭で丁

寧である。46は倫の羽口であろう。

第4a層からは40・47・49が出土した。40は丹波焼鉢である。底部外面に重ね焼き痕が認められる。

47は土師器羽釜である。口縁および鍔部はヨコナデ、体部は縦方向のハケ調整が施されている。49は

備前焼鉢である。体部外面と口縁端部に重ね焼き痕が残る。16世紀末～17世紀前葉のものである。

第3a層からは48が出土した。48は瓦質土器尭である。15世紀代のものと考えられる。

第2～3層からは50～53が出土した。50は瀬戸美濃焼陶器灰釉端反皿である。貼 り付け高台で断面

は三角形を呈する。底部内面に重ね焼き痕が残る。17世紀のものである。51は肥前磁器青磁染付碗で

ある。外面は青磁釉を施し、内面は口縁に四方欅文、見込みに2条の圏線を巡らせ、中央に五弁花、

裏底面に渦福文を描く。18世紀のものである。52は丹波焼入形徳利で、外面から口縁部内面まで塗土

を施し、体部に型抜きをした大黒天を貼り付けている。53は土製品面子である。対銀杏の図柄が型抜

きされている。52・53はいずれも19世紀のものである。

3)まとめ

今回の調査では次のような成果が得られた。

・調査地は龍造寺谷の谷筋に面した南斜面で、調査地内において南東から北西方向に開析した谷を検
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出した。龍造寺谷に合流する支谷とみられる。

・調査地で見つかった支谷は、 7世紀前～中葉

に大規模な整地が行われた際に埋められ、斜面

地には平坦なテラスが形成された。この時期は

前期難波宮が造営され機能していた時期にあ

たる。

・調査地の南西側で炭や鉄滓(写真1)が多量に

捨てられていたSK704が検出された。出土し

た遺物は7世紀後半に属する。調査地の西側で          写真1 鉄滓

行われたNW99-15次調査では、同時期の鍛冶炉と付属施設とみられる柱穴列が見つかっており、本

調査地の土塘もそれらの鍛冶遺構と関連する遺構とみられる。

・7世紀中葉の整地土の中には、細 の羽口や鉄滓、煙突形土製品、百済系の須恵器瓶や小型壺などが

出土しており、もともと調査地の周辺には鍛冶技術を有した工人などが居住していた可能性が高い。

・調査地からは土師器、須恵器、瓦など古墳～奈良時代の遺物が多数出土した。また円筒埴輪片も認

められた。NW99-15次調査でも出土しており、調査地周辺の上町台地上に古墳があったとみられる。

・調査地周辺は、中世には耕作地として利用されていたが、江戸時代には大規模な整地が行われてぃ

る。周辺調査地の成果を踏まえると、 この整地は豊臣期以降に本格化したとみられる。

以上のように、今 回の調査では龍造寺谷筋で行われた飛鳥時代以降の土地開発の推移を具体的に確

認することができた。龍造寺谷筋には難波宮期の遺構・遺物が良好な状態で包蔵されているものとみ

られ、今 後とも周辺地における継続的な調査が望まれる。
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第7a層上面検出

SK704全景

(北から)

第7a層上面検出

SK704および西壁

南端断而(東から)

SK704断面
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第7a層上而SK704

検出状況(東から)

SK702・703

完掘状況(南から)

第16層上而の谷地形

(北から)



第7a層上而(奥)と

整地前の谷地形(手前)

(北から)

第7層上面検出状況

(北から)

第3b層上面検出状況

(北から)



中央区森ノ宮中央二丁目9番における建設工事に伴う

難波宮跡・大坂城跡発掘調査(NW13-7)報告書
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調査 個 所 大阪市中央区森ノ宮中央2丁 目9-16・9-17

調査 面 積 72n4

調査 期 間 平成25年7月16日～7月24日

調査 主 休 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 次長 南秀雄
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は上町台地の東縁に当り、復 元案では難波宮の東の外で、豊 臣氏大坂城の東南部となる。近

辺では、旧大阪府青少年会館におけるNWIO-4次調査で多くの成果があがっている(図1) [大阪文

化財研究所2012]。

当地の地形は複雑で、NWIO-4次調査地内には森ノ宮駅の方面に延びる谷の谷頭(報告書で「北谷」

と呼称)と、玉造方面に延びる谷の谷頭(報告書で「南谷」と呼称)がある。北谷からは前期難波宮の焼

亡と後片付けに伴う、これまでにない大量の焼けた壁土が出土し、難波宮の建物構造を復元する画期

的な資料となった。また、南 谷では多量の瓦と礎石建物から11世紀後半～16世紀の間に寺院があった

ことが判明し、大 坂本願寺関係の史料にも登場する法安寺に当る可能性が示された。さらに南谷にお

いては、徳 川初期の大規模な鍛冶工房が検出された。鍛冶工房は、遺構配置等から詳細な作業工程を

復元することが可能な良好な資料で、元和6 (1620)年に始まった大坂城再建時に稼働した可能性が考

えられた。

今回の調査地は、交 差点を挟んでNWIO-4次調査地に対する南東敷地である。NWIO-4次の調

査成果によれば、南谷の中にすっぽり入ることが予想されたが、大 阪市教育委員会による試掘では現

地表下1.5mで段丘構成層が検出された。調査区は東西9m・南北8mで、敷地の南東部に設定した(図

2)。基準点はMageⅡan杜製ProMark 3により測位し、本 報告で用いた方位は世界測地系に基づく座

標北を基準とした。標高はT.p.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。なお、本 文中の遺物に関

する知見は当研究所学芸員小 田木富慈美による。

1蓚

1 ! NWO2-1

5.000

-43,230 Y-43,220 X-146,310

-146,320

調査区 46,330

46,340

20m

500

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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表 土

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

敷地内の現地表の標高はTP + 16.0～

16.4mである。

第1層: 暗褐色(10YR3/3)～灰黄褐色

(10YR5/2)シルト質中粒砂層で、層厚は20

～50cmである。近世末～近代の作土である。

SK301 .302   第2層 :灰黄褐色 (10YR5/2)シル ト質粗

粒砂層で、層厚は20cmである。第1層と似

第5層 SD404など

図3 地層と遺構の関係図

る作土で、北東のみに分布する。上面にSK201がある。

第3層 :にぶい黄燈色(10YR7/4)シルト質中粒砂層で、層厚は20～25cmである。下部には中・細

粒砂やシルトの偽礫が残り、盛土が作土化したものである。近世中頃と推測され、確実な本層上面の

遺構にSK301・302がある。

第4層:第5層に由来する、にぶい黄褐色(10YR5/4)細粒砂・シルトの偽礫からなる盛土で、層

厚は15～40cmである。少量の瓦が出土し、豊臣期の可能性がある。SK20LSK301・302以外のすべ

ての遺構は本層上面で検出したが、第 2・3層の分布が限られており、本来は第2・3層に伴うもの

も含まれる。

第5層 :明黄褐色(10YR6/8)中粒砂の自然堆積層で、上町台地の段丘構成層である。サンドパイ

プがある。上方に当地の地山に普遍的なシルト～極細粒砂層がなく、削平されている。本層上面は約

5mの間で北から南へ0.5m低くなっており、南西にあるであろうNWIO-4次調査検出の「南谷」に続

くと考えられる。

E
南 壁

東 壁

SK201

3m

」:80

図4 地層断面図

W TP+l6.0m

十150m

-H4.0m

TP+160m

十15 am

+1 4.0m
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ii )遺構と遺物(図5 ・6)

上記のように、上位の可能性のあるものも含めて大部分の遺構を第4層上面で調査した。これらは

400番台で表している。このうち、埋 土などからもっとも古いと推測される遺構に東南部のSD404・

SK405、西南部のSK415～418がある。

SD404は長さl.55rn,幅0.35m,深さ0.35mあり、町割の方向に合う。埋土はオリーブ褐色(2.5Y4/4)

シルト質中粒砂で、水 が流れた痕跡はない。SK405は深さ0.40mで、埋 土は灰オリーブ色(5Y5/2)シ

ルト等の偽礫である。18世紀前半と推定される。SK415は深さO.lm未満の浅い遺構で、17世紀代と

推定される。SK416～418は耕作痕の可能性がある。

埋土などから次に新 しいと推測される遺構に北東部のSK401、 北西部のSK41 1・413がある。

SK401は南のSD404の延長上にあり、溝状に延びるが、SK403に切られる。深 さは0.55mで、埋 土は

暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質中粒砂である。

SK41 1は南北1.55m, 幅0.6m以上の四角形で、深さ0.40mである。SK41 1からは図6の1～10が

出土した。1は灯明皿に使用された土師器皿、2は備前焼の灯明受け皿である。2は底が糸切りで、

＿＿43,228\                -43,22'\ ,43,220\

SK409

SK401

SK402

403

SK201

SE419

S

SK303
418

SK415
SK407

SK406

SK301

SK420 SK421  SK302 SD404

SK422

3m

1:80

図5 遺構平面図
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受け部の三方に透かしがある。3は丹波焼亮、4～6は肥前磁器碗、7は同皿である。肥前磁器では

6が青磁染付、 ほかは染付である。8～10は肥前陶器で、8は刷毛目唐津の碗、9は口縁部に灰白

色釉を掛け分けた碗、10は呉器手の碗である。 これらからSK4 11は18世紀中葉と推定される。また

20cm

図6 出土遺物実測図

SK411( 1～10)、SK201(11～15)
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SK413は深さ0.20mで、埋 土はオリーブ黒色(5Y3/3)シルト質中粒砂である。

上記以外の400番台の遺構は埋土が黒っぽく、出土遺物からもより新 しいと推測される。ちなみに

SK406の埋土はオリーブ黒色(5Y2/2)シルト質中粒砂で、SK410の出土遺物は19世紀前～中葉であ

る。SK403・408は後述のSK201に切られ、下限は19世紀前～中葉である。また、SK201下で検出し

たSE419は径1.5～1.1mで、発 掘時も水が湧いていた。徳川期の遺構であろうが、時期は不明である。

次に、確 実な第3層上面の遺構に南壁際のSK301・302がある。SK301は長さ0.80rn,深さ0.50m

である。SK302は長さ0.85mで、底 に深いところがいくつかあり、深 さ0.40mである。いずれも埋土

は炭を多く含む黒色(2.5Y2/1)シルトである。出土遺物から18世紀後半以降と推定される。

最後に、重複関係でもっとも新 しい遺構にSK201がある。SK201は東西5.3m以上、掘形上端の南

北幅3.3rn, (北壁からの)深さ0.90mの水溜状の遺構で、底 は平らである。東側の北壁と南壁に、杭 で

留めた板が立っていた。二つの板の間は2.2mである。北側の板の上辺には幅23crn,深さ13cmの切れ

込みが施されていた。埋土の下3分の2は埋め土を含むが水成層主体で、上 3分の1は埋められてい

る。SK201には大量の陶磁器が捨てられており、11～15を報告する。

11は丹波焼鉢で、口縁部と底に目跡が残る。12は壺屋焼徳利で、体 部外面は細くケズリが施されて

いる。13は染付の碗蓋で、肥前磁器ではなく関西系磁器であろうか。14は瀬戸美濃焼磁器の染付端反

碗であり、大 阪出土では比較的古いタイプで19世紀前葉と推定される。15は肥前磁器輪花皿で、口紅

釉を施した染付である。これらの遺物からSK201は19世紀前～中葉と推定される。

3)まとめ

調査地点はNWIO-4次調査等で検出された玉造方而へ延びる谷には入らないことがわかり、谷 は

当地点より南西の方を通ると推定される。また、地 山直上の第4層は豊臣期の盛土の可能性があり、

周辺での大坂城や屋敷地の造成に関する資料となる。

参考文献

大阪文化財研究所2012、『難波宮址の研究』第十八
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は史跡難波宮跡東側、旧法円坂住宅敷地内の西北部に位置する(図1)。後期難波宮大極殿院

の東側に当り、第 1～4・7次調査など、60年前に最初期の調査が行われた地域である[難波宮址顕

彰会1956]。調査区の東側はNW30・80-9・82-10・82-44・04-5・05-9次調査などが行われ

[大阪市教育員会1969・大阪市文化財協会2004・2008]、前期難波宮東方官衝が展開し、その東端に

は「楼閣風」とも考えられる建物をもち高い格式を備えた一画があったことがわかってきている[高橋

工2007]。南側では平成21～23年度に調査を行い、後期でも新段階と考えられる建物基壇を発見して

いる[大阪文化財研究所2010～2012] o 平成24年度にはその北側でNW2次調査E地区(以下、NW2

一E次調査のように表記)とNW4-H次調査の間隙部を調査し、これらの調査で検出されてぃた土壇

と瓦堆積が東西に延びる区画施設の残欠であることをつきとめた。これによって、後期難波宮大極殿

東方に瓦葺の区画施設を囲繞する二つの区画が存在すること、その時期は後期の中でも新段階に属す

ることの可能性が高まった[大阪文化財研究所2012・2013、高橋2008]。この区画の性格につぃては、

孝謙天皇の「東南新宮」のような天皇の御在所とする意見と官衡とする意見があるが、いずれも確定的

な証拠がまだない[高橋2013]。

こうした研究状況に鑑み、今回調査の目的を以下①・②のように定めた。

①後期難波宮新段階に想定される区画のうち、北区画(図7)について、NW12-6次調査に発見した

南面区画施設(SC120601)の連続を追及する。SC120601は土壇の幅が基底部で8.9mで、西 ・北面

より広いことが昨年度の調査でわかった。その場合、NW2-E次調査の瓦堆積と土壇はこの遺構の

北半部であるとみてよく、土壇上では礎石とみられる花崗岩が発見されている。今回はその南半部

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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を発掘して花崗岩の分布をさらに把握し、以て区画施設の具体的な構造を復元する資料とする。

②北区画は西面区画施設の位置が確定しており(NW19・121・02-8次)、東 面部分の位置はNW30

次調査区西端付近に想定される[難波宮址顕彰会1965・大阪市教育委員会1969、大 阪市文化財協会

1981・2005]。これによって区画の東西幅は85m程度とみられる[高橋2008]。 この想定が正しけ

れば、南面区画施設の中央には門が存在した可能性があり、その位置を把握することによって区画

の中軸線を割り出す。

この目的に基づき、調査区の設定を以下のように行った。土壇の幅を決定し、礎 石を検出するため

に調査区はNW2-E次調査区(法円坂住宅31号棟)の南に隣接させ、区画施設の西南隅角想定位置か

ら東へ42.5mの地点(想定南面区画施設の中央)を含む地域に東西16m1 南北8mの調査区を設定した。

なお、門が大規模であった場合、調査区内で全体が捉えきれないことを想定して、調査区の中心を西

へ約1.5mずらし、門の基壇隅角部が調査区内に収まるように調整した。

調査は平成25年11月工日から開始した。機材の搬入や現況測量、調査区設定などの準備を行い、重

機掘削を行って近代以降の地層を除去した。11月5日からは人力による掘下げ作業を開始し、以後、

地層ごとに遺構検出と掘下げおよびその記録を行った。12月17日には後期難波宮の遺構を検出した状

態で調査を一旦中断し、報道発表・現地公開の体制が整った平成25年1月6日に作業を再開した。1

月9日に報道発表、1月11日に現地説明会を開催し、市民約600人の参加を得た。その後、調査は1

月16日まで行い、1月21日に埋戻し・撤収を含むすべての作業を終了した。なお、調査には大阪歴史

博物館より交替で李陽浩・杉本厚典の参加があった。本報告書については、高橋を含む3者が現地で

行った検討をもとに高橋が執筆した。また、調査期間中、近畿大学網伸也・大阪市立大学栄原永遠男・

元奈良文化財研究所鈴木嘉吉・元帝塚山学院太学中尾芳治・山口大学橋本義則・神戸大学古市晃(敬

称略)の各氏に調査成果についてご教示を得た。

調査に用いた基準点は、史跡難波宮跡内設置の1級基準点を与点とした閉合トラバース測量に拠り、

本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、

TP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

SK31～33・35

など

SCi 20601

図3 地層と遺構の関係

調査地の現況地形は中央が高く、四周へ下が

るが、これは住棟解体工事後の整地によるもの

で、本 来は概ね平坦である。調査地の層序は以

下のとおりである。

第0層 :近・現代の整地層である。大部分は

法円坂住宅解体工事による攪乱をうけて形成さ

れたコンクリート殻からなる。西南部でごく一

部にのみ近代の整地層が遺存したが、 これは旧
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陸軍被服支廠造営時のものである。

層厚は約80cmであった。

第1層 :褐色粗粒砂～中礫からな

る客土層で、 層厚は最太で50cmで

ある。西 方では層厚を減じ、 遺構の

埋土としてのみ認められる。層 中か

ら時期を決定できる遺物は出土しな

かったが、豊臣前期の遺構の上部を

埋積していることから、 同期以降で

さほど隔たらない時期のものとみら

れる。本 層上面から掘 り込 まれた遺

構には徳川期に属するものもあった。

第2層:灰黄褐色細粒砂などからな

る客土層で、層厚は25cmである。本

層上面では豊臣期の遺構が検出され

た。

第3層 :灰褐色細礫質細粒砂から

なる整地層で層厚は20～50cmである。

本層には瀬戸美濃焼皿17(図11)など

が含まれており、豊 臣前期に属する。

上面では豊臣前期の遺構が検出され

た。

第4層 :褐色細礫質シルトからな

る作土層で、層厚は15cmである。高

台および内面のヘラミガキが退化し

た13世紀頃の瓦器椀片16を含み、 中

世の地層である。下 面で耕作に係る

溝が検出された。

第5層 : 第5a・5b層に2分 され

る。第 5a層は地山偽礫を主とする人

為堆積層で、層厚は10cm程度である。

SC120601土壇の南に分布し、 後期

難波宮新段階の建物を解体した際に

形成されたものと考えられる。第5b

層は暗褐色粘土質シルトからなる古

E

o
,
一
N
+
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土壌で、層厚は10cmで第5a層のさらに南側に分布する。両層には建物解体に伴う奈良時代の瓦片や円

礫が多量に含まれていた。また、第5b層には瓦器の小片が含まれ、本層が中世までの長い期間にわたっ

て形成されたことを示している。

第6層 :褐色粗粒砂混り粘土質シルト(地山層)偽礫からなる客土層で、層厚は最大で15cmである。

調査区の北部に分布し、SC120601の土壇を形成する。若干の凝灰岩片を含む。

第7層 : SD131283の南に分布し、層厚は15cmで、上 ・下部に2分される。上部は中～細礫質地山

偽礫からなり、宮内道路の路盤を形成する。下部はシルト質地山偽礫からなり、瓦細片を含むことか

ら後期難波宮の整地層とみられる。

第8層:黄褐色地山偽礫からなる整地層で、層厚は最大110cm以上である。当初、地山層と誤認し

たほど堅固に締まっていた。東方から宮殿中心付近にまで入り込んだ谷を埋めた客土とみられる。土

師器片が出土し、遺物から時期は判定できなかったが、前期難波宮建設の土地造成に伴うものであろ

つ O

第9層:明黄褐色シルト質粘土からなる。SK31断面の深掘り部分で検出し、地山層と判断したが、

ごく一部分を検出しただけであるのでその確証はない。

11遺構と遺物

a.前期難波宮の遺構(図5)

SB131286  調査区西部の第8層上面で柱穴2基 を検出した掘立柱建物である。 北側の柱穴

(SP131284)は東西1.5m,南北1.3mの掘形をもち、西側に東西1.5m,南北0.7mの柱抜取り穴が認め

られた。南側の1基(SP131285)もほぼ同規模である。一般に柱の抜取りが建物の外方へ行われるこ

とを考慮すれば東側が建物の内部であるが、調査区内では柱穴の連続は確認できず、一本柱塀の可能

性もある。時期を判定できる遺物は出土しなかったものの、後期難波宮のSD131283に切られるため

前期難波宮の遺構としたが、後期難波宮新段階に属する可能性

もある。

b.後期難波宮の遺構(図6・7)

SC120601  調査区の北半部で盛土を検出した。盛土(第6

層)は粗粒砂を含む褐色粘土質シルト(地山層)偽礫からなり、

東部で最大層厚15cmを測り、西部では下位の第8層が高く遺存

-46,24.  していて分布していなかった。南部は雨落溝SD131283によっ

て画され、第6層が分布しない雨落溝南側と比べて約10cm高く

なっていた。NW12-6次調査で検出した盛土の連続で、北区

-46,247 画南面区画施設SC120601の土壇である。NW2-E次調査の

土壇は今回検出の北半部で、報告書では瓦堆積の分布によって

北限が表現されていて基底線を決め難いが、今 回のものと合わ

51" せて図上で計測すると上端で幅約6.5mの値を得ることができ

る。NW12-6次調査では基底部で幅8.9mであり、今回の調査

X-146,243

1 : 100

図5 前期難波宮遺構平面図
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SC120601土壇

道路側溝

7 凝灰岩片

SD131283
-146,245

1 : 100

「 SD131283 --コ
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SP131284

:暗褐色粘土質シルト～極細粒砂(第5a層)

:褐色シルト偽礫(第5b層)

:褐色シルト質地山偽礫(第5b層)

:明褐色シルト質地山偽礫(第5b層)
;明褐色砂質地山偽礫

6:黄褐色地山偽礫質細粒～中粒砂

7:黄褐色シルト質細粒砂(自然堆積)
8:明黄褐色砂質地山偽礫

9:黄褐色粗粒砂混り地山偽礫(第7層〉
10:褐色地山偽礫(第8層)

+21 5m

+21 0m

SD131283中央アゼ西面

N

TP+21 5m

+210m

SD131283東アゼ

1
2

3

4

5

6

7

8

9

0

エ

:褐色粘土質シルト(第5a層)

:褐色粗粒砂質シルト偽礫

明褐色細粒砂(自然堆積)

:褐色砂(地山偽礫混じる〉

:黄褐色シルト～極細粒砂(自然堆積)

にぶい黄色粘土(自然堆積)

:褐色地山偽礫

:褐色地山偽礫(第8層)
:灰白色シルト質粘土

にぶい黄褐色砂質粘土(遺構か?)

:黄褐色砂質粘土(第8層)

:暗褐色粗粒砂質シルト(第5a層)
:褐色地山偽礫混り砂質シルト

:褐色地山偽礫混り細礫質シルト
:褐色砂質シルト

:褐色地山偽礫混り砂質シルト

:褐色砂質地山偽礫
+210m

1:40

2m

図6 後期難波宮遺構平面図・SD131283断面図
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地付近では幅が狭くなっているようである(図7)。NW2-E次調査のように土壇上に礎
石状の花崗

岩などは見られなかったが、北東部で径約10cmの凝灰岩片があり、土 壇に埋め込まれてい
た。小型な

ものなので礎石に係るものとするのには接巡を覚える。SD131283に接する土壇南辺は直
線を呈さな

い箇所があり、建 物解体の際に土壇肩が崩されたものとみられた。基壇外装の存在を思わ
せる凝灰岩

片の濃密な分布も見られなかった。

SD131283  調査区中央部を東西に横断する溝で、第6・7層上面で検出した。SC120
601土壇の

南を画し、同区画施設の雨落溝の位置に当る。最 も遺存状態が良い東側で、幅・深 さとも
に80cmで、

横断面形は整った逆台形を呈する。埋土は大きく3層に分かれ、下層は地山偽礫を用いて
ていねいに

埋めていた。中層は自然堆積層で、粘 土～砂が少量の地山偽礫を混じながら堆積しており
、細 かなラ

ミナが観察できたことから水流があったことがわかる。上層は地山偽礫からなり、溝 を完
全に埋め戻

していた。下層上面には東部と西部で瓦片が面をなして堆積していた。上層の堆積後は、
西部では第

5a層が、東 部では第5b層が堆積しており、解体に際して溝が埋め戻された可能性があ
る。後述するよ

-43,560 -43,550          -43,540 Y-43,5301

NW12-6

NW 4

NW 2-E

SC120601土壇

SD131283

×-146,220

46,230

46,240

46,250

宮内 道 路

NW 2-D

10

1 : 400

図7 北区画南面区画施設の構遺
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うに、 この溝の南は宮内道路と考えられ、SC120601の雨落溝であると同時に道路側溝も兼ねていた

と考えられる。

瓦堆積 SC120601土壇の南では多量の瓦が出土した。SD131283上の西方では第5a層中に大型の

破片が堆積しており、東 方と南方では第5b層中に小型の破片が含まれていた。第5a層中の瓦片は北側

が高く傾斜した状態のものが多く(写真2下)、第5a層は北から南へ供給された状況が看取された(図

6のa - a"断面図)。これは北区画内の建物を解体する際に屋根から南側へ瓦を引き落とし、同時に土

壇や築地などを崩したことを反映しているとみられる。土壇北側ではNW2-E次調査で北側へ引き

落とされた瓦堆積が見つかっているが、これに比して今回のものは少量であり、SC120601の上部建

造物の構造を反映している可能性がある。第5b層は古土壌で、難 波宮廃絶後～中世に形成されている

ので、長 期間にわたって地表にあった瓦が風化するなどして細片となったものであろう。このような

状況から、建 物の解体後、中世に至るまで宮の建替はなかったと判断され、解体された後期の遺構が

難波宮最終段階のものであったとすることができるのである。また、第5a・5b層とも瓦片に混じって

3～ 5 cmほどの円礫が相当量出土した。特にSD131283上の東方では礫が密集して出土した。これら

の礫は原位置を保つものはなかったが、土壇上などに石敷が施されていた名残の可能性がある。

瓦1～14が瓦堆積から出土した(図8)。単弁蓮華文軒丸瓦1は混入品である。2～7は第5a層から

出土し、 2～5・8・12は重圏文軒丸瓦で5・8は6024型式に属する。6・7・9～11・14は重圏文

軒平瓦で、7は6574型式、14は6574D型式に属する。13は丸瓦である。重 圏文軒丸瓦15は近世の遺

構に混入したものであるが、本来、瓦堆積に含まれていたものであろう。

c. 中世の遺構(図9)

SD77・81・82 調査区の北部、第6層上面で検出した東西方向の溝である。幅0.3～0.5m,深さ

は0.05mほどで、埋 土は褐色粗粒砂質シルトであった。耕作に係る溝とみられる。時期が知れる遺物

は出土しなかった。

SD78・80 いずれも第4層下面で検出された。SD78は調査区西部の溝で、幅0.35m,深さ0.05m

である。SD80は調査区東部の溝で、幅0.6～0.9m,深さ0.1～0.2mである。第 4層の年代から中世に

属する。溝の方位は、SD78がN32゚E,SD80がN42゚Eである。周辺では類例のない方位を採っており、

この時期の地割や土地利用の仕方を考える上で興味深い。溝 の規模からみて畝間とみられるが、埋 土

中には自然堆積の痕跡は見られなかった。

d.近世の遺構

豊臣期と徳川期の遺構があり、本 来、後者は第1層上面で検出するべきものであったが、第3層上

面で一括して検出した。以下、主要な遺構を報告する。(図10・11)

SB 14  調査区北東部で検出した掘立柱建物で、東 西方向に延びる柱筋を確認した。SP37～39、61

は柱穴の平面形が0.5～0.8rn,深さ0.6mほどの規模でN94゚ Eの方向に並び、主要な構造材の柱穴で

あろう。柱 間の寸法は平均で2.33mである。各柱間にも小規模な柱穴が複数存在するが、これらは壁

を支えるような柱の跡かもしれない。SP39の西には同規模の柱穴はなく、 この位置で屈曲して北へ

展開するとみてよい。
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20(1)

図8 古代瓦実測図

瓦堆積(1～14)、SK32(15)
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SK27 ・28  調査区の南西で検出した土塘で、SK27は東西0.6m,  南北0.5m以上、 深さO.lm,

SK28は東西1.lrn,南北0.8m以上、深さ0.2mであった。黄褐色シルト質細粒砂などで埋められており、

SK27がSK28を切っていた。土師器・中国産青花・近世の軒瓦などが出土し、ともに豊臣期に属する。

SK31  南壁際で検出した土壇で、平面形は方形を呈し、東西2.8m,南北2.1m以上、深さ1.2mである。

埋土は大きく2層に分かれ、下層は灰色細粒砂や有機物質を含む薄層を挟みながら地山偽礫やシルト

～砂が何度も投入されており、上層は地山偽礫混りの砂で一気に埋められていた。土師器・中国産青花・

瀬戸美濃焼・近世瓦などが出土した。遺物量はさほど多くなかったが、有機物層の存在や、何度も土

砂が投入されていることからゴミ穴と考えた。土師器皿18、瀬戸美濃焼皿19、中国産青花皿20からみ

て豊臣前期に属する。

SK32・33 調査区中央で検

出した土壇で、 当初、2基の

土壇が切り合 うものとみたが、

断面で埋土の状況を観察した

結果、1基の土塘と判断した。

平面形はほぼ長方形で、 東西

6.0m,南北2.4rn,深さ0.8mで

ある。埋土は地山偽礫を含む暗

灰黄色粗粒砂や灰色砂質シルト

などからなり、概ね4回に分け

て埋めていた。有機物を含む薄

層が挟在しており、 ゴミ穴とみ

られる。土師器・瓦質土器・中

国産青花・備前焼・丹波焼・瀬

戸美濃焼や瓦、スラグなどが出

土した。土師器皿24、同ミニチュ

ア羽釜25、 中国産青花皿23・

26、瀬戸美濃焼Ⅲレ1・22・27・

28・29、同灯火具30からみて豊

臣前期に属する。

SK35  調査区の南東で検出

した土壇で、平面形はほぼ円形

を呈し、東西2.2m,南北2.0m,

深さ0.6mであった。 埋土は暗

灰黄色細粒砂や黒褐色シルト質

粗粒砂などからなり、人為的に

o
o

r

一

「
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図10 近世の遺構平面図
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図11 近世遺物実測図

第4層(16)、第3層(17)、SK31(18～20)、SK32・33(2̂～30)

壁面崩落の可能性があったので完掘はしていない。オリーブ灰色砂で人為的に埋められてぃた。近世

の軒瓦が出土し、徳川期に属する。

以上の遺構は豊臣前期と徳川期のものがあり、明確に豊臣後期とわかるものが欠けている。肥前陶

器が出土していないこともこのことの証左である。この他に、調査区の東部と西部にやや密集して小

規模な柱穴群が存在したが、建物として組み合うものはなく、時期の知れる遺構もなかった。

iii)難波宮の遺構に関する考察

a.前期難波宮の遺構

今回の調査では前期難波宮のものとみられる柱穴を検出した(SP131284・131285)。この柱穴につ

いては2基だけの検出であるが、柱抜取穴の方向と調査区内に組み合う柱穴がないことから、調査区

外の北・東 ・南に展開する側柱建物と考えることもできる。この建物については以下の理由から東方

に展開する東方官衛の一部であると考える。

まず、東方官衡の西を画するラインは朝堂院東面回廊棟通りより約15m外方(東方)に求めることが

できる[大阪市文化財協会2008のp.5]。この線上には、南 はNW86-12次調査などで一本柱塀が発見

され[大阪市文化財協会2004]、その約200m北のNWO9-2 ・NWI1-2 -NW12-6次調査地(先

述の平成21～23年度調査地)で、その続きの柱穴が5基見つかっている。これらは一連の一本柱塀

(SA8612701とする)とみられ、東方官衝の西を画すると同時に、朝堂院回廊との間に幅約12mの空

閑地(宮内道路の可能性もあり)を作っているのであろう。SA8612701はSP131284・131285の約7.8m
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Y-43,5401 (図上読定値)西を通過するはずで、

X-146,220   2基の柱穴は東方官衝内にあること
になるのである(図12)。

ちなみに、SA8612701の連続は

- 46,230  本調査地北側のNW121次調査など

中央大通内の調査地では発見されて

おらず[大阪市文化財協会1981」、そ

- 46,240  の南で終わっているものとみてよ

い。その場合、NW30次調査の単廊

SC3047の北側柱筋が本調査地の約

- 46,250   4mlヒ側を通過し、NW4次調査の

柱穴工・Ⅱがその線上にのることが

注目される(図13)。 このラインは

-46"260 NW2-E次調査区内を通過し、 線

上で東西に並ぶ柱穴は報告されてい

ないが、 後期のSC120601土壇の

-46゙270  下になって発見されていなかったも

のとも考えられる。このライン上が

SA8612701の北端である可能性は
46,280

あるだろう。

b.SC120601の構造

今回の調査でも北区画の南を画す
46,290

るSC120601の土壇の連続を確認し

た。 その幅は上端で6.5mと復元さ

4 6 , 3 0 0    れ、不明確な基底線を含めると7.5m

ほどになると想定される。この値は

NW12-6次調査地での8.9mに比べ

-146,310   て小さく、土壇の幅が南西隅角部付

近に比べて狭くなっているものとみ

られる(図7)。隅角部には区画施設

- 46,320   に連結する別の建造物があった可能

性もあり、今後注意を要する。

28.       今回検出した土壇の南は雨落溝

によって画され、 土壇南に基壇外

装石材の痕跡は認められなかった。図12 SA8612701とSP131284・131285
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NW12-6次調査で土壇北を精査した際にも外装の存在を示す痕跡はなかった。こうした状況は、平

成21～23年度調査で復元された建物の基壇の周囲に凝灰岩の破片が帯状に散乱していたことと明確な

差異を示していた。これらのことから、区画施設の基壇は盛土のみで凝灰岩などを用いた外装を伴わ

なかった可能性が高い。その一方、SC120601土壇の周辺からは原位置を保つものはなかったものの、

少なからぬ円礫が出土した。北側のNW7-L次調査区では土壇上の礫敷が報告され、原位置を保っ

ているようにも見える。同様な設えで、基壇の装飾として土壇上に円礫が敷かれていた状況が想定で

きるのではなかろうか。

調査の目的①である区画施設の建築学的な構造復元を行うため、NW2-E・12-6次調査でみら

れた礎石分布の把握を企図したが、礎 石やその痕跡は発見されなかった。今 までの成果から、土壇北

辺に4石、土壇幅の中央より南にやや偏って1石の花崗岩の位置がわかっている(図7)。花崗岩間の

距離はほぼ11尺とみられ1大阪文化財研究所2013]、北側の花崗岩両端2石の東西距離約42.2mを11尺

(後期難波宮1尺 : 0.298mx11=3.278m)で割り付けるとほぼ13間(42.2÷3.278=12.87)となる。こ

の北辺花崗岩の線から南の1石までの距離は約3.6m (約12尺)である。南の1石が原位置を保ってい

るとすれば、梁行12尺(1間)の単廊、あるいは、南 の1石を築地寄柱のひとつとして、築 地の両側に

庇が付いた築地回廊や、内側にのみ庇が付いた築地片庇廊なども想定できる。ただし、複 廊の場合は

南の1石が棟通りの位置であるとすると梁行1間が広すぎ、かつ南の柱筋が土壇外に位置することに

なるので復元が成立しないのではないか。いずれにしても今回も上部建造物の復元には至らず、今後

のさらなる調査を期したい。

調査の目的②である南面の門の検出とそれによる区画中軸線の確定についても、門遺構が検出され

なかったため果たせなかった。これは北区画の幅が想定の85mよりも広く、中軸がより東方にあるこ

0  0  0  0

-43,500 一一一一一前一期東方一官一面  Y-43,400

図13 前期難波宮東方官衡とその西辺部
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とによるのかもしれない(図15)。また、 もう一つの可能性として、門がさほど大規模な構
造をもって

いないのではないかということがある。たとえば、後期難波宮内裏の南面回廊中央は区画
施設(複廊)

の幅から外方へ張り出すことはなく、特 別な門を設けずに回廊の屋根を切り上げた程度の
ものだった

とみることができる。これと同様であった場合、調査区内に門が存在したとしても遺構の
形状から認

識することはできない。この場合、区画の中釉線は東面区画施設の検出か中心建物そのも
のの検出に

よってはじめて確定できるということになる。

c.宮内道路の復元

SC120601土壇の南を画する雨落溝SD 131283は東方でその連続が検出されている(図1
4)。東60m

のNW30次調査ではSD3046、 同120mのNW80 - 9 - 82-10次調査[大阪市文化財協会
2004]では

SD8009701、同140mのNW04-5次調査[大阪市文化財協会2008]ではSDO40578が見
つかっており、

厳密には本調査地とNW30次調査の間で若干のずれはあるものの、同一の溝が東へ続いて
いるものと

みられる。さらに、本 調査地より西方へ延長すると、後 期大極殿院北面東回廊の南雨落溝
想定位置に

達する。同西回廊では南雨落溝(SD3325)が西面回廊基壇を横断して院外へ延長されてお
り(SD3521・

3522)[大阪市文化財協会1995」、東 回廊も同様であることが想定されてよい。つ ま
り、 これらは大

極殿院内の排氷路とすることができ、SD131283はこの延長とみられるのである。

NWO5-9次調査では、SDO40578のラインから南へ約19mの位置に平行する溝SDO5
0911がある

[大阪市文化財協会2008]。これら2条の溝を西へ辿ると、後 期難波宮新段階北・南区
画の間の空間に

収まることがわかる(図15)。溝 に挟まれた空間は道路であり、溝 はその両側溝ということ
になるので

ある([大阪市文化財協会2008] p.soで既に指摘した)。

こうして想定される道路は宮内道路というべきで、後 期難波宮の確実な例としては嘴矢
となる。道

路の配置は宮殿全体の空間構成と密接に関係があるという意味で重要である。道路の位置
は今回の例

のように側溝によって認識されるのであるが、他 にも朝堂院南面回廊の南約100mにあるS
D9319701

[大阪市文化財協会2004]、 中央体育館調査地SD401・402[大阪市文化財協会1992]
、 宮殿東方の

SD12111[大阪市文化財協会1981]はその可能性がある。また、宮 殿中枢部から東西
への排水路も長

く延びて空間構成を規定していると思われ、内裏外郭複廊の東南隅から東へ抜ける溝
(NWIO次調査

[難波宮址顕彰会1958])、朝 堂院東面区画施設北端部から東へ抜ける溝(SD852209 :
 [大阪市文化財

協会2005])、同南端部から東へ抜ける溝(SD8834701 : [大阪市文化財協会2005])などは
今回検出し

たSD131283と同じ機能を果たしているとみられ、今 後の調査・研究で注意が必要である
。

d.後期難波宮新段階宮殿東方の区画の性格

昨年度報告書[大阪文化財研究所2013]や[高橋2013]でも既に述べたように、後期難波
宮宮殿東方

に復元できる北・南区画は遺構の累重関係からみて後期難波宮でも新段階に位置づけられ
る。後期難

波宮周辺部の構造は西の五間門区画の一部が判明しているだけでほとんどわかっていなか
った。宮殿

東方における近年の一連の調査で北・南区画(図15)が復元できるようになってきたので、
遺構の特徴

からその性格について論じてみたい。

まず、両 区画ともに格式の高い設えをもつということに注目すべきであろう。北区画で
は、北 ・西
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面は築地片庇廊で、南面は土壇の幅がそれらより広いことからより大規模な構造をもつ区画施設であ

ることが想定される。さらに、今 回の調査結果からは石敷を伴う可能性が考えられた。内部の建物は

ほとんどわかっていないが、NW7-L次調査では石敷を伴う壇が発見されており、建 物の基壇とみ

られる。南 区画でも稠密な石敷がNWO2-13次調査などで見つかっている。また、区画内最北部西寄

りでは鵡尾破片が発見されており、中心建物は鵡尾を載せたものであったことが想像されるのである。

後期難波宮において、石敷は大極殿院内と内裏内部でしか見つかっておらず、回廊について、平城
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図15 後期難波宮新段階宮殿東方北・南区画
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宮の筆頭官衡とも目される碑積基壇官衛でも築地塀である。これらを考えると北・南区画は官衡では

なく、天皇に係る施設としてもおかしくはないであろう。

天皇に係る施設で、後期新段階の遺構として相応しいものは文献の検討から二つの施設が候補とな

ると考えられる。一つは744(天平16)年の難波遷都に係るもので元正の太政天皇宮である。この年、

元正太上天皇と聖武天皇は難波宮入り、元正はほぼ一年間難波に留まっている。すでに恭仁宮では聖

武と元正は別の宮を営んだとみられており[橋本義則2001]、難波で聖武は内裏に入ったであろうから、

元正のための宮として造られたのが南・北二つ(あるいは一方)の区画とする考えである。もうひとっ

は756(天平勝宝8)年2月28日、孝謙天皇難波行幸の『続日本紀』にみえる「是日行至難波宮。御東南新宮」

の「東南新宮」とする考えである。「東南」は内裏からみた両区画の位置に合致し、「新宮」は新しく造成

された施設に相応しい。「御する」は宮中の施設に出御する場合に使われることが多い表現であろうか

ら、内裏・朝堂院に隣接する位置関係とも合致するのである。

一方、上級官衡であるとする考えも成り立ち、平城・平安宮などでは大極殿東方や朝堂院東方には

太政官などの特に重要な官衡が置かれており、北 ・南区画もこれとよく似た位置にあることから上級

官衝とする意見である。また、後期難波宮でも内裏はおもに掘立柱建物で構成されており、天皇の住

居は古式に則ったものであるべきとする意見もあり、北 ・南区画に瓦葺建物が多く想定されることと

はそぐわない。また、区画が南北に二つ並ぶという配置も官衡的であるという指摘もある。

天皇の御在所か、または上級官衝か。いま、俄かに判断できる証拠はなく、今後、文字資料などが

出土してこの問題が解決することを期待するに留めたい。

3)まとめ

今回の調査の成果は時代別に次のようにまとめられる。

・前期難波宮に属するとみられる柱穴2基を発見した。東方官衡の建物の一部と考えられる。

・後期難波宮期の土壇の連続を確認した。従前の調査でわかっていた区画施設SC120601の一部で、

後期難波宮新段階に属し、四周に回廊を巡らせる施設とみられる北区画の南面部分を構成するもので

ある。北区画の想定中央部分を発掘したが、門の痕跡は発見できなかった。

区画施設などを解体した名残である瓦堆積を含む土壌から瓦器片が出土し、解体後、再建が行われ

ず、中世まで放置された状態であることがわかった。このことは、北区画などの遺構が難波宮最終段

階のものであることを示唆している。

土壇の南は雨落溝によって画されていた。この溝はSC120601の雨落溝であり、かつ、東西に延び

る宮内道路の側溝であり、大極殿院からの排水路を兼ねていることがわかった。長い延長距離をもつ

このような溝は宮殿周辺部の殿舎配置と密接な関係があると考えられる。

・中世の作土層を検出し、大 きく東へ傾く方位をもつ溝を検出した。当該期の地割との関係が興味深

い。

・近世の遺構では、豊臣前期と徳川期の遺構を検出した。調査地周辺は大名屋敷が置かれた地域で、

屋敷内の遺構とみてよいであろう。
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中央区道修町三丁目における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査(A区)(OJ13-3)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間
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調査担当者

大阪市中央区道修町3丁目19他

200留

平成25年5月28日～7月2日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、黒 田慶一
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1)調査に至る経緯と経過

今回調査地は大坂城下町跡の西北部にあり、道修町通と三休橋筋が交差する地点の南西隅に位置す

る。一帯の陸化は早く、弥生時代後期末～古墳時代初頭頃の遺物は本調査地から南へ50mのOS88-

82次調査地1大阪市文化財協会2o04a]や南東へ250mのOJ92-24次調査地で見つかっている。また奈

良～平安時代の遺構・遺物は、本調査地の南西90mのOJ92-22次調査地[大阪市文化財協会2004b]

などで見つかっている。豊臣期に入ると東75mのOJ94-16次調査地で、整地による屋敷地の造成と、

礎石建物や土壇が見られ、南のOS88-82次調査地でも冬ノ陣焼土層が検出されている。冬ノ陣以降、

徳川期に入っての一帯の復興は早く、徳川初期以降の遺構や遺物が、西40mのOJ 11- 5次調査地[大

阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013]で確認され、骨細工関係の遺物が多く出土している。

当該地で大阪市教育委員会によって行われた試掘調査で、地下約1.9m以下で17世紀の陶磁器片が

出土したことから、本調査を実施することとなった。工事側が連壁工事を行った後、平成25年5月24

日からの調査の付帯工事を経て、 5月28日、200 rt"の調査区を設定し調査に着手した。調査区は、旧

社屋地下室の西隣地で、連壁までの東西幅が当初予定よりも狭かったため、やや南北に長く設定する

こととなった。人力と重機を併用しながら掘削し、遺構の平面図・断面図等を作成、写真撮影して記

録保存を行った。 7月2日に全ての現場での作業を終えた。

本報告書で用いた方位は、現場で記録した街区図を、1/2500大阪市デジタル地図に合成すること

により得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP +

○m と記 した。

なお、本書の瓦・骨細工以外の遺物については、当研究所学芸員小田木富慈美が記述した。

図1 調査地位置図

-45,520 Y-45,500

X-1:457400

OJ13-4調査区

1;750

20m

図2 調査区位置図
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2)調査の結果

1)層序(図3・4)

現標高は、TP+l.6mである。

また、工 事側の機械掘削の終了後に、着手した時点で、

北半の第1層の大半と第2層の一部は除去されていた。

第0層 :層厚10cm以上の18世紀前葉の焼土層である。

図4 地層と遺構の関係図

第1層 :層厚10～20cmの黄灰色(2.5Y 4/1)シルト質粗粒砂の整地層である。17世紀後葉～18世紀

中葉の遺物を含む。

第2層 :層厚10～40cmの暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質中粒砂の整地層である。17世紀前半までの遺

物を含む。

第3層 :層厚100cmの黄褐色(10YR5/8)中粒砂の海浜堆積層である。

ii )遺構と遺物

基本的に各層上面検出遺構に通し番号を付して遺構名とした。す なわち第1層上面には2桁番号、

第2層上面には100番台、第 3層上面には200番台の番号を付けたが、前記したように調査区北半にお

いては、第1層と第2層の一部が欠損し、掘 込み面を特定できない遺構が多いことから、出土遺物に

よって時代を特定して記述した。特 に古代の遺構に400番台、豊臣後期の遺構に300番台の通し番号を

止￥シーすこ、

a.古代(図5・6)

SP453  南北0.8rn,東西0.7m,深さ0.6mの楕円形を呈し、黒褐色(10YR2/2)中粒砂質シルトを埋

土とし、人為的に埋められていた。土師器杯・皿 ・売 ・竃、須恵器杯が出土している。1・2は土師

器皿である。1は口縁部内面をくぼませ、内面に暗文は認められない。2は皿Bである。内面には斜

放射状暗文とラセン状暗文が認められ、外 面にはヘラミガキを施す。口縁端部は肥厚させる。SP405

出土破片と接合した。3～5は須恵器杯である。3は杯Gの蓋で、返りの突出は低い。4は杯Bの蓋、

5は杯Bである。

SP454  一辺0.4～0.5rn,深さ0.2mの方形を呈し、黒褐色(10YR2/2)中粒砂質シルトを埋土とし、

人為的に埋められていた。土師器皿・尭 ・竃、須恵器杯・尭が出土している。6は須恵器杯である。

SK439  長径1.7rn, 短径1.lm,深さ0.2mの不整楕円形の土城で、底面に凹凸が見られ、黒褐色

(10YR2/2)中粒砂質シルトを埋土とし、人為的に埋められていた。土師器杯・皿・尭・鉢、須 恵器杯・

高杯・壺 ・尭、製 塩土器が出土している。7～18は土師器である。7～12は杯である。7は口縁部が

屈曲して外傾し、端 部内面をくぼませる。底部内面にはラセン状暗文を施す。 8・9は体部が緩やか

に内湾し、10・11は体部が直線的に立ち上がる。いずれも口縁端部をつまんで外傾させ、口縁端部内

面には沈線が巡る。暗文は認められない。12は底部と体部との境界が明瞭で、口縁部が強く外反する。

13～17は皿である。いずれも口縁端部を外折させ、器高は2.5cm以内である。暗文は施さない。18は

尭である。19～22は須恵器である。19・20は杯B蓋で、器 高が低く、ほ とんど扁平である。21は杯B
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である。高台は低く、底部と体部との境付近に付く。22は壺の口縁部で、端部をつまんで直立させる。

30は土師器の皿ないしは杯の底部で、外面に記号状の墨書を有する。

SP405  一辺0.5～0.8rn,深さ0.2mの不整方形の柱穴で、暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)中粒砂質シル

トを埋土とする。土師器杯・皿・亮・甑・竃、須恵器杯・壺・尭、製塩土器が出土している。23～27

SK439

SK236S

①SK346

Q SK245

SP457                SK229

SK228    1

SK233

SK412

SK41 1 記 丑 豊
454

SP416

SK410  6

408       SK225

SK215

45       SK303

SP427

SK226

SK202

閤 古 代

醜 豊 臣後期

5m

1 : 100

図5 第3層上面平面図
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図6 出土遺物実測図(1

SP453(1～5)、SP45 4(6)、SK439(7～22・30)、SP405 (23～29・37・38)、SP427(31)、SP418(32)、SK434(33～36)
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は土師器である。23は椀Aで、外 面をヘラミガキする。平城宮SK2113出土資料に対応すると思われ

る[奈良国立文化財研究所1976・古代の土器研究会1992] o 24は杯である。体部が直線的に立ちあがり、

口縁部を外折させる。26・27は亮である。26は口縁部が外反し、26は口縁部が短く「く」字状に屈曲す

る。胎土には砂粒を多く含む。吹田市垂水南遺跡出土資料に類例がある[佐藤隆19961。28は須恵器で

杯Bの蓋である。29は土師器皿で、底部外面に墨書を有する。内面にはラセン状暗文を施す。37・38

は製塩土器である。37は椀形を呈し、口縁端部をつまんで内傾させる。内面は貝殻によると思われる

ナデ、外 面は雑なユビオサエとナデで調整している。胎土には粗粒砂を多量に含み、底部に被熱痕跡

があることから、製 塩土器と推定した。38は円筒形で内崩に布目圧痕が認められ、型作り整形とみら

れる。西部瀬戸内～北部九州産であろう1積山洋↓9931。後述するSA463の一部である。

SP418  一辺0.6 ～0.7rn,深さ0.2mの長方形を呈する柱穴で、黒褐色(10YR3/2)シルト質粗粒砂

を埋土とする。土師器・須恵器杯の他、初源的な黒色土器椀A類が出土している。32は土師器杯である。

体部は直立気味で、口縁端部を外折させる。後述するSA463の一部である。

SK434  長径1.Orn1 短径0.7m,深さ0.2mの楕円形を呈する土壇で、黒褐色(2.5Y3/2)中粒砂質シ

ルトを埋土とする。土師器皿・尭、須恵器壺・翌のほか、多数の製塩土器が出土した。33～35は土師

器である。33は口径が約10cmの皿である。34・35は亮である。34は体部外面をユビオサエで仕上げ

る河内型の亮である。35は口縁部内面をハケ調整する。36は須恵器亮である。

SP427  南北0.8m以上、東西1.Orn,深さ0.2mの円形柱穴で、南 半部を破壊されている。シルト偽

礫を含む暗褐色(10YR3/3)シルト質粗粒砂質を埋土とする。土師器杯・皿 ・亮 ・甑、須恵器壺が出土

した。31は土師器杯ないし皿の底部と思われる。外面に線刻を有する。後述するSA463の一部である。

以上の古代の遺物は、SP453出土の須恵器杯蓋が飛鳥時代に遡るものの、他 はおおむね佐藤氏の編

年による難波V新段階に属し[佐藤2000]、 8世紀末～9世紀初頭のものであろう。SP453出土遺物は

やや古相を呈し、難 波Ⅴ中段階の8世紀後葉に遡る可能性がある。なお、調査地の南西100mの地点

で行われたOJ92-22次調査では、 9世紀初頭を中心とする時期の土壇や小穴、飛鳥時代の遺物が検

出されており、今 回検出の遺構・遺物と関連するとみられる。

SA462  SP 455・454・416・421からなる柵列で、柱痕跡は不明だが、芯々間は約1.2rn, 2.0mを測る。

北でやや西に振る。建物になる可能性もある。

SA463  SP418・405・427からなる柵列で、柱 痕跡は不明だが、芯々間は約2.0mである。北でや

や西に振る。建物になる可能性もある。

このほか古代の遺構として、SK404・408・410～412・423・435・460・461、SP451・452・457

がある。この内、SK412は飛鳥時代のものである。

b.豊臣後期～徳川期(I7世紀中葉)(図7～9)

第2層上面で以下の遺構を検出した。

SK61  長径↓.2m1 短径1.Orn, 深さ0.3mの楕円形の土壇で、オリーブ黒色(5Y3/1)中粒砂質シル

トなどで埋まる。工7世紀前～中葉の中国産青花・肥前磁器・肥前陶器・瀬戸美濃焼・備前焼・丹波焼

のほか、土 師器・須恵器・瓦質土器、瓦、坩堝、金属、動物骨が出土した。39は中国産青花の碗である。
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40・41は肥前磁器である。40は小型の染付碗である。41は白磁の型押し皿である。42・43は肥前陶

器である。42は碗、43は鉄絵を施す向付である。44は備前焼の壺である。55は半球形で小型の坩堝で

ある。同様の坩堝はSK22やほかの遺構からも多く出土しており、まとめて後述する。

SK132  南北0.9rn,東西1.lm,深さ0.2mの不整形の土壇で、炭 有機物・粘土偽礫を含む暗褐色

Sく132

SK1.JJ

SK131

SK135

SK134

SK114

SKIII

-..-" SK125

SK106

SP122

SKI○3

SK126

SK123  SK102

SK127

SK118

閣17世紀前葉

■17世紀中葉

七17世紀後葉

5m

1:100

図7 第2層上面平面図
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(10YR3/3)シルト質粗粒砂で埋められている。17世紀前～中葉の中国産青花・肥前磁器・肥前陶器・

丹波焼のほか、土 師器・須恵器が出土した。45は中国産青花の皿である。口縁部は端反で、底 部は露

胎である。

SKIIO  南北2.7rn, 東西1.7m以上の円弧を描 く土壇で、深さ0.4mを測る。埋 土はオリーブ黒色

(5Y3/2)シルト質中粒砂である。17世紀前葉の土師器・瓦質土器・瀬戸美濃焼・備前焼・肥前陶器の

ほか、瓦 ・骨製品、古 代の須恵器が出土した。46は瀬戸美濃焼の天目碗である。47～49は肥前陶器で

ある。47・48は碗である。49は皿で、底部内面に胎土目跡が残る。

SK338  南北4.lrn,東西1.6m以上、深 さ0.7mの土塘で、オリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質粗粒砂

などで埋まる。17世紀前葉までの中国産青花・瀬戸美濃焼・肥前陶器・丹波焼・備前焼・土師器の他、

瓦・坩堝・動物骨、古 代の土師器・須恵器・製塩土器が出土した。50は土師器皿である。底部は平底で、

口縁端部を軽くつまんでいる。外面はユビオサエで仕上げている。51は肥前陶器皿である。52は丹波

焼の捕鉢である。摺 り目は1条を単位とする。

[コニ[〕54

O 20観

図8 出土遺物実測図(2)

SK61(39～44・55)、SK132(45)、SK1 10(46～49)、SK338(50～52)、SK346(53・54)
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SK346  直径0.7m,深さ0.3mの円形を呈する土塘で、黄灰色(2.5Y 4/1)シルト質中粒砂などで埋

まる。豊臣後期に属する瓦質土器・土師器・土製品・瓦の他、古代の土師器・須恵器が出土してぃる。

53は瓦質土器の捕鉢である。口縁端部は丸く、内傾気味に収める。54は瓦質で円盤状の土製品である。

中央に穿孔が見られる。

SK63

SP27 D

SE20

00

ロSP29
SK30Q

SK62

⑦

SK24

SK52

SKO2

[゚゚'0SK467
SK38

SK42

閣 17世紀前葉

■ 17世紀中葉

1,こ17世紀後葉

5m

1 : 100

図9 第2・1層上面平面図
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第1層上面で以下の遺構を検出した。

SD39  長さ14.0m以上、幅 0.7rn,深さ0.5mの南北溝で、細 礫質粗粒砂を埋土とし敷地境の溝にな

る可能性がある。17世紀中葉の陶磁器が出土した。東 肩に小礎石列を検出した。

このほか、豊 臣後期の遺構として、SK303・320・337・340・351があり、17世紀前葉の遺構として、

SK102・103・118・124・128、SP08・09、SK22・33・41・63が、 中葉 の遺構 として、SK120・

」21、SK1 1・14・31・32・47～49がある。

c.17世紀後葉(図7・9)

SK101・108・116・125、SE16掘形、SK10・42・43・46・50・51があり、第 2・1層上面で検出した。

d.18世紀前葉(図7・10)

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

20(1)

図10 出土遺物実測図(3)

SK02(56～61)、SK01(62)、SK36(63)
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SKOI  南北3.2rn,東西1.4m以上、深 さ0.3mの火事場整理のための瓦溜で、SD39埋没後に掘られ

ている。唐草文軒平瓦62が出土した。62は文様は橘文の祖形を示す。

SKO2  南北1.7rn,東西2.3m,深さl.Omの箱形に掘られた火事場整理のための瓦溜で、左巻き三

巴文軒丸瓦56～58、唐草文軒平瓦59・60,二十四弁二重菊文菊丸瓦61、骨細工製品88(写真図版3)

が見つかった。軒丸瓦の珠文数は、56が16個、57が18個、58が14個である。これらは豊臣後期の瓦

に近似する。

SK36  南北1.7m,東西1.4m以上、深 さ0.5mの火事場整理のための瓦溜で、SD39埋没後に掘られ

ている。花菱文鬼瓦63が出土した。63の母屋は粘土板を接合して成形している。

これらの瓦溜は出土遺物から、SK02が1708(宝永5)年の道修町大火、SK01・36が1724(享保9)

年の妙智焼けの際に掘られた可能性がある。

このほか、SK61・62が18世紀前葉の遺構である。

また、井戸の遺構として、前述したSE16のほか、SE04・05・17・20・60が見つかったが、掘ら

れる時期はSE04・05・60が18世紀後葉である。

iii)各層出土遺物(図11)

a.第3層上面出土

64は土師器杯である。口縁端部は外折する。65・66は須恵器杯Bである。65は蓋で、器高が低く、

扁平である。66は低い高台を有する。

b.第2層出土

17世紀前半までの国産陶磁器・土器類、中国産磁器・朝鮮産陶磁器・瓦、鋳造関連遺物、金属、動

物骨、貝の他、古代の土師器・須恵器・製塩土器・瓦が出土している。67は中国産青花で、碗 の底部

である。68は肥前陶器の天目碗で、高台を糸切りする。69は土師器焙烙である。70は朝鮮半島産陶器

の瓶である。器壁が薄く、内面に同心円文当て具痕が見られる。以上は豊臣後期～17世紀前半のもの

で、最も新 しい一群である。以下は古代の遺物である。71～73・77・78・81は土師器である。71は

杯で、口縁部が内湾気味に立ち上がる。外面にはユビオサエが顕著である。72・73は皿である。72の

底部外面には「大」の墨書がある。73は内面に雑なラセン状暗文を施す。77は高杯である。脚部は八角

形に面取りする。杯部内面に斜放射状暗文とラセン状暗文を施す。78は売である。口縁は短く外反し、

上端に面を持つ。体部外面の調整はユビオサエとナデにより、いわゆる河内型の尭である。81は杯な

いし皿の底部で、内外面に線刻を有する。79・80は須恵器である。79は杯Bである。底部から口縁部

が強く屈曲して立ち上がり、高台は低い。80は亮である。84は製塩土器である。円筒形を呈し、器高

は20cm以上になる。内面には布目圧痕が認められ、型作り整形であろう。西部瀬戸内～北部九州産で

ある[積山1993]。このほか、近世以降の遺構から出土した遊離資料として、古代の遺物が出土してい

る。74は土師器のミニチュア鍋である。手づくねで整形しており、粘 土紐接合痕跡が明瞭である。北

東のOJ94-16次調査でも同様の竃が出土している[大阪市文化財協会2004a]。75・76は須恵器である。

75は杯Gである。76は皿である。82・83は土師器杯または皿の底部で、底 部外面にそれぞれ墨書と線

刻が認められる。85は平瓦で、凹面に布目圧痕、凸面に縄目タタキ痕跡が見られる。以上の古代の遺
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二丁一ニノ

図11 出土遺物実測図(4

20cm
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写真1 未使用の坩堝 写真2 使用済みの坩堝

物は、75が飛鳥時代に遡るものの、 他は難波Ⅴ

中～新段階に属し、 8世紀後葉～9世紀初頭の

ものであり、量 比では難波Ⅴ新段階に属するも

のが多い。

iv)手工業生産関係の遺物

鋳造関係(写真1～3)

今回の調査では、SK22を中心に、17世紀前半      5真。 ヨ 」,」.鋳ヤあえヨあヨ

までの鋳造関連遺物として、調査地の北半部を

中心とする遺構や包含層から、数 多くの坩堝および細羽口・鋳型焼成用の支脚が出土していることが

特筆される。これらは、使 用済みのものと未使用のものがあり、調査地内で地金の溶解と製品の製作

が行われたことを示す資料である。使用された金属の種類については未分析であるため、 ここでは詳

細な検討は行わず、遺物の特徴についてのみ述べる(写真1～3)。写真1は未使用の坩堝、写真2は

使用した坩堝、写真3は倫羽口と支脚である。坩堝は半球形を呈するものが約40個体出土しており、

半数近くが未使用品である。これらは口径と器高から以下に分類可能である。特大(外径14cm,器高

7 cm前後)、大(外径11 crn,器高6 cm前後)、中 (外径9 crn,器高5 cm前後)、小 (外径6～ 7 cm,器高

3 cm前後)、特小(外径3 cm,器高1.5cm前後)。また、1個体のみであるが、口径4 crn,器高5 cm以

上の砲弾形の坩堝も出土している。細羽口は未使用が5個体、使用済みが1個体出土した。一方が広

がる円筒形を呈し、外径で3～ 5 cm1長さ9～10cmを測る。鋳型焼成用の支脚は1点のみ出土している。

三股状のもので、上部に被熱の痕跡がある。大坂城下町跡ではOS86-20次調査で豊臣期の鋳造関連

遺物[大阪市文化財協会2004C]、OJO8- 3次調査で17世紀中葉の銅細工関連遺物が出土しており[大

阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010a]、金属生産・加工に関わる遺構・遺物が散見される。今 回

の出土遺物のなかには、OS86-20次調査出土遺物と類似したものもあるが、未使用品が多いのが特

徴であり、詳細な分析結果を待って再検討すべき資料であろう。

骨細工関係(写真図版3)

調査区全域から製品、未製品、骨屑が出土している(写真図版3)。製品としては、86～88の用途不

明品、89～91の弄などが見つかっている。86・87・89・90は第1層、88がSKO2、91がSEO4の井戸
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側内検出である。また、牛 角92がSK46から出

土している。

Ⅴ)若干の考察

古代における調査地付近は、 地形復元と遺

構・遺物の分布から、 8世紀後葉を中心に港

津施設に伴 う集落の存在が推定されており、

異説はあるが、難波津との関連が以前から指

摘されている地域である[趙哲済2004・松尾信

裕2004]。図12に最新の調査成果を加えた付近

の地形復元を示す。 これによると、調 査地は、

大川の河口の南側に小河川が流れ込んで入り

江状になった部分の最も海際で、かつ、TP-0.5

～O.Omの等高線が舌状に伸びる部分の北端に

位置し、 この付近に集落の存在が推定される。

また、調査地南西のOJO8-6次調査でも、奈

良～平安時代初頭の掘立柱建物が確認されて

-1

図12 古代の遺構・遺物出土地点

([松尾2004]図293に一部加筆)

おり、緑釉陶器の火舎が出土したことから、公的な施設の可能性が指摘されている[大阪市教育委員会・

大阪市文化財協会2010b]。この地点は、古代には大阪湾に面していたとみられる。以上、 8世紀後

半～9世紀初頭の調査地周辺においては、大 阪湾に臨む海浜や入り江に面して、建 物がいくつかのま

とまりをもって存在したことが指摘される。その存続時期は、文 献史料上で難波津での交易記録が激

増し、津 が最も繁栄したとみられる頃に該当する[大阪市文化財協会1981・吉田晶19821o

17世紀の遺構としては、調査区中央より南で、一辺1.0～2.0rn,深さ0.3mの土塘群と、調査区西端

で敷地境の南北溝を検出した。南北溝の東肩には、南北3.2mに亙って小礎石列が見られた。また、火

事場整理時の瓦溜3基 を検出したが、SK02は18世紀初頭のもので、SKOI・36の2基は敷地境の南

北溝SD39を埋めた後掘られ、18世紀前葉に位置する。前者は1708(宝永5)年の道修町大火、後 者は

1724(享保9)年の妙智焼けに伴う瓦溜と見られる。第0層とした焼土層は道修町大火の可能性が高い。

3)まとめ

大坂冬ノ陣の焼土層は見られなかったが、奈 良～平安時代初頭と豊臣後期の遺構・遺物を検出した。

調査区の北端と南端で古代の土壇・小穴と、豊 臣後期の土塘・小穴を検出した。古代遺構は大半が奈

良～平安時代初頭のものだが、飛鳥時代の土塘も1基含む。土塘は一辺1.Orn,深さ0.3mほどのもの

が多く、小 穴は直径0.3rn,深さ0.3m程度のものである。当地周辺は長岡遷都(784年)以降、難 波宮周

辺が急激に衰退するのに取って替わるように繁栄する。港津を有する集落の可能性が高い。江戸時代

の町屋の職種を窺えるものとして坩堝・倫羽口などの鋳造関係、骨細工の製品や未製品・骨屑・牛角

などがあり、17世紀に当敷地では鋳造が行われていたのが、18世紀には骨細工職人の町屋に変ったも
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のと思われる。また調査区全域に亙って江戸時代の井戸を検出した。
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中央区道修町三丁目における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査(B区)(OJ13- 4)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区道修町3丁目19他

48rrf

平成25年5月15日～5月23日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、黒 田慶一
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1)調査 に至る経緯と経 過

今回調査地は大坂城下町跡の北西部にあり、道修町通と三休橋筋が交差する地点の南西隅に当る(図

1)。現在の町名表記は道修町だが、道修町と平野町を分ける背割下水の南側に当るため、近世以降

は「平野町」だった地に位置する。一帯の陸化は早く、弥生時代後期末～古墳時代初頭頃の遺物が、本

調査地から南へ50mのOS88-82次調査地[大阪市文化財協会:,004a]や南東へ250mのOJ92-24次調

査地で見つかっている。また奈良～平安時代の遺構・遺物は、当調査地の南西90mのOJ92-22次調

査地[大阪市文化財協会2004b]などで見つかっている。豊 臣期に入ると東75mのOJ94-16次調査地

で、整 地による屋敷地の造成と、礎 石建物や土塘が見られ、南のOS88-82次調査地でも冬ノ陣焼土

層が検出されている。冬 ノ陣以降、徳川期に入っての一帯の復興は早く、徳 川初～前期にかけての遺

構や遺物が、西 40mのOJ 11- 5次調査地で確認され、骨細工関係の遺物が多く出土している[大阪市

教育委員会・大阪文化財研究所2013]。

当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査で、地下約1.9m以下で17世紀の陶磁器片が出土した

ことから、本 調査を実施することとなった。工事側が土留め工事を行った後、南端の土留め横矢板か

ら1m控えて、南北6 m,東西8mの調査区を設定(図2)し、平 成25年5月15日、調査に着手した。

人力と機械を併用しながら掘削し、遺構や地層の平面図・断面図等を作成、写真撮影して記録保存を

行った。 5月23日に現場での作業をすべて終えた。

本報告書で用いた方位は、現場で記録した街区図を、1/2500大阪市デジタル地図に合成すること

により得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP +

○mと記した。

12= 115

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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第0層

(ッ又KOI・02・

;ゞフ1ゞ 一;ス東・西木組溝

U IOO番台遺構

なお、本書の瓦以外の出土遺物の記述は、 当研究所学芸員の

第1層   小田木富慈美が行った。

【-ノ120幡 台遺構

第2a層   2)調査の結果

第2b層    1)層序(図3・4)

第0層 :層厚5～200cmの建設工事に伴う現代盛土・攪乱層で

第3層
ある。

第4層        第1層 :層厚10～20cmの炭を含む明黄褐色(10YR6/6)シルト

質中粒砂の整地層である。
第5層

第2a層:層厚5～25cmの炭 ・有機物を含む黒褐色(2.5Y3/1)

第6層       シルト質中粒砂などの薄層が集積した整地層で、西壁では遺構

図 3 地層 と遺 構 の関係 図   埋土と区別が9かな"・17世紀中～後葉の遺物を含む・
第2b層:層厚10～40cmの炭を含むオリーブ褐色(2.5Y4/4)中

粒砂質シルトの整地層である。17世紀中葉の遺物を含む。

第3層 :層厚30～60cmの明黄褐色(10YR6/6)中粒砂の自然堆積層で、弥 生土器・土師器が出土し

て い る 。

第4層 :層厚5 cmの明黄褐色(10YR6/8)細礫質粗粒砂の水平に堆積した、自然堆積層である。

第5層 :層厚10cmの黄褐色(10YR5/6)細礫質中粒砂の水平に堆積した、自然堆積層である。

第6層 :層厚10cm以上の黄褐色(10YR5/6)細～中礫の自然堆積層である。

ii )遺構と遺物(図5～9)

第3層上面遺構(17世紀前～中葉)

以下の土塘は、人為的に埋められたものである。

SK201  調査地西端に位置する南北1.2m,深さ0.4mのにぶい黄褐色(10YR5/3)中粒砂質シルトを

埋土とする土塘である。混入品ではあるが、古 代の土師器亮が出土した。

SK205  南北1.8m, 東西1.Orn, 深さ0.7mの不整楕円形を呈する土塘で、 上部はオリーブ褐色

(2.5Y4/4)シルト質粗粒砂、下部は黄灰色(2.5Y 4/1)中粒砂質シルトを埋土とする。肥前陶器・備前焼・

瓦が出土する17世紀前半の遺構で、土 師器のミニチュア羽釜1が見つかった。

SK207  南北2.4rn,東西1.8m以上、深さ0.6mの黄褐色(2.5Y5/6)中粒砂を埋土とする土塘で、17

世紀前半の肥前陶器が出土する。2は弥生土器尭の口縁部で、端部は受口状を呈する。弥生土器は下

位層からの遊離資料である。

SK208  南北0.8rn,東西0.8m以上、深 さ0.4mの有機物を多く含 む黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒

砂を埋土とする土塘で、17世紀前半以前の遺物が出土した。3は肥前陶器碗である。↓7世紀前半に属

する。4は弥生土器亮の口縁部で、頚 部が「く」字状に屈曲し、端 部をわずかに外方へつまむ。弥生時

代後期末のもので遊離資料である。他 に土師器が出土している。

SK210  第3層上面の最下部で検出した土壇で、直径1.2m,深さ0.4mの捕鉢状を呈し、 にぶい黄
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褐色(10YR5/3)中粒砂を埋土とする。土師器・須恵器片を多く含むが、近世平瓦も出土した。このほか、

SK202・203・206・209など、深 さ0.2～0.4mの土塘があるが、ゴミ穴と思われる。

第2b層上面遺構(17世紀中葉～後葉)

以下でみる塀を挟んだ両側に南北に長い土壇群が存在するが、いずれもゴミ穴 とみられる。塀 を構

成する柱穴以外の柱穴としてSP104・110・111などがあるが、建物を復元するには至らなかった。

塀 SP124・129・131からなる柱列で、芯々間は1.6mの等間である。柱穴の直径は約0.4rn,深さ0.2m
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で、SP132は柱筋からずれるが、SP124・129の中間に位置することから補助の柱穴の可能性もある。

SP124は柱穴底に石の礎板を据え、埋土は黒色(2.5Y2/1)シルトである。敷地境の塀の可能性が高く、

その場合、江 戸時代に南北の主要幹線道路の一つである三休橋筋に面しながら、平 野町通に町屋の間

口を開いていたことになる。東 ・西木組溝は何度も改修が行われ、周辺の第2a層は攪乱を受け、遺構

を検出しにくい状態にあったため、第2a層上面では確認できなかったが、塀 は東・西木組溝のちょう

ど中間に位置することから、同溝と同時期に存在した可能性が高い。

SKI 01  南北0.7m,東西1.Om以上、深 さ0.4mの不整楕円形を呈する土塘で、暗灰黄色(2.5Y 4/2)

中粒砂質シルトを埋土とする。肥前磁器のほか、土師器・瀬戸美濃焼・丹波焼・肥前陶器・中国産青

花が出土している。5は中国産青花の皿で、高台幅が広い。6は肥前磁器の染付皿である。以上は17

世紀前～中葉に属する。

SK105  南北2.Om以上、東 西0.9rn1 深さ0.3mの黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂質シルトを埋土とする土

塘で、肥前磁器のほか、土師器・肥前陶器・備前焼が出土している、17世紀前～中葉の遺構である。

7は備前焼壺である。底部は糸切りする。

SK106  南北1.8rn,東西0.9m,深さ0.3mの不整楕円形の土城で、オリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト

を埋土とし、土 師器・肥前陶器・肥前磁器・ベ トナム産青花が出土する17世紀中～後葉の遺構である。

8は肥前陶器の皿で、口縁部が輪花となる。内面に鉄絵を施し、砂 目痕が残る。

SK115  南北0.4rn,深さO.lmの小土塘で、黒褐色(10YR3/2)シルト質中粒砂を埋土とする、17世

紀中～後葉の遺構である。

SK118  調査区南東隅に位置する、南北0.4m以上、東西1.Om,深さ0.2mの楕円形の土塘で、灰 色

(5Y 4/1)中粒砂質シルトを埋土とし、肥前磁器のほか、土 師器・須恵器・肥前陶器・備前焼・中国産

青花・金属製品・牛角が出土した。17世紀前～中葉の遺構である。9は肥前陶器の皿である。

SK123  南北に長い、長 さl.2m,幅0.4m,深さ0.2mの溝状土壇で、底 部に黒褐色(2.5Y3/2)の炭

が堆積し、上部は黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂質シルトで埋まっている。軒丸瓦24が出土した。24の瓦当

文様は直線的な突線で表現したもので、上方で鋭角を成す二辺が残る。文字文か家紋の一部と思われ

る。

SK119～121  長径・短径ともに0.4 ～0.6m, 深さ0.1～0.2mで、灰黄褐色(10YR5/2) -黄褐色

(2.5Y5/3)シルト質中粒砂を埋土とする小土塘である。

SK108・113・116・128もゴミ穴とみられる。

第2a・1層上面遺構(17世紀後葉～18世紀)

東木組溝 長さ5.8m以上、幅0.25～0.30m,深さ0.2mで、杭で堰板を留め、底 板をもたない木組

溝である。埋土はオリーブ褐色(2.5Y 4/3)粗粒砂質シルトである。出土遺物は肥前磁器・肥前陶器の

ほか、土師器・須恵器・瓦質土器・備前焼・丹波焼・中国産青花・瓦 ・貝 ・砥石・金属製品が出土し

た。これらは17世紀中葉以前のものが大半であるが、一部中～後半にかかるものを含んでいる。10～

12は肥前陶器である。10は火入れである。11・12は皿で、11の口縁部には鉄絵を施す。25・26は三

葉唐草軒平瓦で、唐草はいずれも2転である。26は上部外縁に面取りを施す。
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西木組溝 長さ5.8m以上、幅0.25～0.30rn1 深さ0.2mで、杭 で堰板を留めて土留めした、底板を

敷設しない木組溝である。埋土は黄灰色(2.5Y 4/1)中粒砂質シルトである。17世紀中～後葉の肥前磁

器・肥前陶器のほか、土師器・瓦質土器・備前焼・丹波焼・中国産青花・瓦 ・砥石・数珠玉が出土し

ている。13は中国産青花の碗である。20は弥生土器で、口縁部が屈曲して外反する後期の高杯の口縁

部である。下位からの遊離資料である。

SEO4  直径1.Orn,深さl.Om以上の井戸で、瓦 を多く含む黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂で埋まる。18世

紀前～中葉の陶磁器を含む。

SDO5  河原石や花崗岩を用いた南北方向の敷石遺構を敷設するために掘られた、長さ6.0m以上、

SEO4

SKOI
SKO2

SPO9 Q

3m

1:80

図8 第2a層上面平面図

7＿＿,'＿25

て>X ?
20帥

図9 出土遺物実測図(瓦)

第2a層(22 ・23)、SK123(24)、東木組溝(25 ・26)
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幅0.8～l.Om,深さ0.2mの溝状の遺構である。機械掘削の際に、一部は石が動いたために除去したが、

石は全体的に密に詰められていた。暗 灰黄色(2.5Y 4/2)粗粒砂質シルトを埋土とする。17世紀中～後

葉の肥前磁器・肥前陶器のほか、土師器・瓦質土器・備前焼・丹波焼・中国産青花・瓦 ・木製品が出

土している。14は瓦質土器で、ミニチュアの羽釜である。

SKOI  南北1.2m以上、東 西1.4m以上の方形土壇で、焼 土を含む黄褐色(2.5Y5/3)粗粒砂質シルト

を埋土とする。17世紀後葉～末の遺物を含む。

SKO2  南北0.8m以上、東 西1.5rn,深さ0.5mの円筒形に掘り込 まれた土城で、炭の薄層を含むに

ぶい黄色(2.5Y6/4)中粒砂質シルトを埋土とする。18世紀中葉までの遺物を含む。

iii)各層出土遺物(図7・9)

第2a層 出土遺物は17世紀中葉までの国産陶磁器・土器類が大半であるが、一部は後葉にかかる。

遊離資料ではあるが、古代以前の土師器・須恵器や埴輪・弥生土器も多 く含 まれている。17～19は弥

生土器である。17は亮の口縁部である。18・19は底部である。18は内面をハケ調整、外 面に右上がり

のタタキを施す尭、19は外面にヘラミガキ調整を施し壺または鉢の底部であろう。以上の弥生土器は

弥生時代後期に属すると思われる。22は左巻き三巴文軒丸瓦で、復 元珠文数は16個。丸瓦部凹面にコ

ビキB痕が見られる。三葉唐草文軒平瓦23は下向き三葉で、唐草は2本 とも蕨手を上方に向けている。

22・23は豊臣後期によく見 られる文様だが、同范例は確認できない。

第2b層 遺物は17世紀中葉までの国産陶磁器・土器類が大半で、鉄 滓を含む。15は中国産青花の皿

で、底 部は碁笥底状を呈する。大坂本願寺期のものであろう。16は土師器の皿で、口縁部内面には沈

線を有する。8世紀頃のものであろう。

第3層 上面では肥前陶器・丹波焼が出土しており、層 内では弥生土器・土 師器が出土している。

21は土師質の飯蛸壺である。

3)まとめ

当地は平野町の町屋の奥、背 割り下水の際に当る。開発は徳川初期以降で、17世紀前～後葉の遺構

としては、敷地境の塀や溝のほか、 ゴミ穴 と見られる多くの土壇が検出された。当該地は三休橋筋に

面していながら、平 野町通に町屋の間口を開く南北の短冊形地割の可能性が高い。牛角が出土してい

ることから、角細工の職人がいた可能性がある。豊臣期に遡る遺構は見つからなかったが、近接地の

OJ13- 3次調査地では、豊 臣後期の遺構が検出されていることから、屋敷地の最奥であったため、土

地利用が遅れたと考えられる。
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中央区東高麗橋4・内平野町三丁目1における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OS13-3)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区東高麗橋4・内平野町3丁目1

576留

平成25年4月11日～7月17日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、京嶋覚
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1)調査の経過

調査地は豊臣氏大坂城の惣構西北部に位置する。上町台地の西斜面の裾は松屋町筋付近と推定され、

そこから西の大阪湾に向かって、弥生時代中期以降、沿岸トラフや浜堤が形成されており、 この地点

は古墳時代以降、比較的安定した陸地になっていたと思われる。

調査地の周辺の東横堀川と松屋町筋に挟まれた範囲ではこれまで9箇所で発掘調査が行われている

(図1)。西30mのOS87-100・90-31次調査では大坂夏ノ陣の焼土層が確認され、それ以下に三ノ

丸造成時の厚さ2m近い整地層が検出されており、それ以下では豊臣前期の遺構・遺物や古代・中世

の遺構・遺物が出土している。東30mのOS92-19次調査でも、厚 さ1.5mの整地層が確認され、上面

で豊臣後期の遺構が検出されている。また、これ以下の各層では豊臣前期や中世の遺構・遺物のほか、

古代・古墳時代後期・弥生時代中期の遺物も出土している。

さらに、調査地の内平野町通を挟んだ南側のOS93-47次調査では、夏 ノ陣で焼失した土蔵が検出

されており、厚 さ1.2mの整地層以下では豊臣前期および中世の遺構・遺物や、古墳時代の埴輪・土師

器などが出土している[大阪市文化財協会2003]。

このように、調査地周辺のこれまでの調査では、最下層で弥生時代から古代の遺構・遺物が存在し、

その後、中世の建物や井戸からなる集落が形成され、豊臣氏による築城以後、惣構普請を契機とする

整地がなされて、豊臣前期の遺物を伴う屋敷が造営されたと思われる。続いて三ノ丸造営に関わる

1598(慶長3)年の「大坂町中屋敷替」に伴う大規模な整地が行われて、新たな屋敷が造営されたが、大

坂ノ陣で広範囲に焼失したと推定される。

当地において大阪市教育委員会が行った事前の試掘調査では、南部では現地表下2.3mで、黄色砂に

図1 調査地位置図

-44,830         Y-44,81 0

X-145,450

-145,470

-145,490

1: 800

図2 調査区位置図
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よる厚い整地層が確認され、北部では旧建物の基礎工事により上部の地層は壊されていたが、現地表

面から3.2m以下に土師器や瓦器を含む地層が確認された。

この試掘結果に基づき、敷地内に東西16m1南北36mの調査区を設定し、発掘調査を行うことになっ

たが、敷地内に掘削土を仮置きする必要があるため、調査区を南北に二分し、反転掘りで調査を行う

ことになった。

4月11日から重機によりまず南半部を現地表下約2.0mまで掘削し、それ以下を、順次人力で掘り

下げ、厚い整地層上面の遺構検出および掘削、記録作業を行った。その後、時間を省くため、厚 い整

地層は重機により掘削し、そ れ以下を人力で掘り下げ調査を進めていった。 5月28日に南半部の調査

を完了した後、埋戻しを開始し、埋 戻し完了と前後して5月31日から北半部の掘削を開始した。北半

部は旧建物の基礎撤去の工事掘削によって厚い整地層は部分的に遺存するだけであったたため、それ

以下はすべて人力で掘り下げて調査を行った。

最終的に7月3日に北半部の掘下げと記録作業を終えて埋戻しを開始し、機材の撤収作業を行って

現場作業を17日に完了した。

以下にその結果を報告する。基準点および水準点の測量は国際航業株式会社に委託した。図中の方

位は座標北を基準にする。水準値はT.p.値(東京湾平均海面値)で、図中ではTP+○mと略記した。な

お、出土遺物に関する記述は学芸員小田木富慈美が行った。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地の現地表はTP+6.0mで、ほぼ平坦な地形をな

している。
- い ( ノ第2層 b ゝ(一一一

第3層
礎石

SX208 SD202 土壇列他 ▼へ～へ\ 1 /
\ 1 1 /j a σ)15 0

2〕々べ /公ノ ・ 第4層
粥5層

第0層 :近代以降の整地層および攪乱である。

第1層 :炭粒や細礫が混るオリーブ褐色(2.5Y 4/6)

細粒砂質シルトや明黄褐色(10YR6/8)細粒砂など数層

からなる徳川期の整地層である。

肥前磁器染付碗、肥前陶器碗などが本層下部で出土

している。

第2層 :黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂質シルトの整地層で、

第0層

図3 地層と遺構の関係図

攪乱が深く及んでいた北半部では確認でき

なかった。

南半部では東半部に黄褐色(10YR5/6)シルト質粗粒砂～細礫の第2a層による整地が0.1～0.4mの厚

さで施されており、その施工範囲の西端は直線的に検出された。

本層からの出土遺物には瀬戸美濃焼輪花皿、肥前陶器碗、土 師器皿・焙烙・焼塩壺などがあり、ほ

とんどが豊臣後期のものだが、肥前磁器片が少量含まれるから、徳 川後期まで下る可能性がある。

第3層:黄橙色(10YR7/8～8/6)細粒砂の層厚120～130cmの整地層で、全体的にシルト偽礫を含む。

最上部の幅20～40cmはシルトの偽礫が多く(第3a層)、北 部の東半部では最下部の幅20cmは偽礫を含

- 248 -



西壁

TP+6 0m

第0層

ぐ;;第

第3層      a

第6層

南壁

第1層
第2層

第0層
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1 : 200

10m

1 : 200

10m

図4 西壁・南壁・北壁土層断面実測図



まない細粒砂層(第3c層)となることが確認された。これは一連の整地作業の中での作業工程を示して

いると考えられる。周辺の調査成果からみて1598(慶長3)年の「大坂町中屋敷替」の際に行われた土木

工事に伴うものであろう。

遺物は非常に少ないが、古代の土器や14世紀代の瓦器椀が出土している。

第4層 :層厚70～100cmの整地層である。にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂質シルト～粘土質シルトの

第4a層、浅黄色(2.5Y7/4)細粒砂の第4b層、黄橙色(10YR8/6)細粒～中粒砂質シルトないし明黄褐

色(10YR6/6)シルト質細粒～中粒砂の第4c層、明黄褐色(2.5Y6/6) ～黄褐色(2.5Y5/6)細粒砂で直径

数cm程度のシルト偽礫を含む、南半部の土手状遺構SX208をなす第4d層、オリーブ黄色(5Y6/3)シ

ルト偽礫混り粗粒砂～細礫の第4e層に分けられる。第4a層は全域に分布する層厚10～20cmの整地層

で、上面はでこぼこしている。南半部西側は第4e層の整地を掘り込んだ後に、第4d層で土手状の盛土

を行い、その西側を第4b・4c層で埋めた様相を呈している。第4e層は層厚10～60cmで、この段階の

当初の整地層である。

第4e層上面では礎石建物・土塘などが検出されたが、全体を覆う第4a層上面は平坦ではなく、屋敷

などが廃絶した後、一定期間、荒廃した状況で整地層が擾乱された様相を呈していた。

第4層からは中国産色絵碗・青花皿、瀬戸美濃焼折縁皿・ソギ皿・丸皿・向付、備前焼鉢・大平鉢、

産地不明陶器皿など豊臣前期の遺物が出土した。

第5層 :灰黄褐色(10YR4/2)細礫混りシルト質細粒～細粒砂質シルトの作土層である。下位層を母

材としており、上面で東西方向の溝や土塘が検出された。中国産磁器青花皿・青磁皿、中国産褐釉陶器、

瀬戸美濃焼天目碗・丸皿など、豊臣前期までの16世紀代の遺物が出土している。

第6層:少量のシルトが混る暗褐色(10YR3/4)細粒砂からなる下位層上部が土壌生成した部分であ

るが、遺存している範囲はわずかである。

本層上面で室町時代の羽釜や曲物を井戸側にした井戸や土壇、本層内から古代土器を少量出土する

不整形の土塘などが検出された。

第7層:上部は黄褐色(10YR5/6)細粒砂～中礫層で、下位の海浜堆積層が陸化して擾乱された後浜

の堆積層である。下部は褐色(10YR4/6)極細粒砂、粗粒砂、細礫などが平板状斜交層理からなる波打

ち際の上部外浜～前浜堆積層である。調査区北部では、南から北に低く傾斜しており、北から打ち寄

せた波で形成され、調査区南部では、東 から西に緩く傾斜しており、西から打ち寄せた波で形成され

たと推定される(註1)。

本層からは遺物は出土しなかった。

ii )遺構と遺物

a.中世(図5～7・9)

第7層の上面で第6層上面からの井戸や土壇、第6層を埋土とする土塘等が検出された。古代の

遺物は出土するが、時期を限定できる遺構はない。時期が確定できるのは井戸SE301～303、土壇

SK304などで、いずれも中世の遺構である。

南部で検出されたSE301は井戸側に土師器羽釜を用いた井戸で、 一度作り替 えられている。
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Y-44,83川

SE301 bは、最 下部に直径約30cmの曲物による水溜を設け、それ以上は土師器羽釜を積む。 3段分

検出された。掘形は最終的に直径1.6mとなり、深 さはl.Omである。底面の標高はいずれもTP+0.7

mである。掘形の埋土はシルト質細粒砂～細礫である。当初の井戸SE301aは曲物だけ残されており、

羽釜はSE301bに再利用されたと推定される。

SE301からは中国産青磁のほか、土 師器・須恵器・黒色土器・瓦器・常滑焼・瓦 ・砥石が出土して

いる(図6)。1は上部から出土した中国産青磁の皿で、龍泉窯系である。内面には櫛目文を施す。底

部外面は釉を掻き取っている。2～4は土師器である。2は皿で、口縁端部をつまみ上げている。3・

4は羽釜の口縁部である。5～7は瓦器である。5・6は椀で、いずれも底部内面に平行線状のヘラ

ミガキを施す。7は三足の羽釜である。8～10は井戸

側の最上段～3段 目に使用されていた土師器羽釜であ

8-145.460 る。いずれも口縁部が短く外反し、体 部内外面をナデ

で仕上げる。内外面には煤が付着し、使 用後に底部を

割って転用したものである。ほかに同様に転用された

羽釜1個体が出土している。11は平瓦で、凹面に布目

圧痕、凸面に縄目タタキ痕が認められる。以上は瓦器

椀の年代観から13世紀初頭～前葉に属するものであろ

う。なお、埋 土の上部には14世紀の遺物が含まれる。

SE302はSE301の1.5m東で検出された。 2段分の

曲物の痕跡が確認された井戸で、最下部の曲物は直径

30cm, その上の曲物は直径約45cmと推定される。掘

形最上部は直径1.5mであるが、曲物以上は井戸側の抜

き取 り穴で、埋 土は少量のシルトを含む細粒～粗粒砂

である。底 面の標高はTP + 0.45mである。底 から30

145、470

cm上で瓦器椀・皿が出土した。

O

1 : 200

図5 第7層上面平面図

-145,480   SE302からは中国産青磁・褐釉陶器および、土師器・

須恵器・瓦器・常滑焼などの国産陶磁器類、瓦・土

錘・滑石製品・金属製品のほか、古 代の土師器・須恵

器や弥生土器片が出土した(図7)。24は中国産褐釉陶

器で、縦方向の把手を有する四耳壺である。肩部の張

りが強く、口縁端部は内傾する。外面および口縁部内

面に褐釉を施し、肩 部に粘土の剥離痕がある。胎土に

は少量の砂粒を含む。同様の四耳壺は類例に乏しいが、
一145,490

。」    全体の形態は博多周辺で出土する12～13世紀の壺に類

似する[森本朝子1990]。25は東播系須恵器のこね鉢で

ある。26～28は瓦器である。26は皿で、内面に粗いへ

- 251 -



ラミガキを施す。27・28は椀で、いずれも内面に粗い圏線状ヘラミガキを施す。高台は低く、径 が小

さい。29・30は常滑焼で、片 口鉢の口縁部と底部である。31は小型の管状土錘である。これらのうち

27・28・31が曲物内下部からの出土である。以上は13世紀中葉に属するものであろう。

SE303はSE301の北0.5mに近接する、最下部に直径約30cmの曲物を置いた井戸で、掘形は直径約1.7

mであったと推定されるが、これも井戸側抜き取り時の掘形である。底面の標高はTP + 0.7mである。

これらはいずれも近接し、SE301bのみに羽釜が残されていたことから、一連の井戸の作り替えを

示している可能性がある。南側のOS93-47次調査でも五輪塔や土師器羽釜・曲物などを用いた12世

紀中頃から↓5世紀後半の井戸が6基検出されており、そ のうち5基は近接して密集していた。 また、

西側の0587-100・90-31次調査でも9～15世紀の16基の井戸が検出されている(図15左上)。

1:6(8～10)

30cm      O          10

1:4(1～7・11)

図6 各遺構出土遺物実測図(1)

SE301( 1～11)

20cm

≦ z1
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SK304は北半で検出された直径約2.0m,深さ0.5mの土城である。廃棄土塘と思われるが、南半で

検出されたような井戸で、底の水溜も破壊された可能性もある。この南でSK305を検出した。南北2.3

m1 東西2.0m,深さ0.2mの浅い土壇である。

SK304からは中国産白磁・青磁・褐釉陶器のほか、土師器・須恵器・黒色土器・瓦器・瓦 ・滑石製

品および古代の土器が出土している(図7)。12は中国産青磁碗の底部で、高台内は無釉である。13・

14は土師器である。13は皿で、灯火具として使用している。14は奈良時代の杯で、内面には暗文を施す。

18

24
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15～17は瓦器である。15は皿である。16は椀で、内面には粗い圏線状ヘラミガキと平行線状ヘラミ
ガ

キを施す。17は羽釜の口縁部である。18は平瓦である。19は滑石製の温石である。以上は奈良時代
の

14を除き、瓦 器椀の年代観から13世紀前葉に属するとみられる。SK305からは13世紀以降に属する
土

師器・瓦器のほか、古代の土師器・須恵器・黒色土器が出土している(図7)。20は土師器の皿で、
口

縁端部を内側へつまんでいる。21・22は須恵器杯Bの蓋および杯Aである。23は黒色土器B類の椀片で
、

内外面にはヘラミガキを施す。 これらは、24・22が8世紀後半、23が且～12世紀、20が12世紀後
半

に属するものであろう。以上は遊離資料とみられる。

上記の土塘は、いずれも出土遺物から13世紀前半である。

Y-44,8301 ー44,830

X-145,460

礎
石
建
物

SD203

145,470

一145,480

SD202

145,480

SX208

第5層上面 第4e層上面

1 200

10m

-145,490

5           10m

SK207
X-145,460

図8 第5・4e層上面平面図

Y-44,820
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SK306は南半北西隅で検出された土壇で、奈良時代の土師器杯Aや瓦器椀のいずれも細片が出土し

ている。

b.大坂本願寺期～豊臣前期(図8左)

第5層上面では耕作に伴うと推定される東西方向の段や小溝、土塘などが検出された。出土遺物は

極めて少ないが、後述のとおり、第 5層からは16世紀～豊臣前期までの遺物が出土している。

南側のOS93-47次調査でも、当該期の地層である第10層上面でL字状に曲がる溝や、畠の畝間溝

とされる東西方向と南北方向の溝群が検出されており、やはり耕作地になっている。これらは現在の

地割に近い方位を示している。その西側に南北方向の土手状遺構SXIOOIが検出されているが、これは、

後述する第4e層上面のSD202西側で検出された第4d層による土手状遺構SX208と一連の遺構と思わ

れる(図15右上)。

SE301

SE301b

SE301a

TP-H.5m

にふい黄褐色(10YR4/3)細礫混りシルト質細粒砂

黄褐色(10YR5/6)細粒砂(シルト少量含

にぶい黄褐色(10YR5/4)細礫混り細粒～粗粒砂

褐色(10YR4/4)粗粒砂～細礫〈第7層

褐色(10YR4/4)シルト質細粒砂

SE302

N TP+2.0m

十1,○m

にふい黄褐色(10YR4/3)細礫混りシルト質細粒～粗粒砂
里褐色(10YR3/2)細粒砂質シルト
具褐色(2 5Y3/2)～オリーフ褐色(25Y4/3)シルト質細粒～中粒砂
暗灰黄色(25Y 4/2)細粒砂質シルト(下部に細粒砂多い)
黄褐色(10YR5/6)細粒砂(シルト少量含む〉
にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質粗粒砂～中礫
里褐色(10YR2/2)暗褐色(10YR3/3)粗粒～細粒砂
褐色(10YR4/4)オリーフ褐色(2 5Y4/3)シルト質細粒～粗粒砂
にぷい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒～粗粒砂
褐色(10YR4/4)粗粒砂(第6層)

SE303

TP+10m

+0.5m

褐色(10YR4/4)シルト質細粒～中粒砂

暗褐色(10YR3/3)シルト質細粒砂

にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質細杖砂

SK304 NTP+20m s    SK305 N
TP+2am

。1.. -ゝQ具二;ア'。1..
.暗褐色(10YR3/4)シルト質細粒砂

.暗褐色(10YR3/3)シルト質細粒砂

:褐色(10YR4/4)シルト質細粒砂

黄褐色(10YR5/6)細粒砂

1 暗褐色(10YR3/3)細粒砂質シルト

2 暗褐色(10YR4/4)細礫混り細粒～粗粒砂

3 褐色(10YR4/6)中粒～粗粒砂(第6層〉

- っ SK204  TP+3 0m

十25m

オリーブ褐色2.5Y4/3粗粒砂～細礫混り粘土質シルト
暗オリーブ掲色2.5Y3/3細礫混りシルト質細粒砂
:暗褐色10YR3/4粗粒砂～細礫(粘土偽礫含)

SK207      TP+3 0m

黄褐色25Y5/4極細粒砂質シルト
(粘土質シルト偽礫含む)

黄褐色25Y5/6tJ細粒砂質シルト

2m

1:50

SK205   TP+3 am

黄褐色(25Y5/5)細粒～中粒砂質シルト
暗灰黄色(2 5Y4/2)粗粒砂～

細礫混り粘土質シルト
暗オリーブ色(2 5Y3/3)中粒～粗粒砂質シルト

2～ /    +25m

1 里掲色10YR2/3細礫混り細粒砂質シルト(炭粒多く含む〉
2 オリーブ掲色25Y4/3シルト質細粒～オ且粒砂

SD202

3am

浅M色(25Y7/4J 粒～中粒砂     第5層        +2 0m
明黄褐色(25Y6/6)細粒～中粒砂
灰黄褐色(10YR4/2)シルト質細粒砂

黄褐色(25Y5/4)細粒砂～シルト質細粒砂(細粒砂偽礫含む)
暗灰黄色(25Y4/2)シルト質細粒砂
黄褐色(2 5Y4/2)～にふい黄色(25Y6/4)細粒砂

～シルト質細粒砂(粗粒砂少量含も)

図9 中世・豊臣前期遺構平・断面図
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c.豊臣前期(図8右 ・9・10)

第4e層上面で溝・土塘・礎石建物などが検出された。

南半部の第4d・4e層上面で検出されたSD202は幅2.5～3.3rn,深さ0.7mの南北溝で、調査区中央

付近で終わっており、長 さ約16mを確認した。埋 土の最上部は窪んで溝状をなし、焼 瓦を多く含む瓦

が廃棄されていた。SD202からはコンテナバット8箱にのぼる多数の瓦のほか、朝鮮半島産白磁・土

師器・瓦質土器・備前焼・金属製品・銭が出土した。36・37は三巴文の軒丸瓦で、珠 文数は11である。

瓦当の同じ位置に2箇所の范傷があり、同范である。これらと同范の瓦は大坂城跡の堀からも出土し

ている[大阪府文化財センター2006]。38は唐草文の軒平瓦である。中心飾は先端が下を向く桐文であ

る。大坂城跡ではこれまで出土例がない。

この東側には井戸や不整円形の土塘などが密集して検出されたが、南 部では部分的に厚さO.lmほど

の整地がなされており、中国産白磁・青花のほか、土 師器・備前焼・瓦・壁土・金属・貝が出土した(図

10)。32は中国産青花の皿で、内外面に圏線を巡らす。底部内面は輪状に釉剥ぎし、高台は露胎である。

33～35は土師器の皿である。33はへそ皿の系譜である。34は灯火具として使用しており、体部内面に

〈Cこ」レぞ   ゙【Eノ'44

印43

図10 各遺構出土遺物実測図(3)

南東整地部(32～35)、SD202 (36～38)、SE201(39)、SK204(40・41 ) 、SK205(43)、SK206(44～46) 、SK207(42)
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段をもつ。35は口縁部が広がり、口縁端部内面をつまむものである。

SE201は直径約1 m,深さ2.1m以上の井戸である。中国産白磁・青磁・青花のほか、土師器・瓦質土器・

備前焼・瀬戸美濃焼・瓦 ・花崗岩が出土した。39は瀬戸美濃焼の灰釉を施す折縁ソギ皿である。器 高

が高く、底 部内面を内禿とし、高台内には輪トチ痕が残る。

また、SD202の西側には第4e層上に第4d層を盛って造成された土手状遺構SX208があり、そ の西

側は第4b・4c層で整地され、異なる屋敷地となる可能性が高い。また、SD202の北端部付近から東

に幅0.4mの小溝SD203が直角に延びており、東側屋敷地の北を画していると推定される。

北半部は第4e層上面が遺構面となる。SD202の延長上に畦状遺構や土塘列があり、その東側には小

型の礎石が分布し、溝 や畦状遺構・土城列と同じ方向性を持つ建物になるとみられるが、抜 けている

礎石があるため、その間隔は規格的な配置を残していなかった。

これらの遺構の方位は、現在の地割とは異なる正方位に近いもので、南側のOS87-100次・93-

47次調査の当該期の諸遺構の方位と共通している(図15左下)。

土城列のうちSK204からは土師器・瀬戸美濃焼・瓦が出土した。40・41は瀬戸美濃焼である。40

は灰釉を施す皿で、底部内面を輪状に釉剥ぎし、中央に菊花文の刻印を施す。41は鉄釉の天目碗である。

底部外面には鉄錆を施す。また、SK205からは朝鮮半島産陶器のほか、土師器・瓦質土器・瀬戸美濃焼・

瓦・銅製品が出土した。43は瀬戸美濃焼で、灰釉を施す茶入れである。

礎石群とその南を画するSD203の間には直径1.2mのSK206があり、土師器・瀬戸美濃焼・備前焼・

瓦・土製品・金属製品・貝が出土した。44・45は土師器の皿である。44は底部中央が窪むへそ皿であ

る。45は口縁部がやや厚く、底部と体部の境は緩やかに屈曲する。46は瀬戸美濃焼の皿で、鉄 釉を施

す。底部内外面には輪トチ痕が残る。

また礎石建物の北端のSK207は直径1.2mで、土師器・瀬戸美濃焼陶器・瓦 ・金属が出土した。42

は瀬戸美濃焼の鉄釉を施す天目碗である。

この土塘の東側の第4d層上面で土師器小皿が多数重なって出土したが(図14-89～92)、調査区北壁

際であったため、遺構の形状は不明である。以上はいずれも豊臣前期の遺構である。

上記の生活面全体を第4a層が薄く被覆するように堆積しており、上 面は小さな凹凸が多く見 られ、

顕著な遺構は認められなかった。第4b～4e層上面で検出された遺構群は複数の屋敷地を構成するも

のと考えられるが、いずれも第3層の大規模な盛土工事の段階にはすでに廃絶し、一定期間荒廃した

環境下で形成された第4a層で遺構面が不明瞭になっていた。これに類似した状況は周辺の調査地でも

確認されており、第 3層の盛土工事を契機に屋敷地が廃されたのではなく、それ以前の別の要因で廃

絶した可能性が高い。

これまでの周辺調査によれば、第3層の盛土は三ノ丸造成と同時に行われた1598(慶長3)年の「大

坂町中屋敷替」に際しての土木工事と考えられるため、その2年前の1596(慶長元)年に発生した「慶長

伏見大地震」により被災して廃絶した可能性を考えることができる。第 4層での地層の変形や火災痕

跡は顕著でなかったが、まとまって廃棄された瓦群に焼けたものが少なからず含まれており、家屋倒

壊や火災などにより、周辺一帯はすでに居住域としては放棄され、荒廃していたと推定される。そ う
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した地域が新たな屋敷地として再開発の対象になったと考えたい。

d.豊臣後期以降(図11・12)

1598(慶長3)年の「大坂町中屋敷替」に際して施工された第3層の盛土上に、第2層の屋敷地造成時

の薄い整地層がある。この第2・3層は北半では攪乱によりほとんど遺存してぃなかったが、南半部

では礎石・井戸・土塘・溝・集石遺構などを検出した。ただし、この面で検出された遺構は第2層以

上の各層準からの遺構が混在する。

調査区南西部のSE101は直径2.lm,深さは1.5m以上の井戸である。井戸側は抜かれて無かった

が、掘形の西肩部に花崗岩の砕片の分布が広がっており、石敷きになってぃた可能性を示してぃた。

SEIOIからは中国産青花をはじめ、土師器・備前焼・丹波焼・肥前陶器・瓦・金属のほか、古代の須

恵器が出土した。48・49は肥前陶器の碗である。49は口縁部が短く外反する内野山系の碗である。50

SEIOI

TP+4.○m

+3.0m

1

2
3

4

5

6

7

8

9

10
U

オリーフ褐色(25Y4/3)細粒砂質シルト(炭、貝含む)

黄褐色(25Y5/3)シルト質細粒砂

灰黄褐色(10YR4/2)シルト～細粒砂質シルト

にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒～中粒砂質シルト

黄褐色(25Y5/4)シルト質細粒砂

褐色(10YR4/4)シルト質細粒砂(細礫含む)

明黄褐色(10YR6/6)細粒砂(シルト偽礫含む)

オリープ褐色(25Y4/6)シルト～細粒砂(シルト偽礫含む)

黄褐色(25Y5/6)シルト質細粒砂(細礫含む)

黄褐色(25Y5/6)シルト質細粒砂

黄褐色(25Y5/4)細粒砂質シルト

SE102

TP+25m

十2 0m

にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒～中粒砂質シルト(細～中礫・瓦含も〉

褐色(10YR4/4)シルト質細粒砂

黄褐色(10YR5/6)細粒砂

SD103   TP+4 5m

黄褐色(25Y5/6)シルト質細粒砂〈炭多く含む)

暗褐色(10YR3/4)細粒砂質シルト(粘土偽礫含む)

オリーフ褐色(25Y4/4)細礫混り細粒砂質シルト(炭含む)

オリーブ褐色(25Y4/6)細粒砂質シルト(炭、焼土少量含む)

TP+4.5m

8 80105、
工!クr+4.0m

オリープ褐色(25Y4/6)細粒～中粒砂質シルト(焼土含も)

黄褐色(25Y5/3)細礫混り細粒砂質シルト(炭含む)

オリーフ褐色(25Y4/4)シルト質細粒砂

暗灰黄色(25Y4/2)粘質シルト〈炭含も)

黄褐色(25Y5/4)シルト質細粒砂

SK109    WTP+45m

+4.0m

明黄褐色(2 5Y6/6)シルト質細粒砂(シルト偽礫含む)

暗灰黄色(2 5Y4/2)細粒砂質シルト(炭、焼土含む)

SKIIO   刊 幼

暗掲色(10YR3/3)細粒砂質シルト(炭多く含む〉

黄褐色(2 5Y5/6)シルト質細粒砂(炉壁・粘質シルト偽礫含む)2

明黄褐色(10YR6/6)細粒砂(第3層

TP+45m

SK112

オリーブ褐色(25Y4/3)シルト質細粒～中粒砂

ないし細礫7昆り細粒砂質シルト(炭多く含む)

黄褐色(2 5Y5/4)シルト質細粒砂

-8 SK113   WTP+45m

'≦プ咥二】コニ=1 +4 0m
里褐色(25Y3/2)細粒砂質シルト〈炭多く含む)

暗灰黄色(25Y4/2)細粒砂質シルト(粘土偽礫含む)

オリーブ褐色(2 5Y4/4)シルト質細粒砂(加工時)

図12 豊臣後期以降遺構断面図

1:50
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～53は土師器である。50～52は皿で、いずれも灯火具として使用している。50・51は体部外面から底

部をユビオサエで仕上げており、52は慎櫨仕上げで底部を糸切りする。53は焙烙である。体部外面に

はタタキメが認められる。これらは17世紀前半に属する。

SE102はSE101を切る直径1.7m,深さ2.5m以上の井戸で、土 師器・中国産青花・肥前陶器・肥前

磁器・瓦が出土した。59は肥前白磁の皿で、底部を碁笥底状に削り出している。底部下端は露胎とす

るが、高台内は施釉している。60は土師器皿である。底部は丸底ぎみに仕上げている。61は丸瓦で、

凸面には隅丸方形枠内に「榎木作弥三左門」の刻印を施す。この刻印は、堺 の瓦資料より1650(慶安3)

年頃の資料であることが知られており[嶋谷和彦2003」、遺構の年代を示す。

南半部では、西 をSD103・104で、北をSD105で、南を小石が散布するSD106で、東は第2a層の

整地層下面で検出された溝で区画された、南 北11m1 東西7～ 8mの範囲の敷地が想定され、その中

では後述のように土壇等が検出されたが、いずれも17世紀前半以降の遺物を含んでおり、1615(慶長

20)年の大坂夏ノ陣以降のものである。一方、溝からはSD103には焼土が含まれ、出土遺物も細片の

みだが豊臣期に限定されるため、敷地が第2層の整地で造成されたのは豊臣後期まで遡る可能性が高

い。SD106の南側で、現 在の道路に近い範囲には焼土面が良く残 り、礎 石や備前焼の大尭が潰れた状

態で出土しており、 この部分が道に面した土間であったことを示唆している。

上記の屋敷区画が示す方位は、南側のOS93-47次調査の豊臣後期の建物と共通しており、現 在の

道路と同様の方位である(図15右下)。

SK109・110は調査区南端で検出された土塘で、いずれも焼土や壁片が含まれ、 SK109からは中国

産青花のほか、土師器・丹波焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器・肥前磁器・瓦 ・鋳造関連遺物・焼壁・金属・

骨・貝 ・石 ・焼土が出土した。54は中国産青花の皿で、口縁部が輪花となる。焼成が悪く、胎土は陶

器質に近い。類例に乏しく、時期は不明である。55～57は肥前陶器である。55は碗である。56は鉄絵

を施す変形皿で、内面には胎土目痕が残る。57は皿である。58は丹波焼の捕鉢で、摺 り目は1条を1

単位とする。また、SKIIOからは中国産磁器のほか、土師器・備前焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器、焼 け

た瓦・壁土、銭 が出土した。47は中国産青花の大皿で、滝州窯産である。口縁部はやや内湾気味に広

がる。高台には砂が付着する。徳川初期であろう。

調査地中央付近に分布する土壇祥は鉱滓や炭粒を含む埋土であり、一 辺1.Omの方形土壇である

SK111からは中国産磁器のほか、土 師器 ・瓦質土器・丹波焼・備前焼・肥前陶器・肥前磁器など国産

陶磁器類、瓦 ・鋳造関遺物・金属製品・貝 ・骨が出土した。62は肥前磁器の染付碗である。口縁部が

直線的に立ち上がる。63は肥前陶器の碗で、内野山系である。64は特徽的な灰オリーブ色の藁灰釉を

全面に施し、高台には砂が付着する。体 部下半が屈曲する。萩焼であろう。65は細羽口である。孔径

は約2.5cmである。66は金属加工や鋳造などに関連するとみられる土製品で、平底の底部を持ち、体

部が筒状を呈する。外面にはガラス質が付着する。周辺で数多く出土例はあるが、用途は不明である。

以上は17世紀前～中葉に属する。

SK112からは土師器・瓦質土器・備前焼・丹波焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器・肥前磁器・瓦 ・金属製

品・貝 ・石のほか、SK1 11出土の66と同様の土製品が出土した。67は肥前磁器の染付碗である。外面
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1:2(71)1:4(47～69)                                   1:1(72)

図13 各遺構出土遺物実測図(4)

SE101(48～53)、SK109(54～58)、SKIIO(47) 、SE102(59～61)、SK111(62～66)、SK112(67～70)、SKI 13(71)、SKI1 4(72)
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には多重の圏線を施す。68・69は肥前陶器の碗である。70は土師器の皿で、灯 火具として使用してい

る。底部外面中央が黒色に変化している。以上はⅠ7世紀中葉のものである。

SK113からは17世紀前～中葉の土師器・備前焼・肥前陶器・石製品や、66と同様の土製品が出土し

たほか、骨製の棹秤の棹71が出土している。また、SK114からは土師器・肥前陶器・肥前磁器のほか、

鋳造関連遺物・鉱滓・銭 ・瓦 ・貝が出土しているが、銅銭の「長年大賓」72が出土している。848(嘉祥

元)年に日本で鋳造、発行された銭貨で、皇朝十二銭のひとつである。下位層からの遊離資料であろう。

e.各層出土遺物(図14)

第6層 層内からは弥生土器・土師器・須恵器のほか、古 代の製塩土器が出土している。上面では

中国産青磁・備前焼などが認められた。73は中国産青磁の碗底部である。74は備前焼の捕鉢である。

内面には斜め方向の摺り目が認められる。

第5層 中国産陶磁器のほか、土 師器・須恵器・黒色土器・瓦器・瓦質土器・備前焼・常滑・瓦 ・

金属・石製品が出土している。75は中国産陶器で褐釉を施す壺である。口縁部は短く外反し、内面に

は丸い目痕が複数残る。眉部外面には2条の沈線が認められる。博多では13世紀代の出土例が見られ

る[森本↓990]。76は中国産ないしは朝鮮半島産青磁の皿である。口縁部は緩やかに外反し、底 部内面

に沈線を施す。77は中国産青花の皿である。内面には獅子文を施し、高 台内に「福」字銘がある。78・

79は瀬戸美濃焼の丸皿である。以上は75以外は豊臣前期までの16世紀代に属するものである。

第4層 中国産陶磁器・朝鮮半島産陶磁器のほか、土師器・瓦質土器・備前焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器・

信楽焼・軟質施釉陶器など国産陶磁器・土器類、瓦 ・鋳造関連遺物・金属製品・銭貨・貝が出土した。

80・81は中国産磁器である。80は色絵の碗底部で、内面には花文を施す。81は青花の皿で、器壁が薄い。

82は朝鮮半島産白磁とみられる皿である。目痕は底部内面の4箇所に認められる。灯火具として使用

している。83～86は瀬戸美濃焼である。83は折縁皿、84は折縁ソギ皿で、いずれも灰釉を施す。85は

灰釉の丸皿で、灯火具として使用している。86は鉄釉を施す向付である。87・88は備前焼である。87

は半筒形の鉢である。88は大平鉢である。89～92は土師器皿で、いずれも第4a層上面の土器溜から出

土した。口縁端部をわずかにつまんでおり、口縁部外面にはナデを施す。 これら第4層出土遺物は豊

臣前期に属するものである。

第3層 中国産磁器・土師器のほか、古 代～中世の遺物が出土した。出土遺物の量は少ない。

第2層 土師器・瓦質土器・中国産磁器・備前焼・瀬戸美濃焼・丹波焼・肥前陶器・瓦 ・金属製品・

鋳造関連遺物・石製品が出土した。93は瀬戸美濃焼で志野の菊皿である。94・95は肥前陶器碗である。

96～98は土師器である。97は焼塩壺で、口縁部が短く直立する。98は焙烙で、体 部外面にはタタキメ

が認められる。これらは豊臣後期に属するものであろう。96は皿で、底 部が丸みをおびることから徳

川期に下る可能性がある。

第1層 17世紀中葉以降の肥前磁器・肥前陶器のほか、土師器・瓦質土器・瀬戸美濃焼・備前焼・

丹波焼・瓦 ・金属製品などが出土した。99は肥前磁器の染付碗で、外 面には1重網目文を施す。100

は肥前陶器で、内野山系の碗である。
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裏献

87

97

20cm

100

図14 各層出土遺物実測図

第6層(73・74)、第5層(75～79)、第4層(80～92)、第2層(93～98)、第1層(99・100)
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図15 周辺調査地との関係

264



3)まとめ

今回の調査では、中世から徳川期まで東高麗橋周辺の既存の調査成果と連続する遺構群が検出でき

た。中世の遺構群は、建物遺構は確認できなかったものの、この付近に集落が形成されていたことを

示唆しており、渡辺津周辺の中世都市の一端をなしていたと考えられる。

中世末期に耕作地となっていた当地は、豊 臣前期頃に第4層の整地工事が行われ屋敷地が形成され

ている。大坂城築城に伴い、東 横堀の掘削による土砂を利用した土地整備が行われ、屋敷地が形成さ

れたと推定される。この屋敷地は正方位に近い地割であったが、1596(慶長元)年の「慶長伏見地震」に

より倒壊・延焼して廃絶した可能性があり、当地は一定期間荒地として放置されていた状況が窺えた。

当地から北浜にかけて広範囲で確認されている、1598(慶長3)年の「大坂町中屋敷替」による大規模

な盛土工事は、こうした荒地を1m余り地上げして惣構内を再整備するものであった。豊臣後期以降

の屋敷地内の建物遺構は確認できなかったが、屋 敷地の方位は現在の地割に近いもので、この段階で

新たな地割が施行されたことが確認できた。

以上、今 回の調査では中世から豊臣期まで各時期の多くの成果が得られ、当地周辺の歴史復元の作

業に新たな知見を加えることで大きく寄与できたとえいる。

註)

1)大阪市立自然史博物館学芸貝の中条武司氏に現地でご教示いただいた。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2003、『大坂城跡jⅦ

大阪府文化財センター2006、「豊臣後期の遺構と遺物」:『大坂城跡』Ⅲ、pp.313-349

鴫谷和彦2003、「堺瓦の生産と流布」:関西近世考古学研究会編『関西近世考古学研究』xi, pp.ios-iis

森本朝子1990,「輸入陶磁一第三期の推移を中心に一」:日本 中世土器研究会編『中近世土器の基礎研究』Ⅵ、pp.272

-281
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中央区松屋町1-1における建設工事に伴う
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区松屋町1-1

90箱

平成25年6月3日～6月8日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、清水和明・大庭重信
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1)調査の経過

本調査地は、上町台地西縁に沿って南北に続く松屋町筋と、台 地を横断する東西道の長堀通が交差

する松屋町の交差点から約100m北で、松 屋町筋の東に面している。一帯は豊臣氏大坂城の惣構西南

部に当るが、これまで当遺跡内の付近の調査には約100m東に位置するOSO6-1次調査地があり[大

阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008]、17世紀前半の土採り穴が見つかったほか、そこから円筒

埴輪も出土している。一方、東横堀川を挟んで南西200m付近には17世紀前葉に泉屋理兵衛(住友友以)

が開いた銅精錬所跡があり、住友銅吹所跡の発掘調査が行われている[大阪市文化財協会1998]。東横

堀川はもともとが上町台地西縁を北へ向いて元の淀川(現大川)へつながる谷筋を開削したと考えられ

ており、住 友銅吹所跡の調査では古代から中世にかけては湿地ないし耕作地であったことが判明して

いる。当該地における本格的な開発は、豊臣秀吉による1594(文禄3)年の大坂城惣構工事に伴う東横

堀川開削工事および徳川期に入って1619(元和5)年に始まった長堀川開削工事による市街地の拡大に

よって始まったと考えられよう。

このように本調査地は東横堀川、住 友銅吹所跡に近く、豊 臣～徳川期の近世初頭における一帯の開

発状況を明らかにする期待がもたれた。平成25年4月25日に敷地内の東西2箇所で大阪市教育委員会

による試掘調査が行われ、現松屋町筋とほぼ同水準の西部試掘壇では現地表下0.6m付近以下で近世の

遺構・遺物が確認されたことから本調査を行うこととなった。6月3日から重機による機械掘削を開

始し、現 地表面下0.6m付近以下を人力によって調査した。その結果、豊 臣期に遡るとみられる遺構の

ほか、17世紀後葉から18世紀代にかかる徳川期の遺構を検出し、図面・写真による記録作成を行って

6月8日に発掘作業を終了した。途中、Magellan社製ProMark3による基準点のGPS測量を行った。

以下にその結果を報告する。方位は上記測量による世界測地系に基づく座標北を基準とした。標高

はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

L    坤^→  j1(、 "  一"・""
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第0層 2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査区の現地表面はおよそTP + 6.6mであるが、

調査地の敷地東部は同約11.Omで4m以上高く、上

町台地の西縁斜面から沖積地にかかる地形の変換点

付近に当っている。調査区東部は現代の盛土直下で

段丘構成層の第8層が堆積しているが、東端から西

み   へ2.8m付近からは、同層を深さ0.8m程度掘り込み、

第8層   内部には第7層以上が堆積している。10m付近から

は西へ低くなる第8層上面の傾斜がややきつくなり、

第6・7層が堆積しているが、第5層以上はわずか

」3 い層,遺構。関係図       に西へ低くなるもののおおむね水平に堆積している。
以下、調査区南壁地層断向の観察結果を記述する。

第0層 現代の整地層で、層厚は30cm程度である。

第1層 オリーブ褐色(2.5Y 4/3)～灰オリーブ(7.5Y6/2)細礫混り中粒～粗粒砂層で、層厚は80～

100cmになる整地層である。上面で石垣01をはじめ17世紀末から19世紀前葉にかけてのさまざまな遺

構が検出された。

第2層 暗灰黄色(2.5Y5/2)細礫混りシルト質中粒砂層で、層厚は10cm程度の整地層である。やや

暗色化している。上面でSKO8が見つかり17世紀後葉の遺物が出土している。

第3層 オリーブ黄色(5Y6/3)～黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒～中粒砂層で、層厚は20～30cm程

度の整地層である。

第4層 炭混り砂ないしシルト偽礫を含む炭および炭混り粘土層で、層厚は5～10cmの整地層であ

る。西側ほど厚く、中央付近から東側には堆積していない。上面の遺構からは瀬戸美濃焼天目碗が出

土したほか、本層内からは豊臣期以降の土師器皿4(図7)や瀬戸美濃焼筒形碗5のほかに肥前陶器や

鋳型が出土しており、豊臣後期～徳川初期と考えられる。

第5層 灰色シルト質極細粒砂偽礫・焼土偽礫を含む黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂層で、層厚は30cmの

整地層である。層内から鋳型片が多く出土し、また上面の一部が焼けて赤色化している。

第6層 上部はにぶい黄橙色(10YR7 /2)中粒砂質シルト層、下部はにぶい黄橙色(10YR6/3)シル

ト質粗粒～極粗粒砂層で、層厚は40cmの遺構埋土(SK32)である。混入品である古代の須恵器杯蓋1

や瓦器椀などが出土しているが、下位の第7層の年代から、やはり豊臣期～徳川初期に収まる。図7

の掘込みは本層上面の土木工事に当る。

第7層 黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒～粗粒砂層で、層厚は40cmの遺構埋土(SK33・34)である。

瀬戸美濃焼天目碗2のほか、細片ながら朝顔形埴輪とみられる埴輪片も出土した。

第8層 東側は灰白細粒砂～細礫、西側は明褐灰色(7。5YR7/2)粗粒～極粗粒砂層で、自然堆積に

よる段丘構成層である。東部では、西へ急角度で落ち込む断層の滑り面が連続して確認できる。

一 270



ii )遺構と遺物(図5～10)

調査区は上町台地西側斜面の裾付近に当る。豊

臣期～徳川初期に裾の末端を掘り込み盛土するこ

とで平坦化し、その後は石垣を設けて平坦地を拡

大している。

a.豊臣期～徳川初期(17世紀初頭)

第4層以下の地層と遺構からは肥前磁器出現以

降の遺物は出土せず、最 も新 しい遺物が豊臣期の

瀬戸美濃焼である。そこで、積極的に断じるには

遺物の出土量が少ないが、第 4層上面遺構以前を

豊臣期～徳川初期とする。

第8層上面遺構(図5)

段丘構成層である第8層上面ではSK33・34を

検出した。

SK33は現存長約1.3m, 深さ0.4mで、 北と東

側を攪乱されている。埋土は基底部に第8層が偽

礫となった加工時形成層が約0.lm堆積し、 その

上部は明黄褐色(10YR6/6)シルト質中粒砂層で

暗灰色シルト質中粒砂の偽礫を含む埋め土であっ

た。出土遺物には瀬戸美濃焼天目碗2や瓦片があ

る。SK34は長さ2.0m以上、 深さ0.5m以上にな

るが調査区外に続くため全体規模は不明である。

埋土は第7層とした黄褐色(2.5Y5/3)細粒～粗粒

砂層である。風化の進んだ朝顔形とみられる埴輪

片が出土している。 このほか、SK35は現存長約

2.5rn,深さ約0.35mで、西側が攪乱されている。

埋土は第8層に由来する偽礫を多く含む埋め土で

前2者の遺構とは異なる。出土遺物はない。

第7層上面遺構(図5)

調査区西部で南北に延びるSK32がある。西へ

向かって低くな り、埋 土の下部はにぶい黄橙色

(10YR6/3)シルト質中粒砂層、上部はにぶい黄

橙色(10YR7 /2)中粒砂質シルト層である。出土

遺物には瓦器椀や須恵器杯・尭片がある。須恵器 0

は古代に遡る可能性があるが、これらは遺構の時

吻
b
糎
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1:明黄褐色(10YR6/6)シルト質中粒砂

2:灰オリーブ色(5Y6/2)細粒～中粒砂

(加工時形成層)

3:浅黄色(5Y7/4)細粒～中粒砂

(第8層)

図5 第7層上面・第8層上面遺構平面・断面図

SK32 :第7層上面、それ以外は第8層上面

期を示すものではない。

第6層上面遺構(図7)

調査区東端から西へ2.8mの地点で、第8層を深さ0.8m程度掘り込み、そこから西端に向かってさ

らに0.4m程度低くなっている。直上は第5層でほぼ水平に整地されていることから、 この掘込みを第

6層上面の造作とする。それ以前の第6・7層の段階でこの掘込みがすでに存在していたかは確証が

ない。豊臣期に上町台地西縁の平坦地を拡大する目的で削平したものであろう。

第5層上面遺構(図7・8)

第4層の炭・砂 の薄層による整地層を除去して検出された遺構にSP31・SP25～27がある。SP31

=工一写、賢Th)73  0  曝
♂ 2\一!

図6 出土遺物実測図

SK33( 2 )、SK24( 3・6)、SKO3( 8・9)、石垣01(7)、第6層(1)、第4層(4・5)

20c圧
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-44,71 一44,708 -44,704 Y-44,700

SD22

x 146,754

1 : 100

図7 第4層上面・第 5層上面・第 6層上面遺構平面図

掘込み:第6層上面、SP25～27・31:第5層上面、それ以外は第4層上崩

は調査区西部にあり、直 径0.3m,深さ0.3mの小穴で、炭やシルト偽礫を含む灰白色(2.5Y7 /1)細粒

～中粒砂層で埋められている。埋 土から鋳型片が出土している。SP25～27は柱穴で直径0.lm弱の柱

痕跡が確認された。 これらの掘形からも鋳型片が出土している。また、SP25からは焼壁片が出土し

ている。これらの基底となる第5層内にも鋳型(写真1-10～14)・焼土・炭が多く含 まれ、上面遺構

から出土した鋳型は第5層からの混入の可能性がある。

第4層上面遺構(図7・8)

第4層の上面からはSD18・21のほか土塘・小穴が見つかっている。SD 18は調査区中央付近を南

北に延び、北部は幅が狭く北で西に4゚ 振 っている。長 さ2.Orn,幅0.3m,深さ0.2mで、埋 土は淡黄

色(5Y8/3)中粒～粗粒砂層で礫質シルト偽礫を含む第3層に層相が近いものである。SD21は調査区

西部にあり、北 で西に8゚ 振っている。長 さ2.0m.,幅0.3rn,深さ0.3mで、埋 土は3層に分かれ、基

底が灰オリーブ色(5Y6/2)細粒～中粒砂で炭を

多く含み、 中部は灰オリーブ色(5Y6/2)細粒～

中粒砂で炭を含み、上部は灰白色(5Y7 /2)中粒

～粗粒砂でシルト偽礫を多く含 む埋め土である。

中部には1辺が6 cmないし10cm,長さ約150cm

の角材が廃棄されていた。

その他の土壇ではSK12・24が特徴的である。

SK12は調査区東部にある長さ0.7m, 幅0.5mの

平面が偏円形の土塘で、基底部には直径10cm程

度の礫を3個並べ、周りは厚さ約6 cmで炭が堆

積していた(写真2)。礫 を支脚に使い、土塘内

写真1 鋳型片

第5層内(10～14)、第4層内(15)
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写真 2 SK12(北か ら) 写真 3 SK24(南か ら)

で火を使った炉とみられる。埋土の上部はオリーブ褐色(2.5Y 4/5)中粒～粗粒砂層で第3層に層相が

近い。SK24は調査区中央付近にあり、長さ0.6m,幅0.45rn,深さ0.5mの浅い土塘であるが基底面が

焼けているため炉とみられ、やはり何らかの火を使う作業を行っていたことが分かる(写真3)。土師

SP26 SP27
E

SP31

TP+5.0m

+4.8m

1:明褐灰色(7.5YR7/1)中粒～粗粒砂
2:暗灰黄色(2.5Y5/2)灰色シルト偽礫質細粒
砂

1:暗灰黄色(2.5Y5/2)炭混りシルト偽礫質細
粒砂

2:灰白色(2.5Y7/1)シルト～細粒砂偽礫

1:灰白色(2.5Y7/1)炭、シルト偽礫質細粒～中
粒砂

TP+5.5m

SK12 SP14 SD18

1:暗灰黄色(2.5Y4/2)中粒～粗粒砂
2:黒色(10YR2/1)炭
3:灰オリーブ色(5Y6/2)細粒～中粒砂(第8

層)

1:にぶい黄色(2.5Y6/4)中粒～粗粒砂
2:にぶい黄橙色(10YR6/4)細粒～中粒砂(第
8層)

1:淡黄色(5Y8/3)中粒～粗粒砂
2:淡黄色(5Y7/4)細粒～中粒砂(第8層〉

SD21

1

1:灰白色(5Y7/2)炭、シルト偽礫質中粒～粗粒砂
2:外周が有機質なシルト(腐食した角材の痕跡)
3:灰オリーブ色(5Y6/2)炭質細粒～中粒砂
4:灰オリーブ色(5Y6/2)炭を多く含む細粒～中粒砂
5:炭(第4層)
6:灰白色(5Y8/1)細粒～中粒砂(第4層)
7:灰色(5Y5/1)炭を含む細粒～シルト(第4層)
8:灰白色(5Y7/2)シルト偽礫多数(第5層)
9:含炉壁片、灰白色(5Y7/2)細粒砂質シルト偽礫質細粒～中粒砂(第5層)

TP+5.2m

被 熱 によ る変 色

十48m

1:にぶい黄橙色(10YR6/3)炭質シルト～細粒砂
2:黒褐色(7.5YR2/2)炭
3:明黄褐色(10YR6/8)粗粒砂(第5層)
4:にぶい黄撥色(10YR7/3)粗粒砂(第5層)

1m

1:20

図8 第4層 上面 ・第 5層 上面遺構断面図
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器皿3、瀬戸美濃焼碗6が出土した。

なお、第4層内からも鋳型片が出土した(写真

1-15)。また、第4層上面の調査区西壁では銹

着した錐2点(写真4-16・17)が出土した。

以上のように、整 地層である第5層から第4層

上面遺構までは火の使用に関連する遺構・遺物が

多い。第 5層中と同上面遺構からは鋳型片が出

土し、製品は不明ながら付近に鋳造工房の存在

が想定される。ただし、SP25からは焼壁片が出

土していることから、 多量の炭や焼土には被災

によるものが含まれている可能性もある。また、

第4層は調査区西部を中心に分布する炭 と砂の

互層からなる整地層で、規模は小さいが繰り返

し炭を一帯に散布する作業が付近に想定される。          写真4 欽

同上面遺構のSK12・24は炉と考えられることからもこの一帯での火を使う作業が行われていたこと

が想定される。

b.徳川期(17世前葉以降)

第2層上面遺構(図9)

調査区西部で直径0.8rn1 深さ0.l5mのSKO8が見つかった。埋 土は黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒

砂層で、下位の第5層の偽礫を多く含む埋め土である。出土遺物には一重網目文のある肥前磁器碗片

一44,712 一44,70B -44,704 Y-44,700

SDIO(縁石抜取穴)

炭化材
SKI 1

SKO3

1 : 100

図9 第1層上面・第 2層上面遺構平面図

SKO8 :第2層上面、それ以外は第1層上百
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SKII 石垣01

1:黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂

2:焼土(第4層)

3:黄褐色(2.5Y5/4)シルト偽礫混りシルト

質極細粒砂(第5層)
2m

1:40

SKO3

S

/ TP+6 am

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質粗粒砂(SKII)

2:明黄褐色(10YR6/5)粗粒砂

3:黒色(10YR1.7/1)炭

4:明褐色(7.5YR5/6)粗粒砂(焼けた瓦を多量に含む)

5:オリーブ褐色(2.5Y 4/4)炭混り中粒砂質粘土

6:黒褐色(10YR2/3)粘土

7:黄褐色(2.5Y5/5)シルト質粗粒～極粗粒砂(柱状石据付けの掘形埋土)

8:浅黄色(2.5Y7/4)シルト質粗粒～極粗粒砂(石垣掘形埋土)

9:黄褐色(2.5Y5/6)極粗粒砂～細礫(第8層)

1:灰オリーブ色(5Y 4/2)シルト質粗粒砂

2:含中粒砂偽礫、明黄褐色(2.5Y7/5)中粒～粗粒砂(加工時形成層)

3:含粘土偽礫、暗灰黄色(2.5Y 4/2)粗粒砂質シルト

4:にぶい黄色(2.5Y6/3)粗粒～極粗粒砂

5:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)炭混りシルト質中粒砂(第1層)

6:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質中粒砂(第2層)

7:オリーブ黄色(5Y6/3)シルト質粗粒～極粗粒砂(第3層)

8:黄褐色(2.5Y5/4)シルト質中粒砂(第5層)

9:黄褐色(2.5Y5/4)シルト偽礫混りシルト質極細粒砂(第5層)

10:黄褐色(2.5Y5/6)極細粒～細粒砂(第8層)

図10 第1層上面・第2層上面遺構断面図

があり、17世紀後葉のものであろう。

第1層上面遺構(図9 ・10)

本層の上面では17世紀末から19世紀前葉にかけてのさまざまな遺構が検出された。

調査地の開発に係る重要な遺構としては石垣01がある。石垣は長さ30～50cm程度の石材を用いて、

南北列および東西列をL字状に設けていた。石垣を設置した掘形は調査区の北および西へ続くため全

体規模は不明であるが、南北2.0m,東西10.8mを検出し、深 さは0.7mであった。方位は北で西へ2゚

弱振れている。石垣は、掘 形上端から約0.75m内側に面を揃えて設置されていた。南北列は現存長さ

1.2mの長さで、河原石の面を西に向け、1段目のみが残っていた。裏込め石は確認されなかった。東

西列は北へ面を揃え、現 存長約4.5rn, 2段が残っていた部分で高さ約0.6mを確認した。掘形との間

は拳大の礫で裏込めしていた。東端部は南北列の西面に当ていたが、掘 削中に除去したため失われて

いる。また、調査区西壁付近にも1段目の石が除去された痕跡がある。東西列では、石垣の裾から幅

0.7rn,深さO.lmを掘形に、幅15cm,長さ106cm～125cmの角柱状の石を一直線に据えていた。石垣

の裾からは約0.35m離して据え、その間に長さ35～70cm程度の平坦な石4個を0.3～0.9mの間隔で敷

き、間 は土で埋め固めていた。南北列では確認できなかったが、 これらは角柱状の石を縁石とした石

垣の外縁施設と考えられる。なお、敷 石・縁石の表面と北側の地表面は赤く焼 け、さらに縁石北側の

地表面から炭化した木材の痕跡が3列以上見つかったため、火災に遭った可能性がある。炭化材は縁

石に平行しており、意図的に並べられていたようであるが、目的は不明である。石垣で囲まれた内側は、

基底部を黄褐色炭混り中粒砂質シルト層で、上部を焼けた瓦を大量に含む明褐色粗粒砂層で埋められ

ていた。出土遺物には、石垣の掘形内から17世紀末頃の肥前磁器碗、丹 波焼捕鉢のほか肥前陶器・関

西系陶器細片など、石垣内側の埋め土からは18世紀後葉の肥前磁器碗・皿、肥前陶器鉢、丹波焼捕鉢7、

関西系陶器などがあり、石垣の構築から廃絶の時期に対応するものであろう。

そのほかのおもな遺構にはSK03がある。SK03は石垣01の南に接し、東西2.lrn,南北1.8mの隅丸
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方形となる。南北の断面観察から、井戸ないし水溜めをいったん埋めたのち、再 度掘り直したものと

判明した。北側は直径0.6rn,深さ0.4～0.5mの井戸側状となり、基 底数cmに水漬きの灰色粘土が堆積

したのち、にぶい黄色粗粒砂層、さらに粘土偽礫を多く含む暗灰黄色粗粒砂質シルト層で埋めている。

その後、0.4mほど南から同じ幅で掘り直し、漆喰の偽礫を含む灰オリーブないし明黄褐色シルト質粗

粒砂層で埋められている。北側の井戸側内から関西系陶器・堺捕鉢・軟質施釉陶器などが出土し、19

世紀前葉のものである。肥前磁器青磁染付蓋8・9が出土した。

iii)段丘構成層内の断層

層序の項で先述したとおり、上 町台地を構成する第8層の内部には、台地縁辺部に生じた地層の崩

落を示す断層が数多く確認された。断層はおおむね北西一東南方向に延びる正断層で、第8層中に顕

著な細粒～極粗粒砂からなる葉理の堆積構造を残したまま滑っている。断層の発生時期は不明だが、

第5層整地時期より遡ることは確実である。

3)まとめ

本調査地での成果は次のとおりである。

・調査地の付近では豊臣期に遡って鋳造作業に係る開発が始まっていたことが明らかとなった。炭 ・

鋳型片を含む整地層(第5層)の上面は焼けており、上 面から掘り込まれた柱穴からは焼壁が出土して

いることから、一帯が火災に遭った可能性も考えられる。

・その後、徳川初期を上限として当地では小規模な炉を作って火を伴う作業を行っている。

・17世紀末以降では、南北・東西列の石垣を構築して台地裾の構造を堅固にしている。石垣の範囲は

不明だが、松 屋町筋から東に延びる敷地を石垣によって段々に造成していたものと考えられる。

・石垣で囲まれた内側は焼けており、18世紀後葉以降に火災に遭い、その後に埋められて廃絶した可

能性がある。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008、「大坂城跡発掘調査(OSO6-1)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書(2006)j、pp.97-103

大阪市文化財協会1998、『住友銅吹所跡発掘調査報告』、pp.i -601
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調査区西壁地層断面

(東から)
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(東から)

石垣01(北西から)
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石垣01地層断面
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第8層内の断層
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平成25年度特別史跡大坂城跡豊臣期石垣公開事業にかかる

発掘調査業務(OS13-11)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区大阪城 大阪城公園内 本丸地区

335箱

平成25年7月8日～10月10日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、市川創、谷崎仁美
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は特別史跡大坂城跡の本丸地区に位置する。徳川期天守台の南東に当り、調査地の西には重

要文化財である御金蔵が現存する(図1・2)。

1984年度に水道管埋設工事に係わって調査地北側で実施されたOS84-17次調査では、南北2っの

調査区を設けた。このうち北調査区では豊臣期大坂城詰ノ丸の遺構を、南調査区では詰ノ丸と中ノ段

を結ぶ石垣を検出し、徳川期大坂城の地下に埋没した豊臣期大坂城を考えるうえで、極めて大きな成

果を得た[大阪市文化財協会1985・2002]。

このたび、OS84-17次で検出した石垣を再発掘し、公開するための整備を行うことが計画され、

2012年度に大阪市により試掘調査が行われた。その結果、①本格的な発掘調査を実施して徳川期の遺

構の状況を確認し、併せて、②豊臣期石垣の現状を確認することが必要との判断を大阪市が示したた

め、今次の発掘調査を実施することとなった。

調査は7月8日より開始し、重機によって後述する第0層まで掘削を行った。その後、第1層以下

図1 調査地位置図
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の掘下げはすべて人力によって行い、遺構検出・掘下げ・断割り・記録などの作業を適宜行い、調査

を進めた。遺構の記録については、公益財団法人大阪府文化財センターの協力により、部分的に3Dレー

ザースキャナによる測量 を実施 した(写真 2)。

こうした調査の過程で、徳川期大坂城に係わる遺構・遺物を検出したため、7月29日には文化庁に

よる視察を受けたほか、逐次、豊臣石垣保存公開検討会議による視察と指導を受けた。また、9月20

日～22日には現地説明会を実施し、延べ3,600名の来場者があった(写真3)。現地説明会後には、調

査範囲の部分的な拡張やコンクリート基礎の撤去などを行った。こうした工程を経て、10月4日には

一43,390 一43,380 -43,370

OS84-17次 X-145,590

45.600

-145,610今回の調査地

御
金

蔵

10m

1 : 400

45,620

図2 調査区配置図 写真1 豊臣期石垣の検出状況(東から)

写真2 3Dレーザースキャナによる測量のようす 写真3 現地説明会のようす
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調査に係わる作業を終了した。調査区の埋戻しに際しては、保護砂を敷き、遺構面の保護に努めた。

こうした工程を経て、10月10日には機材類の撤収を含むすべての工程を完了した。なお、今回の調査

では、OS84-17次で検出した豊臣期の石垣については、その上面を検出し平面位置の確認を行うに

留めた(写真1)。

また、基準点はMagellan社製ProMark3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく

座標北を基準とした。標高はT.p.値(東京湾平均海面値)で、TP+○mと記した。
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ている[大阪市文化財協会1985」。したがって、その南に位置する今回の調査地は、中井家所蔵資料に

補正を加えて作図された豊臣期本丸図[宮上茂隆1967]に照らせば、中ノ段の平坦面に位置する(図3

一A)。

その後、大規模な普請が行われ、徳 川期の大坂城が再築される。この再築に際し、調査地周辺では

約6mもの盛土が行われたことが、OS84-17次調査によって明らかになっている。徳川期大坂城では、

調査地は天守台東南方に当るが、豊臣期とは異なり、天守・御殿が位置する中枢部と明確な比高は生

じていない。まず17世紀前半の状況をみると、今 回の調査地は天守台および本丸御殿の東を画する区

画施設の東側に相当する(同B)。しかし、 この区画施設の一部を利用する形で18世紀中頃に「新金蔵」

が建設されると、新 金蔵を囲うべ く区画施設の形状が変更されている(同C)。この区画施設について

は、↓7世紀段階のものが多聞櫓状の構造であったと想定されるのに対し、図3-Cに見えるそれは、

絵図の表現からみて塀状の構造であったと推定できる。

近代以降では、1887年の「大阪実測図」では、調査地に建物が描かれている(同D)。江戸時代から残

る新 ・旧の金蔵が白抜きで描かれるのに対し、近 代に建設された建物は斜線で表現されていることか

ら、調 査地に位置する建物も、近代以降の建物であることが想定できる。その後、天守台東側に配水

池の建設が計画されると、 これに伴って「旧金蔵」は「新金蔵」の東側に移設され、 2棟の金蔵が並立す

る形になる。「大阪実測図」に表現された建物は、 この「旧金蔵」の移設に伴い撤去されたようである。

しかしながら、1931年に旧陸軍第四師団司令部庁舎が建設されると、これに伴って調査地には車庫が

建設される(図3-E)。そのため、調査地に移設されていた「旧金蔵」は撤去されている。第二次世界

大戦後、1959年には「新金蔵」の修復が実施されるが、この時点で車庫も撤去されており、調査地に移

設された「旧金蔵」の雨落溝などを検出している(図3-F)。ただ、この時に検出された雨落溝も埋め

戻され、調査開始時には更地となっていた。

以上の内容を簡潔に記せば、次のようになる。(豊臣期)中ノ段平垣面→(17世紀前半)空閑地→(18

世紀末)区画施設→ (1887年頃)建物→(1892年頃)元金蔵→(1931年)車庫→(1959年)空閑地

3)調査の結果

1)層序(図4・5)

調査地周辺の現地形は、TP+30.5mほどで、ほぼ平坦となっている。ただ調査地の南・北には園路

が設けられており、園路部分は調査地より0.6mほど高くなっている。

今回の調査では、現代の盛土(第0層)以下、現 地表下280cmまでの地層を3層に区分した。

第0層 :現代盛土であり、層厚は最大で60cmほどである。

第1層 :近代の盛土である。移築された「旧金蔵」に伴う地層を第1a層、そ れ以外の地層を第1b層と

する。このうち第1a層は、「旧金蔵」雨落溝SD101の内側に分布していた。黄褐色～明黄褐色の砂礫か

らなり、層厚は最大で28cmである。本層の上面ではSDIOIおよび車庫のコンクリート基礎SB105を、

本層の下画ではSDIOiと同じく「旧金蔵」に伴う地業SX102を検出した。

第1b層は、SDIOIの外側に分布していた。明黄褐色の砂礫からなり、 層厚は最大で10cmである。
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本層の上面で、煉瓦建物の基礎SB103を検出している。

第2層:戊辰戟争で生じた焼土などからなる盛土であり、第1b層と分布範囲を同じくする。近代の

地層であるが、特別史跡大坂城跡に広く分布し鍵層となる層準であることから、独立した層序名を与

えた。本層は褐色の砂礫からなり、火災により赤変した瓦や焼土を多く含む。本層の上面では、柱穴

列SA104を検出している。

第3層 :徳川期の盛土である。上位から第3a～3d層の4層に細分した。

第3a層は、石列SX304より東に分布した。褐色シルト質砂礫からなり、層厚は最大で30cmであった。

本層の上面では、SD303を検出している。本層からは土師器・丹波焼・関西系陶器・肥前磁器・瓦・

金属器などが出土した。

第3b層は、調査区の全域に分布した。褐色のシルト質砂礫からなり、層厚はSX304以西では25cm,

以東では15cmほどであり、本層上面の標高はSX304を挟んで西側が30cmほど高くなっている。本層

の上面では、SX304、SK306・324・337・338などを検出した。本層からは土師器・備前焼・関西系

陶器・肥前磁器・瓦・土製品・金属器など、18世紀後半頃の資料が出土した。また混入品として、須

恵器も出土している。

第3c層も調査区の全域に分布した。暗オリーブ褐色シルト質砂礫からなり、部分的に焼土を含んで

いた。層厚は12cmほどである。本層の上面では、SK307などの瓦廃棄土壌群を検出した。本層からは

土師器・中国産磁器・瓦・博などが出土したが、量は少なく、また時期を特定できる資料は含まれなかっ

た。なお、本層から出土した瓦・博は二次的に被熱したものが多かった。本層上部に暗色帯は認めら

れなかったが、上下の地層の年代などからみて、本層上面が徳川期大坂城再築当初の地表面に当ると

考える。

第3d層は大坂城再築に係わる一括盛土であり、調査区の全域に分布した。明褐色砂礫からなり、シ

ルトの偽礫を多く含む。調査区東北部では、本層最上部に焼土とシルト質砂の互層が認められ、北か

ら南へと堆積した状況を示していた。本層の層厚は、今 回の調査では150cm以上の厚さがあることを

【今次調査の層序】

貌ツ J胃 "07

1″二、。sx7ζ3』畷ぽ′二。
-゚"″ SD210 SK307などゞ ノ

第3c層 --一J1ゞ-l-

(λ,3274,  ―

第3d層

【OS84-17次の層序】

盛土や攪乱)

TP+30am

村
戊辰戦争時の
焼土層

豊臣期本丸

3層     詰ノ丸外郭
ヱ』呻(大坂夏ノ陣  害  外廻り訂垣 ≧早些

第4・5層

第6層    7層

図4 地層と遺構の関係図
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図5 調査 区壁面図



確認したに留まるが、OS84-17次において約6mの厚さがあることを確認している。本層上面では、

SK327・329～334などを確認した。本層からは備前焼・中国産磁器・瓦 ・貝類などが出土した。 こ

のうち瓦は二次的に被熱したものが多く、コビキA類とB類がともに含まれた。また、貝類は海中で

自然死したとみられる化石貝類であった。

ii )遺構と遺物

a.17世紀前半の遺構と遺物

第3d層上面において、SK327・329～334を検出した(図6)。いずれも第3d層に覆われていた。なお、

図6に示したボーリングピットは、平成24年度に大阪市ゆとりとみどり振興局(現・経済戦略局)によっ

て実施されたものである。

SK327・329～334は、いずれも直径0.3mほどで、検 出面からの深さ0.1～0.4mの小穴である。この

うちSK331には直径0.lmの柱痕跡が認められたが、組 み合う柱穴は認められなかった。SK331・332

からは瓦が出土している。

b.18世紀後葉～19世紀前半の遺構と遺物

第3c層上面において瓦廃棄土墳群(SK307 - 308 - 316 ・321 - 322 - 336 - 342)など、第3b層上面に

Lの範 囲は

掘 り下 げてい ない

X-」45,600

-145,610

5

1 : 200

10m

図6 17世紀前半の遺構平面図
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おいてSX304 - SD310 - SK306 - 324 ・337 - 338などを検出した(図7)。なお、 出土遺物のうち瓦

については質・量ともに良好な資料が得られたため、 f項において一括して記述することとする。

瓦廃棄土塘群 いずれも不要になった瓦などを処理するために掘削された廃棄土壇である。埋土や

Y-43.360

SK328

SK324

SK322

SK316

SK307 e

SK308

l  SK342

SX304

SD310

コンクリー ト基 礎

5

1:200

10m

X-145,600

-145,610

0       5cm

1:3
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出土遺物は共通するため、これらのうちSK308について例として説明する。SK308の平面形は不定形

で、南北4.Orn,東西5.5rn,検出面からの深さは最大で0.9mである。遺構の底部には加工時形成層が

薄く堆積し、瓦 を投棄したのち、第3b層で埋め立てていた(図8)。

瓦廃棄土壊群からは、瓦 のほか、土師器・軟質施釉陶器・瀬戸美濃焼陶器・肥前陶磁器・関西系陶器・

金属器・石製品が出土した。遺構の性格上、瓦以外の遺物の出土量は極めて少ない。 また、SK336

は出土遺物の組成が他と異なり、 円礫や五輪塔の一部といった石材が多く含 まれていた。 このうち

SK307から出土した肥前磁器1・2および金属器4、SK316から出土した中国産磁器3を示した(図8)。

1・2は染付碗で、高台はハの字状に開く。3は白磁の鉢で、底部は碁笥底とし、内面には型押しの

文様を有する。4は銅釘であり、長 さは5.8cmある。このうち1からみて、瓦廃棄土壌群の年代は18世

紀後葉であろう。

SX304・SD310  前述の瓦廃棄土土廣群を第3b層で埋め立てたのち、調査区の西端にSX304および

SD310が構築される(図7)。瓦廃棄土土廣群の掘削と瓦の処理・埋立て、そしてSX304・SD310の構築は、

SX304の東西で第3b層に比高が生じることなどから、一連の工程として短期間のうちに行われたもの

であろう。

SX304は南北に延びる石列で、長さは16.0m以上ある(図9)。南部は調査区外へと延び、調査区北

端およびコンクリート基礎に当る部分では、攪 乱により石材が移動し、あるいは失われていた。石列

の構造は、第3b層を掘り込んで平面形が1.0x O.5mほどの長方形となる石材を不等間隔に配置し、そ

の間に小ぶりの石材を並べていた。石材に刻まれた矢穴には、図 9に拓影を示したようにAタイプと

Cタイプが混在し(註1)、石 材の成形に時期差があることがわかる。石材には上面をホゾ穴状に加工

したものがあり(写真4)、上 部に柱などが存在したことを推測できる。また、SX304の構築により、

第3b層上面の高さは遺構の西よりも東が0.3mほど低くなる。

SX304の東側には、 これと並行して縁石と底石からなる石組み溝SD310が南北に延びる。底 石は

遺構の北半でよく残っていたが、南 半では失われた部分が多かった。ただし、底石が存在しない部分

でも遺構の下部には機能時堆積層が観察できたため(図9)、あるいは当

初より底石が貼られなかった可能性もある。また、SX304がすべて花崗

岩で構成されるのに対し、SD310では花崗岩と砂岩が混在していた。

このSX304の位置は、18世紀末に作成された絵図を見ると、新金蔵

の東を囲う区画施設に当る(図3-C)。SX304上部に柱が存在したと推

測できること、東 側にSD310が伴うことから、SX304はこの区画施設

に該当するものと評価でき、その構造は一本柱塀であった可能性がある。

SK306・324・337・338 調査区の東端で検出した廃棄土壇群である

(図7)。前述の瓦廃棄土填群と重複しないことから、 これらを避けて掘

削された可能性が高い。このうち全形のわかるSK306についてみると、

平面形は南北4.2m,東西3.6mで、検 出面からの深さはl.Omである。遺

構は第3a層によって埋め戻されていた。 写真4 SX304上面の小穴
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45,605
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1:明黄褐色(10YR6/8)砂礫(第1層)
2:にぶい黄褐色(10YR4/3)褐色(7.5YR4/4)
含瓦シルト質砂(第2層)

3:褐色(10YR4/4)シルト質細粒砂
4:暗褐色(10YR3/4)シルト質細粒砂(第3a層)
5:暗褐色(10YR3/3)含炭シルト質細粒砂
(SD310機能時堆積層)

SX304

1:30

TP+305m

十30.0m

図9 SX304・SD310実測図および矢穴痕の拓影(拓影の縮尺は1 :10)
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SK306・324・337・338からの出土遺物には、土師器・関西系陶器・肥前陶磁器・瓦 ・土製品・石

製品などのほか、遊離資料として須恵器があった。図10には、肥前磁器5～7、瀬戸美濃焼陶器8、

土製品9、土 師器10を示している。このうち5～7はいずれも染付で、5は段重ないし鉢類の蓋、6

は猪口、7は碗である。8は水瓶である。9は組合せ式の土製品で、塔などの基部を表現したものと

みられる。10は皿で、外面を回転ヘラケズリする。底部には黒斑を有し、近年大阪市内でも出土例が

増えつつある、意図的に底部を黒色化する一群に該当する可能性力塙 い[市川創2012ほか1。これらの

出土資料のうち、もっとも新相を示すのは7で、19世紀前半に位置づけられよう。

c.幕末期の遺構と遺物

当該期の遺構と断定できるものは、第3a層上面で検出したSD303のみである(図11)。SX304の構

築時に存在した東西の比高は第3a層によって解消されており、これに伴って埋没したSD310の位置を

踏襲して、当遺構が設けられていた(図9一断面図)。ただしSD310が石組みであったのに対し、当遺

構は検出面からの深さO.lmほどの浅い素掘りの溝であり、その構造は簡略化されている。

SD303からは、少量ながら肥前磁器や瓦が出土した。このうち、図11に示した肥前磁器染付碗11は、

幕末頃の資料である。

d.近代の遺構と遺物

第1a層および第1b層の上面で、SD101 - SX102 - 106 ・SB103 ・105 ・SA104などを検出した(図

12)。

SD101・SX102  1892年に当地に移設された、「旧金蔵」に伴う遺構である(図12・13)。石組みの

SDIOIは「旧金蔵」の雨落溝である。検出時には、後述するSB105の建設に伴い石材が失われた部分を、

石材を補い修復してあった。この修復は、1959年に実施された「新金蔵」の整備に合わせて実施された

1:3

10cm

図10 SK306・338出土遺物実測図

SK306(5～8)、SK338( 9～10)
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Y-43,380l

可能性が高い(図3-F)。SX102は、SDIOIの内側に掘られた溝状の遺構で、石材が充填されていた。

「旧金蔵」の荷重を支えるための地業であろう。

SB103  SD101の東側に延びる煉瓦積みの基礎である(図12)。煉瓦には「×」の刻印があり、岸和田

煉瓦製であることがわかる(写真5)。また、煉瓦の積み方はいわゆるイギリス積、ないしオランダ積

である[大阪歴史博物館2006]。図 3-Dにみえる建物の一部であろう。SB103に直交して延びる柱穴

列SA104は、これに係わる遺構である可能性がある。

SB105・SX106  調査区の全体に分布したコンクリー ト基礎であ

り(図12)、図3-Eにみえる車庫を構成するものである。地下室状

のSX106はコンクリー ト製で、SB105の内部に位置し階段を有す

る。SB105に関連する施設であった可能性が高い。

e.各層出土遺物(図14)

各層から出土した遺物のうち、特徴的なものを示した。

第3b層出土遺物では、関西系陶器の合子12と碗13を示した。12

は口縁端部を釉剥ぎとしており、蓋 を伴うことがわかる。また外面

X-145,600

一145,610

10m

1 : 200

O 10cm

1:3

図II  SD303平面図および

出土遺物実測図

には墨の付着が認められるが、文 字などを記したものではない。13

は高台部に銘「東光山」を有する。同 じ銘を有する資料が、佐 賀藩蔵

屋敷跡から出土している[大阪文化財研究所2012]。12は18世紀後

半以降、13は18世紀前半以降の資料であろう。

第3a層出土遺物では、肥前磁器の染付蓋14および関西系陶器の

皿15を示した。 ともに18世紀末～19世紀初頭頃の資料であり、検

出遺構などから推定できる地層の時期(19世紀前半)よりもやや古い

様相を示す。

第2層出土遺物では、瀬戸美濃焼磁器16および関西系磁器17を

示した。ともに染付碗であり、19世紀中葉に位置づけられる。また、

17は二次的に被熱している。

f.出土した瓦類について(図15～24)

今回の調査では、質 ・量ともに充実した瓦が出土し、今 後の調査

研究により、徳川期の大坂城跡を考えるうえで重要な資料となるこ

とが予想できる。以下では、瓦 の種類ごとにその概要を示す。

軒丸瓦(図15) 三巴文の巻きは巴頭から巴尾の方向とする。瓦

当面の外周径26.Ocmの18を最大とする。直径17.Ocmで左巻きの19・

21などが標準的なタイプであるが、右巻きで珠文の間隔が密な20

などもあり、バ ラエティに富んでいる。徳川再築時の一括盛土であ

る第3d層から出土 した24は、二次的に被熱しており豊臣期大坂城

に由来する可能性が高い。SK307ないし308から出土した重圏文軒
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-43,380 -43,370  コンクリートによる

水道管端部の養生

Y-43,360

SXI 06

1 ト' SB103

SB105

SA104

SX102

SDIOI

図12 近代 の遺 構平 面 図

SX102 SDIOI

TP+305m

第3a層

' m +30 am

第3b層

1 :にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質砂礫

2:暗褐色(10YR3/4)シルト中粒～粗粒砂(機能時堆積層)

3:暗灰色(10YR3/3)シルト質砂礫(第1a層)

4:明黄褐色(10YR6/6)砂礫

5:褐色(10YR4/4)シルト質砂

X-145,600

-145.610

図13 SDIOI

12

・SX102断面 図

10cm

写真5 SB103に使用された煉瓦

図14 地層出土遺物実測図

第3b層(12 - 13)、第3a層(14 ・15)、第2層(16 ・17)

- 293



丸瓦25は古代に遡る資料で、難波宮の6012型式に相当する可能性がある。そのほか、SK306から出

土した26には「丸に堺」および「丸に力」、第3a層から出土した27には「丸に堺」および「丸にケ」の刻印が

それぞれ施されている。

鳥衾・隅巴(図15) SK307から出土した鳥裁 2、SK308から出土した隅巴23の2点を示した。

軒平瓦(図16・17) 第2b層上面遺構より新しい時期の遺構・地層では、徳川期の大坂で普遍的に認

められる、いわゆる橘唐草文が主体となる。そのため、図16・17にはこれより古い時期の遺構・地層

から出土した型式を主として掲載した。今 回の調査では多種の瓦が出土したが、28に示した三葉系の

資料がもっとも出土数が多く、32がこれに次ぐ。28には、瓦 当文様が同文であるが水返しを付加する

タイプ29が認められる。32についても、水 返しの有無があり、水 返しを付加しないタイプの方が多く

出土している。図示した資料の多くは大坂およびその周辺から供給された瓦とみられるが、いわゆる

丁子文を中心飾りとする30がある。中心飾りが宝珠文の56・57、桔 梗文の64などは、豊 臣期以前の瓦

が混人した可能性がある。

また、第2c層上面で検出した瓦廃棄土壇群からの出土資料のうち、31には「丸に+」、33には「大」の

刻印があり、注 目される。瓦廃棄土壊群に伴う刻印は、これに「丸に北」を加えた3種のみである。第

2b層上面検出遺構、およびこれよりも層位的に新しい資料では、「丸に堺」(70)・「弥」(69)など、刻印

の種類が豊富となる。瓦当文様と瓦の生産者の対応を把握し、また徳川期大坂城への瓦の供給形態を

分析するうえで、重要な資料ということができる。

菊丸瓦(図28)  菊丸瓦は、文様(二重菊:I尖ロ、一重菊:Ⅱ類)および周縁の有無(無:A類、有 :B類)

によって、以下の4種に大別できる。

工A類 :二重菊で、周縁を有さないものである。72～95が該当する。菊丸瓦のなかで主体を占める

グループで、中でも72は突出して出土量が多い。

ⅡA類 :一重菊で、周縁を有さないものである。96～99が該当する。

IB類 :二重菊で、周縁を有するものである。105のみが該当し、出土量は少ない。

ⅡB類 :一重菊で、周縁を有するものである。100～104が該当する。

なお、図18には、各型式の中で残存度がよく、かつ文様がシャープに表現されたものを掲載している。

72など多くの個体が出土している資料では、同范とみられる資料のなかで范の痛みの進行度に大きな

差がある。

鬼瓦(図↓9～22) 三葉葵紋の鬼瓦について、良好な資料群が得られた。中でも注目すべきは図19に

示した106であり、徳 川期大坂城の天守指図に記された鬼瓦と意匠が類似する[市川20141o 今回出土

したなかで本資料のみ背面に桟が入れられ母屋が補強されている。また、第2層から出土した資料(図

22-116・117)の家紋部分が范作りであるのに対し、 これよりも層位的に古い遺構から出土した資料

はヘラで施文されており、製作技法の差違を指摘できる。いっぽう、肩部のいわゆる猪の目については、

SK307出土資料にも有無の別があり、時期的な指標ではなく鬼瓦の設置場所などに係わる可能性があ

る。

また、図22-113・115には文字が認められる(註2)。このうち113は背面上部に「戴」と記されており、
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10         20cm

1:4(刻印の拓影は1:2)

図15 軒丸瓦および鳥衾実測図

SK307(18 - 22)、SK308(20 ・23)、SK316(19 ・21)、SK307ないし308(25)、SK306(26)、第3d層(24)、第3a層(27)
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20cm

:4(刻印の拓影は1:2)

図16 軒平瓦実測図(1)

SK308(31・37・38・40・44・50・51)、SK307(28～30・32・33・35・41・47・49・52)、

SK316(34・48)、SK324(39・43)、SD210(45)、SK307ほか(42・46)、攪乱(36)



この瓦を葺く位置を示した符号とみられる。115は上部を欠損するが、「■日/東小屋/范力仕置」と刻

まれ ている。

絨瓦(図22) 1点のみであるが、続瓦の腹部鰭119が第2層から出土してぃる。

平瓦(図23) 121は全形を知ることのできる資料であり、長辺32.lcm,短辺28.lcmである。このほ

かに、水返し付きの平瓦122・123が出土してぃる。122は側面および上部の3方に水返しを付加するが、

123は上部には付加せず、側面のみである。123は短辺36.5crn,厚さも2.5cmと大型の資料である。

道具瓦(図23) 谷間瓦124、輪違い瓦125のほか、隅唐草と思われる126を示した。このうち125に

は「丸にひ人126には「大」の刻印がそれぞれ認められる。

刻印瓦(図24)刻印を有する資料が多数出土したが、前述したように、第2c層上面遺構に伴うもの

は「丸に+」・「丸に北」・「大」のみであり、他の刻印はこれよりも新しい遺構・地層に伴う。なお、第

10     29・・
1:4(刻印の拓影は1:2)

図17 軒平瓦実測図(2)

SK307(54・58)、SK306(53・57・60・61・63・66・71)、SK316(55・59・62)、SK321(56)、

第3d層(65)、第3b層(64)、第2層(68～70)、攪乱(67)
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【IA類】

78                     79

(ⅡA類】

【ⅡB類1
[IB類1

103

10cm

図18 菊丸瓦拓影
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106

10

50cm

図19 SK307出土三葉葵紋鬼瓦実測図(1)



2c層上面遺構に伴 う刻印は大阪市瓦屋町遺跡出土例に類例がある1大阪市文化財協会2009]。刻 印は①

片仮名、② 平仮名、③ 漢数字、④ 漢字(工字)、⑤ 漢字(2字以上)、⑥ 記号に大別することができ、 こ

のうち④に分類される「丸に堺」は、① を伴 うことがある。
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50cm

1:10

112

図21 SK307出土三葉葵紋鬼瓦実測図(3)

3)まとめ

以下に、今 回の発掘調査成果をまとめる。

・特別史跡大坂城跡の本丸を調査し、江 戸幕府による再築以降、近代に至るまでの調査地の変遷を層

位的に把握することができた。

・出土資料にも注目すべきものがみられた。とりわけ、三葉葵紋鬼瓦は型式的な分析に堪える数量が

出土しており、今 後の研究の進展が望まれる。

(註)

(1)矢穴についての分類と理解は、 [森岡秀人・坂 田典彦2005]および [森岡秀人 ・藤 岡祐作2008]に拠った。

(2)文字資料については、大 阪城天守閣の宮本裕次氏、大 阪歴史博物館の豆谷浩之氏にご教示を頂 きました。

引用文献

市川創2012、「国元から運ばれた品々について」:『佐賀藩蔵屋敷跡発掘調査報告』大阪文化財研究所、pp.l72-177

2014、「大坂城本丸を掘る(その2) 徳川期大坂城の瓦」:『葦火』168号 大阪文化財研究所、pp. i - 3

大阪市1961、『重要文化財大坂城 千貫櫓・焔硝蔵・金蔵修理工事報告書 附乾櫓』
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ぐ1  \7・

113

「テ丁一て『 53-
1 : 10 (113のみ、拓影の縮尺は1:5)

114

116

115

1:8(115の拓影は1:4)

図22 鬼瓦・鮫 瓦実測図

SK316(113)、SK328(114)、SK306(115)、第2層(116～120)



1

 
 ゙

-

121

6(121～123)

30cm

124

126

123

125

20cm

1:4(124～126、刻印の拓影は1:2)

図23 平瓦・道具瓦実測図

SK307(123・124・126) SK316(121・122)、第2層(125)
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【片仮名】

【平仮名】

【漢字(字)1

【漢字(2字以上)】

図24 刻印拓影

304
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- 305



調査区全景

(南東から)

調査区全景(南西から)



調査区南壁地層断面

(北東から)

調査区南壁地層断面

(北西から)

調査区東北部東壁地層断面

(西から)



18世紀の遺構

(南東から)

瓦廃棄土塘群

(写真手前より

SK316・307・308、

北東から)

SK307断而および

三葉葵紋鬼瓦106出土状況

(南東から)



石列SX304および

石組み溝SD310

(北から)

石列SX304および石組み溝SD310(北西から)



近代の遺構

(南西から)

「新金蔵」と、

「旧御金蔵」雨落溝SDIOL

地業SX102

(南東から)

雨落溝SDIOIおよび

地業SX102

(北東から)



三葉葵紋鬼瓦106(全高81 cm,残存幅103cm)

三葉葵紋鬼瓦113(全高57cm,残存幅84cm)



中央区安堂寺町二丁目1番における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OS13-17)報告書
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調査 個 所

調査 面積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区安堂寺町2丁目1-2

72ボ

平成25年6月17日～7月3日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は豊臣氏大坂城の惣構の西南部に位置し、谷町筋と安堂寺通の交差点の北西角の敷地である

(図1)。上町台地上には埋没した多くの開析谷があるが、調査地周辺も起伏の激しいところである。

調査区の東は、北にある龍造寺谷とよばれる大きな谷へ続く支谷の谷頭付近になる。東を通る谷町筋

は調査地敷地より低いが、これは旧地形の影響を受けてのことであろう。また南を通る安堂寺通は、

東方から上町台地へ至る、中世まで遡る主要道であったとみる考えがある[大澤研一2012]。

試掘では、旧地形の復元のとおり北西隅で地山が浅かったが、南東隅では現地表下約4mで地山に

達し、その間に各時期の地層が観察された。調査区は北半の旧建物地下室を避け、地山が低い南東側

に設定した。遺構面が深いことが予測されたことから、東西9m・南北8mの調査区を確保するため、

壁の傾斜を緩く掘削面積を広くとった。調査では、現地表下2.3mの第2層上面で豊臣期と推定される

石垣の残骸SX201が検出された。第2層以下は記録などのため、SX201の残りの良い南から5石分を

残し、その周囲を掘り下げつつ調査した。第4層以下は調査区北に東西5m・南北2～1.5mのトレン

チを設定し、現地表下約5mで地山を確認し調査を終えた。

基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高はT.p.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

現地表の標高はTP+15.3～15.5mである。

座 公 園

)I L＿

174 NW O5- 6

1 1 1                       1

図1 調査地位置図

-44,300      -44,280      Y-44,260

図2 調査区位置図

X-146,680

30m
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SP301～ 303

第3層

第4a層

SK401

・402

SKIOIなど

第5層

第6層

第7層 , /   第8層

第1層 : SX201を薄く覆 う地層で、SX201の裏

込などの土に由来し、そ れより汚れている。偽礫

を含む黄褐色(10YR5/6)中粒砂質シルト層であ

る。 これより上の徳川期の地層は壊されており、

本層上面でSK101など徳川期以降のすべての遺構

を検出した。

第2層 :暗オリーブ色(5Y 4/3)シルト質粗粒砂

層で、層厚は30cm以上である。第 2層以下は西か

ら東にゆるやかに低 くなり、第 4～ 5層以下で傾

斜がきつくなる。中世末と推定される畠の作土で、

SX201の構築面である。

第3層 :オリーブ褐色(2.5Y 4/3)粗粒砂質シルト層で、最大層厚25cmの作土である。図
7の土師器

皿28・備前焼大尭29が出土し、15～16世紀と推定される。上面でSP301～303を検出した
。

第4層 :にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質中粒砂層の第4a層と黄褐色(2.5Y5/3)中粒
砂質シルト

層の第4b層からなる。第4a層は最大層厚50cmで、第4b層は東南部のみにあり、最大層厚2
5cmである。

第4層は作土であろう。上面でSK401・402を検出し、東壁には第4b層で覆われ第5層
へ食い込む、

北 壁

トレンチ南壁

SX201

N

東壁下半

TP+150m

+130m

+12 am

-H10m

JP+130m

+12 am

-HLOm

3m

1:80

図4 地層 断 面 図
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長g40cm超の石があった。瓦質の三足釜25、巴文軒丸瓦24のほか土師器・須恵器・瓦器・常滑焼が出

土しており、12～14世紀の間と推定される。

第5層:灰黄褐色(10YR4/2)中粒砂質シルト～粘土層で、層厚は20～55cmである。土器を多く含み、

円筒埴輪・瓦が出土している。須恵器杯身19、平瓦21が出土していることから、 8～9世紀の地層で

あろう。

第6層 :黄褐色(2.5Y5/3)～灰オリーブ色(5Y 4/2)のシルト・極細粒砂の小偽礫かならなる盛土で、

層厚は90～100cmである。第 6～7層出土遺物中の須恵器杯身8・蓋 6から、 7世紀後葉～8世紀前

半の地層であろうか。

第7層 :上から、少量の炭を含むオリーブ黒色(10Y3/1)シルト層、黒褐色(10YR3/1)シルト質中

粒砂層、黄灰色(2.5Y 4/1)極粗粒砂層と続き、層厚50～70cmである。一部に地山由来の偽礫を含むが、

基本的に水成層である。弥生土器・土師器・須恵器が出土した。確実に第7層から出土した須恵器杯

蓋4から、 7世紀中葉以前の地層であろう。

第8層 :明緑灰色(7.5GY7 /1)極粗粒砂～細礫層で、上端はトレンチの西側でTP+ lO.6mである。

上町台地のいわゆる地山である。敷 地北西隅の試掘では現地表から約1mで地山に達することから、

第8層上面は東西12～13mの間で3m以上の落差があったと推測される。

ii )遺構と遺物(図5～7)

a.中世(図5上)

第4層上面でSK401 - 402を検出した。SK401は長さ0.6m以上、幅0.55rn, 深さ0.70mで、埋土

はにぶい黄褐色(10YR5/4)中粒砂質シルトなどである。SK402は不定形の土城で、長さl.60rn,幅

0.6m以上、深さ0.30mである。十分に把握できなかったが、SK402と類似の埋土が北西に続いていた。

SK402は人為のものとは思われない。SK401から瓦器椀27、SK402から同26が出土した。

第3層上面で小規模なピットSP301～303を検出した。SP301～303は直径0.25rn,深さ0.05 ～0.20m

である。SP302とSP303の間は約0.6mで、SP303には直径0.05mの杭が残っていた。

b.豊臣期(図5下)

第2層上面のSX201は東面する石垣が壊されたものである。調査区を南北に横断して、幅1.0～1.4m

の間に0.1～0.2mの石が散乱していた。南壁に露出しているものを含めて5石の石垣石が残っていた

が、南より2石 目は表土掘削時に誤って掘り上げてしまった。計測可能な3石は、幅0.45～0.55m,

奥行0.60～0.70m1厚さ0.25～0.30mである。石垣は本来2段 目以上があったが、壊されたものである。

北半では最下段の石まで抜かれており、裏 込めや石垣基底に敷かれた石が、壊 された際に前面まで引

き出されている。近代以降の井戸や攪乱などに、SX201の石垣石と類似する大きさの石があった。 ト

レンチ南壁断面での観察によれば、SX201は少し掘り込んで栗石を入れ、石 を据えている。

SX2C)1を据えた土からは遺物が出土していない。第 2層以下の時期や自然石を使用しているなどの

特徴から、SX201は豊臣期と推定される。西から東へ低くなる土地に屋敷地を造成するに際し、高低

差の処理のため南北に続く石垣を築いたと考えられる。徳川期以降、東側などの盛土により石垣が不

要になり、石 を抜いて壊したのであろう。
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一一一▽丁ア1--1:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒砂

SP302 SP303

オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質中粒砂
オリーブ褐色(25Y4/4)シルト
黄褐色(10YR5/6)シルト
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TP+13 0m

N    S
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2.黄褐色(10YR5/6)シルト質中粒砂
3:にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒砂質シルト

+1 2.2m

一44,282 -44,280

第5層

1m

1:40

-44,278 Y-44,276\

第2層上面

図5 第3・4層上面、第2層上面遺構実測図

1:50
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c.徳川期(図6)

18世紀以降の大型の廃棄土壇や井戸などを検出した。17世紀代の遺構と、建物跡などの浅い遺構は

近現代に壊されている。

SK1 01は長さ4.05m,幅2.1m以上、深 さl.25mで、多量の焼けた瓦や陶磁器が捨てられてぃた。↓8

世紀前半～中葉の時期である。南壁にかかるSK102は東西0.80rn,南北0.6m以上、深さ0.25mで、平

面四角形である。18世紀前～中葉の時期である。SK103はSX201の東にある南北方向の浅い土壇で、

石を抜いたように底は凹凸があった。灰色極粗粒砂層で埋まり、時期は18世紀末～19世紀である。

SK104は長さ2.3m以上あり、多量の瓦が廃棄されていた。深さは1m以上あり、掘 り切ってぃない。

18世紀末～19世紀中頃の遺構である。北西角のSK105・106はSK108の埋土を捉えたものかもしれな

い。SK105・106の埋土は焼土混りの黒褐色シルト質粗粒砂で、SK108のそれは偽礫混りの暗灰黄色

粗粒砂質シルトである。SK108で南北2.2m以上、東西2m以上、深さ0.85mある。 これらの時期は

18世紀中頃以降である。SE107は井戸瓦を使用しており、直径2.4m程度である。掘形と井戸側内に

SX201に使用されていた可能性のある石があった。18世紀後半の時期である。

d.各層出土の遺物(図7)

弥生土器無頚壺1と円筒埴輪2は、第6～7層から出土した遊離資料である。確実な第7層出土に

須恵器蓋3・4がある。第6～7層からは須恵器5～8、土師器9～12が出土し、蓋 5～7・杯身8、

杯9・高杯10・杢11・壺12がある。第 6層からは須恵器13・14が出土し、13は壺の蓋、14は高杯ま

たは盤である。第5層(第6層を一部含む)からは土師器杯15・同皿16、須恵器杯身17が出土した。15

SKIOI

SK103

SK104

SK102

1:80

図6 第1層上面遺構実測図
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は内面に放射状暗文があり、底 部外面はケズリで調整する。16は小片で直径などは不確かである。18

～21も第 5層出土であるが、第4b層資料を含む可能性がある。須 恵器杯蓋18・杯 身19・920と須恵

質の平瓦21があり、20の内面の当て具痕は車輪文である。

22～25は第4層(第5層を一部含む)出土遺物である。22は須恵器の蓋、23は灰釉陶器または須恵器

の壺口縁部、25は瓦質の三足釜、24は巴文軒丸瓦である。第 4層と第5層の間に時間的な懸隔がある

ように見える。28・29は第3層出土で、28が土師器皿、29が備前焼大亮である。

26     一亡 = 士 ミ テ ー27

10          20cm                    O

1:4

図7 出土遺物実測図

第7層(3・4)、第 6～7層(1・2・5～12)、第6層(13・14)、

第5層〔一部第4b層含む〕(18～21)、第4層〔一部第5層含む〕(22～25)、

1:6(29のみ)

第5層〔一部第6層含む〕(15～17)、

SK402(26)、SK401(27)、第3層(28・29)
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3)まとめ

本調査の成果は、まず豊臣期の南北方向の石垣の検出である。石垣の構築は、大きな高低差を解消

するための処置か、あるいは安堂寺通の重要度などから、城から遠いところでもていねいな造成を施

す必要のあった屋敷地であったのであろう。また、龍造寺谷支谷に関係する傾斜面のようすと谷を埋

める7世紀頃から豊臣期に至る地層を把握できたことは、今後の周辺調査に役に立つ。

参考文献

大澤研一2012、「道からみた豊臣初期大坂城下町」:『大阪歴史博物館研究紀要』第10号、pp.21-:3:3
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中央区大手通二丁目18・19番における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OS13-26)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区大手通2丁 目18・19-1

49留

平成25年7月30日～8月6日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、田中裕子
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1)調査に至る経緯と経過(図1・2)

調査地は大坂城跡の西部に当り、豊臣期の惣構内西部、徳川期の城下町に位置する(図1・2)。周

辺ではこれまでに多くの発掘調査が行われており、縄文から近世までの遺構・遺物が見つかっている。

特に注目すべき成果として、本調査地東側のOS91-64次調査では、17世紀中頃～後半にかけての大

量の油煙受皿が出土し、検 出した遺構からもそこに製墨工房跡があったことが判明した[大阪市文化

財協会2003]。また、同調査地では、現在の敷地と方位を同じくする豊臣後期の柱列・溝、およびそ

れ以前の大型の落込みが検出されている。

当該地における大阪市教育委員会の試掘調査では、現地表下約1.7mの深さで大坂城と関連する遺構

面・地層・遺物が確認された。今回の調査は、こうした遺構面の年代や遺構・遺物の分布状況など、

当地域における歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的に実施した。

発掘調査は7月30日より実施し、敷地の北部に7m四方の49mlの調査区を設定した。重機により現

地表下1.7mまで掘削し、その後人力による掘下げを進めながら遺構面の精査、土塘・溝などの遺構検出、

土器・陶磁器などの遺物の採集を行った。写真撮影・実測などすべての記録作業を終え、 8月6日に

調査を完了した。

本報告書で用いた方位は、現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することに

より得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。また、水準値は東京湾平均海面値(T.p.値)

であり、本文 挿図中ではTP+○mと記した。

2)調査の結果

45,8pO

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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第0層

SK15

第3層

第4層     一ゞ--一一'

SEO5

1)層序(図3・4)

調査地は松屋町筋に向かって東から西に低

くなる傾斜地に当る。調査区は南半上部が著

しく削平されていたものの、北半部を中心に

遺構の残存が確認された。調査区全体に厚い

盛土が確認されたため、南壁際で重機による

第2d層   深掘りを行ったが地山は確認できなかった。
本調査の現地表はTP + 7.0mであり、現 地表

下5.2mまでの地層を観察し、現代盛土の下位

を第Ⅰ～ 6層に区分した。

第0層 :コンクリート・煉瓦・タイルの混

じる現代盛土である。最 大層厚は240cmであ

る。

図 3 地層 と遺 構 の関係 図

第1層 :にぶい黄色(2.5Y6/4)細粒砂層で、

層厚は20～32cmである。下部に平瓦や平らな

石を敷き詰め、その上に細粒砂で盛土をして

いた。肥前磁器」8などを含む17世紀末以降の整地層であり、上面では18世紀の遺構が検出されている。

第2層 :第2a・2b・2c・2d層に細分できる近世の盛土層である。第2b～第2d層上面で17世紀の遺

構が確認されている。第2a層はにぶい黄褐色(10YR5/4)細粒砂質シルト層で、層厚は8～32cmであ

る。下部に炭化物が堆積する。調査区北東角にのみ確認でき、SEO5による窪みを埋めたとみられる。

第2b層はにぶい黄褐(10YR4/3)～黄褐色(2.5Y5/4)中粒～細粒砂質シルト層で、層厚は18～38cmで

ある。炭化物・焼土塊のほか、角礫の粘土偽礫が混じる。17世紀後葉の肥前磁器17や、土 師器・肥前

陶器などを包含する。第2c層は、明黄褐色(10YR6/6)細粒砂質シルト層で、層厚は20～36cmである。

炭化物が混じる。土 師器・肥前陶器・肥前磁器などを包含する。第2d層は、 にぶい黄橙(10YR6/4)

～にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒～細粒砂質シルト層で、層厚は15～60cmである。

第3層 :明黄褐色(10YR6/6)わずかに細礫混り中粒砂層で、層厚は25～100cmである。17世紀前葉

の土師器皿・丹波焼尭・肥前陶器碗・肥前磁器碗・瓦 などを包含する徳川期とみられる盛土である。

第3層上面で遺構は検出されなかった。

第4層 :黄褐色(2.5Y5/6)細粒砂層で、層厚は160cmである。灰色粘土の偽礫が混じり、盛 土層と

みられる。遺物の出土はない。

第5層 :灰黄褐色(10YR5/2)中粒砂層で、層厚は44cmである。豊臣期の丸瓦16を包含し、盛 土と

みられる。上面が耕作されていた可能性もある。

第6層 :黄褐色(2.5Y5/4)粘土層と粗粒砂層の互層で、層厚は45cm以上である。粗粒砂層から東播

系須恵器鉢が出土しており、中世以降の盛土である。

ii )遺構と遺物(図5～ 8)
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北 壁

第2a層
1    SK15

第4層

ETP+70m

東 壁

TP+70m

第0層

第1層  第2b層SK15

+4.0m

第4層         +3.0m

第5層         +20m

第6層

3m

1:80

図4 北・東・南壁地層断面図

a.第2d層上面の遺構(図5・7・8)

第2d層上面では土塘を検出した。

SKOI :東西1.20m以上、南 北1.85rn,深さ0.53mの楕円形の土壇である。SKO2を壊して掘り込ま

れている。土壊の底には泥が堆積し、上層には砂質シルトが堆積する。埋 土中からは、サザエ・ハマ

グリ・アサリなどの貝殻や鳥類の骨、陶磁器類の破片や瓦片が多く出土した。廃棄土壇とみられる。

出土遺物は上層と下層に分けることができる。下層からは、中国産青磁皿・青花碗および瀬戸美濃焼

陶器香炉や肥前陶器皿・捕鉢のほか、土 師器皿・火入類、軒丸瓦・鬼瓦などが出土した。上層からは、

中国産青花皿および肥前磁器染付碗・瓶類の他、肥前陶器碗・皿 と瀬戸美濃焼陶器碗、備 前焼捕鉢、

土師器皿・焙烙や瓦片、 またベトナム産長胴瓶などが出土した。図示した遺物は下層出土が1～7、

上層出土が8～11である。下層出土の遺物は、1が青花碗で、饅頭心で見込みに「佳」の字が描かれる。

津州窯産とみられる。2は瀬戸美濃焼陶器香炉である。3・4は肥前陶器で、3は灰釉の皿、4は口

縁部に鉄釉を施す捕鉢で6条1単位の捕目を持つ。5は土師器皿で、口縁に煤が付着し灯明皿として
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使用されていたとみられる。同様の皿は8個体以上が確認できた。6は軒丸瓦で、三つ巴
文、珠 文の

数は16である。7は宝珠形の三方鬼瓦である。上層出土の遺物は、 8が肥前磁器染付皿で
、高台に砂

が付着し、初期の肥前磁器とみられる。9は肥前陶器碗の底部とみられる。10は肥前磁器
染付碗で口

縁部内面と外面に鉄釉を施す。11は土師器焙烙で、外 面に平行叩きをもつ。これらの遺物
の年代は17

世紀前～中葉に属する。上層と下層の遺物は若干の時期差はあるが、あまり間をおかず廃
棄、埋 戻し

が行われたとみられる。

SKO2

SKOI

SKO3

SKO4

深掘レ トレンチ

第2d層上面

SKO7

SEO5

深掘 リ トレンチ

第2c層上面

3m

1:80

図5 第2d・2c層上面検出遺構平面図

SKO2 :東西1.50m以上、南 北2.00m以上、深 さ0.64m

の楕円形の土壇である。埋 土は第3層由来の偽礫からな

り、炭 が多く混 じる。遺構の南部をSKO1とSEO5に壊さ

れる。土 師器皿・中国産青花片・肥前陶器碗と鉢 ・平瓦

が出土した。図示した遺物は土師器皿12で底部外面に糸

切痕を有する。

SKO3 :東西0.50m,南北1.20rn,深さ0.86mの不整形

の土塘であり、上 部をSEO5に壊されている。埋 土の下

層は砂質シルトが堆積し、上層は白灰色粘土偽礫が混じ

る土で埋め戻されている。調査区東壁にかかる。土師器

皿・羽釜、備前焼捕鉢、肥前陶器碗・皿 ・捕鉢、瓦 、焼

土塊が出土した。図示した13は肥前陶器碗である。

SKO4 :東西0.80m以上、南北1.OOm以上、深 さ0.34m

の不整形の土壇である。埋 土は炭混りの砂質シルトであ

る。肥 前陶器鉢のほか、土 師器皿・焙烙・火入類と軟質

施釉陶器不明品が出土した。

出土遺物の年代はいずれも17世紀前～中葉に属すると

みられ、遺構の年代は17世紀中葉頃と考えられる。

b. 第2c層上而の遺構(図5・7・8)

第2c層上師で井戸・溝 ・土塘を検出した。

SEO5 :上部の直径はl.50m以上、中～底部は直径0.68

～0.88m,深さl.30mの円形の井戸で、第4層の上部ま

で掘り込 まれていた。上部が大きく開き、肩 部が崩落し

たとみられる。埋 土は3層に分かれ、下層は第3層由来

の偽礫を含む土で埋め戻されていた。中層も、第 3層由

来の偽礫を若干包含する細粒砂で、埋戻し土とみられる。

中層からは、肥前磁器染付碗のほか、肥前陶器瓶類と丹

波焼瓶類、まだ土師器羽釜およびベトナム産長胴瓶など

が出土した。埋 土上層は、焼 土・炭 を包含する砂質シル
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トで、土壌生成が進んでいるとみられる。丹波焼瓶類のほか、土師器火入類が出土した。出土遺物は

いずれも小破片のため図示しえないが、遺物の年代は17世紀中～後葉に属するといえよう。

SDO6 :東西0.30rn,南北1.l7m,深さ0.09mの北側をやや西に振る南北方向の溝である。西側を

SEO5によって壊されている。底部には砂質シルトが堆積し、滞水していたとみられる。出土遺物は

ない。

SKO7 :調査区北西隅に位置する東西0.28m以上、南北0.l8m以上、深 さ0.l5mの不整形な土壇であ

る。中国産青花碗のほか、土師器皿が出土した。図

示した青花碗14は津州窯産とみられる。

SKO8 : SKOIの上部に確認できる浅い土壇で、東

西1.20m以上、南北0.70m以上、深さ0.23mである。

南部を現代の攪乱によって削平されていた。下 部に

ある廃棄土塘SKOIを埋め戻したのち生じた地形の窪

みとみられ、人為的に埋め戻されている。出土遺物は、

肥前磁器染付碗・青磁鉢のほか、肥前陶器碗や丹波

焼瓶類・捕鉢、土師器皿・火 入類などで、17世紀中

～後葉に属するとみられる。

SKO9 :東西0.25m,南北0.55m,深さ0.l3mの楕

円形の土塘である。土師器皿・被熱した瓦が出土した。

第2c層上面の遺構は17世紀後葉に属するとみられ

第2b層上面

る。

c.第2b層上面の遺構(図6)

第1層の砂と瓦敷きを取 り除いた面で、土塘が確

認された。

SK10:東西0.53rn,南北0.43rn,深さ0.08mの円

形の土塘である。多 角形状の粘土偽礫が混じる埋土

で、人為的に埋め戻されたとみられる。肥前陶器鉢

のほか、土師器皿などが出土した。

SKI 1 :東西0.45m,南北0.50m以上、深さ0.26m

の円形の土塘である。南 部を現代の攪乱で壊されて

いる。中国産青花片や肥前陶器碗のほか、土 師器皿、

平瓦などが出土した。

出土した遺物は小片であるが、第2b層から17世紀

中～後葉の肥前磁器染付碗が出土しており、本 層の

遺構の年代はそれ以降であるといえる。

d.第1層上面の遺構(図6・8)

$D12   SK16

深掘り トレンチ

第1層上面 口炭゚焼10混561墳

3m

1:80

図6 第2b・1層上面検出遺構平面図
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調査区北部で、溝 ・土塘・杭を検出した。

SD12:南北方向の溝で、北側はわずかに東へ振る。東西0.68m,南北1.35m以上、深さ0.07mである。

南に向かって溝は深くなっており、底部には砂が堆積していた。丸瓦・平瓦のほか、焼土塊が出土した。

調査地南部の現在の地区割りとも一致しており、敷 地境の溝の可能性がある。

SK13 :東西0.40m以上、南 北0.35rn,深さ0.06mの楕円形の浅い土塘である。東部をSD12によっ

て壊されている。出土遺物はない。

SK14:東西0.53m,南北0.60rn,深さ0.l2rnの円形の土壇である。肥前磁器染付碗・端反碗のほか、

肥前陶器碗、また平瓦や被熱した壁土が出土する。肥前磁器染付碗は18世紀後半とみられる

SKi5:東西1.OOm,南北0.45m以上の方形の土壇で、深さは0.24mである。焼土や炭で埋まっており、

型紙摺花文が描かれた肥前磁器染付碗15のほか、土師器皿・火入類や、丹 波焼壺、肥 前陶器碗、被 熱

した瓦などが出土した。遺物の年代は18世紀前葉に属する。焼跡整理の土塘とみられる。

SK16:東西0.45m,南北0.30m以上の方形の土塘で、深 さは0.22mである。被熱した瓦を包含する

焼土と炭で埋まっていた。SK15同様、焼跡整理の土塘とみられる。

杭: SD12、SK14に重なって複数の杭が見られた。杭痕の直径は0.l5m～0.30mであり、中心部に

は木杭が残存していた。

第1層上面検出の遺構は重複が見られるが、およそ18世紀代の遺構といえる。

e.各層出土の遺物(図8)

第5層からは丸瓦16が出土した。厚 さl.3cmと薄手であり、凹面には布目痕がある。焼成がやや不

SKO1

丁P+5am

十40m

1:褐色(10YR4/4)粗粒砂混り細粒砂質シルト

2.暗灰黄色(25Y4/2)細粒砂質シルト(第2b層)

3 暗゚灰黄色(2.5Y 4/2)細粒砂質シルト(SKII遺構埋土)

4:オリーブ黒色(5Y3/1)細粒砂質シルト(第2c層〉

5:オリーブ褐色(2.5Y4/3)細粒砂質シルト(SKO8遺構埋土)

6:黒褐色(2 5Y3/2)細粒砂質シルト(SKO8遺構埋土)

7:オリーブ黒色(5Y3/1)細粒砂質シルト(SKOI遺構埋土)

8 暗゙灰黄色(2.5Y4/2)細粒砂質シルト(SKOI遺構埋土)

9:暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒砂質シルト(SKOI遺構埋土)

2m

1:40

SEO5

TP+50n

N

十4 0m

1,暗灰黄色(2.5Y5/2)礫混り細粒砂質シルト(炭化物混じる)

2 黄゙褐色(2.5Y5/4)シルト質細粒砂

3:黄褐色(2 5Y5/4)細粒砂

4:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質細粒砂(第3層由来の偽礫混じる)

5:黄褐色(10YR5/6)中粒砂

SDO6

TP+50m TP+5am

1:にぶい黄橙色(10YR6/4)シルト質細粒砂(SDO6遺構埋土〉

2 にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂質シルト(SDO6遺構埋土〉

3:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂質シルト(SEO5遺構埋土)

+40m    ゙               +4am

図7 SKOI・SEO5・SDO6遺構断面図
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良で、赤色のクサリ礫 と粘土のダマ(小偽礫)を多く含むことから大阪の胎土とみられる。豊 臣期の瓦

と考えられる。

第2b層から出土した肥前磁器染付碗17を図示した。底部は碁笥底で、内面には人物を描いた窓絵を

0           10          20cm

1 :4

図8 出土遺物実測図

SK01下層(1～7)、SKOI上層(8～11) 、SKO2(12) 、SK03(13)、SKO7(14) 、SK15 (15)、第5層(16)、第2b層(17)、第1層(18)

- 325 -



配し、その周りは釉薬を剥ぎとって装飾としている。17世紀後葉とみられる。

第1層から出土した肥前磁器染付碗18を図示した。17世紀末に属するとみられる。

3)まとめ

今回の調査では、豊臣期から徳川期の厚い盛土を検出した。盛 土上面では、17～18世紀の重なり合

う遺構面を検出した。調査地周辺では、豊 臣期から徳川期にかけて雛壇状の造成が行われた可能性も

指摘されており[大阪市文化財協会2003・大 阪文化財研究所2012]、今 回の盛土もそうした造成に係

わるものと考えられる。

参考文献

大阪市文化財協会2003、

大阪文化財研究所2012、

「OS91-64・93次調査」:『大坂城跡』Ⅶ、pp.275-2,go

「中央区大手通二丁目における建設工事に伴う大坂城跡発掘調査(OS12-20)報告書」
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第2d層上面の遺構

(南から)

第2c層上面の遺構

(南から)

調査区北壁地層断面

(南から)



中央区天満橋京町における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OS13-29)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 休

調査担当者

大阪市中央区天満橋京町19

375留

平成25年8月22日～11月22日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長(現所長) 南秀雄、黒田慶一
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1)調査 に至る経緯と経過

調査地は豊臣氏大坂城の惣構内北端に位

置し、大川南岸沿いの土佐堀通に面してい

る。周辺の現地形は南接する石町の敷地と

は約10mもの標高差があり、南 から北へ急

激に低くなって、崖面には北面する石垣が

築造されている(写真1)。周 辺ではこれま

でいくつかの調査が行われており(図1)、

豊臣期を中心に古代～徳川期の遺構・遺物

が検出されている。特に東隣のOS11-13次調査では、1598(慶長3)年の大坂町中屋敷替えに伴うと

思われる分厚い盛土が検出され、大坂夏ノ陣の焼土層も一部で確認された。遺構の方位から豊臣後期

写真  調査地南側の石垣(北から)

の段階には、現在と同様の地割が行われたと考えられている[大阪市教育委員会・大 阪文化財研究所

2013]。

調査地では、大阪市教育委員会が2013年6月10日に行った試掘調査の結果、現地表下約0.6mで徳

川期の包含層、その下位で豊臣期の遺構・遺物が確認されたことから、調査を実施することとなった。

まず、敷地南部に南北15m1 東西25mの調査区を設定し(図2)、排 土を敷地内に仮置きするため、

東西に2分割して調査することとした。8月22日から調査の準備工にかかり、 8月29日より東調査区

の機械掘削を開始し、10月4日同区の調査終了後、埋 戻しを開始し、同10日に西調査区の機械掘削を

開始した。地層の掘り下げは基本的に人力で行ったが、豊 臣期の分厚い盛土下面を調査する際、機械

大 阪 ヤ ノ スル

京   ル                    GN

Y-44,370 1

X-145,250

45,260

-145,270

0                  200mOS86-   1   02

----゙-'---一一 '    〔      1 : 5,000二=にユ一一・----  1

20m

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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掘削も併用した。調査期間中は適宜、遺構の検出・記録を行いつつ調査を進め、11月22日にすべての

作業を完了し撤収した。なお、TP+0.2～0.4mで出水があり、それ以下は調査不能であった。

基準点はMagellan社製Promark3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高はT.p.値(東京湾平均海面値)で、TP+○mと記した。また、本報告の遺物に関し

ては、当研究所学芸員小田木富慈美が記述した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4・14)

調査地は最近まで、南から北に緩く下降する一平面からなる駐車場として利用されていたが、第二

次大戦以前は敷地中央よりやや南で0.5mの段を有する南・北2つの敷地に分かれていた。戦後に北側

を嵩上げし、一筆の敷地にしたと考えられる。

第0層 :コンクリート床と砕石層(バラス)からなる現代の舖装である。

第1層:第二次大戟の空襲による焼土および、その上位の炭・焼土・レンガ・コンクリート片を多

く含む現代盛土である。これにより、敷地の平坦化が図られている。

第2層 :黄褐色(2.5Y5/3)粗粒砂質シルトからなる整地層である。近代の磁器および近世の陶磁器

を含む。

第3層 :層厚40cmの黄褐色(2.5Y5/3)粗粒砂質シルトの整地層である。出土遺物は少量で、18世紀

中葉までの国産陶磁器・土器類のほか、中国産磁器・銭・砥石を含む。

第4層 :東調査区では層厚20～30cmの炭・焼土偽礫混り褐色(10YR4/4)粗粒砂質シルトからなり、

西調査区では3層に細分できる整地層である。

第4a層は東調査区で第4層としたものと同質で、層厚20cmを測る。18世紀前葉以前の国産陶磁器・

土器類(図14-48～53)などのほか、中国産陶磁器・瓦・金属製品および、土師器・須恵器・瓦器・円

筒埴輪を含む。

第0層

第1層 

第4a層

第4b層

第2層 100番台遺構

200番台・

300番台遺構

第9層

第5a層 第5b層

第6層
第7層
弔8

400番台遺構

第10層
第13層

第11層

図 3 地層 と遺 構 の関係 図

第4b層は層厚10cmの炭を含む暗灰黄色

(2.5Y5/2)粘土質粗粒砂層である。17世

紀中葉以前の国産陶磁器・土器類(図14-

43～47)などのほか、中国産陶磁器・瓦 ・

金属製品・石製品および、古代の土師器・

須恵器を含む。

第4c層は層厚5～10cmの焼土が多く混

じる暗褐色(10YR3/3)粗粒砂質シルト層

か、有機質のオリーブ褐色(2.5Y 4/3)シ

ルト～粘土層である。本 層は1615(慶長

20)年の大坂夏ノ陣の焼土層に相当すると

考えられる。出土遺物はない。
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図4 東調査区東壁地層断面図



第13層:にぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒砂～中礫を主体とする自然堆積層で、固く締まる段丘構成

層である。

ii )遺構と遺物

a.豊臣前期の遺構(第8層上面の遺構、図 5)

SK401  幅0.6～l.Om,長さ3.6mの南北方向の溝状の土塘で、暗灰黄色(2.5Y5/2)中粒砂質シルト

を埋土とし、中世の平瓦片と土師器小片が出土した。
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SK402  南北・東西とも0.8m以上、深さ0.2mの土塘で、褐色(10YR4/4)粘土質中粒砂を埋土とする。

結晶片岩の礫が出土した。

SX403  東西0.9m,南北1.Om以上、高さ0.3mの高まりで、有機物を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒

砂質シルトで構成されている。崖錐堆積物の可能性がある。

SD404  西調査区の深掘りトレンチで確認した長g2.7m以上、幅0.5～0.8m,深さ0.6mの南北溝で、

偽礫を含む黄褐色(2.5Y5/4)粘土質粗粒砂を埋土とし、古代の丸・平瓦片、土師器・須恵器片を含む。

b.豊臣後期～17世紀中葉の遺構(第4b～5a層上面の遺構、図6～9)

第4b～5a層上面で検出した遺構のうち、遺物から豊臣期と判明したものには300番台の遺構番号を、

徳川初期以降のものには200番台を付した。

豊臣後期の遺構(図6・9)

SD324  長さ12.3m以上、幅0.6m,深さ0.3mを測る東西方向の溝で、東で南に5度振る。下部に

水漬きの褐灰色粘土質シルトが堆積し、その上は明黄褐色細礫質粗粒砂で埋められている。中国産磁

器および土師器・備前焼のほか、瓦・銭 ・金属製品が出土した。1は土師器皿で、内面および口縁部

5

1 : 150

SK320 TP+45m

N  SD324    S TP+45m

Ⅶグ   +4.0m
i:明黄褐色(10YR6/6)細礫質粗粒砂

2:褐灰色(10YR5/1)粘土質シルト

-ゝゝモ℃区扁Fタ黒「;2ヲ冫' +40m
1:浅黄色(2 5Y7/4)細礫質粗粒砂

2 小偽礫を含む明黄褐色(2 5Y6/8)粗粒砂質シルト

3 小゚偽礫を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)粗粒砂質シルト

4:小偽礫を含む明黄褐色(2 5Y6/8)粗粒砂質シルト
5 暗灰黄色(2 5Y5/2)粗粒砂質シルト

6 黄灰色(25Y4/1)粘土質シルト

TP+45m

+40m

1:焼土が混るにぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質粗粒砂

2"炭[シルト〕

3.にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質粗粒砂

4 有゚機物が混る暗灰黄色(2 5Y5/2)粘土質シルト

5 黄褐色(2 5Y5/3)粘土質シルト

1:黄褐色(10YR5/6)粘土質中粒砂

2:褐色(10YR4/4)シルト質粗粒砂

3.にぶい黄褐色(10YR5/3)粗粒砂質シルト

4 偽礫が混るにぶい黄橙色(10YR6/4)シルト質粗粒砂

5:焼土〔にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト〕

6:炭〔シルト〕

7 炭〔シルト〕

8 炭゚・偽礫が混るにぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質粗粒砂

9 炭゚・偽礫が混るにぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質粗粒砂

1

1:40

2m

図6 豊臣後期の遺構(第5a層上面)平面・断面図
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外面を黒変させている。器 高が低いのが特徴である。2・3は中国産青花の碗で、いずれも津州窯な

いしは南方産であろう。2は底部内面が無釉となる。

このほか豊臣後期の溝 として、SD31 1・362・366がある。 いずれも東西方向の溝で、 方位は

SD324とほぼ同じである。なお、これらの溝の北には掘立柱建物の柱穴とみられる小穴が多数分布し

ていたが、建 物の復元には至らなかった。

SK360  南北0.8m,東西1.3rn,深さ0.6mの土塘で、炭 ・偽礫を含むにぶい黄褐色シルト質粗粒砂

などで埋まる。中国産磁器および土師器・瓦質土器・備前焼・瀬戸美濃焼志野・肥前陶器のほか、瓦 ・

石錘・鉄厳を含む金属製品・骨 ・貝、古 代の須恵器が出土した。4は土師器皿で、口縁端部外面をヨ

コナデする。5・6は肥前陶器の皿、7は中国産青花の碗である。

SK320  SD324埋没後に掘り込 まれた一辺1.8m,深さ0.4mの平面が平行四辺形を呈する土壇で、

にぶい黄褐色シルト質粗粒砂などで埋まる。中国産磁器および土師器・備前焼のほか、瓦 ・古代の須

恵器が出土した。8は土師器皿で、灯火兵として使用している。底 部内而には段が巡る。9は肥前陶

器皿で、 5と同一器形である。

SK376  南北0.9m,東西0.5rn,深さ0.2mの楕円形を呈する土塘で、にぶい黄褐色(10YR5/3)シル

ト質粗粒砂を埋土とする。土師器・瀬戸美濃焼・瓦が出土した。」Oは瀬戸美濃焼志野の皿である。内

面には鉄絵を施す。11は瀬戸美濃焼青織部の向付である。

このほか豊臣後期の土塘として、SK314がある。なお、東 調査区では確実に豊臣期に遡る遺構は確

認しえなかった。

徳川初期～17世紀中葉の遺構(図7～ 9)

第5a・4b層上面では東調査区で塀を検出したほか、全 域で土塘を検出した。

SA201 (図7・8) 一辺0.4～0.6mの方形の掘形をもつ柱穴SP249-207 ～209・213からなる柱列で、

塀と思われる。掘形の深さは0.4～0.7mで、柱痕跡の直径は0.20～0.25mを測る。柱芯々間は2、3～2.8m

とややばらつきがある。遺物が少なく時期を限定しにくいが、掘形埋土に炭・焼土がみられることから、

大坂夏ノ陣直後に構築された可能性がある。SP216もSP207・208の中間に位置することから支社の

可能性が考えられる。

土壇は西調査区で17世紀中葉の穴蔵とみられるSK245を検出したほか、全 域で廃棄土塘を多数検出

した。これらのうち、徳川初期の遺物を含む土塘としてSK205、Ⅰ7世紀前半の遺物を含む土塘として

SK297が、17世紀中葉の遺物を含む遺構としてSK221・228・229・237・250・251がある。以下で

は代表的なものについてのみ述べる。

SK245(図7・8) 西調査区中央で検出した南北2.4rn,東西2.lrn,深さl.Omの穴蔵で、SD362埋

没後に掘り込 まれている。四周の壁際には根石を噛ませて柱を立てている。柱 の長さは0.8～0.9mで

あった。柱 の外側に板材の残存する箇所があり、本 来は柱の外側に板を配して壁にしていたようであ

る。にぶい黄褐色シルト質粗粒砂などで埋められている。17世紀中葉の国産陶磁器・土器類および、銭・

瓦が出土した。

SK205  東調査区南東隅で検出した南北2.7m,東西1.6m以上、深さ0.6mの不整方形の土壇で、黄

334 -



褐色(2.5Y5/3)粘土質シルトなどを埋土とする廃棄土壇である。中国産磁器および土師器・肥前陶器・

瀬戸美濃焼・備前焼のほか、瓦 ・銭 ・骨が出土した。12は土師器皿で、底部中央が膨らむ。13・14は

肥前陶器の皿と碗である。15は瀬戸美濃焼で灰釉の丸碗である。16は中国産青花の碗である。17は備

前焼の捕鉢である。18は均整唐草文軒平瓦である。以上は徳川初期のものであろう。

SK297  西調査区南東隅の南北0.8m以上、 東西0.6m, 深さ0,4mの土壇で、 炭を含む黄褐色

(2.5Y5/3)粘土質中粒砂を埋土とする廃棄土塘である。中国産磁器・肥前磁器および土師器皿のほか、

瓦が出土した。19は土師器皿で、口縁部外而にヨコナデを施し、底 部は丸みを帯びる。20は中国産青
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花の合子である。以上は17世紀前半のものであろう。

SK251  南北1.5m以上、東 西0.9rn,深さ0.6mの土塘で、黄褐色(2.5Y5/4)シルト質粗粒砂を埋土

とする廃棄土壊である。肥前陶器・肥前磁器および瀬戸美濃焼・丹波焼・土師器のほか、瓦 が出土した。

21は肥前磁器の青磁碗である。高台内は露胎とする。22は丹波焼の水指である。以上は17世紀中葉の

ものであろう。

SK221  南北1.5m以上、東西1.2rn,深さ0.8mの不整楕円形の土壇で、 中礫を含むにぶい黄橙色

(10YR6/4)細礫質粗粒砂を埋土とする廃棄土壇で、土師器・肥前陶器・肥前磁器・信楽焼のほか、瓦

が出土した。23は信楽焼の四耳壺である。遺構の時期は、共伴した肥前磁器より17世紀中葉と考えら

れる。

c.17世紀後葉～19世紀の遺構(第4a・3層上面の遺構、図8・10～13)

以下で記述する第4a層および第3層上面は、上 部を大きく攪乱されており、

部分が認められた。このため、一部に上位層の遺構が混在する可能性がある。

構について出土遺物の時期から、それぞれの属する時期を推測しておく。

遺構検出面が不明瞭な

よってここでは、各 遺

第4a層上面では、調査区の東半で南北方向のSD165を検出したほか、全域で多数の土塘を検出した。

SA201

N SP249

SA201

SP207 SP216 SP208

SP216

1.にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質粗粒砂

TP+40m

十35m

SP208

1.中礫が混るオリーブ褐色(25YR4/4)粗粒砂質シルト

2:炭・焼土が混るオリーブ褐色(2.5YR4/3)シルト質粗粒砂

SP249

1:礫・偽礫が混るオリーブ褐色(25Y4/3)シルト質粗粒砂

SP207

1:中礫が混る黄褐色(2 5Y5/4)粗粒砂質シルト

2:粘土偽礫が混るにぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂質シルト

3:にぶい黄色(2.5Y 4/4) Ill粒砂質シルト

SP209

1 炭・焼土が混るにぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒砂質シルト

2 褐色(10YR4/4)粗粒砂質シルト

SP213                           +3゚51
1:炭・焼土が混るにぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒砂質シルト

2 褐゚色(10YR4/4)シルト質粗粒砂

SK245 TP+4.5m

N

SKI 73

TP+4.5m

雪 、 響Q
o 4 o＿ -0 .

Q- 0 aa !-'C)

一゙  5

1 黄褐色(2.5Y5/3)シルト質粗粒砂

2.炭溜りをもつ暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質粗粒砂

3:黄灰色(2.5Y5/1)シルト

4.炭・焼土が混るにぶい黄色(2.5Y4/3)シルト質粗粒砂

5.有機物が混る黄灰色(2 5Y5/1)シルト質粗粒砂

1:粘土偽礫が混る明黄褐色(2 5Y6/2)シルト質粗粒砂

2:にぶい黄褐色(25Y6/4)シルト質粗粒砂

3:黄褐色(2.5Y5/4)細礫質粗粒砂 1:40

2m

図8 SA20↓、SK245・173遺構断面図
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1              4              8

23―1 。
10cm

1:3

(1～17・19～23)

図9 遺構出土遺物実測図(1)

SD324( 1～3)、SK360( 4～7)、SK320( 8・9)、SK376 (10・11)、

SK297(19・20)、SK205(12～18)、SK251(21・22)、SK221(23)
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これらの多くは廃棄土壇とみられる。以下では代表的なものについて記述する(図10)。

SK173  一辺1.4～l.6rn,深さ0.6mの方形の土塘で、炭・焼土を含むにぶい黄色シルト質粗粒砂な

どを埋土とする(図8)。中国産磁器・肥前磁器および肥前陶器・丹波焼・備前焼・瀬戸美濃焼・瓦質

土器・土師器など国産陶器・土器類のほか、瓦・石製硯・銭が出土している。26は肥前陶器の碗である。

27・28は肥前磁器の染付皿である。29は丹波焼の捕鉢である。30は石製の硯で、裏に「二石三右工門」

の線刻が認められる。31は三巴文軒丸瓦である。以上は17世紀末のものであろう。
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このほかに、 第4a層上面で検出した土壇としては、17世紀末葉以前の遺物を含むものとして

SK103・106～ 109・111・113～ 115・138・142・143・146・149・153・157・158・178・179・

181・188・193・198があり、18世紀初頭の遺物を含む遺構としてSK152・169が、18世紀前葉の遺

物を含む遺構としてSK101・180・195、18世紀中葉の遺物を含む遺構としてSK171が、18世紀後葉

の遺物を含む遺構としてSK118・145・185・186・192が検出されてぃる。

\

- 339 -



10          20cm

1:4(31・37)              \   37

図12 遺構出土遺物実測図(2

SK95(24・25)、SK173(26～31)、SK48(32～37)、SK21(38)、SKO2(39)
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第3層上面では、18世紀初頭以前の遺物を含む遺構としてSK05・21・25・28・37・41・42・47・

48・51・53・60・61・64・66・71・74・75・81・92・94・95・97・98、18世紀前葉の遺物を含む遺

構としてSD07のほかSK22、18世紀後葉の遺構としてSK01・06・18・30・40・77、18世紀末葉の

遺物を含む遺構としてSKI 1が検出されている。

また、19世紀以降の遺物を含む遺構としては、井戸のSEO3・33を検出したほか、廃棄土塘とみら

れるSK02・13・17・34・43・46・49・54・62・99が認められた。なお、 これらのうち、SK17は土

塘内に丹波焼売を倒置し、SK54は丹波焼の鉢と土管を利用して作ったもので、いずれも水琴窟と考

えられる(図13)。前者には19世紀初頭の遺物が共伴し、後者は近代に降るものである。以下では代表

的なもののみ記述する。

SK95  長軸0.9m,短軸0.6m,深さ0.3mの不整楕円形の土塘で、オリーブ褐色(2.5Y4/4)粗粒砂

質シルトを埋土とする。中国産磁器および肥前磁器のほか、備前焼・肥前陶器・土師器が出土した。

24は土師器焼塩壺で、方形二重枠内に「天下一堺ミなと藤左衛門」の刻印を有する。この刻印は1654(承

応3)～1679(延宝7)年のものであることが知られる[小川望2008]。25は肥前磁器の皿で、口縁部

が外折する。内面には蜘蛛の巣文様を施す。高台内にはカンナ削り痕跡があり、中国産の可能性もある。

これらの遺物は17世紀後半に属するとみられる。

SK48  南北2.3m,東西3.5m,深さ0.4mの土城で、黄褐色(2.5Y5/3)シルト質粗粒砂を埋土とする。

中国産磁器・肥前磁器および肥前陶器・丹波焼・土師器・軟質施釉陶器のほか、瓦 ・銭が出土した。

32は土師器皿である。33は肥前陶器の皿で、口縁部が外折する。34～36は肥前磁器の染付である。34

は碗、35は仏飯具、36は皿である。34・36は高台内に「大明年製」銘を有する。37は三巴文軒丸瓦である。

以上は17世紀末～18世紀初頭に属するものである。

SK21  南北2.Orn,東西1.4rn,深さ0.9mの不整楕円形の土塘で、有機物を含む暗灰黄色シルト質

粗粒砂などを埋土とする(図13)。中国産磁器・肥前磁器および肥前陶器・備前焼・堺捕鉢・軟質施釉

陶器・土師器のほか、瓦・金属・骨が出土した。38は肥前磁器の白磁で、巻物などの軸先であろう。

遺構の時期は共伴する遺物より18世紀前葉とみられる。

SK02は南北4.5m,東西3.3m,深さ0.3mの不整方形土壇で、中国産磁器のほか、肥前磁器・瀬戸

M

SK21

1:暗灰黄色(2 5Y4/2)シルト質粗粒砂

2 偽礫が混る暗灰黄色(25Y5/2)粘土質シルト

3:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質粗粒砂

4 炭・粘土小偽礫が混る黄褐色(2 5Y5/3)シルト質粗粒砂

5:炭が混るオリーブ褐色(2.5Y 4/4)粗粒砂質シルト

6:炭が混るオリーブ褐色(2 5Y4/3)粗粒砂質シルト

7 炭が混る暗灰黄色(2.5Y5/2)粗粒砂質シルト

8 にぶい黄色(2.5Y6/3)粘土質シルト

SK17

1 褐゚色(10YR4/6)中粒砂質粘土

2:焼土〔にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト〕

3:焼土を含む褐色(IOYR4/6)中粒砂質シルト

4 明黄褐色(10Y6/6)粗粒砂質粘土

SK54

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質粗粒砂

2m

1:40

図13 SK21・17・54遺構断面図
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美濃焼磁器・関西系陶器・丹波焼などの国産陶磁器類および、瓦・花崗岩製の灯篭・金属製品が出土

した。出土遺物の時期は19世紀前半に属する。39は中国産青花の碗で、高台内に「嘉慶午製」銘を施す。

d.各層出土の遺物および遊離資料(図14・15)

第12層からは古代の土師器片および平瓦が出土した。54は平瓦で、凸面に縄目タタキ痕、凹面に布

目圧痕が認められる。

第8層からは土師器・瓦器・丹波焼・中国産磁器および瓦が出土した。40は中国産青花の碗で、饅

頭心である。高台内に「大明年製」銘を有する。

第5a層からは中国産磁器のほか、土 師器・備前焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器・瓦および須恵器・瓦器

が出土した。41・42は瀬戸美濃焼である。41は天目碗である。42は皿で、口縁部を打ち欠いて灯火具

として使用している。

第4層からは中国産陶磁器のほか、土師器・瓦質土器・備前焼・瀬戸美濃焼・丹波焼・肥前陶器・

関西系陶器・肥前磁器など国産陶磁器・土器類および瓦・石製品・金属製品、須 恵器・瓦器が出土した。

43～47は第4b層から出土した。43は中国産青花の皿で、津 州窯産である。44は瀬戸美濃焼の天目

碗である。45は肥前陶器の向付で、鉄絵を施す。46は土師器焼塩壺で、外面には判読不能の墨書を

施すほか、正方形二重枠内に「三なと藤左衛門」の刻印を有する。この刻印を有する焼塩壺は17世紀前

葉に比定されている[小川2008]。47は厚さ2～3 mmの銅製品で、バイゴマに類似した形状を呈する。

以上は豊臣後期～17世紀前葉に属する。

48～53は第4a層から出土した。48は肥前陶器の二彩手皿で、内面に緑色釉と刷毛目文様を施す。49

～52は肥前磁器の染付である。49～52は碗で、49の外面にはコンニャク印判による施文がある。52は

口縁部が端反で、高台内に「宣徳年製」銘を有する。53は圏線状の文様を施す蓋である。以上は17世紀

後葉～18世紀前葉に属する。

このほか遊離資料として、SK227からは難波宮6572型式に属する重圏文軒平瓦55が出土している。

また、機械掘削の際、第 1～2層から花崗岩製の刻印石56、矢 穴石57・58が出土した。56の刻印は

丸の内に一字と、丸から直線が延びるものである。57・58は矢穴口長辺10～14crn1 深度8 cmを測る(矢

穴の各部名称は[森岡秀人・藤川祐作2008]に拠った)。いずれも江戸時代初期に搬入された石垣石と

みられる。大阪市内も1854(安政元)年11月の地震など、たびたび災害に襲われている[大阪市消防局

1968」。調査地南側の石垣が崩れて石垣石が埋もれた可能性が考えられる。

3)まとめ

当地は江戸時代の京都への船着き場と伝えられる八軒屋に位置し、船 着き場は豊臣期にもさかのぼ

る可能性が考えられたが、調査の結果、石 町の崖下の整備は、大 坂町中屋敷替えを待たねばならない

ことがわかった。今 回の調査は、惣構北端域の開発のようすを探ることができた点で意味は大きい。

東隣のOSII-13次調査地では、大坂夏ノ陣と考えられる焼土層を検出している。当調査地の東半

は江戸時代以降の削平を被り、豊 臣期の遺構が明確ではなかったが、西半は夏ノ陣焼土層が一部遺存

するとともに、豊 臣後期の遺構も検出することができた。
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0              10cm

図14 各層出土の遺物と遊離資料(1

第12層(54)、第8層(40)、第5a層(41 - 42)、第4b層(43-47)、第4a層(48-53)、SK227(55)



20cm

1:5

(56拓本)

20

図15 各層出土の遺物と遊離資料(2)

第1～2層(56～58)

町中屋敷替えで崖下の低地に盛土を施し、惣構の外観を調えると同時に 遺構の方位から少なくと

も豊臣後期の段階には、現在と同様の地割が行われたと思われる。
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中央区徳井町二丁目51・52における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OS13-34)報告書
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調査 個 所 大阪市中央区徳井町2丁目51・52

調査 面 積 72渭

調査 期 間 平成25年10月16日～10月22日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 次長 南秀雄、平田洋司
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1)調査 に至る経緯と経 過

調査地は大坂城の西部、惣構内に位置する。地形的には東西方向の谷である「本町谷」の斜面に当っ

ている。周辺ではこれまで多くの調査がなされており豊臣～徳川期を中心とした遺構・遺物が多く検

出されている。調査地北側に当るOS09-7・92-60・O7-7次調査地では段丘層が高く検 出され、

OS92-60次調査では豊臣後期の敷地境と推定できる東西方向の柱列および溝が発見された[大阪市文

化財協会2003]。東側のOS08-6次調査地、南側のOS89-19次調査地は谷の内部に当っており、古

代～徳川期に至る整地層が確認されている。このうちOS89-19次調査では豊臣前期の遺構面を2面、

後期の遺構面を1面確認した[大阪市文化財協会2003]。豊臣後期の遺構には南面する石垣と石組溝が

あり、 これらの遺構は本町通の北側に位置する他の調査でも東西方向に連続して確認されている。

今回の調査地では事前に大阪市教育委員会によって行われた試掘調査で、豊臣期以前に遡る地層が

確認されたため調査を実施することとなった。調査区は敷地南部の東西12m1 南北6mの範囲とし、

調査に先立ち事業者によるアスファルト舗装面の除去が行われた。平成25年10月16日から調査を開始

し、重機による掘削を後述の第4層までを対象として行った。第 5層上面の調査を終えたのち、それ

以下の調査については掘削が深くに及ぶことが想定されたため、調査区の西部を対象とし、掘削は重

機と人力を併用した。埋戻し・撤収作業を除き、現地による調査は10月22日に終了した。

基準点はMagellan社製ProMark3により測位し、本 報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高は東京湾平均海面値(T.P.値)であり、本文・挿図中ではTP+○mと略記した。

Y-44,5601

1:500

X-145,880

45.9001

20m

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図
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第1層

第2層

第3層

SK301
SK306

第6層

第7a層

第7b層

図3 地層と遺構の関係図

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査で確認された地層を第1層～第7層に区分した。

第1層:現代の整地層および攪乱で、層厚は20～150cm

である。

第2層 :焼土・炭・漆喰片・石などを多く含む黒褐色

(7.5YR3/2)シルト質粗粒砂を主体とする複数の整地層か

らなり、東部では整地に際Lて後述の第3・4層を削平し

ている。層厚は西部で80crn,東部で120cmである。19世

紀以降に位置づけられる。

第3層:第4層以下の偽礫を多く含む黒褐色(10YR2/3)

シルト質粗粒砂を主体とする複数の整地層からなり、層厚

は30～80cmである。東部には遺存しない。出土遺物から

18世紀代前葉～中葉の整地層に比定できる。

第4層 :シルト偽礫・炭を含むオリーブ黒色(5Y3/2)シルト質粗粒砂からなる整地層である。人為

による擾乱が著しく、層内の遺構面については不明瞭であった。層厚は20～30cmである。東部では第

2層の整地に伴う削平により遺存しない。検出した遺構の多くは本層に属する。17世紀代に位置づけ

られる。

南壁 W TP+9am

第2層
第2層

l

3m

+80m

+7.0m

+60m

十5.0m

1 : 100

N TP+9.0m

第2層

SK308 第4層。7 am

図4 地層断面図

1 : 100

3m
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第5層 :段丘層に由来する偽礫を多く含むオリーブ色(5Y6/8)あるいは、浅黄色(2.5Y7/4)を呈す

るシルトまたは粗粒砂を主体とする整地層である。本層以下は一部を掘削したのみであるが、層厚は

150～180cmである。瓦片が少量出土したのみであるが、上下層からの出土遺物および近隣の調査の

年代観から1598(a長3)年の大坂町中屋敷替に伴う整地層と考えられ、谷 を最終的に埋めている。本

層以下の堆積状況から調査地は東西方向の「本町谷」の北側斜面に当っていると考えられる。

第6層 :黄灰色(2.5Y5/1)シルト層で深掘り部の西部でのみ確認した。層厚は10cm未満である。出

土遺物から豊臣前期に位置づけられる。

第7層 :谷の埋土であり、第7a層・第7b層に二分した。第7a層は段丘層に由来する偽礫が主体の黄

褐色(10YR5/6)シルト～粗粒砂からなる整地層で層厚は5～50cmである。遺物は出土しなかったが、

上層との関係から豊臣前期と考えられる。第7b層は第7a層と同様の整地層であるが、 にぶい黄褐色

(10YR5/4)を呈し、暗色化していることから第7a層とは時期差があると推定できる。本 層上部から

土師器莞1・須恵器短頚壺2が出土しており、中世以前に遡る整地層の可能性がある。

ii )遺構と遺物(図5・6)

a.豊臣前期の遺構と遺物

第6層内で土壇・溝 ・小穴を検出した。出土遺物から豊臣前期に位置づけられる。調査した面積が

狭く遺構の分布や配置など詳細は不明である。

SK601  一部を検出したのみであり、本 来の形状・規模は不明であるが、長さl.Om以上、深さ0.6

m以上の土壇である。埋土は偽礫主体であるが、上部には炭を含み、ゴミ穴としての機能が推定できる。

土師器皿3、瀬戸美濃焼皿4・碗 5、中国産青花皿6が出土した。

SD602  調査区西部で検出した南北方向の溝で、幅0.5m以上、深 さはO.lmである。遺物は出土し

なかった。

SD603  幅0.5rn,深さO.lmの北で西に振る方位の溝である。本溝より東では第7層上面が緩やか

に下がっている。遺物は出土しなかった。

SP604  直径0.4m,深さO.lmの平面形が円形の小穴である。柱痕跡は確認できなかった。

b.徳川期の遺構と遺物

第4層まで重機により除去したため、遺構の検出は第5層上面で行った。遺構の多くは第4層に属

するものであるが、埋 土や調査区壁面の観察および出土遺物の年代観から、 より上位層に属するもの

も認められた。また、本 来は第5層の整地に伴い、第 5層上面の遺構として豊臣後期の遺構群が分布

したはずであるが、今 回の調査では確実な遺構は確認できなかった。大坂夏ノ陣に伴う焼土層も遺存

していないことから第4層の整地の際に削平を受けたと推定できる。

第4層の遺構は17世紀代のもので土塘・柱穴がある。調査区の中央やや東では大規模の土塘が集中

する。

SK401  調査区東部で検出した直径0.8～l.Om,深さ0.5mの平面形が円形の土壇である。ほぼ垂直

に掘り込まれており、底部は平坦である。土師器・瓦質土器・肥前陶器が出土した。7は瓦質土器火鉢、

8は肥前陶器片口鉢である。これらは17世紀前葉に位置づけられ、第5層上面の遺構として豊臣後期
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Y-44,580 Y-44,5751 Y-44.5701

SD602 SD603
SP604 SK601

X-145,895

5m

豊臣前期の遺構 1 : 100

Y-44.580 Y-44,575 Y-44,570

塀または柵の推定位置

SK310

SK402

SK309 SK404a-
, 倖

SK403
SK:405

SK301     Sゞ409
SK307

SK303

SK304

SK401

SK305

SK302

SK410

X-145,895

5m

徳川期の遺構 1 : 100

図5 検出遺構平面図

に遡る可能性がある。

SK402  調査区西端で検出した一辺0.5m以上の平面形が方形の土塘である。深 さはO.lmである。

土師器・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器片が出土し、17世紀中～後葉に位置づけられる。

SK403～408  調査区中央で検出した土塘群である。長 さ1.0～l.6rn,検出面からの深さは0.2～0.5

mで、平 面形は楕円形もしくは不整形である。埋 土に炭を多くこと、近接した場所に多く掘 られてい

ることなどの共通点から、ゴ ミ穴としての機能が推定できる。これらの遺構からは土師器・瓦質土器・

備前焼・丹波焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器・肥前磁器・瓦などが出土した。17世紀中～後葉に位置づけ
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(拓影は縮尺2分の1)
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0              10             20cm

1:3(2～20)

図6 出土遺物実測図

第7b層(1・2)、SK601(3～6)、SK401(7・8)、SK409( 9・10)、SK302(11～13)、SK306(14～17)、SK307(18～20)
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られる。

また、 これら土塘群が埋没したのちには直径0.2～0.4mの柱穴群が掘られ、底 部には根石が据えら

れているものもあった。組合せについては小面積であることから明らかでないが、北でやや東に振る

方位に並ぶ傾向があり、柵 または塀が存在していた時期があったと考えられる。

SK409  調査区中央で検出した直径0.4rn,検出面からの深さ0.4mの土塘で、壁面は垂直に掘り込

まれている。土師器・肥前陶器・肥前磁器が出土し、17世紀後葉に位置づけられる。9は肥前京焼風

陶器碗で外面には山水文が描かれ、露胎の高台内面には「小松吉」の刻印がある。10は肥前磁器碗であ

る。

SK410  調査区東端で検出した幅0.9rn,長さl.Om以上の土塘である。深 さ0.3mである。土師器・

肥前陶器・肥前磁器・中国産青花・焼塩壺・輪羽口・鉱滓などが出土した。17世紀中葉に位置づけられる。

第3層の遺構は遺構面が第3層内と推定できるものと第 3層上面と推定できるものがあるが、いず

れも第5層上面での検出であるため、本 来の遺構の分布については不明である。

第3層内の遺構にはSK301～305がある。

SK301  調査区南西部で検出した土壇である。東西3.5rn,南北2.2m以上の平面形が方形の土塘で

南は調査区外に続く。深 さは0.7mで底部は平坦である。埋土は炭を含む均質なシルト質中粒砂で遺物

は出土しなかった。

SK302  調査区東南部で検出した東西1.Orn,南北0.5m,検出面からの深さが0.2mの土塘である。

土師器・瀬戸美濃焼・肥前陶器・肥前磁器などが出土し、 ゴミ穴 としての機能が考えられる。11は産

地不明の捕鉢、12は肥前陶器皿、13は肥前磁器碗である。これらの出土遺物は17世紀後～18世紀前葉

に位置づけられる。

SK303～305  調査地東部で検出した土塘である。直径0.7m前後、検 出面からの深さは0.3m前後

の平面形が円形の土塘である。埋土に炭を含むこと、第 4層の土塘群と近接していることなどからゴ

ミ穴としての機能が考えられる。土師器・備前焼・肥前磁器が出土した。18世紀前～中葉に位置づけ

られる。

第3層上面の遺構にはSK306～310がある。いずれも平面形が方形で深さは1.5m以上、壁面は垂直

に近い。また、埋 土には焼土・炭のほか被熱した瓦片が多量に含まれるという共通点があり、穴蔵が

火災後に瓦を主とする廃棄土壇として利用したと考えられる。

SK306  唯一全体のわかる土壇である。東西3.0m,南北1.5mの平面形が方形で、深さは第3層上

面からは2.0mである。多量の被熱した瓦のほか土師器・備前焼・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器・関西

系陶器などが出土し、18世紀中葉に位置づけられる。14は肥前陶器の仏飯具で脚台部は露胎である。

15は関西系陶器の蓋である。16は肥前磁器碗、17は内外面施釉の肥前青磁鉢または香炉である。

SK307  東西1.4mで南は調査区外に続く。深さは1.8m以上である。多量の被熱した瓦のほか土師器・

瓦質土器・備前焼・丹波焼・肥前磁器などが出土した。遺物の多くは17世紀後葉であるが、第 3層と

の関係から18世紀中葉以降と考えられる。18は土師器皿で口縁部には煤が付着し、灯 明皿として利用

されている。19は瓦質土器で香炉と考えられる。20は肥前磁器碗である。
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3)まとめ

今回の調査地では段丘構成層が検出できず、「本町谷」の北斜面に位置していることが判明した。谷

の整地の時期は明らかにできなかったが、遅くとも豊臣前期には整地され、南のOS89-19次調査と

同様、遺構面が拡がっていることが判明した。

谷は1598(慶長3)年の整地により平坦にされるが、確実に豊臣後期と考えられる遺構は検出するこ

とができなかった。これは段丘構成層が高く検出される北側の諸調査地でも同様であり、17世紀代の

開発により削平を受けたものと推定でき、遺構の増加にもみられるように当時大規模な開発が行われ

たことを示すのであろう。

参考文献

大阪市文化財協会2003、『大坂城跡』Ⅶ
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豊臣前期の遺構(東から)

南壁地層断面(北から)

徳川期の遺構(東から)



平成25年度特別史跡大坂城跡豊臣期石垣公開事業にかかる

発掘調査業務(その2) (OS13-38)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区大阪城公園内 本丸地区

133.55甫

平成26年1月16日～3月31日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄 絹川一徳
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は特別史跡大坂城跡の本丸地区東側に位置し、現天守閣の南東に当る。調査地の西側には重

要文化財である金蔵が隣接している(図1・2)。調査地北側では1984年度に天守閣東側にある貯水池

の配水管埋設工事に伴って○S84-17次調査が行われている。この調査では南北2箇所の調査区が設

けられ、北区では豊臣期大坂城の詰ノ丸の石組暗渠が、南区では詰ノ丸の外郭石垣と中ノ段の地表面

が検出された。特に後者は高さ5.7mに及ぶ野面積みの石垣で、徳川期大坂城の再築により地下に埋没

した豊臣期大坂城の実態が窺える極めて重要な遺構であった[大阪市文化財協会1985・2002]。

大阪市では上記の豊臣期大坂城の詰ノ丸石垣の歴史的価値を踏まえ、この石垣を恒久的に展示公開

するための整備事業を計画し、2012年度に展示公開施設の建設予定地において試掘調査を実施した。

その結果、本格的な発掘調査を実施して徳川期の遺構の状況を確認するとともに、豊臣期石垣を再発

掘して保存状態を検討することが必要と判断された。こうした経過を受けて、本年度に2期(OS13-

11・13-38次)にわたる発掘調査を実施することとなった。

図1 調査地の位置
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第1期調査(OS13-11次)は2013年7月8日から開始した。重機によって現代盛土の掘削を行った

のち、人力により近代以下の地層の掘下げを行い、遺構検出・掘下げと実測・写真撮影などの記録作

業を行った。調査の結果、現存する徳川期大坂城の金蔵に係わる区画施設とみられる南北方向の石列

と石組溝を検出した。現地で文化庁および豊臣石垣保存公開検討会議による視察と指導を受け、10月

4日には調査に係わる作業を終了し、10月10日に機材類の撤収を含むすべての工程を完了した。なお、

9月20日～22日には現地説明会を実施し、延べ3,600名の見学者を得た。

今回の第2期調査(OS13-38次)では、① OS84-17次調査で検出した豊臣期大坂城の詰ノ丸石垣を

再発掘すること、② 豊臣期大坂城の中ノ段と下ノ段を区画する石垣の位置を動的コーン貫入検査によ

り確認すること、③OS13一且次調査で検出された現金蔵の東側を区画する南北方向の石列と石組溝

について、南側への延伸状況を確認することを目的とした。

調査は2014年1月16日から開始した。調査区は第1～3区に区分した(図2)。第1区は調査地北側

で、豊臣期大坂城の石垣を再発掘するために設定した。掘 前に先立ちOS84-17次調査とほぼ同じ範

囲をH形鋼により土留め施工した。面積は52.Orrfである。H形鋼の打設作業は1月24・25日に行った。

1月27日からは、調査区内を東西方向に横切る基幹電線・水道管の保護処置を行いつつ、人力による

Y-43.3801        Y-43,370鷺       Y-43,360曳       Y-43,350 1        Y-43,340 1

X-145,600

X-145,610

X-145,620

X-145,630

10

1 : 400

20m

図2 調査区の位置
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埋戻し土の掘下げを実施した。作業途中で3段の土留め支保工を挟み、石垣の状態を確認しながら現

地表下約7mまで掘り下げた。2月21日に前回調査の発掘停止面に到達したのち中ノ段の遺構検出面

を精査し、石垣の孕み状況の検査や地下水分量の計測を行い、必要な実測や写真撮影などの記録作業

を適宜行った。また、 2月24日には大阪市立大学による石垣面の3D計測を実施した。埋戻しは3月

15日から開始し、 3月29日に完了した。

第2区は調査区の東側に設置した南北2本のトレンチからなる。今回の調査では中ノ段の外郭石垣

の位置を特定するため動的コーン貫入検査を実施したが、ボーリング坑の掘進地点では建物基礎や瓦

礫などの障害となる地中埋蔵物を事前に除去する必要があった。そのため当該範囲にトレンチを設定

して近代以降の地層を掘削した。北 トレンチは東西方向にlO.7mx 1 mで10.7 rrf、南 トレンチは北西

-南東方向に12.2mX 1 mで12.2rt"を設定した。検査は調査地を囲む鋼板塀の外側でも行われたため、

南・北 トレンチをそれぞれ延長して拡張部(12.9m"、lO.95m)を設定した(図2)。北 トレンチは2月

24日、南 トレンチは2月28日から機械掘削および人力による掘下げを開始した。各 トレンチで幕末か

ら明治時代の遺物を含む瓦廃棄土塘を検出して掘り下げ、実測・写真撮影などの必要な記録作業を行っ

たのち、瓦礫等の障害物を除いて埋め戻した。なお、南 ・北 トレンチの動的コーン貫人検査は3月11

日～13日に実施した。拡張部は北側を3月12日、南側を3月24日に設定し、現代盛土から近代の地層

までを重機と人力を併用して掘削した。その後、実測・写真撮影を行い、一旦埋め戻した。拡張部の

動的コーン貫入検査は3月29日に実施した。

第3区は調査区の南側において、第1期の調査区に接するように南北8mX東西4mの範囲で32ポ

の調査区を設定した(図2)。なお、調査途中で南北方向の石列の延伸状態を確認するために部分的な

拡張を行ったため、最終的な調査面積は34.8 m'となった。第3区は2月25日から機械掘削を行い、現

代盛土を除去したのち、近代の地層以下は人力による掘下げを行った。調査の結果、明治時代に移築

された旧金蔵の建物基礎と周囲に巡らされた石組みの雨落溝や栗石が充填された布掘溝を検出した。

さらに地層を掘り下げ、第1期調査で検出した現金蔵の東側を区画した南北方向の石列と石組溝と新

たに東西方向の石組溝を検出した。これらの遺構の実測と写真撮影等の記録作業を適宜行い、 3月27

日に作業を終了した。

以上のように、第 1～3区において調査に必要な作業をそれぞれ終了させたのち、資機材の撤収と

場内整地等の作業を行い、 3月31日にすべての作業を完了した。なお、 3月7日～9日には第1区の

豊臣期大坂城の詰ノ丸石垣を中心に現地説明会を実施し、延べ10,700名の見学者を得た。

また、調査に用いた基準点は第1期調査においてMageⅡaI1社製ProMark 3により測位した。本報告

で用いた方位は世界測地系に基づく座標北を基準としており、標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、

TP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3～5)

調査地の現地表はTP+30.6～30.7mで、ほぼ平坦な地形である。第 2期調査では、再発掘を行った
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第3区 第3区 第2区

O

SD350   1a

1b

SDIOI

SD310

SK
3bυ SK

東西方向の

石組溝

石組の 布翻溝    南北方向の   石組溝          瓦廃棄土壇3  瓦廃棄土塘1・2

雨落溝         石列
1      1

旧金蔵の地業       現金蔵東側の区再施設

図3 地層と遺構の関係図

第1区で豊臣期大坂城の石垣を検出したが、第 2・3区では徳川期大坂城の盛土上面までを発掘謂査

の対象とした。通常の発掘調査を行った第2・3区の最大掘削深度は、第2区北トレンチで現地表下

1.35rn,南トレンチで同2.40rn,第3区で同0.90mで、各区において以下の第0～3層を確認した。

第0層:現代盛土で第2区では層厚は25～90crn,第3区では10～30cmであった。第 2・第 3区と

も暗オリーブ褐色(2。5Y3/3)シルト質細粒砂と黄褐色(2.5Y5/6)中粒～粗粒砂の花崗岩起源の表層風

化土(バイラン土)を母材とした整地土、黒色(2.5Y2/1)粘土混りシルト質細粒砂の炭を多く含む整地

土などからなり、第 2区ではさらに下部にコンクリートや瓦礫を含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)中粒

砂質シルトが堆積していた。

第1層は近代の地層である。第1a～1e層に区分した。1892年頃に貯水池工事により現金蔵の東側

へ移築され、その後さらに市外へ再移築された旧金蔵に係わる地層を第1a～1c層、移築以前の地層

を第1d層とした。第2区では明治時代以降の遺物を多く含む第1e層が認められた。

第1a層:第3区のみで認められた暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細礫混り細粒～中粒砂質シルトの盛土

層で、瓦・礫片とともに漆喰片が多く含まれる。漆喰片は旧金蔵の移築・再移築時の工事により混入

したものとみられる。層厚は15～20cmであった。

第Ib層:第3区のみで認められた明黄褐色(2.5Y6/6)細礫混り粗粒砂層で、旧金蔵の石組みの雨落

溝の内側に巡らされた布掘溝の埋土と東半部を中心に敷かれた整地土である。布掘溝の埋土には人頭

大程度の礫が充填されていた。整地土の層厚は約10crn,溝埋土の深さは最大で55cmであった。Ⅰ892

年頃の旧金蔵の移築時に行われた基礎工事や周辺の整地に係わるものである。

第1c層:第3区の西半で認められたオリーブ褐色(2.5Y4/4)細礫混り細粒砂質シルトの盛土である。

石列SX304はこの盛土によって一部が覆われていた。瓦 ・礫のほか、肥前陶磁器・瀬戸美濃焼磁器・

銅製品などが出土した。本層は旧金蔵の移築時に係わる盛土と考えられるが、漆喰片が含まれず、本

層の上位から旧金蔵基礎の布掘溝が掘り込まれていることから、盛土の形成が旧金蔵の移築に伴った

ものではなく、それ以前の盛土という可能性もある。
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①第 2区 北 トレンチ北壁

W  第12層

エ゙ ≧=,f==,,,2. "a-l＿.
第2層 第3a層   ・゙じ/～]～'一一,

基礎

第1e層 第1e層
I

567

8

--一一-}--一一一
瓦廃棄土壌1

第0層

一-       10

TP+31.○m

+300m

+29 am

②第 2区 南 トレンチ南壁

瓦廃棄士塘2

第1e層 第2層 第1e層

瓦廃棄土壊3

第1e層
TP+310m

第0層

+30.0m

第3a層   第2層
+29 am

+28 0n

1:オリーブ黒色(7.5Y2/2)炭・焼土を多く含 む細礫混りシルト質細粒砂(第1e層)

2ニオリーブ褐色(2.5Y 4/6)シルト質中粒砂〈第1e層)

3:オリーブ褐色(2.5Y 4/6)シルト質細粒～中粒砂(第3b層)

4:褐色(10YR4/4)細礫混りシルト質中粒砂(第3b層)

5:黄褐色(2.5Y5/6)粘土混りシルト質細粒砂(第3b層)

6:黄褐色(2.5Y 4/6)焼土を含む細粒～中粒砂混りシルト質粘土(第3b層)

7:黄褐色(2.5Y5/6)焼土を含む細粒～中粒砂混りシルト質粘土(第3b層)

8:暗褐色(10YR3/4)粘土混り中粒砂質シルト(瓦集積土城1埋土)

9:暗褐色(10YR3/3)炭・焼土を多く含 む細粒～中礫混り粘土質シルト(第1e層〉
10:暗褐色(10YR3/3)炭・焼土を多く含む細粒～中礫混り粘土質シルト(第1e層)

11:黄褐色(2.5Y5/6)粗粒砂(コンクリー ト基礎の掘形)

12:褐色(10YR4/4)シルト質細粒～細粒砂(第2層)

13:オリーブ褐色(2.5Y 4/6)シルト質細粒砂(第1e層)

14:にぶい赤褐色(5YR4/4)シルト質細粒砂(第1e層)

15:オリーブ褐色(2.5Y4/4)中粒～細粒砂混り粘土質シルト(瓦集積土塘3埋土〉

16:オリーブ褐色(10YR4/4)粘土混り中粒砂質シルト(瓦集積土塘2埋土)

5m

1:80

図 4 第 2区 南 ・北 トレ ンチ 地 層 断 面 図



③第 3区 西壁断面

1      第3d層
( 一一 一一 一一一一 ' 一 一一 一一 一一

1-P+305m

+300m

④第 3区 南壁断面

第1a層         10  第1a層 第0層 10     第1a層

"一一    十第3c層

⑤第 3区中央 東西アゼ断面

w               第1a層 23
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第1c層  ()   7

第3b層
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第。。層             第3b層

2221 SDIOI  1918
1

TP+305m

1b層L
一 第1d層

+30.5m

TP+30.5m

+30.0m

1:オリーブ褐色(2.5Y 4/4)シルト質細粒砂(第0層)

2:明黄褐色(2.5Y6/6)シルト質粗粒～粗粒砂

(第1b層:もと金蔵移築時の布掘溝埋土)

3:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒砂質シルト(第1a層)

4:黒褐色(2.5Y3/2)細粒砂質シルト(第1a層)

5:黄褐色(2.5Y5/6)粘土混り極細粒砂質シルト(第1b層)

6:褐色(10YR4/6)細粒砂混り粘土質シルト(SD350掘形)
7:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質細粒砂(SD350埋土)

8:褐色(10YR4/4)シルト質極細粒砂～シルト(SD350掘形)

9:黒褐色(2.5Y3/2)炭混り細粒砂質シルト(第0層)

10:オリーブ褐色(2.5Y4/3)細礫混り極細粒砂質シルト(第1a層)

11:オリーブ褐色(2.5Y4/4)中粒砂質シルト(第1a層)

12:オリーブ褐色(2.5Y4/4)

シルトの偽礫を多く含 む中粒砂質シルト(第1c層)

13:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)

細～中粒砂質シルト～シルト質細粒～中粒砂(第1c層〉

14:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)粘土混りシルト質細粒～中粒砂(第1d層〉

15:オリーブ褐色(2.5Y4/6)

細粒砂質シルトの偽礫を含む粘土混り中粒砂質シルト(第3a層)

16:オリーブ褐色(2.5Y 4/6)細礫混り中粒砂質シルト(第3a層)

17:黄褐色(2.5Y5/3)粘土混りシルト質細粒砂(SD310埋土)

18:オリーブ褐色(2.5Y4/4)極細粒～細粒砂質シルト(SDIOI埋土)

19:オリーブ褐色(2.5Y 4/6)粘土混り細粒砂質シルト(SDIOI埋土)

20:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)

細粒砂質シルト～粘土質シルト(SD310埋土)

21:オリーブ褐色(2.5Y 4/6)

細礫をわずかに含む細粒砂混り粘土質シルト(第1d層)

22:黄褐色(2.5Y5/4)細礫混りシルト質細粒～中粒砂(第1d層)

1:40

図5 第3区地層断面図



第1d層:第3区の東半部で認められたオリーブ褐色(2.5Y4/4)粘土混り細粒砂質シルトまたはオ

リーブ褐色(2.5Y 4/6)細粒砂混り粘土質シルト層で、第 3区東半で検出した南北方向の石列SX304と

石組溝SD310の両方を埋めた地層である。肥前陶磁器・瀬戸美濃焼磁器・関西系陶器・ワインボトル、

軒丸・軒平・桟瓦、銅製品・鉄製品などが出土した。層厚は約15cmであった。出土遺物には明治時代

の初期とみられる兼書文が描かれた瀬戸美濃焼磁器の端反碗があることから、本 層の年代は旧金蔵が

移築される1892年以前で明治時代前半頃とみられる。なお本層の上面でSDIOIを検出した。

第1e層:第2区で認められたにぶい黄褐色(10YR5/4)細礫混りシルト質細粒～中粒砂層の盛土で、

煉瓦・瓦片とともに炭・焼土を含む。層厚は10～15cmであった。明治時代以降の地層とみられる。

第2層 :第2区で認められた褐色(10YR4/6)細礫混り細粒砂質シルト層の盛土で、陶磁器・ワイン

ボトル、煉 瓦・瓦、鉄 製品・銅製品、礫 とともに多量の炭・焼土を含む。層厚は10～20cmであった。炭・

焼土は戊辰戦争に由来するものとみられ、瓦 も被熱により赤色化したものが多い。第 2区北・南 トレ

ンチで本層の上面において瓦廃棄土塘1・2を検出した。

第3層は徳川期の盛土である。第3a～3d層に区分した。

第3a層:第2区で認められたオリーブ褐色(10YR4/6)細礫混り中粒砂質シルト～シルト質中粒砂

の盛土で、上 部が土壌化していた。層厚は20～30cmで、瓦片のほか炭・焼土を含む。幕末頃の地層と

考えられる。第 2区南トレンチで本層の上面において瓦廃棄土壊3を検出した。

第3b層:調査区の全域で認められたオリーブ褐色(2.5Y4/4)砂礫混り粘土質シルト～シルトの盛土

で、層厚は第3区の石列SX304より西側では10～15crn,第2区では15cm程度であった。3区では本

層の上面でSX304、石組溝SD310などを検出した。第1期調査(OS13-11次)では、本層からは備前焼・

関西系陶器・肥前磁器・土師器、瓦 ・土製品、金属器など、18世紀後半頃の資料が出土した。

第3c層:調査区の全域に分布する褐色(10YR4/6)細礫混り細粒砂質シルト～シルト質細粒砂の盛

土で、部分的に焼土を含む。層厚は10～15cmである。第1期調査では土師器・中国産磁器、瓦 ・博な

どが出土した。上下の地層の年代などからみて、本 層上面は徳川期大坂城再築当初の地表面の可能性

がある。

第3d層:調査区の全域に分布するオリーブ褐色(2.5Y 4/6)砂礫混り粘土質シルト～シルトの盛土で、

シルトの偽礫を多く含む。大坂城再築に係わる一括盛土である。第 1期調査では、本層からは備前焼・

中国産磁器、瓦、貝類などが出土し、層厚が150cm以上あることが確認されている。

ii )各区の概要

a)第1区(図6)

第1区ではOS84-17次調査によって明らかとなった豊臣期大坂城の詰ノ丸の南東隅に当る石垣を

再発掘により検出した[大阪市文化財協会1985]。石垣は詰ノ丸と中ノ段を区画するもので、今 回の調

査では中ノ段の平坦面も一部検出した。前 回の発掘調査から30年が経過していたが、石垣面は発見時

の状態で良好に保存されていた。

出土遺物(図7) 出土遺物 1984年度に実施されたOS84-17次調査の埋戻し土から1～3が出土

した。1・2は石垣の裏込石として利用されたものとみられる。1 ・2は一石五輪塔である。いずれ
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Y-43,3761      Y-43,374)      Y-43,3721      Y-43,3701      Y-43,3681      Y-43,3661
X-145,592

X-145,594

X-145,596

X-145,598

※ 網 か け 部 分 につ い て は 今 回検 出 して い な い

5m

1 : 100

図6 第1区豊臣期大坂城の詰ノ丸石垣平面図

1:3

10工

図7 第1区出土遺物実測図

○S84-17次調査埋戻し土(1～3)

も欠損しており、 1は細粒砂岩製で空・

風輪、 2は花崗岩製で空輪のみからなる。

1には梵字で空輪に「キャ」、風輪に「力」

の種字が刻まれている。3は管状土錘で

ある。

b)第2区(図8)

北トレンチ東端および南トレンチ南東

側で、 第2層上面において戊辰戦争時に

被熱した瓦や陶磁器等を廃棄した大型の

瓦廃棄土壊1・2を検出した。 また、 南

トレンチ北西側で徳川期の盛土である第

3a層上面において瓦廃棄土塘3を検出し、

北トレンチでは第3層上面で土壇や小穴

を複数検出した。後 者の遺構は検出のみ

に留めてそのまま保存した。

また、南北の拡張部で実施した動的コー

ン貫入検査では、ボーリング坑P13・14・

16において現地表下6.7～7m付近で豊臣
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期大坂城の中ノ段石垣(あるいは裏込石)を検出した。P15・17では地表下9.8rn, 8.lmで石垣法面を

検出した。

出土遺物(図9) 瓦廃棄土壊1からは、多量の瓦とともに被熱した壁土や肥前磁器・瀬戸美濃焼磁

器・関西系陶器などのほか、銅製薬莢・ワインボトル・貝などが出土した。そのうち4・5・10を図

示する。4・5・10は瀬戸美濃焼磁器端反碗である。4・5は口縁端部に鉄銹を施し、外 面が笈書文

である。10は外面が花尭文で、口縁内面は3重の圏線に二列点を等間隔に配し、見込に圏線1条を巡

らせて中央に寿字を記す。幕末～明治時代のものである。

瓦廃棄土墳2からは、多量の瓦や壁土とともに肥前陶磁器・瀬戸美濃焼磁器・関西系陶器・備前焼

捕鉢・関西系陶器などのほか、骨製歯ブラシ・ワインボトル・銅製金具片・骨片などが出土した。そ

のうち6～9・11～15を図示する。6～9は瀬戸美濃焼磁器端反碗である。6は口縁端部に鉄銹を施し、

外面が筆書文である。7は外面が唐草文で、見込に圏線に1条を巡らせ、中央に舟を模した文様を描く。

8・9は外面に扇而文、口縁内面に四方欅文を巡らせる。11・12は骨製歯ブラシの柄部分、13は肥前

Y-43,3601            Y-43,3551            Y-43,3501            Y-43,3451

X-145,605

シーσ 7

■

X-145,610

X-145,615

X-1 45,620

図8 第2区南・北 トレンチおよび拡張部平面図
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1 覗≧ノ13 14
O 10cm

1:3

20cm

1:4

図9 第2区出土遺物実測図

瓦廃棄土塘1(4・5・10)、瓦廃棄土塘2(6～9、且 ～15)

磁器の紅皿、14は関西系陶器の行平鍋蓋、15は堺産鉢である。瓦廃棄土壇から出土した遺物は、瓦類

が徳川期、その他は幕末から明治時代にかけてのものが大半であった。

c)第3区(図10・且)

第3区では第3b層上面において現金蔵東側の区画施設とみられる遺構を、第1a層上面において明治

時代に移築された旧金蔵に係わる遺構をそれぞれ検出した。

第3b層上面遺構 18世紀中頃に建設された現金蔵の東側に設置された区画施設とみられる南北方向

の石列SX304と石組溝SD310が第1期調査において認められたが、第3区ではSX304とSD310がそ

れぞれ南側へ延伸していることを確認した(図10)。また、今回の調査では、第3区南側で東西方向の

石組溝SD350を新たに検出した(図10)。SD350は、SX304とSD310の一部を壊し、その石材を転用
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Y-43,382 Y-43,380 Y-43,378

SX304 r

り   (
0  ,7

Y-43,376ミ

X-145,614

X-145,616

X-145,618

X-145,620

1:50

図10 第3区徳川期石列・石組溝平面図
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Y-43,3821 Y-43,380 1 Y-43,3781

SX102

SDIOI

Y-43,3761

X-145,614

X-145,616

X-145,618

X-145,620

1:50

図11 第3区旧金蔵の雨落溝・布掘溝平面図
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して石組溝を構築していた。したがって、SX304・SD310より新しい遺構である。SD350の溝内には、

一部で煉瓦等が廃棄されていたことから、明治時代まで溝として機能していたものと思われる。ただ

し、旧金蔵が移築された時にはすでに埋められていたようである。SD350の時期については出土遺物

等の詳細な検討を行う必要があるが、現状の検出状況から見ると19世紀以降に構築された可能性が高

い 。

第1a層上面遺構 旧金蔵は天守台東側に貯水池が建設された1892年頃に現金蔵の東隣に並列するよ

うに移築された。第1a層上面において、移築された旧金蔵の入口部分の石敷と蔵の周囲に巡らされた

石組みの雨落溝SD101、さらに地業にあたる布掘溝SX102を検出した(図11)。これらの遺構は第1

期調査でも検出されている。

出土遺物(図12・13) 第3区東側中央でSD310直上に堆積した第1d層から16・17・20・24・26が

出土した。16・17は瀬戸美濃焼磁器の端反碗である。16は外面が兼書文で、口縁端部に鉄銹を施す。

17は外面が扇面文で、口縁内面に四方欅文が巡る。これらは幕末～明治時代のものである。20は把手

とみられる銅製金兵である。24は左巻き三巴文の軒丸瓦で珠文は16個である。被熱している。26は左

巻き三巴文の鳥衾で珠文は15個である。第1d層からは、ほかに肥前陶磁器・丹波焼徳利・関西系陶器・

銅製薬莢・ワインボトルなどが出土した。

第3区南東側の第1c層から18・19・21～23・25が出土した。18は瀬戸美濃焼磁器端反碗である。

外面に鶴と笹文を三方に配し、口縁内面は連弧状に松葉文を巡らせる。見込みには寿字を記す。明治

時代のものである。19・21～23は銅製金具で、19は留め具とみられ、22・23は飾り釘と丸釘である。

第3区東側中央でSD101直上に堆積した第1b層から27・28が出土した。27は軒平瓦で被熱している。

橘唐草文で中心飾りの果実は丸く中央上端に菱形の突起、下端にもわずかに丸い突起が見られる。花

20

1:3

10cm

図12 第3区出土遺物実測図(その1)

第1c層(18 ・19 ・21-23)、第1d層(16 ・17 ・20)
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2

:---,' 27

28

20cm

図13 第3区出土遺物実測図(その2)

第1b層(27 ・28)、第1c層(25)、第1d層(24 - 26)

弁は分離し、脇の子葉は先端がY字状に割れる。28は蔓若葉鬼瓦で背面に「五」字の線刻がある。

3)まとめ

今回の発掘調査成果は以下の通りである。

・OS84-17次調査で発見された豊臣期大坂城の詰ノ丸石垣の再発掘を行った。石垣の保存状態は非常

に良好であった。

・動的コーン貫入検査の結果、第2区の南・北 トレンチ拡張部において中ノ段とみられる石垣の位置

を特定することができた。

・OS13-11次で確認された現金蔵東側の区画施設とみられる南北方向の石列SX304と石組溝SD310

が第3区においても延伸することを確認した。また、この石列や石組溝より後出する東西方向の石組

溝SD350を新たに検出した。SD350の構築時期については、 さらに検討する必要があるが、現状で

- 370 -



は19世紀以降の遺構である可能性が高い。
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大阪文化財研究所2014、『平成25年度特別史跡大坂城跡豊臣期石垣公開事業にかかる発掘調査業務(OS13-11)報告

書』
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調査地全景

(南西から)

第1区豊臣期詰ノ丸石坊

検出状況(東から)

第1区豊臣期詰ノ丸石垣

検出状況(南東から)



第2区北トレンチ

完掘状況(西から)

第3区西壁北半

地層断面(南東から)

第3区SX304・SD310

埋土断面(南西から)



第3区徳川期石列・

石組溝検出状況

(南から)

第3区徳川期石列・

石組溝検出状況

(東から)

第3区旧金蔵の雨落溝・

建物基礎検出状況

(東から)



平成25年度特別史跡大坂城跡整備事業にかかる

大坂城跡発掘調査(OS13-39)報告書
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調査 個 所 大阪市中央区大阪城 大阪城公園内

二ノ丸南面東側 一番櫓南

調査 面 積 129.5渭

調査 期 間 平成26年2月24日～3月20日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 次長 南秀雄、黒田慶一
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は特別史跡大坂城跡のニノ丸南面東にある重要文化財一番櫓の南側に位置する(図1)。一番

櫓周辺の雁木を有する内廻り土塁は、近年樹木の繁茂等により雁木に修復の必要性が生じてきた。修

復に際しては現状変更を伴うこととなるため、この機会に現地表下の状況を確認し、徳川期大坂城の

石垣構築方法や改修の有無などを確認することを目的に調査を行うこととなった。

調査の実施にあたり、雁木より上段部で4箇所60 rr'i、下段部で4箇所60 rrfの調査区を設定し、上

段部は人力掘削によって地下約0.5mまで慎重に掘り進め、下段部は機械掘削によって現代表土を除去

した後、人力で慎重に掘り進め、作業中に遺構・遺物が検出したときは、必要に応じて図面作成・写

真撮影などの記録を行うこととした。また発掘調査中、大阪市教育委員会の指示があれば適宜拡張し、

遺構の確認調査を行い、調査終了後、上段・下段部分の埋戻しに際しては、遺構面の保護のために0.l5m

の保護砂を敷くものとした。

当地は1628(寛永5)年～1629(同6)年に実施された大坂城再築第3期工事に伴って築造され、徳

図1 調査地位置図
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図2 調査区位置図

376



川期には、大坂城を警備する東大番頭の長屋などが付近に

置かれた。また『大坂城普請丁場割之図』 (図3)によれば、

調査地周辺の外廻り石垣丁場の担当は京極若狭守忠高と鍋

島信濃守勝茂である。なお、近代には陸軍の関係施設が周

辺に置かれた。

調査は2月24日より開始した。ニ ノ丸南面石垣部分は上

段部に南上トレンチ、下段部に南下トレンチを設定し、東

面石垣部分は南から順に、上段部に東①上・東②上・東③

上トレンチを、下段部に東①下・東②下・東③下トレンチ

を設定した。上 ・下段部ともに当初想定した調査区には埋

設管や桜の植栽などがあり、設 定は柔軟性をもって対処し

たため、最 終的な面積は129.5 rrfとなった(図2)。また、 2

月28日には整備委員会(第2回 特 別史跡大坂城跡石垣修復

検討会議)があり、現 状を現地で報告した。現場での作業は

3月20日に機材を撤収し、すべての工程を完了した。

また、基 準点はMageⅡan社製Promark3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく

座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、TP+○mと記した。

図3 大坂城普請丁場割之図

(大阪府中之島図書館本の模写図

〔大阪城天守閣蔵〕部分に加筆)

2)調査の結果

1)層序(図4～12)

調査地は上段部と下段部に分かれ、 標高は上段部でTP+29.0～29.3m, 下段部でTP+25.6～

26.0mを測り、約3.4mの高低差がある。ニ ノ丸南面は多聞櫓などの長屋建物をもたず、築 地塀のみで

あったから、外 堀から立ち上がる外廻りの高石垣に対して、内廻りの雁木以外の部分は、土 塁と斜面

の裾を押える一段の石列のみで構成されている。

第1層:現代表土である。上段部で

は層厚10～40cmの腐植土の黒褐色粗粒

砂質シルト層で、下段部では層厚50～

100cmの炭・焼 土・煉 瓦を多く含 む黒

褐～オリーブ褐色のシルト質粗粒砂で

ある。大 阪城公園整備時の嵩上げ盛土

である。

第2層は陸軍時代の整地層で、南下・

東③下トレンチでは、第2a・2b層の2

第1層

第3層

SKOI～03

弔1
2

\,  第3層

・ゝ、 αタo
SKIOI  栗石層

層に分かれる。

第2a層:層厚10cmの陸軍時代の表土
図 4 地 層 と遺 構 の 関 係 図
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層である。黄褐色粗粒砂質粘土や黒褐色粗粒砂質シルトからなる。

第2b層:層厚30cmのオリーブ褐色細礫質粗粒砂～粘土質粗粒砂からなる。

第3層 :江戸時代の盛土層で、上段部では下層の栗石層の上に武者走りのために盛られたオリーブ

褐～黄褐色のシルト質粗粒砂～粘土質粗粒砂からなり、下段部ではやはり栗石層の上に盛られた層厚

50cm以上の明黄褐色シルト質粗粒砂層などである。内廻り土塁斜面は本層で構築され、当調査地では

雁木は本層の上に載る。

ii )遺構と遺物

a.徳川期の遺構と遺物(図5～14)

二番櫓台 東①上トレンチで上部3段分の石垣を、東 ①下トレンチで根石を確認七た。根 石はTP

+ 24.7mまで栗石を積んだ上に置かれており、東 ①上トレンチでは上から2段 目の築石に鍋島藩の刻

印(図14の2)を確認した。いずれも再築第3期工事終了後は地中に隠れていた部分で、築石間の目地

の幅は30～40cmに達するなど非常に雑な積み方であり、目地には拳大の間詰め石を多用している。ま

TP+29am

2m          +28.Om
1:50

一43,284 一43,282 一43,280 Y-43,278\

X-145,920

5q

b

第2層～し

C

b゙

TP+29am

図5 南上トレンチ平面・断面図
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SKOI

踏み石2

Y-43,274\

X-145,910

8302     {1づ 1番

1.                    掘り残 し

十25am

2m

1:50

第3層

暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質粗粒砂

黄褐色(2.5Y5/3)粗粒砂質粘土

黄褐色(2.5Y5/6)粘土質粗粒砂

黒褐色(2.5Y3/2)粗粒砂質シルト

炭を含むオリーブ褐色(2.5Y4/4)粘土質粗粒砂

オリーブ褐色(2.5Y4/4)シルト質粗粒砂

黄褐色(2.5Y5/4)粗粒砂質シルト

明黄褐色(2.5Y6/6)細礫含むシルト質粗粒砂

にぶい黄色(2.5Y6/4)細粒砂質シルト

にぶい黄色(2.5Y6/3)粗粒砂細礫

:褐色(10YR4/4)シルト質粘土

図6 南下 トレ ンチ平 面 ・立 面 ・断 面 図
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ー43,264 一43,262

二番櫓台

X-i 45,904

一145,906

一145,908

w
。

TP+29am

+280m

2m

1:50

図7 東①上トレンチ平面・立面・断面図
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-\ C{

E  ,TP+260ma

X-145,900

一145,902

ー145,904

ー145,906

一145,908

図8 東①下トレンチ平面・立面・断面図
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た東①下トレンチの目地には白漆喰が詰められ、第3期工事時の施工の可能性がある(註1)。なお南

下トレンチでは二番櫓台際に会所とヒューム管が敷設されていたため、根石を検出できなかった。

雁木根石 南下・東③下トレンチの雁木根石は、高さ60～100cmの長大なものを使っているのに対

して、東①下・東②下トレンチの雁木根石は30～50cmと薄く、転用石を多く使う。特に東①下トレン

チの5個の根石の内の中央のものは、長さ6 cm,幅3 cmの小さな矢穴3個(図14の3)をもち、矢穴の

特徴から18世紀後半から19世紀初頭に加工された可能性が高く(註2)、後世に差し替えられたもので

ある。東①下・東②下トレンチの根石は後世の補修を受けた可能性が高い。雨者の根石正面は、耳石

Ⅵ

土 - 1一 栗 石層

1   第1層     1
1' "2129"00

栗石層

'                    +28 0m

1:黒褐色(2.5Y3/2)シルト質粗粒砂

2:暗灰黄～オリーブ褐色(2.5Y4/2.5)粘土質中粒砂

一43,260 Y-43,258\

X-145,886

一145,8鳩

1:50

S
, 耳 石 TP+29am

2   - o 1

。 1  第3層・。乙Tトゴ'/'
一一一一一一一一一一一 一一一一一一-  fi＿;

1:黒褐色(2.5Y3/2)中粒砂質粘土

2:暗灰黄～オリーブ褐色(2.5Y 4/2.5)粘土偽礫を含む粘土質中粒砂

十28am

図9 東②上 トレ ンチ平面 ・断 面図

2m
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一145,872

一145,874

図11 東③上トレンチ平面・断面図

1:50

2m

写真1 南下トレンチの雁木根石 写真2 東③下トレンチ雁木根石と煤のライン
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第1層

埋設管
第2a層

第2b層

TP+255m

+250m

:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質粗粒砂

:黒褐色(2.5Y3/1)粗粒砂質シルト

:瓦を多く含 むオリーブ褐色(2.5Y4/3)細礫質粗粒砂
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X-145,E160

一145,862

一145,864

一145,866

図12 東③下トレンチ平面・立面・断面図
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の末端から20～30cm突出している。

雁木根石は中途まで埋められ、階段の最下段として利用されていた。写真1は南下トレンチの根石

であるが、普請完成時に地表に露出していたTP+25.3mよりも上 は、石馨でていねいに調整してい

るが、それよりも下は粗調整で、基 底部に至っては粗割りのままの不調整である。写真2は東③下ト

レンチの根石だが、TP+25.0mで煤のラインが水平に見られ、右 側の石積みも同じライン上で煤けて

いる。この煤は第2次大戦の米軍空襲によるもので、この石積みがそれまでに施工された証左となる。

またこの石積みの根石に京極藩の刻印(図14の5)が見られ、長さ13crn,幅5cmのホゾ穴をもつ転用石

(図14の4)も使われている。ちなみに甫下・東①下・東②下・東③下トレンチで見られる、雁 木の耳

石より外側の根石上の2段の切石積みは、1969年頃に公園整備の一環で施工された(註3)もので、裏

込め石をもたない。

雁木根石と耳石の関係を築造時の姿を止めると考えられる南下・東①下トレンチで検討すると、石

列は雁木部分を越えて左右に延びることが判明した。天端はTP+25.4～25.6mで、内廻り土塁の基部

の押えとして並べられた一段石列の雁木該当部分を、雁木根石として利用したものと考えられる。

耳石 南下(1箇所)・東①下(1箇所)・東②下(2箇所)・東③下(1箇所)トレンチで耳石基部を検

出した(図版6)。南下トレンチでは陸軍時代に雁木の目地にセメントを詰める行為が顕著だが、耳石

基部にもセメントが施されている。東②下トレンチの耳石は拳大の石を基底部に咬ませているが、雁

木の根石を入れ替えだ際、空隙ができたことに対する処置であったと思われる。同 トレンチの北耳石

左側の根石天端が、耳石基底部と同じ高さであることが、その証拠となるであろう。

上段部分の栗石層 二ノ丸南面東部の外廻り石垣の裏込めとして詰められたもので、南 上・東①上・

東②上・東③上トレンチで確認された。南上トレンチでは陸軍時代に直径1.8～2.Orn,深さl.Omにわ

たって土塘を掘る際、栗石を除去していたが、概 ね外廻り石垣側は栗石層が分厚く、内廻り土塁側は

代って粘土を含む土を盛っている。栗石と土の境目がよくわかるのが東②上トレンチで、直径20～50

cmの河原石を南北に並べて栗石層の山の裾とし、それより外廻り石垣側に栗石をl.Omほど積み上げて

20cm 30cm

図13 出土遺物実測図

東①上トレンチ第3層(1・2)、東①上トレンチ第1層(3)、南下トレンチ第1層(4)
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いた。ピンポールで地下の状況を確認したが、栗石層の裾の石列の下にも栗石があるのに対して、内

廻り土塁側はまったく栗石に当らなかった。

SK101  南下トレンチで検出した一辺0.8rn,深さ0.7mのオリーブ褐色シルト質粗粒砂を埋土とす

る土塘で、栗石を多く含む。

遺物(図13) いずれも徳川期の瓦類である。三葉一点珠唐草文軒平瓦1と橘唐草文軒平瓦2が第3

層から、橘唐草文軒平瓦3と三葉葵紋鬼瓦4が第1層から出土している。

20cm

1:5

図14 刻印・矢穴など拓影

1:南下トレンチ踏み石2の矢穴

2:東①上トレンチ二番櫓台刻印(鍋島藩)

3:東①下トレンチ雁木根石矢穴

4:東③下トレンチ現代石積みに転用した石材のホゾ穴を有する向

5:東③下トレンチ雁木根石刻印(京極藩)

一 387 -



b.陸軍時代の遺構(図6・10)

踏み石1・2 南下トレンチで検出した雁木(階段)手前に置かれた石で、いずれも上面を水平にし

て置かれている。踏み石2は矢穴をもち、矢穴痕は幅9 cm,深さ9 cmである(図14の1)。

SKOI  南下トレンチで検出した長径0.5m,短径0.3rn,深さO.lmの黒褐色粗粒砂質シルトを埋土

とする土塘である。

SKO2  南下トレンチで検出した長径1.Orn,短径0.7m,深さ0.2mのオリーブ褐色粘土質粗粒砂を

埋土とする土壇である。

SKO3  東②下トレンチで検出した南北1.6m,東西0.9m以上、深さ0.lmの方形の土塘で、瓦片を

含む黒褐色粗粒砂質シルトを埋土とする。

c.小結

『大坂城普請丁場割之図』(図3)によれば、当地は大坂城再築第3期工事で、京極若狭守忠高と鍋

島信濃守勝茂が外廻り石垣普請を担当した丁場である。ただし京極藩は10間2尺9寸6分、鍋島藩は

26間5尺4寸と施工距離はわかるが、担当箇所を正確に指し示すことはできなかった。今回の調査で

東③下トレンチから京極藩の刻印を、二番櫓台から鍋島藩の刻印を検出し、前者の刻印石は後世に転

用された可能性は払拭できないとはいえ、具体的な丁場を押えることができた。特に二番櫓台が鍋島

藩の施工であることを特定できたことは、特筆に値する。

また雁木根石としたものは、内廻り土塁基部の押えの石列であることを確認できたことも大きい。

東①下・東②下トレンチの雁木根石は、後世の修築によって大きく手を加えられた可能性があること

もわかった。

ニノ丸南面は築地塀であるから、内廻り石垣を設けずに土塁で済まし得たわけだが、東②上トレン

チで石垣裏込めの栗石層と盛土との境目を検出できたことも注目される。

2)まとめ

特別史跡大坂城跡のニノ丸南面東にある一番櫓の周辺の内廻り土塁は、雁木に修復の必要が生じた。

修復に際して地表下の状況を確認することが所期の目的であった。

今回、二番櫓台が鍋島藩の施工であったことを確認したほか、雁木根石と考えたものは、雁木以外

の部分にも延び、内廻り土塁基部を押える石列であることもわかった。また東①下・東②下トレンチ

に見られるように、雁木根石を一部後世に入れ替えていることもわかった。

以上の知見をもとに、雁木修復計画を立てる必要性を感じる。

註)

(1)桜門石垣解体修理の際にも、築石目地に白漆喰が施されていた(中村石材工業株式会社の西川禎亮氏のご

教示による)。

(2)芦屋市教育委員会森岡秀人氏のご教示による。

(3)1970年の大阪府吹田市での日本万国博覧会を控え、大阪市はその前年に大阪城公園を大きく整備した[大
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阪市公園部1966・大 阪市公園局19731o その施工に携わった西川禎亮氏から、内廻り土塁基部の石積みは

中村石材工業株式会社による作製とのご教示を得た。

参考文献

大阪市公園局↓973、『大阪の公園一みどりの都市コミュニティー』

大阪市公園部1966、『大阪城公園 現状と整備計画』

大阪文化財研究所2012、『平成24年度特別史跡大坂城跡整備事業にかかる大坂城跡発掘調査(○S13-29)報告書』
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中央区谷町七丁目における建設工事に伴う

上本町遺跡発掘調査(UH13-9)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区谷町7丁目12-2

64箱

平成25年↓2月3日～12月10日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は、古代の宮殿跡である難波宮跡や現大阪城の南西方向にあり、谷町筋と空堀商店街から各々

西と南へ1ブロック目に位置する(図1・2)。地形では上町台地の西斜面に当る。周辺では発掘調査

はあまり行われていないが、豊臣氏大坂城の外郭である惣構の南辺を推定する上で重要な地域である。

発掘調査で唯一、豊臣氏大坂城の惣構の南堀がおさえられたのが、調査地から東約450mのOS93-

3次調査である。そこでは幅20m以上、現地表からの深さ約11mの堀の北肩を検出し、『遷台武鑑』所

載の図などにある惣構南の堀と考えられた[積山洋1995]。OS93- 3次調査地点を空堀通と平行に西

に延ばせば今回の調査地のすぐ北になるが、上記の図などによれば、谷町筋辺りより西の惣構の構造

はさほど単純でない。1769(明和6)年の『元和先鋒録』には「・・今按に東横堀九郎(之)助橋より上本

町札の辻迄、町屋の裏通り一筋通りたる堤の如くなる通あり。道の北一段低き所、畑に相成居申候。

是旧時惣堀の埋跡と申伝候。・ ・」という伝承があったという[渡辺武19811。谷町筋以西での惣構堀

の正確な位置は発掘調査に依らねばならないが、現状で空堀商店街の北は、「・・・道の北一段低き所」

の如く低 くなっている。

このほかに調査地から南東約150mのTX97-1次調査では、奈良時代と推定される建物跡が検

出されている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1999]o また、西南西約150mの瓦屋町所在の

WRO8-1次調査では、徳川期の瓦生産に関する各種の遺物と、 ミニチュア土製品とその鋳型、ベン

ガラを焼いた焙烙や金属加工に係る資料などが出土し、付近で窯業と複合した手工業が行なわれてい

たことがわかった[大阪市文化財協会2009]。

本調査は大阪市教育委員会の試掘結果を受け、12月3日より重機掘削を始め、必要な記録をとって

-44,375 Y-44,365

X-147 115

147125

一147135

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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SK13

SKO3など   SK20

SDO5    第1層

12月10日に撤収などのすべての作業を終えた。基

準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、 本

報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北を基

準とした。標 高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+

○mと記した。

図3 地層と遺構の関係図

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

現地表の標高は、TP+17.6～17.7mである。第 1層を除けば近代以降の地層で、それらに層名は付

していない。

第1層 :浅黄色(2.5Y7/4)細粒～極粗粒砂層の中位段丘構成層である。すべての遺構を本層上面で

検出した。表面は、近世以降に削平を受けている。

ii )遺構と遺物

検出した遺構はすべて江戸時代以降であり、そ のおもなものを報告する(図5)。

SK13  重複関係や出土遺物から最も古いと推定される遺構で、東 西4m以上、深 さ1.5mの円形の

土塘である。底 にごく薄い水成層があり、大 部分は偽礫などで埋められている。SK13からは土師器

焼塩壺1、肥 前磁器染付碗2、唐 草文軒平瓦3が出土し、17世紀後半と推定される(図7)。出土遺物

が少ないためゴミ穴ではなく、井戸や穴蔵でもない。掘 って間を置かずに埋められており、土 採りの

北壁
TP+1B.○m

SK13       3

SK12

第1層   ゝ

オリーブ褐色(2.5Y4/4)シルト質中粒砂

黄褐色(10YR5/6)極細粒砂・細粒砂偽礫

にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂質シルト

にぶい黄褐色(10YR5/3)粗粒砂質シルト

:褐色(10YR4/4)シルト偽礫

暗灰色(2.5Y4/2)粗粒砂(水成)

.浅黄色(2.5Y7/4)粗粒～極粗粒砂(第1層)

十17 am

十1 6.0m

西壁
TP+180m

1ニ        ゴ

SK23   SK21
SK20

SDO5

:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)粗粒砂質シルト

:オリーブ褐色(25Y4/3)シルト質中粒砂(炭含む)

,明黄褐色(2 5Y6/8)シルト偽礫

:褐色(10YR4/4)粗粒砂質シルト

にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質孝且粒砂

・」

SK17  SK14   く ゴ ーニ し 一

第1層

+17.○m

6.灰黄色(2.5Y7/2)中粒砂

7.オリーブ褐色(2.5Y4/3)中粒砂質シルト

8'黄褐色(10YR5/6)中粒砂質シルト

9.浅黄色(2.5Y7/3)細粒砂(第1層)

+フ6.0m

1:80

図4 地層断面図
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穴であろうか。

SK20  明黄褐色(2.5Y 4/3)シルト偽礫などを埋土とする浅い土城で、東西2.5rn,南北1mである。

シルト偽礫は土間などの造作の可能性がある。SDO5・SK21に切られ、出土遺物は18世紀以降のもの

である。

SDO5  調査区を越えて東西に続くと推定され、東側は壊されている。幅0.75～0.90rn,深さ0,65～

0.90mである。SK03・04・24は、SDO5が埋まった後の遺構である。水 が流れた痕跡はなく、小 さな

偽礫を含む中・粗粒砂で埋めている(図6)。少 し埋めた後に据えたように、長 さ0.25mの石が一石あっ

た。SD05からは肥前磁器筒茶碗4、同蓋5が出土した。4は染付、5は赤絵である。出土遺物から18

世紀後半以降の遺構である。

SK01・08 調査区の東にある不定形な土壇で、SK01は南北2.8m以上、深さ0.45mあり、SKO8は

攪乱で壊されている。これらからは土人形が集中して出土した。SKOIは出土遺物から18世紀後半と

推定される。

一44,380                   -44,376 Y-44,372\

SK12
SK13

SK15

SKO4

り
LK

S

SDO5

SKO9        SKO8

SK20、

SK18     (C)SKO7
SK25

SK26
SK21 }一

SK23

SKOI

SK22

X-147,126

ー147,130

5m

1:80

図5 遺構平面図
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SDO5

S       ゛

TP+17 0m

-H65m

1:黄褐色(10YR5/8)シルト質粗粒砂
2:オリーブ褐色(25Y4/6)中粒砂(偽礫含む)

SKO2 SK21

TP-H70m

にぶい黄褐色(10YR4/3)
中粒砂質シルト(漆喰入り)

オリーブ褐色(25Y4/3)中粒砂(炭含む)

黒褐色(2.5Y3/2)中粒砂質シルト(偽礫含む)

0           1           2m

1:40

図6 遺構断面図

表1 SKOI・08P土土人形一覧表  出土した土人形は馬・天神が多く、胎 土がきれいである。完 形

品はなく、型 の合わせ目などの接合部位から縦に剥離しているも

のが目立ち、種類が判明する131点のうちの3分の1以上に及ぶ(表

1)。使用時の破損なら、首 などの華奢な部位で割れることが多い

はずで、 これは、焼成から出荷までの途中でSKO1・08に選別・廃

棄されたと考えられ、焼かれた場所にきわめて近いことを示して

1/)る。

SKO2・11 中央部にある東西に長い長方形や楕円形の土塘で、

埋土に大きな漆喰の塊を含む点に特徴がある(図6)。SKO2は長さ

1.50m,  幅0.70rn, 深さ0.30rn, SKIIは長さl.40rn, 幅0.95rn,

深さ0.45mである。SKO2からは肥前磁器小碗6が出土し、SKO2・

11は18世紀代と推定される。

SK21  調査区南西にある不定形の土塘で、多 くの陶磁器や炭な

どが出土し、 ゴミ穴として使われていた(図6)。長 さ3.2rn,深さ

は最大で0.5mある。出土遺物は19世紀前～中葉の良好な資料で、図7の7～21を図示した。

7・8は肥前磁器染付碗、11は黄と緑の釉がかかる軍配を模した軟質施釉陶器の水滴である。9・

10・12～18は関西系陶器で、9は灯明受皿、13は土瓶、10はその蓋である。14・15は土鍋、12はその蓋、

17・18は行平鍋、16はその蓋である。把 手には17に亀、18に「壽」字のスタンプがある。19は丹波焼

翌を転用した、いわゆる「梅干壺坩堝」といわれるもので、被 熱して外面がガラス化している。20は丹

波焼壺で、底部外面に「もる」または「もろ」という墨書がある。お歯黒壺の可能性もあるが、鉄のスラ

グが付着しており、SK21からはスラグが出土した。21は堺捕鉢、22は瓦質羽釜である。

種類 破片数 1内,剥離 1剥離率

馬 43 181 41.8%

人物(立像) 29 8 27.5%

人物(座像) 12 9 75.O%

唐子 3 1 33.3%

武人 1 1 100.0%

這い子 1

天神 18 8 44.4%

西行 2

恵比寿 1 1 100.0%

仏像 5 4 80.0%

狛犬 2 1 50.0%

猿 4 2 50.0%

鳥 5 2 40.0%

犬・猫 2 1 50.0%

門 2

鉦 2

捕鉢 1

何かの台 1

小計 134 56 41.7%

不明破片 17

合計 151

3)まとめ

調査地では、豊 臣期以前の遺構面は削られていた。また地山が高いことから、豊 臣期の惣構堀はこ

こを通らない。18世紀後半～19世紀の遺構から、梅 干壺坩堝や、出荷前に選別・廃棄されたと推定さ

れる土人形が出土することは、各種の手工業を営んでいたWRO8-1次調査地と類似し、江 戸期の当

地域周辺の役割を窺わせる。
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20cm

図7 出土遺物実測図

SK13( 1～3)、SDO5( 4・5)、SKO2( 6 )、SK21(7～21)
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SK13(南西から)

全景(西から)

SDO5(西から)



天王寺区大道一丁目2番における建設工事に伴う

大道 丁目所在遺跡発掘調査(DA13-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区太道1丁目2-6

40爾

平成25年6月27日～7月1日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、平 田洋司・松本啓子
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1)調査に至る経緯と経 過

調査地は中世の集落跡である大道1丁目所在遺跡の東部に位置し、北 には四天王寺旧境内遺跡が隣

接して存在する。周辺では比較的多くの調査がこれまで実施されており、中世を中心として古代～近

世の多くの遺構・遺物が検出されている。また、古 代については難波京推定西二路が今回の調査地付

近に推定されている(図1)。最近の成果としては、南 西約250mの北河堀町所在遺跡での調査(KC12

-1次調査)における正方位に則った大型建物群の発見がある[大阪文化財研究所2013]。7世紀中頃

～末と推定され、難波京の南限想定ラインをまたいでさらに南へと展開することから、難 波京の復元

や建物群の性格など難波京南端部における土地利用のあり方を検討する際のあらたな問題を提起する

こととなった。

今回の調査地では事前に大阪市教育委員会によって行われた試掘調査で、中世以前と考えられる遺

構および遺物が確認されたため調査を実施することとなった。6月27日より敷地北部に東西8 m,南

北4mの調査区を設定し(図2)、調査を開始した。排土置場の確保のため調査は東西反転して実施す

ることとし、西 半部から調査を行った。重機による掘削は後述の第2層下面までとしたが、東 半部に

ついては調査期間の関係からSDO2の埋土基底付近までとした。適宜、遺構の検出・記録を行いつつ

調査を進め、 6月29日には西半部の調査を終了し、 7月1日に残る東半部の調査を行い、同 日埋戻し

を含む調査に係る現地の作業を終了した。

基準点はMagellan社製Pro Mark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標

北を基準とした。標高は東京湾平均海面値(T.P.値)であり、本文・挿図中ではTP+○mと略記した。

GN    天                                 1j

0                  200m

図1 調査地位置図

Y-44,250 Y-44,240

X 149,500

250

図2 調査区配置図
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第1層

十150m

2m

1:50

第1層

図4 地層と遺構の関係図

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査で確認された地層を第1層～第3層に区分した。

第1層 :現代の整地層および攪乱で、層厚は70～80cm

である。

第2層 :第3層に由来する偽礫を含む褐色(10YR3/3)

粗粒砂質シルトからなる近世の整地層である。層厚は10～30cmで北に向かうほど厚く堆積している。

18～19世紀代の陶磁器などが出土した。

第3層 :黄褐色(10YR5/6)シルトからなる段丘構成層である。

ii )遺構と遺物(図5～ 9)

第3層上面にてSDOI・02を検出した。 また、SDO2の埋土上面にて多くの遺構を検出した。ただ

し、調査区東半については、前 述のようにSDO2埋土基底まで重機によって掘削したことから、浅 い

遺構については検出できなかったり、 また検出した遺構についても本来の形状をとどめていないこと

を断っておく。多 くの遺構が重複することから、SDOIとそれ以外に分けて図示する。

SDO1  幅1.1～1.5mの南北方向の溝である。上 部をSDO2により削平されているが、SDO2の及ん

でいない南部ではもっとも深い部分で検出面からの深さは0.6mあった。埋土は下部が第3層に由来す

る偽礫を含む加工時形成層、上 部がシルトからなる機能時堆積層である。土師器・須恵器のほか瓦が

出土した。

1は土師器杯Bである。口縁部と体部は直接接合しないが合成して図化した。口径は13.6crn,器高

は4.Ocmである。平安時代初頭、 9世紀代に位置づけられよう。2はやや下膨れの体部を有する土師

器亮である。外 面はタテハケ調整が施される。3は須恵器鉢である。4は無子葉素弁八葉蓮華文軒丸

瓦で四天王寺の出土品に類例が見られる(註1)。2～4は奈良時代以前に遡るものである。

出土遺物は多くないが、これらの特徴から本遺構の廃絶の時期は平安時代初頭といえよう。また他

の出土遺物から掘削は奈良時代に遡る可能性がある。埋 土も後述のSDO2など後出するものとは明ら

かに異なっている。遺構の機能としては後述のように道路側溝が推定できよう。

SDO2  調査地のほぼ全域で確認した。幅5.5m以上、深 さはもっとも深い部分で0.4mである。掘直

しが認められ、底 部のラインは不整形ではあるが、南 肩のラインは直線的であること、北 端付近で北

への上がりが認められたことから東西方向の溝と判断した。埋 土は下部が第3層に由来する加工時形
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-44,248

Y-44,246\ x-t 49,49/ Y-44,242\

SDOI

x 149,492/

X 149,494

/ '

図5 検出遺構平面図(1)[SDO1]

成層 上部がシルトを主体とする機能時形成層である。土師器・須恵器・瓦器・白磁・瓦片などが出

土した。

9・10は土師器皿、11・12は瓦器椀である。これらの遺物は12世紀代に位置づけられる。

遺構の機能としては、調査区のほぼ全域がSDO2に当っていたため、周辺の状況が不明ではあるが、

その規模や掘直しが認められることから、区画としての機能があったと考えられる。

以下の遺構はいずれもSDO2の埋土上面で検出したものである。主要なものについて概略を記す。

SEO3  調査区西部で検出した。直径0.8m,深さl.Om以上の素掘りの井戸である。埋土からは土師

SDO1

TP-H48m

:粗粒砂を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)シルト

:第3層偽礫を含む褐色(10YR4/6)シルト

SDO2 B"

TP+15 0m

1

1:40

2」     1:暗褐色(10YR3/3)細粒～中粒砂質シルト
2:第3層偽礫を含むにぶい褐色(10YR4/3)シルト

3:粗粒砂を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)シルト[SDO1]

図6 検出遺構断面図
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器・須恵器・瓦器・灰釉陶

器・常滑焼・白磁 ・青磁・

瓦などの多量の遺物が出土

した。これらの遺物は井戸

廃絶に際し、投 棄されたも

のであろう。

5・6は土師器皿で6は

底部が内面にくぼみ、焼 成

後の穿孔が施されている。

7・8は瓦器で、 7は小皿、

8は椀である。18・19は瓦質土器の三足の羽釜でいずれも口縁部は内傾する。14・15は中国産白磁で

14は碗、15は壺である。14の底部外面は露胎である。17は中国産青磁皿である。底部外面は露胎で、

内底部には櫛描文が施されている。29は瓦質土器尭で体部外面にはタタキが施される。これらの遺物

は13世紀代に位置づけられる。

21～23は瓦で、このうち21・22は古代に遡る。21は唐草文軒平瓦で、平安時代のものである。中心

飾りとして縦の界線が施される例は播磨系で見られるが、今回の出土例と同文のものは認められない。

3

図7 SDOI出土遺物実測図

20cm

Y-44.24B

Y-44,246\ x i4g,45 /

SKO4

SDO2

SKO5

Y-44,242\ x-i4g,4g2/

X 149,494

//

SEO3

SEO7

2m

1:50

図8 検出遺構平面図(2)[SDO2ほか1
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1:6(25～29)

図9 出土遺物実測図(2)

SDO2( 9～12)、SEO3( 5～8・14・15・17～19・21～23・29)、SK04(13・16・24～28)、SKO6(20)
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22は重圏縁複弁八葉蓮華文軒丸瓦で外縁には圏線が3重に巡る。珠文帯を持たないタイプのもので、

阿倍寺跡出土瓦に同篭が認められる[大阪市文化財協会2001]。

SKO4  東西幅1.5rn, 南北幅0.8mの平面形が長方形の土壇である。深 さは0.2mが遺存していた。

埋土は偽礫を含む粗粒砂質シルトである。土師器・須恵器・瓦器・常滑焼・白磁・瓦片が出土した。

13は瓦器椀で、器 高は低く高台は退化したものである。16は中国産白磁四耳壺で、体 部内面上半に

片にはタタキが認められる。これらの遺物は13世紀代に位置づけられる。

SKO5  SKO4に東接する径I.0mの土塘である。この部分ではSDO2の埋土下部まで重機で掘削した

ため、深さは0.2mが遺存していたのみであるが、西半の遺構群と比較すると本来の深さは0.5m以上

あったと考えられる。瓦器・常滑焼が出土し、常滑焼尭片はSKO4出土と同一個体のものがあること

から、SKO4と同一時期と推定できる。

SKO6  調査区南端で検出した東西幅1.Om,南北幅1.2m以上の平面形が長方形の土塘である。深 さ

は0.6mである。埋土は下部が偽礫を多く含 む加工時の形成層、上部が機能時堆積層である。瓦質土器

のほか瓦片が出土した。

20は瓦質土器羽釜である。15世紀前半のものである。

SEO7  直径0.8m,深さl.Om以上の素掘りの井戸である。埋 土には人頭大の自然石が多く含 まれ、

他に石臼も含まれていた。井戸廃絶に当り、周辺施設の不要な石材を投棄したと考えられる。遺物は

多くないが、土師器・瓦片のほか備前焼描鉢・肥前陶器碗が出土したことから、廃 絶は豊臣後期まで

下る。

SKO8  調査地西部で検出した東西3.5m以上、南北2.0m以上の平面形が長方形の土壇である。第 2

層内から掘 り込まれており、上 記の遺構群とは異なる。埋土にはシルト偽礫や炭を多く含み廃棄土塘

として利用されたと推定できる。土師器・須恵器・瓦器のほか、肥 前磁器など18世紀末～19世紀代の

遺物が出土した。

上記の遺構の変遷を概観すると、遅 くとも平安時代初頭9世紀代、あるいはそれ以前において南北

方向のSD01が掘削され、SDO1埋没後、12世紀代に東西方向のSDO2が掘前される。これらについて

は敷地を区画するなどの機能があったと推定される。SDO2埋没後、13世紀以降は井戸や土塘群が掘

削されるなど屋敷地の一部として利用されたといえよう。

iii) SDOIについて(図10)

今回の調査では平安時代初頭に埋没し、掘 削は奈良時代以前に遡る可能性のあるSDO1を検出した。

正方位を指向しており、難波京の条坊との関係が注目される。また、調査地は難波京の復元案によれば、

南北方向の西二路が位置する地点となることか ら、SDOIと西二路との関係を図10に示す。位置的に

は西二路の東側溝と考えてよいであろう。西側に当る溝が未検出であることから、道路幅を確定する

ことはできないが、仮 に西二路推定線で折り返すと、道路幅は14m前後となる。

なお、今 回の調査地から西二路を北に延ばすと南十一路で四天王寺南端に突き当たる。逆 に言えば

北から南へ延びる西二路は、四天王寺北端の南九路で一端途切れ、南十一路から再び南へ延びること
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が確実となり、四 天王寺を越えて条

坊が南へ続くというこれまでの想定

を裏付けることとなる。一 方、北 河

堀町所在遺跡で見つかった建物群

[大阪文化財研究所2013]は難波京

南端をまたいで立地していることと

なり、建 設時期を含めた難波京南端

部の条坊制の施行計画と、既 設の施

設や河底谷などの自然地形も考慮し

た実際の施行のあり方 を考える上で

興味深い。

Y-44,260

推

定

条

坊

復

元

線

(

西

二

路

)

Y-44,240

X 149,490

SDOI

x 149,500

10m

図10 SDOIと条坊復元線との関係

3)まとめ

今回の調査では、多くの成果をあげることができた。特 筆すべきは難波京西二路の東側溝と考えら

れる溝の発見である。最 近の調査によって難波京の条坊に係ると推定される溝の検出例が増加してお

り、よ り精度の高い難波京の実態復元が可能になってきたといえよう。

また、土 地利用の変化をみる上でも成果があった。 9世紀代、南 北道路であったものが廃絶したの

ちには、12世紀代には東西方向の溝 として変化しており、区 画の変更があったといえる。さらに13世

紀代にはこの区画もなくな り、そ の後は屋敷地の一部として利用されることがわかった。

註)

(1)本報告内の瓦の観察は当研究所学芸員谷崎仁美による。

参考文献

大阪市文化財協会2001、

大阪文化財研究所2013、

「AB98-5・6次調査」:『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告-1998年度一』、pp.51-0o

『北河堀町所在遺跡発掘調査報告』
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調査区東半全景

(北から)

調査区西半全景

(西から)

調査区西半SDO2

より上 位の遺構

(西から)
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天王寺区空清町8番における建設工事に伴う

難波京朱雀大路跡・大坂城跡発掘調査(NS13-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区空清町8-1・8～23・8-24

約80留

平成25年8月21日～8月27日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は、前期難波宮の宮城南門(「朱雀門」)から推定難波京朱雀大路を南に約500m下ったところ

に位置する(図1)。周辺では難波宮下層期や難波宮期の建物跡などが数多く検 出される地域である。

地形を見ると、調査地の南に「清水谷」と呼ぶ東西にのびる大きな開析谷があり、調査地から南へ低く

なっている。文禄3(1594)年には、清水谷を利用して豊臣氏大坂城の惣構の南側の堀(空堀)が造られ

た。東約40mのOS99-16次調査地[大阪市文化財協会2002]では、清水谷から北西へ枝分かれする支

谷があり、前 期難波宮造営期に谷がある程度まで埋められた後、掘立柱建物2棟が建てられていた。

この支谷が完全に埋められたのは豊臣前期で、当該期の地層から天正13(1585)年銘の一石五輪塔が出

土し、惣構普請に伴って寺町の墓地が壊されたことが推測された。

以上のように、難波宮期、豊臣氏大坂城期とも重要な地域であるが、大阪市教育委員会の試掘調

査では、敷 地南端で7世紀前半の須恵器杯(図5の3)が出土する遺物包含層が確認された。本 調査

では土置き場を確保するため、 まず北側の南北8 m, 東西5mを調査し(北トレンチ)、 それを埋戻

した後に南側で南北8 rn,東西5mの範囲(南トレンチ)を調査した(図2)。基 準点はMagellan社製

ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北を基準とした。標 高は

T.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

清水谷の影響を受けて敷地は高低差があり、現 地表の標高は北西端でTP + 16.9m,南東端でTP 十

L-      グラウ ンド

本 町 三 丁

200m

1 : 5.000

図1 調査地位置図

-43,700      -43,690      Y-43,6801

X-147 120

-147130

-147140

20m

500

図2 調査区位置図
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図3 地層と遺構の関係図

14.lmであった。現代の盛土を除いて第1～

3層とした。

第1層:南トレンチの第1a層と北トレン

チの第1b・1c層からなる。第1a層は炭混り

の黒褐色(2.5Y3/2)中粒砂質シルトの盛土層

で、最大層厚35cmである。第1b層はにぶい

黄褐色(10YR5/4)シルト質細粒砂の作土層

で、最大層厚35cmである。17世紀末頃の肥

前陶器碗が出土した。第1c層は北トレンチ南西隅にある焼土層で、層厚は10cmである。

第2層 :北トレンチのやや低くなるところに分布する、にぶい黄褐色(10YR5/4)粘土層で、最大層

厚18cmである。詳細な時期は不明だが、近世の地層である。

第3層 :明黄褐色(10YR6/6)シルト質極粗粒砂層などからなる上町台地の中位段丘層である。上面

は北トレンチでTP + 14.6rn, もっとも低い南トレンチ南東隅でTP+ll.9mであった。

ii )遺構と遺物(図4・5)

a.古代

南トレンチ南端にあるSX310は、清水谷へ繋がっていく傾斜の落ち際と推定される。試掘で確認さ

れた遺物包含層はSX310の埋土である。北西から南東へ低くなり、 トレンチ南東隅で検出面から深さ

80cmあるが、北側は攪乱により壊されている。北 トレンチの第3層上面は南東へ傾斜しておらず、南・

北トレンチの間に傾斜の変換点があったと推測される。人為的に埋められており、おおむね3層に分

かれ土器を多く含んでいた。SX.310からは土師器亮1、須恵器蓋2・同杯3が出土した。3は、 7世

紀前半と推定され、SX310は前期難波宮造営に伴って埋められた可能性が考えられる。

b.近世以降

第3層上面でSK301～304(北トレンチ)、SK305・01・02(南トレンチ)を検出した。 このうち

SKOIは尭を埋めた土塘で、住吉安立町「水野牧場」牛乳瓶、「味の素」・「つるかめ製」のガラス瓶など

が出土した。SK02も新しいと推測され、深さ40cmで、明黄褐色(10YR6/6)や黄褐色(2.5Y5/3)のシ

ルト質粗粒砂の偽礫を埋土とする。

南トレンチ北東隅のSK305は1.4m以上の大きさで、 深さ0.65m以上である。 埋土は黄褐色

(10YR5/6)粗粒砂質シルト～粘土の偽礫などで、一部に水成層を挟む(図4)。遺物は出土していない

が、近世の遺構であろう。

SK301は北トレンチにあり、 南北2.4m以上、 東西1.8m以上、 深さ0.50mで、埋土は明黄褐色

(10YR6/6)シルト質粗粒砂などである。遺物では判然としないが、層位から17世紀末より古い近世

の遺構である。

SK302～304は北トレンチにある不整形な土塘である。このうちではSK303が深く、深 さ0.60mで、

長さl.05m,幅0.60mである。埋土の底近くには礫が多くあった。SK302はSK303と別の遺構としたが、

埋土では区別がつかない。直径0.65～0.75m,深さ0.20mで、縁 には石があった。またSK304は不整
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北トレンチ西壁(反転)
1:bこぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂質シルト(小偽礫を含む)2:褐色(10YR4/6)中粒砂質シルト(土器多)3・明黄褐色(10YR6/6)シルト質中粒～粗粒砂4.黒褐色(2.5Y3/2)中粒砂質シルト(炭を含む)5,暗灰黄色(2.5Y5/2)中粒砂質シルト(4水成層)6,黄褐色(2.5Y5/3)粘土(水成層)7・にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂質シルト8:黄褐色(10YR5/6)粗粒砂質シルト～粘土の偽礫

南トレンチ東壁 TP-H50m



形で、深さ0.20mである。これらの遺構も17世紀

末より古いことは確かだが、出土遺物は近世の瓦

の破片のみで、豊臣期か徳川期かは判然としない。

 ゚    "゚゚゚     ユ ー一   3)まとめ
1:4

図5 SX310出土遺物実摂u図       本調査では、惣構堀に関する資料は得られな
かったが、清水谷へ繋がっていく傾斜の落ち際を

検出した。これは前期難波宮造成時に埋められた可能性が考えられ、宮殿造営にかかわる
周辺地形の

改変についての一資料となる。

参考文献

大阪市文化財協会2002、『大坂城跡』V
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天王寺区松ケ鼻町における建設工事に伴う

難波京朱雀大路跡・堂 ケ芝廃寺発掘調査(NS13-4)報告書
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1)調査 に至る経緯と経 過

調査地は上町台地にあって、古代から近世にかけての遺構・遺物が多く分布する地域のひとつであ

る(図1)。調査地の西半部は古代の難波京朱雀大路跡の推定範囲に、東半部は古代の寺院跡である堂ケ

芝廃寺にそれぞれ当っている。

O

当該地で行われた大阪市教育委員会による試掘結果を受けて、地表下0.2m以下に分布する古代の土

器などの遺物包含層を精査し、遺構面の年代や遺構・遺物の分布状況を把握し、この地域の歴史的変

遷の基礎資料を得ることを目的として本調査を  。、  。

実施した。                    コ

調査区は東西10rn,南北30mに設定し、北 か

ら10mごとに、北・中・南 区と呼び分けた(図 1

2)。1月6日から調査を開始した。検 出状況の

写真撮影、遺 構の掘下げ、掘下げ後の遺構写真

撮影、調査区の平面図・断面図の作成を順次行っ

た。開始当初、調査区北・中区にかかる旧建物

跡が、解体時に甚だしく攪乱されて軟弱な滞水

層となっており、機 械掘削に難儀した。そのた

め、攪乱範囲を広めに掘削して壁面の安定化に

努めた。幸 いに攪乱範囲が小谷に当っていたこ

図1 調査地位置図

とから・深くに分布した下層での調査が実施で,,」イよオ,,,、ヵ, 2」ヤよ, 」,,7、, 81 ヨ。エ オよあ
き、古 代以前の資料を得ることができた。2月

20日に調査を完了した。

調査地の基準点はMageⅡan社製ProMark3に

より測位し、本報告で用いた方位は世界測地系

に基づく座標北を基準とした。標高はT.P.値(東

京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

なお、 出土遺物に関する記述は当研究所学芸

員小田木富慈美が行った。また、本調査で発見

した谷の古環境を探るため、花粉・珪藻・植物

珪酸体分析、種 実同定、年代測定をパリノ・サー

ヴエイ株式会社(担当辻本裕也氏)に委託した。

5,000

分析等の結果は本報告書3)に掲載している。

図2 調査区配置図
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2)調査の結果

1)微地形                 。。。100m

調査地は上町台地の南東へ下る斜面にあり、 調

査地の北西隅でTP+↓0.8m,南東隅でTP+7.2mで

あった。また、調査区南区の南縁から約6mの位置

には、旧建物以前に東西方向の崖があり、崖 の上限  +90m

はTP+ 10m近くあ り、下 限はTP+ 7 m付近にあっ

た。崖は近代に成形され、石垣で覆われていた。こ

の石垣位置は、隣地南限の土地境界とほぼ一致する。

ii )層序

調査地の地層を9層に大別した(図3～5)。

第0層は現代の盛土層および攪乱埋土である。

第1層は2相からなる。旧建物の北側(調査区北  +7 am

区)は炭を多 く含 む灰黄褐色(10YR4/2)砂質シル

トからなる旧表土であり、 層厚は数～10cm程度で

あった。旧建物の南側(調査区中・南 区)では褐色

(10YR4/5)砂質シルトを主体とする盛土層で、層

十80m

2b層

2C層

4c層

4d層up

4d層1w

5層up

5層Iw

7層

近代・現代

徳川期

豊臣期

SK07・10・SDO3・O8

(室町)

1・・づ

飛 鳥

古墳前・中期

8層

1粘土1シルト1砂)礫1

図 3 地層 と遺 構 の関係 図

柱状 図は東壁の谷底で作成

第2層

E 中区(中失東西アゼ北壁断面) W TP+10am

第2b層

第3a層     一一一一"。-・一゙・-: て 一゙・

第3b層

第4a層           ～

第4b層一一乙(一一一～一一"一一"'i-
1-- - ～ - 一一 一 SDO8

H : L= 2 : 1 5m

1 : 100

図 4 地層 断 面 図 1
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厚は40cmであった。19世紀以降の遺物を含む。

第2層 は作土層からなり、調 査区中・南 区で3層 に区分できる。第2a層は褐色(10YR4/4)わずか

に細粒中礫混り細礫質粗粒砂質シルトか らなり、層 厚は15～20cmであった。第 2a層の下面で第2a層

耕起時の畝間を検 出した。第 2b層はわずかに中～細礫混り粗 粒砂質シル トか らなり、層 厚は10～15

cmであった。第 2c層は褐色(10YR4/6)わずかに中～細礫混り粗 粒砂質シル トか らなり、層 厚は10cm

未満であった。遺 構および岩相から、第 2a層が畠作土層、第 2b・c層力利(田作土層と判定 した。調 査

区北区では全体がにぶい黄褐色(10YR5/4)細礫質砂質シルトか らなる作土層で細分できなかった。出

土遺物は第2b層から徳川期以前の陶磁器の小破片が含まれており、そ の中で肥前磁器が最も新 しい。

第2c層からは16世紀後葉のものが多く、地 層の耕作時期はこれより古 くはならない。

第3層 は第2層 より全 般に泥質な水田作土層からなり、調 査区中・南 区で2層 に区分できた。第 3a

層は褐色(10YR4/6)わずかに細粒中礫混り細礫質粗粒砂質シルト層からなり、層厚は10～20cmであっ

た。第 3b層は褐色(7.5YR4/6)細礫混り粗 粒砂質泥からなり、層 厚は15cm前後であった。調査区北区

ではわずかに細粒中礫混り細礫質・粗粒砂質シルトか らなり、部 分的に2～ 3層 に細分できたが、明

確には連続しなかった。遺 物では第3b層出土の16世紀代ものが最も新 しい。

第4層は盛土層および攪乱埋土層(以下、攪乱層と呼ぶ)であり、盛 土単位により調査区中・南 区

で3層 に区分できた。第 4a・b層は上部(4a)がわずかに細礫質シル ト質粗粒砂からなる攪乱層、下部

(4b)が細礫質シル ト質粗粒砂からなる盛土層であるが、境 界は不明瞭で両層は漸移する。全 層厚は

断面図

TP+10.Om
第2a層

第2c層、   ニ

第3b層

l

汁90m

+7.0m

1:50

円 : L= 2 : 1 5m

1 : 100

- 419



北壁断面図

第2層

Q

第3層

E

第2層,'

TP+100m

第4層

十90n

北中央トレンチ 北壁断面図

E

1 - 一

第4c層

+80n

十7.0m

1: 50

北中央トレンチ 南壁断面図

+7.Om

臼 : L= 2 : 1

100

図 5 地 層断 面 図 2

20～30cmであった。土色は酸化鉄斑紋の多い上部が褐色(7.5YR4/ 4)、マンガン斑紋の
多い下部が

暗褐色(7.5YR3/ 4)であった。第4c層はわずかに細礫混り粗粒砂質シルトからなる盛土層で、
層厚は

15～30cmであった。酸化鉄斑紋の多い上部は暗褐色(7.5YR3/4)、マンガン斑紋の多い下部
は黒褐色

(2.5YR3/2)であった。第4d層の盛土層は薄い粗粒砂を挟んで2分した。第4d層上部は褐色(
10YR4/4)

わずかに細粒中礫混りシルト質粗粒～中粒砂からなり、層厚は35cm以下、第4d層下部はにぶ
い黄褐色

(10YR4/3)シルト質中粒～細粒砂を主体とし、層厚は10～20cmであった。遺物は第4a層
かそれ以下

で工6世紀代の土師器が出土している。しかし、第4b層から12～13世紀代のものが多く出土し
ており、
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また、最上部を除けば分層が明瞭であるため、第4層の盛土は奈良時代後半かそれ以降から室町時代

にかけて断続的に行われたと推定される。

第5層は上部の盛土・攪乱層と下部の攪乱層からなる。第 5層上部は黒褐色(10YR2.5/2)わずかに

細礫混りはるかに粗粒砂質シルトの盛土・攪乱層であり、層厚は35cm以下であった。砂質シルトの偽

礫が判別できる部分と、下位層に似て偽礫が判別できない部分とが混在する。第 5層下部は上部数cm

が腐植質で、黒褐一黒色(10YR2.5/1)粗粒砂質シルトの攪乱層であり、下 限には踏込みによるとみら

れる変形があり、層 内には土色のわずかな違いにより認められる攪乱変形が著しい。第 5層からは、

5世紀前～中葉の土師器・須恵器や古代の遺物が出土している。第 5層下部の遺物の多くは、第 4層

以上に比べて大きく、胎土表面の磨滅もほとんど進んでいないことから、第 5層攪乱期に投棄された

ものと推定される。

第6層は谷頭湿地の堆積層である。黒色(10YR2/1)腐植質でわずかに粗粒～細粒砂質泥層であり、

層厚は30cm以下であった。上位からの荷重により上部上半に不定形な変形が特に顕著に認められる。

下部に層厚5 cm以下の黒褐色(10YR2/2)わずかに砂質泥層を伴った。大 型の植物遺体は未発見であ

る。第 6層以下に人工遺物は発見されなかった。後述するように、本層の土壌を用いた放射性炭素測

定年代は暦年較正の年代で、6500年前の縄文時代前期を指している。上位層との関係や谷頭という地

形を考慮するなら、第 6層の形成は、縄 文時代～古墳時代前・中期までの長期間、谷 頭湿地に繁茂し

た水辺植物の枯死による緩慢な堆積と分解が継続して行われた結果と考えられる。

第7層は上方細粒化する谷頭斜面の堆積層である。下部が灰黄褐色(10YR4/2)粗粒砂質シルト層、

上部が褐灰色(10YR4/1)砂質泥層からなり、層厚は最ス25cmであった。

第8層は当該地の基盤層である上町層である。層厚2.3mまで観察した。上部1.1mはわずかに細粒

中礫が混る細礫質極粗粒砂層であり、下半部の粗粒～中粒砂が卓越する部分にはトラフ型斜交層理が

発達する。下部2.2mは粘土質シルト～シルト質粘土層であり、甲殻類の巣穴化石が分布する。巣穴化

石の直径を13個計測したところ、直径14～39mmとまとまりは悪いが、モードは直径27mmが突出した。

後述するように、谷 底には明瞭な節理が伸び、その周囲の基盤層は、風 化殻といえるほど顕著ではな

いが相対的に柔らかく、谷 の続きのように容易に掘削できた。

iii)遺構と遺物

a.谷(図6)

第8層上面で、真法院谷の支谷に当る谷を検出した。主 たる支谷は北・中区を幅約13m1 深さ約

2mで西北西から東南東へ下っている。谷 頭はせいぜい西側隣地の中、20～30m西までに存在する

のであろう。この支谷に幅4～5m程度のさらに小さな谷が北に枝分かれしている。この枝谷の谷頭

は、北側のNSO9-2・3次調査地で検出していないことから[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所

2011]、調査区の北側数mの範囲に存在するのであろう。これら一連の支谷を松ケ鼻1谷と呼ぶ。

調査区南区の近代の崖で、基盤層である第8層の下部から上部にかけて、 2方向の節理が発達する

のが観察された。1方向はN5ド・55゚ ・56゚ ・56゚ ・64゚ W (モードN56゚ W)であり、 もう1方向は

これにほぼ直交するものでN22゚ ・30o・32゚ ・52゚ E (モードN30-32゚ W)であった。これらの節理
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の両側に変位はなく、断層ではない。前者の節理方向は、松 ケ鼻谷の方向とほぼ一致する。しかも谷

底にそってほぼ同方向の節理が走っている。このことから、主たる支谷が節理に誘導されて形成され

たこと、また、節理周囲の基盤層は軟弱であったことから、節理に地下水が浸透して軟弱になり、 こ

こが侵食されて谷が形成されたと推定される。層序の項で述べたように、この谷の谷頭は古墳時代以

前は湿地であり、人間の侵人が顕在化するのは古墳時代前・中期以降である(第5層下部堆積期)。古

代には埋立が行われるが(第5層上部堆積期)、中世に大規模な谷埋め造成が行われる(第4・3層堆

積期)。

b.弥生時代以前の遺構(図7)

第7層上面で、谷南斜面に斜交するSD1 1を検出した。最大幅0.80rn,深さ0.20mで、5.5m以上の

長さの溝であり、第 6層の黒褐～オリーブ褐色(10YR2.5/2～2。5Y4/2.5)細礫混り粗粒～細粒砂質シ

ルトが埋めている。遺物は出土していない。なお、弥生土器は後述するSKO5から遊離資料として出

土している。

c.古墳～飛鳥時代の遺構(図7)

第6層上面で、SK04・05、SD09を検出した。SKO4・05は谷北斜面で、SDO9は南斜面で検出した

土城である。

SK04は東西0.73m・南北0.68mの隅丸方形の土塘であり、深 さは0.l9mである。埋土は暗褐～黒褐

色(10YR3/3～10YR3/2)細礫混り粗粒砂質シルトである。土塘の底の北東隅に直径0.l9mの浅い凹

部があるが、柱痕跡かどうかはわからない。埋土から土師器亮の破片などが出土した。

SK05は東西0.81m・南北0.72mの歪な方形土塘であり、深 さは0.30mである。埋土は黒褐～暗褐色

(10YR2/2～3/3)細礫混り粗粒砂質シルトである。弥生土器・土師器・須恵器の破片が出土した。

SD09は最大幅0.95m,深さ0.20mで、長さ3.9mの溝である。埋土は地山層が崩れたにぶい黄褐色

(10YR4.5/3)わずかに細礫混り粗粒砂質シルトである。土師器・須恵器、布目平瓦の細片が出土した。

d.奈良時代～中世の遺構(図8)

第5層上面でSK07・10・SDO3・08を検出した。

SK07は東西0.88m・南北1.27mの瓜実形の土壇であり、 深さはO.lOmである。埋 土は黄褐色

(2.5Y5/3)わずかに細礫混り粗粒砂質シルトである。土師器・瓦器の破片が出土した。

SK10は長径0.58rn,短径0.46mの楕円形の土壇であり、深 さは浅く0.08m以下である。遺物は出土

していない。

SD03は最大幅1.l6rn,最大深さ0.42mで、長さ14m以上の溝である。埋土は褐～黒褐色(7.5YR4/4

～10YR3/2)細礫極粗粒砂～細粒砂薄層と砂質シルト偽礫からなる。砂層には流水時のラミナが認め

られる。中区から北区にかけての約7mの部分には溝の画側に土手が造られている。土手の最大幅は

0.60rn,最大高さは0.25mである。土師器・須恵器の破片が含まれる。

SD08は最大幅1.78m,最大深さ0.58mで、長さ6.3m以上の溝である。埋土は全般ににぶい黄褐色

(10YR5/4)が主たる土色であり、流水によるシルト質粗粒～細粒砂薄層と、砂質シルトの客土層が互

層する。下流側では3セットの互層が認められ、上部の客土層には含水率の高い堆積物力喀 土された
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時にできる荷重痕に似た変形がある。土師器・須恵器・瓦器・瓦などが出土した。

e.近世の遺構(図9)

第2b層上面で畝間群を検出した。残存する畝幅は最大で0.53rn,最小で0.09mであり、深 さはO.lm

内外である。畝の伸びはN7゚ E方向であった。本来は、第2a層上而で複数時期に耕起された畠に伴う

畝間と考えられる。

SK01・02は第2層上面の遺構である。SK01は長径0.93rn,短径0.68mの瓜実形の土壇であり、深

さは0.21m以上であった。埋 土は暗灰褐色(2.5Y5/2)で粗粒～中粒砂と第2b～d層の砂質シルト偽礫

が混在する一気の客土である。土師器・須恵器・瓦器の破片が出土した。

SK02は長径1.45rn,短径1.lOmの楕円形の土塘であり、深 さは0.82m以上であった。埋 土の下部は

ラミナのある上方細粒化するにぶい黄橙～にぶい淡褐色(10YR6/4～5/3)粗粒砂～砂質シルト層、上

部は第2a・b層の偽礫を含む褐～暗褐色(7.5YR4/4～5/6)礫質砂からなる客土層である。

f.包含層出土遺物

古墳時代の遺物(図10)

第5層を中心に第4層からも古墳時代中期の土師器・須恵器・韓式系土器が出土している。これら

は本来第5層に伴うもので、磨 滅しておらず、近隣よりもたらされたか、谷に投棄されたものと考え

られることから、周辺に当該期の集落が存在したことを示す資料である。

1～5は土師器である。1は酸化焔焼成である。須恵器の形状を模倣した土師器杯の可能性もある。

2は深い椀形の杯部を持つ高杯である。3は複合口縁を持つ大型の壺である。4は口縁部が短く外傾

する壺である。調整が粗く、内面にはユビオサエ痕や粘土紐接合痕を残す。胎土には砂粒を多く含む。

5は直口壺である。6は韓式系土器の甑の把手部分で、上端面には縦方向にナデを施して凹ませている。

下部には刺突による穴がある。体部外面には縦方向の平行タタキを施す。

7～)5は須恵器である。7・8は杯蓋である。7は天井部が平坦である。8は酸化焔焼成に近く、

口縁部が外反気味に開く。胎土には砂粒を多く含む。高杯蓋の可能性もある。9は口縁部外面に波状

文、天井部に櫛状工具による列点文を施すもので、有 蓋高杯ないしは装飾壺の蓋であろう。10は高杯

の脚部で、スカシ孔はない。11は樽形危の注口部である。外 而には波状文と凹線が認められる。12・

13は器台の杯部である。12は外面に組紐文を施し、13は櫛状工具による波状文の下位にヘラ描きのコ

ンパス文様を施す。14は直口壺である。15は装飾壺の底部で、最大径付近に方形のスカシ孔を多数施

す。この下位には沈線を施し、下半に櫛状工具による列点文を施す。二重島の可能性もある。

以上の遺物は須恵器繻年ではTK73～ON46型式に相当し、 5世紀前～中葉のものである。

古代の遺物(図11)

第5層のほか、第 4・3層から飛鳥～平安時代前半の遺物が出土しており、奈 良時代の遺物の出土

量が最も多い。これらには土師器・須恵器・黒色土器・緑釉陶器・瓦があり、なかでも新羅土器の出

土は特筆される。なお、第 4層以上から出土したものは遊離資料と考えられる。

16～27は土師器である。16・17は第5層より出土したもので、口縁端部をわずかに内側へ肥厚させ

る在地系の杯である。18は杯Cである。19～21は杯Aである。22は皿である。23・24は高杯である。
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10          20cm

図10 古墳時代の遺物

第5層(1～8 ・10)、第 4層以下(11～15)、第4d層(9)

23は内面に放射状暗文を施す。24は脚部が多角杜となる。25は鉢で、内外面に煤が付着する。26・27

は亮である。28～39は須恵器である。28は杯HNで、天井部はヘラ切り後不調整である。29・30は杯

B蓋である。29は口縁部に返りを有し、30は口縁端部が断面三角形となる。31は杯G132は杯Aである。

33・34は杯Bである。35は杯Bの底部であろう。36は円面硯である。37は壺類の肩部で、1箇所に直径3.5

cmの粘土を貼り付ける。38は小型の壺である。39は尭である。40は緑釉陶器椀の底部で、内面には圏

線が巡る。41は新羅土器の壺である。体 部は扁平な球形を呈し、肩 にスタンプ文を施す。スタンプ文

の外側の線は点線である。その下位には2条の沈線が認められ、その下位は板状の工具を当てて仕上

げている。口縁部は大きく外反して広がるものとみられ、直接体部とは接合しないが、胎土や色調か

ら同一個体と考えて復元した。全体に自然釉がかかっており、肩部の文様は不明瞭である。42～45は

平瓦である。42は凸面に縄目タタキ、凹面に布目圧痕が見られ、端部は両側からていねいに面取りし

ている。43は凸面の縄目タタキ痕をナデ消している。44・45は凸面に斜格子状タタキを施すものである。

以上の遺物は、土師器16～19・24～27および須恵器28・29・31、平瓦42・43は7世紀中～末で飛鳥時代、

そのほかの土師器・須恵器・瓦は8世紀前～後葉で奈良時代に属し、緑 釉陶=Y Oは10世紀で平安時代

に属するものである。なお、新 羅土器は、 6世紀末～7世紀初頭のものであろう。これらを出土層位

別にみると、第 5層出土遺物が7世紀末～8世紀初頭、第4d層および第4c層出土遺物は8世紀後葉を
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0

22                         ・ 37                      35

C=二=]43 ニニニ"         ?    10    20cm
図11 古代の遺物



49

0          10         20cm

1:4

図12 中～近世の遺物

第4b層(50 ・55)、第4a層(47 ・52 - 58)、第3b層(46 ・48 ・49 ・53 ・54 - 60)

第2c-3a層(51・56・57・61)、第2b層(59)

それぞれ下限とする。

中～近世の遺物(図12)

第4b層から第2層にかけて平安時代後半～江戸時代の遺物が出土している。これらには土師器 東

播系須恵器・瓦質土器・中国産白磁および青磁・常滑焼・瀬戸美濃焼・肥前陶器・瓦がある。

50・55は第4b層から出土した。50は東播系須恵器の片口鉢である。55は中国産白磁皿で、口縁端部

を釉剥ぎする。これらは12～14世紀のものであり、第4b層の形成時期の下限を示す。

47・52・58は第4a層から出土した。47は土師器皿である。口縁部外面には2段のナデを施す。52は

瓦質土器の火鉢で、内外面にヘラミガキを施す。58は瀬戸美濃焼の碗で、濃い灰褐色の釉を施す。こ

れらは47が12世紀に遡るものであるが、ほかは16世紀を下限とし、本層の形成時期を示す。

46・48・49・53・54・60は第3b層より出土した。46は土師器で、ての字口縁の皿である。48は口

縁端部が分厚く、口縁部が外反する土師器皿である。49は口縁部が短く外反する土師器尭である。53

は瓦質土器の羽釜である。54は中国産白磁碗である。60は常滑焼の尭である。これらは46・49が11

世紀に遡る遊離資料であるが、他は15～16世紀に属する。

51・56・57・61は第2c～3a層から出土した。51は瓦質土器の捕鉢である。口縁部は断面三角形を

呈する。56は中国産青磁鉢の底部である。57は中国産青磁皿である。61は軒丸瓦で外区の珠文帯が残

存している。これらは15世紀～16世紀後葉に属する。

59は第2b層から出土した肥前陶器の皿である。17世紀前葉のものであろう。

3)自然科学分析

1)試料

今回の分析調査は、古墳時代前・中期の遺構の基盤をなす第6層上部について実施した(図13)。細
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礫がわずかに混じる黒色腐植質砂質泥からなり、植

物遺体などは確認されない。また、著しく擾乱され

ている。不攪乱柱状試料の観察では、試料写真に示

すように第6層上部は上半と下半に区分される。上

半は上方からの根成孔隙、棲管、人為的撹拌の影響

を受けており、全体的に孔隙・間隙密度が高く、乱

れている。根成孔隙ないし棲管は黄褐色砂質泥で充

填されているものが確認される。一方、下半部は上

半部に比較して、やや泥がちで、孔隙・間隙密度が

低い腐植質砂質泥からなり、上方ほどで腐植が集積

が顕著となる。下位層との層界は漸移的である。こ

のような層相から、上部下半は土壌生成が進行する

時期を挟在する湿地で形成されたとみられる。

以上の層相から、放射性炭素年代測定は植物遺体

が確認されなかったため、第6層上部下半の腐植質

堆積物を対象とした。珪藻分析、花粉分析、植物珪

酸体分析、種実分析は第6層上部上半と下半の2層

準について実施する。分析方法は[大阪文化財研究所

2012a]などの既報と同様の方法で実施してぃる。

ii )第6層の形成年代

結果を表1、図14に示す。補正年代(同位体補正を

行った年代値)は5,740̂ 30yBPである。暦年較正値

は、C油b7.0による2σ確 立 1位 の値 で、6573-6450

cal BPである。この年代値は、古 墳時代前期まで の土

壌生成期間の腐植の平均的な値を示してぃると推定

され る。

iii)珪藻化石の産状

珪藻分析結果を表2・写真1に示す。第6層上

第5層

―ト

第6層

第7層

第8層

第6層上部上半

第6層上部下半

1喝

第6層下部
1 喝

Ocm

分析試料写真

図13 調査地点の層序および分析試料採取位置

5950

5900

5850

分析層位:第6層

測定試料.腐植質砂質泥
補正年代:5736̂ 29

■園園ICai curve.intcall3.l4c

閣 1 stgma

5750

5700

5650

5600

4750 4700 4650 4600 4550 4500 4450 4400
cal BC

図14 暦年較正結果

表1 放射性炭素年代測定および暦年較正結果

1試料名コ前処理ド六111清fE:1
1 . 暦年較正年代(cml)

ICodeNo.1誤差1 calBC 1 calBP 1相対比

第6層

腐植質

堆積物

HCI 5,740±30 旧,736±291σ1:雷距:652二:雷R}::111:雷BP:[: 二:[:::  IAAA-
1402292σicalBC4,683-calBC4,629

cal BC4,624-calBC 4,501:雷斗:]632二:[:!:1
0.209

0.791

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。

2 ) BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。付記した誤差は、測定誤差σ(測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。
3)暦年計算には、RADIOCARBONCALIBRAT工ONPROGRAMCALⅡ3 REV70を使用。暦年計算には表に示した丸める前の値を使用してぃる。暦年較正
曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁目を丸めてぃない。統計的に真の値が入る確率はσは68%、2σ
は95%である。相対比は、σ、2σのそれぞれを1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

- 431



部の上半・下半は、珪藻化石が含まれていたものの、10個体未満と含量密度が著しく低
い。産 出し

た化石の保存状態は、すべて半壊しているだけでなく、溶 解の痕跡も認められることか
ら、状 態は

極不良である。検 出された分類群は、海水生種と淡水生種である。認 められた種類は、
海水生種の

こoscinodiscus s'p'p.、=&7's"-a10瞼 恭奏σ)Hantzschia amphioxysi Liiticora n'uticαでTheQ

珪藻などの生物源シリカ鉱物は、温度増加および時間経過にしたがって、 オパールA
→オパール

CT→石英に変化することが知られている[Mizutani(1977),Mitsui & Taguchi(1977),K
ano(1979),

Iijima & Tada(1981)]。経,験的には、氾濫堆積物など堆積後に好気的環境下で大気に
曝された堆積物

では分解されやすい傾向にある。したがって、保 存状態がかなり悪いことと、好 気的環境
に生育する

陸生珪藻が認められたことから、堆 積時以降は地下水位が低く、好 気的環境にあった、あ
るいはその

期間が長かった可能性が示唆される。なお、試料1に認められた海水生種のCoscinodiscus
 spp.は、保

存状態からみて台地を構成する上町層からの二次化石と考えられる。

iv)花粉化石の産状

花粉分析結果を表3・写真1に示す。第 6層上部上半からは、花粉化石が1個体も検
出されない。

表2 珪藻分析結果

」 種 類
1 生態性 1 環境

指標種

分折 層準

1 塩分 1 pH 流水 第6層 上 部上半 第6層 上部下半

目ミ 8ヒ、鞭=
iEuh 
○gh-ind

10gh-ind

al-i1

al-i1

ind

ind 亜
1 -

1 6

1 1

海水 生種

海水 ～汽水 生種

汽水 生種

淡水 ～汽水 生種

淡水 生種

1 0

0 0

0 0

0 0

2 7

1珪藻 化石総 数
3 7

凡例

塩分 ・pH・流 水に対する適応性

H.R.   :塩分濃度に対する適応性 pH  :水素イオ漂 度に対する適応性

Euh   :海水生種        al-bi:真アルカリ性種

Euh-Meh :海水生種一汽水生種   al-i1  :好アルカリ性種

Meh   :汽水生種        ind  :pH不定性種

Ogh-hil  :貧塩好塩性種      ac-i1 :好酸性種

Ogh-ind  :貧塩不定性種      ac-bi :真酸性種

Ogh-hob :貧塩嫌塩性種      unk 二pH不明種

○gh-unk :貧塩不明

種環境指標種

A:外洋指標種 B:内湾指標種 (小杉,1988)

S:好汚濁性種 U:広適応性種 T:好清水性種 (以上はAsai,

RⅠ:陸生珪藻 (RA:A群,RB : B群、伊 藤 ・堀 内,1991)

K & Watanabe,T.1995)

R
h
仙
d
p
b
泳

C

L

ト

゜
m

ト

ト

u

:流水 に対する適応性

:真止水性種

:好止水性種

:流水不定性種

:好流水性種

:真流水性種

:流水不明種

同下半は、花粉化石が検出されるものの少なく、定量分析を行うだけの個体数は得られなか
った。また、

わずかに検出された花粉化石は、花粉外膜が破損あるいは溶解しているものが多く認めら
れる。検 出

された種類は、木 本花粉ではモミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属が、草本花粉ではイネ
科、サナエ

タデ節一ウナギツカミ節が1～5個程度認められる。分析残渣は2試料ともに少なく、上
半が痕跡程

度、下半が微量であった。また、残 渣中には微細な植物片(いわゆる微粒炭)が認められる
ものの、い

ずれも母植物の推定ができない不明微粒炭である。

以上のように花粉化石の保存状態は上部ほど悪かった。一般的に花粉やシダ類胞子は、腐
蝕に対す

る抵抗性が種類により異なっており、落 葉広葉樹に由来する花粉よりも針葉樹に由来する
花粉やシダ

類胞子の方が酸化に対する抵抗性が高い[中村(1967),徳永・山内(1971),三宅・中越(1
998)など1。
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シダ類胞子

合計 (不明を除く)

これらのことから今回検出された花粉・シダ類胞子化

石は、堆積時に取り込まれた花粉が堆積時・後の経年  種 類

変化により分解・消失し、分 解に強いモミ属、ツガ属、  木本花粉
モミ属

ッガ属マツ属などの針葉樹花粉やイネ科、サナエタデ節一ウ   マッ属複維管束亜属

草本花粉ナギツカミ節など形が特徴的である程度分解しても同   イあ科

サナエタデ節一ウナギッカミ節定可能な種類が選択的に残されたと考えられる。     不明花粉
不明花粉

放射性炭素年代測定値から推測すると、堆積物の形  シダ類胞子
イノモトソウ属

成年代は縄文時代前期を前後する頃と推定される。河   他のシダ類胞子
合 計

内平野およびその周辺で得られている花粉化石群集の   木本花粉
草本花粉

層位分布をみると、後 氷期の気候の温暖化に伴い、常   1"花粉
シダ類胞子

緑広葉樹のアカガシ亜属が増加傾向を示すようになり、   合N+ (不明を除< )

縄文時代中期に急増する[辻本(2002)]。またモミ属 ・スギ属などの温帯性針葉樹も縄文時代中期以降

に増加傾向を示している。この点を踏まえると、今 回の第6層上部から産出したモミ属、ツガ属、マ

ッ属などは、当時の植生を構成する要素であった考えても矛盾しない樹種である。また、イネ科、サ

ナエタデ節一ウナギツカミ節などの草本類は谷底などに生育していた可能性がある。

Ⅴ)植物珪酸体の産状

結果を表4・図15・写真1に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、

表面に多数の小孔(溶食痕)が認められる。植物珪酸体含量は第6層上部の上半・下半ともに約20,000

個/gである。種類構成は、メダケ属のネザサ節やメダケ節を含むタケ亜科が多産するものの、種 類数

が少なく単調な組成である。下半では、イチゴツナギ亜科わずかに見られる。なお、イネ属など栽培

植物を含む分類群は認められない。この他に、イネ料起源と思われる棒状珪酸体や長細胞由来珪酸体

も検出される。

タケ亜科の植物珪酸体は他のイネ科と比較して風化

に強く、また生産量の多い点がこれまでの研究から指 分 類 群

摘されており[近藤(1982), 杉山・藤 原(1986)」、他  イネ科葉部短細胞珪酸体
メダケ属ネザサ節

の種類よりも残留しやすいことが知られている。その  メダケ属メダケ節
タケ亜科

ため、第6層形成期には今回の産状で見られるほどに  イチゴッナギ亜科
不明

はタケ亜料が繁茂していたとは考えにくい・       イネ科葉身機動細胞珪酸体
メダケ属ネザサ節

Ⅴi)種実化石の産状                       メダヶ属メダヶjJ
タケ亜料

種実分析結果を表5・写真1に示す。2試料とも各  エ」

200ccからは、種 実遺体が1個も検出されなかったた 3計
イネ科葉部短細胞珪酸体

め、残 りの試料(第6層下部～第7層試料は500cc,第  イネ科葉身機動細胞珪酸体
植物珪酸体含量

6層上部下半試料は50cc)も分析した。結果、第6層 珪化組織片
棒状珪酸体

下部から、落 葉広葉樹のサンショウの種子の破片が1  長細胞起源

個検出・同定された。種 実以外では、炭化材が29個(乾

分析層準

第6層上部 第6層下部

2,500

1,800

3,500

800

2,100

2,500

4,500

2,500

8,700

11,700

20,400

4

 
 
 
0

(

υ

O

4

4

3

分析層準

第6層上部上半 第6層上部下半

表4 植物珪酸体含量
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5
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1
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1

13,800

6,000

19,800

数 値 は 含 量 密 度  個 /g) を示 し 、10の 位 で 丸 め て い る (100単 位 に す る )

未 検 出  * :検 出 * * :多 い

表3 花粉分析結果
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花粉化石

10μm ■ 10μm ■ 10μm

■■■ 50μm

50.tm           ■ 50μm ■ 50μm

1.マツ属 (第6層上部上半〉 2. イネ料 (第6層上部下半) 3.サナエタデ節一ウナギツカミ節 (第6層上部下半)

4.分析プレパラート内の状況 (第6層上部上半)  5.分析プレパラート
内の状況 (第6層上部上半)

6.分析プレパラート内の状況 (第6層上部下半)  7.分析プレパラート内の状況 (第6層上部下半)

植物珪酸体

メダケ属ネザサ節短細胞珪酸体 (第7層)

メダケ属メダケ節短細胞珪酸体 (第7層)

イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体 (第7層)

メダケ属ネザサ節機動細胞珪酸体 (第7層)

メダケ属メダケ節機動細胞珪酸体 (第7層)

珪藻化石

13

10μm(13・14)

13.Hantzschia amphioxys (Ehr.)  Grunow (第7層)

14.Luticolamutica (Kuetz.) D.G.Mann (第6層下部)

14

種実遺体

0.5mm

15

15.サンショウ種 子 (第6層上部下半～第7層)

写真1 花粉化石・植物珪酸体・珪藻化石・種 実遺体

434 -



短細胞珪酸体

1,000個 /g

乾土1gあたりの個数で示す。

機動細胞珪酸体
イネ科起源
(その他)

「口

図15 植物 珪 酸体 含量密 度 の層 位 分 布

重0.Olg)検出され、最大2.2mmを測る。分析残渣は砂礫を主体とし、乾 重153.8gを量る。追加試料は、

全量250cc (453g)より、種 実遺体が1個も検出されなかった。種 実以外では、炭 が8個(乾重0.02g)

検出され、最大3.8mmを測る。分析残渣は、砂 礫を主体とし、乾重62.8gを量る。以下に形態的特徴を

述べる。

・肯ンショウ(Zanthoxylum piperitum (L)DCJ)  よカン%寸ンショウ私

種子は黒色を呈す。完 形ならば、長さ3.0～4.0mm,幅2.5mrn,厚さl.Omm程度の非対称広倒卵体で腹

面正中線上に斜切形の謄がある。種皮は厚く硬 く、表面には浅く微細な網目模様がある。出土種子は

1/4片未満の破片で、残存径はl.3mmを測          表5 種実分析結果

る。

以上、 種実遺体はほとんどみられず、

サンショウの種子が1個確認されるのみ

であった。サ ンショウは、森林の林縁や

伐採地、崩壊地などの明るく開けた場所

に生育する落葉低木であり、 林縁部など

に生育していたと考えられる。

分類群   部位  状態
分析層準

第6層上部上半 第6層上部下半
木本種実

サンショウ  種子  破片            1

炭化材     個数        8       29

乾重 (g)      0.02       0.01

最大径 (mm)     3.8      2.2

分析残渣(砂礫類)

4mm超

4-2mm

2-1 mm

1-0.5mm

分析量

重

重

重

重

積

重

乾

乾

乾

乾

容

湿

(g )       1.9

(g )       8.7

(g)       20.6

(g )       31.4

(cc)       250

(g )       453

6.3

21.7

56,1

69.7

700

1197

4)古環境の変遷

第6層上部の黒色砂質泥は、谷頭湿地の堆積層ではあるが、層厚があまり厚 くなく、腐植質であり、

乾燥と湿潤が繰り返 したものと推定される。第 6層上部下半の腐植の年代値は、暦年代で6,500年前

を示した。この年代値は縄文時代前期に相当するが、古墳時代前期までに枯死した谷頭の植物の炭素

が累積していると推定されることから、得 られた年代値より古い時期から長期間にわたって湿地が形

成されていたと考えられる。

古墳時代前期より前の第6層形成期の谷頭付近は、ある程度植生に覆われた比較的安定した場所で

あった可能性がある。兵体的な植生については、植 物化石の保存が悪く、断 定することは難しいが、

モミ属、ツガ属、マツ属などの針葉樹、落 葉樹のサンショウ、 タケ亜科、イチゴツナギ亜科を含むイ

ネ科、サナエタデ節一ウナギツカミ節などの草本類が生育する時期があったと推定される。

一方、第5層上部より上位では、調査結果からは谷埋め造成が行われており、植 生なども衰退した
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ことが推定される。

5)松 ケ鼻谷 と周辺の谷 について

松ケ鼻町付近の谷は、[大阪文化財研究所2012b・c」が遺跡の調査結果と明治の仮製地
形図をもと

に復原し、北から五合谷、真法院谷とその支谷である細工谷、北山谷およびその支谷で
ある小宮谷、

四天王寺東門谷などを命名している。この成果に国土地理院発行の数値地図5mメッシュ
に基づく微

地形を考慮すると、 さらに詳細な情報を得ることができる。その図工6からは、今 回見つか
った谷を含

め、現 地形から読み取れる真法院谷の支谷は、松 ケ鼻町の東斜面で4筋を認めることがで
きる。これ

らを北から、松 ケ鼻1谷・2谷 ・3谷 ・4谷 と呼ぶ。本 調査地で見つかった谷は松ケ鼻
1谷であり、

NS09-4次調査地で谷頭北斜面を検出した谷[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011
b]は松ケ鼻

3谷 に当る。この谷は奈良時代後半以降に盛土されており、 この時期は松ケ鼻1谷の埋立
て時期とほ

ぼ同じであり、この地域の積極的な開発が古代後半に行われ始めたことを示唆する。

なお、[大阪文化財研究

所2010 - 2012a]では、 小

宮谷はUHO9 - 2次調査地

の南端にある東西性の斜面

を北山谷の北斜面に当るも

のとして、小宮谷を北山谷

の支谷 としている。 しか

し、 図16に示すように、東

西性の斜面は毘沙門池から

流出する真法院谷の支谷に

繋がっていた可能性もあり、

そうならば、小宮谷はその

枝谷に当ることになる。

6)まとめ

本調査の結果をまとめる

と、以下のとおりである。

・松ケ鼻町の東斜面に真法

院谷の支谷である埋没谷を

検出した。 この谷には放射

図16 本調査地周辺の微地形と谷

等高線図は国土地理院発行数値地図5mメッシュ(標高)を基に作成

①五合谷 ②真法院谷 ③細工谷 ④北山谷 ⑤小宮谷 ⑥松ケ鼻1谷

⑦松ケ鼻2谷 ⑧松ケ鼻3谷 ⑨松ケ鼻4谷 ⑥)毘沙門池跡 〇四天王寺東門谷

性炭素年代から、縄文時代前期を遡る時期から、乾湿を繰り返 しながらも谷頭湿地が維持
されていた。

この谷を松ケ鼻谷1と呼ぶ。

・松 ケ鼻町の東斜面にはさらに松ケ鼻2 ・3・4谷の存在が確定される。
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・本調査 地の松 ケ鼻 1谷 には古墳時代 中期 に、NSO9-4次 調査地の松 ケ鼻 3谷 には奈 良時代 に、積

極的な人 間の侵入があり、1 ・ 3谷 はとも奈 良時代後半以降に谷埋 め造 成が開始 され た と推 定 され 、

谷埋め造成は中世 で顕著になる。

・埋め立 てられ た松 ケ鼻 1・3谷 は、 中世の後半には耕地 とな り、近 代 までその景観は続 いた。

・松 ケ鼻 谷は更新統にある節 理が侵食 され て形成され ている。上 町台地にある多 くの 谷 も、台 地が相

対的に隆起する際 に形成され た断層や断裂、節理が基 になって形成され たもの と推 測され る。
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調査区全景

第8層(地山層)上面の

「松ケ鼻谷1」とその枝谷

(南から)

11h 11 11

槽→1・11・:・"・" 廿 デ; 禮ゞ 為

j t .  I""'11h引..'. 姉 ,- .,

地層の断面(北西から)



第6層上面の遺構

(北東から)

第5層下部の土器

出土状況(東から)

検出状況(南東から



天王寺区清水谷町における建設工事(店舗)に伴う

大坂城跡発掘調査(OS13-16)報告書
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1)調査 に至る経緯と経 過(図1・2)

調査地は上町筋の東側約100m,長堀通のすぐ南に位置する。周辺では飛鳥時代の掘立柱建物が検

出されており、前期難波宮以前のものと、併行する時期のものが見つかっている。前期難波宮「朱雀門」

から南西へ約250mの位置にあり、宮 殿南方域の開発を考える上で重要性を有する。さらに豊臣氏大

坂城の惣構南部に位置し、清水谷町周辺の空清町・空堀町では惣構堀の跡が現在も窪んで残っている。

調査地西方で行われたNW82-33・45次調査では、塀 と考えられる前期難波宮期の東西方向に並ぶ

柱列SA504が長さ20mにわたって検出されている[大阪市文化財協会2002]。また、東 隣のOS96-22

次調査では、 7世紀中頃に廃絶した掘立柱建物や溝が検出された。難波宮造営に伴って廃絶したと考

えられている[大阪市文化財協会1999]。このように調査地周辺は古代および近世において活発な土地

開発が行われており、各 時代の遺構・遺物が見つかっている重要な地域である。

当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査では、現 地表下約0.8m以下で徳川初期以前とみられる

遺物包含層および遺構面を検出した。今回の調査は、こうした遺構面の年代や遺構・遺物の分布状況、

各時期における開発や土地利用の状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的に実

施した。

発掘調査は、 7月10日に重機を導入し、 7月16日より人力による調査を開始した。敷 地の南側に東

西5mx南北30mの調査区を設定した(南調査区)。重機により第1層下面である現地表下0.8mまで

掘削し、1.2mまで人力によって掘り下げた。また、盛 土の厚さを確認するため、一部を地表下2.2m

図1 調査地位置図

GN -43,840
-43,820 Y-43,800

X-146,820

NW82-33・45

SA504の 延 長線

拡張区

46,840

46,860

80
 

 

 

m

β
 
 
 
 
O

図2 調査区配置図
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拡張区 南調査区
N

第1層

第2層

・・ 第5層 ,・

O1 第6層 閣(\、

一、 一号一第7層

図3 地層と遣構の関係図

まで重機による深掘りトレンチをいれた。本調査地は、NW82-33・45次調査で確認された柱列の延

長上にあることから、関係諸機関との協議の上、調査地の北部に5 m X 5 mの拡張区を設けた。7月

30日にはすべての記録作業を終え、調査を完了した。

また、基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく

座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序

本調査の現地表面は、北部はTP+l7.0mi 南部はTP+l5.9mで、南に下がる地形をしている。現地

表下2,2mまでの地層を観察し、現代盛土の下位を第1～7層に区分した(図3・4)。

第0層:コンクリート、煉瓦片の混じる現代盛土である。南側の下部に厚さ22cmの焼土層が広がる。

第2次大戦に由来する可能性がある。

第1層:にぶい黄褐色細粒砂質シルト層で、層厚は50cmである。瀬戸美濃焼磁器碗などを包含する

近代の盛土である。南調査区の中央部で併行する溝と、その底面に礎石列を検出した。

第2層:褐色細礫混り中粒砂質シルト層で、層厚は58cmである。南調査区の南部および拡張区に堆

積し、土師器皿・肥前磁器片などが出土する近世の盛土である。上面では、19世紀の遺構が検出され

てい る。

第3層:明褐色極細粒～中粒砂層で、層厚は75cmである。地山(第5層)に由来する偽礫が混じる。

南調査区の南部に堆積する。

第4層:暗褐色中粒砂質シルト層で、層厚は83cmである。南調査区の南部に堆積し、第5層上面の

落込みSX13を埋めている。上面に一部炭が堆積する。土師器片が出土するが、小破片のため、時期

の特定には至らなかった。

第5層:にぶい黄橙色粗粒砂混り細粒砂質シルト層で、層厚は15cmである。土壌生成と生物擾乱が

著しい中位段丘構成層である。生痕化石(サンドパイプ)がわずかに観察できる。南調査区の中央部で

は、南へ急激に落ちる落込みSX13を検出した。高低差は1.4m以上におよぶ。この落込みを第3・4
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層が埋めている。第 5層以下が地山層である。

第6層 :にぶい黄橙色中粒砂質シル ト層で、層厚は

40cmの中位段丘構成層である。暗 色化が進んでおり、

土壌生成が進んだとみることができる。生 痕化石が密

集して見られる。生 痕化石は直径約4～ 5 cmと約 2～

3 cmの大小があり、 いずれも長 さ5～30cmで斜め方

向に延びる。

第7層 :黄 褐色中粒砂質シルト層で、中位段丘構成

層である。上 部では、第6層同様、無数の生痕化石が

確認できた。

ii遺構 と遺物

a. 第5層上面の遺構(図5)

南調査区の北部、地山層が高く残 っている部分で小

土壇や小穴、 また、深 い落込みを検出した。本 来遺構

が掘 り込 まれた地面は既 に削平 され ていたとみ られ

る。遺 物が出土しなかったため遺構の年代は不明であ

る。

SKO8 :南調査 区の北部に位置する。東 西0.40m,

南北0.40rn, 深さ0.07mの方形の土壇で、西部を近代

の井戸で壊されている。

SKO9 :南調査区の北部に位置する。東 西0.46rn,

南北0.40m,深80.06mの方形の土塘である。

SP10 :南調査区の北部に位置し、 直径0.25m, 深

さ0.02mの浅い小穴である。

SX13 :南調査区の中央部で確認できた地山上面の

落込みで、深さ1.4m以上である。北 から南 に向かっ

て急激に落ちており、傾 斜は約55゚ である。確 認でき

た範囲で、底部に泥や水のたまった様子はなく、第 3・

4層が堆積していた。第 4層からは土師器片が出土す

る。自然の谷 というよりは人為的に地山を削った落込

みであり、あ まり時 間をおかずに埋め戻された可能性

がある。

b. 第3層上面の遺構(図5)

南調査区の北部で、東 西方向の溝を検出した。

SDII :南調査区の北部に位置する。南 北幅2.20rn,

ε

443 -



ー43,815\

-(),-a
、つ .SKO8
SKO9

oSP10

1 -

ニ゙ニニ一二,一一

、 ,,ニニー,,.-、 ;::.

深

掘
り

ト
レ

ン ・、

チ ゛

l戸

r
I - \-

(

ー43,810\
Y一仏薗5\

x＿＿l 4B,845

一146,850

,SX13

一146,855

一146,860

ー43,810\
Y-43,805\

ー146,865

ー146,870

X-146,830

一146,835

10m

1:150

図5 第5層上面遺構平面図( は3層上面の遺構)

- 444



深さ0.l5mの東西方向の溝である。土師器皿・平瓦が出土した。

c.第2層上面の遺構(図6)

第2層の上面で土壇および小穴を確認した。

SKOI :南調査区の南部に位置し、南側の大部分を現代の攪乱で壊されている。確認できた範囲で

東西1.l5rn,南北0.30m,深さ0.l6mである。丹波焼瓶類が出土した。

SKO2 :南調査区の南西部に位置する。直径0.20m,深さ0.l9mである。第1層で埋まる。関西系陶

器土瓶・瓦片が出土する。遺物の年代は19世紀前半に属する。

SKO3 :南調査区の南東部に位置する。東西0.30m,南北0.l5rn,深さ0.08mの不整形土壇である。

第1層で埋まる。肥前磁器染付碗・瀬戸美濃焼磁器の破片が出土した。遺物の年代は19世紀に属する。

SKO4 :南調査区の南部に位置する。北部を2基の近世の井戸で壊されており、確認できる範囲で、

東西0.50rn,南北0.40m,深さ0.l3mである。埋土からは、肥前磁器染付碗・肥前陶器鉄釉碗・関西

系陶器土瓶・瓦質土器火入れ類・土師器小皿などが出土した。遺物の年代は19世紀である。

SKO5 :南調査区の南部に位置する。直径0.40rn,深さ0.20mの小土塘である。出土遺物は土師器灯

明皿である。

SKO6 : 3基の小土壇が重なりあう外形をしているが、埋土は同一である。南部を近代の井戸によっ

て壊される。東西1.05m,南北0.46m,深さ0.43mが確認できる。肥前磁器染付碗・蓋および関西系

陶器灯明受皿・土瓶蓋・行平鍋の他、土師器灯明皿・丹波焼瓶類が出土する。遺物の年代は19世紀で

あるといえる。

SKO7 :南調査区の南部に位置する。西側と東側を近代の井戸で壊されており、確認できる範囲で、

東西0.25m,南北0.55m,深さ0.l6mである。出土遺物はない。

SP12:拡張区の北西部に位置する。東西0.30rn,南北0.26mの方形の小穴で基底の中央が丸く窪む。

柱穴の可能性がある。出土遺物は肥前磁器染付皿・瀬戸美濃焼磁器碗・丹波焼瓶類・土師器火鉢で、

肥前磁器皿は型打成形で口錆装飾があり手塩皿とみられる。遺物の年代は、19世紀である。

本層で検出された遺構は、多 くは19世紀の遺構である。遺物はいずれも小破片であり、図示しえな

かった。

3)まとめ

今回の調査では、地山上面の急激な落込みSX13が確認でき、それを埋める第3・4層の盛土を検

出した。第3層は地山由来の偽礫が混じる点など隣接したOS13-15次調査検出の第3c層と類似する。

第4層からは土師器片が出土したのみで、遺物から年代を決めることは難しい。

今回検出した地山上面の落込みSX13は非常に急な傾斜であり、また盛土の底部には、掘り下げた

範囲でみる限り、泥や水のたまった様子はなかった。谷 というよりは人為的に地山を削ったのち、あ

まり時間をおかずに埋め戻されたとも考えられる。豊臣期に遡る東西方向の堀の可能性もあり、また、

調査地周辺は、南へ下がる地形をしていることから雛壇状の造成の可能性も考えられるだろう。今後

の周辺での調査成果を待って更なる検討を進めていきたい。
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また、調査地の北部に拡張区を設置したが、NW82-33・45次でみられた柱列の延長は検出されな

かった 。本 調査 地 は地 山が 高 く、削 平 され た可 能性 が高い。

参考文献

大阪市文化財協会1999、「大坂城跡の調査」:『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告-1996年度一』、pp.l44-148

2002、「第3章 清水谷地区の調査」:『大坂城跡』Ⅵ、pp.219-233
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南調査区東壁地層断面

第2層上面の遺構

(南から)



天王寺区空清町8-19・8-21における建設工事に伴う

太坂城跡発掘調査(OS13-37)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区空清町8 -19・8-21

88渭

平成25年11月18日～↓1月22日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、清水和明
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1)調査の経過

本調査地は豊臣氏大坂城惣構の南辺中央付近内側に位置する。調査地一帯は台地脊梁部にあたる上

町筋から東へ向かって緩やかに低くなっている。南北には、上 町台地東斜面を西から東へ向かって下

刻する開析谷が存在し、北700mの長堀通北側にある上町谷と調査地に南接する清水谷に挟まれた範

囲は比較的平坦で、古 墳時代以降には開発が進んだものとみられ、難波宮成立以前および成立期には

掘立柱建物群をはじめとする遺構が多数確認されている。また、豊 臣期では清水谷を利用して大坂城

惣構堀の南辺が築かれ(写真1)、古代および近世において非常に重要な地域となっている。これらの

状況は本調査地に東接するOS99-16次調査地の成果報告書[大阪市文化財協会2002]に詳細がまとめ

られているほか、 近年では本調査地の東90mの

NS13-1次調査地[大阪市教育委員会・大阪文化

財研究所2013]で清水谷へつながる傾斜の落ち際

と古代および近世の遺構が確認されている。

平成25年10月10日に大阪市教育委員会による

試掘調査が行われ、段丘構成層の上位で豊臣期以

前とみられる遺物包含層および遺構を検出したた

め、本 格的な発掘調査を行うこととなった。

発掘調査は同年11月18日から開始した。当初、

80 rr'iに対して深さ0.6mの遺物包含層までを重機

掘削する予定であったが、現代の攪乱によってほ

とんどが段丘構成層まで削平されており、 遺構

が検出された調査区南西部を拡張した結果、面

積は88箱となった。そ の後は人力による遺構検

出と掘下げ、実測と写真撮影による記録を行い、
X-147 120

Y-43,7701一43,800

1 : 800

-147150

30m

写真1 惣構堀跡の低地(北酉から) 図2 調査区配置図

- 451 -



第 1層 (現 代整地層お よび 攪乱層) 22日に現地におけるすべての作業を終了した。

第 3層

図3 地層と遺構の関係図

2)調査の結果

11月22日にMagellan社製ProMark 3による基準点のGPS測

量を行い、本 報告書における方位は上記測量による世界測地

系に基づく座標北を基準とした。標 高はT.P.値(東京湾平均海

面値)でTP+○mと記した。

調査地はTP+18.3～18.6mで、南側の清水谷に向かってわずかに下がっている。

1)層序(図3・4)

第1～3層を確認した。

Y-43,780\

SEO2

一43,785\

SDOI

SDO3

X-147,135

一147,140

一147,145

図4 調査区西壁地層断面図・遺構平面図
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第1層:現代の整地層ないし重機による攪乱層で、層厚は最大170cm程度である。

第2層 :第3層(地山層)上面で検出された遺構埋上内のみに堆積していた。明黄褐色細粒砂～にぶい黄

褐色細礫混りシルト質粗粒砂層を主体とし、第3層の偽礫を多量に含んでいる。一部に褐色(10YR4/6)

中粒砂質シルトの偽礫を含み、本調査地ないし周辺で削平された古代の遺物包含層とみられるが、本層

の形成は豊臣後期に降る。層厚は最大100cm程度である。

第3層 :明黄褐色(2.5Y7 /6)極細粒砂層で、段丘構成層に当る地山層である。

ii )遺構と遺物(図4～6)

近世の遺構

遺構はすべて第3層上面で確認された。

調査区南部ではSD01・SD03が検出された。SDOIは幅2.2rn,深さ0.4mで、東側は攪乱で壊され

ているが、東 で南へ約5度振る方向で、長 さ2,5mが確認された。北辺は基底から直に立ち上がる明瞭

な壁となっているが、南辺はなだらかである。基底には厚さ10cm程度の加工時形成層があり、直上に

は灰白色シルト～極粗粒砂質シルト層の機能時堆積層が認められるため、一定期間開口していた溝と

考えられる。出土遺物には土師器皿や大和型の羽釜1、須 恵器細片、備 前焼捕鉢、肥前陶器皿2、 中

国産青花碗細片などがある(図6)。これらは豊臣後期のものであろう。

SD03はSD01の南に並行する溝で、幅2.9m,深さl.Omである。基底の南側は幅0.7m程度が一段高

+160m

+15 0n

1 - -16二 . 1

1
2
3

4

5

6

7

8

9

10
11
12
13
14
15
16

.黄褐色(10YR5/6)含炭化物、地山偽礫、シルト質粗粒砂
明黄褐色(10YR6/6)シルト質粗粒砂
にぶい黄橙色(10YR6/4)シルト質粗粒砂
にぶい黄橙色(10YR6/4)細礫混りシルト質粗粒砂
:灰黄色(2.5Y7/2)極粗粒砂質シルト
:灰黄褐色(10YR6/2)極粗粒砂質シルト
明黄色(10YR7/6)極細粒砂の地山偽礫
:明黄色(2.5Y6/6)地山偽礫を多く含 むシルト質極粗粒砂
にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質細粒砂
:黄褐色(10YR5/6)細粒～極粗粒砂(水成層)
:褐色(10YR4/6)シルト質粗粒砂
:黄褐色(2.5Y5/4)地山偽礫を多く含むシルト質粗粒砂
:黄褐色(10YR5/6)極細粒～粗粒砂(水成層)
:黄褐色(10YR5/6)極細粒～極粗粒砂(水成層)
明黄色(2.5Y6/6)極細粒砂(地山層)
:黄色(2.5Y8/8)シルト質極粗粒～細粒砂(地山層)

1:50

2m

TP+l80m

N      SDOI
-   ゝ     3

1 :灰黄色(2.5Y6/2)極粗粒砂質シルト
2:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒～粗粒砂
3二黄灰色(2.5Y4/1)炭混りシルト質粗粒砂
4:灰白色(2.5Y7/1)シルト～極粗粒砂質シルト
5:明黄褐色(2.5Y7/6)シルト質極粗粒砂
6:黄褐色(10YR7/8)細礫質細粒砂
7:黄褐色(10YR5/6)細礫混り極粗粒砂質シルト
8:褐色(10YR4/6)灰色シルト偽礫混り中粒砂質シル
9:にぶい黄褐色(10YR5/3)灰色シルト偽礫混りシル
10:にぶい黄褐色(10YR4/6)極細粒砂(地山偽礫)

ト

ト質粗粒砂

11:明黄褐色(10YR5/3)細粒砂(地山偽礫)
12:にぶい黄褐色(10YR5/4)細粒砂(地山偽礫)
13:灰黄褐色(10YR4/2)シルト偽礫
14:黄褐色(10YR5/6)細粒砂(地山偽礫)
15:褐色(10YR4/6)地山偽礫が多く混るシルト質極粗粒砂

図 5 遺構 断 面 図
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0           10          20cm

1 :4

図6 出土遺物実測図

SDOI(1・2)、SEO2( 3～6)、SDO3(7)

くなっている。埋 土には明瞭な加工時形成層・機能時堆積層が認められず、下半は地山層
や中世以前

とみられる褐色の中粒砂質シルト・シルト質極粗粒砂の偽礫層で埋められている。埋土は
SDOIによっ

て壊されている。出土遺物には土師器細片、須 恵器細片、備前焼捕鉢7、瀬戸美濃焼鉢・
志野織部皿、

肥前陶器碗などがある。備前焼捕鉢7が中世に属するものであるが、ほかは豊臣後期～徳
川初期の遺

物であり、SDO3も同時期の遺構と考えられえる。

SEO2は調査区中央にある直径0.9rn,深さ1.9mの素掘井戸である。埋土は黄褐～にぶい
黄褐色の粗

粒～極粗粒砂を主体とするが、厚 d 1 cm弱の灰黄色極粗粒砂質シルトが遺構の側壁沿いに
みらる。側

板痕跡の可能性も考えられたが、外側に掘形が無いため、埋 土カ刈丈縮して地山層と埋土と
の境界に二

次的に堆積したものと判断した。出土遺物には土師器細片、備前焼捕鉢、瀬戸美濃焼碗4・
志野向付6、

肥前陶器碗5、東 南アジア系とみられる焼締め陶器亮ないし壺3などがある。これらは豊
臣後期のも

のである。

3)まとめ

今回の調査では中世～古代に遡る遺構は見つからなかったが、豊 臣後期～徳川初期の溝・
井戸を確

認した。本 調査地の東に接する○S99-16次調査地では豊臣期の畠や井戸が見つかって
おり、惣構に

接する大坂城内での土地の利用状況を示しているが、本調査地の遺構もその延長で理解で
きよう。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2002、『大坂城跡』V

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013、「天王寺区空清町8番における建設工事に伴う難波京朱雀
大路・大坂城

跡発掘調査(NS13-1)報告書」
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調査区全景(北から)

SEO2地層断而

(南東から)

SDOIおよび03地層断面

(北西から)



天王寺区夕陽丘町における建設工事に伴う

伶人町遺跡発掘調査(RJ13-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区夕陽丘町16-1

約274甫

平成25年9月19日～10月1↓日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、田中裕子
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は奈良時代から中世の集落跡である伶人町遺跡の東北部に位置し、谷町筋を挟んで東側には

上本町遺跡が存在する。古代から近世にかけての遺構・遺物が広く分布する地域である(図1)。これ

までのおもな調査成果として、調査地南側の星光学院敷地では古代から中世の多数の遺構・遺物が検

出されている[西近畿文化財調査研究所2006]。調査地東側のUSO6-2・UHO7-4・UHO8-10次調

査では、難波京の方格地割を踏襲するとみられる中世の溝が検出されている[大阪市教育委員会・大

阪市文化財協会2008a ・2008b - 2010]。同じく調査地東側のUHII-12 ・UH13-6次調査では、正

方位の古代の掘立柱建物跡を検出している[大阪文化財研究所2012・2013]。

本調査地では大阪市教育委員会によって試掘調査が行われ、現地表下約0.9mで中世瓦を含む遺物包

含層が検出された。周辺調査の成果より、古代～中世の遺構が確認される可能性が高いことから本調

査となった(図2)。平成25年9月19日より重機による掘削を開始した。中世の包含層とみられる後述

の第3層上面までを重機により掘削し、その後、人力による掘下げと記録作業を進めた。調査区は当初、

建物部分と駐車場部分に設定されていた。まず建物部分の西側2分の1の調査を行い、9月30日より

建物部分の東側2分の1と駐車場部分の調査に着手した。建物部分は南部の攪乱が著しいため、協議

の上で、包含層が残存する北部へ一部調査区を変更した。調査面積に変更はない。10月9日に埋戻し

を終え、10月11日に撤収を含む現場における全作業を終了した。

基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、本報告書で用いた方位は世界測地系に基づく座標

北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

口11゚ 1

星光 学院内

調査 地

S04-

.ST88{10

ST87二

〇        100m

1 : 5.000

図1 調査地位置図

(方眼は難波京条坊想定線[積山洋2010]による)

-148,780

48,800

50m

1 : 1 000

図2 調査区位置図

(・・・は難波京条坊想定線を1/4分割する線)
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第0層

第1層

第2層

SX16

第4層

図3 地層と遺構の関係図

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地は上町台地上にあり、付 近の標高はTP+20.7m前後で

ある。調査地から西側の松屋町筋に向かって急激に落ちており、

高低差は16m以上になる。また、南側に向かっても緩やかな下り

となっている。

今回の調査では現地表下1.2mの地山層まで地層を確認し、第

0～4層に区分した。

第0層;現代盛土および攪乱の埋土である。煉瓦・ガラス・タ

イル・コンクリートを含む。

第1層:黄褐色細礫混りシルト質細粒砂層で、層厚は36crn,近

代の客土層である。銅板転写の瀬戸美濃焼磁器・統制番号(瀬65)

のある瀬戸美濃焼磁器を含む。

第2層 :浅黄～明黄褐色中～細礫混りシルト質中粒～細粒砂層で、層厚は34cm,近世の土採り穴を

埋める客土層である。後述するSX16・17・20などの遺構埋土として認識される。肥前磁器や瓦質土

器とともに、大量の中世瓦が出土した。

第3層:褐色細粒砂質シルト層で、層厚は20crn,中世の遺物包含層である。土師器・須恵器・瓦器・

中世丸瓦・中世平瓦を包含する。調査地の中央部および近世土採り穴の縁などにわずかに存在する。

本層上面の遺構として、SDO7・18などがある。

第4層 :黄褐色中粒～細粒砂層で、周辺地域一帯の地山層に相当する中位段丘構成層である。

11遺構と遺物

a.中世の遺構と遺物(図5・7)

中世の遺物包含層である第3層は部分的にしか残っていなかった。遺構はいずれも第4層上面で検

出したものである。遺物の出土がないものは、埋 土から判断し、中世と近世に分けた。中世の遺構と

しては、溝 ・土塘・小穴が検出された。

SD06は調査区東部に位置する幅0.50mi 深さ0.04m,長さ2.60m以上の東西方向の溝である。埋土

はにぶい黄褐色粗粒～細粒砂である。上部は削平されており、わずかに深さ0.04mが残るのみであっ

た。出土遺物は瓦器・瓦である。

SD07は、幅0.56rn,深さ0.32m,検出した長さは4.30mの南北方向の溝である。ほぼ正南北を向く

が、北でわずかに西に振れるようである。埋土は2層に分けることができる。下層はにぶい黄褐色シ

ルト質細粒砂層で、加工時～機能時堆積層である。泥の平行ラミナが挟在し、ゆるやかな流れがあっ

たとみられる。本層の上面より完形の瓦器椀2が出土した。上層は黄褐色細粒砂質シルト層で、人為

的に埋めた層である。なお、溝の下位の第4層では鉄・マンガンの析出が見られた。

遺物は上層・下層ともに出土し、いずれも土師器皿・瓦器椀、中世丸・平瓦が見られるほか、下層

からは須恵器杯Bが出土している。図示した遺物は、土師器皿1、瓦 器椀2・3である。2は退化し
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た高台を持ち、体 部外面にはユビオサエのちナデ、体部内面

には粗い圏線状ヘラミガキが施される。3は高台が付かなく

なったもので、体 部内面に粗い圏線状ヘラミガキが施される。

これらの遺物は13世紀後半～14世紀前半頃に属するとみられ

る。

E

o
1
①
一
十

晴

p
憾

この溝が廃棄された際のものであろう。

SD12は調査区東部に位置する。幅0.50m,深さ0.l4m,長

さ4.20m以上の南北方向の溝である。埋 土は2層に分けるこ

とができる。下層はにぶい黄褐色細粒砂質シルトで、機能時

堆積層であり、 上層はにぶい黄褐色粗粒砂で、 人為的に埋

められた層とみられる。溝 内に2箇所小穴があり、 北から

SP09-10とする。SP09は直径0.40rn,深さ0.06m, SP10は

直径0.38m,深さ0.20m,埋土は黄褐色シルト質細粒砂である。

出土遺物はない。

鴎

N
糎

SD 14は調査区西北部に位置する。幅1.60m,深さ0.25m,

長さ4.50m以上で、北東一南西方向の溝である。埋 土は2層

に分けることができる。下層は褐色シルトからなる機能時堆

積層で、上層は黄褐色細礫混り細粒砂質シルトからなる人為

的に埋められた層である。下層から土師器皿、中世丸・平瓦

が出土した。

SD18は調査区南部に位置する幅1.60m, 長さ5.70m以上、

深さO.lOmの東西方向の溝である。埋 土は下層がにぶい黄褐

色シルト質中粒砂からなる機能時堆積層で、上 層が褐色中粒

砂質シルトで、炭・焼土が混じる。中世丸・平瓦、壁土など

が出土した。

SK08は調査区南部に位置する。東西1.28rn,南北0.30m以

上、深さ0.22mの方形の土塘である。埋 土は褐色～オリーブ

褐色細粒砂質シルトからなり、人為的に埋めた層とみられる。

出土遺物は中世丸・平瓦である。

SK15は調査区西北部に位置する。東 西3.50m以上、南北

2.65rn,深さ0.30mの方形の土城である。埋土は2層に分けることができる。下層は炭混り黄褐色極
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図 5 中世 の遺 構平 面 ・断 面 図
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細粒砂質シルトからなる機能時堆積層で、層厚は14cmである。上層は褐色シルトからなる人為的に埋

められた層である。層厚は24cmである。埋土の下層から土師器・須恵器杯B・丸瓦が、上 層からは瓦

質火鉢・中世丸瓦・中世平瓦が出土した。

SK19は調査区西南部に位置する。東西1.20m,南北1.OOrn,深さ0.06mの方形の土塘である。出土

遺物はない。

SK1 1は調査区南部に位置する。東西1.20m以上、南北0.90m以上、深 さ0.l6mの不整形の土城であ

る。第 2層で埋まる。中世軒丸・丸 ・平瓦が出土した。

SP01は調査区北部に位置する直径0.l2m,深さ0.30mの小穴である。SPO2はSPOIの南↓.40mに位

置し、直径0.l4m,深さ0.30mの小穴である。埋土は黄褐色シルト質細粒砂で人為的に埋められたと

みられる。

以上の中世の遺構の中で、注目されるものは、わずかに東へ振れる南北方向のSDO7と東西方向の

SDO6である。これらの溝は難波京想定条坊路の方向とほぼ同じである。条坊を4分の1に分割する

一44,ら40\        -44,635\       Y-44,630\

SK13

SX16

SX20 SX17

SX21

、(一へΔ8,770

一148,775

一へ48,780

＿1 4El,785

-i48,790

1 : 200

図6 近世の遺構平面図
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道路側溝の可能性もあるといえよう。

b.近世の遺構と遺物(図6)

第4層上面で検出した遺構のなかで、近世陶磁器や近世瓦を包含し、埋土が偽礫を含む浅黄～黄褐

色中礫混りシルト質中粒砂の土塘の時期を近世とした。いずれも↓8世紀以降の土採り穴とみられる。

SK13は調査区西北部に位置する。東西1.30m以上、南北2.00rn,深さ0.l6rn1 楕円形を呈する土壇

である。第2層で埋まる。出土遺物は肥前磁器のほか、土師器皿・中世平瓦である。

SX16は調査区西部に位置する。東西6.70m以上、南北4.3m以上、深さ0.34mの不整形の土壇である。

埋土は第2層とした偽礫を含む浅黄色中礫混りシルト質中粒砂からなる客土層である。機能時堆積層

がなく、掘削後すぐに埋め戻されたと考えられる。近世陶磁器のほか、中世の瓦を包含する。

SX17は調査区中央部に位置する。東西10.Om,南北8.00m,深さ0.38mの不整形土塘である。埋土

は第2層で、掘削後すぐに埋め戻されたと考えられる。

SX20は、SX17の西部にあり、東西0.35m以上、南北6.50m,深さ0.43mである。土塘の南部から

中～近世の瓦と礫が集中して出土した。土塘は土採り穴とみられるが、土採り穴を埋め戻す際、瓦・博・

礎石などを大量に投棄していた。なお、出土した礫は、高さや向きに規則性がなく、原位置から動か

され たとい える。

SX21は調査区南部に位置する。中世のSD18の上部に相当し、近世にも地形の窪みとして残ってい

たとみられる。幅1.8rn,長さ6.5mである。出土遺物は肥前磁器のほか、中～近世の瓦・博 ・礎石な

どが集積していた。窪みを埋める際に投棄されたものであろう。

c.第2層出土の遺物(図7)

土採り穴とみられる土塘および第2層包含層出土として取り上げた遺物の中で図示したものは、肥

前磁器染付碗4、 このほか瓦質土器火鉢5、 また蓮華文軒丸瓦6・三巴文軒丸瓦7～17・連珠文軒平

瓦18～20・花菱文軒平瓦21・水波文軒平瓦22・唐草文軒平瓦23・博24である。

肥前磁器染付碗4は体部外面に草花文、高台に判読できない崩れた銘がある。18世紀後半に属する

とみられる。瓦質土器火鉢5は三足に復元でき、体部外面はスタンプの押捺による文様帯が巡る。14

世紀後半～15世紀後半とみられる。

第2層から出土した瓦は中世～近世まで各種ある。特に中世の瓦が調査区南部で集中して出土して

おり、土採り穴を埋め戻す際に投棄されたものである。

6は複弁八弁蓮華文軒丸瓦である。蓮弁は2個の子葉を輪郭線が囲む。蓮弁間は間隔があけられて

いる。外 区は圏線二条に囲まれた間隔の狭い連珠文帯が巡る。平安時代後期頃とみられる[四天王寺

文化財管理室編1986」。

三巴文軒丸瓦は4種類が確認できた。いずれも中世の瓦である。第 Ⅰ類は右巻きで7～10で同范の

可能性が高い。内区の巴文の先端部は、他 の巴文と重なっており、外 区との境界となる圏線となって

いる。外区には間隔の広い珠文帯が巡る。珠文数は16個である。外周にも圏線が巡る。周縁は幅広く

低い。いずれも離れ砂が付着する。8・9・10で珠文部分に范傷が確認でき同范瓦である。第 2類は

右巻きの14～13で、同范とみられる。珠文が密であることから、14も同范の可能性がある。巴頭は鳶
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一= ノ 1

図7 出土遺物実測図(1)

SDO7( 1～3)、第 2層(4～17)
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口をもち、細 く長い。巴尾は圏線と接しない。外 区は径の小さな珠文帯が巡り、珠文数は2
8個である。

周縁は幅が狭く高い。いずれも焼成が不十分であり、軟 質である。11は燻化されていない
。第 3類は

左巻きの15・16で、同范とみられる。巴文はわずかに鳶口を呈し、比較的細く長い。先端
部が接して

おり、外区との境界となる圏線となっている。外区は径の小さな珠文帯があり、珠文同士の
間隔は広い。

珠文数は19～20個とみられる。周縁は狭く高い。第 4類は右巻きの17である。巴文は先端
が外区との

境界をなす圏線となる。珠文同士は間隔が比較的広い。周縁は狭く高い。第 1～4類は鎌
倉時代に属

するとみられる。

軒平瓦は18～23である。18～20は連珠文軒平瓦である。18は太粒の珠文を配し、珠文の周
りに細い

凸線が巡らされている。周縁は幅広く低 い。離れ砂が付着する。顎 は幅広く段 をなす。1
9は小粒の珠

文を配し、珠 文の周りに細い凸線が巡る。凸面には凹面台圧痕が見られる。周縁は狭く
高い。周縁上

端部はヘラケズリによる面取りを行っている。20は二体構成の隅唐草で、大 粒の珠文が並
ぶ。周縁は

24

20cm

図8 出土遺物実測図(2)

第2層 (18～24)、遺 構に伴わない遺物(25)
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狭く高い。周縁上端部はヘラケズリによる面取りを行っている。平瓦部の凹面側より焼成前に分割用

截線を入れ、焼成後に分割したとみられる。また、凸面側から凹面側へ穿孔された釘穴がある。これ

らの遺物は鎌倉時代に属するといえよう。

21は花菱文軒平瓦である。凸面に布目が残る。細い凸線で表現した花菱文を配し、その周囲を同じ

く細い凸線で囲んでいる。周縁は狭く高い。顎 は幅が広く段 をなす。鎌倉時代に属するとみられる。

なお、21に類似する瓦は、昭和6年に「勝蔓院庫裡東」より出土している([四天王寺文化財管理室編

19861、pp.ll2-113)。22は水波文軒平瓦である。周縁は幅広く高い。周縁上端にヘラケズリによる

面取りを行っている。室町時代に属するとみられる。23は唐草文軒平瓦とみられる。右端部のみ残存

する。凸面に離れ砂が付着する。豊臣後期の可能性がある。24は博であり、上面は糸切り痕があり、

下面は布目痕が確認できる。

d.遺構に伴わない遺物

第0層からの出土で遺構に伴わない遺物として、土馬25を図示した。頭部・脚部・尾部を欠損し、

体部のみであるが、残 長10.5cmである。体部は中空である。体部には粘土紐を貼り付けて表現した尻

繋が部分的に残っており、本 来は馬具を具えていたといえる。 7世紀代とみられ[水野正好19831、欠

損する頭部や脚部、尾部などはわざと毀たれた可能性も考えられる。

iii)第2層出土の瓦の意義について

本調査地の南には四天王寺の別院である愛染堂勝霊院がある。この寺は聖徳太子が開いた施薬院に

始まると伝えられるが、沿 革は明らかではない。[平凡社地方資料センター1986]によると初見は永仁

3(1295)年の沙弥源蓮寄進状(石清水文書)に「四天王寺勝憂院内愛染王御宝前」とあり、北 条時頼の近

習抄弥源蓮が、河 内国の田5反を寄進している。東大寺凝然撰「円照上人行状」では鎌倉時代中期に四

天王寺勝霊院に円珠・思順が住していた、 とある。寛正2(1461)年の中島崇禅寺領目録(崇禅寺文書)

に「天王寺勝漫院」とみえ、崇禅寺領に一 部得分があったとされる。天正年間には織田信長が土塁を

構築し、天王寺城と呼ばれたという。数度の天災・兵火により堂宇を焼失するが、文禄3(1594)年豊

臣秀吉が多宝塔・本堂などを再建している。

本調査地は、明治20年内務省大阪実測図によると「字勝憂院」に位置する。調査地の東部は埋葬地と

なっており、本 調査地もかつては勝零院の敷地内であった可能性が高い。今 回の調査で出土した瓦・

博は鎌倉・室町時代のものが中心である。特に21の花菱文軒平瓦は、類似するものが「勝蔓院庫裡東」

より出土している。これらの瓦・博は近世の土採り穴を埋め戻した客土層から出土している。しかし、

客土層からの出土ではあるものの、調査地の立地や勝零院の歴史からみて、中世の勝零院に関係が深

い遺物といえるだろう。

3)まとめ

今回の調査では、お もに3点の発見があった。

1点目は、中世に埋没した正方位の溝を検出した。南北方向のSDO7は推定難波京の条坊4分の1

分割線に則る可能性がある(図9)。
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2点目は、近世の土採り穴から中世の瓦を検出した。これらの瓦は中世の四天王寺勝霊院に関わる

可能性が高い。

3点目は、遺構に伴わないが飾馬の土馬の出土である。
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中世の遺構

(南から)

近世の遺構

(南から)



天王寺区大道一丁目における建設工事に伴う

四天王寺旧境内遺跡発掘調査(ST12-5)報告書
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調査 期 間
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調査担当者

大阪市天王寺区大道↓丁gl4- 2

60箱

平成25年3月26日～4月1日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、京嶋覚
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↓)調査の経過

調査地は現在の四天王寺境内の南西約100mの地点にあり、古代においては寺域に含まれる可能性

がある。四天王寺西南部のこれまでの調査では、北東50mのST90-2次調査で中世の溝や蔵状遺構

が検出され[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1991]、その20m北のST92-10次調査では中世の

掘立柱建物・溝などが検出されている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1993b]。さらに今回の

調査地から北100mの四天王寺西門前のST92-7次調査では六角形の木製井戸側を設けた井戸をはじ

め3基の中世井戸が検出されている[大阪市文化財協会1993a](図1)。

一方、谷 町筋の西側の伶人町遺跡ではRJO2- 5次調査で中世の井戸や池状の土塘が[大阪市教育委

員会・大阪市文化財協会2003]、RJ12- 1次調査では平安時代末まで遡る溝・土塘や中世の井戸・土

壇などが検出されており[大阪文化財研究所2012]、今 回の調査地に近い茶臼山古墳東側のCU98-1

次調査では21基にのぼる中世の井戸が密集して見つかっている[大阪市文化財協会1998]。

大阪市教育委員会が行った事前の試掘調査では、現地表下0.4～0.6mの間に中世～近世の遺物を含

む地層が確認されたため、南北3 m,東西20mの調査区を設定し、排土の仮置き場所を確保するため

2分割して、西半分から発掘調査を行うこととした。

3月26日から調査区の西半分を重機により掘削したが、全域にわたり近現代の盛土層(第1層)が1

m余りあり、その下に整地層が検出されたが、地山層は確認できなかった。東端部の現地表下1.5mで

地山層が確認できたため、西 に段をなして低くなっていると推測できた。調査期間と排土の仮置きス

ペースを考慮して、調査区北壁際に1m幅の深掘りトレンチを人力で掘り下げ、下位層の状況を把握

することとした。現地表下2.3～2.5mで地山層が検出できたため、記録作業を行い、西半部の調査を

終了した。28日から西半部の埋戻し作業および東半部の表土掘削を行い、現地表下0.4～0.7mで地山

図1 調査地位置図

谷

町

肋

-44,560

lffil)
図゙2 調査区位置図

49,380
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層を検出した。この面で遺構検出および掘下げ、記録作業を行い、30日に最終的にすべ
ての掘下げと

記録作業を終えた。 4月1日に東半部の埋戻し、機 材の撤収作業を行って現場作業を完了
した。

以下にその結果を報告する。なお、基準点測量はMagellan社製ProMark 3を使用したスタ
ティック

測量により、図中の方位は座標北を基準にする。水準値はT.P.値(東京湾平均海面値)で、
図中ではTP

と省略した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地の現地表はおよそTP+ 18.5mで、ほぼ平坦な地形をなしており、周辺では南に向か
って低く

なる地形をなしている。

第1層 :近代以降の整地層および攪乱である。

第2層 :調査区西半部に遺存する近世の整地層である。大 きく a～cに分層される。

第2a層 灰オリーブ色(5Y6/2)細粒～中粒砂混り粘土質シルトないし、暗灰黄色(2.5Y5/
2)細粒～

中粒砂混り粘土質シルト～シルト質粘土層で、層厚は最大で80cmである。

第2b層 黄褐色(2.5Y5/4)シルト質中粒～粗粒砂ないしは灰黄褐色(10YR5/2)シルト質
細粒～中

砂で、粘土質シルトの偽礫を含む整地層である。層厚は最大で80cmである。

第2c層 黒褐色(10YR3/2)シルト～中粒砂からなる炭 ・焼土を主体とする地層である。
西半部の

東寄りの幅3mの範囲に分布する(図5)。層厚は最大で40cmである。土師器・肥前陶器・備
前焼・丹

波焼・白磁 ・瓦博類など大坂ノ陣頃の遺物が出土した。

第3層 :にぶい黄色(2.5Y6/4)シルト質細粒～中粒砂に粘土偽礫を含む整地層で、層厚は
最大で60

cmである。西半部から東半部西端まで分布する。土師器・肥前陶器・備前焼、丸 ・平瓦が
出土した。

第4層 :灰色(5Y 4/1)粘土ないし灰黄褐色(10YR4/2)中粒砂混り粘土～シルト質粘土層
で、水漬

きの状態で堆積したと思われ、上面には灰色(2.5Y5/1)中粒～粗粒砂の水成層が薄く堆
積していた。

調査区西端では層厚10cmほどであるが、東部の第5層が西に低くなる裾部の幅3.5mは厚
くなり30cm

以上となり、 この部分で地山層まで確認できなかった。

第5層 :上町台地を構成する地山層であり、大 きく3層に分けることができる。

第5a層 黄褐色(10YR5/6)中礫混り細粒～粗粒砂層で、最上部の層厚1mの部分である
。東 半部

の地山層である。

第5b層 灰黄色(2.5Y7 /2)シルト質中粒～粗粒砂

層で、下位の層厚1.2mの堅固な地層である。西 側へ

の段の斜面に露出する。

第5c層 緑灰色(10GY5/1)細粒～中粒砂層で、検

出した最下位の地層である。西 半部の低地部で検出

される地山層である。

E

図3 地層と遺構の関係図
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ii )遺構と遺物(図5～10)

a.平安時代

第5層の地山層上面で土WSK19、井戸SE20を検出した。

SK19は調査区東部で検出された南北2.5m以上、東 西1.4mの小判形の土塘で、深 さは0.
35mであっ

た。埋土は最下部がにぶい黄褐色(10YR5/4)中粒～粗粒砂混り粘土質シルトで、その上
位に地山層の

偽礫や炭粒を含む黄褐色(10YR5/6)粘土質シルト、 さらに褐色(10YR4/4)粗粒砂混り
粘土質シルト

で埋められている

出土遺物には土師器杯A1・2・杯B5・椀B6・1 1 0,須恵器杯B15・16・尭、布目の残る製塩土器、

平瓦がある。5は内底面に螺旋暗文を施しており、10は体部外面にハケメを施すタイプ
である。いず

れも奈良時代末の様相を残す器種構成であるが、 6の椀Bが含まれることから平安時代Ⅰ
期～Ⅱ期古

段階[佐藤隆1992]に比定できる

SE20は掘形の上段が一辺約3mの方形と推定される井戸である(図6)。上 部は方形
に掘り下げら

れ、固い地山層である第5b層上面から下位は直径1.5mの円形に掘り下げられたと推定さ
れる。地 山

層がやや軟質の第5c層に変わる付近の上面

で木製井戸側の痕跡とみられる木質部をか

すかに残す幅2 cmの粘土帯が弧状に検出さ

1.2mと復元できる。 この付近から湧水が

埋土は上下2層に大別され、上 層は最上

一一一一一一一           部が黄褐色(10YR5/8)粘土質シルト～粘

土の埋め土で、その下位は粘土の薄層を挟

在する細粒～粗粒砂、さらにシルト質細粒

～粗粒砂の流れ込みによる堆積となる。下

5。           層は上部が灰色(10Y6/1)粘土で、そ の下

図6 SE20平面図         位はにぶい黄色(10YR6/4)シルト質細粒

～粗粒砂で砂質土が続く。こうした状況から上部の井戸側は抜き取 られた可能性があり、
本 来は上部

に方形に組んだ井戸側が、下部には円形の刺り抜 き材の井戸側が設置されていたと推定
される。井戸

側を抜き取るために、四方から掘形内を掘り込み、固い第5b層も掘 り込んだ様子が確認
できる。東側

の地山層上面から2.3mまで掘り下げたが、底 を検出することはできなかった。

出土遺物は井戸側抜き取り後の堆積層から多く出土した(図8)。土師器杯A3・椀・皿4・鍋
13・安9

羽釜11・12、黒色土器A類椀7・8、須 恵器杯B身17・19・蓋18・壺 ・亮、製 塩土器14、
蓮華文軒丸

瓦21・22や唐草文軒平瓦23、重弧文軒平瓦24、博をはじめとする瓦博類のほか、砂岩製
砥石20などが

7・8は底径の大きい内黒の黒色土器椀で、内面は密にヘラミガキしている。平安時
代Ⅱ期古～中
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図7 遺構断面図
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1! 15

20cm

図8 出土遺物実測図(1)

SK19( 1・2・5・6・10・15・16)、SE20( 3・4・7～9・11～14・17～24)
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段階であろう。9は「く」字に短く屈曲する口縁部で外面ユビオサエ調整して球形をなす体部である。

南河内に多い器種で、口縁は短いが内面をナデ調整する点は古い要素といえる。13は扁平な把手をも

つ小型鍋で、頚部を強くヨコナデ調整して、体部との境界が明瞭となり、体部外面をユビオサエで仕

上げる南河内に多い特徴をもつ。11は口縁部および鍔部が短い瀬戸内沿岸部に多い摂津C2型[菅原正

明19831で、12は生駒西麓産の胎土で、鍔 は頚部に近い位置にある。

21・22は複弁蓮華文軒丸瓦で、21の外縁は退化した唐草文を配する。類例は四天王寺では平安時代

後期の一群に類例がある[四天王文化財管理室19861。22は無文の中房で、灰白色を呈する須恵質焼成

である。24は凹面に布目と模骨痕が明瞭に残り、顎部は幅10cmほどの粘土板を貼り付けた後、横方向

にハケメ調整している。凸面は縦方向のハケメ調整の上から格子タタキを施している。

これらの遺物には古いものでは土師器杯Aや須恵器杯Bが含まれるものの、平安時代Ⅱ期に下る

黒色土器椀があり、尭 ・羽釜もこの時期に収まると考えられるため、SE20は9世紀前半代に機能し、

10世紀前半代までに廃棄され埋められたと考えられる。

b.中世末～豊臣後期

東半部の第5層上面で小穴SP14・15、土WSK04・08・09・1L南 北溝SD13が、西半部では堀の

可能性のある段をなす落込みSXO3が検出された。

SP 14・15は東端で検出された直径0.25mの小穴で、SP 14は深さ0.2mで直径15cmの柱痕跡が確認

された。内外面ヘラミガキを施した瓦器椀31が出土している。SP15はSK19を壊して掘られた深さ0.1

mほどの浅い小穴である。

SKO4は東端の南壁にかかっていた東西1.5m以上、南北1.Om以上の方形と推定される平面形で、深

さは0.7mである。肩部に直径0.2mの小穴が3基並んで検出された。出土遺物は少なかったが土師器、

瓦器椀が出土しており、 中世に遡る可能性がある。SKO8・09はいずれも攪乱塘で壊されてぃたが、

SKO8は2.8m x 2.0m, SK09は1.6m以上xl.2m以上で、深 さはいずれも0.5mである。炭粒を含み細

粒～中粒砂層を介在する砂質シルトで埋まっており、SKO8からは土師器皿27・羽釜29、須恵器鉢・尭、

瓦器椀、瓦質土器羽釜32、備前焼壺38・亮39・捕鉢36、巴文軒丸瓦41・42、丸・平瓦、砂岩製石臼など、

SK09からは瓦質土器安33、常滑焼1 40,備前焼捕鉢37、焼け壁片などが出土した。27・29など平安

時代Ⅲ期の遺物を含むが、15世紀前半から16世紀前半の遺物が多く、いずれも中世末期まで遡る遺構

であろう。SKO8の西から幅0.2mほどの小溝が延び、後述のSD13に繋がっており、一連の遺構と考

えられる。SK1 1はSD13を切る円形の土塘で、直径0.6rn,深さ0.8mでほぼ垂直に掘られており、地

山層の偽礫や炭粒が混るオリーブ褐色(2.5Y4/4)シルト質細粒砂で埋められていた。遺物は少ないが

豊臣期に属する可能性がある。

SD13は調査区中央部で検出された南北溝で、北で西に約15゚振る。幅1.6rn,深さ0.25m,長さは3.2

m以上である。埋土は最下部に水成の細粒砂が薄く堆積しており、それ以上は埋め立ててぃる。出土

遺物には、上層からは土師器皿・亮、黒色土器A類椀、瓦質土器火舎34・十能、常滑焼尭、瀬戸美濃

焼小天目碗35、青磁碗、唐草文軒平瓦43があり、下層からは土師器皿25・椀26・尭 ・羽釜28・火入、

黒色土器A類椀30、瓦器、瓦質土器火舎、東播系須恵器、青花皿などがある。摂津C2型の28や25・
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O 20cm

図9 出土遺物実測図(2)

SK08(27・29・32・36・38・39・41・42)、SK09(33・37・40)、SD13(25・26・28・30・34・35・43)、SPI 4(31)

26・30など本来SE20に帰属する遺物も含まれるが、34・35など豊臣前期から大坂本願寺期まで下る

ものも見 られる。

西半部の堀状の落込みSXO3は西に11m以上の範囲まで及び、深さ1.8m以上を測る。西端では底面

は平坦になっており、落込み裾部の幅3.5mは第3・4層で埋まるより深い部分があるが、底まで確認

できなかった。

機能時堆積とみられる第4層から中世の遺物が少量出土しており、整地層である第3層は凸面に格

子叩き目、凹面に布目が残る白鳳期の平瓦48が出土しているが、肥前陶器も含まれることから豊臣後
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20cm

1:4

図10 出土遺物実測図(3)

第2c層(44～47・49)、第 3層(48)

期まで下る。また、東斜面に堆積していた第2c層の焼土層から土師器皿44・火入、瓦 器、肥前陶器皿・

碗46・壺、中国産青花皿47、白磁皿、備前焼捕鉢45、丹 波焼亮、巴文軒丸瓦ほか、下駄49、焼 け壁な

ど豊臣後期の遺物がまとまって出土していることから、中世末に形成され、その後、豊臣後期以降に

埋められたと考えられる。ほぼ正南北の方位を示す堀であった可能性が強い。

c.徳川期以降

東半部の第5層上面で第2層内および第2層上面の井戸SEO5・07、土WSKO6を検出した。

SE07は直径0.9mの素掘りとみられる井戸で、 レンガを含む近代の遺構である。SEO7は直径1.2m

の円形掘形に直径0.8mの井戸側を井戸瓦を用いて構築しており、幕 末以降の井戸であろう。SKO6は

直径1.Omの円形で、深 さは0.45m1 底は平らである。肥前磁器染付碗、肥前陶器壺、関西系陶器土鍋

など18世紀末～19世紀初頭の遺物が出土した。

3)まとめ

今回の調査では、 これまでの周辺の調査で検出事例の少ない平安時代前期に遡る井戸が検出され、

当該地がこの井戸を利用した屋敷地内にあたることが判明した。また、それを壊して掘られた中世の

溝もその方位を継承しており、西半部の堀状の落込みもこの時期まで遡る可能性がある。このように、

今回の調査成果は、四天王寺南方における古代から中世の開発の実態を明らかにしていく調査研究に
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いくつ かの示唆 を与 えるもの であった とい えよう。
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東半部全景

(東から)

西半部段状落込み

SXO3(東から)

SD13と検出された

SE20(北から)



SE20下部の井戸側痕

SK19(北から)

SE20(北から)



天王寺区大道二丁目353・354における建設工事に伴う

四天王寺旧境内遺跡発掘調査(ST13-5)報告書
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調査 個 所 大阪市天王寺区大道2丁目353・354

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

70留

平成25年8月6日～8月9日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、平田洋司
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は四天王寺旧境内遺跡の東南部に位置し、難波京推定条路が今回の調査地北側に推定されて

いる。四天王寺周辺では四天王寺境内における調査を始めとしてこれまで多くの調査が実施されてお

り、古代～近世の遺構・遺物が多数検出されている。東南部における調査例は同遺跡内としては決し

て多くはないが、古代では南東約120mの大道1丁目所在遺跡におけるDA13-1次調査において難

波京「西二路」の東側溝と推定される南北方向の溝が検出されている[大阪文化財研究所2013]。また、

中世では四天王寺の寺域およびその周辺施設に係ると推定される東西・南北方向の堀や溝が確認され

ている(図1)。

今回の調査地では事前に大阪市教育委員会によって行われた試掘調査で、江戸時代以前と考えられ

る生活面が確認されたため調査を実施することとなった。事前に事業者側により後述の第2層までを

重機によって除去し、排土の搬出を行った。同作業の最終段階には調査担当者が立ち合い、適切な深

度まで掘削が及ぶように努めた。現地における調査は平成25年8月6日より開始した。以後の掘削は

すべて人力により、排土は調査地内に仮置きした。適宜、遺構の検出・記録作業を行いっっ調査を進

めた。なお、埋戻しは行わない予定であったが、掘削が深くまで及んだ調査区東南部につぃては、事

業者と協議の結果、安全の確保のため埋戻しを行い、 8月9日に資材の撤収を含む現地におけるすべ

ての作業を完了した。

基準点は近隣の街区基準点を用いたトラバース測量によって測位し、本報告で用いた方位は世界測

地系に基づく座標北を基準とした。標高は東京湾平均海面値(T.P.値)であり、本文・挿図中ではTP +

○mと略記した。

二プ1鹸
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2)調査の結果

1)層序(図3)

調査で確認された地層を第1層～第3層に区分した。

第1層:現代の整地層および攪乱で、層厚は110cmである。下位層を削平しており、ほ と
んどの部

分で本層直下は第3層となる。

第2層 :にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂および中粒砂質シルトからなる近代以降の整地
層である。

層厚は20cm未満で東南部にのみ部分的に遺存していた。

第3層 :浅黄色(2.5Y7/4)細粒～粗粒砂からなる段丘構成層である。岩相から本来の上面
は大きく

削平を受けていると考えられる。

ii )遺構と遺物(図3・4)

遺構の検出はすべて第3層上面にて行った。溝 ・井戸・土壊などがある。これらは中世の
遺構と近

世以降の遺構とに大別される。

a. 中世の遺構

調査地北端では柱穴群・溝 ・土塘・井戸を重複して検出した。

柱穴群 調査区北東端では径0.2～0.3rn,深さ0.1～0.3mの柱穴が密集しでいた。径10cm
の柱痕跡

が確認できたものもある。SDOIに先行する。第 3層が高く遺存している部分でのみ検
出されたこと

から、その他の部分でも存在した可能性がある。土 師器・瓦質土器片が出土した。細片
ではあるが15

世紀代のものであろう。

SDO1  調査区北端で検出した幅1.Omの溝である。深 さは東側では浅くO.lmであるが、
段 状に西に

向かって深くなり、西端部では0.5mある。方位は西で北にやや振り、現在の敷地の方向と
同じである。

埋土は大きく2層からなり、下 部は第3層の偽礫を含む加工時形成層、上部は中粒～粗
粒砂シルトか

らなる機能時堆積層である。溝の機能としては、敷地境としての機能が推定できよう。土
師器・須恵器・

瓦質土器・常滑焼・中国産青磁のほか瓦片が出土した。遺物の多くは細片であるが、15
～16世紀代に

位置づけられる。1は土師器皿で、口縁部はナデ調整、体 部はユビオサエによる。2は
中国産青磁碗

で端反りの口縁部を有する。

SDOIは難波京条坊との関係では推定条路心から南に約4mに位置する。古代の道路
南側溝を継承

したものと考えることも可能であろうが、今回調査地では古代の遺構については削平さ
れている可能

性があり、本 来の状況が不明であること、お よびSDO1はやや方位が振れていることか
ら即断は控え

たい 。

SKO2  調査区西北端で検出した一辺1.5m以上の土塘である。深 さ0.6mで底部は平坦
である。多 く

が調査区外のため、本来の形状は不明であり、屈 曲する溝のコーナー部の可能性もある
。SDO1に後

出する。埋土は下部にごく薄 く第 3層の偽礫を含む加工時形成層があり、その上に5～1
0cm程度、水

漬きの状態で堆積した機能時堆積層がある。それより上位は埋戻し土である。瓦器片が
出土したのみ

で時期は不明である。

SEO3  径0.8～l.Om,深さは1.Om以上の素掘りの井戸で、掘削できた範囲ではすべて
埋戻し土で
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あった。SDO1に後出する。土師器・瓦片が出土したのみであり、時期は不明である。

調査区東南部では井戸・土壇が重複して検出された。遺構の先後関係からはSEO4が最も
古 く、そ

の後、SKO5～08が掘削される。さらにこれらの遺構が埋没後、全 体を覆うようにSKO9
が掘削されて

いる。埋 土が類似し、ある程度掘り下げた時点で重複関係が確認できたものも多く、図 3
では遺構完

掘後の形状を示す。また、SKO9に先行する遺構については埋土上部がSKO9によって失
われているこ

とから、深 さについては第3層上面を基準として記す。

SEO4  深さが1.5m以上ある井戸である。形状から径1.0～2.0mの井戸が3基ほど重
複している可

能性があるが、掘削できた範囲では埋土の違いは明らかでなく、井戸側等の施設も確認
できなかった

ことから、廃 絶に際して井戸側等を抜き取るために上部を再掘削したと推定できる。SK
O5～07に先

行する。土師器・瓦質土器・備前焼・中国産白磁 ・中国産青磁のほか瓦片が出土した。

3・4は土師器皿で3はいわゆる「へそ皿」である。5～8は瓦質土器で、 5は香炉、6
・7は羽釜、

8は亮である。9・10は備前焼で9は鉢、10は捕鉢である。11は中国産白磁皿で高台は扶り
高台である。

12・13は中国産青磁である。12は鉢で内面には刻線がある。高台内は露胎である。13は
碗で外面には

蓮弁文、底 部内面には花文が刻され、高台内は蛇の目状に釉が剥ぎ取られている。14は
唐草文軒平瓦

である。これらの遺物から遺構の時期はⅠ5～16世紀初頭に位置づけられよう。

SKO5  南北1.8m,東西1.Omの土塘である。深 さは0.6mであるが、大 部分をSKO9や
攪乱によって

失われている。SEO4に後出し、SKO9に先行する。土師器・須恵器・瓦質土器・備前焼・
中国産青磁・

石製品のほか瓦片が出土した。最終的には廃棄用土壇として利用されたのであろう。

15は中国産青磁碗で外面には蓮弁文が刻される。16は備前焼捕鉢である。17は石製品
で、内面と口

縁端部に使用による磨耗が認められ、特に口縁端部に著しい。捕 臼の類と推定される。
これらの出土

遺物から遺構の時期は16世紀代に位置づけられる。

SKO6  東部が調査区外のため正確な規模は不明であるが、径1.5m程度の平面形が円
形の土塘と考

えられる。深 さはl.Omである。埋土は第3層を主体とする偽礫を多く含 む埋戻し土であ
る。SEO4に

後出し、SKO7・09に先行する。時期を特定する遺物は出土していないが、他 の遺構と
の関係から16

世紀代に位置づけられる。

SKO7  SK06に南接する土塘で径1.Orn,深さは1.Omである。埋土はSKO6同様、第 3
層を主体とす

る偽礫を多く含む埋戻し土である。SKO6に後出し、SKO9に先行する。時期を特定する
遺物は出土し

ていないが、他 の遺構との関係から16世紀代に位置づけられる。

SKO8  径1.5m,深さ0.5mの土塘である。SKO7に先行する。土師器・須恵器・瓦質土
器・備前焼・

常滑焼・中国産白磁のほか瓦片が出土した。最終的には廃棄用土塘として利用されたので
あろう。

18は土師器皿である。19は中国産白磁四耳壺で、頚部から体部へは屈曲をもって移行
する。20は備

前焼捕鉢である。19など時期が遡るものも含むが、遺構の時期は16世紀代に位置づけら
れる。

SKO9  東部が調査区外のため正確な規模は不明であるが、南北5.Orn,東西2.5m以上の
土塘である。

深さは0.5～0.8mである。底部は凹凸が著しく、先 述の各遺構の上部で深くなってい
ること、 および

遺構の広がりから、先行する遺構群の埋土の窪みを利用するように掘られた土塘と推定
できる。土師
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図4 出土遺物実測図

SDOI( 1・2)、SEO4( 3～14)、SK05(15～17)、SK08(18～20)、SKO9(21～32)



器・須恵器・瓦質土器・備前焼・常滑焼・瀬戸美濃焼・中国産白磁 ・中国産青磁のほか
多量の瓦が出

土し、廃棄用の土塘として掘削されたと考えられる。

21～23は土師器で21・22は皿、23は焙烙であろう。24～26は瓦質土器で24・25は羽釜、26
は亮である。

27は備前焼描鉢、28は瀬戸美濃焼丸皿である。29は端反りの口縁部を有する中国産白磁
皿で、高台内

には染付が認められることから、銘 を有する可能性があるが、ごく一部しか遺存してい
ないため詳細

は不明である。30・31は中国産青磁碗で31は鏑蓮弁文が刻されている。32は唐草文軒平
瓦である。出

土遺物は15世紀以前のものも多く含 むが、16世紀後半の遺構と位置づけられる。

SEIO  径1.Om,深さは0.8m以上の平面形が円形の素掘りの井戸である。埋土は掘削
できた範囲で

はすべて埋戻し土であった。SKO9に後出する。土師器・須恵器・瓦器・瓦質土器のほか瓦片
が出土した。

時期を決するだけの遺物はないが、SKO9との関係から16世紀後半より新 しい。

b.近世以降の遺構

SK1 1  調査区西北部で検出した土塘である。西部が調査区外のため形状は不明である
が、深さは0.2

m以上である。出土遺物はなく時期は不明であるが、埋 土の岩相から近世以降と推定でき
る。

SK12  調査区中央部で検出した東西1.3rn,南北0.9mの平面形が長方形の土壇である
。深 さは0.3

mで底部は平坦である。被熱した瓦片が多く出土した。18～19世紀代に位置づけられる。

SK13  調査区南部で検出した径1.2rn,深さ0.6mの平面形が円形の土壇である。出土遺
物はないが、

岩相からは第2層よりは古いものの近代の可能性がある。

上記のように今回の調査地では15～16世紀代の遺構を主として検出した。これらの遺構を概
観する

と、北 部と東南部に遺構が集中する。北部はSDOIの存在から一時期、敷 地境であった可
能性がある。

建物については東北部で柱穴が集中して検出されたが、他の部分は削平を受けているた
め、本 来の有

無は不明である。一 方、東南部はSEO2埋没後、集中して土塘群が掘削されていること
から、建 物の

存在しない空閑地であり続けたようである。出土遺物でいえば、輸入陶磁器を多く含 む
ことから居住

層についてはある程度裕福な階層が想定できよう。

3)まとめ

今回の調査では、お もに15～16世紀代の遺構群を検出し、土地利用の一端を示すなど中世
後半にお

ける四天王寺周辺のようすを垣間見ることができた。一方、古代については遺構を検出
することはで

きなかったが、大きく削平を受けていることもあり、本 来の有無は不明である。四天王
寺周辺では多

くの調査がなされてきたとはいえ、東 南部における調査は近午ようやく増え始めたとこ
ろであり、今

後の調査によってより詳細力呻J明していくであろう。

参考文献

大阪文化財研究所2013、『天王寺区大道一丁目2番における建設工事に伴う大道1丁目所在遺跡
発掘調査

(DA13-1)報告書』
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は、上町台地の脊梁部から東縁部にかけて立地する上本町遺跡の中央部に位置する(図1)。

周辺の調査成果を概観すると、まず南約190mのUHIO-3次調査で18世紀の土採り穴群と東西方向

の堀状の遺構を検出している[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2012]。その東約100mのUHO8

-11次調査では19世紀前半頃[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010b]、UHII-15次調査では

近世末頃[大阪文化財研究所2012a]、UHO8-4次調査では18世紀後半の土採り穴群を検出しており

[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010a]、徳川期には調査地周辺で一般的に土採りが行われて

いたことがわかる。ただし、これらの調査ではいずれも少量かっ遊離資料ではあるが古代に遡る遺物

が出土しており、近隣に該期の遺構が存在したことを推測させる。

いっぽう、調査地から南方約330mのUSO4-2次調査では、難波京条坊の方向と合致する8世紀

前葉の東西溝や掘立柱建物が検出され、西日本各地の製塩土器がまとまって出土した[大阪市教育委

員会・大阪市文化財協会2005]。さらに調査地から南約460mのUSO6- 1次調査では、少なくとも3

時期に及ぶ5棟の8世紀後半～9世紀前半の掘立柱建物を重複して検出している1大阪市教育委員会・

大阪市文化財協会2008] o

以上のように、既往の調査成果からみると、上町台地脊梁部から東側の上汐4丁目・上本町7丁目

から四天王寺までの間は、難波京関連の遺構が良好に残っており、上汐3丁目・上本町6丁目より北

では徳川期の土採り穴が密集し、それ以前の遺構力吠 きく削剥されている可能性がある。なお、難波

京条坊復元案を参照すると[積山洋2010]、当地は中心道路から西へ2本目の南北路と想定される西二

7 うえほんまち       上本 町   目

U円08-

200m

5,000

図1 調査地位置図

拡張区(第2区)

X-147,860

-147.870

-1 47,880

20m

1 : 500

図2 調査 区配置図
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路上に位置する(図1)。

今回の調査地では、大阪市教育委員会によって事前に試掘調査が実施されたところ、現地表下0.95m

以下の深さに遺構および遺物包含層を確認したため、今 回の調査を実施することとなった(図2)。調

査は4月2日より着手し、重機により後述する第1層まで掘削を行った。その後、遺構埋土および第

2層以下の掘下げはすべて人力によって行い、遺構検出・掘下げ・断割り・記録などの作業を適宜行

い、調査を進めた。調査が進展する中で、条坊に係わる可能性がある溝が存在することが判明したため、

原因者および大阪市教育委員会との協議を行い、溝の規模を把握することを目的として、当初予定さ

れた調査区の西側に、約13ポの拡張区を設けた(図2)。こうした工程を経て、現場での作業について

は、4月11日に機材類の撤収を含むすべての工程を完了した。なお、以下では、当初の調査区を第1区、

拡張区を第2区と呼称する。

また、基準点はMageⅡa＿n社製ProMark3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく

座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地における現地表面の標高はTP+22mほどである。調査地の東西は徐々に低くなり、東側の上

町筋付近でTP+l9m1 西側の谷町筋付近でTP+20mほどである。

今回の調査では、現地表下約2mまでの地層を3層に区分した。

第0層 :現代盛土であり、層厚は最大で85cmである。

第1層:徳川期の盛土層であり、19世紀前半までの遺物を含む。上位から、第1a～1cの3層に細分

できた。

第1a層は、攪 乱によって削剥された部分を除き、調査区全域に分布した。含炭暗オリーブ褐色シ

ルト質砂からなる。層厚はSX99部以外では最大で32cm, SX99部では88cmであった。本層によって

SX99は埋め立てられていた。また、埋 め立てられた後のSX99部では、SD15を検出している。

第1b層は、第1区にのみ分布した。含炭暗オリーブ褐色シ

ルト質砂からなり、第 3層の偽礫を含んでいた。層厚は最大

で32cmであった。本層の上面では、SX99などを検出している。

第1c層は、第1区にのみ分布し、SKO9などの遺構を埋め

立てていた。含炭オリーブ褐色シルト質砂からなり、最 下部

には第3層に由来する偽礫を含む。層厚は最大で35cmであっ

た。

第2層:調査区全域に分布した。徳川期の盛土層である。

第Ⅰ区では削剥されわずかに残存するに過ぎなかったが、第

2区では最大で30cmと良好に残存していた。オリーブ褐色シ

図3 層序と遺構の関係図    ルト質砂からなる。本層の上面では、SKO9などを検出した。

第0層

第1a層 SD15

第1b層
″一、 (ノヘ ～ ～

sxgg

第1c層

第2層 SBO3討[

ラ 1
SD302

第3層

SEO4
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また本層からは、土師器・須恵器・肥前磁器・瓦が出土している。

第3層 :段丘構成層である。層厚は150cm以上あり、上部はにぶい黄褐色シルト質砂で、おおよそ

TP+l9.4mよりも下位は砂礫となっていた。本層の上面では、SD301・302など豊臣期以前の遺構の

ほか、SBO3・SEO4など徳川期の遺構を検出した。

ii遺構と遺物

a.古代～中世の遺構と遺物(図5〉

第3層の上面では、SD301・302のほか、小穴を検出した。

SD301  第1区および第2区の東端で検出した。南北に延びる溝で、長さ9.3m以上、幅2.9mの規

O
寸
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一44,235

1 : 100

-44,230 Y-44,2251

5m

(sxgg)

X-147,865

-147,870

一147,875

図5 古代～中世の遺構平面図

TP+22.0m

SK16

O 2m 十200m

1:40

[SD301]

1 暗褐色(10YR3/4)シルト質砂

(下部は炭を含む)

2:褐色(10YR4/4)シルト質砂(第3層の偽礫を含む)

3 黄褐色(10YR5/6)第3層の偽礫(加工時形成層)

4 褐゚色(10YR4/4)シルト質砂

5:褐色(10YR4/6)含第3層偽礫シルト質砂

6.暗褐色(IOYR3/3)砂質シルト

[SD302]

7:明褐色(7.5YR5/6)シルト質細粒～中粒砂

B B"

TP+2)am

+20 am

[SD301]

1:暗オリーブ褐色(2 5Y3/3)シルト質細粒砂～細礫

2:褐色(10YR4/6)シルト質細粒砂～細礫

(第3層由来の偽礫を含む)

3ニオリーブ褐色(25Y4/3)細粒～粗粒砂質シルト

[SD302]

4'黄褐色(10YR5/6)シルド質細粒～中粒砂

図6 SD301・302断面図(作図位置は図5参照)
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模がある。検出面からの深さは最大で0.4mであった。

当遺構の埋土は、図6のA - A'断面にみるように、1～3層と4

～6層の大きく2群にわけることができる。平面検出では認識でき

なかったが、溝 の再掘削が行われた、あるいはSD301上に土城など

が掘削された可能性がある。このうち下半の4～6層についてみる

と、最 下部には暗褐色の砂質シルト(6層)があり、機 能時堆積層と

みられる。その上位には第3層の偽礫を含む褐色シルト質砂(5層)

があり、人為的な埋立てが行われている。最上位の褐色シルト質砂(4

層)は堆積構造が把握できず、人為的な埋立ての可能性がある。

当遺構からは土師器・須恵器・瓦質土器・備前焼・瀬戸美濃焼・

肥前陶器・瓦 ・博 ・動物骨が出土し、このうち瓦質土器播鉢1・瀬戸

美濃焼天目碗2・肥前陶器皿3を図示した(図7)。1は内面に摺目が

わずかに残存している。2は鉄釉を施す。3は口縁部にのみ灰釉を掛

けている。3により、当遺構の廃絶は少なくとも豊臣期に下ることがわかる。

SD302  第1区で検出した。南北に延びる溝で、長さ8.2m以上、幅0.4mである。検 出面からの深

さは最大でO.lmである。遺構の南端は後述するSX99により破壊されていたほか、全体にわたって重

複するSD301によって削剥されていた。遺構の埋土は明褐色ないし黄褐色シルト質細粒～中粒砂であ

る(図6)。遺構は必ずしも直線的に延びていないが、遺構の北端心と南端心を結ぶと、その方位は正

南北方向である。当遺構からは土師器・須恵器・瓦器が出土したが、図示できる資料はない。瓦器が

出土していることから、当遺構の廃絶は中世前期まで下る可能性がある。ただし、前述のように当遺

構はSD301によって削剥されており、当遺構の出土遺物が上位から混入したものである可能性も完全

1:3

10侃

図7 SD301出土遺物実測図

には否定できない。

b.徳川期の遺構と遺物(図8)

徳川期の遺構としては、第3層上面で検出したSBO3・SEO4など、第2層の上面で検出したSKO9

など、第1b層の上面で検出したSX99、第1a層の層内で検出したSD15などがある。これらは検出し

た層準は異なるものの、出土遺物などから徳川期の遺構と特定できるので、以下に一括して報告する。

なお、図8において遺構番号にSKを付したものはいずれも廃棄土壇であり、特徴的な遺構につぃて

のみ記述する。

SBO3  第1区の東北部で検出した。掘立柱建物で、東西2間以上、南北5間以上の側柱建物に復

元できる。個々の柱穴は直径0.2～0.3mで、検出面からの深さは最大で0.5mほどであった(図9)。また、

柱痕跡は直径0.lmほどである。柱穴芯々間の間隔は、東西方向ではl.5rn,南北方向ではl.Omほどで

ある。遺構の方位は約5度東偏しており、現在の敷地方向とほぼ一致する。柱穴からは肥前磁器・関

西系陶器・瓦など、18世紀後半以降の遺物が出土した。

SEO4  第1区の西北部で検出した井戸である。平面形はほぼ円形を呈し、直径は約1.Omで、検 出

面からの深さは0.8m以上ある。検 出面から深さ0.4mで段差が設けられていることから、井戸枠など
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一44,235 -44,230

SD17

5m

1 : 100

X-147,865

SPO3c

Y-44,2251

く

一147,870

SEO4  1 試掘塘

SPO31

SKO5

SKO8

SKO9

く

SK13

SK12
-147,875

sxgg

一147,880

図8 徳川期の遺構平面図

SPOあ SPOあ

TP+21.0m

SPO3k

1:暗灰黄色(25Y4/2)

シルト質砂

2 暗゙灰黄色(2.5Y4/2)

含炭・第3層偽礫 シルト質砂

1゛暗灰黄色(2.5Y4/2)

シルト質砂

1:オリーブ褐色

(25Y4/3)シルト質砂

図9 SBO3柱穴断面図

N

SPO3i SPO3c

オリーブ褐色(2 5Y4/3)

シルト質砂

明黄褐色(10YR7/6)

含第3層偽礫 シルト質砂

1m

1:30
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の地上施設を有した可能性があろう。埋土は含炭シルト質砂で、        SEO4
TP+21am

井戸側の痕跡は認められなかったことから、廃絶時に抜き取ら   -S        N

れた可能性があろう。当遺構からは、土師器・肥前陶器・肥前

磁器・関西系陶器・瓦など18世紀頃の遺物が出土している。         ]

SKO6  第1区の東北部で検 出した。東 西1.8m以上、南北1.2m      --- - -1   +20 0m

以上で、検 出面から。深さは。.2エ だった。埋土はオリーブ褐色   "゙7゙一70"゚7""ゝ31"""0
0 . .  1m

砂質シルトで、炭および第3層の偽礫を含む(図4)。             1 : 40

当遺構からは、土師器・備前焼・肥前陶器・関西系陶器・肥     図10 SEO4断面図

前磁器・瓦が出土し、このうち関西系陶器4、肥前磁器5・6を図示した。4は内面に鉄釉と灰釉を

掛け分けた碗で、底部は碁笥底状に成形している。外面には鉄と呉須で文様を描く。底部内面は無釉

で、火入れの可能性がある。5は染付碗で、外面底部には字款がある。字体は崩れているが、「大明年製」

であろう。6は色絵碗で、外面に草紙を描く。底部内面には、目跡を隠すための色絵で梅花文を描く。

5からみて、当遺構の午代は18世紀前半であろう。

SKO9  第1区の中央部で検出した。東 西2.2rn,南北1.8mで、検出面からの深さは1.2mである。

埋土の下半は黒褐色で植物遺体が挟在する砂質シルトであり、遺構が開口した状態で堆積したことが

わかる。埋土上半は含炭にぶい黄褐色シルト質砂で、当遺構を埋め立てていた(図4)。

当遺構からは、土師器・軟質施釉陶器・備前焼・瀬戸美濃焼・堺描鉢・関西系陶器・陶胎染付を含

む肥前陶磁器・瓦 ・金属器・スラグなどが出土した。図11にはこのうち、肥前陶器12、肥前磁器13・

14、土師器15、関西系陶器16を示している。12は刷毛目の碗で、底部内面を蛇の目釉剥ぎしている。

13は染付の輪花皿で、底部内面には手描きの五弁花文、底部外面には渦「福」を描く。14は青磁染付の

碗で、口縁部は直線的に延びる。内面には花文を描き、底部外面には字款「冨貴長春」を有する。鉢15

は口縁端部が内面に屈曲する形態である。外面の体部下半から底面にかけては回転ヘラケズリ、それ

以外の部分は回転ナデで仕上げる。ロクロの回転方向は右である。鍋16は、表面全体を赤彩している。

外面にはスス、内面にはオコゲが付着している。なお、耳部の断面にもススが付着しており、破損後

に被熱した可能性がある。これらの遺物は、おおむね18世紀前半の資料である。

SK14 第1区の北端で検出した。東西1.Om以上、南北0.9mあり、検 出面からの深さは0.5mであっ

た。当遺構からは土師器・瀬戸美濃焼・丹波焼・備前焼・京焼系陶器・肥前陶磁器が出土し、このう

ち土師器皿7、備前焼皿8・9、肥前陶器碗10,肥前磁器碗11を示した(図11)。7は口径9.8cmで、手

づくねで成形され、内面の底部と口縁部の境には段を有する。8は内面および口縁部外面に塗土を施

す。体部外而は無釉であり、回転ヘラケズリで仕上げられている。9は口縁端部にススが付着し、灯

明皿として使用されたものである。8とは異なり、底部外面には糸切り痕を残している。京焼風の10は、

器高が低く体部が内湾する。内面には鉄絵を描き、底部外面には「清水」の刻印を有する。11は染付碗

で、底部内面にはコンニャク印判の五弁花、底部外面には字款「大明年製」を有する。以上に見たように、

当遺構からの出土遺物は18世紀前半の様相を示している。

SX99  第1区の南半を占める大規模な土壇である。南北6.5m以上、東西4.0m以上あり、検 出面
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からの深さは1.4mほどである。埋土は最下部に第3層の偽礫を含む加工時形成層があり、その上位に

暗灰黄色粘土質シルトの機能時堆積層、および植物遺体とオリーブ褐色シルト質砂の機能時堆積層が

10cm
10

1:3 1:4(15・16)

図11 SKO6・09・14出土遺物実測図

SK06(4～6)、SK09(12～16)、SK14( 7～11)
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ある。その後、第1a層によって当遺構は埋められていた(図4)。当遺構により第3層は大きく削剥され、

第1区南半に豊臣期以前の遺構は残存していなかった。

当遺構からは、土師器・瓦質土器・軟質施釉陶器・京焼系陶器・瀬戸美濃焼・備前焼・丹波焼・肥

前陶磁器・中国産磁器・瓦 ・動物骨など、多量の遺物が出土した。図12にはこのうち、中国産磁器

17・18、京焼系陶器19、軟質施釉陶器20、肥前磁器21～24、瀬戸美濃焼25、肥前陶器26～28・32、

土師器29、瓦質土器30,丹波焼3L軒平瓦33を図示した。このうち青花皿17は、底部外面を露胎とし、

カンナケズリ痕を明瞭に観察することができる。また、同じく底部外面には墨書で「六」と記されてい

る。組物として保有されていた可能性が高いだろう。18は白磁の碗で、器壁の薄い精製品である。破

面には黒色の物質が付着しており、破損後に漆継ぎされたものと思われる。19は赤・白2種の胎土を

使用した絞胎で(写真1左)、底部は碁笥底状に成形する。外面には灰釉と思われる釉薬を掛けるが、

失透しており、二次的に被熱した可能性がある。当遺構よりも時期が下るが、京都の公家町G3691遺

構で類似品が出土している[京都市埋蔵文化財研究所2004] o 20は三脚を有する軟質施釉陶器であり、

底部外面には糸切り痕を残している。外面には透明釉を掛ける。内面は無釉で、かつ内面上半にはス

スが付着するため、香炉などの用途が想定されよう。21～23は染付碗で、このうち21・23は二次的に

被熱している。22は底部外面に字款「大明年製」を有する。また、22の内面には水平方向に延びる多数

の擦痕が認められる(写真1右)。24は三方向に獣脚を配する青磁の香炉である。高台端面には重焼き

痕を削り取った跡が観察できる。25は向付で、鉄で施文している。肥前陶器26～28・32のうち、皿

26・呉器手碗27は二次的に被熱している。また26は内面に銅緑釉、外面に透明釉を掛け、底部内面を

蛇の目釉剥ぎとしている。28は京焼風の碗で、内面には鉄で楼閣山水と思われる文様を描き、底部外

面には「清水」の刻印を有する。32は刷毛目の鉢である。29はB類の焙烙であるが[難波洋三1992」、通

常外面に認められる粘土掻取りの痕跡は調整され観察できない。また、外面にはススが付着している。

30は羽釜で、体部下半の外面は、型抜き後、調整を施さない。また、内面には一部で粘土紐の痕跡を

観察できる。31は捕鉢で、形態からみて製作午代は17世紀後半だろう。33は祖型的な橘唐草文と評価

できる瓦当文様である。佐賀藩蔵屋敷などでは、17世紀後半～18世紀初頭の遺構から類品が出土して

いる[大阪文化財研究所2012b1o

これらSX99から出土した資料は、18世紀前葉を下限とするものである。また二次的に被熱した資

料が多く含まれ、かつSX99はこれらの資料を廃棄するために掘削された可能性が高い。これらの状

況は、当遺構が18世紀前半に起こった火災により生じた廃材を投棄するために掘削されたことを推測

させる。近似する時期の著名な火災としては1724年に起こった妙知焼があるが、史料などから見る限

り、当地には類焼が及んでいない[新修大阪市史繻纂委員会1990]。

SD15  第1区の南部で検出した。第1a層によりSX99が埋め立てられた後に掘削された、溝状の遺

構である。南北に延び、長 さ4.lm,幅は0.5mである。検出面からの深さはO.lmで、埋土はシルト質

砂であった。当遺構の深度まで重機で掘削を行ったため1条しか検出することができなかったが、遺

構の形状からみて耕作に係わる可能性があるだろう。当遺構からは、肥前陶磁器のほか瓦が出土した。

一 497



20

図12 SX99出土遺物実測図

写真1 sxgg出土遺物

左:報告番号19

右゜報告番号22

20cm
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X-147,860

3 )SD301・302について

前述のように、今回の調査は難波京復元案で西二

路の近傍地に当る。そ のため、今回の調査で検出し

た南北溝SD301・302について、 難波京との関係と

いう観点から評価を行いたい。す でに報告したよう

に、SD301・302は上下に重複しており、SD301によっ

てSD302は削剥されていた。遺構の掘削時期は両者

とも明瞭でないが、SD301では肥前陶器が出土する

ことから豊臣後期以降、SD302では瓦器が出土する

ことから中世前期まで、機 能していたことがわかる。

このうち条坊との係わりを論 じるべきは、古代に

機能した可能性のあるSD302であろう。図13には、

難波京の条坊復元図とSD302の位置関係を示してい

る。図中に示したように、SD302の北端心の座標は、X= -147,865.56、Y= - 44,226.05である。ま

た、 これに対応する条坊復元線の座標はX=-147,865.48、Y= - 44,233.04であり、2点間の距離は

6.98mとなる。遺構の方位がほぼ正南北であることも加味し、SD302は条坊路の東側溝であった可能

性を指摘できるだろう。この想定が妥当なものである場合、第2区において地層は残存してぃたもの

のSD302に対応する溝が検出できなかったことから、側溝心々間の距離はll.Om以上であったと推測

1 : 500

図13 難波京の条坊想定図とSD302

できる。

147,870

147.880

20m

また近年、UHO9-3次などで、想定される条坊路の近傍で中世後期の溝を検出している[大阪市教

育委員会・大阪市文化財協会2011]。こうした事例を参照すれば、今回の調査で検出したSD301が、

SD302を踏襲したものであった可能性も指摘できるだろう。

4)まとめ

以下に今回の調査成果を時代の古い順に箇条書きの形でまとめる。

・中世前期まで機能したSD302は、遺構の位置や方位から、難 波京の西二路東側溝に当る可能性が

ある。その場合、側溝心々間の距離は1 1.Om以上であったと推測される。

・豊臣後期まで機能したSD301は、SD302を踏襲したものであった可能性がある。

・徳川期のSX99は、18世紀前葉の火災により生 じた廃材を投棄するために掘削された可能性が高い。
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調査地全景

(西から)

第1区東壁地層断面

(北西から)

第2区北壁地層断面

(南西から)
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SD301・302検出状況

(南から)

SD301・302断而

(北東から)

徳川期の遺構

(南から:)



天王寺区六万体町における建設工事に伴う

上本町遺跡発掘調査(UH13-6)報告書
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は四天王寺の北に位置し、弥生～近世の複合的な集落遺跡である上本町遺跡の南西部に当る。

また、上町台地上にあって、難波宮と四天王寺との間に位置し、古代から近世にかけての遺構・遺物

が広く分布する地域である。周辺では西隣で行ったUSO6-2次調査で、平安時代の土塘のほか、室

町時代の南北溝が見つかっており[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2o08al(図1)、この南北溝

の延長はその北敷地で行ったUHO7-4次調査で確認されている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協

会2008b]。西30mで行ったUHO8-10次調査では、難波京の方格地割を踏襲するとみられる南北の正

方位に並行した中世の溝3条を検出している[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010]。北東110

mで行ったUHII-12次調査では、難 波宮の官衡施設に匹敵するほどの柱穴の規模をもつ奈良時代

の掘立柱建物を検出している[大阪文化財研究所2011]。

当該地において大阪市教育委員会による試掘調査が実施され、現地表下0.7m以深で中世以前の遺物

包含層および遺構面が確認された。これを受け、建設工事に先立って発掘調査を行うことになった。

敷地内のほぼ中央部に南北15m×東西8mの調査区を設定し、2013年5月27日から調査を開始し

た(図2)。現代の盛土を重機掘削で取り除いた後、遺構や遺物の検出に努めながら人力で慎重に掘り

下げ、平面図や断面図の作成、写真撮影などの記録作業を行った後に埋め戻し、 6月10日に現地にお

ける全ての作業を完了した。

本報告で用いた水準値はT.P.値(東京湾平均海面値)で、本文・図中ではTP+○mと表記した。また、

方位は現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより得た世界測地系座

標に基づき、座標北を基準にした。

yl ! r,        1
Y二＿4＿!＿,480 Y-44,410

X 148,800

x 148,810

X-148.900

図  調査地位置図 (方眼は難波京条坊想定線 図2 調査区配置図

X 148,820

20m

([積山洋2010]による))
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2)調査の結果

1)層序

調査地は上町台地の脊梁部に当る。現地表の標高はTP +20.7m前後あり、敷 地はほぼ平坦である。

現地表下1.7m(TP + 19.0m)までの地層を観察し、その結果に基づいて調査地の層序を報告する。以

下に各層の岩相や特徴を記し、地層と遺構の関係図を図3に示す。なお、図3に示した遺構の新旧関

係は、遺構の切合い関係と埋土の岩相を基にして判別したものである。

第0層は現代の盛土層および攪乱で、層厚は30～130cmであった。

第1層は近代以降の盛土層で、第1a層と第1b層に区分した。第1a層は灰色粗粒～中粒砂からなり、

第3層のシルトの偽礫や中礫を含む。層厚は30～50cmであった。第1b層は灰色でわずかにシルト質

細粒～中粒砂からなり、層厚は10～20cmであった。

第2層はにぶい黄褐色でわずかにシルト質細粒砂～シルト質細粒砂ないし、シルト質中粒～細粒砂

からなる古土壌および遺構埋土で、第3層のシルトの偽礫を含む。堆積時の構造は全く観察されず、

土壌の形成がかなり進んでおり、遺構埋土もその影響を受けていた。層厚は10cm以下であるが、遺構

内(SP112)では最大47cmであった。本層上面で近世の土塘・井戸・溝 ・小穴を検出した。

第3層は周辺地域一帯の地山層に相当する中位段丘構成層である。第3a～3c層に区分した。第3a

層は黄褐色シルト～細粒砂質シルトからなり、層厚は20cm以下であった。第3b層は黄灰色ないし黄褐

色でわずかにシルト質粗粒～中粒砂からなり、層厚は20～50cmであった。第3c層は黄灰色中礫～粗粒

砂からなる砂礫層で、確 認した層厚は50cmであった。全体として上方細粒化していた。本層上而で上

位の第2層内の遺構である古代の柱穴を検出した。

ii )遺構と遺物

前述のように古代の遺構を第3層上面、近世の遺構を第2層上面で検出した。出土遺物と合わせて

以下に述べる。

O層

a層 SKO5・SPO8・SK27

/SKO4・SP49

ヲゞ

TP+207m

十199m

+19 8m

1n「186、2 8。,4t1刹

o
 

1

゜ 3b層

. .  ○・  ゚ 0

。 3c層

0 0  0 0
0     0   0

SE  1b層

06

3層

32～38

SP13・

17～19・

20～23・

SK24

十1 9.0m

ヒー

SD25
1a層  /    1b層

SP48   鋤溝

図3 地層と遺構の関係図
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10cm

a)古代の遺構と遺物

SP101～118の18基の柱穴および掘立柱建物SB119を第3層上面で検出した(図5)。柱穴の規模等

は表1を参照されたい。検 出した柱穴のうち、平面形状のはっきりし

ていたものはいずれも方形であった。その規模により大型のもの(二辺

とも0.7m以上)と小型のもの(どちらか一辺が0.6m以下)に区分でき(表

1)、切合い関係から大型の柱穴は小型のものより古いことを確認した。

埋土は大型・小型ともに類似しており、掘形はにぶい黄褐色でわずかに

シルト質細粒砂～シルト質細粒砂ないし、シルト質中粒～細粒砂からなり、柱痕跡の埋土は暗灰黄色

ないし暗褐色でわずかにシルト質中粒～細粒砂ないしシルト質細粒砂からなる。ともに第3層の偽礫

が目立った。組 み合う柱穴は図5に示したように、大型のSPIOI-102-103(Aライン)、SP105-

112(Bライン)の2列であった。なお、AラインとBラインは斜交していて組み合わず、SP103-108

-111も柱間隔が異なるとみて組み合わないと考えた。

SB119は南北3間(5.4m)以上、東西2間(4.lm)以上とみられる小型の柱穴の掘立柱建物で、方位

はNloEとほぼ正南北、柱間はSP104-106間でl.60mであった。

出土遺物に関しては、SP104から7世紀後葉の須恵器杯蓋1のほか、SP101～103・105・107～

109からも古代の土師器皿・尭、須恵器杯・蓋が出土した。

b)近世の遺構と遺物

土塘SK03・07・11・12・24・40～41、井戸SE09・10,溝SD14～16・25・26・28、小 穴SP13・

図4 SP104出土遺物実測図

X-148,80E!\

X-14i,,812\          一゙゚゙゚゚゙"\
\   一一～- 一-]  /丁一一一  1

- SP109

、 六一,一、 ′ 一 一一一

A

SPIII

SP108 σじ〉 --- . ,SP103

SP104 SP106SP107 :SB119

SP117 猫邑
SP102 0-SP113

凹"困
-8 , 1  SP114 SP105_ -】(-1-T-

愉二野 "-- 一,

s?少 オ SP115 ( 一
ノ  1 -′ 一 一 一1 - - -

!-44,476

ィー44,480

図5 第3層上面遺構平面図
1 : 100
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17～23・29～38・42～48・50～55を第2層上面で検出した。なお、 第1b層上面の井戸SEOI・02
・

06、土 塘SK05・27、第1a層上面の小穴SPO8、土JSKO4、小穴SP49は重機掘削時および壁断面
観

察によって確認した遺構である(図3)。

これらの遺構から出土した遺物は、それぞれの遺構の時期を示す近世およびそれ以降の遺物のほか

に中世～古代の遺物が少なからず含まれていた。SEO6からは珠文が3つ単位で配置される連珠文軒

Aライン
r SPlO1コ 「 SP102コ

TP-H96m

「一SP103コ

TP-H96m

-H95m

柱痕跡

SB118南面
「 SP108コ

(SP;Jl

TP+196m

+lg.5m

SB118西面 N

2o    柱痕跡

rSPt06コ         ;          TP+196m

柱痕跡         攪舌L

図 6 A・Bライ ン お よび SB118の断 面 図

表1 第3層上面遺構の規模一覧表

遺 構 No.) 南北長 1 東西長 ) 深さ 1柱根痕の直径 1 区分

SPIOI

SP102

SP103

SP104

SP105

SP106

SP107

SP108

SP109

SPIIO

SPIII

SP112

SP113

SP114

SP115

SP116

SP117

0.73m

O.73m

O.59m 以 上

0.56m 以 上

0.73m

O.53m

O.35m 以 上

0.??m

1 0.88m

0.75m

O.45m 以 上

0.70m

O.56m

O.28m

O.50m 以 上

0.35m

O.20m 以 上

0.86rn

O.90m

O.72m

O.53m

1.02m

O.61rn

O.96m

O.54m

O.63m

 0.45rn以 上

0.70m 以 上

0.86m

O.57m

O.26m

O.l6rn以 上

0.40m 以 上

0.50m

0.25m

O.07m

O.23m

O.21m

O.l2m

O.36m

O.31m

O.37m

O.45m

O.30m

O.47m

O.03m

O.09m

O.08m

O.25m

O.05m

0.l9m

O.20m

O.21m

O.23m

O.23m

O.Olm

O.23m

O.l5m

大型

大型

大型

小型

大型

小型

大型

小型

小型

大型

小型

小型
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X-148,808

SK24' ?7- SP22 も 。.2。  冫ゞ゚" '
SP23

SP31

SD28
SKO3         \

SP37

LSK12               SEOI

図7 第2層上面遺構平面図
1 : 100

平瓦3のほか、14世紀の土師器皿、13世紀の瓦器椀な

どが出土している。SEIOからは13～14世紀の左巻き三

巴文軒丸瓦2や13世紀の瓦器椀が出土している。この

他、SKO3・SD 14・SP48からも13～14世紀の瓦器椀や

左巻き三巴文軒丸瓦が出土している。このことは、前

述のように上町台地の脊梁部に位置しているために後世

の攪乱の影響を大きく受けているが、削剥が浅く、攪 乱

が比較的深部に及んでいない場所では中世の遺構も検出

されることを示している。

10cm

3)まとめ

本調査の結果、古代の柱穴を18基検出し、 正方位に

載る掘立柱建物を1棟と2列の柱筋を確認した。掘 立柱
O

建物の柱穴から、1点のみであるため限定は避けなけれ              1:4

ばならないが、 7世紀後葉とみられる須恵器が出土し    図8 SEO6・10出土遺物実測図

たことから、 この時期の建物と考えられる。従 って、大型柱穴の建物はこれよりは古いことになる。

UHII-12次調査の建物が奈良時代のものであることから、 この地域の建物群は7～8世紀に継続し

て建てられたことになる。また、近世の遺構を多数確認したが、遺構埋土からは古代の遺物ばかりで

なく中世の遺物も少なからず出土した。
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Y-44,4BOI Y-44,4BOI
Y-44,440 Y-44,420 Y-44,4001

X-148,710

X-148,730

1 : 750

X-148,750

30m

X-1 48,770

註)

1)本報告における遺物に関する執筆は同研究所学芸員の岩本正二によるものである。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008a,「上本町南遺跡発掘調査(USO6-2)報告書」:『平成18年度大阪市内埋

蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.63-0g
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2008b,「上本町遺跡発掘調査(UHO7-4)報告書」:『平成19年度大阪市内埋

蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.79-sg
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-10)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2008)』、pp.371-377
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調査地全景(西から)

第2層上而検出状況

(北から)

第3層上而検出状況

(中央から南寄り

:北から)



第3層上而検出状況

(中央から北寄り

:北から)

SPIOI(南東から)

SP112(南から)
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天王寺区石ケ辻町39-5他2筆における建設工事に伴う

上本町遺跡発掘調査(UH13-12)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区石ケ辻町39-5他 2筆

240箱

平成26年2月3日～3月4日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、平 田洋司
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は上本町遺跡の東辺部に位置し、難波京朱雀大路跡を挟んで東に細工谷遺跡が隣接する。地

形的には上町台地頂部の東縁に当り、「五合谷」・「細工谷」など台地東斜面を刻む谷を経て河内低地へ

と下がる。周辺では多くの調査がなされ、古代を中心として遺構・遺物が発見されてぃる。なかでも

細工谷遺跡の成果が特筆すべきものとしてあげられる。東 南東約150～300mでのSD96-1・97-1

次調査では飛鳥～平安時代の建物・井戸・溝などが検出され、「百済尼寺」の存在を示す木簡や墨書土器、

和同開称の枝銭など鋳造・金工関連の遺物のほか富本銭や古墳時代に遡る遺物も出土した[大阪市文

化財協会1999]。また、東北東約150～300mでのSDO6-2・06-3次調査では「五合谷」とその支谷

を検出し、支谷内では古代にかけて造成が行われるものの、谷本体では古墳時代後期～奈良時代の導

水路が発見され、大規模な造成は行われていないことが判明した[大阪市文化財協会20071o なお、難

波京朱雀大路跡に直接関係する道路側溝などの遺構については現在のところ確認されてぃない。

今回の調査地は学校法人清風学園内に位置し、事前に大阪市教育委員会によって行われた試掘調査

で、古代の土器を含む地層が確認されたことから調査を実施することとなった。平成26年2月3日よ

り、東西40m,南北6mを対象に、調査を開始した。重機による掘削は後述の第3層までとし、以下

は人力による掘削を行った。適宜、遺構検出・掘削・記録作業を行いながら作業を進め、途中、学校

の試,験期間による中断はあったものの、2月26日に記録に係る作業を終了し、3月4日埋戻しを含む

すべての作業を完了した。

基準点はMagellan社製ProMark3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高は東京湾平均海面値(T.P.値)であり、本文・挿図中ではTP+○mと略記した。

0                 200m

1 : 5,000

0            30m

1 : 1 000

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図
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2)調査の結果

1)層序(図3)

調査地の標高はTP+16.8～17.0mとほぼ平坦である。調査で確認された地層を第1層～第5層
に区

分した。

第1層:現代の整地層および攪乱で、層厚は10～120cmである。

第2層:焼土・炭・煉瓦などを多く含む複数の整地と生活面からなる現代の整地層である。層
厚は

10～40cmである。

第3層:黄褐色(2.5Y5/4)粗粒砂混りシルト質細粒～中粒砂からなる作土層である。層厚は20
cmで

ある。19世紀代に位置づけられる。

第4層:にぶい黄色(2.5Y6/4)細礫混り細粒～中粒砂からなる作土層で、岩相から畠の作土層
と考

えられる。層厚は20～35cmである。土師器・肥前磁器・関西系陶磁器・瀬戸美濃焼磁器などが出
土し、

19世紀代に位置づけられる。

第5層:段丘構成層である。標高はTP+15.8～16.Omとほぼ平坦であるが、東部と西部では岩
相が

異なる。東部では上部40cm程度は浅黄色(2.5Y8/4)～明黄褐色(2.5Y6/6)を呈する細粒砂主体で
粗粒

砂～細礫の薄層を介在する。それよりも下位は黄橙色(10YR7 /8)細粒砂で、一部粗粒な箇所はあ
るが

総じて均質である。西部では黄褐色(2.5Y5/4)細礫層である。本来、西から東へ下がる地形であ
った

ものが、全体的に削平を受けたと考えられよう。

ii )遺構と遺物(図4～6)

a.第5層上面・第4層下面の遺構と遺物

第5層上面では豊臣期～徳川期(17世紀末葉)の井戸のほか、18世紀後半の土採り穴群を検出した
。

なお、難波京朱雀大路から西へ推定条坊の2分の1ラインは調査区西端付近に当るが、道路側溝
等の

痕跡は確認できず、中世以前に遡る遺構も検出できなかった。ただし、第 5層が大きく削平を受
けて

いるため、本来の有無は不明である。

井戸は3基を検出した。

SE501  調査区東部で検出した直径3.0mi 深さ1.9mの素掘りの井戸である。埋土のほとんどは第

5層や本来第4層と第5層の間に存在した地層と考えられるにぶい黄褐色(↓OYR5/3)シルトな
どに

由来する偽礫を多く含む埋戻し土であるが、下位では水漬きの状態を示すシルト～粗粒砂層が認
めら

れた。須恵器・瓦片が少量出土したのみで時期は不明であるが、後述のSE502と埋土や底部のレ
ベル

が類似することから、豊臣期の可能性が高い。なお、この段階までは第5層の上に豊臣期以前の
地層

が存在していたといえる。

SE502  調査区東部で検出した直径4.0rn,深さ2.0mの素掘りの井戸で、底部は平坦である。
埋土

はSE501に共通するが、埋戻し土の埋土間に自然堆積による中粒～粗粒砂の薄層が認められた。
陥没

等により数度にかけて埋め戻されたと推定できる。出土遺物は少量でいずれもごく細片であるが
、土

師器・須恵器・瓦器・青磁など中世以前に遡るもののほか、常滑焼とみられる焼締陶器・肥前陶
器を

含むことから豊臣後期の井戸と推定できる。
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南壁 (西半)

+l5.0m

南壁 (東半)

第1層

O 5m

1 : 100

TP+160m

-h5.0m

-H40m

十14.○m

図3 地層断面図

地層と遺構の関係

第1層

第2層

第3層
\ゞ、ノ第!竺上面の遺構



 い一、48,200\

一43,800

y一心・810

,-43,820

O

10m

1 : 200

図4 第5層上面・第4層下面

検出遺構平面図

なお、SE501・502ともに浅いこと、井 戸側等の構造物を

持たないこと、 出土遺物が少ないことから屋敷に係るもので

はなく耕作用の井戸と推定できる。

SE503  調査区中央部で検出した東西2.6m,南北2.2mの

井戸である。北西部はやや輪郭が膨らむが、検 出面から0.6m

下がったところで平坦になり、以下は直径2.2mとなる。深 さ

はl.5m以上あり、 湧水のためそれ以上は掘削することがで

きなかった。井戸側等の痕跡は掘削した限りでは確認できて

いない。埋土は埋戻し土であるが、SE501・502とは異なり、

にぶい黄褐色シルトの偽礫を含まず、締まりも悪い。出土遺

物は少量であるが瓦片のほか肥前磁器染付碗・瀬戸美濃焼壺

を含み、17世紀末葉に位置づけられる。

土採り穴は9基 を検出した。東部の一群(SK504～507)と

西部の一群(SK508～512)との間に空間があり、この間は通

路として利用された可能性がある。

SK504～507  東部で検出した土採り穴詳である。それぞ

れの据削底において第5層が岩層を変えることはないが、形

状や埋土の特徴から土採り穴 と判断した。底 部の形状から

SK504～507に分離した。形 状は不整形ではあるが長方形を

意識していると考えられる。い ずれも壁面は垂直あるいは

オーバーハング気味に掘られている。SK504・505は検出面

からの深さが0.8～l.Orn1 SK506 o 507は2.2 ～2.5mとそれぞ

れ共通する。埋土は第5層に由来する偽礫を多く含む埋戻し

土で、偽 礫には壁面からの崩落とみられる巨大なものもあっ

た。また、埋 土には粗粒砂～細礫を多く含 むことから、第 5

層の細粒砂を採取することが目的であったと考えられる。な

お、粗 粒砂～細礫は調査区東部の第5層には認められないこ

とから、西 部をはじめとして近隣地から運び込まれたと推定

できる。

これらの土採り穴 に掘削の先後関係を示す埋土の違いは

認められなかったことか ら、 逐一埋め戻さずに順々に掘削

されたと考えられる。SK504・505がまず掘られ、その後さ

らに深くSK506・507が掘削されたのであろう。SK504から

SK506・507間へ通路とみられるスロープが削り残 されてい

ることもこの傍証となろう。
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20cm

図5 出土遺物実測図

SK506(1)、SK512(2～8)

出土遺物は少ないが、土 師器・須恵器・肥前陶磁器・関西系陶器・中国産青花・瓦片などがある。

これらは18世紀後葉～末葉に位置づけられる。1はSK506から出土した肥前磁器染付広東碗である。

SK508～512 西部で検出した土採り穴群である。これらはさらにSK508～510, SK511, SK512

に分けうる。

SK508～510  平面形が方形で、隣接して位置する土採り穴である。検 出面からの深さは0.2～0.3

mと浅い。この部分の第5層は削平を受け、細礫が主体であるが、上位に存在した細粒砂を採取する

目的があったと考えられよう。遺物は出土しなかった。

SK51 1  多くが調査区外であること、西 部をSK512によって再掘削されているため、正確な形状は

不明であるが、底部は平坦で深さは0.8mある。第 5層が細粒砂主体から細礫主体に変化するあたりで

掘削を停止している。埋土は第5層に由来する偽礫を多く含む埋戻し土である。遺物は出土しなかっ

た。

SK512  東西7.5rn,南北2.5m以上の平面形が方形で、深さは東西で0.8m1 中央部では1.2mと段

状に窪む。東側の南屑ラインや深さがSK51 1と一致することから、東端についてはSK51 1が埋没後、

一部を再掘削したと考えられる。SK51 1と同じく、第 5層の岩相が変わる時点で掘削を停止している

ことや形状から土採り穴と判断したが、本遺構は埋め戻されておらず、水 漬きの状態で自然に埋没し

ており、最終的には池や水溜めの状態で機能していたといえる。

土師器・須恵器・丹波焼・瀬戸美濃焼・関西系陶器・肥前陶磁器・瓦などが出土し、18世紀後葉～

末葉に位置づけられる。2は須恵器売で古代に遡る資料である。3は瀬戸美濃焼陶器皿、4は同壺で
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y-43,82o

5

10m

1 : 200

図6 第3層上面検出遺構平面図

内外面ともに鉄釉が掛かる。5～7は肥前磁器で5は染付の

筒型碗、 6は染付の碗、7は青磁染付の蓋である。8は中国

産青花皿で、高台端には離れ砂が付着する。

第4層下而では小溝群・土塘を検出した。

小溝群 調査地西部を中心に幅0.3～0.5m,深さO.lm程度

の小溝群を検出した。方位は南北方向である。埋土は耕作土

である第4層であり、耕 作に係わる小溝であろう。なお、溝

の北端は明瞭であるものが多く、調 査地北までは続かない。

また、 もっとも東に位置するSD401は深さ0.4mと深 く、断

面形も逆台形で整っており、これら小溝詳の西の区画となる

溝かもしれない。

SK402  SD401の西に位置する不整形の土壇で、深さは

0.4～0.5mある。埋 土は第4層で底部は凹凸が著しい。用途

は不明である。

これらの第 4層下面の遺構からは遺物は出土しなかった

が、第4層の出土遺物から19世紀代に位置づけられよう。な

お、第 5層上面の土採り穴群が埋没したのち、第 4層が形成

されるまでの間に第5層が削平を受けたと推定できる。

b.第3層上面の遺構と遺物

第3層まで重機により除去したため、遺構の検出は第4層

上面で行った。ただし、作土層である第3層に係る遺構は確

認できず、検 出したものは第3層より上位に掘込み面を有し

ている。このうち埋土から第2層段階よりも古いと推定でき

るものを第3層上面遺構として図示した。

遺構の多くは柱穴および土壇であり、出土遺物や層位の関

係から工9世紀でも後半以降と考えられよう。調査地は第3・

4層段階の耕作域から宅地へと変化したことを示すものであ

ろう。

3)まとめ

今回の訓査地では豊臣期以降の調査地の変遷の一端をたど

ることができた。豊臣期とみられる井戸は屋敷地に伴うもの

とは考えにく く、調査地周辺は耕作域であった可能性があろ

う。そ れ以降、18世紀後葉までの様相は17世紀末葉の井戸

を1基検出したのみで不明であるが、18世紀後葉～末葉に
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は多くの土採り穴群が掘削される。同様な土採り穴は周辺の調査でも多 く見つかっており、当時の産

業を復元するうえで興味深い資料である。19世紀代に入ると再び耕作域として利用され、19世紀代で

も後半に入ると宅地として開発されるようになり、現在に至るといえよう。

中世および古代に遡る遺構は今回の調査では確認できなかった。本来の有無は削平のため不明であ

り、さらなる調査の継続が望まれる。

参考文献

大阪市文化財協会1999、『細工谷遺跡発掘調査報告』Ⅰ

2007、『細工谷遺跡発掘調査報告』Ⅱ
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第5層上面・第4層下面

の遺構(西から)

SE501(北から)
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SK504～507

(東から)

SK512(南から)

第3層上而の遺構

(西から)



天王寺区六万体町301-18・19における建設工事に伴う

上本町遺跡発掘調査(UH13-13)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区六万体町301-18・19

30 rrf

平成26年3月Ⅰ7日～3月19日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長(現所長) 南秀雄、田中裕子
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は弥生時代から近世にかけての集落遺跡である上本町遺跡の西南部に当る。同遺跡は上町台

地上において、難波宮と四天王寺との中間に位置し、古代から近世にかけての遺構・遺物が広く分布

する地域である(図1)。周辺では、調査地北東130mのUHIO-5次調査で、飛鳥時代後半～奈良時

代前半の遺物を含む溝状遺構を検出しており、東西溝が難波京東西路に平行する条坊区画内の溝と推

定された[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012]。その西に位置するUH09-3、12-17・18次

調査では奈良時代の井戸や正方位をとる溝状遺構、また古代の地区割りを踏襲するとみられる中世の

落込みなどが検出されている[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011・大阪文化財研究所2012]。

一方、調査地南側のUHO7-1・07-2次調査地でも、奈良時代の掘立柱建物や土塘、小穴群を検出

している[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008・2009]。

当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査では、地表下0.95m以下の深さで中世の土器・瓦など

の遺物を含む地層を検出し、遺構も検出された。今回の調査は、こうした遺構・遺物の年代や分布状

況など、この地域の歴史的変遷を把握するための基礎資料を得ることを目的に実施された。

まず、調査区を敷地東部に東西4mx南北6mで設置し、2014年3月17日より作業を開始した。重

機により地表下0.95mまで掘削し、後述する第2層の上面より、遺構や遺物の検出に努めながら人力

による掘下げを行った。途中、古代の柱穴が検出されたため、その方向と規模を確認するため、協議

のうえで調査区の西側の東西1.5mX南北4mの範囲を拡張した。拡張部分からは柱穴の続きと溝の延

長が確認された。これらの成果について平面図や断面図の作成、写真撮影などの記録作業ののちに埋

戻しを行い、 3月19日に現地におけるすべての作業を完了した。
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図1 調査地位置図

(実線の方眼は難波京条坊想定線[積山洋20101による)

-44,450

X-148,410

図2 調査区位置図
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第0層

本報告で用いた水準地はT.P.値(東京湾平均海面値)で、本 文・

図中ではTP+○mと表記した。 また、方位は現場で記録した街

区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより得た世

界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。

第2層

SDO2

SKO4

SDO3

第3層下部
SPO6

図 3 地層 と遺 構 の関係 図

2)調査の結果

1)層序

調査地は上町台地の脊梁部に当る。隣接する谷町筋よりもわず

かに高く、現 地表の標高はTP+22.lm前後である。調 査地はほ

ぼ平坦である。現 地表下1.2mまでの地層を観察し、 その結果に

基づいて調査地の層序を報告する。

第0層 :近現代の盛土および攪乱である。煉瓦 タイルなどを

含む。

第1層 :にぶい黄褐(10YR5/3)～灰黄褐色(10YR6/2)中礫混り極粗粒～中粒
砂質シルト層で、層

厚16～42cmである。近世の作土層で、近世丸・平瓦を含む。

第2層 :にぶい黄褐(10YR5/4)～灰黄褐色(10YR4/2)中粒～細粒砂質シルト
層で、層厚2～14cm

である。調査区北部でのみ確認された。土師器・須恵器杯B蓋14、軒 平瓦17
などを含み、難波Ⅳ～V

古段階[佐藤隆2000]、す なわち7世紀後葉～8世紀中葉に属する盛土層である。

第3層 :周辺地域一帯の地山層に相当する中位段丘構成層である。第3a・3b層
に区分した。第3a層

は黄褐色(↓OYR5/8)極細粒砂質シルト層で、層厚は4～14cmである。第3b層
は明黄褐色(10YR6/8)

極細粒砂質シルト層で、層厚20cm以上である。全体として上方細粒化してい
た。

ii )遺構と遺物

a.古代の遺構と遺物

S

TP+22.0m

十2LOm

』-へ1～一-二)一一一一一一一二
第3層      SKO4

1:80

TP+22.0m

+21 0m

5m

図4 東・北壁地層断面図

1

2

3

4

5

6

7

0
0

9

1

2

3

4

5

6

7

1

:にぶい黄褐色中粒砂質シルト(第Ⅰ層)

:灰黄褐色中粒砂質シルト(炭・焼土混じる:第1層)

:灰黄褐色細粒砂質シルト(第2層〉

:にぶい黄褐色シルト

:黄褐色極細粒砂質シルト(第3a層)

:明黄褐色極細粒砂質シルト(第3b層)

:灰黄褐色粗粒～中粒砂質シルト(SDO3)

:にぶい黄褐色極細粒砂質シルト(SDO3)

:にぶい黄褐色細粒砂質シルト(SDO2)

:にぶい黄褐色極粗粒～粗粒砂質シルト(第1層〉

:灰黄褐色極粗粒～粗粒砂質シルト(第1層)

:灰黄褐色中粒砂質シルト(第2層)

:にぶい黄褐色粗粒砂質シルト(第2層)

:褐色中粒砂質シルト(SKO4)

:黄褐色極細粒砂質シルト(第3a層)

:明黄褐色極細粒砂質シルト(第3b層)
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SPO6・11 調査地中央の第3層の上面でSPO6とSPI 1が確認された。SPO6は東西0.60m, 南北

0.38m以上、深さ0.36mの方形の柱穴である。柱痕跡は直径0.l5mで、掘形底面に柱の圧痕が見られた。

掘形の埋土は上下2層に分けることができる。下層は層厚0.07mで、地山偽礫を主体とする灰黄褐色

細粒砂質シルトからなり、上層は層厚0.22mで黄褐色細粒砂質シルトである。柱痕跡部分は炭が混じ

るにぶい黄褐色極細粒砂質シルトで埋まっていた。SP11はSPO6の西側2mに位置する東西0.56m,

南北0.60m以上、深 さ0.44mの隅丸方形の柱穴である。柱痕跡は直径0.lOmである。掘形の埋土は地

山偽礫が混じる褐色極細粒砂質シルトからなり、柱痕跡は炭・焼土の混じる褐色極細粒砂質シルトで

埋まっていた。SPO6とSPIIが構成する柱筋は後述する溝SDO2より南に約1.9mの間隔を開けて平行

しており、社 筋の方位は正東西から西でわずかに北に振れる。柱間隔は2.06mである。2基の柱穴は

一44,444 Y-44,440

SKO4

SDO2

SPII

SPO6

X-148,421

一148,423

一148.425

一148,427

5m

1:80

SPO6 SPII

[SPO6・SPII]

1 :にぶい黄褐色極細粒砂質シルト(炭混じる:柱痕跡)
2:黄褐色細粒砂質シルト(掘形)
3:灰黄褐色細粒砂質シルト(地山偽礫混じる:掘形)
4:褐灰色シルト(植物の根)
5:褐色極細粒砂質シルト(柱痕跡)
6:褐色極細粒砂質シルト(地山偽礫混じる:掘形)
7:明褐色極細粒砂質シルト(地山偽礫混じる:掘形)
8:明黄褐色極細粒砂質シルト(第3a層)
9:明黄褐色極細粒砂質シルト(第3b層)

SKO4 、

3   /～
4

SKO8 W
TP+21am

[SDO2・SKO4]
1 :灰黄褐色細粒砂質シルト(炭・焼土混じる)
2:黄褐色細粒砂質シルト(地山偽礫混じる)
3:灰黄褐色細粒砂質シルト(炭混じる)
4:黄褐色極細粒砂質シルト(第3層)

[SKO8]

1 :灰黄褐色極細粒砂質シルト(炭・焼土混じる)
2:灰黄褐色極細粒砂質シルト(地山偽礫混じる)

図5 古代の遺構平面・断面図
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掘立柱建物ないし一本柱塀を構成する可能性がある。

SPO6の掘形からは土師器・須恵器が出土した。図示した遺物は須恵善杯B蓋1で、 7世紀後葉頃と

みられる。また、柱痕跡からも土師器片やかえりの付く須恵器杯B蓋が出土している。SP11の掘形か

らは土師器片・須恵器杯G蓋・壺が、柱痕跡からは土師器片が出土した。難波Ⅳ古段階、7世紀後葉

に属するとみられる。

SDO2  調査区北部に位置する幅0.68m,長さ4.30m以上、深 gO.21mの東西方向の溝である。第2

層上面で検出された。溝の一部を中世の土塘SKO5と、近世の土WSKIOによって切られている。埋土

は2層に分けることができる。下層は地山偽礫が混じる黄褐色極細粒砂質シルトからなる加工時形成

～機能時堆積層である。上層は炭・焼土の混じる灰黄褐色細粒砂質シルトからなり、溝 を埋めた地層

である。下層からは土師器片が、上層からは土師器杯・亮・羽釜、須恵器杯B・杯G・壺・尭が出土した。

図示した遺物は土師器杯A2、羽釜3、須恵器杯B4・5、亮 6である。2は難波V中段階に属する。

土師器羽釜3は生駒西麓産の胎土である。須恵器杯B4は口径14.3crn,高さ4.8cmで、難波Ⅳ新段階に

属する。5は口径15.9cm,高さ4.8cmで難波V古～中段階に属し、4と比べてやや新しい様相を示す。

6は口縁部が丸く肥厚し、わずかに外反する。体部外面は擬格子タタキのちカキメが施され、体部

内面は同心円文の当て具痕が見られる。なお、体部内面下半には、内面に細かい皺がより、指頭圧痕

状の痕跡が見られた。粘土紐の接合部分であり、布状のものを用いて押さえたと考えられる。また、

体部下半の内面で、一部で平行文の当て具痕も見られた。これらの遺物は難波Ⅳ古～V中段階、すな

わち7世紀後葉～8世紀後葉に属するとみられる。

また、溝 の埋土中より円筒埴輪の破片が出土している。7はタガの断面が台形状で、ヨコハケが施

されており、川西繻年のⅣ期に属する[川西宏幸1978」。このほか、同様の円筒埴輪がSKO4、第 2層

中からも出土している。

SKO4  調査区北端に位置する東西4.05m,南北0.66m以上、深 さO.lOmの土壇である。北側の大部

分は調査区外に位置する。埋土は灰黄褐色細粒砂質シルトと第2層で埋まっていた。輪郭は不明瞭で

あり、地形の落込みの可能性もある。出土遺物は土師器杯C1 須恵器杯B蓋8、同身9である。8は口

径が14.Ocm., 9は高台径11.lcmである。これらの遺物は難波Ⅴ古段階、8世紀前半頃とみられる。また、

本遺構からは円筒埴輪や、 6世紀頃とみられる甑の把手も出土している。

SKO8  調査区中央部に位置する東西0.34rn,南北0.24rn1 深さ0.22mの楕円形の土塘である。埋土

は炭・焼土および地山偽礫の混じる灰黄褐色極細粒砂シルトからなる。出土遺物は土師器片と須恵器

片である。小片のため図示しえなかった。

b.中・近世の遺構と遺物

SKO5  調査区中央部に位置し、直径0.76rn,深さ0.41mである。埋土は第」層で埋まっていた。土

壇内には円形の底板が残存しており、底板の直径は50cmであった。壁面からも木片が検出され、桶状

の木枠施設が設置されていたとみられる。土塘からは土師器皿のほか、銹着した銭6枚、獣骨が出土

した。図示した遺物は、土師器皿10・11、北宋銭12である。10は底部内外面が黒色を呈する。12は天

元聖賓である。銭は6枚が重なって銹着しており、このほか嘉祐通賓が確認できたが、あとの4枚は
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種類不明である。以上の遺物は、豊

臣前期に属するとみられる。

SKIO  拡張区に位 置する東 西

0.58m以上、南北1.62rn,深さ0.38m

の方形の土壇である。18世紀中葉と

みられる肥前磁器染付碗のほか、土

師器皿および近世丸・平瓦が出土し

ー44,444        -44,442       Y-44,4401

X-148,421

た。

図6 中・近世の遺構平面図

1:80

5m

SDOI  調査区南部に位置する幅

0.96m以上、長さ3.40m以上、深さ

0.36mの溝である。第1層で埋まる。

埋土からは近世丸・平瓦が出土した。

SDO3  幅0.98rn,  長さ5.50m以

上、深さ0.34mの東西方向の溝であ

る。埋 土は地山偽礫が混じるにぶい

黄褐色細粒砂質シルトと灰黄褐色粗

粒～中粒砂質シルトで埋められてい

た。埋 土の最下層から近世丸・平瓦が集中して出土した。

SDOIとSDO3は、現在の地割方向とほぼ一致する。上本町遺跡一帯は豊臣秀吉によって造成された

北・南平野町の地割を踏襲しているとされ、SDOI・03もこの地割の方向に近い。

c.第1・2層出土遺物

第1層より出土した須恵器凪13を図示した。

第2層出土遺物の内、須恵器杯Bの蓋14、杯身15・16、古代軒平瓦17・平瓦18を図示した。軒平瓦

17は凸面縦縄目タタキで模骨痕が見られる。直線顎を備えることから平城宮出土軒瓦時期区分の第Ⅱ

期[奈良国立文化財研究所19911の範喀に入るといえる。後期難波宮期の重圏文軒平瓦の可能性が高い

といえよう。18も凸面に縄目タタキが見られる。これらのほか、土師器杯・皿 ・高杯・尭 ・羽釜、須

恵器杯・皿 ・壺 ・尭などを含む。本層の年代は難波Ⅳ古～Ⅴ古段階、つまり7世紀後葉～8世紀中葉

までの時期幅をもつといえる。

3)遺構の検討

今回の調査では古代の遺構として、ほぼ正方位のSDO2とそれに平行するSPO6・11を検出した(図

8)。SPO6 - 11の柱間は2.06mであり、藤 原京の7尺(1尺0.295mで2.065m)に近い。土器などの年

代とも併せて考えると天武朝以降の時期に難波京の条坊に則した地割に掘立柱の構築物が存在したと

いえるだろう。7世紀後葉の遺構は、調査地より南側350mに位置するUH13-6などでも検出され

ており[大阪文化財研究所2013]、本調査地の遺構は難波京条坊設置の時期を検討する資料の一つと
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なったといえる。

一方、第2層とSDO2は聖武朝以降の時期に属するが、SDO2は推定難波京条坊を4分の1分割する

ライン(図8中破線)からは南に約4.5mの位置にある。聖武朝以降も同地に人が住み続けていた様子を

知ることができる。

また、調査地からは円筒埴輪が出土した。これらの資料は調査地の周辺に難波京の造成に伴い、破

壊された古墳があったことを示唆する。

20cm

1:4(1～11・13～18)

図7 出土遺物実測図

SPO6( 1 )、SDO2( 2～7)、SKO4( 8・9)、SK05(10～12)、第1層(13)、第2層(14～18)
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4)まとめ

・7世 紀後葉の東西方向の柱筋 (SPO6・11)を検

出した。

・7世 紀後葉～ 8世 紀後葉の遺物を含 む東西方向

のSDO2を検 出した。

・近世 になると現 在の谷 町筋 と直行する方 向に溝

が見 られ 、 地割が古代か ら変 化 した様 子が知 ら

れる。

・遺構 に伴 わない遺物であるが 円筒埴輪や胞、甑

とい った古墳時代の資料が出土 した。

X-148,410

-44.450

調査区    一
〇-0-＿

S巳11 SPO6

-148,430

20m

図8 古代の遺構と難波京想定条坊分割線
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東壁・南壁地層断面

(北西から)

古代の遺構

(北東から)

中・近世の遺構

(西から)



浪速区稲荷一丁目における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(IN13- 1 )報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市浪速区稲荷1丁目5-Ⅰ2

100箱

平成25年5月10日～5月18日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、絹川一徳
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1)調査の経過

本調査地はJR難波駅の南西約380mにあり、上町台地の西側に広がる低地の砂州上に位置する。周

辺一帯は中世荘園の「難波荘」があったとされる地域である。

調査地の周辺では、これまで6箇所で調査が行われている(図1)。南東約280mで行われたNKOI

-1次調査では、現地表下約3m以下の地層から12～13世紀の遺物が出土し[大阪市教育委員会・大

阪市文化財協会2003]、南東約430mで行われたNK96-1次調査では、12～14世紀の柱穴・溝・土壇、

17～18世紀の土壇・落込みなどが検出されている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1998」。南

東340mのNK12-1次調査では、12世紀末～13世紀前半の井戸・土塘、豊臣期の礎石建物跡、17世

紀の竃・土壇を検出した[大阪文化財研究所2012a]。また、北西約250mで行われたSL12-1・SL13

-1次調査では、中世の遺物を包含する作土層、近世の溝などが見つかっている[大阪文化財研究所

2012b・2013]。

今回の調査に先立ち大阪市教育委員会によって試掘調査が行われた。その結果、敷地の北西側にお

いて現地表下約1.4m以下で中世の遺物包含層を検出した。この遺物包含層の拡がりとその年代、遺構

の有無を確認するため、本調査を実施することとなった。

発掘調査は5月10日から着手した。敷 地の北西側で試掘壇を含むように南北12.5mx東西8mで

100rrfの調査区を設定したのち、重機による現代盛土の掘削を開始した(図2)。以後、人力で地層の

掘下げを行い、遺構面を精査するとともに、平面図・断面図の作成や写真撮影などを適宜実施した。

5月18日には埋戻し作業を行い、同日に調査に係わるすべての現場作業を終了して撤収した。

なお、図中に示した方位は現場で記録した街区図を1 /2500大阪市デジタル地図に合成することに

図1 調査地の位置 図2 調査区の位置
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より得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。

また、水準値は東京湾平均海面値(T.P.値)を使用し、TP+○mと表記した。

2)調査の結果

1)層序(図3)

調査地はほぼ平坦で、標高はTP+ l.Om前後であった。現代盛土層を含め以下の第0～7
層を確認

した。

第0層は現代盛土である。調査区の全域で認められた。層厚は80～90cmであった。旧建物の解
体時

に形成された地層である。

第1層はオリーブ黒色(10YR3/1)の細粒砂質シルトの作土層であり、旧表土である。層
厚は20cm

程度で、下位層との層界は明瞭であった。近代～現代の遺物を含む。

第2層は上部が擾乱を受けた水成層で、調査区の全域で認められた。擾乱を受けた上部の第2a
層と

それが及ばない下部の第2b層に細分が可能であった。第2a・b層からは近世後半の遺物が出土
した。

第2a層:黒褐色(2.5Y3/2)の細粒砂～シルト質細粒砂層で、層厚は5 cm程度であった。踏
込みなど

による擾乱が認められ、上部は削平を受けていた。

第2b層:暗灰黄色(2.5Y 4/2)のシルト質細粒砂層で、層厚は10cm程度であった。

第3層は黒褐色(2.5Y3/1)の細粒砂質シルト～細粒砂混りシルト質粘土の作土層である。調査
区の

北東側を除いた全域で認められたが、南に向かって厚く堆積していた。層厚は5～10cmであった
。本

層からは近世後半の遺物が出土した。また、本層の上面で溝・土塘・落込みなどの遺構を検
出した。

第4層は作土層で第4a～4c層に細分が可能であった。第4a・4b層は調査区の北東側を中心に
堆積

しており、第4c層が全域に堆積していた。本層からは近世後半の遺物が出土した。

第4a層:暗灰黄色(2.5Y 4/2)のシルト質細粒砂の作土層で、調査区北東側で局所的に堆積して
おり、

削平を受けて浅い落込み部分のみが残されていた。層厚は2～5 cmであった。

第4b層:暗灰黄色(2.5Y 4/2)のシルト質細粒～中粒砂の作土層で、調査区の南西側を除いた全
域で

認められた。層厚は5 cm程度であった。

第4c層:黒褐色(2.5Y3/2)の細粒～中粒砂質シルトの作土層で、調査区の全域で認められた。
層厚

は10～20cmであった。本層の上面において溝・土塘などの遺構を検出した。

第5層はオリーブ褐色(2.5Y 4/3)の細礫混りシルト質中粒砂～中粒砂質シルトの作土層で、調
査区

の全域で認められ、北側に厚く堆積していた。層厚は5～15cmであった。本層からは16世紀
後半の備

前焼捕鉢の小片が出土した。

第6層は調査区の全域に堆積する水成層である。上部には踏込みによる擾乱がわずかに認めら
れた。

層厚は20～30cmであった。本層からは15世紀の中国産青磁碗の小片が出土した。

第7層はオリーブ褐色(2.5Y 4/3)のシルト質細粒～中粒砂の水成層で、調査区全域に厚く堆
積して

いた。第7a・7b層に細分され、第7b層は調査区の南東隅に設定した深掘りトレンチでのみ確
認された。

第7層からは遺物は出土しなかった。
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図3 東壁・南壁地層断面図および地層と遺構の関係図
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図4 第3層および第4c層上面検出遺構平面図



第7a層:オリーブ褐色(2.5Y5/3)の細粒～中粒砂の水成層で、層厚は約1 10cmであった。水 平方向

のラミナが認められた。

第7b層:灰色(7.5Y 4/1)の極細粒砂質シルトの水成層で、層厚は25cm以上であった。水平方向のラ

ミナが認められた。

ii )遺構と遺物

第3層上面と第4c層上面において、溝 ・土塘・落込みなどの近世後半の遺構を検出した。

第3層上面検出遺構(図4～6)

段状の落込みSX301、溝 SD302・303、土WSK304を検出した。SX301は西側へ下がる段状の落

込みで、北 東一南西方向の直線状に段が形成されている。SD302はこの段と同じ方向の溝で、幅0.85

～l.05rn,深さ0.30mである。SD303はSD301に直交する北西一南東方向の溝で、幅0.45m,深さ0.25

mである。SK304は長方形の土壇で、長 さl.25rn,幅0.30rn,深さ0.08mである。いずれも耕作に伴

う遺構とみられる。SX301から1～3・5・8が出土した。1は肥前磁器碗である。内面に蛸鯰など

の文様を描く。2は肥前磁器丸碗である。器厚は厚く、外 面に丸文、見込みに2条の圏線とコンニャ

ク印判による五弁花文を施す。3は肥前磁器碗蓋である。口縁部の内面には四方欅文が巡る。8は肥

前磁器小杯である。外面に手描きによる草花文を描く。5は関西系陶器土鍋である。内外面には灰釉

が施されている。いずれの遺物も19世紀のものである。ほかの遺構も近世後半のものとみられる。

第4c層上面検出遺構(図4～6)

溝SD401・402、土 塘SK403・404を検出した。SD401は北東一南西方向の溝で、上 位層で検出し

SX301

1:オリーブ黒色(5Y3/2)中粒砂
2:オリーブ黒色(5Y3/2)炭混りシルト質中粒砂

TP̂ O.Om

-O5m

SK304

TP-0.3m

1:黒褐色(2.5Y3/2)
中粒砂質シルト

SD401

1:黒褐色(2.5Y3/1)
中粒砂

SD302

TP-0.3m

一0.5m

SK403

N             S

1:黒褐色(2.5Y3/1)
シルト質中粒砂

1:暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒砂質シルト
2:灰オリーブ色(5Y4/2)中粒砂質シルト
3:灰オリーブ色(5Y4/2)シルト質中粒砂 1:20

図5 遺構 断 面 図

SK404

:黒褐色(2.5Y3/1)
中粒砂

1m
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20crn

図6 出土遺物実測図

第1層(9)、SX301(1～3・5・8)、SD402(4)、第5層(7)、第 6層(6)

た段状の落込みSX301と方向が一致する。幅0.25rn,深さ0.05mである。SD402もSD3
02と同方向

の溝で、幅1.70～l.80m,深さ0.30mである。SK403 - 404はいずれも楕円形の土塘で、
SK403の長

幅が0.40x0.30rn, SK404の長幅は0.35m以上xO.25mであった。これらもすべて耕作に
伴うもので

ある。SD402から関西系陶器行平鍋蓋4が出土した。内面に灰釉を施す。19世紀のもので
ある。

地層出土の遺物(図6)

第5層からは7、第 6層からは6が出土した。7は備前焼捕鉢で、I6世紀後半のものであ
る。6は

中国産龍泉窯系青磁碗で、外 面にやや粗雑な鏑蓮弁を陽刻する。15世紀のものである。

そのほか、地層の年代を示す遺物ではないが、第1層からは19世紀の中国産粉彩小杯9
が出土した。

端反り口縁で端面に鉄銹を施している。

3)まとめ

本調査地での成果は以下のとおりである。

・近隣の調査地と同様、中世に遡る遺物や地層を確認することができた。

・16世紀後半の遺物に伴う作土層(第5層)からみて、一帯では中世後期に開発が始まった
。近世以降

は調査地周辺では継続して耕作が行われた(第3・4層)。検 出した溝や土塘は、耕 作に伴
うものとみ

られる。
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・NK91-1・NKOI-1次調査の成果や、本調査地で中世の遺物が出土したことから、調査地より南

東側に中世の集落が存在した可能性が高い。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1998、「浪速元町計画による建設工事に伴う発掘調査(NK96-↓)」:『平成8

年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.91-100

2003、「浪速元町遺跡B地点発掘調査(NKOI - 1 )報告書」:『平成13年度大阪

市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.53-5'7

大阪文化財研究所2012a,「浪速元町一丁目における建設工事に伴う浪速元町遺跡発掘調査(NK12-1)報告書1

2012b,「浪速区桜川二丁目における建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査(SL12-1)報告書」

2013、「浪速区桜川二丁目における建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査(SL13-1)報告書」
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東壁地層断面

(北西から)

南壁東半地層断面

(北から)

第4c層上而遺構

検出状況

(北から)

11



淀川区東三国五丁目における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(HM13-1)報告書
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調査 個 所

調査 而 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市淀川区東三国5丁目5-6

100rrf

平成25年10月28日～11月9日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄
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1)調査に至る経緯と経 過

調査地は地下鉄御堂筋線東三国駅の北西約200rn,神崎川から南へ約650mの位置にある(図1)。周

辺ではHM97-1次、HM98-1次、HMIO-1・2次、JHO7-1次の本調査があり、神崎川対岸の

吹田市内には平安～鎌倉時代の堤防跡や祭紀遺構が発見された五反島遺跡がある。また、南 の新大阪

駅周辺では鎌倉時代以降の荘園である「宮原荘」に関連する遺構が発掘されている。

今次の調査地にもっとも近いのが北東約100mのHM98-1次調査で、 3時期の遺構・遺物が検出

された[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2000]。そこでは、山陰系を含む古式土師器のまとまっ

た資料が出土し、10世紀前半の溝と、15世紀頃の平行・直角に施行された4条の溝などが検出された。

他の3地点の調査成果とあわせると、14～15世紀頃に周辺の耕地化が広く進んだと推測される。

平安時代以来、淀 川下流の神崎川と中津川に挟まれた地域は、三国川を介して瀬戸内海と京を結ぶ

舟運、中国地方と京 ・大 阪をつなぐ街道により交通の要衝として発展し、荘 園、港、市 、城砦が点在

した。加 島をはじめ、江 戸時代の集落は現在もその形態を各所でとどめ、市 街地の中で独特の役割を

果たしている。都市化以前の旧集落群で構成される当地域の景観が、いつごろ、 どのように形成され

たのかを解明することは、発掘調査に課せられた大きな課題である。

明治18年測量の地図には調査地の西を通る道が記され、調査地点は旧蒲田村の中心部になる。この

道は、南 から南方村一宮原村一蒲田村一十八條村をつなぎ、調査地付近でN約30o Wの方向である(図

2)。

本調査は大阪市教育委員会の試掘結果を受け、東西25m・南 北4mの範囲を対象にした。第 2層

(江戸時代の作土)上面までを重機で掘削し、第2層、第3層、第4層の各層上面を精査した。自然堆
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表 土

第1層

SD301              SK305など   石臼2

第4層

積層が続くと推定された第5層以下では、第 5層上

面で北側約3分の1を平面的に調査し、北壁際と西

端を深掘りして調査を終えた。基 準点はMageⅡan

社製ProMark3により測位し、本報告で用いた方位

は世界測地系に基づく座標北を基準とした。標高は

T.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

第5層

第帽           2)調査の結果

図3 地層と遺構の関係図         i )層序(図3 ・4)

現地表面の標高はTP+ 1.5～↓.6mである。近現代の盛土を除いて層名を付した。

第1層:にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒砂質シルト層などで、層厚は20～55cmである。江
戸時代末

～近代の作土で、下面で西側の道と同じ方向の鋤溝を検出した。

第2層 :調査区の東約9.5mに分布する第2a層と、 そこより西約15mに分布する第2b層
から成る。

第2a層と第2b層は接していないが、出土遺物では第2a層が新しい。

第2a層は黄灰色(2.5Y 4/1)中粒砂質シルト層で、最大層厚30cmである。時期は江戸時代末
で、木 質

などのゴミを含む。第2b層は褐色(10YR4/4)中粒砂層で、最 大層厚40cmである。調査
区の中央付近

に段があり、上面は東側が約10cm低くなる。江戸時代の作土で、下部はSD301、SK302
・303の埋土

でもある。

第3層 :明黄褐色(10YR7 /6)粗粒～極粗粒砂層で、細礫と第4層由来のシルト偽礫を含む
。層厚は

20～60cmである。北壁断面のフォアセットラミナから流向はおおむね東から西で、神崎川
の氾濫によっ

て形成されたと推定される。第 3層からは土師器羽釜16、瓦 質土器羽釜17・18、備前焼捕
鉢19、中国

産青花碗20,水波文軒平瓦24、水 返し付の唐草文軒平瓦25が出土し、20から16世紀まで
下るど推定

される(図8)。本層上面でSD301をはじめ、多数の土渡・ピット・溝を検出した。これら
は16世紀か

ら19世紀中頃のものが混在し、東 側に新しい遺構が多い。

第4層 :上部の暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト・中粒砂層と、オリーブ黒色(5Y3/1)中粒砂質
シルト層

から成り、層厚は15～30cmである。畠の作土であるが、上端部にはところどころに耕起
されずに残っ

たラミナがある。第 4層からは土師器皿8、瓦 質土器羽釜9、 白磁皿10・同碗11・12、
青磁碗13・

14、信楽焼捕鉢15が出土し(図8)、14～15世紀と推定される。

第5層 :オリーブ黒色(5Y3/1)シルト・細粒砂などの薄層が互層となる氾濫堆積層で、層
厚は20～

55cmである。時期は不明だが、上面に12～ 3̂世紀頃のSK503・505などがある。

第6層 :黄褐色(2.5Y5/3)極粗粒砂～細礫の氾濫堆積層で、層厚は45cm以上である。時期
は不明で

ある。

ii )遺構と遺物

a.第5層上面(図5上)

東西端と北側の幅約1mの範囲を調査し、SK501～503・505～507を検出した。これらは
埋土が共
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通し、第 6層の砂礫層に達した時点で掘

削をやめている点も同じである。SK505

を除くと一辺1～3m程度の長方形を成

すようで、SK505は長d7m と大 きい。

深さは0.4～0.6mである。埋 土はいずれ

も黒褐色(2.5Y3/1)～黒色(5Y2/1)の

粘土～シルトの偽礫で、掘 ってすぐ埋め

戻している。以上から、第 5層の細粒砂

～シルトを求めた土採りなどが想定され

る。

出土遺物は非常に少ないが、SK503か

ら玉縁口縁の白磁碗7、SK505から土師

器皿6が出土した(図8)。 これらから、

土塘群が掘られたのは12～13世紀の可能

性がある。

b.第4層上面(図5中)

第4層は畠の作土で、上面に畝間と畝

の痕跡と推定される平行する微妙な凹凸

があった。 それらは調査区の西から約

7mで方向が約90o変わり、 西側が北で

西へ15゚前後、 東側が西で北へ20o前後

振っている。方向の変わりめに畠の境が

あったのかもしれない。上面には無数の

足跡があり、西 側で調査したところ(図

6)、それらの多くは偶蹄類のものであっ

調査地点の耕地化の画期は第4層が使

用された14～15世紀に求められるが、分

厚い第3層の堆積が示す洪水は、当地域

に壊滅的な打撃を与えたと推測される。

c.第3層上面(図5下)

第3層上面で古い部類の遺構に西側の

SD301がある。SD301はL字形に曲が

る溝で、幅0.75 ～0.95m,深さ0.30mあ

る。上部は第2b層で埋まり、下部の埋土
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図6の範囲
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f  L Q

SK31  -

08"323
6 SK314 SK304 SK311
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図5 遺構平面図
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図 6 第 4層 上 面 西 部 の足 跡 と畝

ェ,1。.5m       SD301
N                        S

-  - 1-》

ÔOm         2

:暗褐色(10YR3/4)シルト質中粒砂(第2b層)
:暗オリーブ色(5Y4/3)中粒砂

SK305

:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質中粒砂
:黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂

図7 遺構断面図

石臼2
TP+0.5m

1:40

1:オリーブ褐色(2.5Y4/3)中粒～粗粒砂

は暗オリーブ色(5Y 4/3)中粒砂層である。水 が流れた痕跡はなかった。SD301からは土師器羽釜21、

備前焼捕鉢22が出土した。これらと第3層の時期から、SD301は16世紀代と推定される。SD301は、

第3層上面以前ではもっとも方位が振った遺構で、北で西に25゚前後となり、調査区の西を通る旧道

の方向と近い。蒲田の旧集落や旧道の成立時期を考える材料となる遺構である。

中央部には第2b層を埋土とするSK302・303がある。 これらは不定形の窪みで、 深いところで

SK302が0.40rn, SK303が0.30mである。江戸時代の遺構である。

東半には多くの窪みがある。この中には第3層中の偽礫を掘ったものもあろうが、遺構番号を付し

たのは深さ約20cmを越えるものである。時期は17世紀頃から19世紀中頃までさまざまであり、江戸時

代には東半部は家屋などがあったと推定される。

このうち主なものについて報告すると、半分に割れた石臼を据えた遺構が3つある(図9)。石臼1

(26)ではわからなかったが、石臼2(27)と3(28)は掘形があり、柱 の礎石に転用した可能性がある。

石臼2の掘形は直径0.33m,深さ0.23mであった(図7)。また、土塘の一例としてSK305の断面と、

SK305から出土した中国産白磁皿23を図示した。

d.弥生～古墳時代の土器(図8)

弥生土器1～3は第3層からの出土で、流されてきた資料である。尭 1は3条のヘラ描沈線と口縁

部にキザミメがあり、高杯3は杯底部に円盤を充填している。弥生時代後期の尭4、古 墳時代前期の

- 547 -



,Z ゙4＿酎

0           10          20cm

1 :4

図8 出土遺物実測図

SK503( 5・7)、SK505(4・6)、SD301(21・22)、SK305(23)、第 4層(8～15)、第3層(1
～3、16～20・24・25)
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図9 出土遺物実測図

石臼1(26)、石臼2(27)、石臼3(28)

莞 5は 第 5層 上 面 の土壇 か らの 出土 であ る。

30cm

1;6

3)まとめ

周辺の調査と同様、当地点でも耕地化の画期は第4層の畠が使用された14～15世紀と推定される。

SD301から、蒲 田村やそれを通る旧道は16世紀には成立していたことが推測される。蒲田村は大きな

集落ではなく、現在の淀川3区の旧集落の成立はこれ以前ではないかと推測される。第 3層を形成し

た洪水により、16世紀代に当地域は大きな打撃を受けたと思われる。しかし、第 3層の形成によりむ

しろ田畠としての条件は向上したであろう。以降は厚い氾濫堆積層はなく、16～17世紀を境に神崎川

周辺の治水が安定したことがうかがえる。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2000,「モンセーヌ東三国建設工事に伴う確認調査(HM98 - 1 )」: [平成10年

度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp. 3 -10
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第5層上面(北3分の1を調査 西から) 第4層上面(西から) 第3層上面(西から)



SK501・502

(南西から)

第4層上面西部の

足跡と畝

(南東から)

SD301(北から)

11… 11



淀川区三津屋北一丁目における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(MK13-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市淀川区三津屋北1丁目32-2・32-6

約200rrf

平成26年1月14日～1月28日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長(現所長) 南秀雄

ー 552



1)調査に至る経緯と経過

調査地は、南北朝時代から戦国時代の城跡とされる三津屋城伝承地から北へ約500mの神崎川左岸

に位置し、阪急神戸線神崎川,駅の西の工場跡地である(図1)。平安・鎌倉時代以来、京都と瀬戸内を

結んだ神崎川に沿った加島・江口等の集落は交通の要衝として栄え、中国街道は三津屋の集落を抜け

て加島・神崎へ至る。付近では発掘調査は行なわれてぃないが、調査地から神崎川を下ると、13～14

世紀の遺構・遺物が濃密に出土した富光寺境内遺跡があり、田辺三菱製薬加島工場では1937(昭和12)

年に、弥生時代から平安時代の多量の遺物が出土したことが新聞で報じられてぃる。また、西南西約

1.3kmのKZO9-1次調査では中世段階は耕作地で、中国産青磁・白磁などが出土した。

今回の調査では、大阪市教育委員会の試掘結果を受け、川に近い敷地の北西角に長さ20m, 幅10～

11mの調査区を設定した(図2)。1月14日より重機掘削を始め、1月24日に調査を終え、1月28日に

埋戻しを完了した。第6層上面までを全面調査し、水成層が続く第6層以下は、調査区内を10m x3.7m,

深さTP-1.95mまで発掘した(南西トレンチ)。それ以下は湧水のため調査できなかった。基準点は

MageⅡan社製ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北を基準とし

た。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP̂ ○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図4・5)

現地表の標高はTP+0.1～0.2mであり、バラスと現代の盛土を除いて層名を付した。

第1層:にぶい黄色(2.5Y6/4)粗粒砂層の盛土で、最大層厚50cmである。第3層上面の畠は主に本

10,000

300m

図1 調査地位置図
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-48,500

図2 調査区位置図

6  5

0           00m

300m

1 : 4.000

0 ;     i : i o.ooo

図3 調査地の位置

(参謀本部測量局明治18(1885)年測量の地図)

層で埋まる。肥前陶器呉器手碗6、関西系陶器灯火具7が出土した(図7

第2層 :黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒～粗粒砂層で、最大層厚10cmである。一部のみに
分布する

作土である

第3層 :暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒砂質シルト層で、最 大層厚25cmである。畠の畝などを構
成する作

土である。上面にSK301がある

第4層 :浅黄色(2.5Y7 /3)細粒砂層で、最 大層厚12cmである。第 5層上面で起こった地震によ
る噴

砂丘の堆積物で、調査区北西や南西隅などに分布する。

第5層 :黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂質シルト層の第5a層、にぶい黄褐色(10YR5/4)細粒砂質
シルト～

粘土層の第5b層、オリーブ褐色(2.5Y4/4)細粒砂質シルト～粘土層の第5c層からなる。第
5a層は最大

層厚5 cms 第5b層は層厚5～20cm,第5c層は層厚5～20cmである。第5a～ c層は作土
であるが、下

部が耕起されず水成層のままのところもある。本層上面で2方向の杭列を検出した。掻 き
上げ痕が残

る土師器焙烙1、内面に突帯のある土師器規炉付属具(五徳)2、鉄 釉の丹波焼捕鉢3、
肥前磁器染付

碗4が出土し、 2・3から19世紀代の地層と推定される。

第6層 :黄灰色(2.5Y 4/1)シル ト～粘土の水成層で、 層厚は15～40cmである。 層中
に灰黄色

(2.5Y6/2)細粒砂層(最大層厚 : 10cm)を挟むところがあり、西壁甫側や南壁の観察から、
この細粒砂

層も第 6層形成途中の地震による噴砂の

可能性がある。本 層以下で遺物は出土し

ていない。

第7層 :灰白色(5Y7 /2)中粒～粗粒砂

の水成層で、層厚は10～35cmである。フォ

アセットラミナが明瞭で、古流向は北か

ら南である。西 壁南側で、本層上面で起

1)ゞ第4層
l

 j( 一v - 、!
11

第5層

表 士

SA501など 第1層 第3層

図4 地層と遺構の関係図 こった地震の噴砂が観察される。
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第8層 :灰色(7.5Y5/1)粘土の水成層で、層厚は20cm以上である。含水塑性変形が認められる。

ii )遺構と遺物(図6・7)

a.第5層上面(近世)

第5層上面で2方向の杭列を検出した。南北杭列SA501と東西杭列SA502は約120゚の角度を成し、

北や西には伸びない。SA501は長さ8.05m以上あり、二重のところも含め16本分で杭間は0.54mであ

る。方向は北で東に5゚振る。杭 の直径は0.08～O.lOmで、先端を尖らせ打ち込まれていた。SA502

は長さ7.60m以上あり、15本分で杭間は0.54mである。方向は東で北へ22゚振る。東西杭列は東側で

二重になり、SA503がある。SA503は長さ3.55m以上あり、 7本分で杭間は0.59mである。SA502 ・

503の杭の直径等はSA501とかわらない。

SA501に沿って東0.2～0.3mには段差がある。この段差の延長上の北壁と南壁断面では、盛土によ

る高まりが観察された。残存状況は良くないが、断面に残る盛土の高さは0.4～0.6mで、北壁断面か

ら復元される下底の幅は4～4.5m程度である。

明治18(1885)年測量の地図に記された神崎川の堤は、調査地敷地の北西角で約145゚の角度で折れ

ている(図3)。昭和4(1929)年や現代の地図と対比すると、川岸から三津屋集落へ至る敷地西側の道

路は、この堤を踏襲していると考えられる。現在この道は、大阪市と豊中市の境界となる。一方、北

側の堤は現在の堤防・道路とほぼ同じ場所である。SA501・502などと高まりは、神崎川のかつての

堤の方向に合っており、杭列は堤近くの土留めのためなどに設けられたのであろう。

b.第3層上面(近世～近代)

第3層上面では畠とSK301を検出した。畠の分布域は、下層のSA501付近が西限となる。検出し

た畠は、SA501と同方向の南北方向の畝11条と、SA502と同方向の東西方向の畝3～4条である。残

存状況の良い南側の畠では、畝の高さ0.l5m程度、下底の幅0.75～0.85m,頂部の間隔は1.0～1.1m

である。

SK301は南側の畠の畝と直交する方向で、長 さ6.5m以上、幅1.40rn,深さ0.30mである。埋土は灰

オリーブ色(5Y5/2)シルト偽礫混り中粒～粗粒砂で、図7の5の肥前磁器染付碗が出土した。

c.地震痕跡と地層・遺構の関係

遺物で時期が推測できる地震痕跡に、19世紀代の第5層を割って第4層の噴砂を堆積させたものが

ある。大阪周辺が被災した19世紀の大きな地震を[宇佐美龍夫1996」から抜き出すと以下の通りである。

①享和2 (1802)年10月23日の畿内・名古屋が被災した地震、② 天保元年(1830)年7月2日の京都

や隣国が被災した地震、③安政元(1854)年6月15日の伊賀上野地震、④安政元(1854)午11月4・5

日の安政東海・南海地震、⑤元治2(1865)年1月29日の播磨・丹波が被災した地震、⑥明治32(1899)

年3月7日の紀伊半島東南部などが被災した地震。

出土遺物は僅少だが、図7の2・3から①享和の地震は古すぎ、第5層だけでなく第 3層にも近代

以降の銅版転写や合成コバルトを使用する磁器が見られないことから、⑥の明治32年は新しすぎるよ

うに思える。第 5層上面で起こった地震は、②天保元年～⑤元治2年の間の可能性があり、その規模

からすると④安政の南海地震であろうか。とすると、第 3層上面の畠は幕末から明治時代となる。
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SA502

SA503

第5層上面
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SK301
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図6 遺構平面図
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「 」
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局だ酪麺囃鑑F

蝙(i司・f

図7 出土遺物実測図

第5層(Ⅰ～4)、SK301(5)、第 1層(6・7)

第5層上面のほか、少なくとも第 6層形成の途中と第7層上面で地震による噴砂があった
。また、

南西トレンチでは平面的に広がる大 きな亀裂があった(図版参照)。これらの地震痕跡は錯
綜した状態

で、今 回の調査では他の痕跡の時期や地震は推定できないが、何 度も液状化を繰り返 し
たことがわか

る。

3)まとめ

今回の調査では2時期の遺構を検出し、その方向や配置から、江 戸期の神崎川の堤の位置
や河道が

推察できた。周辺の調査は未だ少ないが、加 島・三津屋などの旧集落内やその周辺を重
点的に発掘調

査することで、古代後半から中世の景観や歴史の復元における成果が期待できる。また
多数の地震痕

跡があったが、大阪市内の発掘調査では数多の地震や地すべり等の跡を検出しており、
それらのデー

タを活かし、将来の防災や減災に寄与することも大阪における発掘調査の大切な役割と考
える。

参考文献

宇佐美龍夫1996、『新編日本被害地震総覧(増補改訂版416-1995) j
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東淀川区柴島一丁目(水道局用地)における

柴島一丁目所在遺跡(KN13-1)発掘調査報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市東淀川区柴島1丁目128番9

50留

平成25年9月30日～10月9日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、岩本正二
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1)調査に至る経緯と経過(図1～4)

柴島1丁目所在遺跡は柴島浄水場の南西部にあり、上町台地の先端から北に約7.5kmの位置で、北

東から流れてくる淀川によって形成された沖積地に立地する。

今回調査地の北側には、デルタの微高地において、弥生時代末～古墳時代の崇禅寺遺跡[大阪市文

化財協会1999、大阪文化財研究所2012a,大阪府教育委員会1982・2003]、平安～室町時代の西淡

路1丁目所在遺跡[大阪市文化財協会2010,大阪文化財研究所2012C]・宮原遺跡[大阪文化財研究所

X-141 .230

50mlkm          OO

1 : 25,000

図1 周辺の遺跡と調査地

1 : 1 000

調査区位置図

図3 調査地位置図〈1885(明治18)年〉        図4

[清水靖夫編1995a1

1 : 25,000

調査地位置図〈1929(昭和4)年〉

[清水靖夫編1995b]
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2010]、室町時代の東三国2丁目所在遺跡[大阪文化財研究所2012b]などが存在している。また、東

側には、鎌倉～江戸時代の摂津国分尼寺跡[趙哲済2008]、鎌倉～室町時代の柴島遺跡B地点[絹川一

徳2012]などが存在する。

それらの調査成果から、この付近一帯では、中世、特に室町時代を中心に農地化による開発が進展

したことが明らかになってきている。

調査地で実施された大阪市教育委員会文化財保護担当による試掘調査で、現地表下約1.1m以下の深

さにおいて、中世の土器を含む地層および柱穴などの遺構の存在を確認した。そのため、中世を中心

とする当遺跡の実態を把握し、遺跡のなりたちとその特色を解明することを目的に発掘調査を実施す

ることになった。

調査は9月30日から開始した。当初設計は180m"であったが、文化財保護担当の指示で東西5 m x

南北10mの調査区を設定し、重機によって盛土(第0層)を除去した。それ以下の層準からは、人力に

よる掘下げを行った。第1a層は近代の作土層で、その下位の第1b層上面で多数の柱穴・溝・土壇など

の遺構を検出した。引き続き、遺構の検出、遺物の採集、実測図の作成、写真撮影を行った。10月8

日に埋戻し作業を行い、10月9日に調査機材を搬出して、すべての作業を終了した。

本報告書の図1・3・4の方位は真北、図2・8の方位は座標北である。標高はT.P.値(東京湾平均

海面値)で、図・文中ではTP+○mと記している。なお、本報告書で用いる座標北・座標数値は、現

場で記録した街区図を1 /2500大阪市デジタル地図に合成して得た世界測地系座標(平面直角座標系

第Ⅵ座標系)に基づいて、求めている。

2)調査の結果

1)層序(図5～7)

第0層:現代の盛土層で、現代建物のコンクリート土台・基礎栗石が存在する場所がある。層厚は

65～80cmである。

第1層:細粒砂質シルトが主体の層で、第1a・1b層の2層に細分された。第1a層は中礫や炭を多く

含む黒褐色(10YR3/2)ないし暗褐色(10YR3/3)細粒砂質シルトの作土層で、層厚10～25cmである。

近世～近代の陶磁器、瓦が出土した。近代の作土層である。第1b層は細粒砂の偽礫を含むにぶい黄褐

色(10YR4/3)ないし暗褐色(10YR3/3)細粒砂質シルト層の作土層で、層厚8～15cmである。江戸時

代の陶磁器、瓦が出土した。江戸時代の

作土層である。第1b層の上面で、柱穴、 第○層

土壇、溝を検出した。

第2層:細粒砂の偽礫を含むにぶい黄 第1a層

褐色(10YR4/3)シルト質細粒砂層で、層 第16層
第2層

厚6～22cmである。層厚は均一ではなく、  第3a層

局部的に厚く堆積している箇所がある。 第3b層

作土層の可能性があるが、擾乱が少ない。

近代作土

近世作土

中世(作土)

水成層

水成層

盛士

柱穴、土墳、溝

図 5 地層 と遺 構 の関 係 図

現代建物コンクリート基礎
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試掘区 /コングリートX-

第1a層

第1b層 第 2層

第3a層

第2層

TP+2am

-Ham

十○Om

2m

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(SKOO8)

2:灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(SKOO8)

3:暗褐色(10YR3/3)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト～粘土質シルト(SKOO8)

1:50

4:灰黄褐色(10YR4/2)炭・細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(SKOO9)

5:にぶい黄褐色(10YR4/3)炭・細粒砂の偽礫を含むシルト質細粒砂(SKOO9)

6:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(柱穴)

図 6 西壁 地 層断 面 図



N

ニr一第1a層

第1b層 +10m

第1b層    第2層
2m

1:50

1:灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(柱掘形)

2:黒褐色(10YR3/2)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(SP131柱痕跡)

3:暗褐色(10YR3/3)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(SP131柱穴)

4:暗褐色(10YR3/3)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(SP131柱穴)

5:灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(柱穴)

6:暗褐色(10YR3/3)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(柱穴)

7:灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂の偽礫を含む細粒砂(第2層)

8:褐色(10YR4/4)細粒砂(第3a層)

9:にぶい黄褐色(10YR5/4)細粒砂(第3a層)

図7 中央東西畦畔北壁地層断面図

鎌倉時代の土器が出土した。

第3層 :砂礫層が主体の水成層で、 第3a・3b層の2層に細分 された。 第3a層はにぶい黄橙色

(10YR6/4)細粒砂からなる砂層で、層厚60～90cmである。遺物は出土しなかった。第3b層はにぶい

黄橙色(10YR6/4)ないし灰黄褐色(10YR5/2)中礫～中粒砂からなる砂礫層で、 ラミナを形成する。

層厚70cm以上である。遺物は出土しなかった。

ii )遺構と遺物(図8～10)

a.江戸時代の遺構と遺物

第1b層上面で柱穴、溝 、土塘を検出したが、地層と遺構埋土が類似するものが多く、第 2・3a層上

面で確認した遺構が多くある。そのため、遺構の新旧関係等の確認は不十分である。

a)柱穴

柱穴は約120個を検出した。円形と方形の2形態がある。代表的な柱穴や遺物が出土した柱穴を中

心に報告する。

SPO36  直径0.65rn,深さ0.46mの円形の柱穴で、埋 土は細粒砂の偽礫を含むにぶい黄褐色細粒砂

質シルトである。肥前磁器、施釉陶器、軟質施釉陶器、土師器焙烙、鉄 釘および中世の土師器、瓦器

が出土した。

SPO43  直径0.24m,深さ0.45mの円形の柱穴で、埋 土は細粒砂の偽礫を含むにぶい黄褐色細粒砂

質シルトである。土師器、桟瓦が出土した。

SPO49  東西長0.l8m.,南北長0.20m, 深さ0.40mの方形の柱穴で、埋土は細粒砂の偽礫を含む

にぶい黄褐色細粒砂質シルトである。施 釉陶器、土師器焙烙1が 出土した。1は難波G類[難波洋三

1992]・積山13期[積山洋1995」にあたり、19世紀代であろう。

SPO55  東西長0.22m,南北長0.20rn,深さ0.60mの方形の柱穴で、埋 土は細粒砂の偽礫を含むに

ぶい黄褐色細粒砂質シルトである。桟瓦と東播系須恵器鉢2が出土した。2は森田編年[森田稔1995」
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図8 第1b層上面遺構平面図
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+10m

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂質シルトと細粒砂の互層(第0層 盛 土)

2:灰黄褐色(10YR4/2)細礫・炭を含む細粒砂質シルト(第1a層)

3:灰黄褐色(10YR4/2)炭・細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(SDOO1)

4:黒褐色(10YR3/2)細礫・炭・細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(SDOOI)

5:灰黄褐色(10YR4/2)細礫・炭・細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト(SDOOI)

6:褐色(10YR4/4)細粒砂(第3a層〉

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)炭を含む細粒砂質シルト

2:褐色(10YR4/4)細粒砂の偽礫を含むシルト質細粒砂

3:灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂質シルト～シルト質細粒砂

4:にぶい黄褐色(10YR5/4)細粒砂(第3a層)

SKOO7

TP+1am

1:黒褐色(10YR3/2)炭を含む細粒砂質シルト

2:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂の偽礫

3:灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂の偽礫を含む

シルト質細粒砂～細粒砂質シルト

4:にぶい黄橙色(10YR6/4)細粒砂(第3a層)

SKOO8

TP+L2m

十1am

1

2

3

4

5

:にぶい黄褐色(10YR4/3)炭を含む細粒砂質シルト

:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト

:灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト

:黒褐色(10YR3/2)細粒砂の偽礫を含む細粒砂質シルト

:にぶい黄褐色(IOYR5/4)細粒砂(第3a層)

0            1           2m

1:40

図 9 SD001、SKOO6～008断面 図

の第Ⅱ期第2段階にあたり、13世紀前半頃であろう。

SPO56  東西長0.24m,南北長0.20m,深gO.30mの方形の柱穴で、埋 土は細粒砂の偽礫を含むに

ぶい黄褐色細粒砂質シルトである。肥前磁器、桟瓦が出土した。

SPO64  東西長0.24m,南北長0.l8m,深さ0.30mの方形の柱穴で、埋 土は細粒砂の偽礫を含むに

ぶい黄褐色細粒砂質シルトである。桟瓦が出土した。

SPO66  直径0.24rn,深さ0.47mの円形の柱穴で、埋 土は細粒砂の偽礫を含むにぶい黄褐色細粒砂

質シルトである。ミニチュア土製品が出土した。

SPO78  東西長0.22rn,南北長0.l8rn,深さ0.27mの楕円形の柱穴で、埋 土は細粒砂の偽礫を含む

にぶい黄褐色細粒砂質シルトである。瓦質土器羽釜3が出土した。3は鍔部以下の体部外面がヘラケ

ズリされている。14世紀後半～15世紀前半に属する。

SP131  東西長0.27m,深さ0.45mの柱穴で、中央壁の断直で確認したため、方形か円形かは不明

である。柱痕跡が残っており、柱 痕跡は径12cm,長さ34cmである。掘 形埋土は細粒砂の偽礫を含む

暗褐色ないし灰黄褐色細粒砂質シルトであろ。

柱穴から出土した遺物は、中世と記述した遺物以外はすべて18世紀後半～19世紀初頭頃に属する。

b)溝

SDOOI  長さ3.5m以上、幅 0.5rn,深さO.lmの東西方向の溝で、柱穴SP21～25を切っている。埋
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土は細粒砂の偽礫を含む暗褐色細粒砂質シルトで、肥前磁器・陶器、施釉陶器、土師器焙烙、ミニチュ

ア土製品、桟瓦が出土した。

SDOO2  長さl.Om以上、幅0.4m,深さ0.5mの東西方向の溝である。SDOOIに一部重なり、SDOOI

より下位にある。埋土は細粒砂の偽礫を含む黒褐色細粒砂質シルトで、肥前磁器、施釉陶器、堺捕鉢、

桟瓦および明治時代の肥前磁器が出土した。

SDOO3  長さ0.5m以上、幅0.lrn,深さO.lmの東西方向の溝で、東部をSKOO6に切られる。埋土は

細粒砂の偽礫を含む暗褐色細粒砂質シルトである。

SDOO4  長さ0.8m以上、幅0.lrn,深さ0.l5mの南北方向の溝で、南部はSDOO5に接し、北部は

SKOO8に切られる。埋土は細粒砂の偽礫を含む暗褐色細粒砂質シルトである。

SDOO5  長さ0.7m以上、幅0.1 ～0.l8m,深さ0.l2mの東西方向の溝で、西部はSDOO4に直角に接

している。埋土は細粒砂の偽礫を含む暗褐色細粒砂質シルトである。

SDOO3～005は規模や埋土などが共通しており、何 らかの構造物の抜取り痕跡である可能性がある。

また、溝から出土した遺物は、明治時代と記述した遺物以外はすべて18世紀後半～19世紀初頭頃に属

する。

c)土塘

SKOO6  東西長1.lm,南北長1.4m以上、深さ0.35mの不整形な土塘で、埋土は細粒砂の偽礫や炭

を含むにぶい黄褐色ないし灰黄褐色細粒砂質シルトである。肥前磁器・陶器、関西系陶器、桟瓦およ

び土師器皿4が出土した。4は底部が屈曲しており、15世紀代であろう。

SKOO7  東西長0.9m,南北長約2.lm,深さ0.85mの楕円形の土塘で、埋 土は細粒砂の偽礫や炭を

含む黒褐色細粒砂質シルト、細粒砂の偽礫を含む灰黄色細粒砂質シルトである。土塘下部には、直径

0.6rn,深さ0.l8mの円形の窪みがある。埋土から肥前磁器・陶器、施釉陶器、軟質施釉陶器、土師器

焙烙、ミニチュア土製品、桟瓦が出土した。

SKOO8  東西長2.7m以上、南北長2.0m以上、深 さ0.3mの不整形な土壇で、埋土は細粒砂の偽礫や

炭を含むにぶい黄褐色ないし灰黄褐色細粒砂質シルトである。肥前磁器染付小広東碗8、肥前陶器、

施釉陶器、関西系陶器、土師器焙烙、ミニチュア土製品、桟瓦および中世の瓦器椀が出土した。8は、

18世紀後半～19世紀初頭頃であろう。

SKOO9  東西長1.1m以上、南北長1.5m以上、深さ0.3mの不整形な土城で、南部はSKOO8に接する。

埋土は細粒砂の偽礫や炭を含むにぶい黄褐色～灰黄褐色細粒砂質シルトである。肥前磁器染付碗9、

肥前磁器染付碗蓋101 肥前陶器、関西系陶器香炉蓋、土師器焙烙、ミニチュア土製品、桟瓦および中

世の土師器皿が出土した。9・10は、18世紀後半～19世紀初頭頃であろう。

SKOIO  東西長0.5rn,南北長0.8rn,深さ0.05mの不整形な土塘で、埋 土は細粒砂の偽礫を含むに

ぶい黄褐色細粒砂質シルトである。

SKOI 1  東西長0.7m以上、南北長0.6rn1 深さ0.3mの楕円形の土壇で、埋土は細粒砂の偽礫を含む

にぶい黄褐色細粒砂質シルトである。肥前磁器、施釉陶器、土師器が出土した。

土塘から出土した遺物は、中世・近代の遺物以外はすべて18世紀後半～19世紀初頭頃に属する。
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4 方25)10     ～ 71

20cm

1:4

図10 出土遺物実測図

SPO49( 1 )、SPO55( 2 )、SPO78( 3 )、SKOO6( 4 )、SKOO8( 8 )、SKOO9( 9 ・10)、第2層(5-6)、第1b層(7)、第1a層(11・12)

検出した遺構については、切合い関係から見れば、柱穴群よりSD001やSKOO6～009が新しい。柱

穴についても、重複する柱穴があり、柱 に円形と方形の2種の形態がある。調査区全域にわたって柱

穴が分布することから、複数の掘立柱建物が建っていたと推定できるが、具体的に復元できなかった。

柱穴のほとんどは径・辺が24cm前後の規模であり、確 認できた社痕跡からは柱の太さが径12cm前後

になる。また、各遺構から桟瓦が出土しており、いずれかの掘立柱建物は桟瓦葺であった可能性がある。

遺構からの出土遺物の年代は、18世紀後半～↓9世紀末・20世紀初頭の範囲に収まる。掘立柱建物が

18世紀後半頃から建てられ始め、何度かの建替えの後、19世紀末・20世紀初頭頃に廃絶したと見られる。

b.各層出土の遺物(図10)

本調査では第1・2層から陶磁器、土師器、瓦器、瓦が出土した。

第2層から土師器皿5・6、瓦器が出土した。5・6は、13世紀頃と考えられる。

第1b層から18世紀後半から19世紀初頭頃の瀬戸美濃焼磁器、肥前磁器・陶器、施釉陶器、関西系陶

器土瓶、土師器焼炉・焙烙・サナ、堺捕鉢、鉄製品、銅製ピンセット、桟瓦と中世の土師器、瓦器椀、

瓦器鍋7が出土した。7は京都型で、蓋の受け部は緩やかに立ち上がる。内而はハケ調整されている。

13世紀前半頃であろう。
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第1a層から肥前磁器染付小杯11、18世紀後半から19世紀初頭頃の肥前磁器・陶器、施釉陶器、軟質

施釉陶器、土師器焙烙・サナ、ミニチュア土製品、堺捕鉢12、桟瓦、鉄釘と中世の土師器、瓦器、瓦

質土器羽釜が出土した。11は明治時代、12は19世紀前半であろう。

3)まとめ

第2層から鎌倉時代の土器が出土し、上位層や上位層遺構からも、鎌倉～室町時代の土器が散在的

に出土している。第2層は層厚にムラがあり、擾乱も少ないので、農地であったとしても継続的・長

期的に耕作が行われたとは考えられない。13～15世紀の土器の存在は、近辺に中世集落が存在したこ

とを示唆し、ごく近接地が農地として開発された結果と見る方がよいと思われる。

近世末～近代前半の建物・溝 ・土塘などを検出した。建物は掘立柱建物で、桟瓦が多数出土してぃ

るので、桟瓦葺建物であったと想定される。ただし、すぐ近くに礎石建物が存在したことも考えられ

るので、可能性に留めておく。これら建物などは、1885(明治18)年の地図[清水靖夫繻1995a]によれ

ば、大阪府西成郡南方村の集落の南縁部に位置する(図3)。

調査地および近接地は鎌倉時代に農地として開発されたと思われる。また、調査地は江戸時代には

農地であったが、江戸時代末に家屋が建てられた。明治時代末に家屋は廃絶し、それ以後には再び農

地となった。
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西壁地層断面(東から)

第1b層上面検出状況

(北東から)



第1b層上面検出状況

(南西から)

第1b層上面遺構SKOO7(北から)



城東区中央一丁目における建設工事に伴う

蒲生遺跡発掘調査(GM13-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市城東区中央1丁目1

90留

平成25年6月24日～7月4日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、小倉徹也
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図4 調査地位置図(昭和4(1929)年)
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作業を行った後に埋め戻し、 7月4日に現地における全ての作業を完了した。

本報告で用いた水準値はT.p.値(東京湾平均海面値)で、本 文・図中ではTP+○mと表記した。また、

方位は図1・2・7については現場で記録した街区図を↓/2500大阪市デジタル地図に合成すること

により得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。図 3・4は真北を基準にした。

2)調査 の結果

1)層序

調査地の現地表の標高はTP+Om前後で、ほぼ

平坦であった。現地表下3.0m (TP-3.0m)までの

地層を観察した。その結果に基づいて本調査地の

層序を組み立てた。以下に各層の岩相や特徴を記

し、地 層と遺構の関係図を図5に示す。層序表を

表1に、西壁地層断面図を図6に示す。

第0層は現代の盛土層で、層厚は100～200cm

である。

第1層は作土層で、第1a層と第1b層に区分し、

第1b層はさらに上部と下部に細分した。

第1a層は黄灰色のわずかにシルト質中粒～粗粒

砂からなる現代の作土層で、 層厚は5 cm以下で

N

第 0層

ー第 1層

第2a層

SXO1    第38層    変形顕著  第2b層

第4a層

第4b層 SXO2

図5 地層と遺構の関係図

表1 層序表

GM13-1層序  岩 相 土 色 層厚(cm)1卦9f遺構 1
1おもな遺物 2時代

]

第0層1・・・・・・ ・・・・1-{・～I 現代

2第1層 ニ
黄灰色 わずかにシルト質 中粒～粗粒砂 {作土1 25Y5/1 ≦5

上部.黄灰色 細粒砂○rわずかにシルト質細粒砂 rih_i-iト5Y5/11≦15 丁 区丘イ午?

]..j
下部゛黄灰色 細粒砂 1トー』25Y4/11≦20 ,1 .I 「″

1 。量1雫。惨竺ツ了ブ色 シルト質細粒砂 urc↓ 】
75Y5/2 ≦10

1:1
難

1波

累

層

上

部

層

第2層 一

b

m ルト質細粒砂 1-15Y4/1巨0～20 Δ足跡

1““1「:リーブ黒色 シルト～極細粒砂質シルト (作土1
 5Y3/1 10～ 35

変形

顕著 ←SXOI

灯明皿

肥前施釉陶器

1 須恵器翌
a

第3層
b

震ナリーブ黒色 シルト～シルト質粘土 (作土】
含植物遺体 暗灰黄色～黒灰色

1極細粒砂orわずかにシルト質極細粒砂 [湿地1

(下底部 :灰色 (75Y5/1)細粒～極細粒砂)

75Y3/1 1 ≦ 20

古代

2.5Y4/2

301:■
下駄

須恵器竃

a

オリーブ黒色 シルト質極細粒砂～ (わずかにシルト質)極細粒砂

オリーブ黒色 細粒砂～極細粒砂

オリーブ黒色 シルト質細粒砂

オリーブ黒色 シルト質細粒砂～細粒砂質シルト

7.5Y3/1

5Y3/1

10Y3/1 ≦60 ダ■8j-7  →

f
第4層

b

-・1

暗オリーブ灰色 極細粒砂～細粒砂 (正級化構造を観察) (干潟】

暗オリーブ灰色 シルト質細粒砂

暗オリーブ灰色 (わずかにシルト質)細粒砂

灰色 細粒～中粒砂 {氾濫原?】

25GY4/1

25GY3/1・・・・1」′7ヒ石 ]ー″ 1j一 120≦ ] 1 『
←上面遺構 △層内遺構 U 植物遺体多含
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第1b層は近代のものとみられる作土層で、上部は黄灰色の細粒砂ないし、わずかにシルト質細粒砂

からなり、層厚は15cm以下であった。下部は黄灰色の細粒砂からなり、層厚は20cm以下であった。

第2層は近世の作土層で、第2a層と第2b層とに区分し、第2a層はさらに上部と下部に細分した。

第2a層上部は灰オリーブ色のシルト質細粒砂からなり、層厚は10cm以下であった。下部は灰色のシ

ルト質細粒砂からなり、層厚は10～20cmであった。下部から踏み込んだ偶蹄類の足跡を第2b層下面

で検出した。

第2b層はオリーブ黒色のシルト～極細粒砂質シルトからなり、層厚は10～35cmであった。上位か

らの踏込みによって、第2b層から第3b層にかけて地層の変形が顕著であった。埋土から17世紀前半の

土器が出土した。

第3層は作土層の第3a層と湿地の堆積層の第3b層に区分した。

第3a層はオリーブ黒色のシルト～シルト質粘土からなり、層厚は20cm以下であった。上面で畦畔状

の高まりSXO1を検出した。

第3b層は植物遺体を含む暗灰黄色～黒灰色の極細粒砂ないし、わずかにシルト質極細粒砂からなり、

層厚は30cm以下である。下底付近に灰色細粒～極細粒砂が分布していた。本層からは下,駄をはじめ、

土師器竃など古代の遺物が出土した。

第4層は第4a～4c層に区分した。ゴカイとみられる巣穴の化石が顕著な第4a・4b層の干潟の堆積

層と、河川の氾濫堆積層である第4c層に区分した。

第4a層は最上部がオリーブ黒色のシルト質極細粒砂ないし、わずかにシルト質極細粒砂、中部上半

がオリーブ黒色の細粒砂～極細粒砂、中部下半がオリーブ黒色のシルト質細粒砂、最下部がオリーブ

黒色のシルト質細粒砂～細粒砂質シルトからなる干潟の堆積層で、巣穴の化石が顕著に認められた。

層厚は60cm以下であった。

第4b層は上部が正級化構造を示す暗オリーブ灰色の極細粒砂～細粒砂、中部が暗オリーブ灰色のシ

ルト質細粒砂、下部が暗オリーブ灰色でわずかにシルト質細粒砂からなる干潟の堆積層で、第4a層同
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様に巣穴の化石が顕著に認められた。層厚は  くゝ二竺二二冫〈

平均130cmで、上面で落込みSXO2を検出し

た。

第4c層は灰色の細粒～中粒砂からなる河

川の氾濫堆積層で、層 厚は20cm以上である。

ii )遺構 と遺物

第3a層上面および第4b層上面で古代の遺

構を検出した。

a)古代の遺構と遺物

第4b層上面で落込みSXO2を、第 3a層上面

で畦畔状高まりSXO1を検出した。

SXO2 :北部で、東西方向の落込みの南半

部を検出した。下底の深さが北壁でやや浅 く

なることか ら遺構の南半部に当ると考 えら

れた。確 認した幅は4.7m, 深さ0.6m,埋土

10cm

1:4

図7 SXO2・第2b層・第3b層出土遺物実測図

SX02(3)、第2b層(1・2)、第3b層(4)

第4b層 第3a層

-42,025
Y-42,020

X-144,055

SXO2

144,065

Y-42,020

X-1 44,055

44,060

SXOI・・"

44,065

0 10m

1 : 150

図8 第3a層・4b層上面遺構平面図
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からは7世紀初頭頃の須恵器杯身3のほか、古 代の土師器・須恵器が出土した。

SXOI :中央部で検出した。幅3.Orn,高さ0.3m,延長の方向(走向)はN71oW,上面には第2a層内

からの偶蹄類の足跡(行跡)が多数確認された。

なお、Sχ01・SXO2から出土した遺物は、土 師器をはじめ土器の摩耗の程度は小さく、河 川によっ

ても大きく移動していないものと思われた。

b)近世の遺構と遺物

第2b層下面で第2a層内から踏み込んだ偶蹄類の足跡を検出した(図版2枚 目中段)。孕溝はできな

かったが、東 →西・西→東の両方向の行跡も認められた。

c)各層出土の遺物

第3b層からは下,駄4が出土した。台 と歯を一木から作る連歯下,駄で、左足用である。第2b層からは

17世紀前半の土師器灯明皿1、17世紀初頭の肥前陶器碗2が出土した。

3)まとめ

本調査の結果、 7世紀初頭頃に遡る可能性のある古代の落込みや畦畔状の高まり、同時期の尭や高

杯、竃 などの遺物が確認された。このことから、調査地周辺は古代では人間活動の及ぶ場所であり、

出土遺物の摩耗程度から、調査地は周辺の集落から遠くないと想像される。地層の観察から古代以前

は干潟から湿地の環境下にあったことも明らかになった。なお、中世の遺構・遺物は発見されておらず、

今回の調査ではその実態を確認できなかった。今後行われる調査によって、中世を含めた蒲生遺跡の

様子がさらに明らかになることが期待される。

註)

1)本報告における遺物に関する執筆は当研究所学芸員の岩本正二によるものである。
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調査地遠景(南から)

西壁地層断面

(南東から)

SXOI(南西から)



SXO2(北西から)

偶蹄類の足跡

(第2a層内から踏込む)

第3b層出土の下,駄

(南西から)

・・1111・・



城東区関目四丁目における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(SE13-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市城東区関目4丁目9

150循

平成25年10月28日～1千月20日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、岩本正二
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1)調査に至る経緯と経過

関目4丁目所在遺跡は、京阪電鉄関目駅の東に位置し、淀川によって形成されたデルタ上に立地し

ている(図1～4)。

今回の調査地の北東側には、弥生時代中期～古墳時代中期の森小路遺跡[大阪市文化財協会2001、

大阪文化財研究所2012・2013a]、南西側には弥生時代中期の集落遺跡および室町時代の城館跡であ

る榎並城跡伝承地[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2003、大阪市教育委員会・大阪文化財研究

Y-41,○00Y-41':050

図1 周辺の遺跡と調査地 図2 調査区位置図

,00・

図        図         年                              年
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所2012・2013b]が存在している。また、調査地の西側約1.Okmの地点で、高殿遺跡の発掘調査(DN13

1次)が実施され、平安時代後半の遺構を検出し、江戸時代に農地になったことが明らかになって

いる[大阪文化財研究所2013b]。さらに、調査地の北側約0.6kmの地点で、関目遺跡の発掘調査(SEII

一1次)が行われ、平安時代末の溝・土壇を検出し、室町時代に農地になったことを確認している[大

阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013a]。それらの調査成果から、この付近一帯では、室町～江戸

時代を中心に耕作地として開発が進展したことが明らかになっている。

今回の調査地で実施された大阪市教育委員会文化財保護担当による試掘調査で、地表下約1,2m以下

の深さにおいて、発掘調査を必要とする遺構面および遺物包含層が検出された。そのため、これらの

遺構面の年代や遺構・遺物の分布状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的に発

掘調査を実施することになった。

調査は10月28日に東西30mx南北5mの調査区を設定し、重機によって盛土(第0層)を除去した。

それ以下の層準からは、人力による掘下げを行った。第 1層は現代の作土層であるが、その下位の第

2層上面で明治～昭和時代の溝・土壇などの遺構を検出した。引き続き、遺構の検出、遺物の採集、

実測図の作成、写真撮影を行った。最終的に、河成層である第4層まで掘り下げ、遺構・遺物の有無

を確認し、11月20日に調査器材を搬出して、すべての作業を終了した。

基準点は専門業者がスタティック測量で測位した。本報告書の図3・4の方位は真北、それ以外の

図の方位は世界測地系に基づく座標北である。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、図ではTP+○m

と記している。

2)調査の結果

1)層序(図5～7)

第0層 盛土・攪乱層

第1層 現代作土

埋婁・桶 土壊、溝

第2層 江戸～明治時代作土

畝・畝間溝 溜池 土採り穴
第3a層 江戸時代作土

第3b層 江戸時代整地土

第3c層 江戸時代作土

第4層 河成層

図5 地層と遺構の関係図
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TP+2.0m

第2層 第2層 SD212  SD21 1  SD210 SD202 第2層

第 1層
第 1層                ◇ 鵠

試 掘 ト レ ン チ

第3c層  SD209 SD208 SD207 SD206         竃4'層 第3b層

+1 0m

00m

1:50

第0層

TP+2.0m

第2層   ゎ       杭 第2層 SX102
第1層

第1層

第4層

第2層

SK103ら

12
第3a層

・・ ・ ・・.. . .  ..第4層 ・

二゚一-1-ゝ 51二゚1-1-' -゚--二一゚-二一二;゚.:-゚・--二-1二-゙・・・・:ニノ

ー一      第3C層         第3c層

+l.Om

1:100

1:黒褐色(2.5Y3/1)シルト質細粒砂(SDIOI上部・埋戻し層)
2:オリーブ黒色(5Y3/2)シルト質細粒砂(SDIOI中部・埋戻し層)
3:オリーブ黒色(5Y3/1)シルト質細粒砂(SDIOI中部・埋戻し層)
4:黄灰色(2.5Y 4/1)極細粒砂質シルト(シルト含む、SDIOI下部・機能時堆積層)
5:オリーブ黒色(5Y3/2)シルト質細粒砂(SDIOI下部・機能時堆積層)
6:オリーブ黒色(5Y3/2)細粒砂質シルト(SDIOI)

7:灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂質シルト(SDIOI)
8:灰黄色(2.5Y7/2)中粒～細粒砂(SG201)
9:灰黄色(2.5Y7/2)中粒砂(シルト含む、SG201)
10:黒褐色(2.5Y3/1)粘土質シルト(SG201)
11:黒褐色(2.5Y3/1)細粒砂質シルト(SX102)
12:黒褐色(2.5Y3/1)細粒砂質シルト(SK103)

図6 北壁 地層 断 面 図
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第3a層片

第3c層

TP+2.0m

1:オリーブ黒色(10Y3/1)極細粒砂質シルト(細粒砂含む、SDIOI)

2:オリーブ黒色(5Y3/1)シルト質細粒砂(SDIOI)

3:オリーブ黒色(5Y3/1)シルト質細粒砂(中粒砂・シルト含む、SDIOI)

4:オリーブ黒色(5Y3/1)縄粒砂質シルト(シルト含む、SDIOI)

5:灰色(7.5Y 4/1)シルト質細粒砂(SDIOI上部・埋戻し層)
6:オリーブ黒色(7.5Y3/1)シルト質細粒砂(SDIOI中部・埋戻し層〉

7:オリーブ黒色(5Y3/1)極細粒砂質シルト(シルト含む、SDIOI下部・機能時堆積層)
8:灰オリーブ色(5Y4/2)シルト質細粒砂(中粒砂・シルト含む、SDIOI下部・機能時堆積層〉

9:オリーブ黒色(7.5Y3/2)極細粒砂質シルト(細粒砂含む、SDIOI下部・機能時堆積層)

10:暗緑灰色(5GY5/1)極細粒砂質シルト(シルト含む、SDIOI下部・機能時堆積層)

11:暗オリーブ灰色(2.5GY3/1)細粒砂(シルト含む、SDIOI)

12:オリーブ黒色(7.5Y3/1)縄粒砂質シルト(炭含む、SK109)

13～22:暗オリーブ灰色(2.5GY 4/1)シルト質細粒砂(SD202～211)

図 7 南壁 地 層 断 面 図



第0層 :現代の盛土および攪乱層である。層厚70～90cmである。

第1層:黒褐色(2.5YR3/2)ないしオリーブ黒色(5YR3/1)シルト質細粒砂からなる現代の作土層

で、層厚10～30cmである

第2層 :にぶい黄褐色(10YR4/2)ないし暗オリーブ灰色(2.5GY 4/1)細粒砂質シルトからなる作土

層で、層厚12～22cmである。19世紀前半頃の土器が出土した。第2層上面で溝・土塘などを検出した。

第3層 :第3a～3c層の3層に細分された。

第3a層は細礫を含むオリーブ黒色(5Y3/1)ないし黒褐色(2.5Y3/1)極細粒～細粒砂質シルトの作土

層で、層厚8～30cmである。18世紀前半の土器が出土した。第3a層上面で畝間溝・溜池・土採り穴を

検出した。

第3b層はオリーブ黒色(7.5Y3/1)ないし黒褐色(2.5Y3/1)極細粒砂質～粘土質シルトからなる地層

で、層厚15～22cmである。本層の下面はでこぼこしており、荷重痕が観察されるので、客土層(整地層)

の可能性が大きい。18世紀前半の土器が出土した。

第3c層は灰黄褐色(10YR4/2)ないし黒褐色(2.5Y3/2)細粒砂質シルトの作土層で、層厚2～10cm

である。第3a・b層に比べて層厚は薄く、極端に薄くなり途切れる箇所がある。17～18世紀の土器が

出土した。

第4層 :砂が主体の河川氾濫層(水成層)である。にぶい黒褐色(10YR6/4)中粒～細粒砂からなる砂

層で、砂層の間にシルトの薄層を挟み、植物遺体を含む。 トラフ型斜交ラミナを形成する場所がある。

層厚50cm以上である。16～17世紀の土器が出土した。

ii )遺構と遺物

a.江戸時代の遺構と遺物(図6～8)

第3a層上面で畝間溝SD202～213、溜池SG201、土採り穴SX114・115を検出した。

SD202～213 調査区西部で検出した南北方向の畝間溝で、12条検出した。これら畝間溝は、幅0.2

～0.5rn,長さは現状で4.8m,深さ0.05～O.lOmである。方向は北で東に8゚ 振る。埋土は暗オリーブ

灰色シルト質細粒砂である。埋土から肥前磁器広東碗・白磁香炉、肥前陶器鉢、瀬戸美濃焼磁器端反碗、

関西系陶器土瓶、土師器焙烙、堺捕鉢が出土し、これらは19世紀前半に属する。そのほか、中国産青

磁碗、瓦器、桟瓦、軒丸瓦、キセル吸口が出土した。

また、畝 の幅は平均0.4rn,高さは平均0.08mである。畝の高まりは上位層の耕起によって削られて

い る。

SG201  調査区東部で検出した溜池である。東西長5、1m 現状の南北長5.0m,深さ0.7mのほぼ円

形の池である。池底・側面に厚さ20～30cmの黒褐色粘土質シルトを敷いて水が漏れないようにしてぃ

る(図6)。埋土は灰黄色中粒～細粒砂である。埋土から肥前磁器染付碗、瀬戸美濃焼磁器端反碗、関

西系陶器土瓶・土瓶蓋・行平鍋が出土し、これらは19世紀前半に属する。

SX114・115 調査区東端で検出した土採り穴である。東西長1.0～l.5rn,南北長1.5～2.Orn,深さ0.3m

の不整形な穴で、埋土は暗灰黄色細粒砂である。遺物は出土しなかった。

b.江戸時代末～明治時代以後の遺構と遺物(図6・7・9・10)
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図8 第3a層上面遺構乎面図

第2層上面で溝SD101・110・111,土塘SK103

～109、 炉関連遺構SX102、 埋1 SX112、 埋桶

SXi13を検出した。

SDIOI  調査区中央で検出した南北溝である。

幅4.4～4.7rn,深さ1.2mで、護 岸のために横板を渡

し、杭 止めしている。機能時の溝幅を東西横板間と

すると、溝幅は2.3mである。埋 土は、下部は機能

時の堆積層で、黄灰色～暗緑灰色極細粒砂質シルト、

中・上部は埋戻し層で、灰 色～オリーブ黒色シルト

質細粒砂である(図6・7)。埋土下部から瀬戸美濃

焼磁器端反碗・銅版摺碗、肥前磁器型紙摺碗、関西

系陶器行平鍋・有脚灯明受皿が出土した。これらは

18～20世紀初頭に属する。埋 土中・上 部からはガ

ラス瓶、眠平焼湯呑碗、汽 車土瓶5、 ゴム底地下足

袋(アサヒ製)などのほか17～19世紀の肥前陶磁器・

瀬戸美濃焼陶器・関西系陶器が出土した。5は駅弁

の土瓶で、瓶の外面に「岡山 三好野」と陽刻され、

「セト 古藤」・「鉄道省指定 お茶 あきびんはこ

しかけの下へ」と陰刻されている。5と地下足袋は、

昭和時代前半(1930～40年代)のものであろう。

この溝は明治18(1885)年・昭和4(1929)年の地

図(図3・4)にみえる水路と同一のものとみられる。

溝が掘られた時期は、出土遺物からみて、江 戸時代

末～明治時代初頭と考えられる。また、溝 が埋めら

れた時期は、埋戻し層からの出土遺物を参考にする

と、昭和時代前半(1930～40年代)であろう。

SD110・111 調査区西部で検出した南北溝であ

る。SD110は幅0.3m,深さO.lm,埋土はオリーブ

黒色シルト質細粒砂で、ガラス瓶(薬瓶)が出土した。

SD111は幅0.lm,深さO.lrn,埋土はオリーブ黒色

シルト質細粒砂で、遺物は出土していない。

SK103・105～109  調査区東部で検出した土壇

群である。埋 土は黒褐色～オリーブ褐色細粒砂質シ

ルトである。埋 土からガラス瓶、煉 瓦、漆 喰断片な

どが出土している。これらの土塘は、出土遺物から
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図9 第2層上面遺構平面図

みると、SX102などを取り壊 した時に掘られたもの

であろう。

SK104  SX102を取 り囲 むように方形に巡る。

幅0.5 ～l.Om,現状の長さ約5.Orn,深さ0.3mである。

内部に炭・鉱滓を多量に埋め込み、黒褐色細粒砂質

シルトで覆っている。おそらく、SX102と関連する

ものであろう。

SX102  直径1.8rn,深さ0.4mの底のある円形の

槽で、槽の壁は厚さ3～5 cmの漆喰で作られている。

埋土は黒褐色細粒砂質シルトで、煉 瓦・植木鉢など

が出土した。槽の壁は焼けており、鋳造炉と関連し

ているものであろう。

SX112・113  SX112は径0.5mの施釉陶器の尭、

SX113は径0.3mの桶である。便 溜として使用して

いたのであろう。

SX102・SK104は鋳造炉に関係した遺構であり、

炭・鉱滓が多量に出土していることから、 ここに金

属関係の工場が設置されていたのであろう。遺構の

時期は昭和時代と考えられる。

c.各層出土の遺物(図10)

本調査では第1～4層から土師器・瓦器・瓦質土

器・陶磁器・瓦が出土した。

第4層から16世紀後半～17世紀前半の備前焼捕

鉢が出土した。

第3c層から17世紀前半の肥前陶器鉢、17世紀末

～18世紀前半の肥前磁器瓶が出土した。

第3b層から18世紀前半の肥前磁器染付碗が出土

した。

第3a層から18世紀前半の肥前磁器碗・瓶 ・肥 前

陶器刷毛目鉢 ・関西系陶器瓶が出土した。その他、

中国産青磁碗3、15世紀頃の瓦質土器羽釜が出土し

た。3はオリーブ灰色の釉が掛かるが、高台底部外

面は無釉である。14～15世紀のものであろう。

第2層から、19世紀前半の肥前磁器端反碗・関西

系陶器銚子・土瓶・土師器焙烙D類・堺捕鉢が出土
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銅緑色釉
0           10cm
1 1 1 1 ] 1        1

1;4

図10 出土遺物実測図

SDIOI(5)、第3a層(3)、第2層(1 - 2 ・4)

した。ま た、瀬 戸美濃焼磁器 染付碗 1、肥 前白磁 紅皿 2、肥 前陶器 御神酒徳利 4が 出土 した。1は 内

面に圏線、外 面に圏線・花唐草文 を描 く。 2は型押 し成形で、内而か ら口縁 部直下まで灰 白釉
が掛かる。

4は銅緑色の釉 が掛かる。1・2・4は19世紀前半のものである。そ の他、瓦 器椀、軒
丸瓦、軒平瓦、

平瓦が出土 した。

3)まとめ

江戸時代 (17～18世紀前半)の作土層を確 認 した。湿 地であった土 地を江 戸時代 に農地 とし
て開発 し

ている。そ の後、江 戸時代中頃 (18世紀前半)に整地・造 成 して土 地をか さ上 げし、再 び、農地にな り、

水 田あるいは畠として利用され ている。また、江 戸時代末～明治時代初頭 にSDIOIが 掘 られ
、地域の

基幹用水路 ・排 水路 として機能 していた。

その後、昭和時代 に金属関係 の工場が置かれた。工 場 は第 2次 世界大戦終了前 に廃 絶 し、
溝 は埋 め

られ、以 後、調 査地は農地になっている。

今回の調査 で、調査 地は江戸時代 (17～18世紀前半)に農地として開発 され たことが 明らか
になった。
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第4層上面検出状況(東から) 第3a層上面遺構検出状況(東から)

SD202～213完掘状況(北から)



SDIOI(北東から)

第2層上而遺構検出状況(東から)



阿倍野区三明町二丁目53-2における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(MZ13-3)報告書
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大阪市阿倍野区三明町2丁目53-2
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平成25年10月2日～10月4日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は大きく見れば上町台地の東側にある(図1)。西方には松崎町遺跡や阿倍寺跡があり、西 北

西約200mのMZII-1次調査で、弥生時代中期末～後期初頭のピットと14世紀後半～15世紀の盛土

などが検出された[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013b1o 東方には難波京朱雀大路から続く

難波大道が通ると推定され、南東約300mのNDO6-2次調査では道に関係する遺構は見つからなかっ

たが、方向が北で西に20～25゚振る中世の区画溝や鋤溝などが検出された[大阪市文化財協会2007]。

さらに東には桑津遺跡があり、本調査地が位置する微高地と桑津遺跡との間の谷内に当るBIO8-1次

調査で、川西編年Ⅱ～Ⅲ期の円筒・朝顔形埴輪と家形埴輪が出土している。この調査地点は、かつて

桑津村に存在した「桑津三塚」とも言われる三つの古墳のうちの「鑵子(かんす)塚」の西に隣接し、埴 輪

は鑵子塚に由来すると推定された[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010]。

これらが近隣の主な発掘調査である。調査地がある南から延びる小さな舌状の微高地は、桑 津遺跡

とは上記の谷により、阿倍寺方面とは阿倍野区役所交差点付近から北北東へ延びる谷(字名「大僧谷」)

によって区分される。微高地の見晴らしの良い平坦面を占めているのが府立天王寺高校である。

本調査に先立つ大阪市教育委員会の試掘調査によれば、現 地表下約70cmの地山上にある厚さ5 cmの

地層から古代の土師器片が出土した。調査区は敷地東北部に南北11m1 東西7mで設定した(図2)。

基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、本 報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北を

基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1 : 10.000

図1 調査地位置図

Y-44,000

1501840

50m

1 : 1 ,500

図2 調査区位置図
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表 土

第1層    SDO9

図3 地層と遺構の関係図

1)層序(図3・4)

調査区周辺の現地表の標高はTP+8.9～9.1m

である。近 現代の地層には、表土下に暗灰黄色

(2.5Y 4/2)粗粒砂質シルト層がある。近現代の地

層以外に層名を付した。

第1層 :段丘構成層で3層に分かれる。上 層

は灰オリーブ色(5Y6/2)中粒砂質シルト層で層厚30crn, 中層は黄灰色(2.5Y6/1)シルト～粘土層で層

厚30cm,下層はオリーブ黄色(5Y6/3)極細粒砂層で層厚35cm以上である。中層から多数の乾痕が入る。

すべての遺構を本層上面で検出した。

11)遺構と遺物(図5・6)

一つだけ方向が異なる遺構にSD30があり、真 南北に近い。SD30は長さ7.4m以上、幅0.33～0.45

m1 深さ0.10～0.28mである。直線的に伸びて断面が箱形をなすことから、本 来は側板があったと推

定される。下部に水成層があり、底 のレベルと周囲の高低から、北から南へ水を流したのであろう。

SD30は地形に則した現在の地割の向きと異なっている。何 に規制されたのかよくわからないが、南

約200mのFMII-1次調査検出の近世末～近代初の2本の溝はSD30と方向が近く[大阪市教育委員

会・大阪文化財研究所2013a]、偶然でないかもしれない。SD30は中央部のSK17より新 しく、SK17

からは19世紀前葉以降の陶磁器が出土している。SK17は直径1.lOmの円形で、深 さ0.20mである。

出土遺物や切合いから時期がわかるものに、まず北隅のSK03・05・07とSDO9がある。SDO9の底

には陶製の土管があって煉瓦が出土し、明治時代以降のものである。土塘群は重複関係でこれより新

しい。周 囲にあるSK02・04・06・08の埋土は上記の土塘群と類似する。東 隅のSKO1からは刻印の

ある煉瓦、ガラス瓶などが出土した。埋 土の中に板があり、防空壕跡の可能性がある。また中央部の

SK16、南 のSK23も出土遺物から第二次大戟後のものである。

以上以外の遺構は、僅 かな出土遺物などから、いずれも19世紀以降の主に近代に入るものと推定さ

れる。

最後に遊離資料として、土 師器の羽釜1・皿2を報告する。小片で時期ははっきりしないが、中世

のものであろう。

北 壁

SKOI西壁 SKOI

2m

図4 地層断面図

1:50
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SPI

8風ビOSKIO

SKOI   \

SK14

SK23

SK24

灰黄色(2 5Y6/2)シルト質中粒砂、シルトなどの偽礫
.暗灰黄色(25Y4/2)極細粒～粗粒砂(水成)

SD30北側断面

W           E TP+85m

SD30南側 断面

コ年「一
オリーブ黄色(5Y6/4)粗粒砂(埋め土)
:灰オリーブ色(5Y5/2)シルト～粘土の偽礫
,灰色(5Y 4/1)極粗粒砂(水成〉

0           1m

1:40

5m

1 : 100

図5 遺構平面・断面図

O

1:3

図6 出土遺物実測図

10cm

3)まとめ

調査区では確実に18世紀以前といえる遺構はなく、

遺跡をはじめ周辺では各時代の遺跡が点在しており、

どを探っていく必 要がある。

その時期の遺物も極 めて少なかった。東 の桑津

細かい地形と関連させながら土地の利用形態な

参考文献
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左奥は天王寺高校)

調査地遠景

(西から

遺構検出状況

(北東から)

遺構完掘状況

(北から)



住吉区南住吉三丁目における建設工事に伴う

南住吉遺跡(MN13-1)発掘調査報告書
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1)調査に至る経緯と経過(図1～3)

南住吉遺跡は大阪市の西南部、住吉大社の南東にあって、旧石器時代から江戸時代に至る複合遺跡
である。上町台地の南部、河内平野に緩やかに傾斜していく段丘面上に立地する。
これまで、数多くの調査が行われてきている(図2)。

旧石器時代では、MNO2-6次調査で後期旧石器時代のナイフ形石器が出土している[大阪市文化財
協会2004]。縄文時代では、MNO2-6次調査で草創期の有茎尖頭器や後期の縄文土器、敲石が出土
している。

弥生時代では、MN95-20次調査で前期(畿内第工様式後半)の遺物が出土している[大阪市教育委
員会・大阪市文化財協会1997] oまた、MN93-7次調査で、5棟の竪穴建物からなる中期(畿内第Ⅲ
様式)の遺構詳を確認している[大阪市文化財協会1998」。

古墳時代中期では、MN95-20次調査で韓式系土器や初期須恵器が出土し、MNO2-6次調査では
円筒埴輪が出土している。古墳時代後期では、'MN82-2次調査で、溝・土壇などが検出されている[大
阪市教育委員会・大阪市文化財協会1984]。

古代では、MN85-37次調査で、6世紀末～8世紀初頭の掘立柱建物16棟を含む遺構群が検出され
た。建物配置や銅製鮫具の出土などから、住吉津に関係した有力氏族の屋敷であろうと推測されてい
る[大阪市文化財協会19981。MNO2-6次調査では、飛鳥時代後半～平安時代初頭の掘立柱建物5棟
を含む遺構群が確認されている。西に隣接する殿辻遺跡でもT'M87-3次調査で、9世紀後半～10世
紀前半の掘立柱建物・井戸が発見されている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1989」。
中世～近世は耕作関係の溝や井戸が発見されており、以後近代に至るまで水田や畑などの農地が展

図1 周辺の遺跡と調査地
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図2 調査地位置図

開していた。

今回の調査地は南住吉遺跡に比定さ

れている南北約1 km, 東西約1.5kmの

楕円形の範囲のなかでは、西南部端に

位置し、遺跡の縁辺部に当る。

大阪市教育委員会文化財保護担当に

よる試掘調査で、現地表下0.35m以下

の深さにおいて、古 代・中世の遺物包

含層および遺構面の存在を確認したた

め、発掘調査を実施することになった。

5月20日に、東西40mx南北10mの

調査区を設定し、重機によって現代の

Y-45,720 Y-45,700 Y-45,680

調査区

1 : 1,000

50m

X-154,540

x 154,560

盛土・攪乱層(第0層)、近・現代の耕

作土(第1層)を除去した。それ以下の層準は、人力による掘下げを行い、遺構の検出、遺物の採集、

実測図の作成、写真撮影を行った。第 6層(地山層)まで掘り下げ、遺構の有無を確認した。その後、

調査区の埋戻しを行い、 6月28日すべての作業を終了した。

また、基準点は専門業者がスタティック測量で測位し、本報告書で用いた方位は世界測地系に基づ

図3 調査区位置図
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く座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、図・文中ではTP+○mと記している。

2)調査の結果

1)層序(図4～6)

第0層 :現代の盛土・攪乱層で、層厚20～30cmである。

第1層:細粒砂質シルト～粘土質シルトが主体の近代～現代の作土層・整地層で、第1a～1c層の

3層に細分された。第1a層は細礫を含む灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂質シルトの作土層で、層厚2～

10cmである。第1b層は細粒砂を含む黄色(2.5Y7 /8)粘土質シルトの整地層で、層厚2～4 cmである。

第1c層は細礫を含む褐灰色(7.5YR4/1)の細粒砂質シルトの作土層で、層厚10～18cmである。第1c層

下面で耕作溝群、踏込み群を確認した。

第2層 :細粒砂質シルトが主体で、第2a・2b層の2層に細分された。 第2a層は細礫を含む褐色

(10YR4/4)ないしにぶい黄褐色(10YR5/4)の細粒砂質シルトからなる作土層で、層厚2～4 cmであ

る。酸化鉄・酸化マンガンの沈着が見られる。第2a層から近世の土器のほか、古代～中世の土器・瓦

が出土した。中世～近世の作土層である。第2a層上面で溝SD202、井戸SE203を検出した。また、

第2a層下面で耕作溝群、落込みSX201を検出した。第2b層は中礫～中粒砂を含む褐色(10YR4/4)細

粒砂質シルトの作土層で、クサリ礫様の風化した礫を含み、層厚約5 cmである。調査区北西部から中

部にかけて分布する。第2b層からは古代～中世の土器・瓦が出土した。中世の作土層である。

第3層:シルトを含むにぶい黄褐色(10YR4/3)中礫～中粒砂からなり、クサリ礫様の風化した礫を

多数含み、層厚5～10cmである。SD202より東側に分布し、西側には拡がらない。これによって本層

の上面で西へ下がる段が形成されていた。第 3層は他の地から搬入した客土(整地土)である可能性が

高い。第 3層からは古代～中世の土器細片が出土した。第3層下面で落込みSX301・302を検出した。

第4層:極細粒砂質シルトが主体の層で2層に細分された。第4a層は細礫・中粒砂を含むオリーブ

褐色(2.5Y4/3)ないし黒褐色(10YR2/3)極細粒砂質シルトで、層厚2～4 cmである。第4a層上面で
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5:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒砂質シルト(第1層)

6:黄褐色(2.5Y5/4)細礫を含む細粒砂質シルト(第2a層)

7:暗灰黄色(2.5Y5/2)細礫を含む細粒砂質シルト(第4a層〉

8:黒褐色(2.5Y3/2)中礫～細粒砂を含む極細粒砂質シルト(第4b層)

9:黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂(第5b層)

10:黄褐色(10YR5/6)シルト(第6層・地山)

11:灰黄褐色(10YR6/2)粗粒～細粒砂(第6層・地山)

12:黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂質シルト(第1層)

13:明黄褐色(10YR6/6)攪乱層

14:黄褐色(2.5Y5/4)粘土質シルト(第1層・整地土)

15:オリーブ褐色(2.5Y4/6)細粒砂質シルト(第1層の攪乱層〉
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:オリーブ褐色(2.5Y4/4)クサリ礫様に風化した礫を多数含む中礫～中粒砂(第3層〉

:褐色(10YR4/4)クサリ礫様に風化した礫を含む中礫～中粒砂(SX301)

:暗褐色(10YR3/3)細礫・中粒砂を含む極細粒砂質シルト(第4a層)
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:にぶい黄褐色(10YR5/3)細～中礫(NR501b)
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:黄褐色(10YR5/8)粘土質シルト(第6層・地山)
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畦畔(SR406～409)を伴う水田を検出した。第4a層は第4b層を耕起した作土層で、古代の土器細片が

出土した。第4b層は細粒砂を含む暗褐色(10YR3/3)ないし黒褐色(10YR2/2)極細粒砂質シルトであ

る。湿地の堆積層で暗色化が著しい。層厚10～15cmで、古代の土器細片が出土した。第4b層上面で

落込みSX401～405を検出した。

第5層 :第5層は河川の氾濫による堆積層で、 遺物は出土しなかった。 第5a層はにぶい黄色

(2.5Y6/4)ないし黄褐色(2.5Y5/3)中礫～粗粒砂で、クサリ礫様に風化した礫を含み、層厚10～30cm

である。調査区の西部から中央部に拡がる。第5b層は灰黄色(2.5Y7 /2)中粒～極粗粒砂、にぶい黄

色(2.5Y6/4)細～中礫・中粒～粗粒砂からなる砂礫層で、層厚50cmである。第5b層上面で自然流路

NR501aを検出した。

第6層 :低位段丘構成層である。細礫～粗粒砂を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)粘土質シルトで、層

厚30cm以上である。第6層上面で自然流路NR501 b・502・503、落込みSX504を検出した。

ii )遺構と遺物

a.古代以前の状況(図7・10)

第6層上面で自然流路NR501 b・502・503、落込みSX504を検出した。

NR501 b  調査区東北隅で検出した東西方向の自然流路で、幅2.5m,長さ7.4m以上、深さO.lmで

ある。にぶい黄褐色細～中礫が堆積していた。

NR502  調査区西部～西北隅で検出した自然流路で、幅1.2～3.Orn,長さ18.0m以上、深 さ0.l3m

である。調査区内で流路の方向が南北から東西に屈曲していた。灰黄褐色細～中礫・細粒～極粗粒砂

が堆積していた。

NR503  調査区西端部で検出した東西方向の自然流路で、幅2.5～3.5m,長さ8.0m以上、深 さO.lm

である。暗オリーブ褐色中粒砂が堆積していた

NR501 b・502・503はいずれも自然流路であり、第 6層(段丘構成層)を前り込んでいる。北 ・西が

低いので、概ね南東から北西へ流れていた。ここから約100m北西に位置するMNO2-6次調査で確

認した細江川支流[大阪市文化財協会2004]に合流していた可能性が高い。

SX504  調査区東部で検出した土塘状の落込みで、東西1.3m,南北1.lrn1 深さ0.35rn,円に近い

不整形である。堆積土の大半は、にぶい黄褐色砂礫であるが、部分的ににぶい黄褐色シルトが混じる。

水に削り取られた痕跡、あるいは樹木痕跡の可能性がある。

第5層上面で自然流路N円501 aを検出した(図6)。

NR501a  調査区東北隅で検出した東西方向の自然流路で、幅3.2m以上、長さ7.4m以上、深さ0.25m

である。NR501 bを踏襲している。黄灰色中粒～粗粒砂が堆積していた。

第4b層上面で、落込みSX401～405を検出した。

SX401  調査区西部で検出した東西1.5m,南北0.6rn,深さO.lmの不整形な落込みで、褐色極細粒

砂質シルトが堆積していた。

SX402  調査区西部で検出した径約1.lm,深さ0.3mの円形の落込みで、褐色極細粒砂質シルトが

堆積していた。
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図7 第6層上面・第4b層上面遺構平面図



SX403  調査区西部で検出した東西3.0m,南北4.4rn,深さ0.4mの不整形な落込みで、極暗褐色～

黒色極細粒砂質シルトが堆積していた。

SX404  調査区西南隅部で検出した東西3.3rn1 南北1.Om以上、深 さ0.2mの不整形な落込みで、暗

オリーブ褐色極細粒砂質シルトが堆積していた。

SX405  調査区西南隅部で検出した東西2.Orn,南北0.8m,深さO.lmの不整形な落込みで、暗オリー

ブ褐色極細粒砂質シルトが堆積していた。

SX401～405は倒木痕跡であろう。

b.古代の遺構と遺物(図8・10)

第4a層上面で、水 田畦畔SR406～409、落込みSX410・411、踏込み群を検出した。

SR406  調査区東部で検出した南北方向の畦畔である。幅0.2～0.5m,高さO.lrn,長さ7m以上で

ある。北で東に約180振る。北部は中世の落込みSX301によって壊されている

SR407  調査区東部で検出した南北方向の畦畔である。幅0.3～0.4rn,高さO.lm,長さ6.6m以上で

ある。SR406の西6.4mの位置にあり、北で東に約8゚ 振る。

SR408  調査区中部で検出した南北方向の畦畔である。幅0.2～0.4rn,高さO.lrn,長さ4.7m以上で

ある。SR407の西5.5mの位置にあり、北で東に約3゚ 振る。

SR409  調査区中・東部で検出した東西方向の畦畔である。幅 0.3～0.5rn, 高さ0.08m, 長さ

13.2mである。東で南に約70振る。

畦畔SR406～409は第4a層の土を盛り上げて造成している。水 口については、畦畔の全形を検出で

きなかったので、不明である。

畦畔で区画された水田を7筆確認した(図8の①～⑦)。畦畔で完全に区画された水田を確認できな

かったので、正確な水田面積は計測できないが、③や⑤は40 rrf程度であろう。各水田面の平均標高

は、① がTP+3.54m,②がTP+3.52m,③がTP+3.52rn1 ④がTP+3.45rn,⑤がTP+3.46rn1 ⑥が

TP+3.39m,⑦がTP+3.41mである。西 ・北側に向かって低くなる傾向にある。

なお、近世の南北水路SD202の西側で水田畦畔は確認できなかったが、水田耕作土である第4a層の

拡がりから見ると、西側でも水田が存在していたと考えられる。この近世水路を境にして水田面の高

さ(第4a層の高さ)が西は東に比べて約0.lm低い。

SX410  調査区中央で検出した溝状の落込みである。幅0.7～l.2r,長さ5.8m,深さ0.3～0.5mの

不整形な溝状の形をしている。埋土はクサリ礫様に風化した礫を含む細礫・細粒砂である。おそらく、

大水等で削り取られた痕跡であろう。埋土から古代の土師器が出土した。

SX41 1  調査区中央で検出した溝状の落込みである。幅0.5～0.7m,長さ3.Orn,深さO.lmの不整形

な溝状の形をしている。埋土はクサリ礫様に風化した礫を含む細粒砂である。おそらく、大水等で削

り取られた痕跡であろう。

踏込み群 水田耕作而で、多数の踏込み跡を検出した。ほとんどが人の足跡である。

c.中世の遺構と遺物(図5・6・8・10)

第3層下面で、落込みSX301・302を検出した。
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図8 第4a層上面・第 3層下面と第2a層下面遺構平面図



SX301  調査区東北隅で検出した溝状の落

O
①
0
寸
哨
T

×

O
①
0
寸
哨
T

×

o

o

N

一

「

15 Q

込みである。東 西8.2m以上、南北2.5m以上、

深さ0.2mで、大半は調査区外に広がる。埋 土

はクサリ礫様の風化した礫を含む褐色中礫～

中粒砂である。

SX302  調査区西部で検出した溝状の落込

みである。東西6.5m,南北2.0m,深さ0.2mで、

埋土はクサリ礫様の風化した礫を含む褐色中

礫～中粒砂である。埋 土から混入品の古代の

土師器・須恵器、サヌカイト剥片が出土した。

SX301 - 302の性格は不明であるが、SX301

は自然流路NR501, SX302は自然流路NR502

と重なり、古 来、大水が出た時、流路になり

やすい箇所と考えられる。SX301・302は大水

などによって削られ窪んでいた箇所が埋った

痕跡である可能性が高い。

d.江戸時代の遺構と遺物(図8～11)

第2a層下面で耕作溝群、落込みSX201を検

出した。

耕作溝群 調査区西部、近世水路SD202よ

り西側の一段低い地で検出した南北方向の小

溝群である。幅0.I ～0.l5rn1 深さ0.02mのもの

が多く、 北で東に10o前後振れている。耕 作溝

からは混入品の黒色土器の細片が出土した。

SX201  調査区西部、SD202より西側にあ

り、東 西5.Orn, 南北2,7m以上、深さO.lmの

不整形な土塘状の落込みである。埋 土は中礫

～細礫を含む褐色細粒砂質シルトで、 クサリ

礫様の風化した礫を含む。SX201の位置は、

先述した自然流路NR502と重なり、大 水が出

た時、 流路になりやすい箇所と考えられる。

おそらく、大 水などの出水等で削られて窪ん

でいた箇所が埋った痕跡であろう。

第2a層上面で、溝 SD202、井戸SE203を検

出した。
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1:褐色(10YR4/4)

極細粒砂質シルト クサリ礫様の風化した礫多く含む(SX401)

2:灰黄褐色(10YR4/2)極細粒砂質シルト(第4b層)

SX403
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1:40
1:極暗褐色(7.5YR2/3)

極細粒砂質シルト・礫・クサリ礫様の風化した礫

2:黒色(7.5YR2/1)極細粒砂質シルト・礫

3:黒褐色(7.5YR3/1)極細粒砂質シルト・粗粒砂

4:灰黄褐色(10YR4/2)中粒～細粒砂・シルト

5:にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒～細粒砂・シルトの互層

6:黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂・シルト(第5b層)

S日409

1:20

1:褐色(10YR4/6)

クサリ礫様の風化した礫・粗粒砂を含む中粒砂(踏込み)

2:褐色(10YR4/4)極細粒砂質シルト(畦上)

3:にぶい黄褐色(10YR4/3)極細粒砂質シルト(畦中)

4:にぶい黄褐色(10YR5/3)極細粒砂質シルト(畦下)

5:にぶい黄褐色(10YR5/3)極細粒～細粒砂(第4a層)

6:黒褐色(10YR2/3)極細粒砂質シルト(第4b層)

N 4    SX302    4 8

.l '5 I・JQ ・, a .a. Q i゜ S゚- ・ TP+3 2m
゜゚.・ae :a : 2イ。0 . , .@＿二.・二;.6,

゜ ・゚3 下 ゜ - ゜ ニニ ご 二 二

〇           1m

1:40
1:褐色(10YR4/6)

中礫～中粒砂 クサリ礫様の風化した礫多く含む(SX302)

2:暗灰黄色(2.5Y5/2)中礫少し中粒砂・極細粒砂質シルト(SX302)

3:灰色(5Y4/1)

極細粒砂質シルト・中粒砂・クサリ礫様の風化した礫(SX302)

4:暗褐色(10YR3/4)極細粒砂質シルト(第4b層)

5:褐色(10YR4/6)細粒シルト質砂(第5a層)

6:黄褐色(2.5Y5/3)粗粒～中粒砂(第5b層)

SD202

TP+32m

1:20

50cm

1:にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質中粒～粗粒砂・中礫・粗粒砂

2:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂

3:暗灰黄色(2.5Y5/2)粘土質シルト

4:黄褐色(10YR5/1)粗粒砂・シルト偽礫(加工時形成層)

5:黄褐色(10YR5/1)粗粒砂(第5a層)

図10 遺構 断 面 図

TP+3.○m

SD202  調査区西部で検出した

南北溝で、東西幅1.2～l.4m,深さ

0.4～0.7mである。溝 の方向は北で

東に約12゚振れている。溝 は細礫を

含む灰黄褐色細粒砂質シルトで埋

め戻されている。埋 土から19世紀

前半頃の関西系陶器土瓶・肥前磁器

抽 瓶・信楽焼 瓶、1 7～ 18世 紀 の 肥 前

磁器瓶・肥前磁器染付仏飯具のほ

か、古代～中世の土師器・須恵器、

中世の瓦が出土した。溝は農業用の

用水路と想定され、溝底の高さから

見れば北流している。溝を境に東西

で耕作面の段差(西が約0.2m低い)

5 8 。 。  があり、田畠の区画にもなっていた

のであろう

SE203  調査区西部、SD202の

すぐ東で検出した素掘り井戸で、直

径約1.7rn, 深さ2.2m以上である。

大半は第6層(段丘構成層)を掘 り

下げている。井戸は第4b層(湿地性

堆積層)・第6層の偽礫を含む黄褐

色細粒砂質シルトで埋め戻されて

いた。埋 土から17～18世紀の丹波

焼捕鉢のほか、中世の常滑焼亮、古

代の黒色土器・須恵器壺が出土し

た。

第1c層下面で、 耕作溝群、 踏込

み群を検出した

耕作溝群 調査区西部、近世水路

SD202より西側の一段低い耕作地

で検出した東西方向の小溝群であ

る。幅0.1-0.2rn,深さ0.03mのも

のが多く、東 で南に10o前後振れて

いる。溝 から20世紀前半頃の磁器、
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図11 出土遺物

耕作溝群(1)、第 3層(2)、第2b層(3～8)、第2a層(9-16)

エ9世紀前半の肥前陶器・磁器、関西系陶器のほか、中世の東播系須恵器鉢1、常 滑焼亮、古 代の黒色

土器椀、須 恵器杯B・尭、平 瓦が出土した。1は口縁端部が肥厚しており、14世紀代である。

踏込み群 偶蹄類(ウシ)や人の足跡と考えられる。偶蹄類は主に東西方向に動いている。

e.各層出土の遺物(図11)

本調査では各層から土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、瓦などが出土したが、ほとんどが細片で磨

滅しており、器種・器形や時期を特定することが困難なものが多く、図化しえたのはわずかである。

第3層からは、中世の常滑焼尭のほか古代の土師器尭、須恵器杯G蓋2・壺 ・尭、黒 色土器椀B類

が出土した。2は口縁部径10cm,天井部外面はヘラケズリで、 7世紀後半である。

第2b層からは、土 師器皿3・羽釜5、瓦器椀、東播系須恵器鉢6・姿、平瓦のほか古代の土師器尭、

須恵器杯A・杯 H蓋・壺 4・亮、黒色土器椀B類7・8、平 瓦が出土した。3は口径8.8cm,胎土の色

調はにぶい黄橙～橙色で、13世紀であろう。5は鍔部幅が約1.4cmで短く、12～13世紀であろう。6

は口縁端部がやや肥厚しており、12～13世紀であろう。4は底部に回転糸切り痕跡が残り、10世紀で

あろう。7は口径14.9cm, 8は高台径4.4cmで、いずれも11世紀であろう。

第2a層からは、19世紀前半頃の軟質施釉陶器灯明受皿・関西系陶器皿、肥 前磁器染付碗9・皿10が

出土した。また、土師器羽釜11、瓦質土器羽釜12、東播系須恵器鉢13、丸 ・平瓦のほか土師器亮、須

恵器杯B14・四耳壺15・尭、瓦 器椀16が出土した。9・10は17世紀末～18世紀前半である。11は口縁
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部の段が明瞭でなく、13は口縁端部が肥厚しており、いずれも13～14世紀であろう。12は口縁部が内

傾しており、14世紀であろう。14は高台径12.8crn,高台は底部のやや内側に位置し外側に踏ん張って

おり、 7世紀末～8世紀前半であろう。15は肩部に横方向に貼り付けた耳の部分で、時期は不明であ

るが、12世紀頃であろうか。16は高台径5.lcmで、12世紀頃であろう。

3)まとめ

1 古代以前の自然環境についての情報が得られた。段丘構成層を削り込んでいる自然流路は南東

から北西方向に流れ、細江川支流に合流していたと考えられる。また、植 物擾乱が著しい湿地性堆積

層(第4b層)を確認した。これは、水 田開発する前の環境を示している。

2 古代の水田を確認した。湿地性の黒褐色極細粒砂質シルト(第4b層)を耕して水田にしていた。

水田耕作土(第4a層)から出土した土器は磨滅した細片で、正確な時期は確定できないが、上層の時

期や、周辺の遺跡での成果を援用すれば、古代(飛鳥時代～平安時代)の水田であろう。畦 畔の方向

は、北 で東に約8゚ 振っている。南住吉遺跡では、 これまで古代の水田の存在は未確認であった。今

回の調査地のすぐ北・西側では、飛鳥時代後半～平安時代初頭とされる掘立柱建物5棟 を含む遺構群

(MN02-6次調査)、 9世紀後半～10世紀前半の掘立柱建物・井戸(T'M87-3次調査)が発見されて

いる。古代の水田は、こうした遺構群と密接な関係があると考えられる。

3 遺構に伴うものではないが、古代～中世前半の土器・瓦が多数出土しており、近接地において

居住地が存在したことを示している。

4 中世には、近世の南北溝の位置を境に、東 側を整地土(第3層、厚 さ約0.lm)でかさ上げしてい

る。中世には整地土で高くなった東側は畠作、低 くなっている西側(西が約0.2m低い)では水田耕作し

ていたと考えられる。また近世には、東西境目に南北方向の農業用水路(SD202)が整備され、すぐ東

には農業用井戸が掘られていた。

5 現代においても耕作面の高さは、近世用水路を境に東西で段差(西が約0.2m低い)があり、それ

は古代以来の耕作地の状況を継承している。

6 今回の調査地は、南住吉遺跡のなかでは、古 代以来現代に至るまで、水 田や畠作などの耕作地

であったことを確認した。
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南壁地層断面

(北から)

第6層上而・自然流路

全景(東から)

第4b層上面・倒木痕跡

全景(東から)



第4a層上面・水 田畦畔

全景(東から)

第2a層下面の遺構全景

(南から)

SD202(南から)
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住吉区南住吉三丁目19-4における建設工事に伴う

南住吉遺跡(MN13-4)発掘調査報告書
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1)調査に至る経緯と経過(図工～3)

南住吉遺跡は大阪市の西南部、住 吉大社の南東にあって、旧石器時代から江戸時代にかけての複合

遺跡である。上町台地の南東側基部に近い段丘面上に立地する。

南住吉遺跡は、 これまで数多くの調査が行われている。旧石器時代では、後 期旧石器時代のナイフ

形石器が出土している。縄文時代では、草創期の有茎尖頭器や後期の縄文土器、敲石が出土している[大

阪市文化財協会2004]。弥生時代では、前期(畿内第Ⅰ様式後半)の遺物が出土している[大阪市教育委

員会・大阪市文化財協会1997]。また、 5棟の竪穴建物からなる中期(畿内第Ⅲ様式)の遺構群と土器・

石器が出土し、集落の一画を確認している[大阪市文化財協会1998」。古墳時代中期では、韓式系土器・

初期須恵器[大阪市教育委員会・大 阪市文化財協会1997]・円筒埴輪[大阪市文化財協会2004]が出土

している。古墳時代後期では、溝 ・土塘などが検出されている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協

会1984]。古代では、 6世紀末～8世紀初頭の掘立柱建物16棟を含む遺構群が発見され、建物配置や

銅製鮫具の出土などから、住 吉津に関係した有力氏族の屋敷であろうと推測されている[大阪市文化

財協会19981。西 に隣接する殿辻遺跡でも、 9世紀後半～10世紀前半の掘立柱建物・井戸が発見され

ている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1989]。

今回の調査地のすぐ西側にあるMNO2-6次調査では、飛 鳥時代後半～平安時代初頭の掘立柱建物

5棟 を含む遺構群、古代以前の自然流路(細江川支流)が検出されている[大阪市文化財協会2004]。ま

た、今 回の調査地のすぐ南側のMN13-1次調査では、古代の水田や古代以前の自然流路が確認され

ている[大阪文化財研究所2013]。

中世～近世は耕作関係の溝や井戸が発見されており、以 後近代にいたるまで水田や畠などの農地が

展開していたとみられる。

図1 周辺の遺跡と調査地
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図2 調査地位置図

今回の調査地は南住吉遺跡に比定している南

北約1 km,東西約1.5kmの範囲のなかでは、西

南部に位置している。

大阪市教育委員会文化財保護担当による試掘

調査で、現地表下0.7m以下の深さにおいて、遺

物包含層および遺構面の存在を確認したため、

この地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを

目的に、発掘調査を実施することになった。

8月20日に、東西21m×南北4mの調査区を

設定し、重機によって盛土・攪乱層(第0層)を

除去した。それ以下の層準は、人力による掘下

Y-45,720

じ謙1盲 壓、1

17 r＿X l
―一 二

旨一
1〒 口

30m

図3 調査区位置図
げを行い、遺構の検出、遺物の採集、実測図の

作成、写真撮影を行った。 8月29日に埋戻し作

業を行い、 8月30日にすべての作業を終了した。

本報告書の図中の方位は座標北である。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、図・文中ではTP+○

mと記している。なお、本報告書で用いる座標北・座標数値は、現場で記録した街区図を1 /2500大
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第0層 (盛土・攪乱層)

阪市デジタル地図に合成して得

た世界測地系座標(平面直角座標

系第Ⅵ座標系)を基準にして、求 1 1ゞ (11 )

めてぃる。            第2層(作土層)

SRO2

SROI

第3層

第3層 (段丘構成層)

図4 地層と遺構の関係図
2)調査の結果

1)層序(図4～ 6)

調査地の現地表の標高はTP+4.25mで平坦である。

第0層 :現代の盛土・攪乱層で、層厚20～100cmである。

第1層:中礫～粗粒砂を含む灰黄褐色(10YR4/2)ないし黒褐色(10YR2/2)細粒砂質シルトの作土

層で、層厚10～18cmである。土師器・瓦が出土した。近代～現代の作土層である。

第2層 :中礫～粗粒砂を多量に含むにぶい黄褐色(10YR4/3)ないし暗褐色(10YR3/4)粘土質シル

トの作土層で、風 化した礫が混じる。層厚4～12cmである。第 2層からは近代初頭～近世後半の土器

および遊離遺物である弥生時代後期末の土器が出土した。近世～近代初頭の作土層である。

第3層 :にぶい黄橙色(10YR6/4)ないし明褐色(7.5YR5/6)中礫～粗粒砂からなる砂礫層で、層厚

70cm以上である。遺物は出土しない。低位段丘構成層で、地 山である。

11遺構と遺物

a.近世～近代初頭の遺構(図7)

第2層上面で畦畔SROIを検出した。

SROI  調査区中ほどで検出した南北方向の畦畔である。幅0.9rn,高さO.lmで、北で東に約6゚ 振

れている。畦 畔は基盤の第3層(段丘構成層、地 山)を削り出して造っている。西側面には木杭が打ち

込まれていた。

b.近代～現代の遺構

第1層上面でSRO2を検出した。これらは、第2層のSROIを踏襲している。

SRO2  調査区中ほどで検出した南北方向の畦畔である。幅0.8rn,高さ0.2mで、北で東に約6゚ 振

れている。畦畔は第1層と同じ層(黒褐色細粒砂質シルト)を盛り上げて造っている。

c.各層出土の遺物(図8)

本調査では第1・2層から陶磁器・土師器・須恵器・瓦が出土したが、すべてが細片で磨滅しており、

図化しえたのは1点である。

第2層から明治時代初期の肥前磁器染付碗、19世紀前半頃の肥前磁器碗・陶器皿や土師器焼炉のほ

か、弥生土器尭1、サヌカイト製剥片、古墳時代後期の須恵器杯、古代の土師器、15世紀頃の中国産白磁・

瀬戸美濃焼皿が出土した。1は亮の底部で、底径約4 cm,底部中央は輪台状に凹み、外 面は右上がり

の粗いタタキ整形である。弥生時代後期末に属する。

第1層からは古代の土師器・平瓦が出土した。
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第2層 第2層

第1層

TP+4am

+30m

第0層

第1層

TP+40m

+3.0m

1:黒褐色(10YR2/2)中礫～粗粒砂を含む細粒砂質シルト(第1層)
2:暗褐色(10YR3/4)中礫～粗粒砂を含む粘土質シルト(第2層)
3:にぶい黄橙色(10YR6/4)中礫～粗粒砂(第3層)
4:黒褐色(10YR3/2)中礫～粗粒砂を含む粘土質シルト(第2層)

1:50

2m

図5 北壁地層断面図



第0層

第1層

TP+40n

十30m

第0層
SRO2 試掘調査区

第2層 第2層

TP+4am

十3.0m

1:明褐色(7.5YR5/6)中礫～中粒砂(第3層)
2:灰黄褐色(10YR4/2)中礫～粗粒砂を含む細粒砂質シルト(第1層)
3:にぶい黄褐色(10YR4/3)中礫～粗粒砂を含む粘土質シルト(第2層)
4:にぶい黄橙色(10YR6/4)中礫～粗粒砂(第3層)
5:にぶい黄褐色(10YR5/4)中礫～粗粒砂(第3層) 1:50

2m

図6 南壁地層断面図



Y-45,705 Y-45,700 Y-45,695 Y-45,6G10 Y-45,6851

SROI 第3層(地山)の
高まリ

X-154,450

X-154,452

5m

1 : 100

図7 第2層上面遺構平面図



3)まとめ

1:4

10cm

図8 出土遺物実測図

(第2層)

今回の調査では、低 位段丘構成層(第 3層 、地 山)の直上で2層 の作土層を

確認 した。第 2層 は近世～近代初頭の水 田耕作土、第 1層は近代～現代の水

田耕作土 と推 定 され る。そ れぞれの層で、南北方向の畦畔を検 出した。特 に、

第3層 の段丘構成層(地山)の高まりに西接する氷 田については、地 山である

段丘構成層(第 3層 )を削 り崩 して造成 していると考 えられ る。

遺構 に伴 うもの ではないが、弥生時代の土器や石器遺物が出土 してお り、近 接地において同時代の

遺構が存在 したことを示唆 している。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1984、「南住吉遺跡(MN82-2)発掘調査略報」:『昭和57年度大阪市内埋蔵文

化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.76-80

1989、「生田邸建設工事に伴う津守廃寺遺跡発掘調査(TM87 - 3 )」: [昭和62

年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.l73-187

1997、「細井氏による建設工事に伴う発掘調査(MN95-20)略報」:『平成7年

度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.l69-177

大阪市文化財協会1998、『南住吉遺跡発掘調査報告』

2002、『南住吉遺跡発掘調査報告』Ⅱ

2004、『南住吉遺跡発掘調査報告』Ⅲ

2009、『殿辻遺跡発掘調査報告』

大阪文化財研究所2012、『南住吉遺跡発掘調査報告』Ⅳ

2013、『住吉区南住吉三丁目における建設工事に伴う南住吉遺跡(MN13-1)発掘調査報告書』
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調査区全景

(第3層上面:東から)

第3層上面検出状況

(東部:南西から)

第2層上面検出状況

(東から)



第2層上面検出状況

(東部:南西から)

SROI検出状況

(第2層上面:北から)

SROI・02断面

(南から)



住吉区帝塚山東二丁目における建設工事に伴う

帝塚山東遺跡発掘調査(TE13-1)報告書
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調査 個 所 大阪市住吉区帝塚山東2丁目4・5

調査 面 積 80rrf

調査 期 間 平成25年9月24日～9月27日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 次長 南秀雄、清水和明
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1)調査の経過

本調査地は大阪市域を南北に延びる上町台地の基部西縁付近に位置する。大阪湾の海蝕により上町

台地西縁は本調査地から西側約700mで高さ約10mの急崖となっている。一方、東側は河内平野に向

かって緩やかに傾斜するが、調査地の東側には台地と並行して南に開く緩やかな開析谷があり、一部

を塞き止めて万代池が築かれている。調査地はこの谷と海触崖に挟まれた南北1 kmほどの比較的平坦

な台地脊梁部の一部に当る帝塚山東遺跡の一画にある。調査地のすぐ東側は熊野街道が南北に走り、

沿道は古代末期から鎌倉時代にかけて流行した熊野詣によって賑わったとされている。

帝塚山東遺跡の西500m付近には古墳時代中期前葉の前方後円墳である国指定史跡帝塚山古墳があ

り、字名などから周囲に複数の消失古墳が「住吉古墳群」として想定されたが1上田宏範19881、調査で

確認されたものはない。 しかし、本調査地の北東120m付近のTEO4 - 1・2次調査地では古墳時代

中期末の帆立貝形前方後円墳である万代古墳が発見され、一帯に古墳が存在したことは確実である[大

阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005]。そのほか、TZO9-1次調査地では近世の土採り穴[大阪

市教育委員会・大阪文化財研究所2011]が、万代古墳の南150mのTZII-1次調査地では東へ低くな

る傾斜地を利用した江戸時代(17世紀以降)の耕作地が見つかっている[大阪文化財研究所2011]。

平成25年8月28日に大阪市教育委員会による試掘調査が行われ、段丘構成層上面で近世とみられる

土採り穴を検出したが、埋土中に古墳時代の須恵器が含まれるため、当該期の遺構が存在する可能性

があることから発掘調査を行うこととなった。

発掘調査は同年9月24日から開始した。深 さ0.6mの段丘構成層上面まで重機掘削し、その後人力

で遺構検出と掘下げ、実測と写真撮影による記録を行い、27日に現地における全作業を終了した。

1 : 5,000

1        52,900
TZ           宴 二 二

図1 調査地位置図

x 152,800

Y-46,700

40m20

1:800

図2 調査区配置図
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田

綱
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11 am

第1a層:褐色(10YR4/4)砂礫層(現代整地層)

第1b層:暗褐色(10YR3/3)シルト質中粒砂～にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質中粒砂層(現代作土層)
第2層:上部は明黄褐色(2.5Y6/6)シルト質細粒砂層、下部はにぶい黄橙色(10Y R7/4)シルト質細粒砂層(近代作土層)
第3層:にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質細粒砂～極細粒砂層(近世土採穴埋土)
第4層:灰白色(10YR8/2)極細粒砂質粘土層(段丘構成層:地山)

1 : 100

5m

"゚゙   芹,,8. \
一46,695                             Y-46.690

-152.820

SKO3

SKO2

SKOI

SKO8

SKO7

SKIO

SK13

SK12

SK14

SK15

SK16

SK17

SK18

X-152.825



20cm

図 5 出土 遺 物実 測図

SKOI(3)、SKO4( 1 )、SK13( 2 )、SK19( 4 )

る地山層である

ii )遺構と遺物(図4～7)                     ?      1.。

近世の遺構                                    1:灰 オリーブ色(5Y5/3)細粒砂質シルト
2:黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂で第4層の偽礫

本調査で確認された遺構のほとんどは第4層上面で検出された土 を多く含む
3:灰白色(5Y7/2)細粒砂質シルト(第4層)

検出面からの深さは0.3m前後で、東側の土採り穴のほうがやや深くなっている。いずれも第3層を埋

土とする

調査区の東部にあるSK19は直径1.2rn1 深さ0.2mである(図6)。埋土は内外に2分 され、外 側は偽

礫を多く含む埋められた細粒砂、内側は後で堆積した細粒砂質シルトであり、境界には確認できなかっ

たが何らかの枠を据えて内側を水溜めなどに利用したものの可能性がある。出土遺物には中国産青花

とみられる染付碗4(図5)があり、16世紀代のものであろう

その他の出土遺物にはSKOIから出土した瓦質土器尭頚部片3やSKO4・13から出土した須恵器杯蓋

1・2などがある。3は粗いタタキが施され14世紀代のもの、1・2は古墳時代のTK43型式である

3)まとめ

今回の調査では古墳は見つからなかったものの古墳時代後期の遺物が出土しており、付 近に当該期

の遺構が存在した可能性が高く、引 き続き周辺域での調査が必要であろう。また、中世の遺物は当該

地の熊野街道との関係を示唆している。近世の土採り穴は詳細な時期が不明であるが、TZII-1次

調査地の状況から江戸時代に降る可能性が考えられる。

引用・参考文献

上田宏範1988、「大阪市域の古墳」:『新修大阪市史』第1巻、pp.351 -424

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005、「帝塚山東遺跡発掘調査(TEO4-

蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.59-71

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011、「帝塚山古墳群発掘調査(TZO9-

埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2009)j、pp.279-292

2)報告書」:『平成16年度大阪市内埋

1)報告書」:『平成21年度 大阪市内

大阪文化財研究所2011、「住吉区帝塚山東二丁目における建設工事に伴う帝塚山東遺跡発掘調査(TZII-1)報告書」
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第4層上面遺構

検出状況

(東から)

第4層上面遺構

完掘状況

(東から)

SK19地層堆積状況

(北から)



住吉区帝塚山西二丁目における建設工事に伴う

帝塚山古墳群発掘調査(TZ13- 1 )報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市住吉区帝塚山西2丁目15-57・15-59

180留

平成25年11月5日～且月28日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長(現所長) 南秀雄、谷崎仁美
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1)調査に至る経緯と経過(図1・2)

調査地は上町台地南部の西縁に立地し、帝塚山古墳群内に所在する。古墳群には唯一墳丘が残る前

方後円墳の史跡帝塚山古墳があり、調査地はその南方約50mの小帝塚山古墳推定地[上田宏範1988」内

に当る(図1)。これまでに調査地北側の帝塚山古墳周辺でTZ80 - 1・86-2・95-2・08-1次調査、

調査地南東側でTZO5 - 1次調査が実施されている。TZ80- 1・86-2・95-2次調査では、周 溝

の可能性がある落込みが検出され、帝塚山古墳に伴うと考えられる埴輪も出土した[大阪市文化財協

会1998」。TZO8- 1次調査では、飛 鳥時代の柱穴が確認され、飯 蛸壺や管状土錘を含む飛鳥・奈良時

代の遺物が多く出土し、漁扮を生業とした集団が居住したと考えられる集落の存在が明らかとなった

[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010]。また、TZO5-1次調査では古墳の痕跡は検出されなかっ

たが、近世の土採り穴の中から土錘を含む飛鳥～平安時代の遺物が出土したことや、埋 土に古土壌の

偽礫を含むことから、近 辺に古代かそれ以前の地層が残されていることが推察された[大阪市教育委

員会・大阪市文化財協会2006]。

当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査で、現地表下0.6mから中世と考えられる遺構面および

遺物包含層が検出されたため本調査を行うこととなった。調査区は、敷 地内の南寄りに長さ15m1 幅

12mの範囲に設定した(図2)。重機により、現代の盛土と後述する第1層を掘削し、以下を人力によっ

て掘り下げた。なお、基 準点はMageⅡaI1社製Pro Mark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界

測地系に基づく座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

帝塚山字院小学校

200m

図1 調査地位置図

-46,170ξ
-46,150      Y-46、130

X-152,920

言周査区

52,940

52,960

50m

1: ,000

図2 調査区配置図
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採りにより著しく削平されており、後述の         図3 地層と遺構の関係図

第2層上面で江戸～昭和時代の遺構を検出し、それよりも古い時代の遺構は残されていなかった。さ

らに調査区南半がより深く削平されており、地形の高低差は不明であった。

第1層:昭和時代以降の作土で、層厚10～30cmである。暗オリーブ褐～にぶい黄褐色シルト質中粒

～極細粒砂で、中礫・炭を含む。上面は削平を受け、畦畔の痕跡などは確認できなかったが、下面は

踏込みなどによる変形が激しい。

第2層 :黄褐色極細粒砂質シルトの段丘構成層である。上輛で柱穴SP301～303や小穴群、東西溝

SD201、落込みSX202、土採り穴SX203 ～215、土WSK216 ～218や昭和時代の廃棄土塘、第1層で

埋る建物基礎と思われる溝などを検出した。

なお、遺構番号は出土遺物により時期を判断して、江 戸時代を300番台、明治時代を200番台

とした。

11)遺構と遺物

a.古墳時代～中世(図4)

L-"ヒ tづ     今回は古墳時代～中世の遺

構は確認できなかったが、現

代盛土中から遺物が出土した。

1・2は須恵器の高杯形器台で

ある。1は杯部で、脚部の接合

10      20゚1 部は復元径15.8cmを測る。2は
1:4

図4 古墳時代の出土遺物           脚部で、外面は凹線により3

段以上に分割され、下 2段には列点文が施されている。ただし、列点文は非常に粗雑で、櫛状工具を

器面から離さずに押し当てたためか連続しているように見える。上 2段には長方形スカシ孔が三方に

互い違いに配されるとみられる。最下段は三角形スカシ孔がある。古墳時代後期に属する。また、遺

構に伴わないが、瓦器や東播系須恵器の細片が出土した。

b.江戸時代(図6・8)

第2層上面でSP301～303を検出した。東西に並ぶ柱穴で、柵と考えられる(図6)。柱痕跡の直径

は10.0～13.Ocm,掘形は直径26.Ocmの円形である。柱間隔は2.7～2.8mである。後述する土採り穴や

溝に先行し、掘形からの出土遺物はごく少量であるが19世紀前半を遡らないものと考えられる。

c.明治時代(図6・7)

SD201  後述する土採り穴SX203～215が埋没してから形成された東西溝である。土採り穴と方向

がやや異なる。幅1.7～3.0m,深さ0.6mで(図7)、底部は第2層加工時の再堆積層、中部は水成層で

1-

直
・-一\ = ミ～\,

- 632 -



北壁

現代盛土
TP+l40m

\一町! F

第1層

-ニニョー 第2一愚一

十l3.0m

南壁

SX215

SX213

現代盛土

古土壌の偽礫

1

TP+140m

SX209

十130n

西壁

1:60

2m

図5 地層と遺構の関係・北・南・酉壁地層断面図



-46,160 -46.155 Y-46,150

X-152,935

52,940

SX206

SX209

SK216

SX210

150

SX207

SP303③ SP302

SP301

SX214

SX213
SX215

SK218

SK217

52,945

52,950

b          b

SP301      TP+136m

N

第4層

50cm

にぶ い黄 褐色 (10YR5/4)極 細粒 砂質 シル ト

(第 2層 由来 の偽 礫 を多 く含 む)一掘 形埋土

オリー ブ褐色 (2.5Y4/4)極 細粒 ～細粒砂

(鉄 分・シル ト質 極細粒 砂質偽礫 を含 む)一柱 痕跡

図6 第2層上面遺構乎面・SP301断面図

埋り、上部は埋め戻されていた。土師器・瓦器のほか、関西系陶器が出土した。

SX202  調査区北側の第2層上面で検出した落込みである。上部は埋戻し土で、黄褐色～にぶい

黄橙色シルト質細粒～極細粒砂からなり、第 2層由来の極細粒砂質シルト偽礫を多く含む。下部はシ

ルト質極細粒砂の水成層で埋る。深 さは0.20～0.35mである。埋 戻し土の層相や下部が水成層で埋る

様子はSD201に似ており、SD201と同様の東西溝の可能性がある。ただし遺構の大半が調査区北側

外にあるため詳細は不明である。土師質土器や銅版転写の瀬戸美濃焼磁器が出土した。

SX203～215 土採り穴である。南北先 .0～4.Orn,東西長2.2～2.9mの隅丸方形で、深 さは約0.5m

である。埋戻し土は黄褐色～明褐色および暗オリーブ色極細粒～細粒砂で、第2層由来の極細粒砂質

シルト偽礫のほか、古代かそれ以前の地層に由来する黒褐色極細粒砂質シルト偽礫を含む。規則的

に整然と並んでおり、その方向は上町台地の方向(およそN20o E)にほぼ一致する。同様の土採りは

TZO5- 1次調査地でも検出しており、本 調査地より南では、地形に制約された畠などの区画内で土

採りが行われたようで、出土遺物から19世紀前半以降のものと考えられている[大阪市教育委員会・

大阪市文化財協会2006]。今 回は、SX203～205から明治時代の遺物が出土し、その時期の土採り穴
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と考えられる。                                       a
a

S                                 N
SD201              TP+14 am

3はSX204から出土した瀬戸美濃                    47882」1
. l っ。、 一1-・一 繁 -15-37--一一 一 = , -

焼磁器の碗で、外 面に銅版転写文様          ～ ゛゚  ゚ ・- 二 ・・   ゚   ,O TP-H3.5m
426  10 5 8 2oを施す。高 台内に「○○園製」銘があ        0

1:50

る。明 治30年代以降のものである。 1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

図 7 SD201・SX211断面図

ト層+SX211埋土

・にぶい黄褐色(10YR4/3)第2層由来偽礫多く含むシルト質細粒砂十埋戻.:黄褐色(2.5Y5/3)炭を含むシルト質細粒砂
オリーブ黄色(5Y6/3)極細粒～細粒砂一水成層

オリーブ色(5Y6/8) 十黄褐色(2.5Y5/6)    第2層由来偽礫を含むシルト質細粒砂一加工時形成層
褐色(10YR4/4)中粒～細粒砂一加工時形成層
明黄褐色(2.5Y6/8)第2層由来偽礫を多く含 む細粒砂層
黄褐色(10YR5/6)第2層由来偽礫を主体とする極細粒砂質シル
黄褐色(10YR5/8)第2層由来偽礫を主体とする細粒砂層
にぶい黄色(2.5Y6/4)シルト質細粒砂層一第2層

5はSX207から出土した。土師質土

器の羽釜で、薄手で外傾する口縁部

を持つ。SP301～303などと同様の

時期に属する。混入品と考えられる。

この他、SX203から明治20年代以降

の型紙による施文の瀬戸美濃焼磁器の皿が出土した。

SK216はSX208・210の上面で検出した。長径1.4m,短径0.4mの楕円形土塘で、埋土は炭・第 2

層由来の黄灰色極細粒砂偽礫を含む黄褐色極細粒～細粒砂である。多量の丸・平瓦のほか、関西系磁

器の碗4、軒 丸瓦6、軒平瓦7、土 師質土器の七輪の目皿8が出土した(図8)。江戸時代の遺物しか

含まないが、遺構の切り合い関係から明治時代以降と考えられる。

SK217・218は第2層上面で検出した。大半が東壁内にあり、性 格は不明であるが、SK217は0.7m

掘り下げても底が検出できなかっため、井 戸掘形の可能性がある。埋土はともに黄褐色極細粒砂質シ

ルト偽礫を多く含む中礫質中粒～極細粒砂である。土師器・肥前陶磁器・関西系陶器・瓦・土管のほか、

瓦器や東播系須恵器が出土した。出土遺物から明治時代と考えられる。

0              10cm

1:3(3・4)

図 8 第 3層 お よび 第 4層 上 面遺 構 出土 遺 物

SX204( 3 )、SX207( 5 )、SK216(4・6～ 8)

3)まとめ

今回の調査では、当該地に存在したと推定される小帝塚山古墳の痕跡は見つからなかった。しかし、

古土壌の偽礫を確認し、少量ながら古墳時代～中世の遺物が出土した。周辺に古代以前の地層・遺跡

があったと考えられる。これらの痕跡が削平されたのは、明治時代以降の土採りによると考えられる。
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調査区全景完掘状況

(南西から)

調査区西壁地層断面

(南から)

SD201(南東から)



平野区喜連西一丁目1052における建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査(KR13-5)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市平野区喜連西1丁目1052-4・1052-5

400留

平成26年1月20日～2月21日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長(現所長) 甫秀雄、谷崎仁美
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1)調査に至る経緯と経 過(図1・2)

喜連西遺跡は太阪市域の東南部、平野区喜連西1～4丁目一帯に位置し、弥 生～江戸時代の複合遺

跡とされる(図1)。今 回の調査地は喜連西遺跡の北方に位置する。南方600mで行ったKRIO-1次

調査では、後 期旧石器～弥生時代の遺物のほか、弥生時代末の墳丘墓や土壇、室町時代の掘立柱建物

や、江 戸時代後半の水田などの遺構が確認されている[大阪文化財研究所2012a]。また、その北東の

KR12-1次調査では、弥生時代中期後半・後期後半の土器が出土したほか、中世から現代にいたる

までの作土層が確認されており、 中世以降に水田開発があったことが明らかとなった[大阪文化財研

究所2012b]。さらに、本 調査地の東に隣接するKR12-4次調査では、古墳時代から古代の遺物が出

土したほか、江戸時代後半以降の溝や踏込みなどの耕作痕跡、井戸を検出し、江 戸時代になって本格

的に人の活動があったことが分かった[大阪文化財研究所2012C]。

今回は、大 阪市教育委員会が行った試掘調査で、地表下約1.7mで古代～中世と考えられる遺構面お

よび遺物包含層が検出されたため本調査を実施した。

調査地の北部に東西10m・南北20m(北区)、南部に東西20m・南北10m(南区)の2つの調査区を設

53:800

-15螺99

図1 調査地位置図

-41780 Y-41 720

X-153.360

153,420
KR12-4次

調査地

50m

1 : 1500

図2 調査区配置図
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定した(図2)。現代盛土および後述する第1～5層までを重機掘削し、以下を人力により掘り下げた。

遺構の検出・実測・撮影など必要な記録作業を行い、2月21日に現地におけるすべての作業を完了した。

なお、基準点は専門業者がスタティック測量で測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく

座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mとした。

2)調査の結果

1)層序(図3～5)

調査地内はTP+4.95m前後で平坦だが、調査地北側の道路は東から西にゆるやかに低くなる。現代

盛土は北・南両区ともに厚さ0.7～1.3mである。北区で地表下約2.6m,南区で約2.0mまで掘り下げ、

河川の氾濫堆積および湿地の堆積層(第8層)までの地層を観察した。

第1層:近・現代の作土層である。オリーブ黒色(10Y3/1)粘土質シルト層で、層厚は10cmである。

第2層 :近・現代の作土層である。オリーブ灰色(10Y 4/2)中粒～極細粒砂質シルト層で、層厚は5

～10cmである。

第3層:近代の作土層である。オリーブ灰色(10Y 4/2)中～細礫・中粒～細粒砂混り泥質シルト層で、

層厚は20～50cmである。北区で白磁の人形が出土した。

第4層:近世の作土層である。灰オリーブ色(7.5Y 4/2)細礫・極細粒砂混り泥質シルト層でマンガ

ン・鉄が少し沈着していた。層厚は5～20cmである。北区で井戸SE101・102や落込み、南区で井戸

SE104、溝状の落込みSX103を検出した。それぞれ第6・7層上面で検出したが、地層断面の観察・

出土遺物の内容などから、本層の上面から掘り込まれたものと考えられる。瀬戸美濃焼陶器・丹波焼・

肥前磁器・瓦のほか、土師器・須恵器が出土した。

第5層:古代の作土層である。暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質細粒～極細粒砂層でマンガンを多く含

む。層厚は10～30cmで、下部は踏込みなどによる変形が著しい。土師器6・7など8世紀後葉～9世

紀初頭頃の遺物が出土した(図13)。

第6層:古代の湿地性堆積層で暗色帯である。にぶい黄褐(10YR5/3)～暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒～

極細粒砂質シルト層で粗粒～細粒砂ラミナが部分的に挟在する。層厚は5～20cmである。上部は、上

位の第5層での耕作により撹拌されている。北区東壁の一部で、上層で発生した地震による変形を確

北区 南区

第1層 現代盛土
\ \

\
\

第3層 第2層

図3 地層と遺構の関係図

現代盛土
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北壁
TP+5.○m

現代盛士

第4層      第6層

SEIOI     SE102

東壁

TP+50m

TP+50m

南壁
TP+5am

+40m

十30m

現代盛土

SX201

図4 北区地層断面図

1 : 100

5m



認した。下部は植物遺体を多く含 む。3～5・8

などの7世紀代とみられる遺物が出土した。本層

には全体に地震痕跡が見られ、第5層下部あるい

は本層最上部で地震が発生した可能性がある。    臼

第7層 :灰(10Y5/1)～暗灰黄色(2.5Y4/2)シ

ルト質細粒～極細粒砂層で、層厚は20～30cmで

ある。第 8層の上部を耕起した作土層である。上

面で第6層で埋まる溝や土塘、 落込みSX201を

検出した。出土遺物はなかったが、上下の地層の

年代より古代と考えられる。

第8層 : 河川の氾濫および湿地の堆積層で

ある。 層厚は70cm以上である。 上部30cm程は

灰(7.5Y5/1)～灰オリーブ色(7.5Y5/2)極細粒

～細粒砂層で、 それより下部は暗オリーブ灰色

(2.5GY 4/1)細粒～極細粒砂質シルトないしは泥

質シルトである。北区の東および北壁断面で地震

痕跡を確認した。北 ・南両区で古墳時代中期以降

の洪水で埋る河川NR301を検出した。       判

なお、標高と層相の比較から、第 4層はKR12

-4次調査における第3層、第6層は第4b～4d

層、第 8層は第5層に相当する。

ii )遺構と遺物

a.古墳時代以前(第8層上面、図6・7・13)

北区の南部および南区の西半部でNR301を検

出した(図6)。南 区で南東から北西への古流向を

示すトラフ型斜交ラミナを観察した(図7)。

南区で1・2が出土した。1は弥生土器の売で

ある。磨 滅しているが外面に平行タタキが見られ

る。橙色を呈し、胎土は長石や石英、チ ャートを

多く含 む。畿 内第V様式に属する。2は須恵器杯

蓋である。口縁端部内而の凹線は明瞭で、古墳時

代でも5世紀後半に属する。 よってNR301の埋

没時期は古墳時代中期以降と考えられる。

b.古代(第7層上面、図 8～10・13)
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第7層上面で、第6層で埋る溝や土塘、

落込みを検出した。遺構の分布は、南 区よ

りも北区のほうが密度が高かった(図8・

↓O)。

北区では西で10o南に傾く方向の溝を確

認した。流路によって南東一北西方向にで

きた微高地に沿って耕作が行われたと考え

られる。

-41 770

N

一41755 Y-41 ,740

X-153,425

ー153,4の

また、北 区西壁で溝の断面を観察したと

ころ、横 一直線に水平ずれ断層の入るもの

があった(写真1)。地震の影響によると考

えられる(註1)。

北区南側ではSX201を検出した。深 さ

0.28mで、埋土は第6層である。下部は中

粒～細粒砂混り泥質シルトで、上 部は植物

遺体がラミナ状に挟在する中粒～細粒砂質

シルトで埋る(図9)。上部には上位の第5

層に伴うマンガンや鉄が顕著に沈着していた。

1 : 500

図6 第8層上面遺構平面図

20m

一153,455

これらの耕作痕跡や落込みの時期は、後 述する上位の第6層出土遺物により、 7世紀代以前である

可能性がある。

北壁

第7層

TP+3.0m

1 :灰黄色(2.5Y6/2)細粒～極細粒砂(マンガン・鉄・炭化物を少し含む)
2:にぶい黄撥色(10YR6/4)細礫質粗粒～細粒砂

3:黄灰色(2.5Y5/1)粗粒～極細粒砂

4:灰黄色(2.5Y6/2)中・細礫質中粒～細粒砂(シルト質極細粒砂ラミナが挟在する)

5:にぶい黄色(2.5Y6/3)中・細礫質極粗粒～中粒砂(土器片多く出土)

TP+3am

6:黄褐色(2.5Y5/4)粗粒～極細粒砂

7:にぶい黄橙色(10YR7/4)細礫質粗粒～細粒砂(シルト質細粒～極細粒砂ラミナが挟在する)
8:明黄褐色(10YR6/6)中礫質粗粒砂(土器片多く出土)

0                   2m

1:50

図 7 NR301断面 図
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c.近世(図11～13)              一41,775

第5層 まで重機で除去したため、 近世の遺構

は第6層および第7層の上面で確認した(図11・

Y-41 ,765

X-153,420

10m

図8 北区第 7層上面遺構平面図

1

2

3

4

植物遺体

第。層      第7層 十30m

:褐色(10YR4/4)中粒～細粒砂質シルト
:灰黄褐色(10YR5/2)中粒～細粒砂混り泥質シルト
:暗灰黄色(2.5Y5/2)粗粒～細粒砂
:灰色(7.5Y6/1)極細粒～細粒砂

2m

1:50

写真 1 溝の水 平ずれ断層(北区西壁断面) 図9 SX201断面図
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-41 760 -41,750 Y-41 740

X-153,450

-153,455

5

1:200

10m

図10 南区第7層上面遺構平面図

d. 地層出土の遺物(図13)           一4 1,7 7 5

第6層か らは3～ 5・8が、 第5層 からは6・

7が出土した。

3は土師器の尭である。口縁部は内外面ともに

ナデ調整、体部は内外面ともに細かいハケ調整を

施す。4は土師器の尭の口縁部である。5は須恵

器の杯身である。口径9.8crn, 受部径12.2cmに復

元できる。TK209ない しTK217型式 に属す る。

8は須恵器の杯Gである。以 上の遺物は第 7層作

土の廃絶時期を示す。

6は土師器の杯である。口径14.5cmで磨滅して

おり、調 整は不明瞭である。7は土師器の杯であ

る。口径14.6cmに復元できる。内外面ともに磨滅

が著しい。これらの遺物は8世紀後葉から9世 紀

初頭にかけてのものとみられ、第5層作土の時期

を示す。

Y-41,7651

X-153,420

-153,430

-153,440

3)まとめ

今回の調査では、KR12-4次調査 と同様 に河

川氾濫堆積層を検 出した。明 治期の地図1参謀本

部陸軍部測量局18871では調査地の南北でいくつ

5

1 : 200

10m

図11 北区第4層層内・下面遺構平面図
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図12 南区第4層下面遺構平面図
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図13 出土遺物

NR301( 1・2)、第 6層(3～5・8)、第 5層(6・7)、SX103( 9・10)、SE104(11)
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も小河川の痕跡と考えられる小路があり、大正・昭和初期の地図でも蛇行する道路としてその痕跡が

うかがえる。古墳時代に遡る可能性のあるNR301を検出したことは、調査地周辺の河川の形成史を考

えるうえで重要である。

調査地周辺は、KR12-4次調査の成果も合わせて、中世～近世に本格的な水田開発が行われたこ

とを確認していたが、今 回の調査では初めて古代の作土層を確認した。7世紀代には再び湿地化した

が、8～9世紀以降には再度耕作地となったことがわかった。

今後も周辺地の調査事例を積み重ね、当該地の土地利用の歴史的変遷を知る手がかりを増やしてい

きたい。

註)

(1)調査区内地震痕跡の観察は、研 究所総括研究員趙哲済による。

引用・参考文献

大阪文化財研究所2012a,

2012b,

2012c,

『喜連西遺跡発掘調査報告』

『喜連酉遺跡発掘調査報告』Ⅱ

『平野区喜連西一丁目における建設工事にかかる喜連酉遺跡C地点発掘調査(KR12-4)報

告書』

参謀本部陸軍部測量局1887、『「京阪地方仮製二万分の一地形図」明治20年測量』
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北区第7層上面遺構

完掘状況(北東から)

南区第7層上面遺構

完掘状況(西から)

北区東壁地層断而

(北半部、南西から)



平野区長吉出戸七丁目における建設工事に伴う

長原遺跡発掘調査(NG13- 1 )報告書

- 649 -



調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 休

調査担当者

大阪市平野区長吉出戸7丁目919-4・5

約50rrf

平成25年5月14日～5月20日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

次長 南秀雄、小倉徹也
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は旧石器時代から中世にかけての集落遺跡である長原遺跡の北部に当る。周辺では西100m

で大阪文化財センターが行った城山遺跡調査のA～Cトレンチがあり、弥 生時代の方形周溝墓や古墳

時代中期の方墳が検出されている[大阪文化財センター1986a](図1)。北西150mで行ったNG84-34

次調査では、弥生時代中期の方形周溝墓を3基確認している[大阪市文化財協会2006]。西100mで行っ

たNG23次調査では方形周溝墓の溝の可能性のある落込みと古墳の周溝、NG25次調査では縄文時代晩

期から弥生時代中期の遺物包含層が確認され、当該時期の遺物が多数出土している[大阪市文化財協

会2006]。最近では、西40mで行ったNG12-2次(16区)調査で平安時代初期頃とみられる堤防を確

認している[大阪文化財研究所2013]。

当該地において大阪市教育委員会による試掘調査が2012年5月31日に実施され、現地表下1.7m以

下で中世およびそれ以前の遺構面が確認された。今 回の調査は、この遺構面の年代や遺構・遺物の分

布状況など、本地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的として、建設工事に先立って行うこと

になった。

調査着手前に、事業者側によって現地表下約1.7mまで重機掘削が行われ、その後、敷 地内のほぼ中

央部に南北10mx東西5mの調査区を設定して、2013年5月14日から調査を開始した(図2)。遺構

や遺物の検出に努めながら人力で慎重に掘り下げ、平面図や断面図の作成、写真撮影などの記録作業

を行った。この後に埋め戻し、 5月20日に現地における作業を完了した。

本報告で用いた水準値はT.P.値(東京湾平均水面値)で、本文・図中ではTP+○mと表記した。また、

方位は現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより得た世界測地系座

標に基づき、座標北を基準にした。

7 冒

図1 調査地位置図                 図2 調査区配置図

一 651 -



2)調査の結果

1)層序

調査地の現地表の標高はTP + lO.Omで平坦であっ

た。現 地表下3.8m (TP +6.2m)までの地層を観察し、

その結果に基づいて本調査地の層序を組み立てた。以

下に各層の岩相や特徴を記し、地層と遺構の関係図を

図3、層序図を図4、西壁地層断面図を図5に示す。

第0層 現代の盛土層および攪乱で、層厚は約65cm

であった。長原0層に対比される。

第1層 現代の作土層で、層厚は約20cmである。長

原1層に対比される。

第2層 近世の作土層および河川氾濫堆積層の互層

からなり、第2a層と第2b層に区分した。第2a層は緑灰

色のわずかにシルト質礫質中粒～細粒砂からなる作土

層で、下底付近には緑灰～灰色の細粒～中粒砂でわず

かに堆積構造が残る河川の氾濫堆積層が認められた。

TP+lOnm

+90m

第0層

第1層

第2a層

第2b層

第3a層

十6am

第2b層は黄灰色ないし灰色のわずかにシルト質細粒～

粗粒砂からなる作土層で、下底付近に黄灰色の中粒～極粗粒砂の河川氾濫堆積層が認められた。第2a

層の層厚は約50cmで、第2b層は約10cmである。長 原2層に対比されるが、繰 り返 し河川が氾濫して

いることから、大和川の付替え以前のものと考えられる。

第3層 作土層で、第3a～3d層の4層に区分した。第3a層は灰色のシルト質細粒～極細粒砂から

図3 地層と遺構の関係図

標高  柱状図 層序     岩相

100m

層厚  主な遺構  長原標準層序 時代

(cm)            との対比

現代の盛土および攪乱 ca65

1:50
図4 層序図

NGO

NGI

NG2

現代

近世

NG3   鎌倉・室町

NG6B

←乾痕(下部上面) 飛鳥
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込みSXO6

NG7B    古墳
1      1
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TP-HOOm   N

+90m

2a

4a
一 上

1 : 100                  +6 0m

図5 西壁地層断面図および西北部柱状図             1"50

なり、層厚は約10cmである。第3b層は灰色の細粒～極細粒砂質シルトからなり、層厚は約15cmである。

第3c層は褐灰色のシルト質中粒～粗粒砂からなり、層厚は約15cmである。第3d層は上部がオリーブ

褐色のわずかにシルト質細粒砂、下部がオリーブ褐色のわずかにシルト質粗粒～中粒砂からなり、上・

下部を合わせた層厚は10～25cmである。第3d層下面で鋤溝SDOI～04を検出した。本層からは土師器

の小片が出土したのみであった。周辺地域の調査結果から長原3層に対比されると考えられる。

第4層 作土層である第4a層と河川氾濫堆積層である第4b層に区分した。第4a層は褐色の細粒砂質

シルト～シルト質細粒砂からなり、層厚は5～10cmである。第4b層は上部が黄褐色の細粒～粗粒砂、

下部がにぶい黄褐色の極細粒砂からなる。上部は上方細粒化し、 トラフ型ラミナが目立ち、下部には

平行なラミナが目立った。これは粒径と流速の関係より、下部層の上部平滑床から流速が早くなって

上部層でデューン(砂堆)が形成されていたことを示唆している。第4b層の上・下部を合わせた層厚は

5～20cmである。第4a層上面で第4b層上部からの噴砂脈を2条、第4b層下部上面で溝SDO5を検出し、

偶蹄類の足跡を確認した。本層からは小片ではあるが、古代とみられる土師器皿が出土した。周辺地

域の調査結果と考え合わせ、第4a層は長原4層に、第4b層は長原5層～長原6A層に対比されると考

えられる。

第5層 作土層である第5a層と河川氾濫堆積層である第5b層に区分した。第5a層は灰黄褐色の極細

粒砂質シルト、第5b層は暗オリーブ灰色ないし暗緑灰色の粘土質シルトからなる。層厚は第5a層が5

～10cm,第5b層が20～35cmである。第5b層からわずかに須恵器の小片が出土したのみで、時期を決

定し得る遺物は認められなかった。周辺地域の調査結果から第5a・5b層は長原6B層に対比されると

考えられる。

第6層 第6a層と第6b層に区分し、第6a層を上・下部の2層に、第6b層は上・下 ・最下部の3層

に区分した。第6a層の上部は暗オリーブ灰色のわずかに極細粒砂質シルトからなり、下部は暗オリー

ブ灰色の極細粒砂質シルトからなる、古土壌～湿地の堆積層である。第6b層の上部は暗オリーブ灰色
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第7a層上面
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第3d層下而・第4a層上面

SDOI

SDO3

SDO4

-38,940

X-153,940

53,945

第4b層下部上面

一38,945Y 38,940

X-153,940

偶蹄類足跡0

τも

-t b3,g5o 53,950

図6 第3d層下面・第4a層上面および第4b層下部上面、
第7a層上面遺構平面図
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のシルト質細粒～細粒砂、下部は灰色のシルト質極細粒砂～極細粒砂、最下部は下位の第7a層の偽礫

を多く含み、やや暗色化したオリーブ黒色の粘土質シルトからなる河川の氾濫堆積層である。層厚は

第6a層が20～30crn,第6b層が40～55cmである。第6a層下部上面に乾痕が観察された。第6b層からは

弥生土器とみられる小片が2点出土したのみであった。周辺地域の調査結果から第6a・6b層は長原

7A層に対比されると考えられる。

第7層 湿地の堆積層である第7a・7b層と河川の氾濫堆積層である第7c層に区分した。第7a層は黒

色の粘土質シルトからなり、第7b層は黒色のシルト質細粒砂、第7c層は灰色の細粒砂からなる。層厚

は第7a層が5～25cm,第7b層が約45crn,第7c層は10cm以上である。第7a層上面で落込みSXO6を検

出した。第7a・7b層は特徴的な岩相を示しており、周辺調査地でも確認されている。その検出した高

さはNG84-34次調査地(南端)でTP+6.2 ～6.4m,城山遺跡調査AトレンチでTP+7.0 ～7.lm,同B

トレンチでTP+6.7 ～7.0m, NG25次調査地でTP+6.9 ～7.0mと、本調査地のTP+6.8m前後と類似し

ており、岩相と高さを考慮して、第7a・7b層は長原7B層に対比されると考えられる。

第7a層からは弥生土器の小片とサヌカイトの剥片、第7c層からも弥生土器の小片が出土しており、

その中にはあまり摩耗していないものが含まれることから、付近に弥生時代の遺構の存在する可能性

高い。

ii )遺構と遺物

第7a層上面で落込みSXO6、第4b層下部上面で溝SDO5および偶蹄類の足跡、第4a層上面で噴砂脈、

第3d層下面で鋤溝SDO1～04を検出した。検出した遺構は中世以前のものであった。遺構平面図を図

6に示す。

SXO6  調査区南西端で検出した落込みで、確認した範囲では南北長1.6rn,東西長1.4m,深さ0.6

mであった。埋土は第6b層である。上述のように、埋土からは弥生土器の小片がわずかに出土したの

みであった。検出した層準から古墳時代の遺構と考えられる。

SDO5  調査区南部で検出した東西方向の溝で、幅0.3～0.8m,深さO.lmであった。埋土は第4b層

上部である。埋土からは土師器の細片が出土したのみで、遺構の時期を示すものは認められなかった

が、検 出した層準から古代の遺構と考えられた。なお、東側で偶蹄類の足跡を確認したが、その向き

は南方向でSDO5には直行していた。

噴砂脈 4条確認した。南北方向に延びており、幅10cm以下、第4b層上部の砂で充填されていた。

SDOI～04に切られており、検 出した層準から古代のものと考えられた。

SD01～04 調査区北部で検出した東西方向の鋤溝である。SD01は延長2.7rn1 幅0.1～0.8rn,深さ

0.5mで、SDO2は延長0.6rn,幅0. 1～0.2m,深さ0.2m,SD03は延長3.4m,幅0.1～0.2rn,深さ0.2m,

SD04は延長0.5rn,幅0.lrn,深さ0.2mである。埋土はいずれも第3d層である。検出した層準から中

世の遺構と考えられた。

3)まとめ

今回の調査では、西側で検出されている古墳や方形周溝墓といった遺構は確認されなかったが、古

- 655 -



墳時代の落込みや古代の東西方向の溝、中世の南北方向の鋤溝が確認された。また、摩耗していない

弥生土器が第7a層から出土したことは、下位に当該時期の遺構の存在を想定させる。長原遺跡の中で

は本調査地近辺の調査例は少なく、土地利用の変遷など、まだ不明な点も少なくない。今回の調査は

今後の重要な資料であり、以後に行われる調査と合わせて検討していくことが必要である。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2006、「NG84-34次およびその周辺の調査」:『長原遺跡発掘調査報告XVj、pp.l61-168

大阪文化財研究所2013、「平野区長吉六反地区における長原遺跡発掘調査その2(NG12-2)完了報告書」

大阪文化財センター1986a,『城山(その1)』

1986b,『城山(その2)』

656



調査地遠景

(南西から)

西壁地層断面

(南東から)

西壁地層断面および

SXO6完掘状況

(南端部 :東から)



第7a層上面検出状況

(北から)

第5a層上面検出状況

(南部:東 から)

第3d層下面および

第4a層上面検出状況

(北部:東南東から)
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